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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第150回 半期総大会報告

1980年10月4日 ，5日 の両 日， ユ タ州 ソル トレー ク ・シテ ィー ，テ ンプル

ス クウ ェ アのタ バ ナク ル にお いて 催さ'れた 大 会の 説 教 とそ の模 様

スペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル大 管 長 は10月

4日(土)， 開会 の説教 に お いて次 の よ うに

語 っ た。 これ は今 大会 の基 調 とな る もの で

ある。

「末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 は
， そ

の創 設 以来 ，家 庭生 活 の大切 さ を強調 して

きま した。 私 た ちは， 永遠 の単 位 で あ る家

族 の基 が， 遠 く地球 の 創造 以前 に さか のぼ

るこ とを常 に心 に刻 み 込ん で き ま した。 こ

の家 庭 生活 を基 盤 として いな い社会 は 土 台

が ない の と同 じで， や がて は無 に帰 して し

ま うこ とで しょ う。

今や ， 主御 自身が 定 めた もうた道 徳 に関

す る戒 めや 標 準 は， 四方 八 方か ら攻 撃 され

て い ます 。偽 りの教 師 た ちが ， 公の場 での

話 を通 して， またわ いせ つ な書物 や雑 誌，

ラ ジオ， テ レ ビ， それ に街 頭 で の会話 を利

用 して， 道徳 の標 準 を根底 か ら覆 して し ま

っよ っな邪 論 をま き散 ら して い るの です 。

こ っした事態 を深 く憂慮 した私 は， 昨年

11月 号 の 『エ ンサ イ ン』と 『ニ ュー ・エ ラ』

(「聖徒 の道 」本号，pp.178-87)に ひ とつ の

記事 を載せ ま した。道徳 とい うテ ーマ で率

直 に， また懇切 丁 寧に 述べ た もの です 。標

準 を守 って 生活 す る よ うに勧 告 す る こ とは，

私 に課せ られ た非常 に 大 きな責任 です が，

この責 任 を果 たす こ とは容易 な こ とで は あ

りませ ん。私 は すべ て の末 日聖徒 に， この

特 別 な メ ッセー ジ を読 む よ うお勧 め し ます 。

兄弟 姉妹 の皆 さん， 家族 は永遠 に続 くも

の です 。一 時 の誘 惑 の ため にあ な たの家 族

を この偉 大 な可能 性 か ら遠 ざけ て し ま うこ

との な い よ うに して下 さい。 神聖 さ， 永遠

性， 家 族。 この3つ は 共に 手 を携 えて進 む

もの です。 したが って私 たち も， 共 に手 を

携 えて 進む よ うに しな けれ ばな りませ ん。」

特 別 記事 「キ ンボー ル大管 長， 道徳 につ

い て語 る」 はp .178に 掲 載 されて い る。

今 大会 では キ ンボー ル大 管長 ほか29名 の

教会 幹部 が 説教 し， 教会 員 が今後 半年 間に

関心 を寄 せ るべ き事柄 に関 して霊 感 にあふ

れ た率 直 な指 示 が与 え られ た。説 教は，10

月4日(土)に4部 会，10月5日(日)に

2部 会 の2日 間6部 会 にお いて行 なわ れた。

大 会 のすべ て の部会 はスペ ンサ ー ・W」

キ ンボー ル大 管長 が管 理 し， 司会 は キンボ

ー ル 大管 長 とマ リオ ン ・G・ロムニ ー第二 副

管 長 が行 な った 。N・ エ ル ドン ・タナー 第

一 副管 長 は幾 つか の集 会 に 出席 したが
，健

康 がす ぐれ なか った ため 短 く話 をされ たに

止 まっ た。教会 幹 部 は，伝 道の 任務 に あっ

たF・ バ ー トン ・ハ ワー ド長 老 とS・ デル ワ

ー ス ・ヤ ン グ長 老 を除 いて 全員 が 出席 した
。

また今大 会 では， バ ーナ ー ド ・P・ ブ ロ

ッ クバ ン ク長老 と0・ レス リー ・ス トー ン

長 老の ふ た りの教会 幹部 が新 た に名誉 会員

と して 発表 され た 。(p.32参 照)こ の結果 ，

七十 人 第一 定員 会会 員 は40名 ，名 誉会 員は

9名 とな った。

ブロックバ ン ク長 老 は1909年 生 まれ。1962

年10月6日 ，53歳 で教 会幹 部 に支持 されて

以 来18年 間， 熱心 に奉 仕 してこ られた 。

0・ レス リー ・ス トー ン長 老は1903年 の

生 まれ。1972年10月6日 ，69歳 で教 会幹 部

に 支持 され て以来8年 間， 同様 に 熱心 に奉

仕 して こ られ た。
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1980年10月4日(土)午 前 の 部

大 管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

家族は永遠に

「悪 の 力か押 し寄せ る中 で， 家庭 の 価値 を深 くまた 積極 的な 気持ち で 信 し

てい る人 だ けが 自分 を守 る こ とがで さる ，そ の ような 日が 訪れ る に違 いあ

りません 。」

愛 する兄輸 妹の皆さん激 会の第150
回世 界半期 総 大会 に皆 さん をお招 きで

きて， 心か ら うれ し く思 って お ります 。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 は， その

創設 以来， 家 庭生 活 の大切 さを強調 して き

ま した。私 たち は， 永遠 の単位 であ る家族

の基 が， 遠 く地球 の創 造 以前 に さか のぼ る

こ とを常 に心 に刻 み 込 んで き ま した。 この

家庭 生 活 を基盤 として いな い社会 は土 台が

ない の と同 じで， やが ては 無 に帰 して しま

うこ とで し ょう。

こ うした見地 か ら， いか な る もので あれ

永 遠 の家族 の よ うに私 た ちの生 活 の根底 と

な る ものが 脅威 に さ ら され た時 は， 家族 組

織 が故 意 にそれ を破 壊 しよ う とす る 人々 に

よ り決 定 的 な打 撃 を受 け る こ との な い よ っ

に， 主張す る ところ は大 いに主 張 しなけ れ

ば な りませ ん。 これ は私 た ちに課せ られ た

神聖 な務 め です 。

今 や， 主御 自身が定 め た もうた道徳 に関

す る戒 めや標 準 は， 四方 八方 か ら攻撃 され

て い ます 。偽 りの教師 た ちが ，公 の場 で の

話 を通 して， またわ いせ つ な書物 や雑 誌 ，

ラジ オ， テ レ ビ， それ に街 頭 で の会話 を利

用 して， 道徳 の標 準 を根 底か ら覆 して しま

う ような邪論 を まき散 ら して いるの です 。

こ うした事 態 を深 く憂 慮 した私 は， 昨 年

11月 一号の 「エ ンサ イ ン」 と 「ニ ュー エ ラ」

(「聖徒 の 道」 本号，pp.2-5)に ひ とつ の

記事 を載せ ま した 。道徳 とい うテー マ で率

直 に， また懇切 丁 寧に述 べ た もの です 。標

準 を守 って生 活す るよ うに勧 告 す るこ とは，

私 に課 せ られ た非 常に 大 きな責 任 です が，

この責 任 を果 たす こ とは容 易 な こ とでは あ

りませ ん。私 はす べ ての末 日聖 徒 に， この

特 別 な メ ッセー ジ を読 む よ うお勧 め します 。

私 た ちは今 ， 危険 きわ ま りな い時代 に生

を受 け て い ます 。結婚 の 誓約 を軽 々 に扱 う

人 が ます ます増 え， 少年 非行 もその数 を増

して い ます 。1970年 を基 準 に して調べ てみ

る と， 合衆 国 にお け る離婚 の増加 率 は65パ

ー セ ン ト強に も上 って お り， また過 去10年
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間 にお け る同せ い してい る未婚 の 男女 の数

は，157パ ー セ ン ト以 上 も増 加 して い るの

です 。 さ らに片 親 しか い な い子 供 の増 加 も

目に余 る ものが あ り，1979年 を例 に とって

み る と， 子 供 の いる世 帯 の 内ほぼ5軒 に1

軒が 片 親世 帯 となっ てい ます 。

堕 胎(人 工妊 娠 中絶)の 増加 も目を覆 わ

ん ばか りです。 ちなみ に， マ ル コム ・マ グ

リッジは次 の よ うに記 しています 。「堕 胎 に

関す る法令 の通 過 以来10年 間 に堕 胎 に よっ

て生 命 を奪 わ れ た胎 児の数 は， 第一 次 世 界

大戦 に おけ る戦 死 者数 よ りも多い。

私 は ，西 欧社 会 が抱 え る大 きな問題 の ひ

とつ は， 我 々が 第一 次世 界大戦 で大 勢 の 人

人 を失 っ た こ とであ る と教 え込 まれ て きた。

しか し我々 は， それ と同 じ数 の生命 を，個

人 の尊 重 とい う名 の もとに この世 に生 まれ

落 ち る前か ら絶 って きたのである。」(Hπ辮αη

L舵Rε 加εω 「ヒューマ ン ・ライ フ ・レ ビュ

ー」1980年 夏季 ，p.74)

さ らに， 過去 にお いて家 族 の結 束 を強め

る上 で少 なか らぬ働 きを してい た社 会 規範

とい っものが， 次 第 に影 の薄 い在 存 とな っ

て きてい ます 。悪 の 力が押 し寄 せ る 中で，

家庭 の価値 を深 くまた積極 的 な気持 ちで信

じて い る人 だけが 自分 の 家庭 を守 るこ とが

で きる， その よ うな 日が訪 れ るに違 いあ り

ませ ん。

無意 識， 無知 な ど原 因は様 々 で し ょうが，

行政 府 が(表 面 的に は家庭 を擁護 す る とい

う名 目で)行 な う事柄 に は， 百害 あ って一

利 な しの ものが しば しば あ ります 。 中に は

歴 史 的な 背景 な どを こ とご と く無 視 し， 家

庭 な どとい う ものは もはや 存 在 しな いの だ

とい った奇 抜 な 説 を持 ち出す 人 もい ます 。

こ う して 家庭 を本 来 あ るべ き姿 か ら遠 ざけ

よ う とむ だ な努 力 を重 ね る行 政府 が 多 くな

れ ば な る程 ，逆 に もと もと政 治 とい うもの

に課 せ られて いた伝 統 的かつ 基本 的 な役割

が， 効 果的 に果 た され な くな って くるの で

す 。

信 じた くない と思 わ れ る方 もあ るか も知

れ ませ んが ，今 日私 たちが抱 える家庭 問題

の 中 で，か な り多 くの ものが 十戒 の 第7番

目の戒 め を破 る こ とに起 因してい ます 。(出

エ ジプ ト20：14参 照)結 婚 前の 完全 な純潔

と結 婚 してか らの夫 婦相 互 の忠誠 が守 られ

れ ば， 罪や 苦 しみ， 不 幸に さ いな まれ るこ

とな く，主 の道 を真 っす ぐに進 む こ とが で

き るの です 。 この 第7番 目の戒め を破 る と

い うこ とは， た いてい の場合 ， ひ とつ ある

いは複 数 の家庭 を破 壊す るこ とにつ なが り

ます。

また，犯 罪 を重 ね る親の下 に育 った子供

は， 傾 向 としてや は り同 じよ うに犯 罪 を重

ね る よ うです 。 この恐 るべ き実 態は， 何 を

犯 罪 と呼ぶ か とい うこ とに関す る基 準 をた

だ単 に低下 させ ただけ で は変 わ らない で し

ょ う。 これ は成 人の場合 で も， 少年や 子供

の場 合 で も同 じです 。

兄弟 姉妹 の皆 さん， 私 たち は皆， 家族 と

い う単 位 をこの地上 におけ る社 会の 進化 の

過程 にお い て， あ る特 定 の局面 にの み結 び

つ くもの とす る もっ ともら しい議 論 に欺 か

れ な い よ うに しなけれ ば な りませ ん 。私 た

ちは， 家族 の重 要性 を無視 し， 逆 に利 己的

な個 人主義 の価 値 を前 面 に押 し出 そ う とす

る こ うした動 きに対 して， 抵抗 す る 自由 を

持 って い ます 。私 た ちは家 族が 永遠 の もの

であ る こ とを知 って い ます 。家 庭が うま く

いか なけ れば， 世 の 中の あ らゆ る機 関が う

ま くいか な くな るの です。

無知 で あれ 悪意 か らで あれ家 庭 を攻撃 す

る人 は，苦 痛 と絶望 とい う恐 るべ き， しか
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聖徒 たちに手 を振 って応 えるスペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長夫妻

も避 け よ うと思 えば避 け る こ との で き るサ

イ クルに 自ら足 を踏 み入 れ よ うとす る人 で

す。 なぜ な らその よ うな 人は， 家庭 に代 わ

る もの を見 いだ そ う として結局 苦痛 以外 の

ものは何 も得 られ ず， また世 故 に た け た人

の知 恵 は，家庭 につ いて の愚 か な考 えの 故

に衆 目の内 に滅 びて しま うか らです 。

私 たちの家 庭 の 多 くは ，世 界 の国 々が 最

大 の難局 に 直面す る よ うな こ とが あれば ，

堕 落の一 途 を た どるこ とで しょ っ。

その ような危機 にあ って私 たち を救 うも

のは，放 縦 で はあ りませ ん 。物 質主 義 も私

た ちを守 って は くれ ませ ん 。 この世 の 富 は

す べ て しみ食 い， さびつ いて しま うか らで

す 。

私 た ちの政 治機 関， す なわ ち国会 や議 会

も， あ らゆ る組 織 の根 底 とな って い る家庭

をいろ いろ な害か ら守 らない 限 り， 私 た ち

を救 う こ とは で きませ ん 。 また家 庭 の 中に

愛 で はな く憎 しみが あ って は，平 和協 定 も

私 た ち を守 っ ては くれ ない で し ょ う。失 業

対策 プロ グ ラム も同 じです。 働 くすべ を教

わ っ た こ との ない 人，働 く機 会 を得 ず， ま

た労 働 に対 す る意欲 も味 わわず に育 った 人

が 多 くな れば， プ ロ グラム の意 義 は失 われ

て しまい ます 。法 の実施 に も同 じこ とが言

え ます。法 に 則 して身 を処 し， 法 に身 をゆ

だね る 人が少 な くなれ ば， 法 はあ っ てな き

が ご と しだか らです。

権 威 は悪 であ り， 規 範 を重 ん じ るこ とは

誤 りで あ る と教 え られて きた青 年 た ちは，

父母 を敬 う とい う第5番 目の戒 め を守 らな

い でしょう。(出 エ ジプ ト20：12参 照)親 が

特 に第7番 目の戒 め を破 るこ とに よって 自

ら を辱 めて い なが ら， ど うして その子 供 で

あ る青年 たちが 親 を敬 うよ うに な るで しょ
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うか 。

家 庭 に関 す る どの統 計 を とっ てみ て も，

すべ て 悲 しむべ き数 字 が表 わ れ て き ます 。

そ して私 た ちに， この潮 流 を変 えな けれ ば

な らな い こ とを示唆 す るのです 。

末 日聖 徒 の家 庭 に あ っては， この流 れ を

変 え るため に必 要 な こ とを も らさず行 な お

うで は あ りませ んか 。

私 は再 び 皆 さん に，個 人 と家 族 の歴 史 を

作 成 す る よ うに勧告 します 。私 たち はつ い

最 近 開催 され た世 界記録 会 議 を成功 裏 に終

え る こ とが で き， うれ し く思 って い ます 。

この会 議 に は世 界 中の30以 上 の国 々か ら1

万1千 人以上 の 人が 集 ま り，個 人 の記録 の

作 成 につ い て意 見 を交換 し合 い ま した。 こ

の点 にお い て他 の 人々 の模 範 とな り，私 た

ちに歴 史や 記録 と して受 け 継が れ た遺産 を

守 る と同 時 に， 堅 固な家 庭 に もた ら され る

恵み を刈 り取 ろ うでは あ りませ んか 。

両 親 の皆 さん は， 集会 統合 化 スケ ジュー

ル に よ って生 み 出 され た時 間 を十 分 に活 用

して下 さっ てい るで し ょうか 。 この スケ ジ

ュー ルは， 皆 さんが子 供 と共 に過 ご し，子

供 を愛 し， 教育 し，育 て る時間 を 日曜 日に

設 け られ る よ うにす るため の ものです 。 ま

た家 族 全員 での活動 や レ ク リエー シ ョンの

必要 性 も忘 れ な いで いた だ きた い と思 い ま

す 。 その ため の時 間 も設 け てあ ります 。家

族一 人一 人に対 して無 条件 の 愛 を示 して い

た だ きた い と思 い ます 。難 しい問題 に直面

した時 に くじけ て しま うのは， 負 けず に頑

張 ろ うとい う気 力 をな くして しま うか らで

す 。

私 たち は教 会 や学 校 ，大 学か らの援助 ，

また人種 や 信条 ，文 化 を問わず 家庭 に関心

を持 つ 見識 豊か な人々 か ら得 られ る助 け に

対 して， 心 か らうれ し く思 います 。 しか し

前 に も述 べ た通 り， こ うした支援 組織 が適

切 に機能 しな い場 合 は，私 た ちの手 でで き

るこ とを行 な うほか あ りませ ん。 主が 言わ

れ た こ とに 曖昧 な点 はみ じん もあ りませ ん 。

私 た ちは，課せ られ た義務 を怠 る こ とはで

きな いの です 。主 は その義 務 を， その属 す

る とこ ろに 直接課 して こ られ ま した。す な

わ ち主 は私 た ち両 親 に，子 供 た ちに正 しい

原 則 と主 の前 に正 し く道 を歩 む こ との 必要

性 を教 え る とい う義 務 を課 し， それ を果 た

す よ うに求 め てお られ る のです 。 そ してこ

の義 務 を果 たす上 で，摸 範 とい う雄弁 に勝

る ものは あ りませ ん。

兄 弟 姉妹 の皆 さん， 家族 は永遠 に 続 くも

の です 。一 時 の誘惑 の ため に あな たの家族

をこの 偉大 な可 能性 か ら遠 ざけ て し まうこ

との ない よ うに して下 さ い。神聖 さ， 永遠

性， 家族 。 この3つ は共 に手 を携 えて進む

もの です。 したが って私 た ち も， 共 に手 を

携 えて 進む よ うに しな けれ ばな りませ ん。

私 は神 が 生 きてお られ るこ とを， ま たイ

エ ス ・キ リス トが生 きてお られ， 私 た ちの

救 い主， 贈 い主 で あ られ るこ とを謹 んで証

します 。私 の愛 と祝福 を皆 さん にお伝 えし，

イエ ス ・キ・リス トの み名 に よ り申 し上 げ ま

す 。 アー メン。
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第一副管長N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

証がもたらす祝福

「私はこれまて4人 の大管長と共に働き，主が各々の大管長を通してみ業を

行なわれる様をつぶさに見るという偉大な特権に浴 してさました。」

け さ・総 大会 の この部 会 に皆 さん と共 に

集 えるこ とは， 特権 であ り祝 福 で す。

早 い もの で， キン ボー ル大管 長 の副 管長 に

召 されて以 来7年 の歳 月が 流れ ま した。 も

しもこの副管 長 と して の務 め を完 うで きる

な らば， 私 は それ で大満 足 です 。 きょ うこ

の よ うに して皆 さん と共 にみ た まを味 わ う

こ とが で き， うれ しく思 ってお ります。 こ

のみ た まは， タバ ナ クル合唱 団 の歌 声 に耳

を傾け， この偉大 な教会 の指 導者 の説教 を

聞 く人 々 に総 大会 の た びに訪 れ るみ た ま で

す 。

私は今 回， 話 をす る予 定が あ りませ んで

したが， キン ボー ル 大管長 か ら少 し話す よ

うに言 われ ました。 そ こで， 私 の家 族や 友

人，実業 家， そ して世 の 人 々に証 を述べ た

い と思 い ます 。私 は これ まで4人 の 大管 長

と共に働 き， 主が 各 々の 大管 長 を通 じて み

業 を行 なわれ る様 をつぶ さに見 る とい う偉

大 な特権 に浴 して きま した。 どの よ うな人

であ って も大 管長 に じか に接 したな らば ，

大管 長 が予 言者 と して私 たち を真理 と義 の

道 に導 き， また永遠 の生 命 が得 られ る よ う

に私 た ち を家族 共 々備 え させ て下 さ って い

るこ とに疑 い を さ しは さむ こ とは な いで し

ょ う。

私 た ちは神 の 霊 の子供 です 。 私 た ちは地

球 の 創造 が決 まっ た時 にそ の場 に い ま した。

地球 が創 造 され た のは， 私 た ちが戒 め を守

る こ とに よって 天の 御 父の み もとに帰 るに

ふ さわ しい こ とをそ こで証 明す るため です 。

この世 の救 い主 として， イエ ス ・キ リス

トが選 ば れ ま した。 イエ ス は古代 の 予 言者

た ちに， 旧約 聖 書の 創世 記 な どに記 されて

い る生 命 と救 いの計 画 をお授 け に な りま し

た。 私 た ちは 自分 が何 者 であ り， ど こか ら

来て なぜ ここに お り， また どの よ うに して

御 父 の み もとに 帰 る こ とが で きるの か を知

って い ます。

イエ ス ・キ リス トが授 け た もうた福 音 の

教 えに対 して証 を持 て る こ とは， 実 に幸せ

な こ とです。 私 た ち一 人一 人が全 力 を尽 く
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左 よ りN・ エ ル ドン ・タ ナ ー 第 一 副 管 長 ， マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー 第 二 副 管 長 ， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管 長

して与 え られ た務 め を果 たす こ とが で きる

よ うに祈 って い ます 。 ど こに あ って も私 た

ちの模 範 と力 が 人々 の心 に あ まね く響 きわ

た り ます よ う に。 イ エ ス ・キ リス トの み 名

に よ り， ア ー メ シ 。

7



十二使徒定 員会会員L・ トム ・ペ リー

「人 は 白分 の まい た も の を
，

刈 り取 る 」

「家計
，家 族の 組織 ， 教会 で の責 任， 地域 社 会の 活動 への 参加 な ど につい

て 分析 して み よう との ，家 族 への 呼び 掛 け。」

「地 は物 に満 ち足 りて斜 あ り・ 然ll・

われ よ ろずの物 を備 えて 人の子 らに

これ を与 え， 人 各々 を 自由 意志 に よ りて動

く者 となす 。」(教 義 と聖 約104：17)

主が この地上 に住 む御 自身の子供 た ちの

必要 を満 たす ため に定 め られ た秩 序 を見 て，

私 は例年 の こ となが ら驚 異 の念 に打 たれ ま

す 。私 は毎年 春 にな る と， くわ を手 に し，

種 まきを始め ます が， 真 っ直 ぐな筋 に沿 っ

て まけ る よ うに，2本 の くいの間 に張 っ た

糸 を目当て に しなが ら，地 味 の肥 え た土地

に2，3粒 ず つ種 をまい て いき ます 。 そ し

て秋 には その豊 か な実 りに圧倒 され るの で

す。他 よ りも抜 きん 出て丈 が伸 び る種 もあ

ります。 そ してほ とん どの 種が ，何 カ月か

前 に まか れ た時 とは比 較に な らな いほ ど多

くの黄 金 の豊か な実 りをもた ら して くれ る

の です。 人々 は収 穫 の季 節 の度 に， 主 が注

いで下 さる祝福 に感 謝 の念 で胸 が一杯 にな

るに違 い あ りませ ん 。

救 い主は 地上 で教 え と導 きの 業に携 わっ

てお られ た間 ， た とえ話 の 中で何 度 もこの

成 長 の過程 を例 に とっ て教 え られ ま した。

この こ とか ら考 えて， 救 い主 が この過 程 を

よ く理 解 して お られ た こ とは間違 い あ りま

せ ん。 救 い主 は幾 度 とな く， 主が 人々 の た

め に定 め られ た この供 給制 度 か ら例 を あげ

て 教 え を説 か れ ま した。種 を ま く人(マ タ

イ13：3-23参 照)， 自然 に育 って い く種

(マル コ4：26-29参 照)， 毒 麦(マ タイ

13：24-30参 照)， 実 を結 ば な いい ち じ く

の 木(ル カ3：6-9参 照)， いち じ くの葉

(マ タ イ24：32-33)， 畑 に 隠 され た宝(マ

タイ13：44)な どのた とえ話 をは じめ，ほか

に もた くさんの 例 があ ります。 次 の聖 句の

よ うに， 救 い主 の弟 子 た ちが， 地上 に お ら

れ た時 の主 の言葉 ぶ りに な らって 人々 に教

え た と して も，何 ら不思議 な こ とでは あ り

ませ ん 。「まちがってはいけ ない， 神 は侮 ら

れ る よ うなか た で はな い。 人は 自分 の まい

た もの を， 刈 り取 る こ とにな る。」(ガ ラテ.

ヤ6：7)
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主 の刈 り入れ の律 法 が伝 える偉 大 な メ ッ

セー ジは， 人々 に強 い印 象 を与 えず には お

きませ ん。 主が 定め られ た秩序 は成長， 増

殖， そ して豊か な報 い を もた らして くれ ま

す。 私 た ちは， この成長 の過程 を通 じて も

た らされ る祝 福 を 目の あ た りに した時， 神

の子 供 た ちに この現世 の 人間 に与 え られ て

いる可能 性 に気 付 い て欲 しい と願 うの で は

ない で し ょうか 。主 は御 自分 の子供 たち の

多 くに， 地上 にい る間 に特別 な被造 物， つ

ま り御 自身 の息 子， 娘 た ちの世 話 をす る機

会 を与 え られ ま した。 主が 人類 に与 え られ

た あ らゆ る責 任 の 中 でこ れ よ り偉大 な もの

は あ りませ ん。

私 は こ こ数 カ 月の間 に親 た ち の失意 の声 ，

若 人の熱 心 な訴 え， 幼 い子 供 の小 さな声 な

ど， 人 々の 声に 耳 を傾 け る機会 が何 度 か あ

りました。 私 の耳 に は， 苦 しみ を訴 える言

葉が た くさん入 って き ます 。 人類 の父母 で

あるア ダム とイ ヴの時代 以 来， 文 明の基 礎

とな り， 人 々 に安 らぎ と愛 を与 え， 歴 史の

本 流 とな って きたの は家 庭 です が， 今述 べ

た苦 しみ は， その家 庭 で の問題 に集 中 して

い るの です 。 その よ うな家 庭 を滅 ぼ そ う と

して立 ち働 く強 大 な勢 力が 不意 にそ の姿 を

私 た ちの前 に現 わ しま した。記 録 と して残

され た歴 史は， 人類 の 本 流 とな って きた家

族 が滅 ん でい く時 に， どの よ うな状 態が 生

じ るか を余 す ところ な く伝 えて い ます 。 モ

ル モ ン経 には， 主が 人の ため に定 め た も う

た道 か ら文 明が それ てい く時 に どの よ うな

こ とが 起 こ るか とい うこ とにつ いて， た く

さん の実 例 が 見 られ ます 。

ヤ コブ書 の 中 に次の よ うに記 され てい ま

す 。 「さて， 第 二 代 目 の 王 の代 にな って，

ニー フ ァイの民 は だん だ ん その心 をか た く

なに し， 多少 の悪事 をす る よ うにな った 。」

(ヤ コブ1：15)ヤ コブ は人 々に正 しい道

に戻 る よ うに戒 め， 主 の道 に立 ち返 らな い

場 合 に起 こ る事 柄 につ いて 警告 を与 え ま し

た。

初 め に彼 らの高慢 さ を戒 め， 続 いて よ り

重大 な 問題 に矛 先 を向 け， この よ うに言 い

ま した。

「私 は この よ うな高慢 に つ いての話 をこ

れ で終 るが， もっ とひ どい 罪悪 につ いてぜ

ひ あな た たちに 話 を しな くて も よか った な

らば ，私 の 心は あ な たた ちの こ とを考 え て

嬉 しか っ たで あ ろ う。」(ヤ コブ2：22)

「ご らん
， あな たた ちは私 たちの兄 弟 の

レー マ ン人 よ りも もっ とひ どい罪悪 を犯 し

た。 優 し くて感 情 の傷つ き易 い 自分 の妻 の

胸 を張 り裂 け させ ， 子供 に は悪 い手本 を見

せ てそ の信 用 を な くした。 かれ らの心 の嘆

きは神 に聞 え てあ な たた ちの悪 い行 い を訴

え てい る。 また あな たた ち を答 め るため に

神 か ら下 る言葉 が きび しい故 に， す でに深

い傷 を負 うた よ うに心 が痛 み悲 しん で死ん

だ妻 子 が 多 くあ る。」(ヤ コブ2：35)

もし私 たち も，今 の世 の 中の 大方 の人 々

が歩 ん で い るこの道 か ら戻 らなけれ ば，神

か ら同 じ裁 きを受 け るこ とに な るの です。

聖典 の 中の言 葉 につ い て考 えて い る時，

ひ とつ の恐 るべ きこ とが思 い浮 かび， は っ

とさせ られ た こ とが あ ります。 つ ま り， こ

う考 えたの です 。 「私 の 人生 の時 計の針 が15

年 前 に戻 り，十 代 の子供 ふ た りと小 さな子

供 ひ とりを持 っ た私 が この1980年 の環 境 の

中 に投 げ入 れ られ た ら一 体 ど うな るだ ろ う

か 。」この 困難 な時代 にあって家庭 本来 の姿

を維 持 す る とい うチ ャ レン ジを考 えた時，

私 は冷や 汗 の 出 る思 いが しま した。 そ して

また時計 の 針が 戻 っ て， 今 の私 た ちが15年

後 の世 界 に置か れ るよ うな こ とに な る とし
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た ら，今 ， ど うい う点に気 を付 けな けれ ば

な らないだ ろ うか ， と考 え ま した。

新 たな決意 と努 力 を要す る問題 と してす

ぐに私の 心 を よぎ った ものに 次 の4つ が あ

りました。

1.家 計。 家族 を養 って い くのは は るか

に難 し くな って い くで し ょ う。雇 用状 態 は

決 して将 来 をすべ て保 障 して くれ る もの で

はあ りませ ん。転職 をす る人 の数 は年 を追

って増 えて い くで し ょう。今 日見 られ る よ

うな イン フレが 続け ば，現 在 の生 活水 準 を

保 ってい くこ とがか な り難 し くな ります 。

住 居費， 公共 料 金， 食費， 被 服 費， それ に

大 量 のガ ソ リンを 食 う自動 車 の維 持 費 な ど，

あ らゆる ものが 家計 に対 して大 きな負担 と

な って きてい ます 。 家計 の圧 迫 は家 庭 内の

不安 を一 層深 刻 な もの とす るで しょ う。 そ

れ で は， 私 た ちの前 に大 きな障 壁 として立

ちは だか るこの 新 しい状 況 に対 して ， ど う

対 処 して いけば よいの で し ょうか。 しか し，

私 は その時， 次 の よ うな言葉 を聞 き， す ぐ

に安 ら ぎを覚 え ま した。

「心 をつ くして主 に信 頼せ よ
， 自分の 知

識に た よって はな らな い。

すべ て の道 で主 を認め よ。 そ うす れば ，

主 は あな たの道 をま っす ぐに され る。」(箴

言3：5-6)

私 は教 会が ， 緊張 と圧 迫 の時代 に向け て，

長期 間に わた って私 たち に備 え を させ て く

れて い るこ とを再 認 識 しま した 。今 の世 の

中で子供 たち に伝 道や 教 育 な どの祝 福 を与

え よ うと思 うな ら， 是非 と も家 計 につ いて

長 期 的な計画 を立て なけ れば な りませ ん 。

その よ うな出費 をまか な うには慎 重 な計 画

と準備 が必要 です。収 入 の範 囲 内 で生活 し，

借 金 を しない とい うこ とは最 も大切 な こ と

です 。家 計 の収支 の バ ラ ンス をよ く保 つ た
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め に は， 多 くの こ と を考 慮 し，理 解 して お`

か な けれ ば な りませ ん。 物 を購 入す るに 当

た っては， それ が本 当に 必要 な物 か ど うか

よ く考 え る必要 が あ ります。 月 々 こん なに

多額 の ロー ン を返 済 して まで大 きな家が 本

当に 必要 だ ろ うか ，車 が 二 台 も必要 だ ろ う

か ， 家庭 で家 族全 貝 が楽 し く過 ごせ る活動

があ るの に， そ れ を金の かか るで きあ いの

娯 楽 と代 え てい い もの だ ろ うか， 休 暇の 時

も家 に いて楽 し く過 ごせ な いだ ろ うか， と。

1年 分 の貯蔵 は最優 先事 項 の ひ とつ です 。

ど うした らそれ が達 成 で きるか， も う一 度

考 え直す 必要 が あ ります 。 自分 の着 る物 は

自分 で作 る， 家庭 菜 園の収 穫iを増 や して食

糧 を保 存 す るな どの 方法 に よ って， 貯蔵 品

の 中で 自家 製品 の 占め る割合 を もっ と増 や

せ ない で し ょうか。

貨 幣価値 の 目減 りとい うこ と を考 えた場

合 ，預 金 を上 手 に投 資す る方 法 は ない で し

ょ うか。収 入は安 定 してい る で し ょうか 。

また80年 代 とい う流動 的 な 時代 に あっ て家

族 の 必要 をまか な って い くだけ の増収 は見

込め るで し ょうか 。

家族 の物 質 的 な必要 に応 え るには ，現 在

の状 況の 中 で， さらに よ く考 え， 準備 し，

計 画 しなけ れば な りませ ん 。

2.家 族 の組織 。数 週 間前 の あ る証 会 で，

ひ と りの 若 い母親 が， 主 が新 たな理解 の 目

を開 いて 下 さ った と証 す るの を聞 き ま した 。

それ は こ うい う話 で した。 彼女 は 日曜 日の

プ ロ グラム の変 更に ひ ど くが っか りして し

まい ま した。 初 等協会 の役 員だ っ た彼女 は，

プ ロ グラム の変 更に よ って扶助 協会 ， 日曜

学校 に 出席 で きな くな った か らです 。 彼女

は その変 更 に従 う くらいな ら，不 活 発 にな

っ た方が まだ ま しだ と思 い ま した。 あ る 日，

その こ とにつ い て深 く考 えて い る と， 光 の



ような霊感 が心 の琴 線 に触れ るの を感 じま

した 。 そ して教 会 で どの よ うな こ とが起 こ

るか を示 現 で見 たの です 。 それ は決 して，

彼女 が考 え てい た，扶 助協 会 へ の 出席 の機

会 を奪 う とい う よ うな もの では あ りませ ん

で した。 そ れ ど ころか， 自分 た ちの 子供 を

教 え訓練 す るとい う主か ら託 され た最 も大

切 な責 任 を果 た す ため に， 主の 日に夫や 子

供 と最 高 の 時 を過 ご す 新 た な素 晴 ら し い

機 会 だ っ たの です。 その後 ，彼 女 は夫 と共

に よ く祈 り， 学 び， 計画 し，今 で は 日曜 日

は1週 間の 内 で最 も大切 な 日に な りま した。

私 は 彼女 の証 を聞 きなが ら，6カ 月前 に

紹介 され た この 新 しい統合 プ ロ グラム は果

た して どの よ うな成 果 を収 め て いるの だ ろ

うか と考 え ま した。ス ケ ジ ュー ルや 活 動が

変 更 にな った こ とで，不 満 の 日にな っては

いな いで しょ うか 。 テ レビに うつつ を抜か

し， 自分 の思 い を汚す 時 間が長 くな った だ

け とい うよ うな こ とはな い で し ょうか 。 ま

た， 両 親が 子供 たち一 人一 人に愛 を示 し，

教 え， 訓練 す る に十 分 な 時間 を作 るため に

は㍉ 家 族 そ ろっ て家庭 とい うひ とつ の場 に

集 う特 別 な機会 が 必要 で あ る とい うこ とに

つ い て， そ の理 由 を しっか り理 解 して いる

で し ょうか。

も う一 度小 さな子供 の い る家庭 の 長 とい

う役割 が 与 え られ る と した ら，私 は きっ と，

もっ とた くさん の時 間 を子供 の ため に使 お

う とす るで しょ う。 そ して教 会 が家 族 と共

に過 ごす よ うに とい うこ とで私 に与 えて く

れ てい るそ の特別 な時 間 を厳密 に守 り， ま

た よ く計 画 す るこ とに よって， それ が も っ

と実 りのあ る もの とな る よ うに心が ける で

し ょ つ。

私 は 日曜 日の プ ロ グラ ムの変 更 に伴 っ て，

今我 が家 で毎週 行 な って い る特 別 な家族 の

集 いの進 め方 を変 え よ うと思 って います。

今 の世 の 中 のほ とん どの子供 た ちは， 本来

の姿 を備 え た家族 の中 で教 え られ た り，訓

練 され た りとい うこ とが まずあ りませ ん。

それ で私 は 自分 の子 供 が この特権 を奪 われ

る よ っな こ との ない よ っに しよ っ と肝に銘

じてい ます 。私 は子 供 た ちに， 本来 の役割

を果 たす 家庭 とい うものが ど うい うものか

を見 る とい う， 考 え られ る中 で最 高 の経験

をさせ てや りた い と念 じて い ます 。永遠 の

家族 は決 して 「自然に で き上が る」 もので

は あ りませ ん。 あ らゆ る賜 の 中で最 大 の賜

は， この地 上 での働 き を通 して手 に しなけ

れ ばな りませ ん。

まず初 め に， 毎 週十 分 な時 間 を とって家

庭管 理 委員 会 を開 き， 家族 で何 をす るか計

画 を立 て ます 。夫 婦 に よっ て構 成 され るこ

の管 理 委員 会 で は，ふ た りが 家族 とい う組

織 の 中で担 って い る指 導者 としての務 めに

つ いて ，十 分 に心 を打 ち明け て話 し合 い，

計 画 を立 て， 準備 を します。

次 に， 月 曜 日の夜 の家庭 の夕べ の時 間は，

子 供 た ちが家族 の一 員 として， また将 来，

父親， 母親 として課せ られ る義務 に対 して

どう備 え るべ きか を両親 か ら学 ぶ家庭 評議

会 の場 に し ます 。家 庭 の夕べ は家族 そ ろっ

ての 食事 で始 め， 続 い て評議 会 を開 きます 。

評 議会 では， 神 殿参 入へ の備 え， 伝 道へ の

備 え， 家庭 の管理 運 営， 家 計，職 業 面 での

能 力 の 向上 ， 教 養 を高 め る こ と， 地 域社会

の活動 へ の 参加 ，財 産 の取 得 とその 管理 維

持 ， 家族 の 活動 予定 ， 余暇 の過 ご し方， 家

事 の 割 り当 て な どの事 柄 につ いて話 し合 い，

訓 練 します 。そ して 特別 の デザ ー ト， また

子 供 た ちが一 人 一 人，両 親 と個 別 に話 し合

うとい う家庭 の 夕べ の 中 で一番 楽 しい時間

が その後 に 続 き ます 。
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3番 目は土 曜 日の活動 です。 この 日は特

別 な活動 の 日で， 前 半 と後 半 に分か れ て い

ます。前 半 で は子 供 た ちに働 くこ との祝 福，

それに家 屋， 庭， 畑 の手 入 れ の仕 方 を教 え

ます。後 半 は，家 族 が一 緒 に活動 をす る時

間です 。共 に楽 しい活動 を し， 後 々 まで残

る楽 しい思 い 出の時 と します 。

4番 目は 日曜 日です 。 この 日は1週 間の

中で も特 に大 切 な 日とな ります 。 よ く準 備

を した上 で， 教 会 で行 な われ る3時 間 の礼

拝行 事 に臨 み ます。 家族 は皆，穏 や か な く

っ ろいだ気持 ちで， また霊 的 に も備 えので

きた状 態 で教 会 に集 い， 集会 のひ とと きを

楽 し く過 ご します。 そ して残 りの時 間 も霊

性 が育 まれ る よ うな過 ご し方 を し ます 。服

装 もこの特別 な 日にふ さわ しい物 を身 につ

け ます 。 男の子 た ちは ジーパ ン とTシ ャツ

を脱 いで， も う少 し きちん とした服装 で，

女 の子 た ち も シ ョー トパ ン ツや ス ラ ックス

では な く， 着心 地 よ く， しか も慎 み の ある

服 装 で過 ご し ます 。 この 時間 は家 族 そ ろっ

ての聖典 の勉 強， 系 図や個 人 の記 録， また

家 族の 歴 史の作 成， あ るいは 手紙 を書 いた

り，親戚 や 友 人，病 気や 老 齢 の ため家 を出

られ ない 人々 を訪 問 した りし ます 。

3.教 会 の責任 を果 たす 。私 は 自分 が召

され てい る教 会 の責 任 を もっ とよ く果 たす

こ とが で きる よ うに計画 し， 勉 強 し，訓 練

を受 け， 瞑想 し， 導 きを求め て祈 ります 。

私 が望 ん でい るの は， 自分 の働 きを主が 望

んでお られ る水準 に到達 させ るこ とです 。

自分 に与 えられ た一 つ一 つ の責 任 に対 して

よ く備 え， 自分 のや り方 の まず さの ゆ えに

家族 と過 ごす 貴重 な 時間 を失 うよ うな こ と

が絶 対 な いよ うに した い と思 って い ます 。

また， 副 と して働 く人や 高等 評議 員， 定 員

会役 員， ホー ム テ ィーチ ャー ， 父親 に委任
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す る とい う主 の方 式 を もっ とよ く理解 しな

けれ ば と考 えて い ます。 ひ と りで幾 らが ん

ば って も， よ くま とまった チー ム の働 きに
'
は決 して及 ばな い とい う原 則 につ いて も同

じよ うに理解 を深 め て いか なけ れば な らな

い と思 って い ます 。

4.地 域社 会 の活動 へ の参 加 。私 は 自分

の子供 が 通 って い る学校 の行 事や ， 自分 た

ちが 属す る地 域社 会 の活 動 に もっ と積 極 的

に参加 して い こ う と考 えて い ます 。 多 くの

善 き隣 人た ち と力 を合 わせ ， 自分 たちが 住

む地 域 を，子 供 た ちが清 潔 で危 険の な い，

また健全 で幸 福 な環 境の 中 で成長 で きる所

に した い と願 って い ます 。卑 劣 な人 々， ま

た間 違 った道 を歩む 人々 ， 自分 た ちの利益

しか 考 えな い人 々， その よ うな人々 が私 た

ちか ら， 家族 が みん な で地域 社会 の 活動 に

参 画 す る とい う祝 福 を奪 って い くの を見過

ご しにす るわけ には い き ませ ん。

私 た ちの刈 り入れ が主 が約 束 した も うた

完 き祝 福 を伴 う もの とな るよ うに祈 って い

ます 。 なぜ な ら， 主 の視 福 にふ さわ しい生

活 を した人 だけが それ にあず か る こ とが で

き るか らです 。 また私 た ちの 家庭 が， 家 庭

本 来 の姿 を保 っ た もの とな る よ うに願 って

い ます。 す なわ ち，両 親 が子 供 を温 か く迎

え入 れ， 主が 定め た も うた方 法に よって 彼

ら を愛 し， 教 え， 訓練 を施 す とい う家庭 を

築 くのです 。

皆 さん に私 の証 を申 し上 げ ます 。主 は 力

に満 ちた も う栄光 の王 た る御 方 です 。そ し

て愛 を もって私 た ちを導 き，教 え， 祝福 し

て お られ ます 。

主 の道 は人 を永 遠 の生 命へ と導 く道 で す。

その道 に従 う勇気 が私 た ちに授 け られ る よ

うに，へ り くだ り， イエ ス ・キ リス トの み

名 に よ ってお祈 りします 。ア ー メ ン。



七 十人第一定員会 会員 ロ ハ ー ト ・L・ シ ン フソ ン

主の宮居

「啓 示さ れた 真 理 と光 明 と永遠 に変 わる ことの な い確信 は
， つ まる 所， 生

ける 神の 神殿 と不可 分の 関係 にあ ります 。」

唱 れ か ら少 しの 間， 私 は，神 の律 法 が永
一

遠 不変 の神 権 の原 則 に よっ て しっか り

と根 を下 ろ して い る とい う事 実 につ いて証

を述べ たい と思 い ます 。神 の真 理 は， それ

を 活用 しよ うとす るす べ ての 人 に とって，

平 和 と，安 全 と， 自由の支 え となっ て いま

す 。私 は また， 啓 示 され た真理 と光 明 と永

遠 に変 わ るこ とのな い確信 は， つ まる所，

生 け る神 の神 殿 と不 可分 の関係 にあ る こ と

を証致 し ます 。 この聖 な る建 物 は，正 確 に

は主 の宮居 としてあ がめ られ て い ます 。

現代 の世 の 中に あ って神 殿 とは一体 ど う

い うもの な ので しょ うか 。神 を崇 拝す る大

多数 の 人々 は， 神 殿 と聞 くと， もっぱ ら2

千年 以上 も昔 の， 民 の 中に予 言者 が い た時

代 に建 て られた古 代 の神 殿 につ いて だ け考

えます 。

そ こで き ょうは，今 の時代 に建 て られた

現代 の神 殿， す な わ ち古 代 の神 殿 とまった

く同様主 に献 堂 され た神 殿 の中 を御 紹 介 し

ま しょ う。神 殿 は， 然 るべ き神 の権 能 を委

任 され た 人々 に よ って聖 な る儀 式 が執 り行

なわれ る特 別 な建 物 です。 ま さ しく静 かに

神 を礼 拝す る所 なの です。 したが って， 神

殿 の 中で は静 か に，普 通 は さ さや き声 で話

し ます 。神 殿 に参 入す る人 は皆， 白い衣 を

身 に着 け ます 。 ま た神 殿 に 入 る人はすべ て

清 くふ さわ しい こ とが 認め られ た人々 です。

神 殿 は祈 りの家 です 。 それ は， 神殿 で行

なわれ る どの儀 式 も皆 天 の御 父 を賛美 す る

もの だか らです。 神殿 に初 め て参 入す る人

は，神 殿 の外 で は得 られ な い特別 な祝 福に

つ いて はっ き り と告 げ られ ます。

神殿 は学 問 の家 です 。 そ れ も人類 に対す

る神 の永遠 の 計画 とい う神 聖 な教 えを学ぶ

所 です。神 殿 に 入 る と， 自分 と創 造主 ， ま

た 自分 と救 い主 との個 人的 な関係 につ いて

一 段 と理解 を深 め るこ とが で き ます
。 そ う

です 。神 とイエ ス ・キ リス トにつ いて特別

な知 識が得 られ るの です 。 そ して， この知

識 こそ永遠 の生 命 を得 るた めに不 可 欠の も

の なの です。 「永 遠 の命 とは，唯一 の，まこ
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との神 でい ます あ なた と， ま た， あな たが

つ かわ され た イエ ス ・キ リス トとを知 る こ

とであ ります 」(ヨ ハ ネ17：3)と ある とお

りです。

神殿 は また啓示 の 家， 絶 え ざる 啓示 を受

け る所 です 。 その啓 示が 予 言者 に下 るか真

理 を求 め る会 員 に下 るか は と もか く， 自ら

求 めて神 殿 に来 る人は皆 ，絶 えず教 え られ

啓発 され てい ます。

神殿 は犠 牲 を捧 げ るこ と を決 意 す る家 で

す 。 なぜ な ら実 際， 犠牲 を伴 わな い真 の礼

拝 は あ り得 な い と歌 わ れ てい るか らです 。

まさ し く讃美歌 に あ る ように， 犠 牲は 天 よ

りの祝 福 を もた らす の です 。

神殿 は神 聖 な誓約 を交 わす家 で す。 そ れ

ぞれが さらに キ リス ト教 徒 ら しい生活 をす

るこ とを誓約 します。400万 の 聖 徒 た ちが

この誓 約 に入 る こ とが で きた らどん なに素

晴 ら しい こ とで し ょ う。

神殿 は若 人た ちが この世 か ら永 遠 に わた

って結 婚 をす る所 です 。 その よ うな わけ で，

誤解や 不信 ，最 近 とみ に その数 を増 して い

る離婚 な どの 人生 の隠 れ た落 と し穴 を超 越

した， 固い絆 で結 ばれ るの です。

神 殿 は永遠 の関 係 を結 ぶ家 です 。す なわ

ち， 家族 が 自分 た ちを ひ とつ の永 遠 の家 族

に変 身 させ る とい う 目的 を も って訪 れ る所

です 。 そ してその よ うに変身 した家族 に と

っては， 家族 同士 の意 見 の相違 な ど とい う

取 るに 足 りない こ とよ りも， 家族 として，

永遠 に共 に い る とい うこ との 方が ず っ と大

切 にな って くるのです 。

神 殿 は神 の家 です。 そこ では， ふ さわ し

いこ とを表 わ したすべ て の 人に， 先祖 のた

め に聖 な る神 殿 の儀式 を行 な う特 権 が与 え

られ ます 。す な わ ち， 聖 書に 予 言 され てい

る ように， ま さ し く子 供 た ちの心 が そ の先
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祖 に 向け られ るので す。 そ して この祝 福 を.

得 られ るか ど うか は， 天 の御 父の そ の子供

た ちに対 す るすべ て の祝福 と同様 ，神 権 の

原則 に忠 実 に従 うか ど うか にかか って い ま

す 。

神 殿 で得 られ る最 大の祝 福 は， 夫婦 の問

の愛 と献 身 に焦 点が 置か れ て い ます 。神 殿

に 入っ た夫婦 は， 自分 た ちが 家族 の 中心 を

成 して い る とい う模 範 を示 さ なけれ ば な り

ませ ん。 聖典 には その こ とが一番 よ く表 わ

されています。 「た だ，主 にあ って は， 男 な

しには女 は な い し， 女 な しに は男 はな い。」

(1コ リン ト11：11)と あ ります 。 この世

の いか な る もので も，優 し く誠実 な夫婦 の

関係 に 反す る もの は，敵 の 手 にな る もの で

す 。一 方， 家族 の一 致 を促 し永 続 させ る も

の は， すべ て現世 の人 間 に与 え られた主 の

計 画 と一 致 し ます 。す な わち 父親 と母親 ，

そ して子 供 た ちが キ リス トの光 と真 理 を正

し く受 け， それ に よ って行動 を促 され るの

です 。

夫 は 妻 を愛 し， 妻は 夫 を尊敬 して下 さい。

福 音に頼 れ ば皆 さんの 問題 ばすべ て解決 で

き ます 。 また， 子供 た ち の立 派な模 範 とな

って下 さい。す べ ては そ こか ら始 ま ります 。

詩 人 ロン グフ ェ ロー は， この こ と を次 の よ

うな言葉 で巧 みに表 現 して い ます 。

「弓 に弦 が 張 られて い る よ うに

男に は女 が い る

女 は 男 を引 くが女 は 男に従 う

どち らが 欠け て も役 に立 たぬ のだ 」

(『ハ イア ワサの 歌』η1θCo初 ρ1碗Po6磁1

Wb漉sげ 五〇η8カ11α〃「ロングフェロー全 詩

集」p.135)

この 詩 で表現 され てい る こ とは神 殿 の教

え と一 致 します 。

数 年 前， ア イ ダホ州 で思 いがけ な い洪水



が発 生 した 直後 の こ とで した。 見 た とこ ろ

洪水 で家 財一切 を失 った ら しいひ と りの男

の 入が， 激 し く泣 いて い ま した。 しか し彼

は家財 を失 っ た こ とで それ ほ ど絶望 したわ

け では な く， そ れ よ りもは るか に大切 な，

愛 す る妻 と4人 の子供 た ちの姿 が見 えなか

った の で， き っ と洪 水 にの まれ た もの と思

い込 んで 絶望 して いたの です 。 しか し， 程

な くして よい知 らせ が届 きま した。 彼の 家

族 は 奇跡 的 に救助 され て，近 くの避 難施 設

で彼 を待 っ てい る とい うの です 。間 もな く

この 家族 は再 会 しま したが， それは この上

な い喜 び と幸 福 に あふれ た光 景 で した。 こ

の喜 び の中 で彼 の語 った言葉 が今 も心 に残

って い ます。 そ の時 彼は この よ うに 言 い ま

した。 「この世 の財 産 はす っか り失 くして し

まい ましたが， それ で も再 び家族 を得 て，

私 は大 金持 ちに で もなった ような気分 です」

と。妻 と子 供 た ち もその 言葉 に 同意 して う

なず きま した。す で にお わか りと思 い ます

が， この家 族 は ま さ し く特 別 な家 族 で した。

この家 族 は，生 け る神 の神 殿 で この世 か ら

永遠 にわ た る結 び固め を受 けて 間 もなか っ

たの です。

つ い きの うも，私 は神 殿 の聖壇 に ひ ざ ま

ず くあ る若 い カ ップ ルの 結婚 式 に出 席す る

特権 にあ ずか りました。 ふ た りは共 に まば

ゆい ばか りの 白い衣 を身 につ け， 大勢 の 家

族や 友 人 に取 り囲 まれて い ま した。 その結

婚 の誓 約 の 中で 言われ たのが， 「この世 か ら

永 遠 にわ た って」 とい う この特 別 な 言葉 で

す 。 おわ か りの よ うに， こ れはふ た りの結

婚 が永 遠 に続 くこ とを明確 に示す もので す。

も し世 界 中の あ らゆ る人々 が， この よ う

な結婚 関係 を可 能 にす る神 聖 な光 と真 理 の

教 え に触 れ るこ とが で きた な ら，一 部 の選

ばれ た人 た ちだ けで な く， すべ ての神 の子

供 た ちが 自ら をふ さわ し く備 えるこ とがで

きるで しょ うに 。 しか し， それは主 の 方法

で行 な われ なけ れば な りませ ん 。

永遠 の結 婚 は 非常 に神聖 な もの です。 し

たが って， 神 殿 の中 で， しか も地 にお いて

も天 にお い て も結 び 固め る然 るべ き神権 の

権能 を授 け られ た人 に よって のみ執 り行 な

われ ます。

「何 に て も地 に於 て汝 の結 び 固む る とこ

ろは天 に於 て も結 び 固め られ， 何 にて も地

に於 て汝 のわが 名 に よ りわが 言に よ りて結

ぶ とこ ろは天 に於 て 永遠 に結 ば るべ し。」

(教義 と聖 約132：46)

さて， こ こで25人 の十代 の 少年少 女の グ

ルー プ を御 紹 介 した い と思 います。 この グ

ル ー プは， 死 者の ため のバ プ テスマ とい う

神聖 な儀 式 を受 け るため 明け方 の まだ暗 い

うち に神殿 に来 なけれ ば な りませ んで した。

この若 人 た ちはす で に監督 に よ って，道徳

的 に も清 くふ さわ しい こ とが認 め られ てい

ま した。御 存 じの よ うに今 日の監督 も，古

代 の監 督 に与 え られ た と同 じ指 針 に従 う義

務 が あ ります 。古 代 の監督 もこの よ うに教

え られ てい ました。「主 の 山に登 るべ き者 は

だ れか 。 そ の聖 所 に立 つべ き者 は だれか 。

手 が清 く， 心 の い さ ぎよい者， その魂 が む

な しい事 に望 み をか けな い者， 偽 って誓 わ

ない者 こそ， そ の人 であ る。」(詩篇24：3

-4)主 の家 に はいつ の 時代 に もひ とつ の

標 準が あ りま した。 それ は清 さ です 。 そ し

て， この清 さに妥協 はあ り得 ませ ん。

25人 の若 人た ちは， 先 に世 を去 った 人々

の ため に何 か役 立 ちたい とい う思 いか ら敬

慶 な気 持 ち にな りま した。 ひ と りの少女 は

この よ うに語 っ てい ます。 「1700年 代 に生

きて いた ひ と りの先祖 の ため に身代 わ りの

バ プ テスマ が受 け られて， とて も うれ しか
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っ たです 。彼女 も， 私が した こ とを喜 ん で

受 け入れ て くれ た と思 うわ。」

この若 人 たち は， パ ウ ロが伝 道 してい た

頃 に行 なわれ て いた儀 式 を執行 して いた の

です。パ ウ ロは コ リン トの聖徒 た ちに次 の

よ うに書 き送 って い ます 。 「そ うで ない と

す れば， 死者 の ため にバ プテ スマ を受 け る

人々 は， なぜ そ れ をす るの だ ろ うか 。 もし

死 者が全 くよみ が え らない とす れば， なぜ

人々が死 者 の ために バプ テ スマ を受 け るの

か 。」(1コ リン ト15：29)

死者 の ための バ プテ スマ として知 られて

い るこの 身代 わ りの儀 式 が， 新 約時 代 に行

なわ れて いた こ とは，パ ウロの 証 言が示 し

て いる よ うに 明 らか です 。 そ して この儀 式

は， 主 イエス ・キ リス トの十 字架 上 の死 の

後， その使徒 た ちに よっ て教 え られ た重 要

な儀 式 であ る こと も明 白です。 これ はパ ウ

ロ 自身の 言葉 を読 む とわか ります 。パ ウロ

は ガ ラテヤの 人々 に次 の ように証 してい ま

す 。「兄弟 たちよ。 あなたが た に， はっ き り

言 って お く。 わ た しが 宣べ 伝 え た福 音 は 人

間 に よる もの で はな い。 わた しは， それ を

人間か ら受 けたの で も教 え られ たの で もな

く， た だ イエス ・キ リス トの 啓示 に よ った

ので ある。(ガ ラテヤ1：11-12)

現世 で その機会 の なか った人々 の ため に

バ プテ 入マ のみ な らず その他 の 身代 わ りの

儀 式の数 々 を行 な うため， 神 殿 では 大勢 の

人々が 長 い時間働 いて い ます 。聖 典 に は こ

の よ うに 宣 言 され て い ます 。 「も し然 ら ず

ば，主 の 来 る時 ，全 地 は こ とご と く荒 れ廃

れん。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：39)

救 い主 は， 全 人類 に不 死不 滅 を もた らす

力 を持 ってお られ ま したが， 私 た ちは， 一

度 にひとりに限 って，身代 わ りの儀 式 を行 な

う力が あ るだ けです 。 しか し， そ れは 同 じ
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栄 え ある 目的 のた め であ り， 同 じ権 能 に よ

って可能 にな るの です 。再 び主 の 言葉 を引

用 しましょう。「汝 らもし， 日の栄 の世 界 に

一つ の所 を得 ん こ とをわ れに願 わば， わが

命 じて汝 らに求 む る ところ を行 いて その備

え を為 さ ざるべ か らず 。」(教 義 と聖 約78：

7)

釈 明 もせ ず に 申 し上 げ ます が， すべ て の

生 命 あ る人は， 人生 の究極 の 目的 と して神

殿 の祝 福 を熱 心 に求 め るべ きで はな い で し

ょうか。 皆 さん は神 殿の 中 で平安 を得 るで

しょ う。 そ して， 本 当 の安 全 とは何 か を知

るで し ょう。 本 当の 自由 を得 るため に知 る

必要 の あ るこ とを， 皆 さん は主 の宮 に お い

て学 ぶ こ とが で きるの です。 混 乱や 不和 と

は縁 の な い神 殿 は， 今 の世 には 珍 し く， 完

全 に私心 をな くす こ との で きる場 所 なの で

す。

最 後 に，救 い主 の慈 愛に満 ちた勧 告 を読

みたい と思 います 。 「この故 に小 さ き羊 の群

よ， お そ るる なか れ。善 を行 え， この世 と

地獄 と共 にな りて むか い来 ら しめ よ。 も し

汝 らわが磐 の上 に立 たば， 彼 ら打 ち勝 つ能

わ ざれ ば な り。」(教 義 と聖約6：34)

神 殿 よ り安 全 な よ り所 はほか に あ りませ

ん 。神 殿 で成 し遂 げ られ る業 は， その ほ か

の どの よ うな 人間 の働 きに も勝 る ものです 。

神殿 の祝 福 を得 るため に あ らゆ る障害 を取

り除か れ ます よ うに。 主 はそ こで神 の子 で

あ る私 た ち一 人一 人 を待 って お られ る こ と

を証 致 します 。 イエ ス ・キ リス トのみ 名 に

よ って， アー メ ン。

☆ ☆
寡
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「私たち はそ れぞ れ
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以 前 ヒュー.B● ブ ラウ ン副管長 が 次
の よ うな人 の心 を高 め る話 をす るの を

聞い た こ とが あ ります。 あ る時， ひ と りの

有名 な俳優 が ニ ュー ヨー クの大劇 場 で素 晴

らしい劇 を上 演 しま した。劇 が終 わ る と大

きな拍 手 喝宋 が あ り， 彼 は観客 に何度 も何

度 も舞 台へ 呼 び戻 され ま した。 そ う して い

る内 にだ れか 「詩 篇 の23篇 の朗読 をお願 い

した い」 と頼 む 人が い ま した。

「詩 篇 の23篇 です って
。 わか りま した 。

23篇 な ら私 も覚 えて い ますか ら。」

俳 優 と しての彼 の その朗 読 は， 演ず る と

い う観 点か らす れ ば非 の打 ち処 のな い，完

壁 な もの で した。 それ が終 わる と再 び嵐 の

よ うな喝采 が起 こ りま した。 そ れか ら， そ

の俳 優 は舞 台 の前 に来 る とこ う言 い ま した。

「皆 さん
， この観客 席 の1番 前 の列 に，私

は き ょう初 め てお 目にかか る方 なの ですが ，

ひ と りの御 老 人が い らっ しゃい ます 。 突然

で申 し訳 あ りませ んが ， もしお願 い で きれ

ば， この御 方に 詩篇 の23篇 をこ こに来 て朗

読 してい た だけれ ば と思 い ます 。 いかが で

し ょ っか。」

その 老紳 士 が びっ く りしたのは言 うまで

もあ りませ ん。 び くび くした様 子 で舞 台に

上 が る と， こわ ごわ と大観 衆 の方 に 目を向

け ま した。 そ して， ひ と りき りで 自分の家

に い る時の よ うな面持 ち で， 目を閉 じ，頭

を下 げ，神 に 向か っ て話 しかけ たの です 。

「主 は わ た しの牧 者 で あ って
， わた しに

は乏 しい こ とが ない。

主 はわ た しを緑 の牧場 に伏 させ ， い こい

の み ぎわ に伴 われ る。

主 は わ た しの魂 をい きか え らせ ， み名 の

ため に わ た しを正 しい道 に導か れ る。」(詩

篇23：1-3)

そ して老 人 は救 い主御 自身へ の心か らの

言葉 をつ ぎ ま した 。

「た といわ た しは死 の陰 の谷 を歩 む と も
，

わ ざわ い を恐れ ませ ん 。 あな たがわ た し と

共 にお られ るか らです 。 あなた のむ ち と，

あ なた のつ えは わ た しを慰 め ます 。
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あなた はわ た しの 敵 の前 で， わ た しの前

に宴 を設 け， わた しの こ うぺ に油 を注 がれ

る。わた しの杯 は あふ れ ます。

わた しの生 きてい るか ぎ りは必ず 恵み と

いつ くしみ とが伴 うで し ょう。」(詩 篇23：

46)

老 人が 朗読 を終 えて も， 拍 手 もな けれ ば

喝采 もあ りませ んで した。 しか しそ こに い

たすべ ての 人の 目に は涙 が光 って いたの で

す。先 の俳優 が舞 台 に 出て 来て， 涙 をぬ ぐ

いなが ら言いま した。 「皆 さん ，私 は詩 篇23

篇の 言葉 を知 って い ます 。 で も， この御 方

は羊 飼 い御 自身 を御 存 じなの です 。」(ヒ ュ

ー ・B・ ブ ラウ ンに よる翻 案， 丁加(画 臨

「探 求」pp .335-36)

エ ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソン会 長 は， ど う

した ら羊 飼 い御 自身 を知 るこ とが で きるか

につ いて， その鍵 とな るこ とを述べ てい ま

す 。 「キ リス トを知 るため に は，聖典 ，また

キ リス トを知 る人々 の証 か ら学 ばな けれ ば

な らない。私 たちは祈 り， そ して神 が戒 め

を守 る人 々に約 束 され た霊感 ， 啓示 に よ っ

て主 を知 ることが で きる。」(Oo4，Fα 勉πy，

Co観 勿'0π γ搬 紹6G7θ 認 五〇yα漉θs「神，

家族 ， 国家 我 らの3つ の不 動 の忠 誠」

P.156)

あ るひ と りの アルゼ ンチ ン出 身の銀髪 の

姉妹 も羊 飼 い を知 って い る人 です 。彼 女 は

その長 い生涯 を主 と主の教 会 と隣 人 のた め

に捧 げて きま した。

彼女 は メラー姉 妹 といい ます が， 彼女 が

初 め て教 会 に集 っ たの は宣教 師 に連 れ られ

ての こ とで した。宣 教師 た ちは 自分 た ちが

それ まで 出会 った 人々 の中 で， 彼女ほ ど教

養 が豊 か で，洗 練 され， 高度 な教 育 を受 け

た求 道者 はい ない と感 じてい ま した。彼 ら

はメ ラー姉妹 の きれ いな家 で数 回集 会 を持
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ち ました。 そ して あ る時， 日曜 日の教会 の

集会 に一 緒 に 出席 して い ただ きたい とお願

いす る と， 彼女 は快 くそ れ を承 知 しま した。

集 会 は古ぼ け た建 物 の 中で開 かれ て い ま し

た。 そ こに集 う会 員 た ちは その新 しい求道

者 に比 べ て， どち らか とい うと貧 しい暮 ら

し向 きの人 々で した。

集会 の進 行 は， 自分 たち の賓客 に よい印

象 を与 えた い と願 って いたふ た りの宣 教 師

の 目か ら見 れば， とて も満 足で きる もので

は あ りませ ん で した。 その支 部 の指 導者 た

ち は召 され てか らそれ ほ ど経 って お らず，

自分 た ちの責 任 が どうい うもの か まだ よ く

のみ こめ て いな いよ うな状 態 だ ったの です 。

司会者 が ま ごつ いて しまった り，.最も神聖

な時 で あるべ き聖 餐 の儀 式 が 中断 され た り

とい う有様 で した。話 も決 して その熱 心 な

宣 教 師 たちが望 んで い た， 人 の心 を引 きつ

け るほ どの もの とは 言 え ませ ん で した。子

供 た ちが動 き回 った り， 泣 き声 を挙 げ た り

す るこ とが何 度 もあ っ て， とて も敬慶 な思

い に浸 るな ど とい うもので はあ りませ ん。

それ に荘 重 な宗教 音 楽 をか なで るオ ル ガ ン

もあ りませ ん。 その優 雅 な装 いの求 道者 が

持 っ たに違 い ない否 定 的 な感 情 を思 う と，

ふ た りの宣 教師 の心 は重 く沈み ま した 。ふ

た りは 彼女 が いつ もは， すべ てが高 度 に専

門職 化 され た， しか も上流 階級 の 人々 が集

う美 しい大 聖堂 で礼 拝 してい る こ とを知 っ

てい たの です 。

そ の 日の帰 り道， 片方 の宣教 師 が恥 じ入

った様 子 を見せ なが ら弁解 を始 め ま した。

「私 た ちは今 あ の よ うな建 物 を使 っ てい ま

す が， ど うか事 情 をお察 し下 さい。 いつ か

は この地 に も， 新 し くて 立 派な礼 拝堂 が建

つ と思 い ます 。」 そ れか らこ う続 け ま した。

「それ と
，新 し く召 され た ばか りの指 導 者



た ちの こ と もわ か って いた だ きた いの です 。

この教 会 の神権 者 は教 会 の責 任 を職 業 とし

てい るの で はあ りませ ん 。 それ で代 わ る代

わ る集 会 の 司会 をす るの で すが， 彼 らは指

導 者 に召 され た ばか りで， まだ そのや り方

を勉 強 してい る最 中なのです 。」 さ らに言葉

を続 け よ う とす る と， メ ラー姉 妹 は その 宣

教 師 の方 を向 き， 幾分 きっ い 口調 で こ う言

いました。「長 老， 謝 る必要 は何 もご ざい ま

せ ん 。 キ リス トの時代 も きっ と同 じだ った

と思 い ます よ。」

聖 典 を学 ん で 身につ け た霊 的 な理解 力 と

救 い主 へ の知 識 とを もって， 彼女 は 幾世 紀

にわ た って重 ね られ て きた 人の 歩み をは る

か に越 え た ところ を見す え てい たの です 。

彼 女 の心 の 目は大聖 堂 や オ ルガ ンな どに捕

らわ れて は い ませ ん で した。 そ の向 こ うに

あ る もの を見 て いた の です。 彼女 の思 いは

時 の流 れ を越 え， 羊飼 い が卑 しい漁 師あ が

りの使 徒や 罪 人， そ して 時 には らい病 の た

め に のけ者 に されて いた 人 たち と共 に集 わ

れ る姿 に 向け られて い ま した。 彼女 が心 に

思 い描 い たの は，小 さな二 階の一 間 を借 りて

集 う古 代 の聖徒 たち であ り，救 い主 が傍 ら

の幼 な子 た ちに優 し くほ ほ えみ かけ られ る

姿 だ った の です。 彼女 が心 の底 か ら， そ し

て深 い洞察 力 を もって， 「キ りス トの 時代 も

き っ と同 じだ っ た と思 い ます よ」 と言 えた

のは， 羊飼 い を知 ってい れば こそ の こ とだ

った のです 。

この婦 人の模 範 は私 に， 次 の勧告 を身 を

もって示 して くれ る もの です 。 「汝の 精神 に

キ リス トへ の思 い をみ な ぎらせ ， その心 中

にキ リス トの 愛 をあふ れ させ よ， そ してそ

の 人生 をキ リス トへの献 身 に捧 ぐべ し。」約

30年 前 ， メ ラー 姉妹 が 初め て教 会 に集 った

その地 に も，今 では立 派 な礼拝 堂が建 ち，

よ く訓 練 され た監督 会 に よ って管理 され て

い ます 。

も うひ とり， だれ に も勝 って よ く羊飼 い
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を知 ってい る と思 われ る人が い ます 。 その

人は何世 紀 もの 空 白の時 を経 て地 上 に再 び

立て られ た最 初 の予 言者 です 。 彼 は示 現 の

中で初 めて救 い主 とまみ えた時 の こ とを こ

う書いています。 「私 は 自分 の真 上 に太 陽 に

も増 して輝 く一つ の光 の柱 を見 た。 …… そ

してその光 が私 の上 に留 った時， 私 は筆 紙

に尽 し難 い輝 き と栄 光 とを有 ちた もう二 人

の御 方が私 の真 上 の空 中に 立 ちた もうの を

見 た。 そ して その 中の お一 人が 私 に言葉 を

かけ て私 の名 を呼 びた まい，他 の お一 人 を

指 して 『こはわが 愛子 な り，彼 に聞 け』と仰

せ られ た。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：16-17)

この年 若 い予 言 者 は，天 を開 くこ ととな

ったそ の比類 の ない 出来事 を次 の よ うに書

き続けてい ます 。 「私 が 主に伺 お う とした 目

的 は，私 が何 れ に加 入すべ きか を知 るため

にす べ ての教 派の 中 で何 れが正 しいか を知

るこ とであ った。 そ れ で私 はわれ に返 って

言葉 が 出せ る よ うに な るや 否や ， 私 の真上

で光 に 包 まれて立 ちた も う御方 に，す べ て

これ らの教 派の 中で何 れ が正 しいか そ して

私 は何 れに加 わ る.べきか を伺 っ た。

ところが その御 答 に 『汝 はそ の何 れに も

加 わ るべ か らず， 彼 らこ とご と く誤 れ る を

以て な り』 と言 い た も うた 。」(ジ ョセ ブ ・

ス ミス2.：18-19)

そ の後予 言者 ジ ョセ ブは10年 にわ た って，

復活 した 人々， また再 び地上 を訪 れ た古 代

の予 言者や 幕 を越 えてや って きた天使 た ち

か ら教 え を受 け ま した。 そ して今 か ら150

年 前， 彼 は救 い主御 自身の 口か ら， 神 の教

会， すな わ ち末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 を正 式 に組織 す る よ うに との 命 を受 けた

のです 。 この予 言者 は その 後 も， 主 に して

よみ が え られ た賄 い主 か ら， 数 々の 驚 くべ

き示現 を受 け ま した。 その よ うな示 現 の ひ
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とつ を読 ん でみ ましょう。 「われ らの心 よ り`

覆 い取 り去 られ て覚 りの眼 開か れ た り。

われ らは， われ らに 面 して教 壇 の胸欄 に

立 ち た も う主 を見 た り。而 して， 主の 脚下

に は こは くの如 き色 したる純金 の 床 あ りき。

その 眼は 燃ゆ る炎の 如 く，頭 髪 白き こ と

清 き雪 の如 く， そ の顔 は 日の輝 きに も勝 り

て光 り輝 き， その 声 は洪水 の 激す る音 の如

し。誠 にエ ホバ の御 声 言 い た も う。

わ れ は始 め な り終 りな り。 わ れは生 け る

者 な り殺 された る者 な り。 父 と汝 らの間 の

仲 保者 な り。」(教 義 と聖約110：1-4)こ

れ を書 き記 した予 言者 は羊飼 い を知 っ てい

ました。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 自 らの証 に一

命 を賭 し，殉 教 の死 を遂 げ ま した。 自分 の

血 を もって証 を結び 固め た のです 。私 た ち

は彼 をこの神 権 時代最 初 の予 言 者 として，

また これ までの あ らゆ る神権 時代 の最 も重

要 な予 言者 と してた た える もの です。 彼 は

「ただ イエ ス ・キ リス トを除 くの ほか
， こ

の世 に生 を受 け た る何 人 よ り もこの世 に於

け る人類 の救 いに 尽 した」の です 。(教 義 と

聖 約135：3)教 会 設立150年 祭 の この 時に

当た り， 私 た ちは ジ ョセ ブ ・ス ミス を， 自

分 自身 の体 験 を通 して 主 を知 った予 言者 と

して たた えた い と思 います 。

私 た ちは それ ぞれ ， こ う自問 してみ る必

要が あ ります。 「果た して私 の愛 は， また勉

強， 祈 りは，羊 飼 い を知 るに十 分 な もの だ

ろ うか。」私 た ちが皆 ， 神の 戒め に従 うこ と

に よ って救 い主 を知 るに至 り， 主 と顔 を合

わせて まみえる時 に， 「私 は あ なた を存 じて

お りますb」あな たこ そ私 の羊飼 いです 」 と

言 え る よ うに祈 って お ります。 これ を私 た

ちの愛 す る羊飼 い， イエ ス ・キ リス トのみ

名 に よっ て証 します 。 アー メン。



七十 人第 一定員会会長 ニ ー ル ・A・ マ ック ス ウ ェル

あらゆる種類の人々を

囲み入れる網

「私 たち は神 が 慈悲 をも って私 たち を受 け入 れ て下 さ'った よ うに
， 群れ に

新 た に加 わ った 人 々をもっと効 率的 に シ：オ ンに受 け入 れる必要があ ります 。」

兄 弟姉妹 私たちはほとんどすべての文
化 や 環境 か ら福音 の網 に入 って くるお

びた だ しい数 の 「あ らゆ る種類 の」 人々 に

対 して，今 まで以上 に よ く受 け 入れ る こ と

が で きる よ うに な って いな けれ ばな りませ

ん。(マ タイ13：47参 照)

こ うした 人々 の中 には， デ カロー グ(十

戒)が ない ところに はデ カダ ンス(退 廃)

あ るのみ とい うこ と を苦 い経 験 を通 して知

り， この世 のバ ビロ ン と訣別 した人 が い ま

す。

また，「幸福 と言 う性 質 に反 す る有様 」で

「神 を信ぜ ずに世 を渡」 るこ と をや め た新

入者 もい ます 。(ア ル マ41：11)彼 ら は，

それ までの 自分 た ちの 人生 が 「安 ホテル で

一 夜 を明かす よ うな もの 」 で あっ た こ とに

気づ い たの です。(マ ル コルム ・マ グ リッジ

に よ る引用 『偉 大 な る最 期 の 自由 な望 み 』

∫〃ゆガ擁s「 インプ リミス」1979年5月 号)

ま たあ る人々 は， 悪魔 の 王 国 を抜 け 出 し

て来 るで し ょう。悪 魔 の国 に揺 さぶ りをか

け ， そ こに住 む者 た ちの一 部 の心 を動か し

て彼 らに悔 い改め を促 す こ とは， 主が 断言

してお られる こ とだか らです 。(IIニ ー ファ

イ28：19参 照)こ う した傷 つ い た， しか し

なが ら神 を信 じよ う とす る心 を持 っ た霊 た

ちは， 世 の軍 勢が 「すべ て の地 とすべ ての

民 とすべての国の 自由 を奪 い取 ろ うとす る」

中で ， 霊 の 自由 を求 め て はい上 が って くる

ので す。(イ テル8：25)

こ うした新 参者 た ちは， 祖 国 を捨 て よ と

も，優 れ た文 化 を放棄 せ よ とも言われ ませ

ん。求 め られ るの は， 霊 を傷 つ け る もの を

遠 ざけ る とい うこ とです 。霊 を傷 つ け るも

のは， だれ の人 生 に も， どの よ うな文 化 に

も存 在 します。

教 会 に加 入 して くる人の 多 くは， それ ま

でず っ と正 しい生活 を送 って きた 人々 です 。

そ う した人 々 は，生 活 態度 を別 に大 き く変

えな くとも教会 貝 としての 人生 に喜 び を見

い だす こ とが で きる で し ょう。

この よ うに， 大勢 の 人々 が， 霊的 に遠 く
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離 れた所 か ら私 た ちの もとにや っ て来 るの

ですか ら， 私 た ちが ほ んの1マ イル余 分 に

前に 出て彼 らを迎 え， いろ いろ お世 話 をす

るこ とがで きな いは ず はあ りませ ん。彼 ら

は悪 との人知 れ ぬ戦 い に よ うや く勝 利 を収
がいせん

め，信仰 の 国へ の 国境 を凱旋 して くる英雄

なの です。教 会堂 の 混雑 す る廊下 を突切 っ

て彼 らの前 に行 き，歓 迎 の手 を差 し伸 べ る

のは 当然の ことで し ょ う。私 た ち は， 転校

第一 日目の あの 言 い よ うの な い不安 ，近 所

に全 く知 り合 いの いな い所 に引 越 した時 の

あのお ずお ず した気持 ち を忘 れ て 久 しいの

では ない で しょ うか 。 シオ ンの 市 の街角 に

は， いつ も新 し く越 して きた家 の子 供 が立

って い るの です 。

この新 入者が携 待 して い るシオ ンへ の 入

国 ビザ が有効 な もので あ る こ とは， 神権 指

導 者が 判断 しま した。 です か ら， ま ゆ をひ

そめ た りいぶか しげに なが め た りせ ず に，

心か ら歓迎 しま し ょう。私 た ちの仕 事 は彼

らをつ る し上 げ るこ とでは あ りませ ん 。引

き上 げ るこ とです 。彼 らは今 まで 拒 まれ続

けて きた人です 。今 度 は受 け入 れ てあ げ ま

しょ う。

主 のぶ どう園に， 仕事 が 終 わ る1時 間前

に来 た人 々は， 「最 初の 人々」と同 じ賃 金 を

もら うの です。 話 は違 い ます が ， 「最 初 の

人々 」 は古 き良 き時代 の こ とをあ ま り口に

出す ことな く，.昔よ りも もっ と良 い時代 の

実現 を目指 して働 くよ うに しなけ れば な り

ませ ん。(マ タイ20：1-16参 照)

ア メ リカ独立 戦争 で最初 に水 兵 に な った

ふ た りの 人の話 で す。 ひ と りが 他 よ りほん

の数 分だ け先 ん じて船 に乗 りま した。2.番

目の水 兵 は船 に乗 る と喜 び を体 一杯 に 表 わ

しま した。 水兵 に なれ た こ とが うれ しくて

仕方 が なか ったの です 。す る とそ れ を見 て
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先 に乗 った水 兵 がせせ ら笑 って 言 い ま した。

「は しゃ ぐん じゃ あな い よ。一番 乗 りの気

分 はお れ様 しか知 らな いん だ。」

パ ウ ロは， 社会 的 地位 の 高 い人が 大挙 し

て教 会 に加 わ る こ とは期 待 すべ きでな い と

言 い ま した。(1コ リン ト1：26)ま た，私

た ちすべ て に 自分 が 何者 か を教 えて くれ，

また聖 な る神 殿 で は民主 的 に皆 が 同 じ衣 を

身 に ま とう教 会 に あっ て， 紳士 録 の よ うな

著 名 人 の名 を連 らね た本 は不 必要 です 。

これか ら新 た に教 会 に加 わ る人 々は， 教

会 の指 導 者 が世 の一 部 の人 々か らさん ざん

にか らか わ れて い る中 で入 って きます 。 そ

れが どの よ うな ものか は， 毎 日箱舟 造 りに

精 を出す ノア をテ レ ビのニ ュー ス シ ョー が

取 材 した ら どうな って い たか を想像 す れば，

お わか りいただ け るで しょ う。 つ け加 えて

言 うな らば， 悪 魔 は義 を求 め てや まな い私

た ち を賞 賛 して い ます 。 それは， 私 た ちの

義 が 増せ ば 増す ほ ど悪魔 の 力 も強 くな って

い くか らです 。 もちろん，私 た ちが その 「賞

賛」 に耐 え続け て いけ れば の話 です が。

新 人 の皆 さん ，皆 さん は教 会 員の 中 で，

教 会 を去 り， しか もそ の後 で教 会 に攻撃 を



加 え る人々 を目にす.るか も知 れ ませ ん 。彼

らの こ とは その ままに して お き ま しょ っ。

つか の 間の この世 の賞 賛 を受 け させ ま しょ

う。 い ずれ は全能 者 の 王座 に深 く頭 を垂 れ，

イエ ス が キ リス トであ り， この業 が主 の業

で あ るこ と を公 言す る よ うに な るのです か

ら。 また， ダニ エ ルが 見 た小 さな石 が容 赦

な く転 が り続 け る時， それ を打 ち砕 こ う と

ね らって い る者 た ちが い て も， 決 して 驚か

ない で下 さい。(ダ ニエ ル2章 参 照)

幸 いな こ とに， おび た だ しい数 の 「新 入

者」 の群 れ の 中に， あの放蕩 息子 の よ うに

正 気 を取 り戻 したかけ が えの な い人々 が い

ます。(ル カ15：11-32参 照)新 たな決 意 を

胸 に秘 め た彼 らに も， 温 い歓 迎が 必要 です 。

駕驚

騨灘1

購

無～

輪毒

霧藏

あの放蕩 息子 の父 親に 負 け ない よ うに努 力

しよ うでは あ りませ んか 。彼 は受 身で， し

か も息 子 が戻 って くるの は， 自分 の持 ち物

を取 りに 来 ただけ なの か もしれな いな ど と

疑 い の心 で待 っ てい たの では あ りませ んで

した。 はるか 遠 くに 息子 の姿 を認 め る と，

彼は 走 って行 って息子 を迎 え ました。

群 れに 新 し く加 わっ た人 も戻 って来 た人

人 も， 英 文讃 美歌21番 『シオンに集 う時 に』

の歌詞 が 説 ぐ助 言に 耳 を傾 け る必要 が あ り

ます。「シオ ンに集 う時 に， 苦 難 と試 しが す

べ て過 ぎ去 り…… すべ てが清 く純 粋で ……

揺 るが ぬ信頼 が あ り…… 聖徒 たちには 自分

の幸福 と安 らぎ を求 め る こ としか なすべ き

こ とが ない とは思 うな… … 。」

教 会 は聖徒 を完 き者 とす る ため に存在 し

ます 。 です か ら， 新 入者 は群 れ の中 に入 る

こ とは す ぐに で き ます が， 自分 に対 して も

他 人に対 して も， 聖 徒 として一 人前 の態度

を即 座 に身 につ け るな ど とい うこ とは期待

しては な らな いの です 。 これ には，真 理 の

一つ 一 つ を時 間 をかけ て忍 耐 強 く学 ぶ必要

が あ ります 。

さて ，私 た ちは 共に 働 く時， 互 いの欠 点

に 気づ きます 。 その よ うな時 に私 たちは，

「弱 き を扶 け
， 垂 れ た る腕 を挙 げ， か よわ

きひ ざ を強 うすべ し」(教 義 と聖約81：5)

と勧 め られ て い ます。

新 入者 を早 く主 の業 に参 加 させ まし ょう。

彼 らが 主 のぶ ど う園 に呼ば れ たの は，遊 ぶ

ため では な く働 くため で あ り， ただなが め

るだ け でな く耕 して種 を ま くため です。 彼

ら を高 名 な 人物の よ うに では な く友 人 どし

て， また競 争 相手 と して で はな く仲 間 とし

て遇 しま し ょう。 そ して彼 らの貴重 な 熱意

を， さ らに別 の 人々 をぶ ど う園に招 くこ と

に利 用 して下 さい。
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また彼 らが， 自分 に は まだ資 格が ない，

準備 が で きて いな い と思 いなが らも，群 れ

に加 わる こ とが で きた喜 び を一杯 に込 め て

祈 る初め て のた どた ど しい祈 りに， また初

め ての話 に， 愛 と励 ましの心 を もって耳 を

傾 け よ うで はあ りませ ん か。 とこ ろで， こ

の 「ふ さわ し くない」 とい う気持 ちはいつ

に な って も消 え な い もの だ とい うこ とを，

新 しい人た ちに話 してあ げて もよい で し ょ

う。

しか しなが ら， ひ とつ の民 と して私 た ち

を見た場合 ，私 たちが まだ 満 足の い く状態

に まで到達 して いな いこ とは 明 らか です。

こ うあ るか らで す。 「シオンはその美 と聖 と

を増(さ)… … ざるべ か らず。」(教 義 と聖

約82：14)ア ルマ の時代 と同 じよ うに， 少

数 の教 会 員の 愚行が み 業の 発展 を遅 らせ て

い ます。(ア ルマ39：11参 照)事 実 シオンは，

まず私 た ちが初 め に懲 ら しめ を受 け な けれ

ば完全 に は腰 われ ないのです 。(教 義 と聖 約
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100：13)で す か ら，私 た ち 自身の 欠 点に対

して度 を過 ぎた 忍耐 をす るこ とが ない よ う

に し まし ょ う。 また， 肉体 に まだ とげの あ

る内 にバ ラの 花 園 を見 る こ とを要 求 しない

よ うに しよ うで はあ りませ んか。(IIコ リン

ト12：7参 照)

永遠進 歩につ いて教 室 で学 ぶ だけ では不

十分 です。 毎 日の生 活 に教 えを実 践 し， 改

善 をはか りま しょ う。

ま た， 家 庭や クラス での 福音 の学 習 を真

に実 りあ る もの と し，教 義 に対 す る個 入的

な解 釈 を単 に披 露 し合 う場 に しない よ うに

しま しょ う。 そ して思 わず 首 をひ ね りた く

な る よ うな， あ るいは一 番 関心 が向 か な い

教 えや 義務 が，私 た ちに とって最 も大切 な

もの で あ り得 る こ とも， 心 に留 めて お く必

要 が あ ります 。

古参 者， 新 参者 ， それ に群 れ に戻 っ た人

人 を問わ ず，私 た ちの心 に は大 きな変化 が

なけ れば な りませ ん。 この変 化 は，単 に私

たち のス ケ ジュー ル をほ んの 少 し変 更す る

よ うな もの では あ りませ ん。 もっ と多 くの

もの が要求 されます。(モ ーサヤ5：2参 照)

失 望 す る よ うなこ とが あ って も逃 げて は

いけ ませ ん 。ペ テロの あ の救 い主へ の不滅

の問 いを心 に抱 いて主 に心 を向け ま しょ う。

「主 よ
， わ た した ちは， だれ の とこ ろに行

きま し ょう。」(ヨ ハ ネ6：68)兄 弟姉 妹 ，

このほか に 「幸福 を与 え る偉 大 な計 画」(ア

ルマ42：8)は あ りませ ん 。 この計 画 以 外

の もの は，不 幸 に陥 れ る計 画 だけ です 。

精神 的に も様 々 な重圧 を受 け る現 代 に あ

って ，私 た ちは なぜ なす べ きか が わか らず

に実行 を求め られ る こ とが あ ります 。 しか

し， そ う した要求 に対 して も静 か な驚 き と

同時 に静 か な決意 を もって応 え ようで はあ

りませ ん か。こうあるか らで す。 「主 は シオ



ン を慰 め… …か くして シオ ンの 中に は喜 び

と楽 しみが あ り感謝 と歌声 もあ る。」(IIニ

ー フ ァ イ8：3)

私 た ちは 「歌 声」 と共 に さ らに聖 な るシ

オ ンを築 く時， 「すべては よし， すべ ては よ

し」と歌 うでしょ う。(讃 美歌23番 『恐れず

来 た れ聖 徒 』)し か し時 折，歌 ばか りでな く，

むせ び泣 く人へ の励 まし も約 束 の 日に は待

ち受 けて い ます。 イザ ヤ は こ う語 りました。

「悲 しみ と嘆 き とは逃 げ 去 る。」(イ ザヤ35

：1)

私 た ちはパ ウ ロの 言葉 を借 りて こ っ言 い

ます 。「わ たしたちは， 四 方か ら患 難 を受 け

て も窮 しな い。途 方 に くれ て も行 き詰 ま ら

な い。迫 害 に会 って も見捨 て られ な い。 倒

され て も滅 び ない。」(IIコ リン ト4：8-

9)そ してこ うつ け加 える で し ょ う。「困難

に直 面 して も驚 か な い。不 当 に非 難 されて

も非 難す る者 たち の ため に祈 る。 のの しら

れ て もキ リス ト教徒 と しての奉 仕 の業 を も

っ て応 え る。」兄弟姉 妹 ，私 た ちは私 たちの

行動 を客 観 的 にな がめ る 人に 「アー メ ン」

と言 わせ る よ うな生 け る証 ， 生け る教 え と

な る こ とが で きるの です 。

救 い主 は， い ち じ くの 木が 芽 を出せ ば 夏

が 近 い こ とが わか ると同 じよ う」こ，主 の再

臨 も近 い と言 われ ました。(ル カ21：28-30

参 照)予 言 として与 え られ てい る 「夏」 の

状 態が ，今 私 た ちの 周囲 に見 られ ます。 で

す か ら， 夏の 暑 さ，す なわ ち迫害 の 熱 に不

平 を言 うこ との な いよ うに しよ うでは あ り

ませ んか 。

救 い主 は その慈 悲 の手 を差 し伸 べ て， 人

類 の 堕落 を阻止 され るほ ど まで私 たちが 虐

待 され てい て もなお 私 た ちの群 れの 中 にお

立 ちに な り， 「小 さき羊 の群 よ，おそるるな

か れ」(教 義 と聖 約6：34)と の言葉 を投 げ

か け， 「善 を行 え」 と勧 告 され る で しょ う。

そ してそ の時 こそ 「あ らゆ る生 物共 に われ

を見 る」(教 義 と聖 約100：23)時 であ り，
おのの

また 「万 国の 民 こ とごと く御前 に戦 く」(教

義 と聖 約133：42)時 なの です 。そ の時，主

の来 臨は 「すべての 国々 の最 後」(教 義 と聖

約87：6)を 告 げ る もの で あ り， 地上 には

主 の律 法 以 外の 律法 は存 在 しな くな るの で

す 。(教 義 と聖 約38：22参 照)

そ こでは， ナ ザ レの イエ スの 史的根 拠は

もはや 問 わ れ ませ ん。 なぜ な ら， イエ スの

福 音 の網 に喜 んで入 った 「あ らゆ る種 類 の」

忠実 な 人々 が イェ スに対 して疑 問 を投 げか

け た こ とは一 度 もな く， あっ たのは肯 定す

る声 だけだ っ たか らです。

さて， 私 が願 うの は， 神 が慈 悲の心 を も

って私 た ち を教 会 に受 け 入れ て下 さった よ

うに，私 たちが 群 れ に新 し く加 わ った人や

戻 って 来 る人 々 を シオ ンに もっ と効 果的 に

受 け 入れ る こ とが で きる よう， 神 の助け を

い た だ きたい とい うこ とです 。 この シオ ン

の 門 で彼 らを待 ち受 けて お られ る方 が私 た

ちの ほか に も う御 一方 お られ ます 。 それ は

イエ スで あ り，イエスは 「門 を守 る者」(II

ニ ー フ ァイ9：41)な の です 。主 が そこで

私 た ち を待 って お られ るの は， 私 た ちのふ

さわ しさ を確 認 す るため だけ で はあ りませ

ん。私 た ちを心 か ら歓 迎 したい とい う愛の

表 われ なのです。 「こ こには下 僕 をお使 い に

な らな い」(IIニ ー ファイ9：41)の もその

理 由 か らです 。主 が 「とりま く闇 の中」(讃

美歌119番)で 私 た ち を導 か れ るにあ た り，

私 た ちに主 に受 け 入れ られ るだ けの備 えが

で きて い ます よ うに。 イエ ス ・キ リス トの

み名 に よ り祈 ります。 アー メン
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十二使 徒定員会会員 マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン

天使長アダム

「ミ力 エ ルの ラ ッパ は
， 末の 日に復 活 を告 げて 鳴 り響 く ことて しょ う。 そ

.して 彼 は
，主 の軍 勢 の長 とな って戦 う ので す。」

あ る夏 の 日・私 は・ ミズー リ州 に あ るア
ダム ・オ ンダイ ・アー マ ンの地 を訪 れ

ま した。 初め て の訪 問で したの で， 私 は，

強 い期待 を抱 い て出か け ました。

緑の草 原 とな だ らか な丘。 そ こは， 人 の

目に何か を焼 きつ け る美 しいなが め の所 で

した。

しか し， その風 景以 上 に私 を感 動 させ た

のは， その場 所 の持 つ意 味で す。 そ こは，

まさにア ダム とイ ヴ， そ して そ の家族 が住

んで いた場所 なの です。 そ う考 え る と， そ

の場所 の持つ 測 り知 れ ない価 値 が，私 の上

にず っ し りとの しか か って くるの で した。

人類 は， こ こか ら始 まっ たの です 。啓示

が そ のこ とを 教 え て い ます 。(モ ー セ1：

34;教 義 と聖 約107：53;84：16参 照)

ア ダム とイ ヴは， 神 を身近 に知 って い ま

した。 彼 らは，神 を見， 神 と話 しま した。

そ して初 期 の時代 か らイエ ス ・キ リス トの

福 音 を教 え られ て いたの です 。 それ は， イ

エス ・キ リス トが地上 に お いで にな るず っ

と以前 の こ とで した。と言 うのは，イエ ス・

キ リス トは前世 にお いて世 の救 い主 とな る

よ うに任命 され てい たか らです 。

したが って救 いの計 画 は， まず これ ら最

初 の 人間， す な わ ちアダ ム とイ ヴ またそ の

子供 た ちに天使 に よって伝 え られた ので し

た。 彼 らは， それ を信 じてバ プ テスマ を受

け， 神 に仕 える よ うにな りま した 。(モ ー セ

5参 照)

聖 典 に は， ア ダム が土 地 を耕 し，家 畜の

世 話 を して い る時 ， イヴ も 「彼 と共 に働 き

た り」(モ ー セ5：1)と 書 か れ てい ます 。

彼 らは， 知性 にあふ れ た 人間 であ り， あ

る人 々が 人間 の先 祖 として主 張す る よ うな

類 人猿 や 原始 人 とは， まっ た く異な って い

ました。 ア ダム とイヴは， 主御 自身 か ら直

接 教 え を受 け た教 養 のあ る 人々 です 。 その

教 育 とは どの よ うな もの か， 想像 で きるで

しょ うか 。 また， 彼 らを教 え られた のは，

主 御 自身 な のです 。

これにつ いて よ く考 えて下 さい。 そ して，
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「神 の栄 光 は英 智 な り
。す な わ ち， 光 明 と

真理 な り」 〈教義 と聖 約93：36)と い うこ と

を思 い起 こ して下 さ い。 これ らの賜 は， ま

さにア ダム とイヴ， お よび そ の家族 に与 え

られた の です。 彼 らは， 最初 の人類 であ っ

た ため， だ れ も教 え る人が な く， その責 任

は， 主 とその使 い に残 され て いた の で した。

ア ダム とイ ヴに は， た くさんの 息子， 娘

が い ま した。す べ ての事 柄 にお い て主 に忠

実 であ っ たセ ツや アベ ル。 そ して， カ イ ン

もい ま した。

ア ダム とイ ヴは， 神 か ら授 か った 「清 く

して汚れ 」 の ない 言葉 に よっ て，子 供 た ち

に読 み書 き を教 え ま した。(モ ー セ6：6参

照)

ま た， 彼 らは， ア ダムの 言葉 で 「一部 の

覚 えの書 」 をつ け て い ま したが ， その清 く

て 汚れ の ない言 葉 は，聖 霊 の 「み た ま」 に

よって， 神 を呼 び求 め るすべ ての 人々 に与

え られ ま した。(モ ー セ6：5-6参 照)

「か くの如 くして
，福 音 は最 初 よ り説 き

始め られて， 神 の御 前 よ り遣 わ され し聖 き

天使 たち に よ り，神 自 らの声 に よ り， ま た

聖霊 の賜 に よ りて宣 べ られ た り。」(モ ー セ

5：58)

「この時 よ りア ダム の息子 娘 た ちは二 人

ずつ 地 に分 れ て土地 を耕 し， 羊 の群 を飼 い

始め ， 彼 ら もまた 息子娘 たち を生 み た り。」

(モー セ5：13)

サ タ ンが 足 を踏み 入 れ る時 まで， そこ は，

栄光 に満 ちた所 で した。 しか し悪魔 は， 神

の教 えに い どんで ア ダム の子供 た ちに この

よ うに言 った のです 。 「信 ず る なか れ。」 こ

の 時か ら， 家族 の 中に は，神 よ りもサ タン

を愛す る者 が 出てきたのです 。(モ ー セ5：

13参 照)そ して，真 理 か ら遠 ざか っ てい き

ま した。

そ れ らの 人々 は， 神 のみ た ま を失 い， そ

の結 果， 肉体 ， 肉欲 ，悪 魔 に従 う者 に なっ

たの です 。(モ ー セ5：13参 照)悪 の 帰す

る と ころは， 常 に退 化 です。 こ う してみ る

と， 時 の初 め に原始 人が いた として も，何

ら不 思議 で は あ りませ ん。

そ の よ うな 人々 の 中に， カ インが い ま し

た。 彼 は， ル シフ ェル と恐 るべ き誓約 を交

わ し， 他 の 人々 を もい ざなっ たの で した。

「而 してア ダム とその妻 は
， カイ ン とその

兄 弟 らの 故 に主 の御 前 に悲 しめ り。」(モ ー

セ5：27)

カイ ンは， 義 人の アベ ル を憎 み， その羊

を何 とか 自分 の ものに したい と思 って いま

した。 そ して， そ れにつ け こん だサ タンは，

彼に， アベ ル を殺 して その持 ち物 を奪 い，

羊 を 自分 の もの にす るよ うにけ しか けたの

で した。

こ う して， 初 め て殺 人が行 なわれ ました。

カ イ ンは，主 に叱責 され， 自らの悲惨 な 罪

のの ろ い を受 け て ア ダム ・オ ンダ イ ・アー

マ ンの地 を去 り， ノ ドと呼 ばれ る所 に住 ん

だの で した。(モ ー セ5：41)

イエ ス ・キ リス トの教 会 は， ア ダムの時

代 に 既 に確 立 して い ま した。(7初6勿㎎Sげ

漉6P"カ1観 ノosθ助S珈'ぬ 「予 言 者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス の教 え」pp.157，169参 照)

そ してセ ツ， イ ノス とい った 人々が ，教 会

の初 期 の 祝 福 師 と な る に 至 り， 彼 らか ら

神権 指 導 者 の 長 い 系 統 が で き あ が って い

ったの で す。

当時大 管長 会 の鍵 を握 って いたの はア ダ

ム であ り， 彼 は，権 能 か ら言 えば救 い主 の

す ぐ下 に位 置 して い ま した。(「予 言者 ジョ

セ ブ ・ス ミス の教 え」P.168参 照)ア ダム

は，万 物の創 造の時にこの鍵 を受 けたの です。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， これ につ いて，
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さらにこのように述 べ て い ます 。 「イ エス ・

キ リス トは，偉 大 な大 祭 司 であ り， アダ ム

は それに 続 く者 であ る。」(「教 え」pp.157

58)

この地上 に お いて 人類 の始祖 とな る特権

を得 たア ダム とは， 一体 どの ような 人物 だ

っ たので しょ うか 。前世 にお い て， 彼 は何

か特別 な存 在 だ った ので しょ うか 。

確 かに ，ア ダム は特別 で重要 な人物 で し

た。現世 に来 る前， 彼 は ミカエ ル と言わ れ

て い ました。予 言 者 ジ ョセブ ・ス ミスは，

明 らかに ア ダム と ミカエ ル を同一 人物 と見
かしら

な してお り， さらに天使 の頭 ， す な わち天

使長 であ って神 とイエ ス ・キ リス トの特別

マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン長 老
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な僕 であ る と言 って います 。

ミカエ ルは， 現世 に来 る と， 最初 の 人 ア

ダム として知 られ る よ うに な りま したが ，

彼 自身 は以 前 とまっ た く同 じ人物 で した。

ア ダム とい う別 名 を与 え られ ただ け で， ミ

カエ ル に変 わ りはあ りませ ん。

さて， アダ ムは， 現世 で死 を遂 げ た後，

天 にお い て ミカエ ル とい う以前 の 名前 を持

って天使 の頭， ある いは天 使長 と して仕 え

るため に，再 び天使 に な りま した。

天使長 であ るア ダム， また は ミカエ ル に

は，将 来，福 千年 の 前 と後 に，大 きな役割 を

果 たす使 命 があ ります。これは ，驚 くべ き こ

とです が，聖 典 にはっき りと記 されてい ます 。

まず， ひ とつ の重 要 な役 割 は， 死 者 の復

活 を告 げて ラ ッパ を吹 くこ とです。 聖典 に

は， この よ うに書か れ て い ます 。 「さ れ ど

見 よ， われ誠 に汝 らに告 ぐ， この世 の過 ぎ

行 く前， わ が天 使長 ミカエ ルは そ の持 て る

ラ ッパ を吹 き鳴 らす べ し。 それ よ り，す べ

て死 に た る者 は眼 を覚 し，墓 の 開か るるが

故 に正 に皆 こ とご と く出で 来 らん 。」(教 義

と聖 約29：26)

ア ダムす な わ ち ミカエ ル の この 召 しは，

何 と栄 え ある もの で し ょ うか。 しか し， こ

の よ うな役割 を果 たす時 で さえ，彼 は天 使

で あ る とい うこ とに注 目して下 さい。確 か

に天使 の 長 では あ ります が， 彼 が天使 で あ

るこ とには変 わ りは あ りませ ん 。

教義 と聖 約107章 は， 今 か ら百数 十年 前

の1835年3月28日 に 書か れ た もの ですが，

その 時 で さえ彼 は まだ天使 として表 わ され，

「ミカエ ル
， 王 の 君 ， ま た 天 使 の長 」(教

義 と聖 約107：54)と 言 われ てい ます 。

さて，福 千年 の間， 悪魔 は縛 られ ます が，

その後 しば ら く自由 に され ます。 この間 に，

悪 魔 は軍勢 を寄せ 集め て神 に最 後 の戦 い を



'

い どむ の です。

この 時， 主の 軍勢 を指 揮 す るの はだ れ で

しょ うか。 天使 長 の位 にあ る ミカエル 自身

の ほか に主 の軍 勢 の長 とな る資 格 のあ る者

が い るで し ょ うか 。彼 こそは， 天使 の頭 な

の です 。 したが って， 彼が指 揮 を とってル

シフ ェル と戦 うの は当 然の ことで はな いで

し ょうか 。

さ らに， ア ダム は，地 上 の事 柄 に関 して

主 のみ 業 を助 け るため に続 けて仕 え ます 。

彼 の最終 的 な昇栄 は， もちろん 完全 に保 障

されて い ますが， それ で も， こ こでの仕 事

をす べ て終 え なけれ ば それ は得 られ ませ ん 。

次に，7人 の 天使 た ちが， 救 い主 の再 臨

に先 立 って起 き る出来事 を知 らせ る ために

ラ ッパ を吹 き鳴 ら しますが， ミカエル は，

その7番 目の天使 です 。

聖典 では， 彼 につ い て この よ うに述べ て

います 。 「また 第七 の天 使 ， す なわ ち 天使

の長 ミカエ ルは… … 。」さて，ここで も主 は

彼 を天使 としては っ き り区 別 して い るこ と

に 注意 して 下 さい 。 それが 彼の 役 目だ か ら

です。 この聖 句 をもう一度 読んでみま しょう。

「また 第七 の天使
， す なわ ち天使 の長 ミ

カエル は， 彼 の軍勢 す な わ ち天 軍 を寄せ 集

め ん。 …… それ よ り大 い な る神 の 戦起 り，

悪 魔 とその 軍勢 とは皆 その 居 るべ き所 に投

げ込 まれ」(教 義 と聖 約88：112，114)

こ こ まで述べ れ ば， ア ダム また は ミカエ

ルが どの よ うな 人物か とい うこ とにつ いて ，

誤解 をす る人 は いな いで しょ う。 彼は ，福

千年 の千年 とい う期 間が終 わ った 後 も，天

使 す なわ ち天使 長 と して， 復活 した ひ と り

の人物 と して とど まらな けれ ばな りませ ん。

1842年 ， 予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは ，彼

を訪 れ た ミカエ ル ， また はア ダム につ い て

述 べ てい ますが ， その 時 で さえ， 彼 を天使 ，

ま たは天使 長 と呼 んで い ます 。 そ して， こ

の よ っに言 って い ます。 「天 使 長 ミカエ ル

の声， … … お よび ミカエ ルす な わ ちア ダム

よ り現 在 に至 るま での天使 らは，… …」(教

義 と聖 約128：21)こ の よ うに， ジ ョセ ブ・

ス ミスは， ミカエ ル を他 の天 使 た ち と同 じ

よ うに見 て いる のです 。

したが っ て，1842年 に まだ天使 であ った

ミカエル または ア ダム は， この地 球 の最後

の時 まで， その状 態 で い るわけ です。

ア ダム は， 私 た ちの神 で もな けれ ば救 い

主 で もあ りませ ん 。 しか し， 彼は ，天使 と

い う役 目を持 って， こ の御二 方 の忠実 な僕

として働 い てい るのです 。

では， ア ダム と救 い主 お よび神 とは どの

ような関 係が あ るので しょ うか。

イエ ス ・キ リス トは，神 の聖 な る御 子 で

あ り， 霊 に おい て は天 父の長 子， 肉にお い

ては そ の独 り子 です 。

イス ラエ ルの聖 者 とは， イエ ス ・キ リス

トの こ とで あ り， アダ ムで もほか の だれ で

もあ りませ ん。私 た ちは皆， 天 父の霊 の子

供 です が ， イエ ス ・キ リス トは， 時 の初め

か ら天 父の 肉に お け る独 り子 で あ られ ま し

た。 それ は， ア ダム で も他 のだ れ で もあ り

ませ ん で した。(モ ーセ5：9参 照)こ の こ

とは， 主御 自身 が証 してお られ ます 。

ア ダ ムに福 音 が授 け られ た 日， 聖霊 が 彼

に下 り，当時 エ ホバ と呼 ばれ て い たイエ ス・

キ リス トの み声 が聖 霊 の 力に よって もた ら

され ま した 。「われ は太初 より，… …父 の生

み た まえ る独 子 な り。」(モ ー セ5：9)

これ で， イエ ス ・キ リス トは， アダムや

そ の他 の人 々 とは ま った く異な るこ とが お

わか りにな る で し ょう。 イエ ス ・キ リス ト

は， ま さに， 世 の初 め か ら天父 の生 み たま

え る独 り子 で あ られ たので す。
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これほ ど明確 に聖典 に記 され て い る教義

を，確 固 た る信 仰 を持 って受 け 入 れ ない理

由が あ るで し ょうか 。

イエス ・キ リス トこそ私 たちの 主 であ り，

ただひ と りの救 い主 であ られ ます 。

使徒 パ ウ ロは，ヘ ブル 人 に宛 てた手 紙 の

中で興 味 深 い言葉 を残 して い ます 。 彼 は，

救 い主 につ いて書 い てい るのです が ，救 い

主 を天 父の姿 を象徴 す る御 方 と して 宣 言 し

てい ます 。 そ して， この よ うに尋 ね て い ま

す。 「いったい，神 は御 使 た ちの だれ に対 し

て， 『あな た こそは，わ た しの 子。 きょう，

わた しは あな た を生 ん だ』 と… … 言 われ た

こ とがあ るか 。」(ヘ ブ ル1：5)と.。 答 え

は，簡 明 です。 ひ と りの天 使 もその よ うに

言 われた こ とはあ りませ ん。 天使 の頭 で あ

るアダム， す なわ ち ミカエル で さえ例 外 で

は あ りませ ん 。

ナ ザ レの イエ ス こそが 天父 の生 み た もっ

た独 り子 なの です 。

こ の箇所 で は， パ ウ ロ信，救 い 主イエ ス・

キ リス トにつ い てだけ 話 して い ます。 次 の

節 で も， 同 じ くイエ スの こ とを述 べ て いま

す が， その貧 しいナザ レ人 を神 の 長子 と呼

んで， 「神 の御 使 た ちは こ とごとく，彼 を拝

す べ きであ る」 と述べ てい ます 。 そ して，

事 実 天 使 た ちは， その よ うに したの です 。

そ の中 には ア ダム もお り， 彼は， 神 の ひ と

り子 で あ る救 い主 イエ ス ・キ リス トを敬 い，

常 に その助 け手 とな りま した。

使徒 ヨハ ネの 書 いた有 名 な言 葉の ひ とつ

に，次 の よ うな ものが あ ります 。「神 は その

ひ と り子 を賜 わ ったほ どに， この世 を愛 し

て下 さ った。 それ は御 子 を信 じる者 が ひ と

りも滅 び な いで， 永遠 の命 を得 るため で あ

る。」(ヨ ハ ネ3：16)

私 た ちの ため に神 か ら遣 わ され ，十 字架

にお かか りにな った御 方 とは一 体 どなた で

しょ うか 。 カルバ リの丘 で， 贈 いの み業 を

果 た され た のは どなた で し ょうか。 ナザ レ
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の イエ ス に ほか な りませ ん。 イエ ス ・キ リ

ス トは，神 の 肉 にお け る独 り子 で あ られ ま

す 。 ア ダム は， 全 人類 の始 祖 とい う意 味 に

おい ての み，救 い主 の先祖 であ る とい うこ

とにす ぎな いの です。

神 は， 肉体 を持 つ 者 としては， ただ ひ と

りの御 子 しか お生 み に な りませ ん で した。

しか し， ア ダム は， カ インや アベ ル， セ ツ

な どを含め 多 くの 子供 を も うけ たの です 。

彼 はお よそ千年 もの 間生 きて い たの ですか

ら， そ の間 に何 百 人 とい う子供 を持 つ こ と

が で きたは ず です 。

この ことか ら考 えて ， ア ダムが 「独 り子 」

を持 って い た と言 える で し ょうか 。 も しそ

うで あれ ば，他 の子供 たちは ど うなる ので

しょ う。彼 らは皆 ， 肉体 を持 つ ア ダムの子

供 で は ない で し ょうか 。

カイ ンや アベ ル ， セ ツそ して他 の兄 弟 た

ちは， すべ て孤 児で あ った と言 うの で し ょ

うか 。父親 な くして生 まれ た子供 が い まだ

か つ て い るで し ょうか 。 ア ダム は，確 か に

彼 らの父親 であ り， 多 くの子 供 を も うけ た

の です 。 ア ダム には， 肉体 にお いて ただ ひ

と りの子供 を持つ とい う資格 は ま った くな

いの です 。

しか し， 永 遠 の父 な る神 は， 肉体 にお け

るた だ ひ と りの御 子 を持 っ てお られ ま した。

それ は， イエ ス ・キ リス トです。

で は， ア ダム は神 で あ り神 が ア ダム にな

っ た と言 え るで しょ うか 。 とん で もな い こ

とです 。

ア ダム は， 神 で も， 神 の独 り子 で もあ り

ませ ん。 彼 は，私 たち と同 じよ うに， 神 の

霊 の子 供 の ひ と1)な の です 。(使 徒17：29

参 照)イ エ ス ・キ リス トは， 霊 にお い ては

長 子 で あ り， 肉 にお い ては神 の独 り子 であ

られ ます 。

神 は，御 自身 で イエ ス ・キ リス トを，長

子 また独 り子 と繰 り返 し呼 ん でお られ ます。

だ とすれ ば， ア ダム は だれ なの で し ょう。

ア ダム は， 神 とイエ ス ・キ りス トに よ り入

類 の始祖 となる よ う任 命 され た天使長 ミカ

エ ル にほか な りませ ん 。1980年 現在 にお い

て も， 彼は 天使 長 の座 につ き， 末 の 日に復

活 を告 げ て ラ ッパ を吹 き鳴 らす の を待 って

い るの です 。 そ して， 彼は ， ル シフェル と

の最 後 の戦 い で， 主の 軍勢 の先頭 に立 って

戦 うの です 。

ア ダム は，予 言 者 ダニエ ル の語 る 「日の

老 い た る者 」 その 人 であ り，彼 の名 前 を取

ってつ け られ たア ダム ・オ ンダイ ・アー マ

ンの谷 の ま さに その 同 じ場 所 で，忠実 な人

人 に その姿 を現 わすこ とでしょう。(ダ ニ エ

ル7：9-22;教 義 と聖 約116参 照)

この神 権 時代 の 幕が 閉 じる時， ア ダム は

そ こで， 自 らの管理 の職 を， 救 い主， 主 エ

ホバ で あ る イエ ス ・キ リス トに手渡 します。

そ して， 次 に 主 イエ スが， 御 自身 の働 きに

つ い て永遠 の 父 な る神 に報告 をす るの です。

(「教 え」pp.122，157，167-68，237参 照)

皆 さんの 中で，偽 りの教 師 に惑 わ された

り誤 った教 義 を主 張す る人々 に攻撃 され た

りしてい る人 が あれば ， どうか ，神権 指導

者 に相 談 して 下 さい。 神権 指導 者 は， 皆 さ

ん を迷 路 には ま らせ る こ とな く，真理 と救

いの道 に導 いて くれ る こ とで しょ う。

私 は今 へ りくだ り，この末 日聖徒 イエス・

キ リス ト教 会 が真 実 の教会 で あ り，神 の 王

国 で あ るこ とを証 申 し上 げ ます 。 イエ スは

キ リス トです 。 また， スペ ンサ ー ・W・ キ

ンボー ル は主 の予 言者 です 。 そ して私 たち

は， 正 式 に神 か ら任命 された真 理 の管理 者

です。 この こ とを，す べ て， イエ ス ・キ リ

ス トのみ名 に よ り証 します ， アー メ ン。
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1980年10月4日(土)午 後の部

教 会役員の支持

第二副管長

マ リ：オ ン ・G・ ロム ニ ー

私 たちは予諸 ・聖賭 ・啓示を受ける
者 ，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の

大管 長 として， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー

ル を支持 して下 さる よ うに提 議 致 します 。

この提議 に 賛成 の方 は その 意 を表 わ して下

さい。 もし反対 の方 が あれ ば， 同 じよ っに

その意 を表わ して下 さい。(会 衆 の 中か ら数

人の 「反対 」の 声)

マ ッコンキー 長老 ：ロム ニー 副管 長，3

人の方 が反 対 の挙手 を してい る よ うです。

反対 の挙手 をされ た方 は この会 が終 わ り次

第，十 二使 徒評 議 員会会 貝 の ゴー ドン ・B・

ヒン クレー 長老 の ところへ 行 って下 さ るよ

うにお願 い し ます 。

ロムニー 副管 長 ：大 管長 会 第一 副管 長 と

してナサ ン ・エル ドン ・タナー を， 第二 副

管長 としてマ リオ ン ・G・ ロムニ ー を支持

して下 さ るよ う提議 致 し ます 。賛 成 の方 は

その意 を表 わ して下 さい 。 も し反対 の方 が

あれば， 同 じよ うに その 意 を表 わ して下 さ

いQ

私 た ち は 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 長 と して エ

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン を支 持 して 下 さ る

よ う提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表

わ して 下 さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同

じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

私 た ち は 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 貝 と し て ，

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン， マ ー ク ・E・

ピ ー タ ー セ ン ， リ グ ラ ン ド ・ リチ ャ ー ズ ，

ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター ， ゴ ー ドン ・B・

ヒ ン ク レ ー ， トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン ， ボ

イ ド ・K・ パ ッ カ ー ， マ ー ビ ン ・J・ ア シ

ュ トン， ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー ，L・

トム ・ペ リー ， デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト， ジ

ェー ム ズ ・E・ フ ァ ウ ス トを 支 持 し て 下 さ

る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を

表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

大 管 長 会 副 管 長 と十 二 使 徒 を予 言 者 ， 聖

見 者 ， 啓 示 を受 け る 者 と し て 支 持 し て 下 さ

る よ う提 議 致 し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を

表 わ して 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

七 十 人 第 一 定 員 会 会 長 会 な ら び に 七 十 人

第一 定 貝 会 会 員 と して ， フ ラ ン ク リ ン ・D・

リチ ャ ー ズ ，J・ ト.一マ ス ・フ ァ イ ア ン ズ ，

ニ ー ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル ， カー ロ ス ・

E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド，

デ ィー ン ・L・ ラー セ ン ， ロ イ デ ン ・G・

デ リ ッ ク を支 持 し て 下 さ る よ う提 議 致 し ま

す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を表 わ して 下 さ い 。

も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意

を 表 わ し て 下 さ い 。

そ の 他 の 七 十 人 第 一 定 員 会 会 員 と して 以

下 の 人 々 を支 持 して 下 さ る よ う提 議 致 し ま

す 。 マ リオ ン ・D・ ハ ン クス ，A・ セ オ ド

ア ・タ トル ， セ オ ドア ・M・ バ ー トン ， ポ

ー ル ・H・ ダ ン， ハ ー トマ ン ・レ ク タ ー ・

ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・ ダ ン， ロ バ ー ト ・

L・ シ ン プ ソ ン， レ ッ ク ス ・D・ ビ ネ ガ ー ，

1ム

ギし

ρ

ゴ

ε

善
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ウ ィ リア ム ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー タ ー ， ロ

バ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ ， ア ドニ ー ・Y・ 小

松 ， ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン， ジー ン ・

R・ ク ッ ク ， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ ィ デ ィ エ ，

ウ ィ リア ム ・R・ ブ ラ ッ ドフ ォ ー ド， ジ ョ

ー ジ ・P・ リー
， ジ ョ ン ・H・ グ ロ ー バ ー

グ ， ジ ェ イ コブ ・デ ィ エ ガ ー ， ボ ー ン ・J・

フ ェザ ー ス トー ン， ロバ ー ト ・E・ ウ ェル

ズ ，G・ ホ ー マ ー ・ダ ラム ， ジ ェー ム ズ ・

M・ パ ラ モ ア ， リチ ャー ド ・G・ ス コ ッ ト，

ヒ ュ ー ・W・ ピ ノ ッ ク，F・ エ ン ツ ィ ォ ・

ブ ッ シ ェ， 菊 地 良 彦 ， ロ ナ ル ド ・E・ ポ ー

ル マ ン ， デ レ ク ・A・ カ ス バ ー ト， ロバ ー

ト ・L・ バ ッ クマ ン， レ ッ クス ・C・ リー

フ ・シ ニ ア ，F・ バ ー トン ・ハ ワ ー ド， テ

デ ィー ・E・ ブ ル ー ア ー トン， ジ ャ ッ ク ・

H・ ゴー ズ リン ド ・ジ ュニ ア 。 賛 成 の 方 は

そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が

あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ

い 。

管 理 監 督 会 の 管 理 監 督 と し て ビ ク タ ー ・

L・ ブ ラ ウ ン を， 第 一 副 監 督 と し てH・ バ

ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン を
， 第 二 副 監 督 と して

J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク を 支 持 して 下 さ

る よ う提 議 致 し ま す 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を

表 わ して 下 さ い 。 も し反 対 の 方 が あ れ ば ，

同 じ よ う に そ の 意 を表 わ し て 下 さ い 。

名 誉 教 会 幹 部 と し て 土 ル ドレ ッ ド ・G・

ス ミス ，S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ ， ス タ ー

リ ン グ ・W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラ

ー ， バ ー ナ ー ド ・P・ ブ ロ ッ クバ ン ク， ジ

ェ ー ム ズ ・A・ カ リモ ア ， ジ ョセ ブ ・ア ン

ダ ー ソ ン ， ジ ョン ・H・バ ン デ ン バ ー グ，0・

レ ス リー ・ス トー ン を支 持.す る よ う提 議 致

し ます 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ して 下 さ

い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ

の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

地 区代表 と して， 全地 区代 表 を現状 の ま

まで支 持 して下 さる よ うに 。

日曜 学校 ，会 長 として ヒュー ・W・ ピ ノ

ッ ク長 老 を， 第一副 会長 と して ロナ ル ド ・

E・ ポール マ ン長 老 を， 第二 副会 長 として

ジャ ッ ク・H・ゴー ズ リン ド・ジュニア 長老

を， そ の他管 理役 員 を現状 の ままで支持 し

て下 さる よ うに 。

若 い 男性 ， 会長 と して ロバ ー ト ・L・ バ

ックマ ン長 老 を，第一 副会長 としてボーン ・

J・ フ ェザー ス トー ン長老 を， 第二 副会 長

として レ ックス ・D・ ビネガー 長老 を， そ

の他管 理役 員 を現状 の ままで支持 して下 さ

る よ うに 。

扶助 協会 ， 会長 としてバ ーバ ラ ・B・ ス

ミス を， 第一 副会長 と して マ リア ン ・R・

ボイヤ ー を，第二副 会長 と して シャー レー ・

W・ トーマ ス を， その他 管理 役 員 を現 状 の

ま まで支 持 して下 さ るよ うに。

若 い女 性， 会長 としてエ レ イン ・A・ キ

ャ ノ ンを， 第一 副会長 としてアー リー ン ・

B・ ダー ガー を，第二 副会 長 としてノーマ ・

B・ ス ミス を， その他 管理 役 貝 を現 状 の ま

ま で支 持 して下 さ るよ うに。

初等 協 会， 会長 と して ドゥワ ン ・J・ ヤ

ン グを， 第一 副会 長 としてバー ジニア ・B・

キ ャノ ンを， 第二 副会長 としてマ イカ リー

ン ・P・ グ ラス リー を， その他管 理役 員 を

現状 の ままで支 持 して下 さる よ うに 。

以上 の提 議 に賛成 の方 は その意 を表 わ し

て下 さい。 反対 の方 も同 じよ うにそ の意 を

表 わ して下 さい。

キ ンボー ル大管 長， 以上 の役 員 お よび教

会 幹 部 に対 して， 先程 反対 の挙 手 をした人

を除 き， 全会 一致 の支 持 が得 られ た よ うで

す 。
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十二使徒定 員会会員 ボイ ド ・K・ バ ッ カ ー

選び

「人生 の重 大な 試 しは
，名 声 と無 名の 問の 選 択 にも富 と貧 困の 問の 選択 に

も あ りませ ん 。最 大の 決定 は ，善 と悪 の 間の 選択 にあ るの です 。」

4月 の総大 会 を閉 じた後・ 教会 幹 部 とそ
の夫 人 を対 象 とした親睦 会 が催 され ま

した。 その会 では， 「ヨベ ルの箱」 と呼 ばれ

てい る箱が 開封 され て 出席者 の 関心 を集 め

ま した。 その箱 は， ブ リガム ・シ テ ィー の

ボ ック スエ ル ダー ステー キ部 の 扶助 協会 が，

50年 前に， 教会 の100年 祭 を祝 っ て準備 し

た ものです 。

箱 の 中には， 当 時 の新 聞や 思 い 出の 品 々，

手紙 な どが納 め られ てい ま した。私 の祖 母

サ ラ ・ア デ リー ン ・ウェ イ トの手紙 もあ り

ま した。 この ように書 い てあ ります 。

「私 た ちは1902年 にユ タの コ リー ンの農

場 に移 って来 た。 その頃 この地 には ，教 会

の支 部 はひ とつ もな か った。 …… 私 はハ ン

ナ ・ボス レイ姉妹 と一 緒 に， コ リー ンや そ

の周辺 の地域 に住 む姉 妹 た ち全貝 を訪 問 し，

扶助 協 会 を組 織 したい と思 うか どうか を尋

ねて 回 った。

訪問 の結 果，姉 妹 た ちは喜 ん で集 い た い

とい うこ とで あ ったの で，私 たち は早速 ，

支 部 を組織 して くれ るよう働 きかけ をした。」

この親 睦会 で，私 た ち もヨベ ルの箱 を作

る こ とに な りま した。 各夫 婦 の写 真が 撮影

され， 箱 に入 れ る メ ッセ ー ジ を書 くため に

1枚 の用 紙が 渡 され ました。今 年 の 末に封

を され る この箱 は50年 後 の2030年 に 開封 さ

れ る こ とに な って い ます 。

私 は まだ メ ッセー ジを ヨベ ル の箱 に入 れ

て い ませ んが ， その こ とにつ いて真 剣 に考

え， き ょうこ こで 申 し上 げ る こ との 一部 を，

そ の箱 に納 め たい と望 んで い ます。

私 は き ょうの話 を 自分 の子 供 と孫 た ちに

向 けて話 した い と思 います 。 なぜ私 が家 族

の集 いの場 で はな くこの壇上 か ら， 子供 や

孫 に 向か って話 す のか， 不 思議 に思 われ る

こ とで し ょう。そ れ にはふ たつ の理 由 が あ

ります 。

まず私 の言葉 が ，一 言一 句 もら さず この

大 会 の議事 録 に記 録 され ます 。 その記 録 を

通 して， まだ誕生 して い ない孫 た ちに も語

りか け たい と思 って い るの です。 も うひ と
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つ は， 私の 話 が どな たか ほか の 人の役 に立

て ば と願 って い るか らです 。

これ か ら 申 し上 げ る こ とは， 教 えるに も

学 ぶに も非 常 に難 しい事 柄 で す。 私 の話 を

聞 いて ，「あ あ，それ は も う知 っ てい る」と

言 って， あ りき た りの 退屈 な こ とと片 づ け

て しま う人が い るの では ない か と思 い ます 。

と言 っの も， 申 し上 げ た い こ とが よ く耳 に

す る極 めて 平 凡な こ とで あ るため， す べ て

の 人に重 要 な こ と として受 け 入れ て も ら う

のが 実 に難 しいの です 。

それ を承知 の上 で，私 は子 供や 孫 に ， イ

エ スが キ リス トで あ り神 の御 子 で あ る こ と，

予 言 者 を通 してイ エス ・キ リス トの福 音が

回復 された こ と， 完 全 な る福 音 が地 上 に存

在 す るこ と， とい った基 本 的 な真 理 に加 え

て， そ の こ とを知 って もらい たい ので す。

それ は， そ うした基 本 的な真 理 の後 に 来 る

もの です が(実 際 には 欠 くこ との で きな い

一 部 と言 え まし ょ う)私 た ちが子 供 に どう

して も教 え た い と思 っ てい る真理 なの です 。

3週 間前， 私 は妻 とロ ン ドンの戸籍 課 を

訪 れ， 一 日過 ご しま した。.メア リー ・ハ ー

レ イ とい う人の記 録 を捜 して いたの です 。

ま るで宣 教師 が求 道者 を見つ け 出す 時 の よ

うに， 古 い記 録 を一枚 一枚 め くりま した。

その 中 には百 年 間 も人の 目に触れ なか った

記 録 もあっ た と思 い ます 。

私 は ほ とん ど一 日中， 貧民収 容 施 設の 民

生 委員 の 書 いた覚 書 きを調 べ て い ま した。

あ るペ ー ジに は，貧 民収 容施 設 を追 われ，

拘置所 に 送 られ た婦 人の こ とが記 されて い

ま した。 その 人は ， 自分 の子 供が 貧民 収 容

施 設 内の学 校 で ひ どい虐待 を受 け た とい う

知 らせ を聞 き， その真 相 を調べ に行 く許 可

を願 い出 た ところ， 退 け られ ました。 憤慨

した婦 人 は 「意図 的 に窓 ガ ラス を割 っ た」

ため に，拘 置所 送 りに な った とい う訳 です 。

またあ るペー ジには， 学校 内 を視察 した

医 師の 結果 が報 告 され て い ました。 医師 は，

校 庭 沿 い に積 まれ た たい肥 の 山が，排 水 を

妨 げて い るの を見 て嘆 いて い ます。 その た

め に， 汚水 が校 庭 に逆 流 し， そ こには足首

ほ どの 深 さの 汚水 の沼 がで きてい ます 。 寒

い上 に， 粗 末 な靴 しか ない ため， 子供 た ち

の 多 くが病 気 にな った とい うこ とです 。

生徒 の除籍 理 由 の欄 には， 「死 亡」という

字が 幾度 とな く出 て きま した。 そ してそ こ

に は 「病 気」 「異常高 熱」 「肺 結核 」 「水 腫」

な どとい う説明 が付 い てい ま した。

や っ との こ とで メア リー ・ハー レイの名

前 を見つ け 出 し ま した。彼 女 はエ ドワー ド・

セ イヤー ズ とい う人 と結婚 し，11人 の子 供

を出産 した こ とが わか りま した。 しか し，

そ の内6人 が7歳 に もな らない うちに死 に，

ひ と りは焼死 して い ます 。私 た ちの知 って

い る限 り，11人 の子供 たち の内， 元気 に成

長 した のは ただ ひ とりで した。 、

その 人が， 私 の妻 の曾祖 母 に あた るエ リ

ナ ・セ イヤー ズです 。彼 女は， ノーフ ォー

クの プー ラムに あ るデプ ウ ェイ ド・ユ ニオ

ン貧 民収 容所 に生 まれ ま した。 そ して， 彼

女 の家 系 で最 初 の教会 員 に な りま した 。後

に ，彼 女 は うす暗 いロ ン ドンの病 院で癌 の

ため世 を去 りま した。

この よ うに私 た ちの先祖 で あ るこれ らの

人々 は， 名 もな く貧 し く生 き， そ して世 を

去 って いっ たの です。

エ リナ ・セ イヤ ー ズ ・ハ ーマ ンは亡 くな

る前 に， 所持 金 をすべ て娘 の エデ ィス に手

渡 し， ア メ リカ に行 くよ うに勧 め ました。

エデ ィスは教 会 に入 ったが ため に，夫 と

の 縁 を切 られ て い ま した 。彼女 は8歳 の子

供 の ネ リー を連 れ て英 国 を去 りま した。頼
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りに な るのは， 「落 ち着 くまで，ア イダホに

いる私 の家 族が 面倒 をみて くれ る と思 いま

す」 とい う宣教 師 の あ ま りあ てに で き ない

言葉 だけ で した。

ネ リー とは私 の 妻の 母 であ り， エデ ィス

は祖母 です 。私 はふ た りの こ とを よ く知 っ

て い ます が，ふた りとも実に気 高 い女 性 です 。

私 た ちの先祖 には ま た， 堂 々 た る風格 を

誇 る英 国の荘 園領 主 もい ます 。彼 らは宮廷

と縁 故 関係 にあ って， その館 で は文化 的な

生 活 を送 り，ぜ いた くの限 りを尽 くして い

ま した。

しか し， この よ うな高 貴 な身分 の 先祖 も，

気高 さ と価値 に お いて はエ リナ ・セ イヤ」

ズの それ を しの ぐこ とはで きませ ん。

サ ラやエ リナ ，エ デ ィス， ネ リー ， これ

らの 人々 は皆 きわめ て 高貴 な， す な わち義

にあ って高 貴 な人 々 なの です。 私 は子 供 た

ちに， ノー フォー クの プ ー ラムに あ る貧民

収容所 に住 ん で いた 人々 の血 を引 い てい る

こ とを覚 え てい て もら う と同時 に， 次 の こ

とを忘 れ な いで もらいた いの です 。つ ま り

多 くの 人は， 本 当に立 派 な者 で あれ ば， そ

の行 な いに よっ て，や が て広 く人々 に知 ら

れ るようにな り，それ な りの報 い を受 け る よ

うにな る と誤 解 をしてい る とい うこ とで す 。

ほ とん どの人 は，成 功 した と言 え る ため

には，名 声 と富 の双方 が 十分 に備 わ って い

なけれ ば な らな い と考 えて い ます 。

世 の 人々 はそ の よ うな 前提 に立 って名 声

や 富 を得 よ う と働 いて い るよ うです が， そ

れは誤 りです。正 しい こ とでは あ りませ ん 。

主は その よ うに は教 えてお られ ませ ん 。

私 は 自分 の子 供 た ちに， この こ とを知 っ

て もらい たいの です 。

全 き成功 を収 め， 真 の幸福 を得 るの に，

富 を得 る必 要 も，高 い地 位 に就 く必 要 もあ
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りませ ん。

実 際， 富や 高 い地 位 が皆 さん に もた らさ

れ るか も しれ ませ んが， た とえそ うな って

も真 の 成功 とい う もの は， 富や 地位 に よっ

て で はな く， そ う した もの とは関係 な しに

達 成 され るの です 。

この真理 を教 えるの は， 実 に難 しい こ と

です 。知名 度 もなけれ ば十 分 な稼 ぎ もな い

人が， 名声 や 富 は成功 に不 可 欠 な要 素 で は

ない と悟 っ た と言 う と，私 た ちは，そ の人 の

言葉 を手 前勝 手 な言い分 だ と言って，素 直 に

受 け 止め ようとしない傾 向に あ ります 。しか

しその 人は ほか に何 と言 っ て 自分 の主 張 が

誤 りで ない こ と ξ示せ ば よいの で し ょうか 。

また，地位 も名 声 もあ る人 が，成 功や 幸福

が何 だ とい うような ことをロに した と した ら，

私たちは彼の言葉 も自分勝 手な言 い分 で あ り，

優 越 感 か ら出 た言葉 だ と考 え るで し ょ う。

です か ら， 私 た ちは名 声や 富 のあ る人 も，

逆 に それ ら を持 た ない 人 も， 信 頼の お け る

判 断の 基準 と して受 け 入れ るこ とは しませ

ん 。 どち ら も証 人 として客 観的 な立場 に立

つ こ とが で きるか どうか疑 問だ か らです 。

こ うして，私 た ちに は ただ ひ とつ の道 が

残 され ま した。 それは 試行 錯誤 の道 です 。

自 らの経験 を通 して， 名声 や富 あ る いは そ

の 反対 の もの を独 力 で学 んで い くの です。

こ うして私 た ちは 人生 の荒波 に もまれ，

富 と名 声 の両方 を失 うこ とに な るか もしれ

ませ んが， そこ に至 って は じめ て， 富 と名

声 が な くて も成功 し得 る もの で ある と悟 る

のです 。 あ るい は富 と名声 を得 なが ら， そ

g)ど ち ら も私 た ち を幸 福 にす る もの で もな

けれ ば， 真 の成功 と完 全 な幸福 へ の踏 台 で

もな い こ とに気づ くのです 。 た だ し， これ

を悟 るには極 め て時 間が かか ります 。

ベ ンジ ャ ミン ・フ ラン ク リンは次 の よ う



に 言 って い ます。 「経 験 は 授 業 料 の高 い学

校 を経 営 して い る。 しか し馬 鹿者 ど もは そ

れ 以外 の学 校 では 学ぽ う と しな い。」(勉 ε

A獅0加 ρ9勉ρ勿(ゾ β醜ノα初ゴηFη 嘘1伽 「ベ

ジャ ミン ・フラ ン ク リン伝 」p.230)

私 た ちが 地上 に 来 たの は， 肉体 を得 ， 試

し を受 け， 自由意志 を行 使 す るた め です 。

私 た ち は子 供 た ちに ， また その子 供 た ち

に知 って も らいた いの です 。 人生 にお け る

選 びは 名声 か無 名か で も， 富か 貧 困か で も

な い とい う こ とを。 それ は， 善 か悪 か の選

び であ り， どち ら.を選 ぶか に よ って その結

果 には 大 きな開 きが 出 て き ます 。

この こ と をよ く理 解す る と，私 た ちの幸

福 は物質 的 な もの で左右 され な くな ります 。

た とえ物 質 的 な ものに 恵 まれ てい な くて も，

幸 福 を味 わ うこ とが で き，真 の 成功 をかみ

しめ るこ とが で きるの です 。

富や 名 声 は， 必ず し もそれ を受 け るに値

す る人 に得 る こ とに よって もた らされ るの

で はあ りませ ん 。私 た ちの価 値 は， 名声 や

所 有 物 で測 られ るの で は ないの です 。

あ る人は， 私が 教 会幹 部 とい う地 位 に あ

る こ とか ら， こ う した主 張 をす る資格 に欠

け る と言 っか も しれ ませ ん。 しか し， この

地 位 は得 よ う と思 って得 た もの で はあ りま

せ ん 。召 し とて付 与 され た もの なの です 。

そ して それ は背 にの しか か る重荷 として も

た らされ るの で あ って， 足元 に翼 として付

くわ け では ない こ とを， よ くわか って いた

だ きた い と思 い ます 。

人生 は， 日々 の何千 とい う選 びに よ って

形 成 され て い きます 。何年 に もわた っ て行

なわ れ る これ ら小 さな選 びの 一つ 一 つが合

わ さ り，私 たちが どの よ うな人物 で あ るか

を如実 に物 語 るの です 。

繰 り返 しますが ，.人生 の重 大 な試 しは，

名 声 と無名 の 間の選 択 に も富 と貧 困の間 の

選 択 に もあ りませ ん。最 大 の決 定 は，善 と

悪 の間 の選 択 にあ るの です 。

私 た ちはつ まらな い こ とで不 幸や 問題 を

引 き起 こ し， 時に は大 きな苦 しみ をなめ る

こ ともあ ります 。 しか し， これ らすべ てが ，

創造 主 のみ ここ ろに そわ ないが故 に科せ ら

れ た罰 で あ る とは， 必 ず し も言 え ませ ん。

なぜ な ら， これ らは人生 に おけ る教 えの一

部 であ り， ひ とつ の試 しだ か らです 。

病 弱 な体 に よっ て試 しを受 け る人 もいれ

ば， 不 自由な体や 魅 力 の ない容貌 に よ って

試 され る 人 もい ます 。 ま た健 康 で魅 力的 な

肉体 に よって， また青年 の持 つ情 熱 に よっ

て試 され る人 もい れば， 年 と共 に衰 えて い

く 自分 に試 され る人 もい ます 。

ほか に も， 結婚 や 家庭 の 問題 で苦 しむ 人，

卑 しい貧 困の生 活 を強 い られ る人，安 楽 と

ぜ いた く(多 分 これ が最 もつ らい試 しで し

ょ う)と い う試 しを受 け る人 もい ます 。

これ らはす べ て試 しです。 この試 しは，

私 たちが 想像 す る以 上 に，す べ ての 人に平

等 に 与 え られて い ます。

富 を得 ，名 声 を博 しな が ら，霊的 な成功 を

遂 げ る こ と もで きるで し ょ う。しか し，主 は

ら くだ と針 の話 を して，そ うす るこ との難 し

さ を語 って お られ ます 。(マタイ19：24参 照)

この教 えは聖典 の 中心 をなす もの です 。

モル モ ン経 は こう述べてい ます。 「人 は皆 善

悪 をわ き まえ るこ とを充分 に教 え られ て い

る。」(IIニ ー フ ァ イ2：5)

私 た.ちは また この よ うに も教 え られ て い

ます 。「人は み な現 世 に於 て 自由であ り， お

よそ 人間 の ため にな る ものは何 で も与 え ら

れ る。」 そ して1： 「万 人 に為 した もうメ シ

ヤ の大 いな る賢 い仲 裁 に よ って 自由 と永 遠

の 生命 と を選 ぶか 」
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また は2： 「悪魔 は 万 人が 自分 の よ うに

み じめ にな る こ とを求 め て いるか ら， その

束 縛 と力 とに由 って定 まる束 縛 と死 とを選

ぶ か。」

「これは全 く人間の 自由 であ る
。」(IIニ

ー一フ ァイ2：27)

旧約聖書 を引用 してみ ま し ょ う。

「令 名 は大 い な る富 に ま さ り… …
。」(箴

言22：1)

新 約聖 書 には こ うあ ります 。

「まず神 の国 と神 の 義 とを求め なさ い。

そ うす れば， これ らの ものは， す べ て添 え

て与 え られ る。」(マ タ イ6：33)

再 び モル モン経 を引用 します。

「財 産 を求 め る前に まず神の王国 を求め よ
。

あな たた ちがす で に キ リス トに望 み を も

ってか ら宝 を求め た な らば その通 りに宝 が

手 に入 るで あろ う。 しか し，・その 時 あ なた

た ちが その宝 を求 め る 目的 は ，裸 で い る者

に着物 を着 せ ，飢 えてい る者 に食 を与 え，

束縛 され て いる者 を救 って 自由に し， 病 ん

で い る者 と悩 ん でい る者 とを救 うな ど， お

よそ善 事 を行 うこ とであ る。」(ヤ コブ2：

18-19)

教義 と聖 約 を開 い てみ ま し ょ う。

「富 を求 め ず して智 恵 を求 め よ
。 さ らば

見 よ， 神 の奥義 は 開か れ， そ れ よ り汝 ら富

め る者 とせ らるべ し。」(教 義 と聖 約6：7)

「見 よ， 永遠 の 生命 を有 つ者 は 富め るな

り。」(教 義 と聖 約11：7)

では，私 たちが あ なた方 子供 に望 んで い

るこ とは何 で しょ うか 。答 えは簡 単 です 。

正 し くあ りな さい!

福音 を勉 強 しな さい!

福 音 に従 って生 活 しな さい!

教会 に活 発 に集 い な さい!

神 殿 の儀 式 を受 け な さい!
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神 と交 わ した誓 約 を守 りな さい!

あ な た方 が 私の 言葉 を どの よ うに受 け 止

め て くれ たか わか りませ んが ， これ らの教

えが真 実 な もの であ る こ とを， 私 は は っ き

りと知 って い ます 。

あ なた方 一 人一 人 は， いつ か，世 の 中 に

は 絶対 的 な ものが あ る とい うこ とを理 解す

るで しょ う。 親の 愛 もそ のひ とつ です 。 ひ

とりの子供 をほか の子 供 よ りも深 く愛 した

り， あ るいは 反対 に愛 さなか っ た りす るよ

.うな こ とは あ りませ ん 。一 人一 人の子 供 に

す べ ての愛 を注 いで い るので す。

名声 や 富 はこの世 で真 の幸福 を得 るため

の 必要 欠 くべ か ら ざる条件 で は あ りませ ん。

それ らが な いか ら真の 幸福 が得 られ ない と

い うこ とは ないの です 。

私 は今， 何世 代 も先 に， あ な た方や あ な

た方 の子供 たち， その また子供 たちが ， 人

生 の様 々 なチ ャ レ ンジ と取 り組 む 時代 を想

像 す る こ とが で き ます 。

広 く世 間 に知 られ る こ とも， 富豪 に な る

こ と もな くこの世 の生涯 を全 うす るあな た

方 の姿 を見 る こ とが で きます 。 また， 愛の

深 い神 に ひ ざまず き，私 の祈 りが 答 え られ

て， あな た方 が成功 を収 め て真 の幸 福 を得

て い る こ とに感 謝 す る 自分 の姿 も見 る こ と

が で き ます 。

私 たち は今 ， 不確 か な将 来へ と向か って

進 ん では い ます が， 私 た ちの思 い は不確 か

な もの で はあ りませ ん 。子供 た ち よ，証 を

述べ な さい。 シオ ン を立て な さい 。 そ うす

れ ば，真 の 成功 と全 き幸福 を見 いだす こ と

で しょ う。

神 は生 きて ま し まし， イエ スは キ・リス ト

です 。福 音 の 中に こそ， 真 の成功 が あ るこ

と を知 って い ます 。 イエス ・キ リス トのみ

名 に よ りこれ を残 します。 アー メン。



七 十人第一定 員会会長M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド

主のみ手

「奉仕 を 通 して入 の 生活 に喜 びの 手 を差 し伸べ る こ ともな く
， 一 日を過 ご

す こ とのな い よ うに しよ うで はあ りませ んか 」

先 の総大会以来・私は天父の子供たちの
多 くが 問題 を解 決す るため に助 け を求

め て い る こ とが わか りました。助 け を求 め

る嘆願 の手 紙 が何 百 通 と教会 幹部 の も とに

届 い てい るの です 。 息子 の こ とで悩 む父 親，

娘 の こ とで心 を痛 め る母 親， 両親 の こ とで

悩 む子 供 と色 々 です が， どの手紙 も胸の 張

り裂 け る よ うな 内容 ばか りです 。

そ の こ とを通 して じか に わか っ たこ とは，

霊 的 に苦 しむ 人 の心 の傷 は， 皆 さんや 私 が

個 人 的に も う少 し努 力 して その 人 に働 きか

け をす れ ば癒 され る とい うこ とです 。

イエ ス ・キ リス トは， 霊的 な病 いで あれ.

肉体 的な病 いで あれ ， どん な病 い を も癒 す

力 を有 してお られ ます。 あ る婦 人 はイエ ス

の 衣 のふ さに触 っ ただ けで癒 され ま した。

ル カに よ る福 音書 には こ う記 され てい ます 。

「しか しイエ ス は言われた
， 『だれかが わ

た しに さわ った 。力 が わ た しか ら出て行 っ

たの を感 じたの だ』。

女 は隠 し きれ な いの を知 って， 震 えなが

ら進 み出 て， み まえ にひれ伏 し， イエ スに

さわ っ た訳 と， さわ る とたち まち なお った

こ と とを， み ん なの前 で話 した。

そ こで イエ スが 女 に言われた， 『娘 よ，あ

なた の信仰 が あ なた を救 った のです 。安心

して行 きな さい』。」(ル カ8：46-48)

主 は， 皆 さんや私 を通 じて 人々の 生活 に

み 手 を触 れ られ るの で し ょうか 。確 か にそ

うで す。私 た ちが 自らの本分 を果 た してい

る限 り， そ うす る こ とが おで きに な り， 実

際 そ うされ るの です。 フ ロ リダの あ るホー

ムテ ィー チ ャー は， 自分 を通 して あ る家 族

に救 い主 のみ 手 を感 じさせ ま した。 私の も

とに 寄せ られ た1980年7月8日 付 の手紙 の

一 部 を読 ん でみ たい と思 い ます
。

「私 は1973年 に教会 に 入 りま したが， 夫

は入 りませ んで した 。夫 は教会 の集 会 に も

参 加 したが りませ ん で した し， 神 の存在 す

ら確 信 で きませ んで した 。

それか ら2年 後 ， いつ しか ホー ムテ ィー

チ ャー は夫 の親友 とな って い ました。3年
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以上 もの間 ， ホー ムテ ィー チ ャー が訪 れ な

か った月 はただ 一度 だ け で した。夫 は ホー

ムテ ィーチ ャー に 色々話 す よ うに な って い

ました。 そ して ，積 年 の不 幸や 苦 しみ の重

荷 を少 しず つ下 ろ して い ったの で す。 それ

まで の夫に は， 本 当の 友 人な どひ と りもい

ませ んで した。

1978年8月 に ， ホー ム テ ィー チ ャー か ら

引越 しをす る と聞 き，私 た ちはが っか り し

て しまい ま した。 き ょ うが 最後 の訪 問 だ と

い っ 日， ホーム テ ィー チ ャー は夫 の承 諾 を

得 てか ら，証 を得 る方 法 につ いて 話 して く

れ ま した。

11月 には バ ラー ド長 老が 私 た ちの ステー

キ部 にお いで下 さ り，特 別 フ ァ イアサ イ ド

で福音 につ いて 話 して 下 さい ま した。 夫 も

私 もその会 に 出席 しま した。会 の 終わ りに

長 老は 夫の 肩に 腕 を回 し， 天父 が 夫 を愛 し

てお られ る こ と，天 父 がバ プ テス マ を受 け

る よ う望 ん でお られ，教 会 が夫 を必 要 とし

てい る こ とを話 して下 さい ま した 。主 が長

老 を通 して 語 りか けて下 さっ たの です 。

その 夜， 夫はバ プテ スマ を受 け る決心 を

しま した。私 た ち はかつ て の ホー ムテ ィー

チ ャー に電話 し ま した。 彼 は今 ル イ ジアナ

に住ん でい るの です が， 夫 にバ プ テス マ を

施 して下 さる よ うお願 い した と ころ， 彼は

わ ざわ ざ来 て くれ， バ プテ スマ を施 して く

れ ま した。 それ か ら1年 後， 彼 は私 た ちが

ワシ ン トン神 殿 で今 も永世 に もわ た る結 び

固め を受 け る場 に立 ち合 って くれ たの です 。

長老 は毎年 何千 人 もの人 々 と接 す るので

す か ら，私 たち の こ とな ど覚 えて はい らっ

しゃ ら.ない で し ょうが，私 た ちは，長 老 を

通 して とて も忘 れ られ ない影 響 を受 け たの

です。私 た ちは誠 実 な ホー ムテ ィー チ ャー

に 心か ち感謝 して い ます 。」
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また あ る時に は， 若 い女性 を担 当す る こ.

の よ うな教 師が い ま した。彼 女 の ク ラスに

は 目の 見 えな い少女 が い ま した 。'彼女 は普

通 の方法 で勉 強 す るこ とが で きな いため ，

レッスンについて い くこ とが 困難 で した。そ

こで この教 師は，その少 女の 家に行 き， 「成

長 す る私 」 の本 を声 を出 して読 み， 彼女 が

点字 に訳 す の を手伝 い ま した。 これ に は2

年 か か りま した 。 また この教 師 は，他 の少

女 た ちに も助 け を求 め ま した。 こ う して教

師 の指 示 の下 に， 彼女 たち は 目の見 え ない

少女 の家 に行 って はテ キス トを読 み， 点 訳

を手 伝 った のです 。

この教 師 を通 して差 し伸 べ られ た主 のみ

手 は， この盲 目の少女 だけ でな く， 目の不

自由な大 勢 の人 々 に も恵 み を もた ら しま し

た。 と言 っの も， この点 訳 のテ キ ス トが ，

若 い女性 の 中央組 織 を通 じて貸 し出 され る

ことに な ったか らです 。

時 と して， 救 い主 のみ手 は，大 きな心 を

持 った あ どけな い子供 を通 して差 し伸 べ ら

れ ます。 あ る美 しい女 性 が い ま した。彼 女

は宣教 師 か らレ ッスン を受 け て いた の です

が， ど うして もバ プ テ スマ に踏み切 れ ませ

ん で した。 あ る 日曜 日，彼 女 は よ く知 らな

い あ るワー ド部 の聖餐 会 に 出席 して み る こ

とに しま した。彼 女 は ひ と りじっ くり と考

え られ る座 席 につ きた い と思 っ て い ま した。

そ して， 小 さな男 の子 の隣 に腰 を下 ろ しま

した。聖餐 が 配 られ て いる時 ， この 男の子

は隣 の女 の 人が聖 餐 のパ ン を取 らな いの に

気 づ きま した。 そ こで彼 はパ ン をひ とか け

ら取 り， それ を半 分に して隣 の女 の 人に分

け与 え たの です。 彼女 は， 子供 なの に その

よ うな心 の こ もった親切 が 示せ る こ とに深

く心 を動か され ま した。 そ して その 日の う

ちに宣 教師 と連 絡 を と り， こ う言 い ま した。



「あな たの教 会 で子 供 に この よ うな こ とを

教 えて い るので した ら， 私 は教 会 に入 りた

い と思 い ます 。」

主 はニ ー フ ァイ 人に こ う教 え られ ま した。

「され ど
，汝 らの光 が 輝 きて世 の 中 を照 ら

す ため に，汝 らの光 を高 くかか げ よ。 汝 ら

が 高 くか か ぐる光 とは，すなわちわれ なり。」

(IIIニー フ ァイ18：24)私 も最 近 ，主 の光

が 注 が れ るの を身近 に感 じま した。 あ る親

友 を訪 れ た時の こ とです 。彼 はつ い先 頃永

遠 の伴侶 を失 い， 主 のみ手 を本 当に必 要 と

して い ました。彼 に， 「私 に何 力}助け られ る

こ とは あるか い」と聞 くと， 「息子 が母 の死

を受 け 止め られ る よ う助 け て くれな いか 」

とい う答 えが返 って きま した。 この 息子 は

母 親 を この上 な く愛 していたか らです 。何 カ

月 に もわ た って母 の苦 しむ姿 を見て い た息

子 は， 祈 って も答 え られな い，神 権 に よ る

祝福 も効果 が な い と思 い始 めて い たの です 。

それが ため ， 天 父に対 す る彼の信 仰 は揺 ら

ぎ，生 活 の 中に主 の光 が 見 いだせ な くな っ

て い ま した。

私 の耳 元 に， この よ うな ささや きが 聞 こ

え ま した。 「私 の息子 が よ く受 け 止 め られ

る よ う助 け な さい。」「一 体 どの よ うに すれ

ば」 と私 は考 えて しまい ま した。思 案 の末 ，

彼 を教 会 本部 に招 き， そ こで話 をす る こ と

に し ま した 。彼 が来 る と私 は 食堂 に案 内 し

ました 。食 堂 では何 とも珍 しい こ とが 起 こ

りま した。 食事 中， 教 会幹 部 が何 人 も私 た

ちの テ ー ブル の脇 を通 り， あい さつ して行

っ たの です 。最：も意味 の あ った こ とは， 彼

が今 この壇 上 に い る十 二使 徒 の うちの8人

と握 手 を した とい うこ とです 。 それ まで，

いや その後 も， 十 二使 徒 が一 度 にあ れほ ど

多 く食 堂 に いた の を見 た こ とが あ りませ ん 。

教 会 本部 ビル を出 よう とす る時， また も

珍 しい こ とが起 こ りま した。 キ ンボー ル大

管長 をお見 かけ したの です 。 す る と青年 は，

「キ ンボー ル大 管長 は僕 の よ うな者 ともお

話 して下 さ るで しょ うか 」 と私 に聞 き ま し

た 。 さ らに珍 しい こ とが 続 きます 。私 た ち

は 少 しの間 ， キ ンボー ル大管 長 と語 り合 う

こ とが で きたの です 。 わずか な 時 で したが ，

青年 は忘 れ るこ とがで きな いほ ど強 い もの

を感 じま した。 大管 長 の 口か ら出 る教 えは

永 遠の教 えで あ り， その青年 に 向け られ た

愛 は心 か らの愛 で した。 このわ ずか な間 に，

青年 の思 い も心 も強 く動 か され た ので した。

キ ン ボー ル大 管長 ・は愛 を込め て青年 の肩

を抱 いた後 に， 次 の よ うな言葉 を残 しま し

た。 それ が青年 の心の 底 に しみ わ た ったこ

とは 申 し上 げ るまで もあ りませ ん 。「兄弟 ，

あな たが 自分 の使 命 を果 た して伝道 か ら帰

られ た時 に，私 たちが 今話 し合 った こ とが

本 当 に よ く理解 で きる よ うに な ります よ。」

その 日，神 の予 言者 は，予 言者 だ けが な し

得 る方法 で手 を差 し伸 べ られ たの です 。 キ

ン ボー ル大管 長 を通 して， 救 い主 は青年 の

心 に息 吹 を注 ぎ， 主 の光 の方 向 に彼 を向か

せ た の です 。

駐 車場 で私 は 彼の 肩 に手 を置 き， こ う言

い ま した。 「君 のお母 さんは ，きょうの君 を

ず っ と見守 ってい たん じゃな いか な 。お母

さんは今 ， 主 を愛 し， 主に献 身 して お られ

るんだ 。 そ して君 を深 く愛 して い る。だか

ら天 父 はお母 さん の願 い を聞 いて，君 に き

ょ うの よ うな経 験 を させ て くれ たん だ ね。」

彼 の 目か ら涙 が あふれ ま した。 こ うして彼

の 態度 は変 わ り， 人生 の方 向 もは っ き りと

定 まって， 主 に従 っ て生活 を して い こ うと

い う決 意 が で きたの で した。

さ らに うれ しい こ とに， 数 カ 月後 ， この

青年 が フル タ イム宣教 師 として忠実 に しか

41



も立 派 に働 いて い るこ とを， キン ボー ル大

管長 に報告 で きま した。

最 後 に，主 は私 たちの 信仰 と祈 りを通 し

て， どの よ うに個 人 の生 活 にみ手 を差 し伸

べ られ るか につ いて 申 し上 げ た い と思 い ま

す 。私 共の 息子 の ところに か わい い女 の子

が生 まれ たの です が，5カ 月に もな らない

っちに地上 を去 る こ とに な って しまっ たの

です 。 その子 に対 す る両 親 の愛 と心 の配 り

よ うといった ら， そ れは もうい じら しいほ

どの もの で した。 死 と戦 う孫娘 の 奮 闘ぶ り

は， 言葉 では 言 い表 わす こ とがで きませ ん。

息 を引 き とる前の 晩，私 た ちは ロー ガ ン病

院に駆 けつ け， 私 た ちに で きる限 りの助 け

を与 え ま した。

その夜遅 く， 息子 の家 で家 内 と息子 を交

えて ひ ざまず き，導 き を求 め て祈 りま した。

病 院 に戻 る と， 私 は小 さ な孫娘 の手 を とっ

て， 目 をの ぞ き込み ま した。 その 時，私 は

救 い主 のみ手 を感 じたの です 。 まるで孫 娘

が 語 りか け て いるか の よ うに， 心 に この よ

っな言葉 が 浮か ん で きま した。「お じいちゃ

ん， 必配 しない で。大 丈 夫 よ。」平安 が心 に

広 が りま した。主 の み手 が私 た ちの 上 に差

し伸 べ られ た こ とを感 じま した 。や がて 孫

娘 は苦 しみか ら解 か れ， 天の両 親 の もとへ

旅立 って行 った のです 。

兄 弟姉妹 の皆 さん，私 た ちは救 い主 の み
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手 を感 じる こ とが で き ます。 また， 人 に主

一の み手 を感 じ させ るこ と もで きます。 片 意

地 な青 少年や 不 活 発 な教 会 員， 伴侶 に先 立

た れた 人， 老 人，病 人 また会 員非 会員 を問

わず 神 のすべ ての子 供 た ちに手 を差 し伸 べ

る こ とに よっ て， 互 いに 恵み にあ ずか るこ

とが で き るの です。

ともか く も，私 たち は，個 人の生 活 に あ

って福 音 の祝 福 と主 の平 安 を感 じ取 るこ と
1

の大切 さ を認 識す る必要 が あ るで し ょ う。

これ は， ワー ド部 や ステ ー キ部の プ ロ グ ラ

ム を上手 に運 営す るこ と よ りもは るかに重

要 なこ とです 。 そ して，両 親 も教 師 も教会

の指 導者 もすべ て，私 た ちが は らか らの た

め に救 い主の み手 と して の働 きをす る時 に，

行 な う側 と受 け る側 が互 いに 恵み に あずか

れ るこ と を，知 るに違 い あ りませ ん。

皆 さん の 多 くが他 の 人 々の必 要 を心 に留

め て下 さって い るこ と を知 っ てい ます 。 ま

た， 皆 さんに も私 に も もっ と多 くの こ とが

で きるはず です 。奉 仕 を通 して人 の生 活 に

喜 びの手 を差 し出す こ ともな く，一 日 を過

ごす こ との な い よ うに しよ うでは あ りませ

んか 。 人々へ の奉 仕 を実 行 に移 す時 ，次 に

あ げ る救 い主 の 麗 しい訓 戒が 心 に浸 み わ た

り， その意味 を覚 る こ とが で きるの です 。

「あな たが たに よ く言 ってお く
。わ た しの

兄弟 で あ るこれ らの最 も小 さい者 の ひ と り

に したの は， す なわ ち， わ た しに したの で

あ る。」(マ タ イ25：40)

証 申 し上 げ ます 。 イエ スは 生 け る神 の御

子 キ リス トです 。 イエ ス ・キ リス トは予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス にみ手 を差 し伸 べ た ま

い，彼 を通 して完全 な る福 音 を回復 し，全 人

類 に祝福 と導 きを もた ら して下 さ いま した。

これ らの証 を愛 す る イエ ス ・キ リス トの聖

なるみ 名 を通 して 申 し上 げ ます 。 アー メン。



七十人第一 定員会会員 デ レク ・A・ カ ス バ ー ト

末 日聖徒 として歩んだ30年

私の生活が幸福で実りあるものとなった10の理由

先 頃・私は妻とともに激 会貼 活30年
の お祝 い をしました。末 日聖 徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会 の若 い宣 教 師が， 英 国の ノッ

チ ンガム の私 た ちの家 の ドア をノ ック して

くれ たの は，今 か ら30年 前の こ とです 。

宣教 師 た ちの言 葉 は， 当時 他 の教会 の 活

発 な会 員 で あ った私 た ちの心 を どの よ っに

捕 えて いっ たの で しょ うか 。私 た ち も先 祖

もず っ と国教 会 の会 員 で した し， それ な り

に幸せ な毎 日を送 って い ま した。 ふ た りの

子供 に も恵 まれ，仕 事 の面 で も大 企業 でや

りが いの あ る業務 に携 わ って お り， 喜 び も

あ りました。

ほ かに何 の望 みが あ った で し ょう。 これ

以上 の幸福 が あ る で し ょっか 。 そ んなふ っ

に考 えてい た私 た ちで した が， 宣教 師 の教

えに耳 を傾 け， と もに祈 る うちに， 生 活の

中にず れが あ る こ と， どう して も満 た され

ない ものが あ る こ とに 気づ き始 め たの です 。

これか ら少 しの間 ， この必 要が 満 た され た

結 果， 生活 に意 義 を見 いだ し， 一 層幸 福 を

感 じるよ うに な った事柄 につ いて，10項 目

ほ どあ げ てお話 した い と思 い ます 。皆 さん

も きっ と， この よ うな必要 を， 皆 さん 自身

の生 活や 家庭 ， また家 族 一 人一 人の 中に見

い だ され るに違 いあ りませ ん 。

第1に ， 私 た ちが これ まで行 な ってい た

神 との交 わ りは， 回数 も少 な く， 弱 い もの

であ っ た こ とを痛 感 し ました。確 か に私 た

ちは これ までず っ と個 人の祈 りを して きま

した。 しか し， 宣教 師 に言 わ れて私 た ちは

夫婦 の祈 りや ， 子供 を交 え た家族 の祈 りも

始 め ま した 。 そ うす る こ とに よ って， 家族

の 強い 絆 を感 じま した し， 全 能の 神が一 層

身近 な存在 と感 じられ る よ うに な ったので

す 。

宣教 師 か ら学 ん だ こ とは た くさんあ りま

す 。神 は感情 ， 感覚;体 を持 ちた も う方 で

あ り， 文 字通 り私 た ちの御 父 であ る こ と。

祈 りは心 か ら流 れ 出 る こ とを祈 り， くどく

ど祈 る必要 は な い こ と。 また， 神 は愛 と思

いや りに あふ れ た信頼 の おけ る方 であ り，
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偽 りの な い方で あ る こ とも教 えて もらい ま

した。今 日の人 々は神 と交 わ り， 神 と とも

に歩む必要 が あ ります。 また，神 は今 日で

も私 た ちに語 りか け られ るこ と， 私 た ちは

まさ し く神 の子 供 で あ る こ とを知 る必要 が

あるの です。

第2に ， 私 た ちは イエ ス ・キ リス トを単

に歴 史上 の一 人物 と して で はな く，神 の 生

け る御 子 として知 る よ うに な りま した。私

は高校 時代 か らず っ と，新 約聖 書 につ いて

特 別 な研究 を して い ま したが， 宣 教師 が い

に しえの ヨブの よ うに， 腰 い主 は生 きて お

られ ます(ヨ ブ19：25参 照)と 証 した時 ほ

ど，救 い主 の生 涯 とこの世 での 使 命 を 自分

の身に 強 く感 じた こ とはあ りませ ん で した。

私 は イエ ス ・キ リス トを 自分 自身の救 い

主， 私 のた めに また私 た ち一 人一 人の ため

にその命 を捧 げ て下 さった 方 と して受 け と

め る よ うに な りました。 「人 が そ の 友 の た

め に 自分 の命 を捨 て る こ と， これ よ り も大

きな愛 はな い。」(ヨ ハ ネ15：13)だ れ で も

友達 が必要 です。 そ して， だれ に も まさ る

友達 が一 人一 人 に いるの です 。 それ は イエ

ス ・キ リス トです 。私 た ちの ため に十 字架

に お掛 か りに な り，復 活 され た イエ ス ・キ

リス トです 。

第3。 結婚 した ばか りの 時， 私 た ちは こ

の不安 な世 に あ って，信 頼 の おけ る確 か な

もの を求め て い ま した 。私 た ちは十 代 の後

半 を第二次世 界 大戦 と ともに送 りました。

16歳 で国防 市民 軍 に入 隊 した私 は， そ こで

国 を守 るため の 訓練 を受 け ました。 そ して

17歳 の 時，英 国空 軍 に志 願 しま した。戦 争

が 終わ って5年 以 上 た った 当時 で も， 道 に

はがれ きが 山 と積 まれて お り，配 給制 が ま

だ 続い てい ま した。

そん な時代 に私 た ちは， 宣教 師 が伝 えて
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くれた， 神 は今 の 時代 に も過 去 の 時代 と同.

様 に予 言者 を通 して語 られ ます ， とい う力

強 い メ ッセ ー ジ を， あ たか もそれ に飛 びつ

くよ うに して受 け 入れ ま した。神 は私 た ち

を心 にか け て下 さ り， 愛 して下 さ って い る

の です 。 また神 は約 束通 り， 御 自身 の教 会

と完全 なる福 音 を回復 して下 さい ま した。

世 の 人々 は， こ の よ うな不 安 な時 代 に あっ

て私 た ちを導 き助 け て くれ る予言 者 を， い

か に必 要 として い るこ とで しょ う。私 た ち

には その よ うな予 言者 が与 え られ て い るこ

とを証 します 。 その予 言者 は， 今私 が 話 を

して い る間 もこの後 ろに座 ってお られ ます 。

彼 は， 末 日聖 徒 イエス ・キ リス ト教 会， 地

上 に おけ る主 の教 会， 主 の王 国 を管理 して

お られ るの です。

第4。 宣 教 師の招 きに よ り， 私 た ちは教



会 の集会 に参加 す る よ うにな りま した。何

とい う温 か い歓 迎 ぶ りで しょ う。私 た ちは

す ぐに， 心 か らの歓 迎 とい うの は こ うい う

もの だ ろ う と思 い ま した 。すべ ての 国，す

べ て の国語 の 民 をひ とつ に結 ぶ兄 弟 愛 と姉

妹 愛 が そ こにあ ったのです。 「そ こで あな た

が たは， もはや 異国 人 で も宿 り人 で もな く，

聖 徒 た ち と同 じ国籍 の者 で あ り， 神 の家 族

なの で あ る。」(エ ペ ソ2：19)何 か に属 し，

自分 が必 要 とされ て いる， 存在 が認 め られ

て い る とい うその時 の気持 ちは， それ まで

味 わ った こ との な い素 晴 ら しい もの で した。

や が て私 た ちは聖 歌 隊 で歌 うよ うにな り

ま した。 また， 教 会員 が私 た ち を訪 れ て く

れ た り， 私 た ちが他 の教会 員 を訪 問 した り

す るよ うに もな りま した 。教会 が行 な う数

数 の奉 仕 活動 に も参加 し ました。 また， 演

劇 や ダ ンス， ス ポー ツ とい った活 動 に も幅

広 く参 加 しま した。 これ は， 礼拝 や他 の 末

日聖徒 との勉 強 に よって 急激 に高 め られ た

霊 性 を， 側面 か ら補 っ て くれ る もの で した。

だれ もが ，温 か い雰 囲気 の 中で， 楽 しい社

交 活動 を継 続 して行 な うこ とを必要 と して

いるの です 。

第5。 素 晴 らしい家庭 の 夕べ を開 くよう

にな ってか ら， 家族 や 家庭 生活 が これ まで

以 上 に大 きな 意味 を持 ち， 貴 い もの とな り

ま した。 この よ うな霊 的 な教 えに レク リエ

ー シ ョン をう ま く組み 合 わせ た 夕べ の ひ と

とき を，1週 間 に最低1度 ，世 界中 の末 日

聖 徒 が持 っ てい る こ とが わか りま した。私

た ちは子 供 を心か ら愛 して い ます 。宣 教 師

か ら， 罪の赦 しを得 る にはバ プ テ スマ が 必

要 であ るが， 幼 児 のバ プテ スマ は不要 であ

るこ と を教 わ りま した。なぜ な ら， 「自己の

責任 を知 り得 る年 齢 に達 す る前 に世 を去 っ

た子 供 た ちがすべ て， 天の 日の光栄 の 王国

にお い て救 われて いる… …」(示 現 一 日の光

栄 の王 国10)か らです 。私 た ちは これ まで，

幼 児のバ プテ スマ とい うキ リス トの教 えで

は な い教 義 の ため に， 深 い苦 しみ を味 わ っ

た親 御 さんた ち を見 て き ました。

私 たち は また， 自分 た ちの 大家族 す なわ

ち， 祖 父母 や 曾祖 父母 そ して すべ て の先 祖

に心 を向け る ように な りました。 これ は万

人に必要 な こ とです 。ア レッ クス ・ヘ イ リ

ー は こ う述べ てい ます
。 「私 た ちはだ れ しも，

自分 た ちが受 け継 い で い る もの， す なわ ち

自分 は ど うい う人間 で ど こか ら来た のか を

知 りた い とい う欲 求 を心 の奥 底 に いだい て

い ます。」(『私 に とってのルー ツ』R即4θ 湾

D忽 θs'「リー ダー ズ ・ダ イ ジェ ス ト」1977

年5月 号 ，p.73)だ れ もが家 族 とい う もの

を持 って い ます 。近 くに い る場 合 もあ りま

す し離 れ てい る場合 もあ ります 。 元気 で生

活 してい る人 もい れ ば， す で に世 を去 り復

活 を待 って い る入 もい ます 。 いず れ に して

も家族 か ら得 られ る力 とい うもの は， いか

な る もの であ れ 欠 くこ との で きない もの で

す 。そしてそれは，宣 教師 か ら学ぶ 原 則 とプ

ロ グラム を通 して こそ得 る こ とが で き る も

のな の です。

第6。 すべ て の人 が健 康 の 大切 さを知 っ

て い ます 。 そ して， で きる限 り立派 に機能

す る体 に 自分 たち の霊 を宿 したい とい う基

本的 な欲 求 が あ ります 。私 は数年 間 とい う

もの内 臓が 弱 いた めに 色 々苦 しみ ましたが，

健康 の秘 訣 と も言 え る知 恵の 言葉 を宣教 師

か ら教 わ り， これ を守 って健康 を勝 ち得 ま

した。 ア ル コール や タバ コ，茶 ， コー ヒー

な どの 刺 激物 を摂 取す る習慣 をや め た こと

に よって， 私 の生 活 に また妻 や子 供 た ちの

生 活 に も大 いな'る恵 みが もた らさ れた こと

を証 します。 主 が予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス
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を通 して， お よそ150年 前 に下 され た啓示

に よって， 大勢 の 人々 の健 康増 進 と体 力 増

強が 計 られて い るこ とを感 謝 して い ます 。

第7。 家 族 の扶養 者 と して私 は各 人の霊

的 肉体 的健 康 に心 を配 るだけ で な く，一 人

一 人の全体 的 な進 歩 に も力 を注 ぐよ うにな

りまし た。や が て私 は， この 必要 を満 たす

ため の あ らゆ る援助 手段 が主 の教 会 の 中に

あ る こ とを知 ったの です 。程 な く して私 は

教育 活動 と指 導者 訓練 ， あ らゆ る種 類 の文

化活 動 に携 わ るこ とに な りま した。 教会 に

お け る成 長ぶ りが ， 自然 に職場 で も表 われ

て い たよ うです 。 それは 当然 の こ とと言 え

るか も しれ ませ ん。 とい うの も， 宣 教 師 と

レ ッス ン を始 め た最初 の 頃 に，神 の子供 に

与 え られ た永 遠進 歩 の計 画 を学 ん で いたか

らです。 進歩 し成長 したい， 自分 を高 め磨

きた い とい う望 み と欲 求 は だれ に で もあ る

は ずです 。

第8。 この ような欲 求 に伴 っ て，私 た ち

の中 には 多か れ少 なか れ 冒険心 が あ る もの

です 。何 か を発 見 した い，何 か を探求 した

い とい う気持 ち です 。 多 くの場 合 ， この欲

求 は 冒険物 語 を読 ん だ り， 知 らない土 地 を

旅行 した りす るこ とに よって 満 た され ます 。

私 の場合 は， 中 東の考 古学 ，特 にエ ジプ ト

文 明 を研 究 して い ま した 。

とこ ろが， 宣教 師 の伝 えて くれ た メ ッセ

ー ジで も
， この欲 求 が満 た され たの です 。

彼 らは私 た ちに金 版 に刻 まれ た古代 の記録

につ いて話 して くれ ました。 そ の記録 は，

キ・リス ト誕生 以前 に 中東 か ら渡 って 来た 人

人の 記 した もの です 。 これ ら古代 の 人々 が

自国 の文 化 を携 えて， 予 言者 と ともに 旧世

界 を去 り， 新世 界へ渡 った こ と， 彼 らが今

日ア メ リカ大 陸 に住 む強 大 な民 の先祖 で あ

る こ とを知 った私 の 驚 き を想像 して下 さい。

彼 らの記録 は土 の中 に長 い こ と隠 され，今
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か ら150年 ほ ど前 に再 び世 に現 わ され たの

です 。 しか も考古 学 者 に よって で はな く，

十代 の 少年 の手 に よ って。 この 少年 ジ ョセ

ブ ・ス ミス の信仰 と証 は， 彼に 金版 を見 つ

け させ ただ けで な く， 後 に神 の 力 に よって

この象形 文字 の 記録 を翻 訳 す る こ とも可 能

に したの です 。

ジ ョセブ ・ス ミスの手 に よって書 き写 さ

れ た変体 エ ジプ ト文 字 を見 るの は， 実 に胸

躍 る こ とです 。私 は これ まで抱 い て きた感

じか ら， そ の文字 が正 しい もの で あ るこ と

が わか りま した。 それか ら とい っ もの， こ

の聖 文 の記録 の 書 であ るモ ルモ ン経 をいつ

も携 え， 熱心 に 心 を込 め，祈 る よ うな気持

ち で読 み ま した。 そ して力 強 い霊 的な 経験

をした の です。 何か を発見 した い とい う私

の冒 険心 は， モ ルモ ン経 に よって満 た され

ま した 。単 に古 代 の人 々の 発見 で は な く，

イ エス ・キ リス トの神聖 さにつ いて完 全 な

発 見が で きたの で す。 モル モ ン経 は近代 の

証 し人， す な わ ち復 活 後 この ア メ リカ大陸

を訪 れ た もうた世 の救 い主 につ いて証 す る

もの です。 私 はそ の こ とを証 します。

第9。 それ ま で完全 と言 える ほ どの 生活
かしゃく

もせ ず ，か と言 って良 心 の呵責 に苦 しむ よ

うな重 大事 に直 面 す る こ と もな く過 ご して

きた者 と して， 私 は 自分 の生活 をあ る程度

変 え る必要 が あ る と感 じ ま した。 私 に とっ

て，信 仰や 悔 い改 め， 罪 の赦 しを得 る ため

に水 に沈め られ るバ プテ スマ， 聖 霊 の賜 を

授 か る ための按 手 礼 に関す るイエ ス ・キ リ

ス トの清 い教 え を学ぶ こ とは喜 びで した。

誤 っ た教義 や無 意 味 な習慣 ， ゆが ん だ儀式

を捨 てて過 去 の過 ちか ら赦 され， そ こか ら

新 た な 出発 をす る こ とは， 何 とい う喜 び で

しょ う。

すべ て の 人が純 真無 垢 の状 態 で この地上

での 生活 を始 め， 世 の もろ もろの事 を通 し

て訓練 され て い くの です か ら，今 述べ た福

音 の 第一 原 則 と儀 式 は だれ に とって も必要

な もの です。 驚 くべ きこ とは， イエ スがす

べ て の 人の ため に命 を捧 げ られ た こ とです 。

そ して， イ エス の復 活 は全 人類 に及び ます 。

「アダム に あ ってすべ ての 人が死 ん でい る

の と同 じよ うに， キ リス トにあ ってすべ て

の 人が生 か され るのである」(1コ リン ト15

：22)と 言 われ て い る通 りです。

第10。 最 後 に私 は， バ プ テスマ を受 けて

この素 晴 ら しい 回復 された イエ ス ・キ リス

トの教 会 に加 わ る こ とに よって， 内 な る平

安 を感 じて い る こと を申 し上 げ た い と思い

ます 。 それ は 「人知 で は と うて い測 り知 る

こ との で きな い神 の平安 」(ピ リピ4：7)

です 。私 は大 勢 の 人々か ら， 最大 の要 求 と

望 み は心 の 平安 を得 るこ とであ る とい う話

を聞 い て き ました。 で は， どう した ら心の

平 安 が もた らされ るの で し ょう。 真理 を知

る こ とによってです 。 「真理 はあ なたが たに

自由 を得 させ る…… 」(ヨ ハネ8：32>の で

す 。 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 は イエ

ス ・キ リス トの まこ との教会 であ り， 真理

の 原則 と儀 式 を教 えて い るこ とを証 します 。

私 が心 か ら求め て いた10の 願 いが， 末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の 宣教 師 の言葉 に

耳 を傾 け る こ とに よ って満 た され たこ とを，

本 当に 感謝 して います 。 そ して， 福音 を学

び， 祈 り， 福音 の律 法 と儀 式に 従 った ため

に， この世 だ け でな く永遠 の世 まで も続 く

幸福 を見 いだ したの です。

私 の 話 を聞 い て下 さ ってい るすべ て の皆

さんが， また世 界 中の 神の 子供 た ちが，私

と同 じよ うに願 いがか な え られ ます よ う，

イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よって祈 ります 。

ア ー メ ン。
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「わ た しの 羊 を 養 い な さ'い」

「今 私た ち に最 も必 要な こと は
，恐 れ とい う幕 を取 り払 って ， 友人 や親 戚，

近 隣の 人 々に 愛の 手 を差 し伸 べ， 私 たち が彼 らに関 心を 抱い てい る こ とを

知 らせ る こ とてす 。」

私 はこの場をお脚 して・イギリ儲 島
とア フ リカに住 む素 晴 らしい聖徒 か ら

の愛 を皆 さん一 人一 人 に， また特 に キ ン ボ

ー ル大管 長 とこの場 に列 席 の教 会 幹部 の方

方 にお伝 え した い と思 い ます 。

これ らの 国々 が主 のみ た まに 包 まれ， 忠

実 な教会 員 が新 たな決 意 を持 っ て主 のた め

に献 身 しよ うと.して い る姿 は，実 に私 た ち

の霊 を鼓 舞 す る もの です 。 しか も会 貝 の 多

くは，バ プ テス マ を受 けて 間 もな い人 た ち

なの です 。

これ らの 島々 で働 く2千 人の宣 教 師 の御

両親 の皆 さん， また御 夫婦 で伝 道 して お ら

れ る方 々の御 家族 の皆 さん， 聖徒 た ちか ら

皆 さん に くれ ぐれ も よろ し くとの こ とです 。

宣教 師 の方 々へ の皆 さんの 限 りな い支援 に

心 か ら感 謝 して い ます 。皆 さん は宣教 師 の

方 々が伝 道 で きる よ うに犠 牲 を払 い， 毎 週

励 ましの手紙 を書 き， 朝 晩心 を込 め て彼 ら

のため に祈 りを捧 げ て下 さって い ます。 実

に伝 道 は家族 ぐるみ の活動 と言 え ま しょ う。

私 た ちの生 きる この時代 は， 主 イ エ ス ・

キ リス トの福音 が 地上 に存 在 す る大 い な る

時 代 です 。福音 は人 々の心 を変 え， 人生 の

新 た な 目的 と意義 とを伝 え る驚 くべ き力 を

持 って いるの です 。

まだ この教会 に入 って お られ ない友 人の

皆 さん に私 たちの 愛 を感 じてい ただ け た ら

と思 い ます 。私 たち は皆， 天 父 の子供 です。

兄 弟姉 妹 です 。初 等協 会 の歌 の 中に， この

偉 大 な真理 を歌 った霊 感 あふ れ る歌 が あ り

ます 。

神 の子 です

わ た しや あ なた

い ろん な おめ ぐみ

感謝 します

わ た しを 助 け て 導 いて

いつ か み も とへ ゆけ るよ うに

(「子 供 の歌 」B-76)

私 た ちは皆 さん を愛 してい ます 。私 た ち

し
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の率 直 な言葉 を皆 さん がお 気に され るこ と

はな い であ ろ う と思 い ます 。愛 は 人の 心 を

傷 つ け る もので は ないか らです 。

き ょ う， この場 で皆 さん にお伝 え した い

メ ッセー ジがあ ります 。そ れは， 神 の権 能

が 回復 され， 地上 に再 び主 の教 会が 設 立 さ

れて い る とい うこ とです 。 この こ とが真 実

であ る こ とを証 します。 しか し， 皆 さんは

私 の 言葉 を うの みに す る必要 は あ りませ ん 。

皆 さん 自身 でそ れ を知 る こ とが で き るので

す 。へ りくだっ て真理 を求 め ，祈 りに よ っ

て天父 に近 づ く人々 は， こ れ らの こ とが 真

実 で あ るか ど うか ，確 か に知 るこ とが で き

ます。

天父 は その方 法 を捜 し求 め る私 た ち のた

め に， 一冊 の驚 くべ き記録 を現 代 の世 に現

わ され ま した。 それ は西半 球 に住 ん で いた

人 々 と天父 の交 わ りを記 した記録 です 。聖

書 と同 様 に神聖 なこ の記録 は， モル モ ン経

と呼ば れ，金 版に 刻 まれていた文 字 か ら 「神

の 賜物 と力 とに よ り」(教 義 と聖約135：3)

翻 訳 され ま した。 こ の神聖 な記録 に は，他

の 書物 とは 異 な って， 次 の よ うに約束 され

て い ます。(モ ル モ ン経 ，p.946参 照)

「また この記 録 を受 け る時
， それが 真実

な もの か ど うか をキ リス トの御 名 に よ って

永遠 の 父 な る神 に 問 え。 もし誠 心 誠意 で そ

の上 キ リス トを信 じなが ら問 うな らば ，神

は聖 霊 の力 によ って この記 録が 確 な もの で

あ る こ とをあ なた た ちに示 した も うに ちが

い ない 。」(モ ロナ イ10：4)

文 字通 り数 百 万 の人 々が この 約 束 を実際

に試 して， 記録 が確 か な もの であ る こ とを

知 りま した 。証 を得 た ので す。 そ して ， 人

生 に新 たな 意義 と 目的 を見 いだ しま した。

もち ろん， 皆 さん も御 自分 で知 る こ とが

で き ます 。 しか し，忘 れて な らな い こ とが

あ ります 。 それ は， ひ とたび聖 霊 に よ る証

を得 た 入は，神 聖 な義 務， す な わち その証

を他 の 人々 に宣べ伝 え る義 務 を負 うとい う

こ とです 。

さて， 主の教 会 の会 貝 であ る皆 さん にお

話 した い と思 い ます。今 は 大 いな る伝 道 の

時 代 です 。3万 人以上 の青年 男女や信 仰 の

篤 い献 身 的 な御 夫婦 が， 宣教 師 として 多 く

の 国々 や 島々 で この メ ッセ ー ジ を宣べ 伝 え

て い ます。 この 神権 時代 が 訪れ るまでは，

全地 に 住む 人々 に 向か って世 界 的 な規模 で

伝 道が行 なわれ た こ とは あ りませ んで した。

実 に素 晴 らしい こ とで す。 皆 さん をは じめ

他 の 多 くの人 々が この 目的 の ため に進 ん で

捧 げ て下 さ った時 間や財 産 を， 私 たちは忘

れ ませ ん。

しか し， これ までの努 力 では まだ まだ十

分 で はあ りませ ん 。偉 大 な伝 道 の業 を導 く

予 言者 が指 摘 され た よ うに， この福音 をあ

らゆ る国々 ， あ らゆ る国民， あ らゆる民族 ，

あ らゆ る人々 に伝 え よ う として も，伝 道 を

推 し進 め る力に も う一 歩 目覚 め て いな い部

分 があ るの です 。 ま るで，今 に も目 を覚 ま

そ う として い る巨 人 とい った感 じです 。 こ

の 眠れ る巨人が 完全 に 目覚 めれ ば，鎌 で刈

り取 る時代 は終 わ って， 近代 的 な コンバ イ

ンで収穫 す る時代 がや って きます 。 その時

に は，今 よ りもは るか に 多い収穫 が得 られ

るで し ょ う。

伝 道 活動 にお い て現在最 も必要 とされ て

い る こ とは， 主 のみ 名 を受 け証 を持 ったす

べ ての教 会 員が， 恐 れ とい う幕 を取 り払 っ

て， 友 人や親 戚， 近 隣 の人 々に愛 の手 を差

し伸 べ るこ とで す。 そ して心 か ら関心 を寄

せ てい る こ とを示 し， 私 た ちの愛 で温 か く

彼 ら を包ん であ げ るこ とです 。 そ うす れば，

彼 らは兄 弟姉 妹 として関心 を寄せ られ て い
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る こ とや ， 自分 た ち もこの大 い な る祝 福 を

享受 で きる とい っこ とが分 か るで し ょ っ。

私 たちは バプ テ スマ を受 けた 時に ，主 と

誓約 を交 わ しま した。 その ひ とつ をモー サ

ヤ書か ら引用 してみ ましょう。 「いつ いか な

る時 で も， どの よ うな所 に居 て も， どん な

こ とにつ いて も，死 に至 るま で も神 の証 し

人に な…… る。」(モ ーサ ヤ18：9)

とこ ろで，証 し人が証 を述べ なけれ ば何

の価値 もあ りませ ん。 主 は この よ うに言 わ

れ ま した。

「警め を受 け しこ とあ るすべ ての 人は そ

の隣 人 を警む る責 任 あ り。

故 に 人々言逃 れあ る こ とな し。 罪 は 人々

自 らの頭 の上 に あ り。」(教 義 と聖 約88：81

-82)

また教 会 員で あ る私 た ちに対 して次 の よ

うに語 られ ました。

「され ど汝 らの 中
，惑 る人々 は わが悦 ぶ

ところに あ らず 。 そは彼 ら人 を怖 れて， 己

が 口を開か ん とせ ず して わが与 え た る才 能

をか くす に よる。禍 なるか な， かか る人 々

よ。わが 怒 りは彼 らに向いて燃 ゆ ればな り。」

(教義 と聖 約60：2)

「汝 ら 口を開け， さ らに満 た さ るる こ と

を得 ん。 ……

誠 に汝 ら口 を開 きてあ らん 限 り説 け。 さ

らば 汝 らの背 に は刈 り束 を増 し加 え られ ん。

見 よ， われ汝 ら と共 に在 れば な り。

誠 に汝 ら口 を開 け， さ らば満 た さる る こ

とを得 ん。 曰 く 『悔 い改 め よ，悔 い改め よ。

主 の道 を備 え， その 道筋 を直 くせ よ。天 国

は近 づ きたれば な り。』」(教 義 と聖約33：8

-10)

さらに主 は別 の啓 示 の中 で， 日の 光栄 の

王 国 に属す る資格 のな い， 月の光 栄 の王 国

に属す る人々 につ いて次 の よ うに述 べ て い
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ます 。「これ らの者 はイエ スの証 詞 をなす に.

雄 々 しか らず， この故 に彼 らは われ らの神

の王 国の冠 を得 ざ るな り。」(教 義 と聖 約76

：79)

マ ル コは救 い主 が語 られ た言葉 を書 き と

めて い ます。 「邪悪 で罪深 いこの時代 にあっ

て， わ た し とわ た しの言葉 とを恥 じ る者 に

対 して は， 人の子 も また， 父の栄 光 の うち

に聖 な る御使 た ち と共に 来 る と きに ， その

者 を恥 じるで あろ う。」(マ ル コ8：38)

私 は皆 さんに 申 し上 げた い と思 い ます 。

救 い主が 為 され たよ うに， 人々 をキ リス ト

の も とに導 くため に手 を差 し伸 べ る な らば ，

私 た ちは その時 に最 も主 に近 づ くこ とが で

き るのです 。 ウ ィ ッテ ィア は この真 理 を詩

の中 で歌 って い ます 。

天の 門は 閉 ざされ る

た った ひ と りで来 る者 に

救 いの道へ 人 を導 け

みず か ら を救 うため に

(『二 人 の ラ ビ』 ηz6Co〃 ψ1θ彪Poθ'蜘1

据o漉s(ゾ 陥 ガ漉67「 ウ ィッテ ィア全詩 集 」

PP.91-92)

皆 さんに お尋 ね した い と思 い ます 。皆 さ



ん は株 や債 券 ， その他 の財 産 を記 した 元帳

をお持 ちで し ょ うか 。成功 を収 め た 多 くの

人 々 は それ を持 って い ます。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は しば しば教 会

員 か ら頼 まれ て， 彼 らに とって最 も価 値 あ

る もの は何 か ，主 に尋 ね ま した 。そ して，そ

の た びに次 の 答 え を受 けたので した。 「汝 に

と りて 最 も価値 あ るこ とは， 汝今 の世 の人

人 に悔 改め を宣べ て 人々 をわれ に導 き， 以

て 彼 ら と共 に 父 の御 国に休 まん こ とな り。」

(教 義 と聖 約15：6)

それ で は私 た ちに とって 「最 も価値 あ る

こ と」 を記 録 す るため に， 私 た ちは伝 道 の

元帳 を備 えて い るで しょ うか 。

皆 さん も関心 が あ る と思 い ます 。 これ は

必 ずお 役 に立 ち ます。 家族 伝 道 の元帳 を作

っては いか が で しょ う。普 通 の ノー トを一

冊 用意 して，復 活 され たキ リス トの絵 とそ

の下 に 主 の予 言者 スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ー ル大 管長 の写 真 を貼 ります
。 キ リス トの

絵 には 「わ た しの羊 を養 い なさ い」 とい う

主 のみ 言葉 を記 入 し， キ・ン ボール 大管 長 の

写真 に は 「歩 み を速め な さ い。今 す ぐに行

な い な さい」 と書 き入れ ます 。 さ らに私 た

ちの家 族の 写真 を貼 り， 自分 の決 意 を記 し

ます 。私 は 「為 す べ きこ とを今 す ぐに行 な

う」 と書 き ま した。

この 元帳 に， 日頃顔 を会 わせ る教会 外 の

立 派 な人 々の 名前 を書 き出 し ます 。 そ して

名 前の 下 に会 っ た 日付 と， その 人 と何 を し

た か記 録 します。

実例 をあげ て， この方法 が いか に簡 単 で

あ るか 説 明 しま し ょ う。 これ か らお話 す る

の は， ウィ リアム ・ブ ラウ ン とメ イ ・ブラ

ウン とい う御夫 婦 の話 です 。1979年1月 ，

私 た ちは英 国 に着 い たばか りの頃 ，例 年 に

な い大 雪 に見舞 わ れ ま した。私 た ちの家 に

は雪か き用 の シ ャベ ル が あ りませ んで した。

品切 れ で 買 い求 め るこ とが で きな か ったの

です。 私 はほ うきで掃 こ うと しま したが ，

重 す ぎて で きませ ん。 す る と，フ ィ リップ ・

ブ ラウ ン とい う少年 と彼の 友 だ ちが， 庭 の

雪 を片づ け ま しょ うと言 って くれ たの です。

お か げで庭 は きれ いに な りました。 その 後

リー ブ姉 妹 は フ ィ リップ ・ブ ラウ ンの母 親

に 電話 を して， も う一 度家 の庭 の 雪か きを

して もらえ ないか ど うか尋 ね ま した。 そ し

て ，息 子 さん が して くれ た親切 な行為 につ

いて話 しま した。 す る とその母 親 は こ う言

い ま した。 「私 た ち の 家 に い ら して， お近

づ きの しる しに コー ヒー で も一 緒 にいか が

ですか 。」

リー ブ 姉妹 は出 かけ て行 きま した。 もち

ろん姉 妹が 飲 んだ のは オ レ ンジ ジュー スで，

そ れが モ ルモ ンで あ るこ と を話 す きっか け

に な りま した 。ブ ラ ウ ン夫 人 は言 い ま した。

「私は お宅 の 教会 の宣教 師 に会 っ た こ とが

あ ります。 とて も立派 な青年 たち ですね 。

も し教 会 を変 わ る ような こ とが あ れば， あ

なたの 教会 に お世 話 に な ります わ。」

2月19日 ，私 た ちは42回 目の結婚 記 念 日

を迎 え ま した が， わが 家に招 待 で き るよ う

な人 はい ませ んで した 。「ウィ リアム とメイ

を招 いた らど っだ ろ っ。」私 た ちは さっ そ く

電 話 をか けました。 「わが家 に来 て，一 緒 に

結 婚 記 念 日を祝 って いた だけ ませ んか。」

私 た ちは二 重 の喜 び を経験 しま した。現 在

ブ ラウ ン夫 婦 はモ ルモ ン経 と末 日聖徒 の 讃 .

美 歌 を持 って い ます。(ブ ラウン夫 人は彼 女

の教 会 で オ ルガニ ス トをして い ます)私 た

ちは旅行 をす るた びに， この素 晴 らしい御

夫婦 に絵 はが き を送 つて い ます 。交 わ りを

絶や さな い よ うに し「て い ます。 彼 らは私 た

ちに とって本 当に よい友達 な のです 。
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私 た ち家 族 は伝 道活 動 の ため に特別 な時

間 を定 め た わけ では あ りませ ん。 ただ私 た

ちがお会 いす るす べ ての 人 につ いて伝 道 す

る機 会 を捜 してみ た の です。 こ うして わず

か な期 間に，29人 の名 前 が元 帳 に記 され ま

した。 その うち3人 はす で にバ プ テスマ を

受 け，4人 目の 人 も10月3日 に受 け て い る

はずです 。残 りの 人々 は宣教 師か らレ ッス

ン を受 けて い ます 。

英国 で伝 道 して い る宣 教 師 は，3千 軒の

家 を訪 れてや っ と1軒 の求 道者 を見つ け る

とい った具合 いです 。す な わ ち，90パ ーセ

ン ト以 上の 時 間 を求 道者 を見つ け る こ とに

費や して い るのです 。 もし教 会 員 のす べ て

の家族 が， 恐 れ とい う幕 を取 り払 い， 友 人

や 隣 人に愛 の手 を差 し伸 べ て， 彼 ら と親 し

くなろ う と決心 す るな らば ， どの よ うな こ

とが起 こるで しょ うか 。 多 くの収 穫が 得 ら

れ るだけ で な く， それ に参 加 した家族 まで

も伝 道の豊 か な祝福 にあず か れ るで しょ う。

福音 を宣 べ伝 え る人々 に対 して ，主 は教

義 と聖 約 第4章 の中 で偉大 な祝 福 を約 束 し

て お られ ます 。

「勢 力 をつ くして(相 当の体 力 を用 い て)

鎌 を入 る る者 は， 亡 びず して そ の身 も霊 も

救 い を得 るため に庫 に積 み 入 る る な り。」

(教義 と聖 約4：4)

「お よそ
， 出 で行 きてこ の王 国 の福 音 を

宣 べてすべ ての事 に終始 忠実 な る者 は， 何

人 も心 に衰 え を感 ず るこ とな く， また心 暗

くな る こと もな し。体 も手 足も関節 も衰 え

ず，神知 りた まわず に はそ の頭 髪一 筋 も地

に落つ るこ とな く， また飢 ゆ る こ とも渇 く

こと もなか るべ し。」(教 義 と聖約84：80)

何 と素晴 ら しい約 束 で し ょうか 。

「誰 にて も汝 らを受 け入 る る者 には， わ

れ も またそ こに あ らん 。 そは， わ れ汝 らの
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前 に先 立 ちて行 くべ け れ ばな り。 われ は汝.

らの右 に あ り， また左 に在 らん。 わが 『み

た ま』 は汝 らの心 の 中に あ り， また わが 天

使 らは汝 らを囲み て懐 き支 えん。」(教 義 と

聖 約84：88)

ステー キ部 長 と監督 の皆 さん， も し皆 さ

んが教 会 貝 を清め た い と願 うな ら， ステ ー

キ部や ワー ド部 を強め た い と心か ら願 うな

ら， 彼 らが伝 道活 動 に参加 で きる よ うに導

い て下 さい。 すべ て の若 い 男性 は伝道 に出

る備 え をす るべ きです 。伝 道 の経 験 は，50

年 分 の霊 的 な訓練 に も値 します 。若 い 男性

に とって これ以上 素晴 ら しい経験 は あ りま

せ ん。 また， すべ て の家 族 は，率 先 して友

達 を作 る家族 にな るべ きです 。 父親 の皆 さ

ん に 申 し上 げ たい と思 い ます 。皆 さん の家

族 を強 め， 家庭 に 恵み を もた ら したい と心

か ら願 うな ら， 家族 が教 会 外 の友達 を作 れ

る よ うに助 け て下 さい 。

イエ スが キ リス トで あ り， 神 の御 子 で あ

り， 私 た ちの救 い主 ，贈 い主 であ る こ とを

証 します。 イエ ス は，主 の予 言者 スペ ンサ

ー ・W・ キ ンボー ル大管 長 を通 して私 た ち

に 語 られ ます 。

私 た ちの上 に神 の祝福 が あ って， 伝 道の

み た まが私 たちの心 に 注が れ， まだ この偉

大 な祝 福 を知 らない人 タに 手 を差 し伸べ る

こ とが で きます よ うに 。 キ リス トは御 自分

の手 では な く私 たちの 手 に よって， また御

自身 の声 では な く私 た ちの声 を通 して，み

業 を進 め てお られ るこ とを忘 れ ない で下 さ

い。私 は心 か ら証 します。 最 も多 くの報 い

をもた らす業 ， それ は福音 を分か ち合 う業

です 。 これ らの こ とを イエ ス ・キ リス トの

み名 を通 してお話 します 。ア ー メ ン。



七十人第一 定員会会員 ボ ー ン ・J・ フ ェザ ー ス トー ン

どうか，彼 らの 罪を赦 して下さ い

「も し告 白 して いな い 重大な 罪 を心 の 中 に負 って いるな らば
， 監督 のも と

へ行 きな さ'い。 愛 にあふ れ た監 督が ， あな たの 生 活 に祝 福 をも た ら して く

れる で しょう 。」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はこれまで
に ステー キ部 長， 伝 道部 長， 教 会幹 部

と して の召 しを受 け，現 代 にお け るイ ス ラ

エ ルの 民の 「共 通 の判士 」(教 義 と聖 約107

：74)と して奉仕 す る特 権 に 恵 まれて きま

した。 それ らの 経 験の 中か ら， き ょうはふ

たつ の 原則 につ いてお 話 した い と思 い ます 。

それは ，悔 い改 め と赦 しの原則 です。

さほ ど昔 の こ とでは あ りませ ん が， 若 い

未 亡 人が夫 の葬 儀 の席 で次 の よ うに 言 い ま

した 。「私 た ちは，は っきり と悟 る よ うにな

りま した。 取 る にた らな い事柄 は， あ くま

で取 るに た らな い こ となの です 。 霊が 病 ん

でい る時 は， いか に 肉体 が健康 であ っ て も，

真 の癒 しは得 られ ませ ん 。 しか し，霊 が健

全 で あれ ば，病 気 で どんな に衰 弱 して いて

も， 肉体 的 なお とろえ は取 るに た らな い こ

とな の です 。」

主 は私 た ちが霊 の病 を癒 す こ とが で き る

ように， そ の方法 を備 え られ ま した。 イザ

ヤ 書 第1章18節 には 次 の よ うに 記 され てい

ます 。 「主 は言われる， さあ， われ われ は互

い に論 じよ う。 た とい あな たが たの罪 は緋

の よ うであ って も， 雪 の よ うに 白 くな るの

だ。紅 の よ うに赤 くて も，羊 の毛 の よ うに

な るの だ。」

教義 と聖約 に も次の ように記 され てい ま

す 。 「さ りなが ら，悔 い改 め て主 の誠 命 を行

う者 は赦 され ん。」(教 義 と聖 約1：32)

「見 よ
， お よ そす でに その罪 を悔 い改め

た る者 は赦 され， 主な るわれ もはや これ を

忘 るべ し。」(教 義 と聖約58：42)

罪の 赦 しを受 け よ うとす る人に対 して主

が 求め てお られ るこ とは， 主 のみ もとへ 来

て 罪 を悔 い， そ の罪 を捨 て，す なおに教 え

を受 け， 人 を赦 し，告 白す るこ とです 。

教義 と聖 約 の 第58章 に は， さらに この よ

うに記 され てい ます 。

「人罪 を悔 い改め しや 否や は， 見 よ， 彼

は 自 らこれ を告 白しそ の罪 を捨つ べけ れば，

その悔 い改め た るこ とは これに よ りて知 る

を得べ し。」(教 義 と聖 約58：43)
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私 たちは いつ も誠 実 でな けれ ば な りませ

ん。マー ク ・トウェ イ ンの著 書 「ハ ックル

ベ リー ・ブ インの冒 険」 の 中で， ハ ックは

この よ うに述べ てい ます 。

「まった く身震 いが した よ
。今 までの よ

うな悪 いこ とを止め て， もっ とよい 人間 に

なれ な いか と思 って， 祈 る こ とに したん だ。

ひざ まず い て， 祈 ろ うと した。 で も， 言葉

が 出て こな いの さ。 なぜ だ ろ う。 お祈 りの

中で神 さ まに隠 しご とな どで きは しな いん

だ。 …… なぜ何 も言 え なか った のか， 自分

でよ く分 か って いた。 正 し くな いか らさ。

正直 で ないか らさ。 ご まか して い るか ら さ。

罪 を捨 て るふ りを して いたけ れ ど，心 の中

では一番 大 きな や つ を しっか り握 って いた

ん だ。 口 さ きだけ で， 正 しいこ と，清 い こ

とを します と言 お う とした んだ。 で も， す

っか り打 ちの め され た よ。 自分 で も分 か っ

て いた し， 神 さま もその こ とを知 ってお ら

れ た。祈 りで うそはつ け な い， … … これ は

本 当だ 。」

ハ ックの言葉 は正 しいの です 。祈 りの 中

で嘘 をつ くこ とはで きませ ん 。 「共 通 の 判

士」 が どの よ うな判決 を下 そ う とも， 真 の

悔 い改めが 行 な われ る まで は， 赦 しは もた

らされ ないの です 。 「共 通 の判士 」は，主の

代理 人 として働 き ます 。監 督 をだ ます こ と

はで きて も，聖 霊 を欺 くこ とは で きませ ん。

告 白 をす る時 は， 誠心 誠意 で何 事 も包 み 隠

さず に話す べ きです。

あ る人がや っ との思 い で監督 の も とへ行

く勇気 を得 なが ら， すべ ての 罪 を告 白せ ず

に監 督室 を後 にす る な ら， これは何 とい う

悲劇 で し ょ うか 。 あ あ，愛 す る兄 弟姉 妹 の

皆 さん， 「羊 飼 いは病 気 にかか った羊 を見て

も恐 れ た りは しないの です 。」(ビ ク トル ・

ユー ゴーLθsル 傭 醐 δ1θ「ああ，無情」p.32)
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この 王 国の監 督 は， い と高 き ところ よ り知

恵 と，判 断 力 と，憐 み を授 か ってい ます。そ

して， 悔 い 改め た 人々か ら罪の重 荷 を取 り

除 くこ とが で き るのです 。

数年 前 の こ とです が， 夜遅 くひ と りの男

性 が ス テー キ部長 室 の ドア をたた き ま した 。

「少 しお話 した いの です が
， ほか にだれ も

い ない で し ょうか 。」だれ もい ない か ら安 心

す るよ うに 言 う と， 彼 は部 屋 に 入 って机 の

角 をは さんで 私 の横 に座 りました。「これ ま

でに4回 ， ステー キ部 の事 務 所 の前 まで来

ました。 あ なた の部屋 には 明か りが つ いて

い ま したが，4回 と も中に 入れ ずに帰 りま

した。 で も， きの うの夜 『赦 しの奇跡 』 を

もう一 度読 んで い たの です 。そ して， 重 大

な罪 をすべ て告 白 しなけ れ ばな らない と思

い ま した。私 は 罪 を告 白 しに来 たの です 。

私 は高 等評 議 員 と監督 をそ れ ぞれ2度 務 め

ま した。主 が私 を召 され たと信 じています。」

「その通 り
，主 が 召 され ま した。」

「今 か ら42年 前
，私 と妻 は結婚 す る前 に

一 度 だけ純 潔 の律 法 を犯 して しま い ま した
。

神 殿 に入 る1週 間 前 の こ とです。 私 た ちは

監 督 に嘘 はつ きませ ん で した。妻 の 父親 が

監 督 で したの で， 簡単 な話 だけ で神殿 推薦

状 にサ イン して くれ たの です 。 それか らス

テー キ部長 の とこ ろへ 行 きま した。 彼は私

た ち と面接 をせ ず に推 薦状 にサ イ ン しま し

た。 そ して，私 た ちはふ さ わ し くない状態

で神 殿 に参 入 したの です 。」

「新婚 旅 行 で私 た ち1ま
， 主 に対 して償 い

を しよ う と決心 しま した。 什 分の 一や 建築

資 金 は決め られ た額以 上 に納 め，福 祉 農場

で働 く割 り当て をは じめ， 頼 まれ た責 任 は

すべ て受 け 入 れ よ う と心 に決 め ま した。神

殿 に入 る資格 がな か ったの で， それか ら1

年 間は 参入 しませ ん で した。.あの 罪 を犯 し



てか ら42年 に な ります。 私 た ち夫婦 は で き

る限 りキ リス トに近 い生 活 を送 っ て きま し

た。 私 た ちは赦 され て い る と思 い ます。 し

か し， 告 白す る必要 が あ るこ とも分 か っ て

い ます。」

それか ら彼は， ニ ー フ ァイ 第二書 の9章

41節 を引用 しま した。「ごらん， 人の ふ み行

う道 は狭 いけれ ど も， それ は 人 の前 に真 直

ぐに 通 じて い る。 その 門 を守 る者 は イス ラ

エル の聖 者 であ って， こ こには 下僕 をお使

いに な らな い。 そ して この ほか に は一つ も

通 る所が ないか らこの 門か ら入 るほか は な

い。 しか し， 門 を守 る者 が主 な る神 であ る

か ら， 人は これ を欺 む くこ とが で きない。」

彼 は続 け ま した。 「私は今 告 白したほ うが

よ い と思 い ま した。 も う若 くはあ りませ ん 。

残 され た人生 もわず か です 。救 い主 とお会

いす る時 に， この世 でや り残 した こ とが な

い よ うに した いの です。

私 は 彼の告 白に じっ と耳 を傾 け ました。

彼の 話が 終 わ った時 に は，私 も泣 いて い ま

した。私 は教 会 に代 わ って， 彼 の 罪が赦 さ

れ た こ とを告 げ ま した。 もうこれ以 上 その

罪 につ いて話 した り，考 えた り，悩 ん だ り

す る必要 は な いの です。 私 は 言い ま した。

「二 度 とその話 を持 ち出 さな いで下 さい
。

私 も再 び思 い 出す こ とは ない で し ょう.し，

そ うした い と も思 い ませ ん 。」今ではその 人

の名 前 を思 い 出す こ と もで きませ ん。私 が

覚 えて い るのは ， この よ うな事 件 が あっ た

こ とだ け です 。

私 は立 ち上 が っ て， 彼 と一 緒 に ドア の と

ころ まで行 きました。そ して こ う尋 ね ま した。

「奥 さん は どちらにい らっ しゃいますか
。」

「車 の中 に い ます
。」

「お 入 りにな らない のです か
。」

「え え
， そん な こ とをすれ ば， 妻 は死 ぬ

ほ ど苦 しむ で しょ う。」

「では
， 今 す ぐお話 が したい と伝 えて下

さい。 奥 さん の心 から この重 荷 を取 り除

い て，葬 って し まい たいの です。 私 は何

が起 こっ たか伺 い ましたが ， それ を他 に

漏 らそ う とは思 い ませ ん。 二度 と口にす

る必要 は ない のです 。奥 さんが で きる限

り楽 に なれ るよ うに し まし ょう。その よ

うに伝 えて い ただ け ますか 。」

「わか りま した。 しか し， 妻が ここへ 来

る とは 思 え ませ ん が。」

「私 は一 晩 中 で もこ こに座 っ て待 つつ も

りだ と言 って下 さい。奥 さんが 来 られ る

までは， 家 に帰 りませ ん。 あ と一 日とい

え ども， 奥 さんが この 重荷 を負っ て生 き

る こ とな ど，私 に は とて も考 え られ ませ

ん 。42年 間 で も う十 分 です 。」

「わか りま した。 話 してみ ま しょ う。で

も妻は 来 な い と思 い ます。」

そ う言 って彼 は部屋 を出 ま した。……15

分 … …30分 … …45分 。帰 っ て しまっ たの で

しょ うか 。私 は駐 車場 をの ぞい てみ たい と

い う誘 惑 にか られ ま した。 しか し， こ らえ

ま した。 す る と， 遠 慮が ちに ドア をノ ック

す る音が 聞 こ えま した。 ドア を開け る と，

そ こにや さ しそ うな女性 が立 ってい ま した。

彼女 の瞳 は涙 で 濡れ て い ま した。 恐 ら く，

行 くこ とは で きな い と夫 に言 ったの で しょ

う。 しか し， 夫 か ら私が一 晩 中 で も待つ つ

も りだ と聞か され， ど うして も行 くよ うに

説得 され た のだ と思 い ます。 そ して45分 後

に， つ いに ドア の前 に立 ったの で した。私

は両 手 で彼女 を迎 え入れ， 部 屋 を横 切 って

机 の 横 に座 らせ ました。 そ して こ う言 い ま

した。 「御 主 人 は，42年 前に あな た と犯 し

た罪 を告 白され ま した。 あ なた に も安 らぎ

を さ し上 げ た いの です。 私 はおふ た りの罪
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を知 って い ます 。重 大 な罪 はすべ て告 白 し

なけれ ば な りませ ん 。 ど うぞ話 して下 さ レ㌔

あな たが 負って い る心 の重荷 を取 り除 きま

しょう。」

彼女 か ら告 白 を得 るの は， 野性 の 馬 を手

綱 で操 るよ うに 困難 な こ とで した。 お よそ

15分 後， つ いに 彼女 は告 白 しま した。私 も，

彼女 も泣 いて い ま した。 私 は言 い ま した。

「これは もう済 ん だ こ とです か ら
， 二度 と

思 い 出す こ とはあ りませ ん 。 あな た もす べ

て忘 れて下 さい。」私 は立 ち上 が る と彼女 の

腕 を とって， 駐 車場 へ通 じる長 い廊 下 を歩

い て行 きま した。玄 関 の そば まで 来 た時 に，

私 は こ う尋 ね ま した。 「気 分 はい かが です

か。」

彼女 は立 ち止 まって私 を見上 げ ました。

目には涙 があふ れ て います。 「ステーキ部 長，

42年 に して初め て清 らか な気持 ちに なれ ま

した。」

教 会が 発行 して い るパ ンフ レ ッ トに次 の

よ うに記 されています。 「小 羊 の血 で衣 を洗

った 人に は， もはや 汚れ は な いの であ る。」

(スペ ンサー ・W・ キンボー ル 「友 へ」p.

25)

あ る 日， 会 社 の事務 所 に ひ とりの女性 が

訪 ね て来 ま.した。 その女 性 は机 か ら身 を乗

り出す よ うに して こう言 い ま した。 「ス テー

キ部 長， 私 は32年 間 罪 の重荷 を負 って き ま

した。 これ以 上 この 重荷 を負 って生 活す る

こ とは で き ませ ん。 私 は ステー キ部 長が ど

ん なにや さ しい心 を持 って い らっ しゃ るか

知 って い ます し， ほん のわ ずか で もステー

キ部 長 に負 担 をおか け した ぐはな い と思 っ

て い ます 。」

「姉 妹
， あ なた のお話 を聞 く前 に，福 音

の原 則 につ いて 一つ だ け.話させ て下 さい。

あ なた の心か ら罪 の重荷 が 取 り除か れ る時，

神 権 指導 者 の心 か らもそれ が除 か れ るの で

す。」

彼 女は言いま した。「私は教 会か ら追放 さ

れ るで しょ う。 破 門 され るで しょ う。 で も，

永遠 に そ うな るの です か。32年 前 の こ とで
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す。 私 は最初 の 夫 と結婚 す る前に堕 胎 の 罪

を犯 し ました。 そ れ以 来， 自分 が殺 人 を犯

した よ うな気 持 ち にな りま した。 夫の考 え

で したが ，私 は反対 し ませ ん で した。 堕胎

したの です 。 それか ら私 た ちは結婚 しま し

た。2年 間 の結婚 生 活 で， 夫 は何 度 も私 を

裏 切 りま した。私 は耐 え切 れ ず に離婚 し，

教 会 に 改宗 した立 派な 男性 と知 り合 って再

婚 しま した。彼 はす べ て を知 って い ます。

そ の上 で，私 と結 び固 め の儀 式 を受け た い

と願 っ て い ます 。 ステ ー キ部長 ，私 たち は

永遠 に わ た る結 び 固め を受 け るこ とが で き

るので しょ うか 。私 は 追放 され る と思 い ま

す 。で も， 永遠 に そ うな るの で し ょうか。」

涙が 彼女 の 頬 を伝 って 流 れ ま した。

私 は この女 性 を知 って い ま した。私 が知

る限 り， 最 もキ リス トに近 い 女性 の ひ と り

で した 。近所 の人 の ため に， いつ もパ ンや

ク ッキー を焼 いて い る人 で した。 ワー ド部

のパ ー テ ィーが あ って 扶助協 会 の姉 妹 た ち

が掃 除 をす る時 に は， いつ も床 を磨 いて い

ま した。彼 女 の話 に よれ ば， 自分 に は食事

が 済ん だ後 で みん な と一 緒に 並ん で皿 を洗

う資格 は ない と思 っ たの で， かが ん で床磨

き をして いた そ うです 。 人が 歩 く床 を磨 く

資格 しか ない と感 じて い たの です。 また，

人 の うわ さ話 は絶対 に しなか った と言 い ま

す。 彼女 は言 い ま した。 「すでに してしまっ

た こ とは ど う しよ う もな いの で し ょうが，

私 は ど うす れ ば よいで しょ うか 。」

彼 女 の この告 白 を聞 い て私 は頭 の下 が る

思 いで した。私 は 涙な が らに彼女 にこ う言

い ました。 「これ まで堕 胎に関す る問題 を扱

っ た こ とが あ りませ んの で， 十二使 徒評議

員会 の キ ンボー ル会 長 に手 紙 を書 いて，助

言 を求 め る必要 が あ ります 。」

私 は キ ンボー ル会 長 に事 の概要 を書 い た

手 紙 を出 し ま した 。彼女 が私 の知 る女性 の

中 で最 もキ リス トに近 い女性 のひ とりで あ

り， キ ンボー ル会長 の いか な る決 定 に も進

ん で従 うつ も りで あ る こと を書 き添 え ま し

た。2週 間 後 に返事 が 来 ま した。私 はそ の

姉 妹 に電 話 して， で き るだけ早 くステー キ

部 の事務 所 で お会 い した い と伝 え ま した。

私 が 事務 所 へ行 くと， す でに彼 女が そ こで

待 って い ま した。顔 色 は真 っ青 で， 目が赤

く充 血 してい ます 。電 話 を受 けてか ら， 幾

度 もひ ざまず いて憐 れ み を願 い求め た に違

い あ りませ ん 。

私 は再 び彼女 と机 をは さん で座 りま した。

「一 秒 た りと も あ な た を お待 た せ した く

あ りませ ん。祈 りも省 略 して とにか くキ ン

ボー ル 会長 か らの 手紙 を読 み まし ょう。

『親 愛 な るフ ェザー ス トー ンス テー キ部

長 ：32年 前 に 堕胎 の 罪 を犯 した女性 につ い

て お尋 ねが あ りま したが， あ なた の手紙 か

ら察す るに， その 女性 は ず っ と以前 に悔 い

改 めて い た よ うです。 あ なた は教会 を代 表

して， 彼女 が赦 され てい る こ とを告 げ て下

さい。

綿 密 な面接 を行 な った後 で， この素晴 ら

しい姉 妹 に神 殿推 薦状 を発行 し， 彼女が 神
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殿へ行 って現在 の夫 と結 び 固め られ る よ う

に して下 さい。」

た とえ その女 性が座 って い た場 所 に救 い

主が座 っ てお られ た と して も， あ の時 に感

じた救 い主へ の 親近 感 には決 して 及ば なか

っ たので はな いか と思 い ます 。 こ れは まさ

に救 い主が行 なわれ た こ とに違 い あ りませ

ん。 ま るでこの 善良 な女 性 の心 か ら2千 ポ

ン ドの重荷 が取 り除 かれ たか の よ うで した。

彼女 は解 放 され， 喜 び の涙 にむせ んで い ま

した。 今私 は， その 女性 が だれ で あ ったか

思 い 出す こ とが で き ませ ん。

J・ ルーベ ン ・ク ラー ク ・ジュ ニア副 管

長 は次 の よ うに 述べ て い ます 。 「救 い主 は

私 たちの罪 に対 して， 正 義 の要 求す る最 小

限度 の罰 を科 してお られ るよ うな気 が しま

すQ… …

しか し，善 い行 ない に対 して報 い を与 え

られ る時 は， で きる限 り最 大 の もの を与 え

て下 さ るの です 。」(J・ ルーベ ン ・クラー

ク ・ジュニ ア，B7忽加 〃zy∂ 観9σ η勿θ欝勿

助 β6漉6S(ゾ 漉θ距 αγ「ブ リガム ・ヤ ング大

学年 度 講話」1955年5月3日 ，p.7)私 も

この言葉 が真 実 で あ る と心か ら信 じて い ま

す 。

出エ ジ プ ト記 の32章 に は， モー セ が シナ

イ山 に登 った時 の出来 事 が記 されて い ます。

イス ラエル の民 は鋳 物 で金の 子牛 を作 り，

これに犠 牲 を捧 げ ま した。 さ らにそ の 回 り

に座 って飲み 食 い を し， 踊 り戯 れ ま した。

モー セが 山か ら下 った時 に， 彼 らは 大 きな

罪 を犯 して いた のです 。 モー セ は二枚 の あ

か しの板 を投 げ うっ て砕 き， 金 の子牛 を火

で焼 き， 偶像崇 拝 を行 な う人 々 を滅 ぼ し ま

した。

イス ラエル の民 が悔 い改 め る と(こ れが

鍵 になります)， モー セは主 の もとに帰 っ て
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祈 りま した。 「今 もしあなたが，彼 らの罪 を

ゆ る され ます な らば一 。 しか し， も しか

な わなけ れば ， ど うぞあ なたが 書 きしる さ

れ たふみ か ら， わた しの 名 を消 し去 って く

だ さい。」(出 エ ジプ ト32：32)

私 は これ ま でに， 重大 な 罪 を犯 した数 多

くの 人々 の告 白を聴 きま した。 そ して真 に

悔 い改め た 罪人 が私 の部 屋 を後 にす るたび

に， 私 は机 の う しろで ひ ざ まず くか 頭 をた

.れて， 次 の よ うに 祈 り ま し た。 「主 よ， ど

うぞあの 人 の罪 を赦 して下 さ い。 もしそれ

がか な わなけ れ ば， ど うぞあ なたが 書 きし

る され たふみ か ら，私 の名 も消 し去 って 下

さ い。彼 らが い な い とこ ろに，私 はい た く

な いの です。 彼 らは 私が 会 った 人の 中 で最

もキ リス トに 近 い生 活 を して きた人 々 だか

らで す。」

た とえ罪が緋 の よ っであ って も，雪 の よ

うに 白 くなれ るのです。(イザヤ1：18参 照)

そ して主 は， 「もはや これ を忘 るべ し」(教

義 と聖 約58：42)と 約 束 してお られ ます 。

主 はすべ て の 人々 に キ リス トの よ うな教

会 の指 導者 を与 えて下 さい ま した。 彼 らは

い と高 き ところ よ り権 能 と鍵 とを授 け られ

て主 の代理 人 とな り， 教会 を代表 して赦 し

の 業 を行 ない ます 。皆 さんに 心か らお願 い

し ます 。告 白 してい な い重 大 な 罪 を心に 負

って い る人が い ま した ら， 監 督 の も とへ行

って下 さい。現 代 の イス ラエ ル の民 の中 で

あな たが悔 い 改め を示 す な らば， 愛 といつ

くしみ に あふ れ た監督 が， あ な たの生 活 に

祝福 を もた ら し，心 の重 荷 を取 り除 いて く

れ る で しょ う。

主 は私 たち を愛 してお られ ます。 主 は私

たちの瞭 い主 で あ り，救 い主 で あ られ ます 。

これ らの こ とを イエス ・キ リス トのみ名 に

よ り申 し上 げ ます， アー メ ン。



十二使徒 定員会会長 エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

顛難の 日に備える

「主は大いなる銀難の日に備えるように勧告を与えてこられました。私た

ちは主の勧告をすてに実践したでしょうか。私たちは一年分の食糧を貯蔵

する必要があります。」

40年 以上にわたり激 韻 は愛にあふれ
た勧 告 を受 け て き ました。 た とえば，

倹約 し 自立 す る よ うに， 借金 を しない よ う

に， 什分 の一 と惜 しみ な い断 食献金 を納 め

るよ うに， 勤勉 に働 くように， そ して 食糧 ，

衣類 ， 燃料 を少 な くと も1年 分蓄 え る よう

に， とい った勧告 です 。

今 日の差 し迫 っ た状況 を考 え る と，再 度

これ らの勧告 を強調 す る必要 が あ る と思 い

ます 。す でに け さの福祉 部会 で有 意 義 な話

が あ りましたの で， 私 は それに 少 しだ け付

け加 え る こ とに します 。

教 会 の会 貝 は， この ところ続 く景 気後 退

と， そ れ に伴 うイ ンフ レー シ ョンや 税金 の

引 き上 げに よ り， 経 済 的 な圧 迫 を受 け て い

ます 。 中に は家や 車 の ロー ンの返 済 や， 光

熱 費，水 道代 な どを支払 うお金が ない と，監

督 の も とへ行 って援 助 を求め る人 もい ます 。

ま こ とに 悲 しむべ きこ とです が， 一部 の

人 々は生 活が 困難 な時や ，無 分別 でぜ い た

くな暮 らし をして 自分 の収 入 だけ で生 活 で

きな くな った時 は， 教会 か政 府 に助 けて も

らえば よい とい う考 えで い ます 。 その よ う

な教 会員 は， 教 会福 祉計 画 の根 底 にあ る原

則 を忘 れて い ます。 す な わち 「本物 の末 日

聖 徒 で あれ ば，健 康 体 で あ りなが ら 自分 か

ら 自立 の責任 を回避 す る 人は いな い」の で

す 。(マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー 「大 会 報 告

1973-75」p.112)

アダ ムが エデ ンの園 か ら追 放 され た時，

最 初 に 父祖 ア ダム に下 され た原 則 は次の よ

うな もの で した。 「あ なた は顔 に 汗 して パ

ン を食べ ，つ い に土 に帰 る。」(創 世3：19)

私 たちが この世 で手 に 入れ る物 質 的な もの

はす べ て労働 の産 物 で あ り， 神 の摂理 に よ

っ て もた らされ る のです 。

生 活 に必要 な出 費 を まか な うに も四苦 八

苦 して い る若 い夫 婦 が大 勢 い ますが ，本 当

に大 変 な こ と と思 い ます 。実 に衣， 食，住

の3分 野 に お いて， 生活 必 需 品 を得 る ため

に経 済的 な苦 難に 直 面 してい るの です。 ま

た， 細腕 ひ とつ で家 族 を支 え てお られ る姉
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妹や 未亡 人の方 々 の御苦 労 をお察 しい た し

ます 。主 は啓示 に よ り， その よ うな方 々 を

扶養 し援助 す る方法 をお与 えに な りました。

(教義 と聖 約83：1-2，4-6参 照)

私 た ちは以前 に も増 して， 経済 的 な 自立

の原 則 を学 び， 応 用 して い く必要 が あ りま

す。病 気や 失業 な どの危機 が， いつ私 た ち

を襲 うか もしれ ませ ん。私 た ち にわ か る こ

とは， 将 来に わ たっ て全世 界 の 災 い を定 め

られ た主 が，備 え よ， との警告 を発 してお

られ る とい うこ とです 。 この よ うなわ けで

教会 幹部 の兄弟 たち は，物 心 両面 で の福 利

をはか る基 本 的 なプ ロ グラム に立 ち返 る よ

う，繰 り返 し強調 してい るの です 。

私 がき ょうこ こで お話す る こ とは ，最 も

基本 的 な原則， す な わ ち 「家庭 にお け る生

産 と貯 蔵」 につ いて です 。皆 さんは 輸送 機

関が 完全 に麻痺 した り， 戦争や 不 況 が起 こ

った場 合 の こ とを考 えた こ とが あ るで しょ

うか 。 も しその よ うな事態 に な っ た ら， 私

た ちの地域 社会 や 国家 は ど うな るで し ょう。

皆 さんや近 所 の 人々 は， どの よ うに して食

糧 を手 に入れ るで し ょ うか。街 角 の 食糧 品

店や スーパーマーケ ッ トは ，いつ まで 地域 社

会 の需要 に応 え る こ とが で き るで し ょ うか。

第二次世 界 大戦 の 直後， 私 は大 管長 会 か

らの召 しを受 け て， ヨー ロッパへ 渡 り， そ

こで伝 道部 を再 開 し， 聖徒 た ちに食糧 と衣

類 を供 給 す るプ ロ グラム を確 立 しま した。

今 で も鮮 明に 記憶 して い るこ とは， 毎朝 あ

らゆ る種類 の 骨董 品 を抱 えて 汽車 に 乗 り込

む 人々の姿 です。 田舎 へ行 って， 財産 を食

糧 と交換 して くるの です 。夕 方 に な る と，

両手 に野菜 や 果物 ， キ・一 キー 鳴 く豚や 鶏 な

どを抱 えた人 が駅 に あふ れて い ま した。 皆

さんは あの よ うに混乱 した状 態 を御 存 じな

い と思 い ます 。彼 らは食糧 とい う命 をつ な
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ぐもの と交 換す るため で あれ ば， どの よ う

な財 産 で も喜 ん で差 し出 した の です 。

経済 的 に 自立す る手段 の中 で， 多 くの 人

が な お ざ りに してい る ものが あ ります 。 そ

れ は， 家庭 に お け る食糧 の生産 です 。私 た

ちは店 に行 って必要 な品物 を購 入す る生活

に慣 れ過 ぎて い ます。 自分 の手 でい くらか

で も食糧 を生産 す るな らば，物 価 の高 騰が

家 計 に与 え る影 響 を広 い範 囲 に わた って抑

え る ことがで きます。 さ らに大 切 な こ とは，

食糧 を自給す る方法 を学 び， 家族 み んな で

有 益 な作 業に 従事 で きるこ とです 。 キ ンボ

ー ル 大管長 は 各 自が菜 園 を造 る よ うに繰 り

返 し強調 して こられ ま したが， 今 日この よ

うな状 況 に あ る私 た ちに とって これ ほ ど重

要 な勧 告 は ない と思 い ます 。

「私 た ちは 皆 さん に
，庭 を利用 してで き

るだ け いろ い ろな作物 を栽 培す る よ うに お

勧 め した い。 気候 が適切 であ れ ば， 果 樹や

い ち ごな どを栽 培 しては いか が だろ うか。

庭 で野 菜 を育 て， そ れ を食用 として いた だ

きた い。」(「聖 徒 の 道 」1976年8月 号，p.

439)

皆 さん の 多 くはキ ンボー ル大 管長 の勧 告

に聞 き従 って， その祝福 にあ ずか っ てい ま

す が， まだ まだ時 間や場 所 が な い と言 っ て

自分 を正 当化 してい る人が た くさん い ます 。

こ こで 私 は，他 の人 々が実 際 に行 な った こ

とを試 してみ るよ うにお勧 め します 。何 人

か の 人が協 力 して， 空 地 を菜 園 と して使 用

す る許 可 を求 め ます。 あ るい は， 土地 の一

画 を借 りて菜 園 を造 って もよい で し ょう。

あ る長 老定 員会 で は定 員会 の活 動 と して こ

れ を行 な い，参 加 した人 々は野 菜や 果物 の

収穫 にあ ずか っ たばか りか ，協 力 し合 うこ

とや 家 族 で働 くこ とを通 して様 々 な祝福 を

受 け ました。 芝生 を掘 り返 して菜 園 を造 っ



た家族 も多 くあ ります。

私 た ちは皆 さんに， もっ と自立す るよ う

にお勧 め い た し ます 。主 は この ように宣 言

して お られ ます。 「これ，汝 らに如 何 な る銀

難 下 る とい え ど も…… 日の栄 の世 界 の下 に

在 る他 の一 切 の生 くる者 の上 に わが教 会 員

の 自立 せ んが… … ため な り。」(教 義 と聖約

78：14-15)

主 は私 た ちに，や が て銀 難 の 日が来 るの

で， 独 立 し自立 す る よ うに求め て お られ ま

す。 不 測の 事態 に備 え るよ うに警告 され た

の です 。

ブ リガム ・ヤ ング大 管長 は次 の よ うに述

べ てい ます 。「あ なた方 にパ ンが な い な ら

ば， どれほ どの知 恵 を誇れ よ うか。 欠 乏の

時に備 え 自分 た ちの 生 活 を支 え るため の物

を備 え て暮 らし をまか な うこ とが で きずに

い るな らば， あ な た方 の才 能 は どれ ほ ど本

当に有 用 だ とい うの だ ろ うか 。」(ノoπ脱α1

げ 伍s60%駕 お 「説教 集 」8：68)

法律 で許 され てい る地域 では， 少 な くと

も1年 分 の 食糧 を貯蔵 す るよ うに繰 り返 し

勧告 され て い ます が， 食糧 の生 産 は その一

環 とな る ものです 。教 会 は ど ういっ た食糧

を貯 蔵 すべ きだ と指 定 して はい ませ ん 。選

択 は個 々 の会 員 に任 され て い ます 。 しか し，

教会 発行 の 「家 庭 にお け る生産 と貯 蔵 の基

本」 とい う小冊 子 には ，優 れ た提案 が い く

つか 記 され て い ます 。

食糧 の生産 ， 貯蔵 ，処 理 ， それ に主 の勧

告 を合 わせ て考 える と，穀 類 を最優 先すべ

きです 。かつ て オル ソン ・ハ イ ドは こう言

い ま した。 「世 界の いか な る政策 よ りも，小

麦の 方 が 多 くの 人 を救 い， 危機 か ら守 る。」

(ノ024γηα1q/1)ゴs60%欝 εs「説教集 」2：207)

もち ろん水 も欠 くこ とが で きませ ん 。 その

ほか 大事 な もの は， 蜂蜜 か砂糖 ， 豆類 ，乳

製 品 か それ に代 わ る物 ， そ れに塩 または そ

れ に相 当す る ものです 。 食糧貯 蔵 の啓 示は

ノア の時代 の民 に箱舟 を造 る よ うに啓 示が

下 され た よ うに， 今 日の私 たち の救 いに必

須 の もの と言 え るで しょ う。
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ハ ロル ド ・B・ リー 大 管長 は 次 の よ うに

勧 告 してい ます 。「通 常 の 生 活 で の1年 分

とい う意味 では な く， 何 も食べ る物 が な い

事 態が 発生 した 時 に生 きて行 くた めの 食料

を1年 分 と考 え るな らば大 してむ ずか しい

こ とで は ない。 ……快 適 に暮 らせ は しな い

だろ っが， 生 きて ゆ くこ とは で きる であ ろ

う。 通 常食べ て い る もの をすべ て貯 蔵 す る

とい うのは ，平均 的家族 に とって は ほ とん

どが ま った く不 可能 だ と思 うが ， そ うで は

な く，切 りつめ た生 活 で1年 分 の 食料 を貯

蔵 す る とい うこ とで考 えれ ば， さか のぼ っ

て1937年 に クラー ク副 管長 が勧 告 した こ と

に近づ くと思 うの で あ る。」(福 祉 大会 説教 ，

1966年10月1日)

庭先 の小 さな畑 で あれ，1，2本 の果樹

であ れ，土 に親 しみ， 食糧 を 自給 す る こ と

には祝 福が あ ります。 末 の時代 に 自給 自足

を確立 す る見通 し を持 ち， そ の方 法 を実践

して， 十分 な食糧 を備 えた家族 は ，何 と幸

せ なこ とで し ょ うか。

何年 に もわた り教会 幹部 が 首尾 一 貫 して

勧告 して きたこ とが， 次の 言葉 に要 約 され

て い ます 。

「第一 に， まず 何 よ り も大事 なこ とと し

て，義 しい生活 を しよ う。 ……

伝染 病 を避 け るの と同 じよ うに，借 金 を

避 け よう。今借 金 が あ るな ら， それ を返 済

しよ う。 きょ うで きなけれ ば， あす返 済 し

よう。

家族 の長 であ る者 は，最 低 向 こ う1年 分

の食糧 ，衣 料， また で きれば 燃料 を手 も と

に確保 す る よ うに しよ う。 収 入の わず か な

人は株 や投 機 に では な く食糧や 被 服 費 にお

金 を充 当す るよ うに。 収 入の 多 い人 は 自分

の まか ないは 自分 で で きる と考 え るだ ろ う

が，私 はあ えて投機 をす る な と提 言 したい。
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すべ て家 庭 の長 は 自分 の家 を持つ よ うに，

抵 当 を避 け るよ うに努 め よ う。庭 の あ る人

は菜 園 を作 ろ う。農 地 のあ る人 は耕 作 しよ

う。」(ル ーベ ン ・J・ クラー ク ・ジュニ ア

Coη彦名θη66Rゆoπ 「大 会報 告」1937年4月 ，

P.26)

さ らに付 け加 え れば，1年 分 の貯 蔵 をす

るため に借 金 をす る必要 は な い とい うこ と

です 。貯 金 をす る時 と同 じ よ うに，貯 蔵 食

品 を増や す 計画 を立 て て下 さい。給 料 を受

け取 るたび に少 しずつ節 約 して， その分 を

貯 蔵に 回 して下 さい。菜 園や 果 樹 園で とれ

た 野菜や 果 物 を，缶 詰 めか びん 詰め に して

保 存 して下 さい。乾 燥 食品や 可 能 であ れば

冷凍 食品 に よる保 存方法 を学ん で下 さい。

貯 蔵 に必要 な経 費 を家計 に 組み 込 んで下 さ

い 。種子 の保存 も忘 れ ず行 な い，作 業 に必

要 な道具 をそ ろ えま し ょ う。 もし皆 さんが，

2台 目の車 や テ レビな ど，単 に快 適 さや 楽

しみ を求め る品物 を購 入す るため に貯金 を

して い る とした ら， 優先 順位 を変 え る必 要

が あ ります 。祈 りの気持 ちで よ く考 え， 今

す ぐに実行 して下 さい 。

私 は非常 に切 迫 した思 いで話 してい ます 。

私 は銀 難の 時代 に 人々 が どの よ うな生 活 を

す るの か この 目で 見て きま した。極 度 の飢

えに悩 まされ る ヨー ロ ッパ を見 て きた ので

す 。 それ は， ぞ っ とす るよ うな光景 で した 。

人 々 は骨 と皮 ばか りで 見 る影 もな く，婦 人

や子 供 が軍 の ごみ捨 て場 で 残飯 をあ さって

い ま した。 私 の脳裏 に は， この よ うな光 景

と彼 らの言 い よ うのな い表 情が こび りつ い

て 離れ ませ ん。

飢 えの ため に今 に も倒 れ そ うなハ ンブル

グの聖徒 と幼 い子供 た ち，私 は 彼 らの こ と

を決 して忘 れ ない で し ょ う。私 た ちは ポケ

ッ トか ら食べ物 を取 り出す と， 子供 た ち を



呼 び寄 せ ま した。 戦 時 中に はほ とん ど手 に

入 らな い ものばか りで した 。子供 た ちにオ

レ ンジ をひ とつず つ あ げた時 ，不 安 げ に見

守 って いた施 設 の保母 さん た ちの 目に は涙

が あふ れて い ま した。 あの光 景 も忘 れ る こ

とが で きませ ん 。飢 え と栄養 失 調 に よ り，

人々 は 肉体 的に も社 会 的に も痛 ま しい打 撃

を受 け てい ました。 あ る姉妹 は4人 の幼 い

子 供 を連 れ て ポー ラ ン ドの家 を後にし，1，600

キ ロ を歩 いて来 ま した 。 しか し， 飢 え と寒

さのため に4人 の子供 をすべ て失 った の で

す 。衰 弱 し切 った体 ， ぼ ろぼ ろに な った衣

服， 麻布 を まきつ けた 足， それ で もその女

性 は私 た ちの前 に立 って神 様 か ら受 け て い

る祝 福 につ い て証 して くれ ま した 。

フ ラ ンスの聖 徒 た ちの こ と も忘 れ られ ま

せ ん。 彼 らはパ ンが手 に入 らな いの で，聖

餐 の儀 式 に ジャ ガイ モの皮 を使 い ま した。

オ ラ ンダの 聖徒 た ちは私 た ちの提案 を受け

入 れ て，飢 えか ら立 ち直 る ため に ジャ ガイ

モ を栽 培 し，最 初 の収穫 の 一部 を憎 い敵 で

あ った ドイ ツの 入々 に送 った の です。 その

翌年 には， 収穫 したす べ ての ジ ャガ イモ を

送 りま した。 彼 らの示 した信 仰 も忘 れ るこ

とが で きませ ん。 教会 歴 史 をひ も といて み

て も， これ ほ ど愛 と憐 れ み に満 ち たキ リス

トの よ うな行為 はめ っ たに見 られ な い で し

ょう。

私 た ちは しば しば， 現在 の 快適 で安 らか

な生活 に浸 り切 って しまい， 戦争 や 経済 恐

慌 ， 飢饅， 地 震 な どに よ る破 壊 が 自分 の身

に降 りかか る こ とな どあ りは しな い と勝 手

に考 え て しまい ます 。 しか し， そ う思 い込

んで い る人 は， 主か ら与 え られ た 啓示 を知

らない 人か， 信 じてい ない 人で す。 災害 は

起 こ らない， 聖徒 は義 のゆ えに何 らか の方

法 で災害 か ら守 られ る， な ど とひ と りよが

りな考 え を持 つ 人々 は，欺 か れて い るの で

あ って， いつ の 日か その よ うな妄 想 を抱 い

て いた こ とを後悔 す る で しょ う。

主 は聖 徒 た ちに，大 いな る報 難 の 日につ

いて 警告 を与 え， 主 の僕 を通 して， そ の困

難 な時代 に備 える方法 を示 され ま した.。私

た ちは主 の勧 告 をも う実 践 して い るで しょ

うか 。

私 は心 か ら証 を述べ たい と思 い ます。 ヒ

ー バ ー ・J・ グラ ン ト大 管長 は
， 主か ら霊

感 を受 けて， 教会 福祉 プ ログ ラム を設立 し

ま した 。 そ して， 大 管長 会 はみ た まの 導 き

を受 け て，1936年 に このプ ロ グラム を初 め

て 公表 し，教 会 福 祉 の 最 も重 要 な 目的 は

「人〃 が 自 らを助 け るこ とが で きるよ うに

援 助 す る」 こ とに あ る と宣 言 し ま した。

(Coη力解ηoθR砂oガ 「大会 報告 」1936年10

月，p.3)こ の霊 感あ ふれ る勧告 に よ り，

1936年 か ら現在 に至 る まで， 聖徒 たちは1

年 分 の 食糧 を貯 蔵 して きま した。 スペ ンサ

ー ・W・ キ ンボー ル大 管長 は，菜 園を作 り

果 樹 を植 え るよ うに根 気 よ く忠告 して こ ら

れ ま したが ， 彼 も また主の霊 感 を受 けて い

るの です 。

兄弟姉 妹 の 皆 さん， この 勧告 に従 って下

さい。 そ うす れば ，皆 さんは祝 福 を受 け て

この地 で最 も祝 福 され た民 に な るで しょ う。

皆 さん は， 本 当 に善良 な 入々 です 。私 は よ

く知 って い ます。 しか し， 私 た ちは も う一

歩 前進 す る必 要が あ ります 。家 庭 にお け る

生 産 と貯蔵 を行 な って 自分 自身の 食糧 だけ

でな く， 他 の入 々の分 も備 えるの です 。

神 の祝福 が あ って， 私 た ちの前途 に横 た

わ る最 も過 酷 な 日々に備 え るこ とがで きま

す よ うに， イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ り

申 し上 げ ます 。 アー メン。
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1980年10月4日(土)神 権部会

十二使 徒定員会会 員 ジ ェー ム ズ ・E・ フ ァウ ス ト

「これ らの者 を

わ が統治者 とな さん」

現在と将来の教会指導者に与える原則と提案

私 は輔 ・心からへ りくだ・て神権者の
皆 さん にお 話 した い と思 い ます 。 この

話 を教会 の指 導 者， 特 に将来 の 指導 者 で あ

るア ロ ン神権 の 若 い男性 の方 々 に述べ た い

と思 い ます 。皆 さん方若 い男性 の 多 くは，

皆 さんが考 え てい る以上 に早 く， 指 導者 の

責 任 に召 され る で しょ う。 少 な くとも私 自

身，執事 定 貝会 会長 に 召 されて 以来 ，齢 を

重 ね てか ら召 しを受 け た とい う印象 は残 っ

て いませ ん。 この教 会 が世 界 中で 急速 に発

展 して いる こ とか ら して も， 指 導者 の養 成

は私 た ちの最大 の チ ャレ ンジ のひ とつ です 。

約1年 前 ，私 は あ る長 老定 員 会 の集会 に

出席 して い ま した 。会長 会 の皆 さんは 立派

で，有能 な若者 たちで した。ところが定貝会

の責 任 を割 り当て， 仕事 を進 め て ゆ く段 に

なって，会 長会 は， その会 に 出席 して い る

人 の中か ら志願 者 を募 る とい う形 を取 りま

した。割 り当 て と して与 え られた もの は何

ひ とつ あ りませ ん で した。

私 た ちが忘 れて な らな い大切 な 原則 は，

主の み業 は割 り当 て を通 して進 め られ る と

い うこ とです 。指 導 者は割 り当て を受 け ，

割 り当て を与 え ます 。 これは 委任 の 原則 の

中で 欠 くこ との で きな い大切 な とこ ろです。

私 は何 事 も 自分 か ら積 極 的 に行 なお う とす

る人 を高 く評価 して い ます。 しか し， その

場 に 出席 してい る 人だ けで仕 事 を した とし

た ら， 主 が望 ん でお られ るよ うな， 完全 な

仕 事 を行 な うこ とはで き ませ ん 。 もし主 が

創 造 の段 階 で，仕 事 の遂 行 を志 願者 の みに

任 せ られ た とした ら，地球 は ど うな って い

ただ ろ うか と私 は考 える こ とが あ ります 。

割 り当て を果 たす こ とが神 の 王 国 を築 く

こ とで あ り， 個 人の 進 歩の機 会 で あ るだけ

で な く特権 と名誉 を与 え る もの だ とす れば，

割 り当 てや チ ャレ ン ジは定 貝会 の全 会員 に

与 え るべ き もの です 。 その よ うな場合 ， 正

しい知 恵 と分 別 を用 いて，割 り当 てが最 も

必要 だ と思 われ る不 活発 会 員や 時折 顔 を見

せ る程度 の会 員 に も参画 して もら うこ とで

す。 割 り当 ては いつ も， 最大 限 の愛 と敬 意

【
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と思 いや りを もって与 え なけ れば な りませ

ん。 また割 り当て を与 えるに あ たっ ては，

受 け る人 に対 して尊 敬 と感 謝 の気持 ちで接

す る こ とが 大切 です 。

教 会 幹部 は大 管長 会や 十二 使徒 評議 員会

会長 か ら正 式 の割 り当て を受 け ます。 大抵 ，

その よ うな割 り当て は書面 で来 ますが ，直

接 口頭 で言 わ れ る こ ともあ ります 。 そ う し

た場 合 ， 「ど うぞ」 とか 「御 都 合 が よ け れ

ば」 とか， ある いは 「恐 れ い りますが ， こ

れ これ の集 会 に 出席 して い ただけ な いで し

ょ うか 」 とい う言葉 が 使 われ ます 。割 り当

てが 命 令や 要求 として強要 され るこ とは あ

りませ ん。

第二 次世 界大 戦 の時 に初 め てエ ジプ トを

訪 れて 以来 ，私 は， 古 代 の遺跡 に深 い関心

を抱 いて 拳 ま した。立 っ た ま ま残 っ てい る

円柱 もあれ ば， 崩 れ落 ちて し まって 吟 る円

柱 もあ ります。 なぜ そ うな るのか とよ く観

察 して 見 る と， 面 白 いこ とに気 が付 き ます 。

立 って い る円柱 の ほ とん どが その頭 に重 い

もの を乗せ て い るの です。 何か 指導 の 原則

と通 じる ものが あ る よ うな気が します 。神

権の 務 め を忠実 に果 た して いる 人はほ とん

ど責 任 の重荷 を担 って い る人 です。 また積

極 的 に参加 して い る人 は それ に全 力 を投入

してい る人 です 。 したが って定 貝会 指 導者

と して 立派 に その務 め を果 たす に は， 定貝

会会 貝 がだ れ で も， 状 況に 応 じて何 らかの

召 しを果た す機 会 を全 員に 与 え る必 要 が あ

ります 。

救 い主 は 自ら指 導 の 原則 に関 して包 括的

で簡 潔 な方法 を示 して下 さいました。 「イエ

スは 彼 らに 言わ れ た， 『わた しにつ いて きな

さい。』」(マ タイ4：19)指 導者 は 自ら喜 ん

で行 なお う としな い こ とを他 人 に要 求 して

は な りませ ん。救 い主 の模 範 に 従 うこ とが

最 も安 全 な道 で あ り， 教会 の大 管長 で ある

予 言者 に耳 を傾 け， その指 示に 従 うこ とが ，

私 た ちの 身 を守 るこ とに な るの です 。

数 年 前， ア ルゼ ンチ ン の北部 に あ るロザ

リオ ・アル ゼ ンチ ン伝 道部 を訪 れ たこ とが

あ ります。 車 を走 らせ て い る と， た くさん

の牛 の群 れ に 出 くわ し ま した。 牛の群 れ は

ゆ っ くり と静か に 前進 して い ま した。 番犬

は どこに も見 当 た りませ ん 。群 れの先 頭 に

は 馬 に乗 った3人 の カウ ボー イが それ ぞれ

20メ ー トル 位ず つ離 れ て進 ん でい ます 。3

入の カウ ボー イは どっ し りと馬 に またが り，

群れ が 彼 らに従 って いる こ とを信 じ切 って

い る よ うで した。 また群 れ の最 後尾 に もひ

と りの カ ウボー イが いま した。 彼 も また居

眠 りで も して い るかの よ うに 馬の鞍 に深々

と身 を沈め て い るので す。 牛の群 れ はゆ っ

くりと静 か に進 ん でい ま した。 完全 に従 っ

て い るの です。 この光景 を見て いて， 私 は，

指導 者 の役割 とは その4分 の3が 道 を示す

こ とで あ り，4分 の1が フ ォロー ア ップ で

あ る と感 じました。

指 導者 は 人 を導 く時， 大 言壮語 した り大

声 を出 した りす る必要 は ないの です。 主の

教 え と導 きの業 にお い て 人 を導 く召 しを受

け た者 は， 親分 と して で もなけ れば， 独裁

者 として召 され たの で もあ りませ ん。 彼 ら

は良 い 羊飼 と して召 された のです 。 人 を絶

えず 訓練 し， 彼 らが そ の地位 に着 い て師 よ

りもす ぐれ た指 導者 に なれ る よ う助 け るの

です 。偉 大 な指導 者 とは， 自分 が導 くよ う

に召 された 人々 に期 待 し， 霊 感 を与 え， そ

の心 を燃 え 立 たせ る人 です。

指 導者 は何 か を起 こさせ ， 人々 の生 活 に

何 らか の影響 を もた らす 人 です。 そ こには

何 らかの動 きと変 化 が伴 わ なけれ ば な りま

せ ん。 そ して 自分 の下 で働 く人々 が失敗 し
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ない よ うに見 守 るの です 。 しか もそれ を主

の方法 で行 なわ なけ れば な りま せ ん。 す な

わ ち全能 者の助 け を借 りて人 々の 生活 を変

え る主 の器 にな らな けれ ば な りませ ん。 ま

た 自分 が今 ど こにい て， 目的地 は どこか，

また どの よ うに して そ こに た どつ 着 くか そ

の方法 を知 って お く必要 が あ ります。

指 導者 は良 き聴 き手 で なけ れば な りませ

ん。人 の意見 を喜 ん で聴 き， 自分 の管 理下

にい る人 に対 して心 か らの関 心 と愛 を示 す

必要 が あ ります。 い か な る神権 指 導者 も，

教義 と聖 約121章 に 記 され てい る指導 者 の

普 遍の 原則 を堅 く心 に留 め るこ とな く して

効 果的 な働 きをなす こ とは で きませ ん。

「如何 なる権 力 も勢力 も
， 神権 に よ りて

維持 す る能 わず， また維持 すべ き ものに あ

らず， た だ説服 と堅 忍 と柔和 と温 情 と偽 ら

ざる愛 とに よ る。

また， 親切 と浄 き知 識 す なわ ち偽善 にあ

らず妊 智 にあ らず して その 人 を甚 だ 大 いな

らしむ る ものに よ る。

す なわ ち， 聖霊 に感動 して は機 に臨 みて

激 し く人 を責 む。 然 る後 ， また彼 の汝 を敵

視せ ざ らんため に責 め た るその 人に一 層 の

愛 を示 す 。」(教 義 と聖 約121：41-43)

私の 経験 では， 聖 霊が 激 し く人 を責 め る

場 合 は非常 に まれ だ と思 い ます 。、人を責 め

る場合 で も叱責 す るの は その人 の ため であ

る とい うこ とを喩 す よ うなや さ しさが なけ

れば な りませ ん。

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管 長 は次 の よ う

に述べ て い ます 。

「真 の指 導者 の最 も高度 な特 質 のひ とつ

に勇気 が あげ られ る。… …教 会 で指 導者 が

勇気 を求 め られなか った時 は一度 もな か っ

た。 それ は物理 的 な危 険 に直面 で きる とい

う意 味で 勇敢 なだ けで は な く， 明確 で高 潔
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な確 信 を堅 固 に持 ち， そ の確信 に真 実 で あ

る とい う意 味 で勇敢 なこ とで あ る。」(「福 音

の教義 」p.151)

神 権指 導 者 は主 に対す る信仰 を抱 き， 謙

遜 な態度 で神 の助 け を求 め ，問 題 を解決 し

て いか なけ れば な りませ ん 。苦 しみ ，悩 む

こ とが あ るか もしれ ませ んが， 報 い は必ず

与 え られ ます。 そ の答 え はイ ノス の よ うに

与 え られ るか も しれません。 「主の御 声が 私

の心 に聞 えて仰 せ に なっ た。」(イ ノス1：

10)ま た， その 答 えが教 義 と聖 約9章 に あ

る よ うに， 心 の 内 を燃や す 思 い とな って返

って くるか も しれ ませ ん。

聖 霊 の 力に よって神 か らの確 信 を得 た後 ，

謙遜 な指 導 者 は， そ うす るこ とが正 しい方

法 で あ り， それが 主御 自身の行 なお うと し

てい る こ とであ る との絶対 的 な確信 を心 と

思 いの 中 に持 ち，真 直 ぐな道 を歩み続け ます。

私 は， キ ンボー ル大 管長 の謙 遜 さにいつ

も心 を打 たれ ます 。数年 前 ， キ ンボー ル大

管長 は偉 大 な の は教 会 の責 任 に召 され て い

る人 では な くて， 召 しそ の もの であ る こ と

を強調 して次 の よ うな話 をし ま した。

「大 分前 の こ とです が
， ペ ンシルベ ニ ア

州 の ポ コ ノ山脈 にあ るホ テル で 開か れた地

方理 事 の集 会 で， 国際 ロー タ リー クラブ の

会 長 が述べ た事 柄 か ら，私 は 大切 な教 訓 を

学 び ま した。

『紳 士諸 君， 今年 は皆 さん に とって素 晴

らしい一年 で あ りま した 。皆 さんは 人々 か

ら尊敬 と祝 福 と賞 賛 の言葉 をか け られ ， た

くさんの贈 物 を受 け て き ま した 。 も し皆 さ

んの 中 に これ を 自分 の力 のせ いだ とい う誤

った考 え を持 つ 人が い るな らば， そ の指 導

者は 来年 も う一度 この ク ラブに戻 って きた

時に は間違 いな く他 の指 導者 に取 って替 わ

られ て い るこ とで し ょ っ。』



この 言葉 は， 私が 神聖 な召 しを受 け た時

も私 を非常 に謙 遜 に して くれ ま した 。私 は，

自分が 教会 の諸 事 を行 ない。 自分 に誉 れ を

帰 す よ うな思 いが 生 じた 時 はいつ で も， そ

の栄光 は私 に で はな く，私 が 受け て い る職

に帰す る もの で あ る と言 い聞 かせ るよ うに

して い ます 。私 は単 な る象徴 にす ぎない の

です 。」(「大会 報告 」1958年10月 ，p.57)

教 会 の指 導 者 として召 され た 人は大 抵，

経験 や 能 力の不 足， 乏 しい学 問や教 育 の故

に 自分 はふ さわ し くない と感 じる よ うです 。

モー セ につ い て記 述 され て い る事柄 の中 に，

次 の よ うな描写 が あ ります 。 「モ ー セ は そ

の 人 とな り柔和 な こ と， 地 上 のすべ ての 人

に まさっ てい た。」(民 数12：3)

数 年 前， フ ォー トワー ス ・テ キサ スス テ

ー キ部 を管 理 して い る ジ ョン ・ケ リー ス テ

ー キ部長 が フ ェ リックス ・ベ ラ スケ ス兄 弟

をスペ イ ン語支 部 の支部 長 に 召 した時 の話

です 。確 か この青年 の仕 事 は鉄 道 の車両 検

査官 だ っ た と思 い ます 。 ケ リー ステー キ部

長 が この青年 を支部 長 に 召 した時， 彼 は こ

う答 え ま した。 「ス テ ー キ 部 長 ，私 は スペ

イ ン語支部 の 支部 長 に はなれ ませ ん。 スペ

イ ン語 を読 む こ とが で きな いか らです 。」
rそ こでケ リー ス テー キ部長 は

， 彼 が召 しを

受 け 入れ， そ の召 しを全 力 を尽 くして遂 行

す る ため に熱心 に 働 くな らば， 主 と人々 か

ら守 られ，祝 福 を受 け る と約 束 しま した。

この謙遜 な青 年 は 主 の助 け と熱心 な努力 に

よ って， スペ イン語 が読 め る よ うに な りま

した。 彼は 立 派な 支部 長 にな り， その後 何

年 間 も働 き続 け ま した。彼 は現 在 ステー キ

部 の高等 評議 員 と して働 いて い ます 。主は

い ろ いろ な方 法 で その僕 に祝 福 を与 えて下

さるの です。

兄 弟の 皆 さん， 私 たちは神 か ら召 され た

神 権 者 と して知 っ てお くべ き基 本的 な事 柄

を研 究 し，学 び 理解 す る こ とが で きます 。

偉 大 な真 理 を学 び，知 りた い と求 め て くる

人々 に知 恵 と理解 力 を もって教 え るこ とも

で き ます 。 また， 自分 よ りもす ぐれ た才 能

を持 って い る人 の力 に頼 るこ と もで きます。

神権 定 員 会 は，定 員 会会 員が 強 い定員会 を

造る ため に その才 能 を出 し合 う機 会 を与 え

る とこ ろです 。

ここで神 権 を通 して行 なわ れ る教 会政 体

の真 髄 に つ いて 触れ てみ た い と思 い ます 。

ステ ィー ブ ン ・L・ リチ ャー ズ副管 長 は次

の よ うに述 べ て い ます 。

「私 は こ う考 えて い ます
。教 会政 体 の真

髄 は評議 会 を通 して運 営 され る政体 で あ る

とい うこ とです 。 …… 神 の王 国 を管理 す る

ため に評 議 会 を造 られ た こ とに英知， す な

わち神 の英 知 を一 日 として見 な い 日は あ り

ませ ん 。

一 見違 った 見解や 異な る背景 を持 ってい

る人々 が， 共通 の 目的 の もとに集 ま り， そ

の 目的 を達 成す るため に互 い に協 議 し合 う

こ とを通 して， 人 々の 中 に一 致 が生 まれ る
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のです。 「大会報 告 」1953年10月 ，p.86)

指導者 と して協 議 し合 う・こ とは会長 会や

監督会 の機能 を高め る鍵 です 。 しか し意 志

決定 におけ る一 致が 難 しい場 合， あ るいは

一致 がな い場合 に は ど うした ら よいで しょ

うか。 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管長 は 次の

よ うな助 言 を与 えて い ます 。

「監督 と副監 督 が 完全 に一致 しなか っ た

り， 会長 と副 会長 の 間に感 情 面や 方針 の上

で の相違 が あ った りす る時， 彼 らは共 に 主

の 前 に行 き， へ り くだ って， 主 か ら啓示 を

受 け，等 し く真理 を悟 り， 人々 の前 に ひ と

つ に な らな け れ ば な らな い。」(「福 音 の教

義 」p.152)

この教会 を導 く人は個 人 と して義 の模 範

を示 さな けれ ばな りませ ん。絶 えず聖 きみ

た まの導 きを求 め る必要 があ ります。 また

生活 や家庭 を整 え， 支 払 いは正 直 に， そ し

て迅 速 に行 な う必要 があ ります。 あ らゆ る

行動 にお い て模 範 的 でな けれ ば な りませ ん。

誉 れ と高 潔 の人 で なけれ ば な りませ ん。私

た ちが いつ も聖 きみ た まの導 きを求 め る な

らば， 主 は必ず それ に答 えて下 さい ます 。

私が 南 ア メ リカ の地域 代表 役 員 として働

い ていた 頃， ウル グア イの モ ンテ ビデ オ で

忘 れる こ との で きない 経験 を した こ とが あ

ります 。 当時 ブ ラジル に住 ん でい た私 はお

金 の両 替 え を しなけれ ば な りませ んで した。

そこで カル ロス ・プ ラ ッ ト兄 弟が私 をモ ン

テ ビデ オの繁 華街 に あ る両 替 所 に案 内 しま.

した。 プラ ッ ト兄 弟 は私 を所 員の ぴ と りに

紹 介 し ました。 その所 貝 は1千 ドル ほ ど両

替 して もよい と言 って くれ ま した。私 は現

金 で1千 ドル も持 って い ませ ん で したが ，

た だソル トレー ク ・シテ ィー の あ る銀行 が

発行 した小切 手 を持 って い ました。私 は ま

だ一度 もこの両 替 所 を利用 した こ とが あ り
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ませ ん。 こ の両替 所 の 人々 も私 を見 た こ と.

もなけ れば， 私 と取 引 き を して み たい と思

っ た こ とも当然 あ りませ ん 。私 が ソル トレ

ー クの 銀行 に1千 ドル預 金 してい た と して

もそれ を確 かめ る方 法 もあ りませ んで した。

しか し， この両 替所 は私 の小切 手 をちゅ う

ち ょす るこ とな く引 き取 って くれ ま した。

それ は単 に，私 が モ ルモ ン であ り， 以 前 モ

ルモ ンの 人 と取 引 き をした こ とが あ.った と

い う理 由 だ けで した。私 は率 直 に彼 らの信

頼 に 感謝 し， 喜 び を伝 え ま した。

会 長 の 義 務 は ， 「統 轄 しこれ と共 に会議

を開 きて誓約 に従いてこれを教」(教 義 と聖

約107：89)え るこ とです 。誓 約 と言 って も

多 くの 誓約 が あ ります が， 教義 と聖 約84章

に記 され てい る 『メル ケゼ デ ク神権 の 誓詞

と誓約 』 は特 に注 目に値 す る もの です 。 そ

の本質 は神 権 者 と主 との 契約 で あ り， も し

あな たが神 権 の律 法 を守 っ て生活 す るな ら

ば主 が与 え る こ と")で き るす べ て の 祝 福

を与 え， 主 と同 じよ うに な る こ とが で き る

とい うことです 。(教 義 と聖 約84：33-39参

照)

救 い主 はペ テロ に指導 者 と しての 訓練 を

しておられた時 に こ う言 わ れ ま した。「あな

たが 立 ち直 っ た と きに は， 兄弟 た ち を力づ

け てや りな さい。」(ル カ22：32)

救 い主が ， 「力づけてや りな さい」 とい っ

言葉 を使 われ た こ とは非常 に興 味 あ る こ と

です。 人 を力づ け るには， 意志 の 疎通 を十

分 に 図 るこ との で きる状 態に なけ れ ばな り

ませ ん。 しば しば 問 題が 発生 す るの は， 計

画 が 間違 っ て いるか らでは な く， 意志 の疎

通 が よ くな いか らです。

昨年 ， 私 は 中央 ア メ リカの新 しいス テー

キ部 で祝 福 師 を召 した こ とが あ ります。 私

は， この謙遜 な神権 者 の偉 大 な信 仰 と義 し



い生 活 に深 い感銘 を受 け ま した。 彼が 召 し

を受 け た時， た また ま奥 さん は神殿 訪 問 で

国外 に 出て い ま した。 私 は，奥 さんが 出席

で きな い とい うこ とで， この清 い人に偉 大

な召 しを与 える場 に何 か特 別 な ものが 欠け

て い るよ うな感 じを受 け ま した。

私 は教 会 で 召 しを与 え る人 に は， 御 主 人

や奥 さんに も同席 して も らうよ う強 く勧め

て い ます。 さ らに 家長 は家 族 の ひ と りが 召

され る前に 適切 な相 談 を受 け るべ きであ る

と考 えて い ます 。

神 権指 導 者 には神 権 個 人面接 とい う大切

な機 会 が与 え られ て い ます 。指 導者 は個 人

的 な交 わ りや面 接 を通 して，具 体 的 に次 の

よ うな事 柄 を達 成す る こ とが で き ます 。

1.霊 感 を与 え， 動 機づ け る

2.委 任 し， そ して信頼 す る

3.責 任 を引 き受 け， フ ォロー ア ップ を

す る

4.模 範 と原則 に よっ て教 え る

5.惜 しみ な く感謝 の気 持 ちを述べ る

指 導 者が 時 々手綱 を締 め過 ぎ， そ れ ぞれ

の分野 で働 くよ うに 召 され た人 々の 天与 の

才 能， 賜 まで も拘 束 して しま うこ とが あ り

ます 。

指 導 者 は最 大 限の効 率 を図 り， 力 を発揮

しな けれ ば な りませ んが， 必 ず しも グル ー

プ全体 の信 頼， 技術， 才 能 を結 集 して調和

の とれ た交響 曲 を演奏 す る必要 はな いの で

す 。 時に は ，大 声 で独 唱す る こ とが 必要 ヶ

こ ともあ ります。 リー 大管 長 はか つ て， 「こ

の故 に， 今や 神権 者皆 各 々 その義務 を覚 れ。

また 己が 任命せ られ た る務 め を全 く勤勉 に

勤むべ し。」(教 義 と聖 約107：99)と い う

聖 句 の完 全 な意 味 につ い て説 明 して くれ ま

した。私 た ちは皆 ， その 義務 を覚 る必要 が

あ ります が ，他 方指 導者 は 共に働 く人 々が

そ の職 と召 しの 範 囲内 で十分 に効 率 よ く働

け る よ うに助 け なけれ ば な りませ ん。 しか

も， 助 け る人 は正 しい権 威 の衣 を身に ま と

って いなけ れば な らないの です 。

先 日，ハ ワー ド ・W・ ハ ンター長老 は地

区代 表 セ ミナー でこの テー マ につ いて的確

な言葉 で こ う教 えました。「古 代 ギ リシ ャに

ジオ ゲネ ス とい う有能 な学 者が い ま した。

この話 は， その ジオ ゲネ スに ア レキサ ンダ

ー大 王 が ど う話 しか けたか とい う話 です
。

ア レキサ ンダー 大 王 は ジオゲ ネス に しつ こ

く迫 って きて こ う尋ね ました。『何か お助 け

す るこ とは ないで しょ うか 。』 ジ オゲ ネス は

ひとこ と言いま した。 『どうか光 の前 に立 た

ない で下 さ い。』」

私 は，現 在指 導 者 で ある 人， ある いはや

が て指 導者 に召 され る人 が聖 きみ た まの導

き を受 け て熱 心 に働 き，義 務 を覚 り， さ ら

に明確 なビ ジ ョン を持 って 目標 を立て，正

しい道 を歩む こ とが で き るよ うに祈 ってい

ます。

私 は， この教会 が ます ます 発展 し， 成長

して い くこ とを証 し ます 。私 た ちは聖 な る

神 権 に よ る導 きを受 け てい るか らです 。 ま

た私 た ちの指 導者 は個 人的 な啓示 を通 して

神 の み業 を導 き， 正義 の冠 を受 け るために

必 要 な，偉 大 な霊 の 力 を生み 出す 人 であ る

と信 じてい ます 。主 は ヨ シュア に価値 あ る

助 言 を与 え られ ま した。 「わた しはあなた に

命 じた では な いか。 強 く， また雄 々 し くあ

れ。 あ なた が ど こへ 行 くに もあなた の神，

主 が 共 にお られ るゆ え， 恐 れて はな らない，

おの の いて は な らな い。」(ヨ シ ョア1：9)

皆 さんが その よ うな勇気 を持 つ こ とが で

きる よ う， イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り

へ り くだ り祈 ります 。 アー メン。
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管理監督会第 一副監督H・ バ ー ク ・ピー タ ー ソ ン

心と霊を清める

私 たち の 心か ら卑 わ いな物 語 や写 真 ，書 物， 冗談 ， 言葉， テ レビ番組 ，映

画な どをす べ て締 め 出す よ うに しよ うで はな い か。

神 権を持つ兄弟の皆さん・今晩ここでお
話 をす る責 任 を受 け ま したの で， そ の

責 任 もし くは権 利 に よ り， 私 も警告 の声 を

挙 げ， 戦 いに備 える よ う勧 告 したい と思 い

ます 。 この呼 びか け は全世 界 のすべ ての神

権 者 に及 ぶ もの であ り， その メッセー ジは

12歳 の執事 か ら父 親や 祖 父の年 代 に あ る長

老や 大祭 司 に至 る まで， あ らゆ る神権 者 に

向 け られた もの です。

サ タンは その破 壊 の力 を ます ます 増強 し，

あ らゆ る地 に住 む少 年や 成 人 をえ じきに し

よ う とつ け ね らっ てい ます 。 そ して， ま っ

た く罪 の ない 多 くの 人々 を悪 癖へ と誘 い込

んで き ました。神 権 者 の軍勢 の中 で精鋭 と

も言 え る人の 中に も， その ため に進 歩 を 阻

まれ てい る人が い ます 。今 晩 この場 に集 っ

て いる神権 者 の中 に も， 苦 しみ ，悩 む まで

は いか な いに して も本 来 あ るべ き姿 ， あ る

いは あ りたい と願 う姿 か ら離れ， 力 を発揮

して いな い人が い るの で はな いか と思 い ま

す。

話 を始め るに あた り， ア リゾナ州 中東部

の情 景 を心 に描 いて み ま しょ っ。 そ こに は

高い 山々 が連 らな り， そ の頂 は たい てい 雪

に覆 われ てい ます 。 この 山々 は ホ ワイ ト山

脈 と呼 ば れ， ア リゾナ州 中部 の農 業用 水や

生 活用 水 を供 給す る主要 河川 の水 源 が そこ

にあ ります 。 この 山脈 か ら流 れ 出た水 は ，

フ ェニ ッ クス市 の家 々 を潤 して い ます。 冬

にな る と山脈 は 雪化粧 を し， 数 メー トルの

積 雪 に な るこ と も珍 し くあ りませ ん 。 そ こ

か ら流れ 出 る小 川 は冷 た く澄 み切 って お り，

お い し く生命 に 活力 を もた らす 水が と う と

う と流れ て い ます。 小 川は この よ うに ま っ

た く汚染 されて い ない清 らか な状態 で何 キ

ロ も山を下 り， 谷 を抜 け，乾 期 の ため に水

を貯 えてお く巨大 な貯水 池 に流 れ込 み ます 。

ア リゾナ州 の 東部 に は， 主要 金属 の ひ と

つ であ る銅 を豊 富 に含 ん だ鉱 床 が た くさん

あ って， 長年 にわ た り採 掘 が行 な われ て い

ます 。 この鉱 山の 町に も， ホ ワ イ ト山脈 に

源 を もつ 川が 流れ込 ん で い ます 。 川の水 は
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鉱 石 を精 練 す る過 程 で 使 わ れ ます 。 とこ

ろが あ る場 所 では，排 液 をその まま川 に流

してい るた め， 川 の水 は変 色 し，有毒 物 質

で汚 染 され， 生 活用 水 として使 用 で きな い

状態 に な って い ます 。 この 水 も， 巨大 な貯

水池 へ と流 れて 行 きます 。

ダム の上 流の 山々 に夕立 が降 る季 節 に な

る と，文 字 通 り天が 開 かれ て， すべ ての水

が ど っ と投 げ 出 され た よ うな状 態 に な りま

す。 こ う して大 量 の水 が降 り注 ぐと， 沢 山

の土壌 が削 り取 られ，小 枝 や 時に は大 木 ま

で も押 し流 され て， 貯水 池に運 ば れ るこ と

もあ ります 。

貯 水 池の 容量 は 想像 もつ か な いほ どで，

流 れ込 ん で きたすべ ての もの を そこ に貯 え

て しまい ます。 き らめ く雪 渓か ら流れ 出 る

冷 た くて おい しい透 明 に澄 ん だ水， 工場 か

ら排 出 され る汚染 され た水 ， 夏の 夕立 の後

に 流れ る泥 を含 ん だ褐 色 の水， これ らの水

がす べ て 巨大 な岩 とコ ンク リー トで で きた

ダム に よってせ き とめ られて い るの です 。

す で にお話 した よ うに， この水 の一 部 は生

活用 水 と して 百万 人以 上 の家庭 に供 給 され

てい ます 。

もちろ ん， ダム に よっ て貯 え られた水 に

は不 純 物が 含 まれ て い ます か ら， その まま

飲 む わけ には い き ませ ん 。そ こ で飲 用水 に
う

す るため に濾過 装 置が 必要 に な ります。

最 初 は大 きな格子 や 目のあ らい網 で 木の

葉や 枝， 動 物 の死骸 な ど を取 り除 きます 。

それか ら順 次， 目の細 か い フ ィル ター で濾

過 して有害 な不 純 物 を取 り除 い てい き ます 。

そ して最後 に， 細 心 の注意 を払 って飲 用水

として使 え る よ うに消毒 して か ら， 水 道管

で町へ 送 ります 。

私 たち は この地 上 に生 まれ た 時， 清 く汚

れ の な い心 を持 って い ま した 。 まだ この.世

で経験 す る周囲 の有毒 な不 純 物 に汚染 され

て いなか っ たか らです。幼 ない頃 の私 た ち

の心 は，不 義 で不 道徳 な思 い とは まった く

無縁 です 。サ タンの 力や 悪 の影 響 力 に触れ

るこ とな く， 罪 の ない状 態 にい るの です。

私 た ちの心 は， 並 はず れ た容量 を持 つ貯

水池 に似 て い ます。善 い こ とも悪 い こ とも，

くだ らない ものや ば か げた考 え も， 義 しい

思 いや 経 験 も， それ が何 で あれ送 り込 まれ

て くる もの はすべ て 取 り入 れ るこ とが で き

るの です 。私 た ちは 日々 の生 活の 中 で，俗

悪 で汚れ た 話や 写真， 書物 ， 冗談， 言葉 ，

あ るいは 私 た ちが見聴 きすべ きで な いテ レ

ビ番 組や 映 画 な どに さら され るこ とが あ り

ます 。私 たちの心 は それ らの もの をすべ て

取 り入れ て しまい ます。 つ ま り，私 たちの

心 は 与 え られ る ものが 何 で あれ それ を貯 え

る能 力 を持 って い るのです 。 さらに悲 しむ

べ き ことは， 取 り入 れた もの を保 存 し， 時

には 永遠 に貯 えて し まうこ とです 。汚 れた

思 い で汚染 され た心 を浄化 す るには， 長 い

長 い過 程 が必要 です 。

私 た ちの心 が 汚れ た ものや不 潔 な もの で

満 ちて い る と，一 般 の 人々 に対 して は もち

ろん の こ と， 自分 自身や 家族 に対 して も霊

的な 力 を与 え るこ とが で き ませ ん。 この よ

うな状態 の 時は， 自分 の考 え方が 明 瞭で な

く，正 し くな い こ とが わか ります 。 日を追

うにつ れて 問題 は ます ます解 決 困難 にな り，

ほか の場 合 な ら決 して行 なわ ない よ うな行

動 や 言動 に 走 って しまい ます。

私 たちが しなけ れば な らな い ことが，ふ

たつ あ ります。 第1に ， 不健 康 で不 道徳 な

思 いや経 験 が心 に 流れ込 む の を止め るこ と

です 。悪 行 は不 義 な思 いか ら生 まれ ます。

そ して， 不 義 な思 いは俗 悪 な小 説， 冗談，

写真 ，会 話 ， その ほかサ タンが 作 り出す無

71



数 の ものか ら生 まれ ます 。

低俗 な表 現 は いろ いろ な とこ ろで見 られ

ます 。私 た ちが 住 ん でい る社会 で は， 不敬

な言葉や低俗 な表 現が す でに 意志伝 達 の手

段 として受 け 入れ られて お り， あ る人に と

っては それが ひ とつ の生 活様 式に さえな っ

てい ます 。数年 前 に仕事 の関 係 であ る会合

に出席 しま した。 そこ では十 分 な教育 を受

け， 立 派 な職 業 に就 い てい る紳士 が 親 しく

語 り合 って い ま した。 しか し， 彼 らの使 っ

てい る言葉 は まっ た く不 敬 きわ ま りな い も

のばか りで した。

ボイ ド ・K・ パ ッカー 兄 弟 は この よ うに

述べてい ます。 「不敬 な表 現 が実 際 に使 われ

て いるか ら と言っ て， そ れ を容 認 して よい

とい う理 由に はな らない 。」(Nθ ωE勉 「ニ

ュー ・エ ラ」1976年1月 号，p.5)私 た ちは

悪 い習慣 に侵 され て い ます 。俗 悪 な表 現 は

明 らか に無 作法 な言葉や 攻 撃 的 な言葉 を 口.

にす る時 に しか使 われ な い と考 えて い る人

は， す で に誤 っ た道へ 誘 い込 まれて い る と

言 え ます 。俗悪 な表現 は， 私 た ちが思 って

い るほ ど珍 しい もの では あ りませ ん 。 それ

ど ころか 四六 時 中 さ らされ てい るの で， 当

た り前の こ とと思 って しま うの です 。低俗

には ふ たつの 種類 が あ る よ うです。 第1は

個 人 の弱 点 を表 わす もの， 第2は 個 人 の弱

点 を助 長 す る もの です。

私 たちの体 や その 機能 につ いて冗 談や 作

り話 をす る人， 女性 に 関す る いかが わ しい

言葉 や冗 談 を 口にす る人， あ るい は神聖 な

事柄 に無 頓着 でい る人， この よ うな人 は 自

分 の弱 点 を暴露 して い るのです 。体 の一 部

分や 性 的 な事 柄 につ いて露 骨 な話 をす る人

も同 じです 。神 権者 の 口か ら世 間 で使 わ れ

て い る俗 語 をよ く耳 に します 。最 も低俗 な
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言葉が 聞 かれ る こ と さえあ ります 。 そ して，

「怒 りの あ ま り」 とい う言訳 け が しば しば

使 わ れて い ます。 これ は正 し くな い こ とで

す。 いか な る時 に も， 不 敬 な言葉 や俗 悪 な

言葉 は使 う必要 が ないの です 。

個 人の 弱点 を助 長 す る もの としては， 低

俗 な雑誌 ， 映画， テ レビ番組 を読 んだ り見

た りす る こ と， 汚れ た話 を してい る仲 間に

入 る こ とな どが 挙 げ られ ます。 これ らの経

験 は いず れ も私 た ちの霊 性 を弱め， 悪魔 の

「放 つ 火の 矢 を消す 」(エ ペ ソ6：16)力 を

奪 って しまい ます。

さて， 神権 を持つ 兄 弟 の皆 さん， 私 た ち

は 成 人映画 を観 た り， それに つ いて話 した

りすべ きでは あ りませ ん 。 また， ポル ノ雑

誌や それ に類 す る写真 ，小 説 な ども避 け る

べ きです 。低俗 な冗談 や 無作 法 な言動 に つ

いて は繰 り返 して 申 しませ ん 。 時折 立 ち止

まっ て 自分 自身 に問 いか け てみ て下 さ い。

「私 た ちは どち らの 軍勢 の側 に立 って戦 っ

ているのだ ろうか 。」 皆 さん は いかが わ しい

映 画 を避 け る勇 気 を持 って い るで しょ うか。

それ とも，そ の よ うな映画 を観 なが ら， 「ち

ょっ とだけ さ」 とか， 「だれ で もしてい る こ

とさ。 これ は観 て もい い映 画 だ」 な ど と自

分 に言 い きかせ るので しょ うか。皆 さん は

いか が わ しい会 話や 性 的 な描 写に あふ れ た

テ レ ビ番 組 を家 庭 か ら締 め 出す勇 気 を持 っ

て い るで し ょ うか 。 この よ うな番 組が か な

りの影響 力 を持 って いて， 最 強の 霊 といえ

ど も刺 し貫 いて しま う とい うこ とを最 近考

えた こ とが あ るの で しょ うか 。兄 弟 の皆 さ

ん くだ らない 食物 で 自 らを養 って は な らな

い の です 。

さて， 流 れ を止 め るため に 弱め るの

では な く止め るため に 私 たちが しなけ

れ ば な らな い2番 目の こ とは，心 の中 にあ

る巨大 な貯水 池 に濾 過装 置 を取 り付け て，

生気 をもた らす考 え を再 び使 用 に供 す る状

態 に まで浄 化す るこ とです 。 この濾：過 装 置

の効 果 は， 私 た ちの生活 態度 に よって変 わ

ります 。心 が清 け れば， 最 も効 果的 に 自分

自身 を助 け， 他 の 人々 を助 け る こ とがで き

ます 。確 か に， 日曜学校 や 神権 会で レ ッス

ンを教 え， 報告 書 を作 成 し，集 会 を司会す

るな ど， 割 り当 て られ た 多 くの責 任 を計画

的 に果 たす こ とはで きます 。 しか し， そ の

人の霊 が聖 きみ た ま と調 和 し，聖 きみ た ま

の導 きの もとで語 り， 教 え，行 動す るの で

なけ れば， 永 遠 に価 値 あ る事柄 を為 し遂 げ

る こ とは で きな いの です 。

不純 物 をすべ て取 り除 いて霊 を清 め る秘

訣 は， 決 して難 しい もの で はあ りませ ん。

まず， 毎 日を朝 の祈 りで始め て， 夜の祈 り

で終 わ る こ とで す。 私が知 る限 り， これは

霊 を清め る上 で最 も大切 な段 階 です。祈 り

の中 で率 直 に， 悪 い習慣 を捨 て去 る力 を求

め る とよい で しょ う。 ただ し忘 れて な らな

いの は， すべ ての祈 りがす ぐに答 え られ る

わけ で は ない とい うこ とです。 しか し私 は，

この祈 り とい う段 階 を踏む こ とに よ って数

数 の奇 跡が 起 こ るの を見 て き ました。 も し

祈 りを行 なわ なけ れ ば，望 み を失 って落 胆

した ま ま， み じめ な状 態 で何 の望 み もな く

生 活す るこ とに な ります 。

次 に， 濾過 装 置の 通 る段 階 で さ らに浄 化

が 進 め られ る とい うこ とです 。す な わち，

霊 的 な清 さを増す に は， 毎 日聖典 を読 む こ

とです。 長 い時 間 を取 る必要 はあ りませ ん

が， 毎 日続 け るの です。 も し私が ア ロ ン神

権 を持つ 少年 であれ ば， 今晩 か ら聖典 を読

み始 め て，1日 も欠か す こ とな くそれ を続

け るで しょ う。キ ンボー ル 大管長 は今 か ら

70年 以上 も前， 皆 さん と同 じ年代 の頃に こ
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の ような決意 を しま した 。

第3に ， 人の ため に求 め られ ずに 何か 善

い ことを して， 自分 の霊 を活 気づ け るこ と

です。小 さな こ とで よいの です 。毎 日行 な

って下 さい。元 気 にあ い さつ をす る， 外 出

で きない家族 を短時 間訪 問す る， 電 話 をか

け る， カー ドを送 るな ど簡単 な こ とで よ い

の です 。汚 れ た くつ 下 を放 りっぱ な しに し

な いで洗 た く物 のか ごの 中に 入れ て母親 や

妻 を喜 ばせ るの も よいで し ょ う。聖典 に よ

れば ， キ リス トの弟 子 は まず 人に 仕 え る者

となるか らです 。(マ タイ20：27参 照)

そ して最 後 に，皆 さんが 守 れず に い る戒

め をひ とつ選 び， 守れ る よ うに心 か ら努 力

す る こ とです 。 そ うす れ ば皆 さん の生 活 に

豊か な祝 福が もた らされ るで しょ う。

さて以 上 の こ とが， 幸福 で豊 か な生 活 を

送 り，愛 に満 ちた天 父か ら永遠 の 報 い を受

け る秘訣 です 。

第1に ， 汚れ た思 いが 流れ 込む の を止 め

て下 さい。心 の 中の 巨大 な貯 水池 に選 りす

ぐっ た よい経 験 だけ を貯 え るの です 。

第2に ，不純物 を取 り除 いて霊 を清 め る

効 果的 な濾過 装置 を開発 して下 さ い。

そ こで兄 弟の皆 さん， 私 は次 の よ うに 訴

え たい と思 い ます。 戦 いに備 えな さい。 こ

の世 の衣 を脱 いで，正 義 の武 具 で身 を固め

な さい。皆 さんが持 っ て いる神権 の 権能 を

行 使 して， 家庭 に あっ て， ワー ド部 や定 員

会 に あっ て， 地域 社 会 に あっ て， そ して国

家 に あ って， 力強 い影響 力 を与 え る人 に な

りなさい。 神権 の 力は， 義 の結 晶 であ り，

労 せず して得 られ る賜 で はあ りませ ん。

つ い先 頃神殿 の 中で集 会 が開 か れた時 の

こ とです 。 ロムニー 副管 長 は証 の結 び とし

て， この戦 い で 自分 に 与 え られ た役 目を い

つ まで も忠 実 に守 れ る ように と祈 られ まし
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た。救 い主 は神 権者 の軍勢 の 頭 であ って， ・

私 た ちが携 わ っ てい るみ業 を導 いて お られ

ます。今 宵 この証 に付 け加 えて， 私 も祈 り

たい と思 い ます。 ど うか， 私 た ち一 人一 人

が 主 か ら託 され た事 柄 に 忠実 で あ ります よ

うに。 なぜ な ら主 が この よ うに述べ てお ら

れ るか らです 。 「汝 ら神 の役 務 に 出で立 たん

とす る者 は，終 りの 日に 臨み て神 の前 に筈

な くして立 たん ため， すべ か ら く心 をつ く

し， 勢 力 をつ くし，思 をつ くし， 体 力 をつ

くして神 の役務 をなせ 。」(教 義 と聖約4：

2)

神権 者 の皆 さん，私 は 皆 さん の友 人 とし

て また兄弟 と してお願 い したい と思 い ます。

ど うぞ， これ まで以上 に 自ら を備 えて下 さ

い。 イエ ス ・キ リス トの み名 に よ り申 し上

げ ます。 アー メン。



七十 人第一定員会会 員 ロバ ー ト ・L・ バ ック マ ン

教会の若い男性へ

「私 は伝 道 に 出ます 」
， 「神 殿 で結 婚 します 」， 「教 会 にいつ も 活発 に集 い ま

す 」， この3つ の 目標 につ いて考 え てみ よ う。

今 年の夏に・私は素晴らい'特 権に恵ま
れ ま した。私 の義 理 の息 子 が孫 に神権

を授 け る時 に， その輪 に加 わっ たの です 。

それ は祖 父 であ る私 に とっ て非常 に名 誉 な

こ とで した。 神権 を受 け た 当の ロ ビー で さ

え私 以上 に誇 ら しい気持 ちには な らなか っ

たで しょ う。 そ の時 以来 私 は， ロ ビー の 生

活に もた らされ た この栄 誉 に対 して ロ ビー

に どの よ うな祝福 の 言葉 を言 って あげ た ら

よいか い ろい ろ考 えて きま した。 父親 は主

の霊 感の も とで祝福 を与 え ま したが ，祖 父

で あ る私 は， ロ ビー が そ の中 の約 束 にふ さ

わ しい生 活 をす る よ う何 よ りも願 っ てい ま

す。 そこ で今晩 私 は ロ ビー と， この会場 を

は じめ全 世 界 で私 の話 を聴 いて い る力強 い

アロ ン神権 者 の軍 勢 に対 して， お話 した い

と思 い ます 。

私 は伝 道部長 として働 いて い た時， 伝 道

を始め るすべ て の宣教 師 と面 接す る とい う

素 晴 らしい特 権 と責 任 に 恵 まれ ま した。 そ

れは いつ も意 義深 い経験 とな りま したが ，

時 に は宣教 師 の育 っ た背景 を知 り， 驚 いて

しま うこ ともあ りま した。 あ る長 老 は小 さ

な農 村 で一 番 の大 酒飲 み の息 子 として育 て

られ ま した。 彼が 宣教 師 と して 召 され，伝

道 本部 に 入 るた めに ソル トレー ク ・シテ ィ

ー行 きのバ スに 乗 った時
， 父親 が見 送 りに

来 て くれ た そ うです 。 いつ もの よ うに酒 を

飲 ん で いた ので し ょう。 父 親が 息子 に与 え

た最 後の 言葉 は こうで した。 「息 子 よ， お ま

えは ろ くな もの に はな らん ぞ 。」

私 は この 宣教 師 と面接 を しなが ら，彼 が

幼 い頃か ら何度 も何 度 もその言 葉 を聞か さ

れ て きた こ とを知 りま した。 ところが， こ

のす ぐれ た青年 は， 主 を代 表す る者 として

主か ら召 され なが ら， 「お ま え は ろ くな も

の には な らん ぞ」 とい う父親 の 言葉 を信 じ

込 ん でい たの です 。 そ こで私 は， 彼 を宣 教

師 と して成 功 させ るこ とに よ り， 父親 の言

葉 が間違 って い る こ とを証 明 しよ う と決心

し ま した。 まず優 秀 な宣 教師 を彼の最初 の

同僚 に して， 深 い関心 と 日々の祈 りに よっ
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て彼の成 長 を見守 って い くよ うに しま した。

確 かに彼 は大 き く成 長 しま した。

伝 道部 長 を解任 され る 日が 近づ くと， 私

は共に働 い て きた愛 す る長老 た ちに最後 の

別 れ を告 げ るため に， 伝 道部 内 を視 察 して

まわ りま した。 その 時， あ の宣教 師 は伝 道

部 内で も非常 に重 要 な責 任 で あ るゾー ン リ

ー ダー にな って い ま した
。彼 は経 験 豊か な

監督 の よ うに ゾー ン大会 の 司会 を務 め ま し

た。 彼 と他の 宣教 師 との 間 は深 い愛 の絆 で

結 ばれ てい る よ うで した。私 の心 には， 彼

の献 身的 な働 き と証 の力 に よ って教 会 に導

か れた大 勢の 改宗 者 の こ とが 浮か ん で き ま

した。私 は大 会の 頃合 い を見 計 らって彼 の

そ ばに立 ち， 彼の 肩 に手 を置 い て言 い ま し

た。 「皆 さんは信 じられ ない で し ょ うが，

この青 年 は昔 あ る人か ら 『お まえは ろ くな

ものには な らな い』と言われていたのです 。」

彼 は私の 方 を向 き， 私 の 目を見つ め て言 い

ま した。 「その 言葉 が 間違 っていたことを証

明 したん です ね， 伝道 部長 。」

彼 の生涯 に これ程 の劇 的 な変化 を もた ら

したのは一体 何 で しょ うか。小 さな農 家 に

育 ったお どお どした少年 が ，神 の人へ と変

わ ったの です。 彼 は い くつ か の興 味 あ る発

見 を しま した 。そ の発 見 に よ り人生 のチ ャ

レンジに立 ち向か い， 物事 を為 し遂 げて い

く備 え をす るこ とが で きたの です 。末 日聖

徒 のすべ ての若 人 は，現 世 と来世 に おい て

自分 の可能性 を引 き出そ うとす るな らば，

成長 の過 程 で この宣 教 師 と同 じ発 見 を しな

けれ ばな りませ ん 。す な わ ち， 自分 が ま さ

に神 の息子 で あっ て，神 の よ うに な る能 力

を備 え， 神が 持 っ てお られ る権 威 と権能 ，

権 力 のす べ て を受 け継 ぐこ とが で きる とい

う真理 に 目覚 め るの です 。 彼 はキ リス トの

約 束が真 実 であることを知 って い ま した。
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「わが 父 の もて るすべ て は彼 に与 え られ る.

べ し。」(教 義 と聖 約84：38)若 人が発 見す

べ き真 理， それ は 自分 が神 の 息子 で あ る と

い うこ とです 。

神 は皆 さん を深 く信 頼 してお られ ます 。

皆 さんは それ を知 って特別 な気持 ちを感 じ

ない で し ょうか。 神の 教会 の 将来 は， 皆 さ

ん の手 に委 ね られ て い ます。 皆 さん は指 導

者 とな るよ うに神 か ら選 ばれ， この時 代 に

地 上へ 送 られ る ため に取 って おか れ ま した。

皆 さんは生 活 の模 範 を通 して， また福 音 を

分 か ち合 うこ とに よって 同胞 に感 化 を及 ぼ

す こ とが で きるの です 。若 人 の皆 さん ，十

分 に その責 任 を果 た して い るで し ょ うか 。

合 衆 国東 部 に住 ん でい るあ る立 派 な少年

は， 自分が 通 って い る高等 学校 の 中 で数 少

ない末 日聖徒 のひ と りで した。 そ の少年 が

宣教 師 の召 しを受 け.ました。彼 は伝 道 に 出

る準 備 をす る間 に両 親 か ら許可 を もらい，

教 会 外 の友 人25名 を自宅 に招 いて お別 れの

パー テ ィー を開 きま した。 そ して， パー テ

ィー の席 で 「幸福 の探求 」 を上 映 し，教 会

の ため に伝道 す る理 由 を説 明 して証 を述 べ

ま した。 そ の場 に いた友 人全 貝 が一 人一 人

彼 を抱 きしめ ，心 か らの愛 と支持 とを伝 え

たの で した。

宣 教師 が さらに発 見す るこ とは， 弱点 や

欠点 が あ りま した。 若年 で あ るに もかか わ

らず 自分 に は まだ 使 っ た こ との な い驚 くべ

き力， す なわ ち同胞 に仕 え て善 い影響 力 を

与 える力 と， 主の 器 とな って 人 々の生 活 を

変 え， 救 いに 導 く力 とを授 け られ て い る と

い うこ とです 。

私 はユー ス カンフ ァ レ ンス で5人 の少年

に 会 い ま した 。 その 中の ひ と りは， 最近 不

活 発 に なっ た少年 で， 彼 が教会 か ら離 れ る

の を放 っ てお け ない友 人か ら半ば 強制 的 に



誘 われ て 出席 して い ま した。 彼は そ の大会

でみ た まに触 れ， 友 人 たちの 愛 に触れ ま し

た。 そ して，4人 の活 発 な少年 と共 に，福

音 に従 って義 し く生活 す る こ とを誓 い合 っ

たの です。 現 在 その 少年 は， 自分 の こ とを

心 配 して くれ た友 人 た ちに感 謝 しなが ら，

宣 教師 として主 のみ業 に携 わっ て い ます 。

若 い友 人 の皆 さん， 私 た ちが奉 仕 を して

い る と， ひ とつ のお も しろ い現 象が起 こ り

ます。 それ は，私 たち に奉 仕 す る 力が増 し

加 わる と同時 に そ の機 会 も ます ます広 が っ

て い くとい うこ とです。 そ して， 幸せ で報

い の 多い生活 をす る偉 大 な秘 訣 を学 び ます 。

この 幸せ は，.富や 名 声や 地位 では得 るこ と

の で きな い本 当の 幸福 です 。 永遠 に続 く真

の幸 福 は，奉 仕に よって もた らされ るので

す。

私 の伝 道 部 で働 い てい た宣教 師 た ちは聖

な る神権 の 崇高 な力 につ い て何か を学 び取

ってい た よ うです 。宣 教 師 たちは 神権 の力

に よって高 め られ ，普 段 の能 力 を遙か に超

え る働 きを し ま した。 その よ うな知 識 は，

主 の代 理 人 として人 々 に仕 え，祝 福 を授け

て神 権 を行 使 す る時 に もた らされ た もので

す 。

ア ロ ン神 権 者 の皆 さんは， メル ケゼ デ ク

神 権 の誓詞 と誓約 に伴 う偉大 に して霊 的 な

賜 に あず か る備 え をす る時 に， この聖 なる

力 を身 に受 け ます 。なぜ な ら，皆 さんは 「天

使 の 導 きと恵み」 を施 す権 利 を授 か っ てい

るか らです 。主 は次 の よ うに約 束 してお ら

れ ます。 「そは，われ 汝 らの前 に 先立 ちて行

くべ け れば な り。 われ は汝 らの 右 に在 り，

また左 に在 らん 。 わが 『み た ま』 は汝 らの

心 の中 に在 り， またわ が天 使 らは汝 ら を囲
いだ

み て懐 き支 えん 。」(教 義 と聖 約84：88)

フ ッ トボー ル の競 技場 で も，教 室 で も， 勉

強 中 も， 仕 事 の時 も， 遊 ん でい る時 も， あ

らゆ る時 に主 は この約 束 を守 っ て下 さい ま

す 。

沖縄 で聖 餐 会 に出席 した 時の こ とですが，

私 は聖 餐 の準備 とパ ス を行 な うア ロン神権

者 の態 度 に感心 しま した。 そ こで私 は話 を

す る番 に な る と， ふ た りの執 事 を招 いて一

緒 に 説教壇 に立 って もらい ました。 その 中

のひ とりに私 は こ う尋 ね ま した 。「人生 にお

けるあなたの 目標 は何 ですか 。」 彼は即 座 に

答 え ました 。 「救 い 主 の よ うに な るこ とで

す 。」 も うひ と りの 少年 に尋 ね ま した。「あ

な たに とって， ア ロ ン神権 を持 ってい る こ

とは どのような意味 が あ ります か。」 彼 はい
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っぱ いに背伸 び を して 説教壇 か ら頭 をの ぞ

かせ る と，誇 ら し気 にこ う言 いました。 「僕

の人生 で最 も名誉 な こ とです 。」

皆 さんは 日本 の兄 弟 た ちの よ うに，神 聖

な奉 仕 の業 に働 く聖 な る召 し と責 任 を尊 ん

でい るで し ょうか。 あ る執事 は，何 を行 な

い ますか とい う質問 に答 えて言 い ま した。

「私 は， 自分 に期 待 され て い る こ とを行 な

い ます。」

愛す る若 い兄弟 の 皆 さん， 神 はす べ ての

息子 の 中か ら皆 さん を選 び 出 して， この末

日の偉大 なみ 業 にお い て御 自身 を補 佐す る

者 とされ ま した。神 は皆 さん を信頼 し， 皆

さんが主 の ま こ との代 理 人 と して大 いな る

チ ャ レン ジに応 えて くれ る と確 信 してお ら

れ ます。 また，重 要 な使 命 を果 たせ るよ う

に皆 さん を備 え， この世 の 少年 や若 い男性

とは異 な って いる こ とを皆 さん が 自覚す る

よ うに求 め てお られ ます 。必 ず し も優 れ て

い るとい っこ とでは あ りませ ん 。異 な っ て

いるの です。 皆 さん は イエ ス ・キ リス トの

福音 と神 の神 権 の祝福 にあず か っ てい る か

らです。 この よ うに 多 くの もの を受 け て い

る皆 さんは， 福音 の光 を知 らない友 人や 仲

間 よ りもよ りよい生 活 を し， 世 に あ って世

の もの とな らな い よ うに期 待 され てい ます。

皆 さんが しっか りと福 音 の鉄 の棒 にすが り，

神 よ り与 え られ た召 しを尊ぶ な らば ，誘 惑

やサ タンの 力に打 ち勝つ 強 さが得 られ るの

です 。

神 が望 ん でお られ るよ うな忠 実 な神 権 者

に な るこ とを妨 げ る もの は何 で しょ うか 。

神権 者 の 中に は，猿 を捕 ま える罠 に は ま

ってい る人が い ます 。ア フ リカの原住 民 は，

実 に巧 妙 な方 法 で猿 を捕 まえ ます。 まず ギ

シの実の 上の 部分 を切 り落 として中 味 を取

り出 し，猿 の手 が 丁度 入 る くらいの大 き さ
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に穴 を広 げ ます。 それか ら中に ピー ナ ッツ`

を入 れて， あ とは地 面 に ころが して お き ま

す 。 入が い な くな る と， 猿 はお い しそ うな

ピー ナ ッツの 香 りに誘 わ れ て，ヤ シの実 に

近づ いて きます。 そ して， 中に入 って い る

ピー ナ ッツ を見 つ け る と， 穴 に 手 を 突 っ

込 ん で ピー ナ ッツ を握 りしめ て取 り出そ う

とします 。 しか し，握 った こぶ しは 穴の 大

きさの2倍 もあ りますか ら手 は抜 け ませ ん。

そ う して もが い てい る猿 を南 京袋 を持 って

来 て捕 まえ るわ けで す。猿 は ひ っか いた り，

か みつ いた り， 金切 り声 をあげ た りします

が ， ピー ナ ッツ を離 して逃 げ よ うとは しな

いの です 。

皆 さん は この よ うな罠 に は まって い る人

を知 らない で し ょうか。最 も大切 な こ と を，

さ さい なこ とで台 無 しに して い る人 は いな

いで しょ うか 。

若 い兄弟 の皆 さん， 慎重 に考 えて いた だ

きた い と思 い ます 。現代 社 会 の誘 惑 に満 ち

た歌， 見せ か けだ け の まが い もの， いわ ゆ

る 「悪 友 た ち」の 向 こ うみず な行為 ， この

よ うな形 の罠 に陥 らない よ うに して下 さい。

さ もない と，サ タン は これ らの悪 だ くみ を

魅 力的 な 包装紙 で 包ん で皆 さんの 前 に置 き，

空 しい結果 へ と導 こ う とす るで し ょう。 自

分 の信 じる こ とを堅 く守 り，信 仰 に対 して

忠実 に生 きる勇気 を養 っ て下 さい 。

最 近， 西バ ー ジニア州 で霊的 な黒 人 の少

年 が教会 に入 りま した。彼 は 自分 の生 活 に

もた ら され た新 た な真理 に胸 を躍 らせ ， 高

校 の友 人 たち に もイエ ス ・キ リス トの福 音

を知 って も らいた い と思 い ま した。 しか し，

友 人 たちは福 音 が厳 しす ぎ る と言 い ま した 。

そ れに対 して この少 年 は，私 たちが 誇 り と

すべ き言葉 を返 しま した。 「キ リス トの真 の

教会 に従 うの に，何 が厳 しいので しょうか。」



年 若 い友 人の 皆 さん， 私 は この 人生 にお

いて， 神 の戒 め を守 るこ とに よ って幸福 が

もた らされ る こ とを知 りま した。 アルマ は

苦労 の末 に ようや く 「罪悪 は決 して幸福 を

生 じた こ とは ない」(ア ルマ41：10)と い う

真 理 を学 び ました。 彼 の言 葉 を信 じて下 さ

い。 人生 設計 をす る時 は， 皆 さんが 信頼 し

て い る男性 や 女性 の 経験 と信仰 か ら必要 な

こ とを学 び取 って下 さい。 も し皆 さん が熱

心 に真 理 を求 め， その 麗わ しい原則 に従 っ

て生 きるな らば ，皆 さんの 生活 は豊 か で実

りの あ る しか も活力 あ ふれ る もの とな るに

違 いあ りませ ん 。天 父 は神 の王 国 を築 くた

め に力 あ る男性 を必 要 として お られ ますが，

私 の 見 る限 り， 皆 さん は天 父が 得 られ た最

強の つ わ もので あ る と思 い ます。

讃 美歌 に この ような歌 詞が あ ります 。「シ

オ ンのつ わ もの イスラエルの望 み 」(讃 美歌

95番)こ れ が皆 さんの こ と を歌 った歌 で あ

る こ とに気づ いてお られ るで し ょうか 。 キ

ンボ ー ル大管 長 の次 の 言葉 は， その こ とを

思 い起 こ させ て くれます 。「私 たちは… …特

別 な使 命 をおび た高 貴 な世 代 を育 て てい る

の です 。」(Eηs匁 η 「エ ンサ イン」1976年5

月号，p.45)

皆 さんが行 な うべ き特 別 な使 命 の 中には，

国の 統 治者や 立法 者， 実 業家 ，専 門家 ，教

師， 小売 商， 農 夫 な どにな るこ とが含 まれ

て い ます 。 しか し， さ らに特 別 な使命 が あ

ります 。 それ は， シオ ンの王 国 を確 立す る

業 に加 わ って， そ の建 設 を助 け るこ とです 。

若人 の皆 さん， それ に は 多 くの 人々が 人生

に備 える ために 行 な う簡 単 な方法 だ けでは

不 十 分 です 。永 遠 に まで わた る遠 大 な 目標，

達成 す るた め に勇気 と決 意 を要す る 目標，

その よ うな 目標 を立 て なけ れば な りませ ん 。

皆 さんの 中 で今か ら5年 後，10年 後，25

年 後 の 自分 の姿 を心 に 描 いて い る人 が何 人

い るで しょ うか 。 自分 自身 をよ くコン トロ

ールす るため に，また人生 の犠牲 者 とな らな

い ため に， どの よ うな備 え を して いる で し

ょ うか 。 自分が どこへ 行 こ う として い るか

を理 解 して いる少年 に とって， 前途 に立 ち

ふ さが る もの は何 もないの です 。

も し私が 皆 さん と同 じア ロン神権 者 であ

れ ば， 今す ぐに い くつ か の大切 な 目標 を立

て る で し ょう。

第1に ， 「伝 道 に 出る」 とい う目標 です 。

私 た ちは キ ンボー ル大 管長 の もとに こ うし

て集 って い ますが， 大 管長 はす べ ての若 い

男性 が 伝道 に出 るべ きで あ る と述べ て お ら
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れ ます 。皆 さん は キン ボー ル大管 長 を予 言

者 と して支持 して いる で し ょ うか。 も し支

持 して い るな らば， 皆 さん の答 え はひ とつ

です。 「いつ出ましょうか 。 その ため に準 備

します 。」伝 道の 経験 は，皆 さん の生 涯 で最

も重要 な 出来事 の ひ とつ に な るで しょ う。

「お まえは ろ くな もの には な らな い」 と言

われ たあ の宣教 師 の よ うに。

第2に ， 「主の 宮居 で結 婚す る」という目

標 です 。

これ が皆 さんの永 遠 の 目標 に とって いか

に重大 な もの であ るか理 解 しさえす れ ば，

神 殿以 外 の場 所 で結婚 す るこ とな ど考 え ら

れ ないで し ょ う。 それ に伴 っ てデー トの相

手や その方法 が決 め られ ，皆 さん の道徳 観

や 霊性 すべ て に影 響 して き ます 。

第3に ， 「神 の教会 にいつ も活 発 に集 う」

とい う目標 です 。

この 目標 に よ り， 地上 の何 物 に も代 え ら

れ ない錨 が 得 られ ます。 なぜ な ら， 幸福 の

真 の意 味 を知 る機会 が与 え られ るか らです 。

どこへ行 こ う とも兄 弟姉 妹 が皆 さん を愛 し，

支 持 して くれ るの で，確 か に 自分 は神 の教

会の一 員 であ る と確 信す るこ とで しょ う。

また， イエ ス ・キ リス トの福 音 の 中で何 が

しか の兄弟 愛 を感 じて， キ リス トが 救 い主

で ある こ とを知 り， 証 の炎が 燃 え上 が る こ

とで しょ う。

こ うした 目標 が皆 さんに どの よ うな結 果

を もた らす か考 え て下 さ い。誘 惑 は必 ずや

っ て来 ます 。 しか し上 に述べ た 目標 が あれ

ば，誘 惑 に対 抗 す る備 えが で きて い ます 。

皆 さんは前 もって次 の よ うな選択 を して い

ます。 「私は伝道に出 ます」， 「神 殿 で結婚 し

ます」，「教会 に活発 に集 い ます」，「だか ら，

誘 惑 には決 して負け ませ ん!」 この よ うに

基本 とな る決 意 をあ らか じめ 固め て おけ ば，
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後 に なって細 か な一 つ一 つ の選 択 に心 を悩

ませ る必要 は な くな るで しょ う。知 恵の 言

葉 を守 る，道 徳 的 に清 い生 活 をす る， 集会

に 出席す る， 什 分 の一 を納 め る，福 音 を研

究す る， この よ うな選択 はす でに な され て

い るの です か ら。皆 さん は大切 な原則 につ

い て少 し も妥協 しな いで しょ う。 そ して，

自分 自身 の生活 を管理 し戒 め を守 るこ とに

よ りもた らされ る平 安 を享受 す るで し ょ う。

皆 さん は神 の息子 であ り， 人生 に おい て

果 たすべ き特 異で重 要 な役 割 と， 同胞 に対

す る重 い責 任 を負 っ てい ます。 天 父 は皆 さ

ん に知 恵 と， 勇気 と， 忍耐 力 と，理 解 力 と，

そ して兄 弟姉 妹 に対 す る愛 を授 け て お られ

ます 。 そ して， 皆 さん が道 徳 的に清 く健 全

な生 活 を して， 誘惑 や 悪 に立 ち向 か う強 さ

を持 て る よ うに助 け てお られ ます。 選 び抜

か れ た若 人 の皆 さんの上 に天 父か らの祝 福

が 注が れ て， これ らの こ とが理 解 で き るよ

うに心か ら祈 って い ます。

こ こは皆 さんの世 界です 。成 長 し， 学 び，

奉仕 す る， 無 限の可 能性 に包 まれ た麗 わ し

い世 界 です 。 この世 界が皆 さんの もの で あ

るこ とにお 気づ きで し ょ うか。 兄弟 の皆 さ

ん， 皆 さんが 現 在行 なっ てい る備 え を通 し

て， また天 父 と御子 を愛す る しる しと して

の気 高 い奉仕 の業 を通 して よ りよい世 界 を

築 き， 力強 い模 範 と教 え に よ り福音 の真 理

の証 を宣 べ て いた だけ な いで しょ うか 。 シ

オ ンのつ わ もの が 「正義 と真 理 の剣 をふ る

い」，神 の大 いなる目的の ため に用 い られ る

神の 兵士 とな る よ うに， 心 か ら祈 って い ま

す。これらの こ とを私 た ちの救 い主 イ エ ス・

キ リス トの聖 なるみ 名 を通 して申 し上 げ ま

す。 アー メン。
舞

王

わ



第 二副管長 マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

神権に属ける誓詞と誓約

「人が永遠の生命に向かって最大限の進歩を遂げる唯一の道は……メルケ

ゼデク神権を受けてその召しを全力を尽くして遂行することてす。」
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愛 す る兄 弟 の皆 さん・ 今 大会 の ス ケ ジュ
ー ル に よ ります と

， こ こで私 が話 をす

るこ とに なっ て い ます 。私 は 「神権 に属 け

る誓 詞 と誓 約」(教 義 と聖 約84：39)に つ

いて2，3お 話 しよ うと思 い ます。 この会

場 に集 っ てい る人 々 は， す べ て神権 を持 つ

兄弟 たちだ か ら です 。教 会 設立150年 祭 を

祝 うにあ たっ て私 の心 に浮 か んだ こ とは，

教会 が組 織 され る10カ 月前 に， ジ ョセ ブ ・

ス ミス とオ リヴ ァ ・カウ ドリが ペ テ ロ， ヤ

コブ， ヨハ ネ の3人 か らメル ケゼ デ ク神 権

を受 け て いた こ とです 。

昔 か ら神 の民 は いつ も契 約の 民 として知

られて い ま した。福 音 は それ 自体 が 「新 し

く且 つ 永遠 の誓 約」(教 義 と聖 約132：4)

です 。 イサ ク とヤ コブ を通 して世 に現 われ

た アブ ラハ ムの 子孫 は， 誓 約の 民 と呼 ばれ

て い ます 。私 た ちは誓約 に よって教 会 に加

入 します 。 つ ま り， バ プテ スマ の水 に 入 る

時に， 誓 約 を交 わす の です 。 日の光 栄 の結

婚 に お け る新 し く且 つ永 遠 の誓 約 は， 日の

光栄 の王 国 で昇 栄 を得 るた めの 門に あた り

ます 。 そ して 男性 は， 誓詞 と誓約 に よっ て

メル ケゼ デ ク神権 を受 け ます。

誓 約 とは，2者 あ るいは それ以 上 の当事

者の 間 で交 わ され る取決 め であ り， 誓 詞 と

は その取 決 め にお け る約 束 を破 らない とい

う宣 誓 をす る こ とです。 神権 の 誓約 では，

主 な る御 父 と神権 を受 け る人が その 当事 者

とな り， 各 々が 然 るべ き義務 を負い ます。

神 権 を受 け る 人は ，神 権 の 召 しを全 力 を尽

く して遂 行 す る とい う義 務 を引 き受 け ，御

父は 誓詞 と誓約 に よ り， 以下 の約 束 を与 え

て下 さい ます。 す なわ ち，神権 の召 しを全

力 を尽 くして遂行 す る人は， 「『み た ま』 に

よ り聖め られて その 肉体再 新 さ(れ)… …

教 会 員 に して王 国の 民 とな り神 の選 民 とな

る」 の です 。 さ らに救 い主 は次 の よ うに述

べ てお られ ます。 「これ らの者 は…… わが 父

の王 国 を受 くるな り。 この故 に わが 父の も

て るすべ て は彼 に与 えら るべ し。」(教 義 と

聖 約84：33-34，38)
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神権 を受 けて その 召 し を全 力 を尽 くして

遂 行す る人 々につ いて， さらに次 の よ うに

記 され て い ます。

「御 父は これ らの 者の 手 にすべ て の もの

を与 えた まい，

また， 彼 らは御 父 の無 上完 全 と御 父 の栄

光 とを受 けた る祭 司に して，また王たるな り。

而 して… …神 の生 み た も う独子 の神権 に

……等 しきい と高 き神 の祭 司 な り。

この故 に彼 らは 誌 され た る如 く神 々 に し

て， す なわ ち また神 の子 な り。」(教 義 と聖

糸勺76：55-58)

御 父 はこれ ら人知 の 及 ばな いほ どの祝 福

を， 誓詞 と誓 約 に よ りメルケゼ デ ク神権 を

受 け る人々 に約束 し， それ を 「破 るこ とも

変 え るこ と も為 した も うは ず な し」(教 義

と聖 約84：40)と 述べ て お られ ます。 しか

し， これ まで述べ て きた祝福 は， 神権 に聖

任 され ただ け で もた らさる もの では あ りま

せ ん。神 権 に聖任 され る こ とは， 祝福 を受

け るための 必要 条件 です が， 祝福 を保 証 す

るもの で はあ りませ ん 。実際 に祝 福 を受 け

るに は，神 権 を受 けた時 に課 せ られ た責 任

と義務 を忠 実 に果 た さなけ れば な りませ ん。

す なわ ち， 神権 の 召 し を全 力 を尽 くして遂

行 しなけれ ば な らな いの です。

では，神 権 の召 しを全力 を尽 くして遂 行

す る とは， どの よ うな意味 で しょ うか 。 こ

の誓 詞 と誓約 が啓 示 され た時， 主 はそ の場

に会 してい る神 権 者 に向か って，「われ は正

に 天の衆群 とわが 天の 使 た ちに汝 らを預 け

た り」(教 義 と聖 約84：42)と 言わ れ ました 。

これは私 に とっ て非常 に神 聖 で心 に迫 る言

葉 です 。主 は神権 を持 つ 人々 を天 の衆群 と

天 の使 たち に預 け られ たので す。

さ らに主 は長老 たちに 向か っ て次 の よ う

に述べ てお られ ます 。
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「われ今 汝 ら 〔神権 者 〕 に一 つ の誠 命 を.

与 えて汝 ら自 らを警 め しむ。 す なわ ち汝 ら

永遠 の生 命 な る言に 勉め て心 を留 め よ。

そ は， 汝 ら神 の 口 よ り出 るすべ て の言 に

よ りて生 くべ け れば な り。」(教 義 と聖 約84

：43-44>こ の勧 告 に従 うこ とに よっ て，

神 権 者 は 「神 権 に属け る誓詞 と誓 約」(教 義

と聖 約84：39)の 中で天 父が 述べ て お られ

る祝 福 と報いにあずか ることがで きるの です 。

神 権 を受 け た後 に誓約 を破 る人 の状態 に

つ い て， 主 は こ う述 べ てお られ ます 。

「何 人 に まれ一度 この誓約 を受 けて 後 こ

れ を破 り， また こ とご と くこれに違 背 す る

者 は この世 に於 て も未 来 の世 に於 て も罪 の

赦 しを受 くるこ となか るべ し。」(教 義 と聖

約84：41>誓 約 を破 る人 にそ の よ うな罰が

科せ られ る こ とか ら， 誓約 に伴 う責 任 を受

け 入 れ るこ とに ため らい を感 じる入が い る

か も しれ ませ ん。 この ため らいは， 罰 を定

め た聖 句 に続 く部 分 を読 めば解 消 され るで

しょ う。 す なわ ち， 誓詞 と誓 約 を受 け ない

人は， 受 け た後 に それ を破 る人 とほ とん ど

変 わ りが な い こ とが 分 か る の です 。主 は

次 の よ うに述 べてお られます。 「而 して汝 ら

が受 け た るこの神 権 に来 ら ざる者 はすべ て

禍 な るか な 。」(教 義 と聖 約84：42)

これ らは 「神権 に属 け る誓詞 と誓 約」 が

厳粛 に意 味 す る ところ です 。教義 と聖約 の

第84章 を開 くと，33節 以 下 に主が 与 え られ

た啓 示 の全文 が掲 載 され てい ます。

この 啓示 か ら明 らか な こ とは， 人が永 遠

の生 命 に 向か って最 大 限 の進歩 を遂 げ る唯.

一 の道 は
， そ のた めに 私 たち は この世 に来

て い るの ですが ， メル ケゼ デ ク神権 を受 け

て その 召 しを全力 を尽 くして遂 行す る こ と

で す。 それによって 「神 の賜 の 中最大 なる」

永遠 の 生命 を享 受 で き るので あれ ば，神 権



に属 け る召 しを遂行 す るため に要求 され る

事柄 をは っ き り と心 に留 めて お くこ とが 非

常 に大切 にな ります。 召 しを果 たす ため に，

少 な くと も次 の3つ の こ とを行 な う必要 が

あ る と思 い ます 。

1.福 音 の知 識 を得 る。

2.福 音 の標 準 に従 って生 活す る。

3.献 身的 に奉仕 す る。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは福 音 の知 識 を

得 る こ との 大切 さにつ い て， 「人 は 無 知 に

して救わ るるこ と不 可能 な り」(教 義 と聖 約

131：6)と 述 べ て い ます 。真 理 に対 す る無

知 につ い て彼が 考 え てい た こ とは， それ以

前 に語 っ た彼 自身 の言葉 か ら明 らか です。

「人 は持 っ てい る知 識の程 度 に しか救 わ

れ な い。 も し知 識 を得 なけ れ ば，他 の世 界

で悪 魔 の力 に捕 え られ るか らであ る。悪 魔

に従 う霊 たち は地上 の 多 くの 人々 よ りも多

くの知 識 を持 って お り， 従 っ て 多 くの 力 を

有 して い る。 この ため我 々 を助 け， 神 にか

か わ る知 識 を もた らす啓 示が 必要 な ので あ

る。」(ハrお，oηノ(ゾ漉θCぬππ物 「教会 歴史」

4：588)

神 にかか わ る知 識以 外 に， 人を救 いに導

く知 識 は あ りませ ん。教 会 が組 織 されて問

もな い頃， 主 は兄弟 たちに こ う言わ れ ま し
めぐ み

た。 「汝 らは 恩 恵 と真 理 の智 恵に於て生長せ

ざるべか らず。」(教 義 と聖約50：40)

また主 は1847年1月 ， ウ ィンター ・クォ

ー ター ズ で， ブ リガム ・ヤ ン グ大 管長 に次

の よ うな啓示 を与 え られ ま しま。

「智 恵 な き者 は その眼 開 けて 見 るこ とを

得 ， そ の耳開 け て聞 くこ とを得ん ため に，

自ら を卑 う して 神 な る主 に呼 ぴ求 め て智恵

を得 よ。

われ わが 『み た ま』 を世 に遣 して，真 に

へ り下 る者悔 いる精 神 あ る者 に 智恵 を授 け，

神 を敬 わ ざる者 を罪 あ り とす れ ば な り。」

(教 義 と聖約136：32-33>

この啓 示が 与 え られ る14年 前 に， 主 は兄
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弟 た ちに次 の よ うに勧 告 され ま した。

「われ また汝 らに一 つ の誠 命 を与 う
。す

なわ ち， 汝 ら今 よ り後祈 り と断 食 と を続 け

て行 うべ し。

またわれ汝 らに一 つ の誠 命 を与 う。す な

わ ち汝 ら互 い に この 王 国の教 義 を教 ゆべ し。

汝 ら熱心 に教 えよ， さ らば わが恩 恵 は汝

らに伴 い， か くして 汝 らの理 解 す る必要 あ

る理論 と原理 と，教 義 と福 音 の律法 と，神

の王 国に就 け るすべ て の事 は更 に 完全 に教

え らる。」(教 義 と聖 約88：76-78)

福 音 を学 ぶ最 良 の方 法 は，聖 典 を研 究す

るこ とです。私 たち はすべ て の メル ケゼ デ

ク神 権者 に モル モ ン経 を読 む よ うに勧 め て

い ますが， それ は福 音 につ いて もっ と学 ん

でい ただ くため です 。モ ル モ ン経 を熱 心 に

研 究す る 人は，福 音 の真理 を学 び ます。 モ

ルモ ン経 に は 「異邦 人並 び にユ ダヤ 人 に与

うるイエ ス・キ リス トの完全 な る福 音 」(教

義 と聖約20：9)が 記 され て い るか らです 。

予言者 ジ ョセ ブは この書 物 に深 い感銘 を受

け て， 兄弟 た ちに次 の よ うに語 って い ます 。

「モルモ ン経 は この地上 に おけ る最 も正 確

な書物 で あ り， 私 た ちの宗 教 のか なめ石 で

あって， 人が そ の教 えに従 って最 も神 に近

づ くこ とので きる書 物 で あ る。」(H魏oη

σ'加C伽 劣漉 「教会 歴 史」4：461)

しか し， 聖典 か ら福音 を学ぶ だ け では十

分 で あ りませ ん。 日々 の生 活 の 中で，神権

にお ける召 し を全 力 を尽 くして遂行 しな け

れ ばな らな いの です 。事 実 ，福 音 の知 識 を

得 るこ とと， それ に従 っ て生 活す る こ とは，

相 互 に依 存 し合 うもので あ り， 一 方 を切 り

離 して考 え る こ との で きない ものです 。生

活 の 中で実践 す る こ とな しに， 福 音 を完全

に学ぶ こ とはで き ませ ん 。福音 の知 識 は段

階 を踏 んで もた らされ ます 。福 音 を少 し学

84

ん では 実践 し， さ らに学 んで は実 践す る，

この永 遠 に続 く行程 を繰 り返 すの です 。 こ

れ が福 音 の完 き知 識 に到達 す る道 です 。

愛弟 子 ヨハ ネ は， イエ ス御 自身 もこの 方

法 に よって完 き を受 け られ た と記 して い ま

す 。 「われヨハ ネ，彼 の最：初 に完 き を受 け ず

して恩 恵に恩 恵 を受 け し を見た り。 され ば，

彼 は…… 絶 えず恩 恵 に恩 恵 を加 えられ， つ

い に完 きを受 け しな り。」(教 義 と聖 約93：

12-13)イ エ スは私 たちが 歩むべ き道 を次

の よ うに定 め てお られ ます 。

「汝 らわが誠 命 を守 らば
，御 父 の完 きを

受 け， わが 御 父 に於 け る如 く， 汝 らわれ に

あ りて栄 を得べ し。 この故 に汝 らに告 ぐ，

汝 ら恩 恵 に恩 恵 を加 え らるべ し， と。」(教

義 と聖 約93：20)さ らに， 聖典 には こ う記

され てい ます 。

「而 して
， 人 もし彼の誠 命 を守 らずん ば

完 きを受 くる こ とな し。

彼 の誠 命 を守 る人 は真理 と光 とを受 け，

つ い に真理 に よ りて栄 光 を得 て， すべ て の

事 物 を知 る。」(教 義 と聖 約93：27-28)こ

れ らの聖 句 を読 んで心 が喜 びに満 た され な

い人 が い るで し ょうか 。

イエ スは，聖 典 の 中に私 た ちが 守 るべ き

戒 め が記 されて い るこ とを指 摘 し， さらに

次の よ うに述 べてお られます 。「汝 ら もしわ

れ を愛す れ ば， われ に仕 えわがす べ ての誠

命 を守 るべ きな り。」(教義 と聖約42：29)

「され ど
， わが誠 命 を守 る者には われ 王国 の

奥義 を示 さん。而 してこれは彼の中 にて 生 け

る水 の井 戸 とな り， 生け る水 は 湧 き出 でて

永遠 の生 命 とな らん。」(教義 と聖 約63：23)

個 人 の行 な いに関 す る戒 め は， その 多 く

が教 義 と聖 約 第42章 に 記 され てい ます。 予

言者 ジ ョセ ブ は この章 を 「教会 の律 法 を包

含す る啓示 」で あ る と呼 ん でいます 。(教 義
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強 ， 燦 ，

と聖 約42， 前文)神 権 者 はすべ て この 啓示

に精 通 し，さらに第59章 と第88章 の 特 に117

節か ら126節 に記 され て い る指 示 を詳 し く

学ぶ 必要 が あ ります 。確 か に， 与 え られ た

召 しを全 力 を尽 くして遂 行 し 「神権 に属 け

る誓 約」 に約束 されて い る祝 福 に あずか り

た い と心 か ら願 う神権 者 は， 個 人 の行 な い

につ い て聖典 や現 代 の予 言 者 を通 して与 え

られ るすべ ての 指示 に精 通 して い なけれ ば

な りませ ん 。神 の武具 が 何 で あ るか を知 ら

なけ れば ， 「悪魔 の策 略 に対 抗 して立 ちうる

ため に， 神 の武具 で身 を 固め」(エ ペ ソ6：

11)る こ とはで きない の です。

しか し戒 めは， 個 人 の行 な いに関 係す る

もの だけ で はあ りませ ん 。 すべ ての神 権 者

は人 々 に奉 仕 す る とい う責 任 を与 え られ て

い ます。 この奉仕 とは， 神権 の あ らゆ る祝

福 と ともに 回復 され た福 音 を地 のすべ ての

人々 の も とへ もた らす こ とで あ り，互 いに

慰 め合 い， 強 め合 って，神 のすべ て の聖徒

た ちが 完 全 な生活 を送 る こ とが で き るよ う

にす る こ とです 。

この奉仕 につ いて は，聖 典や 生 け る予 言

轟 ・ 無 藻

者の 言葉 を通 して詳 し く説 明 されて い ます 。

主は そ の責 任 を神権 者 の肩 に置 かれ ました。

した が って， そ れ を正 し く果 たす こ とが で

きるの は，神 権 の召 しを全 力 を尽 くして遂

行 す る神 権 者 だけ なの です 。す なわ ち福音

に通 じ， その標 準 に従 って生 活 し， 主 が宣

言 され た精 神 を持 って献 身 的に， また熱心

に奉仕 をす る神権 者 です 。聖典 には こ う記

され て い ます。 「人は 努め て善 き業 に従 い，

多 くの事 をその 自由 意志 に よ りて為 し， 多

くの正 しき事 を為 し遂 げ よ。 そ は人 自らの

中に 自由 の 意志 あ りて 己れ の事 を 自ら為 す

者 な れば な り。」(教 義 と聖 約58：27-28)

この よ うに与 え られ た召 しを全 力 を尽 く

して遂 行 して い る神権 者 は ， 「神 権 に属 け

る 誓詞 と誓約 」 の中 で主 が約 束 してお られ

る報 いに あず か る こ とが で き るのです 。私

たち一 人一 人が この選 ば れ た神 権者 のρ と

りに数 え られ る よ うに，心 か らへ り くだ り

イエ ス ・キ リス トの み名 を通 して お祈 りし

ます 。アー メ ン。
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大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

教会員の必要を満たすために働く

効果的に委任し，教授能力を向上させ，少数民族に手を差し伸べ，情緒的

に特別な援助を必要とする人々を助け，なおかつ自分自身の家族を軽んし

てはならない。

愛 する兄弟の皆さん・総絵 の神権部会
でこ う して皆 さん とお会 いす るた びに，

私 は大 きな喜 び に満 た され ます 。私 た ちは

ソル トレー ク ・シ テ ィー の テ ンプル ス クエ

アの タバナ クル をは じめ ，世 界 各地 に設 け

られ た2，000以 上の 会場 に集 って い ます 。

これ だけの神 権 者の 集 ま りが ， いか に強 大

で聖 な る力 を表 わ して い るか 考 えて み て下

さい 。兄弟 の皆 さん，神 の神 権 を有 す る私

た ちに，様 々 な祝福 が与 え られ て い るこ と

をうれ し く思 い ます 。

兄弟 の皆 さん，話 を始 め る にあ た って ま

ずお伝 え して おか なけ れば な らな い こ とが

あ ります。 ア メ リカ合衆 国 の国 民 の皆 さん

に 申 し上 げ ます 。選 挙が で きる年 齢 に達 し

て いる人 は，来 月11月4日 水 曜 日に各地 の

投 票所 へ行 って， この 国の 自由 と権 利 を守

る ために最善 の働 きの で きる最 も有 能 で優

れ た人に投 票 して下 さい。教 会 は いか な る

候 補者 に対 す る支持 も表 明 しませ んが， 皆

さん が人格 と， 知性 と， 能 力 にお いて優 れ

た男性 や女 性 に投 票す る ように願 ってい ま

す 。 皆 さんが 審判 を下 す の です。 さ らに私

た ちは， 教会 の建 物や 組織 が いか な る候 補

者 の選 挙 活動 に も利用 され ない よ うにお願

い し ます 。

聖典 を読 ん で研 究 して い くと， 救 い主 は

主 の群 れ に属 す る一 人一 人の福 利 と群 れ 全

体 の福 利 を常 に考 えてお られ た こ とが分 か

ります。 この 悩 み 多 き時代 にあ って教 会 員

の必要 に心 を配 り， その 必要 を満 た す ため

に働 く とい う原 則，私 が今 晩 お話 した い こ

とは この 原則 な ので す。

監 督 と支部 長 の皆 さん ， ワー ド部や 支 部

の愛 す る会員 や 家族 が必要 とす る こ とに ，

油断 な く気 を配 って下 さい。 皆 さん は私 た

ちの 民 を養 う羊 飼 いです 。副 監督 や 副支 部

長 をは じめ， 皆 さん の指 示 の も とで 奉仕 し

働 いて い る人々 に，様 々 な プ ロ グラムの 管

理 運 営 を で きる限 り委任 して下 さ い。 この

点 を強調 して い くな らば ，重 大 な問 題 を抱

え て いる教会 員 を， 問題 が まだ 小 さ く解 決
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で き る状 態 の時 に， い ちはや く見つ け る こ

とが で き るで し ょ う。 また， 会 員の 家族 の

中に 見 られ る小 さ な いさかいや 問題 に気 を

配 って下 さい。 そ うすれ ば彼 らが最 も必 要

とす る時 に思 いや りや 勧告 や 愛 を示 す こ と

がで きるで しょ う。 皆 さん は問題 を抱 えて

い る青 少年 の た めに 今す ぐ時 間 を さ くこ と

に よ り， 彼 らを救 いへ 導 くこ とが で きます 。

その ため の1時 間は ，彼 らが 教 会に 来 な く

な ってか ら再 活 発化 をは るか た めに 費や す

数 百 時間 よ りもは るか に価 値 が あ るの です 。

これ まで何 度 もお 話 して きた よ うに， 他

の人 にで きる仕 事 は 委任 して，皆 さん は今

述べ た よ うな皆 さん に しか で きな い仕 事 を

行 な え る よ うに して下 さい。 ホー ム テ ィー

チ ャー に群 れ を見守 る手助 け を して も らう

べ きです 。 ホー ムテ ィー チ ャー は た とえ監

督や 支 部長 の よ うに カウ ンセ リン グが で き

な くとも， 定 員会 の指 導 者や 監督 会 の指 示

の も とに適 切 で予 防効 果 の あ る多 くの援 助

を与 え る こ とが で き ます 。

ス テー キ部 長， 監督 ，支 部長 の皆 さん，

教 会 にお け る教授 能 力の 向上 に特別 な関心

を払 って下 さい。救 い主 は， 「わ た しの羊 を

養 いなさい」(ヨ ハ ネ21：15-17参 照)と 言

われ ました。私 が 心配 してい る こ とは， 多

くの教 会 員が 集会や クラスに 出席 しなが ら，

ほ とん ど何 も得 られ ない ま ま家 路 につ いて

い る ことです 。 これ は何 らか の抑圧 を受 け

てい る人や ，誘 惑や 危機 に頻 して い る人に

とって， まこ とに不 幸 な事 態 です。 私 たち

はだ れ で も， み た まに触 れて霊 的 な糧 を得

る必要 が あ り， 効 果的 な教 授方 法 は これ を

実 現 す る最 も重 要 な手段 なの です。 私 たち

は会 員が教 会 に 来 るよ うに， しば しば強 力

な働 きか け を行 ない ますが ， 彼 らが 教会 に

来 た 時に受 け る もの につ いて は，適切 な注

意 を向け て い ませ ん。

昨 日私 は地 区代 表 の方 々に， すべ ての会

員 が 直面 して い るチ ャ レン ジにつ いてお話

し， 彼 らの注 意 を喚起 しま した。 そのチ ャ

レ ンジ とは，私 たち の周 囲に住 ん でい る文
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化 の異 な る人々や 少数 民族 と親 し くな り，

彼 らに福 音 を教 え るこ とです 。 この善 良 な

人々に特 別 な関心 を寄 せ て何 らか の働 きか

け をしなけ れば，私 た ちは彼 らを失 って し

まい ます 。1977年 の4月 に，私 は レー マ ン

人につ いて この ようにお話 しました。 「ただ

単 に レー マ ン人 に福 音 を教 えて釈 くだけ で

な く，私 た ちは彼 らの中 に教会 を設立 しな

けれ ば な りませ ん。」(R卿o媚1Rゆ 廻sθ蛎α一

'勿θ∫6勉勿α7「地 区代 表 セ ミナ ー」1977年

4月1日)こ の声 明 はあ らゆ る文化 圏に共

通す る もの です 。

過 去2，3年 にわ た り， 言語 や文 化 面 で

特別 な問題 を抱 えて いる地 域 では， 基礎 教

会 プロ グラムが 実施 され， 成果 を挙 げ て い

ます 。 このプ ロ グラム 用の 手 引 きや テキ ス

ト，報 告書 類 は，完 全 な教 会 プ ロ グラム の

それ よ りか な り簡略 化 され て い ます 。 これ

は実 に素晴 ら しい プ ロ グラム で，現 在 ほ と

ん どの言語 で実 施す るこ とがで きます 。 ま

た， 必要 に見合 った経 費の かか らない小 さ

な建物 も設 計 され てい ます 。御 夫婦 の 方々

は基礎 教会 プ ロ グラム につ いて 訓練 を受 け ，

あ らゆ る国々の あ らゆ る民 の 中に教 会 を設

立す るため に働 くこ とがで きます。 手 引 き

に従 って この プ ログ ラム を活用 して い る地

域 では，著 しい成果 をあげつ つ あ ります。

私 たち は神 権指 導 者 の皆 さん が この プ ロ

クラムに精 通 し，主 の 民に祝福 を もた らす

ため に活用 され るよ う， 心か らお勧 め しま

す。主 は この よ うに述 べ て お られ ます。 「世

の人 々は今 は 肉に耐 えず して，乳 を飲 まざる

べ か らざる時 な り。」(教 義 と聖約19：22)

兄弟 の皆 さん， 特 に ステー キ部 長， 監 督，

支部長 の皆 さん， もうひ とつ 非常 に 大切 な

こ とが あ ります 。 それ は， 皆 さんの 囲 いの

中 で悲 しん で い る人， 孤独 な人， 肉親 を失
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った 人な どに， 絶 えず 心 を配 るこ とです 。

私 た ちの 中 には特別 な思 いや り と心づ か い

を必要 とす る人が 必ず い ます 。 その よ うな

人 々 の こ とを忘 れ た り，見 過 ご しに した り

して はい け ませ ん 。 「父 な る神 の み まえ に

清 く汚れ の ない信心 とは， 困っ てい る孤 児

や，や もめ を見舞」うこ とです 。(ヤ コブ1

：27参 照)

私 たち は礼拝 堂 を建 て る民 として一般 の

人 々 に知 られ て い ます 。私 は， 教会 員 が家

族 を築 く民 と して さ らに知 られ るよ うに願

って い ます 。兄 弟 の皆 さん ，御 自分 の 家族

を軽 ん じては いけ ませ ん。新 たに集 会統 合

ス ケ ジュー ルが 導 入 されて い ます ので， 皆

さんが 十分 に計 画す れ ば， ユニ ッ トの管 理

運営 に 必要 な集 会 を含 めて集 会 統合 ス ケ ジ

ュー ル のすべ て の集 会 を行 な った上 で， 毎

週 日曜 日に 家族 と共 に過 ごす時 間 を数 時間

取 る こ とが で き ます 。 ど うぞ， これ を実行

に移 して，神 権 を持 つ兄 弟 の皆 さん が御 自

分 の 家族 を軽 ん じる こ とが な い よ うに して

下 さい 。 また，教 会 の立 派 なス テー キ部 長

や 監 督， 支部 長， 定 貝会 会長 ， その他 指 導

者 の 皆 さん も同 じよ うに時 間が取 れ るよ う

に して下 さい。

兄 弟 の皆 さん， 親愛 な る兄 弟 の皆 さん，

私 は皆 さん を愛 して い ます6皆 さん が真理

のた め に， 主 な る神 の ため に示 して下 さ る

信 仰 と， 献 身 と， 愛 とに感 謝 してい ます 。

兄 弟 の皆 さん，私 は皆 さん一 人一 人 を， ま

た全世 界 の散 在す る皆 さん の民 を心 よ り愛

して い ます。 主 の恵 みが皆 さん の上 に あっ

て， この教 会 本部 で皆 さんが心 か ら愛 され

てい る こ とを知 る こ とが で きる.ように。 ま

た，神 の祝 福 と平安 が 皆 さ ん と共 に あ りま.

す よ うに， イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ り

申 し上 げ ます 。 アー メ ン。



1980年10月5日(日)午 前 の部

第二 副管長 マ リオ ン ・G・ ロム ニー

悔い改め

「悔 い 改め は主な る イエス ・キ リス トへの 信仰 を持ち ， 『平安 』と 『安 らぎ 』

の祝 福 を伴 う 福音 の赦 しを心 か ら信 しる 人 にもた らされ る。」

主 は言 っ てお られ ます ・「当 教 会 の 長 老
… … た ちは

， 聖 書 と… … モル モ ン経 と

に誌 され た るわ が福 音 の原 則 を教 うべ し。」

(教義 と聖約42：12)そ こで き ょ う，私 は

この戒 め に従 って， 聖書 で もモル モ ン経 で

もと りわけ 強調 され て い る悔 い改め につ い

て少 し述 べ てみ た い と思 い ます 。

バ プ テス マ と聖霊 の賜 を授か るため の按

手 礼 に至 る真の 悔 い改 め は， 罪の赦 しを も

た ら します が， この よ うな悔 い改 め は， 主

な る イエ ス ・キ リス トの照 罪 を信 じない 限

りあ り得 ませ ん。

この重大 な真 実 は， モ ル モ ン経 の 中に，

は っ き りと教 え られ てい ます 。 アルマ は主

の使 いの命 令 に従 っ て，民 に 叫 び ま した 。

「悔 い改 め よ， 天 国は す でに近 け れば な

り。

こ の後， 日な らず して神 の 御子 は…… 降

りた まわ ん。 ……

神 の御 子 が 降 臨 した もうは， その 御名 を

信 じてす で に悔 い改 め た る証 拠 にバ プ テ ス

マ を受 くるすべ ての 者 を贈 い救 わん ため な

り。」(ア ル マ9：25-27)

アルマ は ， イエ スがすべ ての 人 をお救 い

に な る とは言 って い ませ ん。 キ リス トを信

じて悔 い改 め， バ プテ スマ を受 けた 人に 限

られ る と述 べ てい ます。

アル マ の伝 道 中 の同僚 で あ ったア ミュ レ

ク も，同様 の こ とを証 して い ます。 「キ リス

トは その民 の 罪 を賄 うため に世 の人 の中へ

降 り， また世 の人 の罪 も賄 い た もう。主 な

る神 が そ う仰せ にな ったか ら，私 はそれ が

確 で あ るこ と を知 っ てい る。

神 の御子 は ……， 自分 の名 を信 ず る者 た

ち をみな救 いた も う。 この…… い けに えの

目的 は憐 み を与 え るので あっ て， この憐 み

は正義 の要 求 す る罰 に勝 ち， また悔 改め を

生ず る信 仰 を人 に与 え るため に その道 を設

け るの で ある。」(ア ルマ34：8，15)

この よ うに 「憐 み は正義 の要 求 を満 足 し

て， 〔悔 い改 め た者たちを安 全 に保護 するこ

とが で きるが 〕， 悔改 め を生ず るような信 仰
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を起 さない者 た ちは， 正 義の 法 の要求 す る

裁判 を充 分 に受 け るの であ る。 それ で あ る

か ら永遠 に して偉 大 な腰 いの 計画 は， ただ

悔改 め を生ず るよ うな信仰 を起す 者 に だけ

与 え られ る。」(ア ルマ34：16)

イエ スはニ ー フ ァイ人 の弟 子 た ちに次 の

よ っに言 って お られ ます 。

「そ もそ も， 清 か ら ざる もの は御 父の 王

国 に入 るこ とを得 ず。 信仰 を し， すべ て の

罪 を悔 い改め， 終 りまで 誠 をつ くし， 以 て

わが血 に よ りて その衣 を洗 い し者 の ほか に

は御 父の安 息 に入 り得 る者 な し。

さて，世 界 の隅 々に至 る者 た ち よ。 … …

今 悔 い改 め， われ に来 て… …バ プ テ スマ を

受 け よ。 これ汝 らに与 うる命令 な り。」(III

ニー フ ァイ27：19-20)

私が きょ うお話 した い のは， イエ ス を信

じる信 仰 に基づ い た この悔 い改 め， す な わ

ち 「キ リス トの身代 りの贈 罪 とそ の復 活 の

力 とに よって， 自分 た ちが よみ が え って永

遠 の生 命 を得 る こ とを望 む」 とい うこ とに

つ いて です 。(モ ロナイ7：41参 照)個 人的

な問題 で あれ社 会的 ，世 界 的 な問題 で あれ，

あ らゆ る 入間の 問題 を解 決 に導 くの は悔 い

改 めです 。 そ して， 主 な るイエ ス ・キ リス

トが私 た ちに求 め てお られ るの もこの悔 い

改 めです 。

主 は近 代 の弟子 の ひ とりに次 の よ うに 言

わ れ ま した。

「わ れ汝 に命ず
，悔 い改め よ。 わ が 口の

し もと と， わが怒 りと， わが憤 りとを受 け

て汝 の痛 苦甚 しか らざ らんが ため に悔 い改

め よ。す な わち その痛 苦 の如何 に 甚 しきか

を汝知 らず， その 如何 に 強烈 な るか を汝知

らず ， また如何 に堪 え難 きか を汝知 ら ざる

な り。

見 よ， われ は神 〔腰 い主 〕 な るに， 人 も
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し悔 い改 む るな らば この苦 しみ を受 け ざ ら.

んが ため に， すべ て の者 に代 りて この苦.し

み をわが 身に受 け た り。

され ど， 人 もし悔 い改 めず ば誠 に われ と

同 じ苦 しみ を受 け ざるべ か らず。

そ の苦 しみ た るや ， わ れ神 ， す な わ ちす

べ て の 中最 も大 いな る者 な りといえ ど も痛

苦 の ため に身 をふ るわせ ， あ らゆ る毛 の 孔

よ り血 を湧かせ ， 身 と霊 と両 つ な が ら を苦

しめ， す なわ ち この苦 きさかず き よ り呑 ま

ず して し りごみす る も可 な らん こ とを欲 し

た り。

然は あれ ど も， 父な る神 は讃 むべ きか な。

されば われ は この苦 しみ をなめ， 人の子 ら

の為 に 準備 を為 し終 りた り。」(教 義 と聖 約

19：1519)

言 い換 えれば， 正 義の 要求 を満 足 させ る

た めに求 め られ た痛 苦 に イエ スが 耐 え て下

さった こ とに よって ， 人は信 仰 と悔 い改 め

を通 して罪 よ り清 め られ るこ とが 可 能 とな

っ たの です。

主 は続 け て この よ うに 言 って お られ ます。

「これ を以 て
，再 び われ 汝に 命ず ， われ 全

能 の 力 を以 て汝 を挫 か ざ らん ため に汝 悔 い

改 め よ。 なお また， われ汝 に今 言 い た る懲

しめ を与 え ざ らん が ため に汝 その 罪 を告 白

せ よ。」(教 義 と聖約19：20)

人 の罪 の 中で最 た る ものは， イエ ス ・キ

リス トを神 の御 子 として受 け 入れ ず， また

真 の 人生 の道 であ る キ リス トの福 音 を拒 む

こ とです 。

主 は この よ うに 言って お られ ます 。 「人何

事 に も神 を怒 らせ ず また は何 事 に も神 の 怒

り燃 ゆ るこ とな し， ただすべ ての事 の 中 に

神 の御 手 あ るこ とを告 白せず ， そ の誠命 に

従 わ ざ る者 に神 の怒 りあ り。」(教 義 と聖 約

59：21)



「彼 らは主 の義 を打 建 て んため に 主 を求

め ず して， あ'らゆ る者 お のが 心 の ま まに振

舞 いお の れ らの神 の姿 を求 むれ ど も， その

姿 は 人の世 の像 に して その本 質 は一 個 の偶

像 な り。 そ は古 び てつ いに バ ビ ロンに て，

す なわ ちつ い に亡 ぶべ き大バ ビ ロンに て朽

ちん 。」(教 義 と聖 約1：16)

悔 い改 め の本 質 につ いて ，主 は 「人罪 を

悔 い改め しや 否 や は， 見 よ， 彼は 自ら これ

を告 白 しその 罪 を捨 つべ け れ ば， その悔 い

改め た る こ とは こ れ に よ りて 知 る を得 べ

し。」(教 義 と聖 約58：43)と 言 われ ま した。

こ こで， 「捨 て る」 とい う意 味 に つ いて

さほ ど曖 昧 な 点 はな い よ うに 思 われ ますが ，

「告 白す る」 とい う必 要 条件 につ い ては一

般 に あ ま り理 解 され て い ませ ん。 実 際， 罪

を告 白す る とい うこ とにつ いて世 の 中 では

少 なか らぬ混 乱が あ り， 誤 った教 え も多い

の です 。 そ こで， そ う した混 乱 を解決 す る

ため に， す でに話 され た こ とです が， 改 め

て幾つ か の点 を申 し上 げた い と思 い ます 。

私 た ちは 自分 の犯 した罪 をすべ て主 に告

白 しなけ れ ばな りませ ん。 自分 自身 と主 の

ほか だれ に も影響 を与 え ない ま った く個 人

的 な罪 の場 合， 自分 の 罪 を認め て主 に告 白

す れば それ で十 分 で しょ う。

実 際， 自分 の罪 を他 人 に告 白 した ところ

で 良 い こ とは ひ とつ もな いの です 。 ブ リガ

ム ・ヤ ング大管 長 は この よ うに語 っ て いま

す 。「他 人に関 係のない愚行 は 秘密 に してお

きな さい 。 また， 個 人的 な悪 い行 な い もで

き るだけ 黙 って いな さい。 そ して， で き る

限 り人 目か ら隠 しな さい。」(D乞s60%欝6s(ゾ

β万9勿 〃3}ζo襯8「「ブ リガム ・ヤ ング説教 集」

p.158， ジ ョン ・A・ ウイ ッツ オー 編)

しか し， ほか の 人に影 響 を及 ぼす 不 品行

につ い ては， 傷 つけ た相 手 に告 白 し， その

人の赦 しを請 う必 要が あ ります。

時 々，.自分 の 罪 を悔 い改め な いため に教

会 員 として の権利 を危 う くす る人が い ます 。

効 力 の あ る完 全 な悔 い改 め は，悔 い改 め た

罪 人が監 督 あ るいは権 能 を授 け られ たそ の

他 の教 会 管理 役 員 に罪 を告 白す る こ とを要

求 します 。 だか ら とい って， 教会 の管 理役

員 にそ の人 の罪 を赦 す 力が あ るわけ では あ

りませ ん。(こ の権能 は 主御 自身 と，主か ら

特 にそ の権能 を委任 された 人々 だ けが持 っ

て い る)正 当 に任命 された役 貝 に よっ て運

営 され て い る(し か しその権 能 は役 員 では

な く教 会 にあ る)当 教会 は， 事 実 を十分 に

知 り，教 会 の規 律 と周 囲の状 況 を考 慮 した

上 で必 要 な行動 を取 るの です 。

罪 を捨 て，正 しい告 白に よって 主に対 し，

傷 つ け た相 手 の 人に対 し， さ らに 必要 とあ

らば イエ ス ・キ リス トの教 会 に対 して 自ら

の 行 な い を明 らか に した人 は， 自信 を持 っ

て主 の赦 しを請 い， キ リス トの功 徳 に よっ

て新 しい命 に生 きるこ とが で きます。

主 は この よ うに 言ってお られます。「お よ

そす で にそ の罪 を悔 い改 め た る者 は赦 され，

主 な るわれ もはや これ を忘 るべ し。」(教 義

と聖 約58：42)

イエ スに対 す る信 仰 と悔 い改 め に よって

赦 しを得 た人 は， どの よ うな思 い を抱 くで

し ょ うか。 その例 をモル モ ン経 か ら挙 げて

み た い と思 い ます 。

初め は イ ノス書 か らです 。 イ ノスは 次の

よ うに書 い てい ます 。

「さて， 私 は 自分 の罪 を赦 され よ うと し

て，一 心不 乱 に神 の御 前 に祈 っ た こ とにつ

いて あ なた た ちに話 をし よ う。

ご らん，私 は獣 を狩 ろ う として森へ 行 っ

たが ，私 の 父が 永遠 の生 命 と聖徒 の 幸福 に

つ いて教 えた言 葉 を度 々聞 い たのが私 の心
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に深 くしみ こんだ 。

そこで私 は 自分 の心 が 飢 え るの を覚 えて，

私 の造 り主 の御 前 に ひ ざまず き， 自分 の 身

と霊の ため に一 心 こめ て祈 りかつ 願 っ た。

私 は本 当 に一 日中神 に祈 り， 夜 にな って も

まだ私 の声 が天 に とど くほ ど大 きな声 で祈

った。

す る と一つ の 声が 聞 え て 『イ ノス よ，汝

の 罪はす でに許 され た れば 汝 は祝 福 を受 く

べ し』 と仰せ に な った。

私 イ ノス は神 が必 ず偽 を仰 せ に な らな い

こ とを知 って いたか ら， 私 の罪 はす で に こ

れ で取 り消 され たの で あ る。

しか し私 が 主 よ これは ど う して そ うな り

ます るか とたずね た とこ ろ，

主 は 『それ は汝 が これ までに見 しこ とも

聞 き「しこ ともな きキ リス トを信ず るに 由 る。

この キ リス トは 多 くの年 月 を経 ては じめ て

肉体 にて現 わ る。されば，汝 努 め よ。汝 は 己

が 信仰 に よ りて無 罪 とな れ り』 と仰せ に な

った。

私 は この言葉 を聞 くと，私 の兄 弟 であ る

ニ ー ファ イ人 の幸福 を望 む 思 いが心 の中 に

生 じたか ら， か れ らの ため に全 身全 霊 を傾

け て神 に祈 っ た。」(イ ノ ス2-9)

罪か ら贈 い救 われ た 人の心 は必 ず 自分 の

仲 間 を愛 し， その幸福 を思 いや る気 持 ち で

いっぱ いに な る もの です 。 そ して心 が平 安

に な るの です 。 次の例 が そ の こ とを よ く表

わ して い ます 。

ベ ンジャ ミン王 が 力強 い別 れ の言 葉 を述

べ終 わ った時 の こ とです 。「さて ，ベ ンジャ

ミン王は主 の使 か ら伝 え られ た 言葉 を宣べ

終 って，民 の群 集 を見 わ た した ところ， ご

らん， かれ らは主 をお そ れ る心 を起 して地

に伏 した。

か れ らは， 自分 た ちが 肉の欲 に支 配 され
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て いる有様 をか え りみ， 自分 た ちは土 の塵

よ りも劣 って い る と思 っ て，声 をそ ろ えて

高 く叫 ん で言 った 『ああ憐 み た まえ。 キ リ

ス トの 血 に よる身代 りの腰 罪 の効 力 を及ぼ

して， わ れ らが 各 々そ の罪 を赦 されて心 を

清 め られ る よ うに な した まえ。 わ れ らは天

地 万物 を造 っ て この後 人間 に降 臨 した もう

神 の御子 イエ ス ・キ リス トを信 じ奉 る「』 と。

それ か ら後 ， かれ らはベ ン ジャ ミン王 が

聞か せ た よ うに降臨 した も うはずの イエス ・

キ リス トを深 く信 じたの で， もはや そ の罪

の赦 し を受 け て良心 が安 らか に な ったか ら，

主 の 『み た ま』が か れ らに下 って そ の心 が

喜 びに満 され た。」(モ ー サヤ4：1-3)

罪 の赦 しを受 けた 人の心 に 生 じるこの喜

び と良心 の安 らぎは， ア ルマ が息子 の ヒ ラ

マ ンに 自分 の 改宗 につ い て語 った 話 の中 に

鮮 や かに描 写 され て い ます 。

ア ルマ は この よ うに語 っています 。 「私 は

前 に， モー サヤ の 息子 た ち と一 し ょに歩 き

まわ って神 の教 会 を亡 ぼ そ う とした。 とこ

ろが神 は，神 の聖 い使 を送 っ て途 中 で私 た

ち を止 め た も うた。

その使 は， さなが ら雷 の よ うな声 で私 た

ちに物 を言 っ たの で， 地 が私 た ちの 足下 で

ふ るえ，私 た ちは主 をお それ る心 を生 じて

皆地 に倒 れ た。

その時 ，声 が あ って起 て と私 に命令 され

たの で，私 は立 ち上 って その使 を見 た。

す る と，使 は私 を戒 め て 『汝 が た とえ 自

分 で亡 び よ うと思 う とも， この後再 び神 の

教 会 を亡 ぼ そ う としては な らぬ 』 と言 わ れ

た。」

ア ルマ は続 けて語 ります 。「それか ら私 は

地 に倒 れ て三 日三晩 口を開 くこ とが で きず，

手 足 を動 か す こ と もで きな か った。

この使 はなお ほか の こ とを私 に言 われ た



が， 私 のつ れ の入 々に だ け聞 えて私 に は聞

え なか っ た。 それ は私 が 『汝が た とえ 自分

で亡 び よ う と思 う とも， この後 再 び神 の教

会 を亡ぼ そ う としては な らぬ』 とい う言葉

を聞 い た ときに， これ は 自分 が亡 び るか と

思 うほ ど恐 れ驚 い て地 に倒 れ， もはや 何 に

も聞 えなか ったか らであ る。

それ か ら私 は 自分が 犯 した一切 の 罪の た

め に非常 に良心 の とが め を受 け， 永遠 の責

苦 を感 じた。

私 は 本 当に 自分 の あ らゆ る罪 と悪事 とを

思 い起 して， その ため に地 獄 の苦 痛 を感 じ，

また神 に逆 らって そ の聖 い命令 を守 らなか

った こ とを認 め る よ うに な った。

私 は神 の子 らを 多 く殺 した。殺 した と言

う よ りもむ し ろか れ らを誘 って亡 ぼ したの

で あ る。要 す るに，私 は 自分 の犯 した罪 が

非常 に重 か ったか ら， 自分 の神 の前 に 出な

くて はな らぬ と思 うだけ で言 いよ うの ない

恐 怖 で身 も霊 も引 き裂 け るよ うに苦 しんだ。

そ の時 私 は， 自分 の神 の前 に 立 って 自分

の行為 に よって裁 判 を受：け な い よ うに， 霊

も肉体 も一 しょにみ な消 えて な くな って し

ま えば よい と思 っ た。

そ して この よ うに三 日三 晩私 は永 遠 の責

苦 を受 け る者 の 苦痛 を感 じた。

しか し私 が この ように責 め苦 しめ られ，

す でに犯 した 多 くの罪 を思 い起 して非常 に

良心 に責 め られて い た とき， 神 の子 であ る

イエ ス ・キ リス トと言 うお 方が ，世 の 人の

罪 を贈 うため に この世へ 来 りた も う と言 う

こ とを， 私 の 父が 前 に人民 に予 言 を した こ

と を思 い 出 した。

そ して これ を思 い 出 した と き，私 は心 の

中 で 『神 の御 子 イエ ス よ， 永 遠の 死 の鎖 に

しば られ て今苦 汁 を飲 まされ て い る私 を憐

み た ま え』 と歎願 を した。

この ように心 の 中で願 う と， ごらん， 私

は もう少 し も苦痛 を覚 えず， 再 び 自分 の罪

を思 い 出 して苦 しむ こ ともなか っ た。

ああ， この時私 の感 じた喜 び と， 私が 見

た 驚 くべ き光 とは いか に も大 きか った。 ま

こ とに， 私 は この時 前 に感 じた苦 痛 にひ と

しいほ どの喜 び に満 ち たの で ある。

わが子 よ， お前 に言 うが， 私 が その時 に

感 じたほ どの劇 烈 な苦痛 が この世 に また と

あ ろ うか 。 またそ の時 に感 じたほ どの甚 し

く美 しい喜 びが この世 に また とあ ろ うか 。」

(アル マ36：6-21)

これ らの証 に加 えて， 私 も， 悔 い改 めは

主 な る イエス ・キ リス トへ の信 仰 を持 ち，

「平安 」 と 「安 ら ぎ」 の祝福 を伴 う福音 の

赦 しを心 か ら信 じる人に もた らされ る こと

を証 い た します。

「す べ て重 荷 を負 うて苦 労 して い る者 は
，

わた しの も とに きな さ い。 あな たが た を休

ませ て あげ よ う。

わ た しは柔 和 で心 のへ り くだ った者 で あ

るか ら， わ た しの くび き を負 うて， わた し

に学 び な さい。 そ うす れ ば， あ なたが た の

魂 に休 み が与 え られ る であ ろ う。

わた しの くび きは負 いやす く， わ た しの

荷 は軽 いか らであ る。」(マタイ11：28-30)

私 た ちが皆 悔 い改 め と終 わ りま で耐 える

こ とに よ って この 「休 み 」 を得 られ る よ う，

イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ りへ りくだ り

お祈 りい.たします 。アー メ ン。

☆ ☆
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十二 使徒定員会 会員 ブル ー ス ・R・ マ ッコ ンキ ー

回復の 主一であ る神

「そ して 私た ち は
， 主の み 名 と権 能 によ リ 出て行 さ， 将 来何が 起 こる か に

つ いて， またそ の こ とに 関 して主 が人 々 に何 を望 んで お られ るか と いう こ

とにつ いて， 世 界 中のす べ て の人 々 に伝 える よう に命 しられ てい ます 。」

主 の僕 で ある私 た ち は・ 世 の 人々 へ の メ
ッセ ー ジ を託 され てこ の世 に送 られて

きま した。

主 は現代 の 民 に対 して特 別 な メ ッセー ジ

を持 ってお られ， それ を私 た ちに啓 示 され

ま した。 そ して私 た ち は， 主 の み名 と権 能

によ り出て行 き， 将 来何 が起 こ るか につ い

て， またそ の こ とに 関 して主 が 人々 に何 を

望 んで お られ るか とい うこ とに つ いて， 世

界中の すべ ての 人々 に伝 え るよ うに命 じ ら

れて います 。

この地 上 か ら平 和 が消 え失せ て い ます。

そこか しこで戦 争が あ り， 戦争 の うわ さを

耳 に します 。(教 義 と聖 約45：26)疫 病 や 荒

廃が 地上 を覆 うの も，遠 い将 来 の こ とで は

ない で しょ う。

私 たちは苦 悩 と困難 の中 で生 活 して い ま

す 。 国々 は い と もた や す く病 に 陥 り，万

物 が揺 れ動 い てい ます 。そ して ， 人の心 は

畏 れ とい うもの を知 らず， 主の 大 い なる怖

るべ き 日が 門 口 まで来 ています 。(教 義 と聖

約45：26;110：16参 照)

私 た ちは邪悪 と不義 の 中 で生 活 して いま

す 。 人は総 じて 肉の欲 とみだ らな欲 とに満

ち， ま た悪 心 の あ る者 とな って い ます 。 そ

して神 を忘 れ， 肉 よ り生 ず る情 欲 に うつつ

を抜か して い るのです 。邪 悪 な， 神 を神 と

も思 わ ない 人々 の間 では， 犯 罪や 不道 徳，

堕 胎， 同性 愛 が急 速 な勢 い で生活 の 中 に浸

透 しつ つ あ ります。 こ う して世 の中 は， 時

な らず して ノア の時代 と同 じよ うに腐 敗 し

て い くのです 。

も しも私 た ちが行 く手 に待 ち受 け る危 険

か ら逃 れ， 主 の 来臨 され る 日に雄 々 し く立

ち， こ の世 にあ って は平安 を， 来た るべ き

世 に あ って は永遠 の 生命 を受 け継 ぐ者 にな

りたい と望 むな らば， 高 き所 よ り下 され る

メッセー ジを受 け入 れ， そ の教 え る ところ

に従 わ なけ れば な りませ ん。

その メ ッセー ジ， す なわ ち私 た ちが世 の

人々 に伝 える メ ッセ ー ジは， 回復 の メ ッセ

ー ジです 。 すな わ ち， 諸 天が 開 かれ， 神 の
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み声 が再 び 人間 の耳 に届 くよ うに なっ た こ

とを知 らせ る メ ッセ ー ジ であ り， 聖 な る福

音の律 法 と儀 式 とに従 うこ とに よ り平 和 が

得 られ る こ とを宣 言 す る ものな の です。 そ

して， 王 国 の鍵 を持 ち， 地 にお いて つ な ぎ

天に お いて結 び 固め る権 能 を持 つ正 当 な管

理 者 た ちが再 び 置か れ た こ とを告 げ る 「よ

きお とず れ」(イ ザ ヤ52：7)な の です 。

(教義 と聖 約27：13参 照)

末 日にお いて邪 悪 な者 た ちに 押 し寄せ る

「荒 らす憎 むべ き者」 か ら逃 れ よ うと思 う

人は， 悔 い改 め て福 音 に生 きなけれ ば な り

ませ ん。(教 義 と聖 約84：117参 照)こ の福

音は， 全 人類 へ の平 和 と救 いの メッセー ジ

です 。 そ して私 た ちは， その福 音が 持つ 人

の救 い のた めに 必要 な真 理 を，世 界の津 々

浦々 に宣 べ伝 え るよ う命 じられ て い るの で

す。

そ こで私 た ちは， 彼 方の 諸天 の王座 に君

臨 した もう偉 大 な る神 が， この 時代 に 永遠

の完 き福 音 を回復 した もうた こ とを宣 言 し

ます 。神 は 地上 の 人間 に， すべ て の教義 や

真理 ， 原則 ， そ して あ らゆ る権 能， 権 威，

鍵 を再 び授 け られ ま した。 これ らはすべ て，

神 の子供 たちに救 い を与 え，彼 らを天 の最

高 の位 に昇栄 させ るた め に欠か す こ との で

きな い もの なの です 。

人は， 古代 の 忠実 な人々 の精 神 に悟 りを

与 え，心 に 活力 を もた らした あの よ きお と

ずれ を， 再 び受 け る よ うにな りま した。主

なるエ ホバ は， そのみ 声 を もっ て， また導

き と恵 み を施 す 天使 をみ もとか ら遣 わ して，

さ らに は聖霊 の 賜 を通 して， ア ダムや エ ノ

ク， ア ブ ラハ ム， モー セ をは じめ， 古代 の

すべ て の聖徒 らに救 い を与 えた あの計 画 と

機構 を， こ こに再 び新 た に され ま した。

私 たちが 神か ら授 か っ て いる使 命， す な

わ ち僕 として主 か ら受 けて い る戒 め は，救

い の教義 を教 え， それ が永遠 に真 実の もの

で あ るこ と を証 す る こ とで あ る。 したが っ

て今私 た ちは，私 た ちが受 けた驚 嘆す べ き

真 理 を謹 ん で説 き， 証す るのです 。

真 の宗教 は， 真 の生 け る神 を礼 拝す る人

人 の中 にの み見 い だ され る もの です。 偽 り

の宗教 は偽 りの 神 の礼拝 か ら始 まるの が常

です 。神 の最 大 の賜 で あ る永遠 の生命 も，

神 と神 がお遣 わ し下 さった イエ ス ・キ リス

トを知 った 人に のみ 与 えられ るのです 。(教

義 と聖 約6：13;ヨ ハ ネ17：3参 照)

現代 社 会 にお い ては， あ らゆ る種類 の偽

りの神へ の礼 拝 が 多 くの人 々に もて はや さ
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れ てい ます。 木や石 の像 に頭 を垂 れ る人 も

いれば聖 画や聖 像 に祈 りを捧 げ る人 もい ま

す 。 また牛や ワニ を拝 む者 もいれ ば， ア ダ

ムや ア ラー， 仏陀 を神 と仰 ぐ人 もい ます 。

また神 とい う名 を， 実体 のあ る存 在 では

な く，創 造 され た もの で もな く， また 人知

を越 えた もの で， あ まね く宇 宙 を満 た して

い る と同時 に特定 な存在 場所 を持 たな い も

の だ とす る人 もい ます 。

挙 句の果 て には， 神 は字 宙 とい う大学 に

籍 を置 く学 生 で， 現 在新 たな真 理 と今 まで

知 らなか った耳新 しい知 識 を学 ぶ ため に 多

忙 な生活 を送 って い る とい う， あ きれ て物

が 言え な くな るよ うな説 を支持 して い る人

もい るの です 。

何 とい うさげす み で し ょうか。 全能 の 主

な る神 を刻 んだ像や 動 物， 宇 宙 にた だ よ う

霊， 真理 を学 び続 け ては い るが決 して あ ら

ゆ る真理 を身 につ け る こ との で きな い存 在

と同 じに扱 うとは。(IIテ モ テ3：7参 照)

これは 冒濱 とも言 うべ き行為 です 。

啓示 され た宗教 の 第一 の 原則 は，神 が ど

の よ うな御方 か を知 る こ とです 。私 た ちは

こう教 えられ てい ます 。 「これ らに よりてわ

れ らは知 る， 神 天 に在す こ とを。 この神 は

限 りな く且 つ永遠 に して， とこ しえ よ りと

こしえに至 り変 るこ とな き同 じ神 に して，

天 と地 とその 中に あ るす べ ての もの を仕 組

み たまい し者 な り。」(教 義 と聖約20：17)

この偉大 な る神， 全能 の 主 は肉 の幕屋 を

持 ちた もう御 方 です 。 「人間 の有す る肉体 と

同 じ く触知 し得 る骨 肉の体 を有 した も う」

とあ る。(教 義 と聖約130：22)ま た神 は，

全知 全能， 遍 在の御 方 で あ り， あ らゆ る権

威 を有 し， すべ て の こ とを知 り，神 の み た

まの力に より万 物に力 を及ぼ され る御 方 です 。

私 た ちは神 が 「入 を男 と女 とに 創 り， こ
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れ らを己 が姿 に象 りて己 が像 さなが らに創.

り」 た も うた こ とを知 ってお り， また そ う

証 す る もの です。(教 義 と聖 約20：18)

人 間は すべ て永 遠 の父 な る神 の霊 の子 供

です 。私 た ちは至 上 の光 栄 に到達 され た方

の子供 なの です。 そ して この世 の基 が築 か

れ る まで，私 たち は栄光 の宮 で神 と共 に時

を過 ご して い ま した。

永 遠 の父 な る神 は，神 の福 音 と呼 ば れ る

律 法 をお定 め にな りま した。 これ は，私 た

ち が進 歩 して神 と似 た者 とな る こ とを可 能

にす る ものです 。

私 たち は神 が 地上 に 人 を送 られ た時 に，

人 に戒 め を授 けた も うた こ と を知 って お り，

また そ う証 し ます 。 こ う記 されて い ます 。

「而 して これ らに， 唯一 の生 け る真 の 神 な

る彼 を愛 して これ に仕 えよ。 而 も，彼 らの

礼 拝すべ き者 は この唯 一 の神 な り， と誠 命

を与 えた ま え り。」(教 義 と聖 約20：19)

また私 た ちは， 雄 々 しい ミカエ ルが 堕 落

したの は 人類 を生 ず る ため であ り，全 能 の

神 が 「その生 み た まえ るた だ一 入の御 子 を

与 えた まい し」(教 義 と聖 約20：21)理 由 は，

この ア ダムの 堕落 の故 に この世 に'もた ら さ

れ た 肉体 と霊 の死 か ら人間 を救 うこ とにあ

っ た とい うこ と を証 します。

私 た ちは また次 の こ とを証 します 。 キ リ

ス トは 「十 字 架 につ け られ 死 して三 日目に

ま た よみ が え り， 天 に昇 りて御 父の右 に坐

し，御 父 の御 旨に従 い， 全能 の 力 を以 て世

を治 め た も う。

そは， 信 じて 彼 の聖 き名 に よ りてバ プテ

スマ を受 け， 信仰 を以 て終 りまで 忍ぶ者 は

何 人 もみ な救 われ んため な り。」(教 義 と聖

糸勺20：23-25)

私 た ちは， 救 いが キ リス トの内 にあ るこ

とを知 って お り， そ う証 し ます 。救 い は キ
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リス トの慈 悲 と恵み に よ り もた らされ る も

ので あ り， キ リス トは私 た ち と御 父 との 間

の仲保 者 です 。

また私 た ちは， 主 イエ ス ・キ リス トが私

た ちの ために 御 父 に と りな しを して 下 さ る

唯 一 の御 方 であ る と証 します 。堕 落 した人

間は， 主 の贈 い の犠 牲 に よ り御 父 と和解 で

き るよ うに な り， また 「キ リス トは 死 を滅

ぼ し， 福 音 に よって い の ち と不死 とを明 ら

か に 示 され た」 ので す。(IIテ モ テ1：10)

私 た ちは御 父 を，御 子 の み名 と聖霊 の 力

に よって 礼拝 し，世 界 中のす べ ての 人々 に，

来 て私 た ちの群 れ に加 わ るよ う呼 びかけ た

い と思 い ます 。

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キー 長 老

偽 りの神 を礼 拝 して も救 い はあ りませ ん。

偽 りの宗 教 に も救 い はあ りませ ん。 形式 は

ど うあれ， 誤 りの 中 に救 いは ないの です 。

人 は， 自分 だけ の 力で は救 い を得 るこ と

が で き ませ ん。 だ れ も墓 の中か らぼ ろぼ ろ

に 崩れ た 肉体 を集 め て， それ に再 び 生命 を

与 え，不 滅 の栄 光 の 中に住 まわせ るこ とは

で きませ ん。 だれ も人が永遠 の栄光 の 内に

住 む 至上 の天 界 を創 る こ とは で きないの で

す 。

世 の始め か ら時 の終 わ りまで存在 した聖

像や 偶像 をすべ て合 わせ て も， た った ひ と

りの 人間 を清め ， 完 き者 とす るこ ともで き

ない で し ょう。

ア ダム もア ラー も仏 陀 も， また現 実や 空

想 の世 界 の いか な る人物 も， 堕落 した人 間

に救 い を もた らす こ とは で きない のです 。

また不 可思議 な， 創 造 され ない， 実体 の

な い霊 で あ る無 とい う存 在は， かつ て 人に

み た まの賜 を与 えた こ とは ない し， 永遠 の

光 栄 の世 界に至 る こ とを可 能 に して くれ た

こ と もあ りませ ん で した 。 これか らも同 じ

です 。

そ して 当然 の こ となが ら， 限 られ た力 し

か持 たず， 永 遠の 実験場 で単 に実験 を して

い るだけ の学 生の 神 は， 少な くと も私 に と

って無 限 の信頼 を置 け る存在 では あ りませ

ん 。

神 に関 す る真 理， 宗 教 に関 す る真 理，救

いに関 す る真理 ， これ らは啓示 に よ らなけ

れ ば知 るこ との で きない もの です。

現代 に生 きる人 間 は， この世 の 中に 平安

と安 全 と救 い を見 い だす こ とは決 して ない

で しょ う。 戦争 や疫 病， 荒 廃が 洪水 の よ う

に地 を覆 うか らです。

犯 罪 と悪 は そあ数 を増 し， 不 正 は大手 を

振 って まか り通 り， 人 の愛 は冷 え ます 。(マ
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タイ24：12)人 間が 自 ら義 の時代 を切 り開

くよ うなこ とは望 むべ くも・ない の です 。

しか し， キ リス トに 立 ち返 り， キ リス ト

の福 音 を信 じ， 教会 に加 入 して主 の律 法 を

守 り，主 のみ 名 に よ り御 父 を礼 拝 す る人々

は， 平和 と安 全 と救 い を見 いだす で しょ う。

この世 で悩 みは あ って も， キ リス トに あっ

ては平安 を見いだすのです 。(ヨ ハ ネ16：33

参照)

そこで私 た ちは宣 言 します。私 たち は主

の僕 です 。そ して主 は， 聖霊 の 力 を通 して

私 たちに御 自身 を示 して こ られ ま した。私

たちは， 自分が だ れ を礼 拝 して いるの か を

知 ってい ます 。主 と主 の道 につ いて語 るの

は私 たちの栄 え あ る特 権 です。 そ して私 た

ちは，律 法学 者 た ちの よ うにで はな く，権

威あ る者 の よ うに語 るの です 。

私 たちは心 に語 りかけ て くれ る聖霊 の 啓

示に よ り，神 が御 父 で あ り， イエ ス ・キ リ

ス トが万物 の主 で あ り， また末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教 会 は地上 の神 の 王 国で あ っ

って，神 に関す る真 理 を堕 落 した世 界 に宣

言す る山の上 の あか りと して 立て られ た こ

とを知 って い ます 。

聖 霊 の力 に よって語 る時，私 た ちの言葉

は聖典 とな り，私 たち を この 地上 に遣 わ さ

れ た方 のみ 声 とな り，み 旨 とな り， み こ こ

ろ とな るのです 。

私 た ちは，全 能 の神 が 日の光 栄 の世 界に

住 みた もう永遠 の御 父で あ るこ とを証 しま

す。 また主 イエス ・キ リス トが真実 ，文 字

通 り天 父の御子 であ る こ とを証 し ます 。聖

なる メシヤ は，世 の 人々 の罪 を瞭 うため に

この地上 に降誕 され， 十 字架 にお か か りに

な りま した。 また霊 の御 方 で ある聖 霊 は天 ・

父 と御 子 のため に導 き と教 え を施 し， 証 を

され る御 方です 。聖 霊 に よる啓示 と賜 と恵
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み は， 人種 や 民族 を問 わず 忠 実 なすべ ての.

人 に与 え られ ます 。

そ こで私 た ちは，命 じられた通 りに こ っ

語 ります 。 「神 を畏 れて栄 を神に帰せ よ。神

の審 判 の時 来 りた れば な り。

ま た， 天 と地 と海 と水 の 源 とを造 りた る

者 を礼 拝 」せ よ。(教 義 と聖約133：38-39)

私 た ちは こ う宣 言 します 。 来 た りて聖 な

る装 い をもって主 を礼 拝せ よ。来 た.りて全

能 の主， 生 き とし生 け る ものの 王 を礼 拝せ

よ。 キ リス トに来 て キ リス トの律 法 を信 じ，

律 法 に従 え。 なぜ な らだれ も主 と主 の 言葉

に よ らなけれ ば御 父の も とに行 くこ とが で

きな いか らです。 来 て ジ ョセ ブ ・ス ミス を

は じめ とす る末 日の予 言者 に対 して主 の 啓

示が 下 され て きた こ とを喜 べ 。 なぜ な ら彼

らは この末 日に おけ るキ リス トの啓示 を受

け る者 ，神 の証 し人だか らです 。

主 な るわれ らの神 に心 を向 け よ。す べ て

の罪 を悔 い改 め よ。偽 りの教 え を捨 て よ。

偽 りの神 か ら逃 れ よ。真理 を求 め よ。

人 や悪 魔 の教 えに欺 か れ る こ とが な い よ

うに 。真理 に堅 く付 い て離 れず， 天 が裂 け，

この世 での 試 しの 日に あ って 自 らの 召 しと

選 び を確 か な もの に したか の古 代 の人 々の

よ うに，主 を信 頼せ よ。(IIペ テ ロ1：10参

照)

あ あわ れ らの 父な る神 よ，地 上 の津 々 浦

浦に い るあ なた の子供 た ち を， 愛 と憐 れ み

を もって み守 りた も うよ うに。彼 らに悔 い

改め を許 し， 彼 らを聖 な る道 に導 きた も う

よ うに。 そ して 彼 らが この世 に あ って は平

安 を，後 の世 にあ って は永遠 の 生命 を得 る

こ とが で き るよ うに。 主 イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ り申 し上 げ ます 。 アー メ ン。



七十人第一 定員会会長J・ トー マス ・フ ァイ ア ンズ

偉大な7つ の 出来事

「古代においてシナイ山から生した霊の力，そしてあらゆる時代を通して

蓄積された権能が，今の時代に天からもたらされ たのです。」

.皆 さん と同 じよ っに ・私 もセ ン レ ヘ レ

ンズ火 山の 爆 発に つ いて聞 いて い ます 。

そ の大 災害 につ い ては， 新 聞や 雑 誌 で大 き

く取 り上 げ られ ， テ レ ビや ラジオ で放 送 さ

れ ま した。 です か ら私 は， その こ とに つ い

て， ほ とん どすべ て間接 的 に知 らされ て い

ました。

3週 間前， 私 は ワ シン トン州 の ロ ン グビ

ュー を訪 れ ま した。 そ こは， 比 喩 的な 言 い

方 をすれ ば， セ ン ト ・ヘ レン ズ山 の足 元に

あ る町 です。 そ の火 山か らは，80キ ロの長

さに わ た る川が 流れ て お り， そ こ には， 巨

大 な しゅんせ つ機 や 掘削機 が 何 台か動 いて

い ま した。 川床か ら岩 石 を引 き上 げ， 地 面

に積 ん でい るの です 。積 み上 げ られ た岩石

は，普 通 の 人の背 丈以 上 あ りま した。私 は，

その時 初 めて 爆発 の ものす ご さを 目の あた

りに した の です。 そ して， セ ン ト ・ヘ レ ン

ズ山 の大爆 発 の力 を少 しな りと も理解 した

の で した。 噴 火 に伴 って， 火 山か ら6立 方

キ ロの 量 に及 ぶ岩石 が 噴 き出 した こ とにな

ります 。

しか し私 は こ こで， セ ン ト ・ヘ レン ズ山

や ベ ス ビオ 火 山， また地震 や たつ 巻お よび

天 災 と呼 ば れ る もの よ りも， は るか に強大

な 力 を持 つ もの につ いて述 べ てみ た い と思

い ます 。

教会 貝 で ない方 に，2，3の 質 問 を した

い と思 い ます。

多分 皆 さんは， 皆 さん のモ ルモ ンの友 達

が 何 を信 じてい るのか 疑 問に 思 った こ とが

あ るの では ない で し ょうか 。

では， これ か ら， モル モニ ズム と呼 ばれ

る 山に登 っ て，見 てみ ま しょ う。 そ して，

モル モ ンが なぜ その行 な うとこ ろ を信 じて

い るのか がお わか りいた だけ た ら と思 い ま

す 。 この 山 に潜む 力に よって， 皆 さん の生

活 ， さ らに言 えば， 永 遠の 生命 が大 き く左

右 され るか らです 。

皆 さん の真剣 な観 察 と心 か らの望 みが ，

理 解 に至 らしめ.てくれ るよ う，心 か ら祈 っ

て い ます。
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ここに， 皆 さん のモ ル モ ンの友達 が 皆 さ

ん に話 した い と思 って い る事 柄 が7つ あ り

ます 。 これ らは， 永遠 の 流れ にお い て重 要

な意 味 を持 つ もの です 。

第1番 目 ：この偉 大な力の現 われは ，1820

年 のあ る美 しい春 の朝 に端 を発 して い ます 。

熱心 に真 理 を求め るひ とりの少年 が， この

ために特 に聖 め られ た森 に 入 って ひ ざまず

き， 山や 谷， 海， そ して 天上 の星 の光 や 惑

星 をお造 りに なっ た創造 主， す な わ ち天父

に謙遜 な祈 りを捧 げた ので した。

その 時， まさに天 が 開け， 高 貴 に して偉

大 な る霊 の ひ とりであ る ジ ョセ ブ ・ス ミス

は，天 の御 二方 と直 接 言葉 を交 わ したの で

す 。 ど うか ，皆 さんの 目と心 を開 き， この

生 きた物語 を少 しで も理 解 で き る よ うに努

めて下 さい。

「私 は 自分 の真上 に 太陽 に も増 して輝や

く一つ の光 の柱 を見 た。 そ して その光 の柱

は次 第に下 りて きて，光 はつ いに 私 の上 に

ふ り注 いだ。 ……

そ してその 光が 私 の上 に留 っ た時， 私 は

筆紙 に尽 し難 い輝 き と栄光 とを有 ちた も う

二 人の御 方が 私 の真上 の 空 中に立 ちた もう

の を見 た。 そ して その 中のお一 人が私 に言

葉 をか けて私 の名 を呼 びた まい， 他 の お一

人を指 して 『こはわが 愛子 な り，彼 に聞 け』

と仰 せ られ た。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：16

-17)

曖昧 さは 露 と消 え ま した 。 ジ ョセ ブ ・ス

ミス は， これ ら聖 な る御 二方 が実 に生 きた

もう とい うこと を自 ら知 ったの です 。万 物

の造 り主 であ られ る神 のそ の御子 が ， ジ ョ

セブ ・ス ミス にみ姿 を現 わ され た の で した。

第2番 目 ：この大 い な る最：初 の示 現 が与

えられてか ら3年 の 月 日が 流れ ま した。 そ

して， 時 は1823年 。再 び光 が投ぜ られ， ひ
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と りの 天使 が， この年若 い予 言 者 に導 きを.

与 え たの です 。再 び物語 に耳 を傾 けて み ま

し ょ う。

「か よ うに私 が神 を呼 び求 め て い る間 に，

私 は室 内 に一種 の光 が現 われ るの をみ つ け

た。 その光 は 次第 に明 るさ を増 して， つ い

には室 中真 昼 よ りも明 る くな った 。 その途

端 に一 人のお 方が 空 中に立 って私 の寝 台 の

側 に現 わ れ た。 それ は， その お方 の両 足が

床 か ら離 れて 居 たか らで あ る。… …

この お方 は私の 名 を呼 びた まい 『われ は

神 の御 前 よ り汝 に遣 わ され し者に してわ が

七 十 入 第 一 定 貝 会 会 員 の リチ ャ ー ド ・G・ ス

コ ッ ト長 老(左)と0・ レス リー ・ス トー ン長 老



孝

名 をモ ロナ イ と言 い』， 『神 は汝 に一 つ の事

を成 し遂 げ させ ん として居 りた も う』，……

と言 い た も うた。… …

また この お方 は私 に， ア メ リカ大 陸 の先

住民 の記 録 とその起 源 とを金版 に刻 ん だ一

部 の 書物 が埋 め られ て あ って， そ の 中に は

古代 の住 民 に救 い主 が お伝 え にな っ たま ま

の完 全 な永遠 の福 音 が載 せ て あ る， と告 げ

た も うた。」(同 上2：30，33-34)

第3番 目 ：そ して， それ か ら4年 が 経 ち

ました 。「その 中に とうとう，か の金 版 ……

を手 に 入れ る期 日が や って 来 た。千 八 百二

十七年 の九 月廿 二 日， あの 同 じ天 の使 者 は

次の よ うな責 任 と共 に これ らの 品 々 を私 に

引 き渡 した 。す な わ ち， 私 は この 品々 につ

いて保 管 の責 任 を持 た ねば な らな い。」(同

上2：59)

こ う して， 尊 い メ ッセー ジが刻 ん であ る

金版 は ジ ョセ ブ ・ス ミスに託 され ま した。

その メ ッセ ー ジは， 翻 訳の 力 とい う神 の方

法に よって あ たか も塵 の 中か ら ささや く声

の よ うに世 に 出 され た ので す。

では， 翻 訳 を進め る時に どの よ うなみ た

まの働 きが あ った のか 見て み ま し ょ う。 オ

リヴ ァ ・カウ ドリは， この よ うに記 して い

ます 。 「この 胸のこ よなき感謝 を眼覚 め させ

た る， 天来 の霊 感が 命 ず る ままに語 る声 を

耳 に して座せ ん とは， こは 決 して忘 れ られ

ぬ 日々 なりき。『モル モ ン経』 と言 う歴 史 す

な わ ち記録 を， …… 彼 が翻 訳す るま まに 口

ずか ら語 る を予 は毎 日絶 え間 な く書 きつず

け た り。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス，p.92)

第4番 目 ：それか らさ らに2年 が 経過 し，

ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 天 よ りの権 威 を授 け

る別 の使 いの訪 問 を受 け ま した。特 別 な神

権 の 鍵 を握 るア ロン神権 が ，地 上 に 回復 さ

れ たの です 。 この こ とは， 次の よ うな言葉

で表 わ され てい ます 。

「私 た ちはな お翻訳 の仕 事 を続 けて いた

が， そ の翌 月，す な わ ち千 八 百二 十九年 五

月の あ る 日， 金版 の翻 訳 中に 言 い及ぼ され

たの を知 った罪 を赦す ためのバ プテ スマに

関 し， 主 に祈 り且 つ尋 ね る ため に私 たちは

森 の 中 に入 って行 った。 こ うして 私 たちが

主 に祈 り且 つ 主 を呼 び求 めて い る うちに，

一 人 の天 か らの使 者が 光 の雲 に包 まれ て天

降 り， 私 た ちの頭 上 に両手 を按 き，次 の よ

うに 言 って私 た ちに神 権 を授 け た も うた。

『汝 ら
， われ と同 じ業 に働 く僕 らよ。救

世 主 の御 名 に よ りて， われ汝 らにア ロ ンの

神 権 を授 く。 こは天使 の 導 き と恵 み，悔 改

めの福 音 ， 罪 を赦 す ため に水 む沈 む るバプ

テ スマ な どの鍵 を握 る神権 に して ，… …」

この 時私 た ち を訪 れて， この神権 を私 た

ちに 授 けた もうた使者 は ヨハ ネ と名乗 り，

か の新 約 聖書 の 中でバ プテ スマの ヨハ ネ と

呼 ば れ る ヨハ ネ と同一 人で ある と言 い， 自

らは メルケゼ デ ク神権 の鍵 を握 るペテ ロ，

ヤ コブ お よび ヨハ ネ の指示 に よって働 く者

.で あ る。 この メルケゼ デ ク神権 も時至 らば

私 た ちに授 け られ…… ると言 い たもうた。」

(ジ ョセ ブ ・ス ミス2：68-69，72)

それか ら程 な くして，ペ テロ， ヤ コブ，

ヨハ ネが ふ た りを訪 れ，神 の み名 にお いて

働 く権 威 を持 つ メル ケゼ デ ク神 権 をふ た り

に授 け ま した。

ジ ョセ ブ ・ス ミス の知 人 のひ とりが ，次

の よ うな面 白い言葉 を残 してい ます。

「ジ ョセ ブに
， ア ダム が どん な人物 か を

尋 ね て ご らんな さい。す ぐに教 えて くれ る

で しょ う。 ア ダムが どんな体格 で， どん な

顔 を して い るか， ひ とつ 残 らず話 して くれ

るこ とで し ょ う5ペ テ ロ，ヤ コブ， ヨハ ネ

の こ とに して も同 じです 。彼 は， そ の3人
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の使徒 につ いて も語 って くれ る はず です 。」

(ジ ョン ・テイ ラー 「説教 集 」18：326)

友 人の皆 さん， この よ うに， ジ ョセ ブ ・

ス ミスは彼 ら と直 接交 わ りを持 って い たの

で， 彼 らの こ とを よ く知 って い たの です 。

第5番 目 ：1836年 ， 救 い主 が ジ ョセ ブ ・

ス ミス とオ リヴ ァ ・カ ウ ドリにみ 姿 を現 わ

され ました。 ふ た りはそ の時 の こ とを， 次

の よ うな美 しい言葉 で記 してい ます 。

「われ らの心 よ り覆 い取 去 られ て覚 りの

眼 開かれ た り。

われ らは， われ らに面 して教 壇 の胸欄 に

立 ちた も っ主 を見 た り。而 して， 主 の脚下

に はこは くの如 き色 した る純金 の床 あ りき。
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その眼 は 燃ゆ る炎 の如 く， 頭 髪 白 きこ と清

き雪 の如 く， そ の顔 は 日の 輝 きに も勝 りて

光 輝 き， その 声 は洪水 の 激す る音 の如 し。

誠 にエ ホバ の 御声 言 い た も う。

わ れは始 め な り終 りな り。 われ は生 け る

者 な り殺 され た る者 な り。 父 と汝 らの 間の

仲 保者 な り。」(教i義 と聖 約110：14)

これ ら幾 つ かの 出来事 に つ いて， 目撃者

の 証言 を引用 して みた い と思 い ます。

「この心 の感 情 も
， また この場合 に われ

ら を包み し荘 厳 な る美 と栄光 も，予 は諸 君

に 押 しつけ ん とはせ ざるべ し。 され ど， 雄

弁 な る時 を以 て して も世 界 も人類 も ともに

この聖 な る御 方の如 くに 人の心 を惹 きつけ ，
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崇高 な念 に充 ち て 真 理 を言 に 言 い 表 せ る

様 に成 るこ と能 わず ， とわれ言 え ば諸君 は

予 を信 じた も うべ し。 否 この世 も， か の喜

び を与 え， か の平和 を授 け， また は聖霊 の

力 に よ りて述べ られ し ままの一 つ一 つ の金

言 に 含 ま るる智恵 を悟 る力な し。 …… わ れ

ら一 人の 天使 の御 前 にあ りし と言 う確 信，

われ らイエ スの御 声 を聞 きし と言 う確 さ，

また神 の御 旨の命 じた ま い し もの なれ ど，

聖 き御方 よ り流 れ 出で しま まの汚 れ な き真

理 は，われに と りて口に も筆 に も尽 し難 し。」

(ジ ョセ ブ ・ス ミス，p.94)

第6番 目 ：聖 書 の予 言者 は， 何世 紀 に も

わ た って イス ラエ ルの 集合 を予 言 して き ま

した。 モー セ は， ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リ

ヴ ァ ・カウ ドリを訪 れ て， 集合 の鍵 を手 渡

し ました 。 これ につ いて， どの よ うに書 か

れ て い るか見 て み ま しょ う。

「天 再 び われ らに 開け て モー セわ れ らの

前 に現 わ れ，世 界の 四隅 よ りす る イス ラエ

ル人 の集 合 と北 の国 よ り十の 支族 を導 き来

る こ との鍵 をわ れ らに委せ り。」(教 義 と聖

糸勺110：11)

第7番 目 ：マ ラ キの予 言が 成就 し，エ ラ

イ ジャが この地 を訪 れ ま した。 この天か ら

送 られ た真理 に耳 を傾 けて み ま し ょう。

「また別 の雄 大 に して栄光 あ る示 現 突如

開か れ た り。す な わ ち， 死 を味 わ うこ とな

く天 に上 げ られ し予 言 者エ ライ ジャ われ ら

の前 に 立 ちて 曰 く，

見 よ， こ こに於 て正 に その 時は 全 く至 れ

るな り。 そは嘗 て マ ラキ・の 口に よ りて言 わ

れ しこ とに して， す なわ ち主 の大 い な るお

そ るべ き 日の 来 らん前 に，彼(エ ラ イジ ャ)

遣 さるべ し。.

す なわ ちエ ラ イ ジャは来 りて先 祖 の心 に

.子 らを思 わせ，子 らの心 に先祖 を思わせ ん」

(教義 と聖約110：13-15)

エ ラ イ ジャの持 つ権 能 とは，神権 の結 び

固め の権 能 で あ り， これ に よ って， この世

にお い て結 ばれ る もの は天 で も結 ば れ， こ

の世 に お いて解 か れ る もの は天 で も解 か れ

るよ うに なっ たの です。 この よ うに して，

こ の権能 の鍵 は再 び地上 で効 力 を取 り戻 し，

生者 の み な らず 死者 の ため に も， あ らゆ る

福 音 の儀 式 を執 り行 な うため に使 われ る よ

うにな りま した。

山に は， 人の 目を驚か す偉 大な 力が あ り

ます 。 セ ン ト ・ヘ レン ズ山 もその ひ とつ で

す 。 しか し， その物理 的 な力 はす ぐに弱 ま

り， いつ 覚 め る と も知 れ な い眠 りに落 ち て

し まい ます 。一 方， 古代 に お いて シナ イ山

か ら生 じた霊 の力， そ して あ らゆ る時代 を

通 じて 蓄積 され， 今 の時 代 に天か ら もた ら

され た権能 は，制 限 され るこ とな くしか も

永 遠 にわ た って私 た ちに影響 を与 えるの で

す 。

主 は，この よ うに言ってお られ ます 。 「目

として見 ざるは な く， 耳 として聞か ざるは

な く」(教 義 と聖約1：2)「 わが声 に て言

わ るる も，僕 らの 声に て 言わ る る もみ な一

つ な り。」(教 義 と聖約1：38)

私 は， 今 まで述 べ て きた， この天 と地 を

つ な ぐす べ ての 出来事 が確 か に起 きた こ と

を， 厳か な気 持 ちで， 声 高 く証 したい と思

い ます 。 また，救 い主 は ，文 字通 り生 きて

お られ ます 。主 の権威 権 能 は，，末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 に授 け られ てい ます。

願 わ くは，皆 さん の上 に主 の祝 福 が あ り，

真実 を見，真 実 を聞 き， 真実 を理 解す るこ

とが で きます よ うに， また， き ょう， それ

を見つ け る こ とが で きます よ う，主イエス ・

キ リス トのみ名 に よ ってお祈 りい た します 。

ア ー メ ン。
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十 二使 徒定員会会 員 マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

逆境とあなた

「逆 境 は
， 日々の 生活 にお いて 何 らかの 形 で 姿を現 わ します 。そ れ を どの

よ うに迎 え 撃つ か によ って， 私 たち の人 生 は 大き く変わ って くるの です 。」

}の 間，私 は ふ た りの友 人が 好 きな フ ッ
ー

トボー ルの チー ム の話 をして い るの を

興 味深 く聞 いて い ま した。 ふた りは， チー

ムの国 内順位 の 高低 の決 定 的 な要 因は
， ゲ

ー ムの組 み合 わせ にあ る とい う点 で一 致 し

てい ま した 。 自分 のひ い き して い るチー ム

が ， もっ と強い チー ム と試合 をす べ きであ

る と言 いたか っ たの です 。

フ ッ トボー ル で も人生 で も，私 た ちが戦

わなけれ ば な らな い逆 境， ある いは立 ち向

か わなけ れば な らな い問題 や 障害や 敵 ， こ

う した ものは， しば しば私 た ちの 究極 的 な

力や 成功 を決定 づ け る要 素 とな ります 。

逆境 は， 日々の生 活 にお い て何 らか の形

で姿 を現 わ します 。 それ を どの よ うに迎 え

撃つか に よっ て，私 た ちの 人生 は大 き く変

わ って くるの です 。逆境 に よって打 ちのめ

され る こと もあれ ば，逆 に 強 くな る こ とも

あ ります。最：終 的 な結果 は， 個 人次 第 で決

まるの です 。ヘ ン リー ・フ ィールデ ィン グは

この よ うに述 べ て い ます。 「逆 境 とは 信 念

を試 す もの であ る。 これ な くして は， 人 は

自分 が正 直か 否か を知 るこ とは で きない。」

(ηzθ八セωD魏 勿η〃ッ(ガTぬo%9雇s， 「新 思

想 辞典 」 ラル フ ・エマ ー ソ ン ・ブ ラ ウ ンズ

編 ，P.6)

私 た ち{ま，逆 境 とい うものが 悩 みや苦 し

み ，貧 困， 災難 ， 天災 な どに代 表 され る も

の で あ るこ とを知 って い ます が， では， ど

の ように して それ らを個 人 の成長 と進 歩の

機会 とす る ことが で きるで しょ うか 。 これ

に対 す るひ とつ の答 え として，私 は皆 さん

に あ る出来事 をお話 したい と思 い ます 。 こ

れ は， 私 の友 人 の身 に起 こ った こ とです が，

私 の 頼み に応 じて彼 自らそれ をつ づ って く

れ たの で， こ こでお読 み したい と思 い ます。

私 は， 彼 の経 験が ひ とつ の大 きな垂 訓 で あ

る と感 じて い ます 。

「数 年 前の1月 の第3土 曜 日の こ とです
。

その朝 ，私 は セ ミナー に 出席す るので 胸 を

躍 らせ て い ま した 。私 が在籍 して いた ブ リ

ガム ・ヤ ン グ大 学 の農業 の セ ミナー で した。
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私 は その 頃，6カ 月前 にハ ワ イ ・ホ ノルル

伝 道部 か ら帰 っ た ばか りで， 帰 還宣 教 師が

突 き当 たる あ らゆ るギ ャ ップ を身 に しみて

感 じて い ま した 。家族 や ガー ル フ レ ン ド，

学校 な どの問 題 。 そ して，学 校 に はほか に

25，000人 の優 秀 で意欲 に燃 え た学生 が い る

とい う事実 。 金持 ち もいれ ば，私 の よ うに

1セ ン トで も惜 しが っ てい る者 もい る。 こ

の よ うな こ とで， 物事 はなか な か思 うよ う

に 運び ませ ん で した。

その 週 の初 め に，私 はあ る機械 工場 で，

水圧 プ レス を使 う仕事 を見つ け ました。 水

圧 機 器 の弁 を作 るの です 。 セ ミナー を終 え

た 後，私 は仕事 へ と向か い ま した。 宣教 師

時代 の 同僚 であ った ルー ム メイ トのキ ンボ

ー ル兄 弟は
， 朝早 くか ら仕 事 に行 って お り，

私 に新 しい弁 の作 り方 を教 えて くれ ま した。

20分 ほ ど過 ぎた頃 で し ょうか 。一 番小 さい

弁 のひ とつ が プ レー トの 型 の中 につ まって

し まい ました 。左 手 で なん とか取 ろ う とし

ま した がだ め です 。 そ こで， 両手 を使 って

引 っ張 ろ うと体 の 向 きを変 え ま した。 その

時 です， プ レスが 左手 の上 に 落 ちて きて，

ものす ごい音 を たて ま した。 左手 の手 首 の

下 が つ ぶ され る音 で した。 それか ら巨大 な

プ レスが よ うや く開 くまで， 永遠 と も思 わ

れ る長 い時 間が 過 ぎま した。 「ひ どい」，手

を見 て， 私 は とっ さにそ う思 い ま した。 そ

してそ の時， 私 の よ く知 って い る， その愛

し尊 ん で い る細 い 声が ， この よ うに さ さや

い たの です 。 「ジェ リー ，手 を切 断 しなけれ

ば な らな いか も知 れ ない。」

4時 間に わ た る手術 が行 なわれ ま した。

私 の耳 に最初 に入 って きた言葉 は ， 回復室

で医 師が 言 っ た言葉 で した。

「ジェ リー，聞 こ えるか い 。」彼 は言 い ま

した。

「は い
。」

「ど うして も手 を切 断 しなけれ ばな らな

か った。」

それか ら4日 間 とい う もの は， 涙 と痛 み

と友達 とカー ドと， そ して家族 で埋 め尽 く

され ま した。 私 の こ とを思 いや って くれ る

人々 に よっ て，特 に キ ンボー ル兄弟 に よっ

て，私 は か な り楽 に な りま した。 彼は， 私

の両親 や親 しい 人々 に その出 来事 を知 らせ ，

で きる 限 りの こ とを して くれ たの です。 彼

は，私 が頼 む 前 にすべ て の こ とを して くれ

ま した。 彼 は， その模 範 と助 けに よっ て，

私 に試 練 に立 ち向 か う勇気 を与 えて くれ た

のです 。

入 院生活 は苦 し く， 眠れ な い夜が 多 くあ

りま した 。 そん な時，私 は ，か つ てな いほ

ど救 い主や ジ ョセ ブ ・ス ミス につ いて考 え

ま した。予 言 者の 生涯 で知 っ てい る限 りの

こ とを，最 初 か ら最 後 まで頭 の中 でた どっ

て み ま した。 彼は， 肉体 的， 精神 的， そ し

て霊 的 に， 試練 に 試練 を重 ね た人 で した。

しか し彼 は， それ らをみ ご とに克服 したの

です。 私 は， その苦 しい時 に あっ て， この

身 に振 りか か るあ らゆ る試練 を予 言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス の よ うに受 け 入れ るこ とを主

に約 束 しま した。

もち ろん最初 の夜 は，「なぜ 私 が」と一 晩

中思 い悩 み ま した。過去 に何 か まず い こ と

を したの だ ろ うか， こんな 罰 を受 け る程悪

い こ とを した のだ ろ うか， と。 そ して， も

はや フ ッ トボー ル もロデ ィオ もス キー もで

きな くな った こ と を考 え ま した。片手 の 男

を夫 に したい と思 う女性 が い るだ ろ うか 。，

私 は， 少 し も良い方 へ考 え よう とはせ ず，

自分 を卑下 す るばか りだ ったの で， そん な

心配 ば か りが積 もって しまい ま した。

母 は， 週 末 にな る と私 を学 校へ 迎 えに来
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て，車 で家 に連 れ て行 っ て くれ ま した。母

が言 った 言葉 で，母 の偉 大 さ を改 めて 感 じ

たの は， 「ジェ リー ，あな たに左 手 をあげ ら

れ る もの な ら， そ うして あげ るの に」 とい

う言葉 で した 。

次 の 日曜 日は， 断食安 息 日で した。 私 は

包帯 を した短 くな っ た腕 で， 立 ってみ ん な

の心ず くしや祈 り， お 見舞 い の言 葉 に対 し

て感謝 を述 べ ました。 そ して， 友達 や 家族

が いる こ とに よって 困難 が軽 くな る とい う

こ とを初 めて実 感 しま した。

証会 が 終 わ る と，私 の尊 敬 す る友達 が特

別 な祝 福 を施 して くれ ま した。 その祝 福 の

中 で， 多 くの 疑問 が解 か れて い き ま した。

彼 は， その事故 が 私 自身 の行 な い を戒 め る

ため に生 じたの では な く， む しろ もっ と素

晴 らしい人物 に な るため ， あ るいは 弱点 を

強め るための機 会 で あ る と告 げ ました。 ま

た， そ の試練 を通 して，私 が もっ と他 の 人

人 の こ とや 世 の 中の 問題， それ に人生 に つ

い て深 く理 解 で きるよ うに な るで あろ うと

語 りま した。 今， 彼 の祝福 の言葉 や励 ま し

を振 り返 っ てみ る と， ま さに一つ 一つ が 現
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実 とな って い るの を感 じます 。

私 を最 も恐れ させ て い たこ との ひ とつ は，

こんな 自分 を人々 は一体 受 け入 れ て.くれ る

だ ろ うか とい う絶 え間 な い不 安 で した 。 人

人 は，私 を怖 が らない だ ろ うか 。能 力 を疑

った りしない だろ うか。 私 の こ とを確 かめ

もせ ず に拒 絶す るので は ない だろ うか 。女

の子 たち は，変 わ った姿 を見 てデー トを断

わ るの で はな いだ ろ うか 。私 と一 緒 に い る

の を見 られ て いや が った りしない だ ろ うか 。

伝 道 か ら帰 って きてか ら， 私 は何 人 か の

女 の子 た ち とデー トを しま した。 その 中 に，

2，3回 デー トした こ との あ る ジュ リー と

い う女 の子 が い ま した 。手術 の翌朝 ，私 が

目 を覚 ます と， そこに， 他 の友 達 と一 緒 に

彼 女が いま した。私 は， 彼 女 だけ残 して ほ

か の 人た ちに病 室 を出て くれ る よ うに頼 み

ま した。 そ して， 自分 の思 っ てい る こ とを

すべ て打 ち明 けた の です。私 は まず， 片手

を失 った こ と を話 しま した。 そ して， こん

な私 と一 緒に い るのが いや だ った り， 人 に

見 られ るのが恥 ず か しい と感 じる よ うで あ

れ ば， 無理 して付 き合 わ な くて もい い と言

い ま した 。そ の時， 彼 女 の 目に怒 りの 色が

浮 か び ま した 。彼 女は， 自分 をご まか す こ

とな く，率 直 に この よ うに 言 いました 。「私

が ここに 来た のは， 同 情や 義務 か らでは な

いわ。 あなた の こ とが 本 当に心 配 だ った か

ら よ。」 彼 女 は手 を失 った私 を哀 れむ の で

はな く，何 とか私 を助 け たい と思 って 来 て

くれ たの で した。 それ か ら6カ 月後，私 た

ちは ソル トレー ク神 殿 で結婚 しま した。

仕事 の 面接 を受 け，偏 見 の 目で 見 られ，

断 わ られ る。 こん な こ とが 何度 も続 き ま し

た。 しか し主 は， 絶 えず私 た ち を励 ま し，

数 え切 れ な い方法 で祝福 を与 えて下 さ った

のです 。最 初 の子供 ブ ラ ッケ ンが生 まれ る
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と， 私 た ちは学 費 を全部 子供 に取 られて し

まい， それ 以上 大学 を続 け るこ とが で きな

くな りま した。 そ こ で， 一 大決 心 をしてふ

た り共会 社 に勤 め る こ とに しま した。 で も

働 くこ とに よ りまた別 の学 習 の場 が与 え ら

れ たの です 。 そ して， それ か ら2，3年 後，

私 は 多 くの失 敗 を乗 り越 えて 人事 担 当取 締

役 に 昇格 す る こ とが で きま した。 これ に よ

って， 私 の 目標 が達 成 され た ばか りでな く，

祈 りが答 え られ た の で した。

現 在， こ うして振 り返 ってみ る と，私 は，

逆 境 とい う もの は何 か を築 くため の土 台 で

あ る と感 じます 。 もちろ ん， そ う した経 験

は快 い もの で あ る とは決 して言 え ませ ん。

ひ どい もの です 。 しか し私 は， そ の逆境 を

良 い方へ 向か う手段 とす る こ とが で きた と

思 って い ます 。 今 日， 多 くの 人々 が悩 み，

苦 しみ なが ら逆 境 に直面 して い るの を 目に

す る時， 私 は， 彼 らの気 持 ち を理解 す るだ

け でな く，彼 らの助 け に なる こ とが で きま

す 。 それ は， 彼 らが 私 を見 る時 に， 私が 既

にチ ャレ ンジ を克服 した こ とを理解 して く

れ るか らです 。」

つ い最 近 も逆 境 につ いて 話 し合 っ たこ と

が あ るの です が ，重 荷 を負 っ た母親 を持 つ

ひ とりの若者 が ， この よ うな質 問 を し まし

た。 「神 が全 知全 能 で，何 で も御 存 じだ とす

る な らば ， なぜ 母 を いつ まで も苦 しみ の 中

に閉 じこめ てお か れ るの で し ょう。神 は，

その 結果 ど うな るのか も既 に知 ってお られ

るは ず です 。」それ に対す る私 たち の答 え は

こ うでした 。「あなたの お母 さんが受 け て い

る試練 は，主 が お母 さん を試す ため の もの

では あ りませ ん 。 お母 さん 自身 が 自分 で 自

分 を試す ため の もの なの です。 逆境 を通 し

て 自分 の 力 を知 り， 経験 に よって成 長す る

こ とこそ最 も重要 なの です 。」

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが ，他 の仲 間 と

共 に何 カ 月間か ミズー リ州 リバ テ ィーの牢

獄 に監禁 され た時，事 態 は悪 化 す る一 方 で

した。行 政官 や 司法 官 に宛 てた請 願 も訴 え

も， 彼 らを救 うこ とは で きませ んで した 。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは ， それ を理解 す る力 と

助 言 とを求め て ，必 死 で主 に祈 りま した 。

そ して， 遂 に次 の よ うな答 え を受 け たの で

す。

「わが 子 よ
， 汝心安 か れ。 汝 の不幸 汝 の

困苦 は ただ これ 束の 間 な り。

然 り而 して， もし汝 よ くこれ を耐 え忍 ば

ば，神 は汝 を高 きに挙 げ た まわ ん。 か くし

て， 汝 あ らゆ る敵 に 勝つ こ とを得 ん 。」(教

義 と聖約121：7-8)

ジ ョセブ ・ス ミスの高 潔 な人格 と優 れ た

能 力 は， 苦 しみ を乗 り越 えて得 た数 々の勝

利に よって みが かれ ，獲 得 され た もので あ

る とい っこ とは， 何 の ため らい もな く確 信

を持 って 宣言 で きます。 イエ ス ・キ リス ト

もまた， あ らゆ る類 の試 しの状 況の下 で苦

しみ かつ 人 々に仕 え， それ に よって精神 的，

肉体 的， 霊的 ，社 会 的 なバ ラ ンス を培 わ れ

たの です 。

『彼 は御子 で あ られ たに もか かわ らず，

さ ま ざまの苦 しみに よって従 順 を学 び，

そ して，全 き者 とされ たの で， 彼 に従順

で あ るす べ ての 人に 対 して， 永遠 の救 の源

とな り… …』(ヘ ブル5：8-9)

困難 は，完 全 を 目指 す 私 た ちに とって 貴

重 な道具 です 。 逆境 は， 必ず し も失敗 と結

びつ くもの では あ りませ ん。 いかな る試練

にお い て も， 自己管理 と自己訓練 が適 確 に

な され て いれば ，力 を得 るこ とがで きます 。

備 え さえ あれば， 人生 の試練 に 立 ち向か う

時 に勝利 を得 るこ とが で きるの です 。苦 し

み であ れ不幸 であれ ， どの よ うな状 況下 に
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あって も忠実 に 歩み 続 け るな らば， 私 た ち

は イエ ス ・キ リス トの弟 子 に な るこ とが で

き ます。

C・S・ ル イス は，次 の よ うな含 蓄 の あ

る言葉 を残 しています 。 「私 は非常 な苦 しみ

を受 け てい る人 々の 中 に，魂 の 大 い な る美

しさ を見 た。 ほ とん どの 人 々が ， 日を経 る

につ れ て大 き く成長 して い く。 落 ちて い く

の では ない。 そ して遂 に その苦 しみが， 最

悪条件 の 中か ら不 屈 の精 神 と従順 な心 とい

う宝 を産 み 出す の を，私 は見 た。」

私 に は， も うひ と り素 晴 らしい友 達 が い

ます 。彼 の 日々 は，痛 み ，不安 ，病 とい っ

た もの で埋 め 尽 くされて お り， 言 って みれ

ば彼 は， 平穏 な 時 を知 らず に過 ご して きた

人 で した。 しか し彼 は， 暗闇 と逆 境 の 力 に

こぶ しを振 り上 げ， 勇敢 に戦 って い るの で

す。過 去 のすべ ての辛 い試練 は こ とご と く

制覇 され， 逆 に今 日の彼 を築 き上 げ る大 き

な助 け とな って い ます 。 彼 も，年 老 い た カ

レ ブの よ うに， この よ うに言 うこ とで しょ

う。 「今 もなお，… …健 や か です 。… … それ

で… … この山地 を， どうか今， わた しに く

だ さい。」(ヨ シ ュア14：11-12)そ び え立

つ 山の よ うな逆 境 で あ った と して も， 進 ん

で登 ろ う とい う意志 が あ りさえす れ ば， そ

れは，私 たち に とっ てあす を築 く備 え とな

るの です。

主 イエ ス ・キ リス トは， 私 た ち を励 ま し

導 くため に，御 自分 か ら試 練 と勝 利 に満 ち

た生涯 を送 られ ま した。 そ して その試 練 の

間，父 な る神 が御 子 を強め て下 さい ました。

私 た ち も同 じです。 父 な る神 は，霊 の子供

であ る私 た ちが 試練 の 中 にあ る時， 必 ず助

け を与 えて下 さ るで し ょ う。

忠実 であ りさえす れ ば， いか な る敵 の火

の矢か らも守 られ る とい うこ とは， 何 と大
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い な る祝 福 で しょ うか。 日々 の価 値 あ る祈

りは， いか な る状況 の下 に あ って も忠実 で

い るだ けの 力 を求め るひ とつ の 方法 です 。

サ タン とその 軍勢 が非常 に残酷 な方法 で

人類 を当惑 させ， 落 胆 させ ， 失望 させ ， 笑

い者 に し， そ して最 後に 滅び に追 いや るの

だ とすれ ば， 私 た ちは，今 日の社 会 にお い

て どの よ うな態度 を とるべ きで しょ うか 。

争 いや衝 突 を避 け る とい うこ とも考 え られ

ます が， それ を超 越 した重 要 な方 法が あ り

ます 。す な わ ち， 威厳 を持 って生 活す る と

い うこ とです 。威 厳 を もって生 活 す る とい

うこ とに は，神聖 な意 味が あ ります。 そ の

よ うにす れば ，争 い を仕 掛 け た り助 長 した

りす る人々 と競 い合 った り戦 っ た りす る必

要 は あ りませ ん 。 また，仕 返 しをす る とい

うこ とにむだ な時 間 を費や す こ と もあ りま

せ ん 。欺 き， 滅ぼ し， あ ざけ る者 は， 自 ら

その報 酬 を刈 り取 るこ とにな るで し ょう。

彼 らの行 な いは， 「褒 むべ きこ と」で も 「よ

き聞 えあ る こ と」 で もあ りませ ん。 私 た ち

が， いか な る状 態 に あって も平安 と威厳 を

身 につ け て雄 々 し く前進 す るの を 目にす れ

ば， 敵 は戦 う意 欲 を失 って しま うに違 い あ.

りませ ん。 今 日の社 会 にお いて 私 た ちが 直

面す る逆 境 の 中で， 軽蔑 と嘲 笑 は最 も人に

打撃 を与 え る もの です。 しか し， 日々神 の

み こ ころ を行 な うこ とに よって， 闘 争心 や

対抗 意識 の 入 り込む 余地 は な くな るの です 。

ハ リー ・エマ ー ソ ン ・フ ォス デ ィ ックは，

ある著書 の 中 で この よ うに述べ て い ます 。
か き

「牡 蠣 の最 も変 わ って い る ところは
， これ

で あ る。 す なわ ち， 彼の体 の中 に侵 入者 が

あ った とす る。 彼は， これが 大嫌 い であ る

が， それ を追 い出す こ とが で きない と， そ

れ を利用 して牡蠣 に で きる最 も素 晴 らしい

こ とをす る。つ ま り真 珠 を作 っ て し まうの



だ。今 日， 生 活 を妨 害す る もの が私 た ちの

問 に 入 り込 んで きた とす る。そ れに 対す る

処 方せ ん は たっ た ひ とつ ，真 珠 を作 るこ と

だ。 忍耐 と呼 ば れ る真珠 を作 らなけ れ ばな

らな いか も しれ な い。 しか し， いず れ にせ

よ真珠 を作 るの だ。 そ して， そ れ には， 愛

と信仰 が い る。」(η 鯵7弛 α詔 ㎎C乃 臨 「宝

の箱」 よ り)

逆境 に 屈服 す る と， その 人は ます ます 弱

くな って しまい ます 。 しか し勇 気 あ る人に

とっては， 逆 境 は強 くな るため の手段 なの

です 。末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会

貝 と世 界 中 の神 を畏 れ る人 々は ，試 練か ら

解 放 され るよ うに とは祈 らな いで しょ う。

彼 らは， 降参 した りあ わて ふ ため い た りは

しない はず です 。辛 い試 練 を受 け とめ， そ

れ を克服 で きる よ うに 自らの状 態 を整 え る

努 力 をす るの です 。

普 通， 生 じた 問題や 困難 に対 して簡 単 に

解 答が 与 え られ る こ とはあ りませ ん 。一 人

一 人が考 え， 計 画 し，実 行 しなけれ ばな ら

な いの です 。 また， 必要 な助 け と， 問題 を

克 服 し結果 が 何 で あれ 自己の十 字架 を負 う

ため の 勇気 を見 いだせ る よ うに祈 らなけ れ

ば な りませ ん 。勝 利者 た ちは， 日々 に 目標

を設定 してい ます 。不可 能 な 目標 では な く，

自分 の 力 で達成 で きる もの を選 ぶの です 。

彼 らは， 神 が， 恐 れ る精 神 では な く愛 と平

安 な思 い を生 じる力 を与 えて下 さった こ と

を忘 れ ず にい るの です。

神 は， ジェ リー の よ うに 勇気 をもって逆

境 と戦 う人々 を愛 し支 えて 下 さ る と思 いま

す 。 多 くの 場合 ， 彼 らは神 と特 別 な関係 に

あるの で はな い で しょうか 。「見 よ，わ た し

は あ なた を練 っ た。…… 苦 しみ の炉 を もっ

て あ なた を試 み た。」(イ ザ ヤ48：10)

私 たち は一 人一 人，私 たちの 周 りに あっ

て 日々 いつ 終 わ る とも知 れ な い過酷 な試練

と戦 って い る人々 の模範 が あ る こ とを，神

に感 謝す る必要 が あ ります 。 人間 のはか り

で測 り， 人間 の 目 を通 して見れ ば不 公平 と

思 われ るほ ど多 くの 困難 を背 負 ってい る人

人が い ます 。 しか し， 彼 らは神 の助 け に よ

って特別 な者 とされ てい るの です。 彼 らは

倒 れ ない で し ょう。 また， 決 して屈 しない

で し ょう。

サ タンは， 私 た ちが この世 の試練 に降参

す るこ とを望 ん で い ます 。 しか し， もし私

た ちが神 に立 ち返 るな らば，神 は手 を差 し

伸べ て私 た ち を試 練 か ら導 き出 して下 さる

で し ょ う。 これ らすべ て の事柄 が 真実 で あ

る こ とを，私 たちの贈 い主 であ る イエ ス ・

キ リス トのみ 名 に よ って 特 に ここに証 申 し

上 げ ます 。 アー メ ン。
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十二使徒 定員会会員 ゴ ー ドン ・B・ ヒ ンク レー

汝 らには赦す ことを求め らる

「しん らつな 言 葉 によ って傷 つ いて い る人 々
，執 拗 に 不満 の種 を くす ぶ らせ る こ

と によ リ 自ら傷 つ いて いる人 々の 手 当てを しよう ではあ りませ んか 。赦 そ う とい

う気 持ち が得 られ る よ うに 主 に願 い求め て 下さ『い。 与 え られる のてす か ら 。」

は じめ に・ 美 しい讃 美歌 を聞かせ て下 さ

った合 唱 団の皆 さん に感謝 を したい と

思 います。 そ して， この礼拝 の讃 美歌 を心

に留 めなが ら私 の話 を進 め て い きた い と思

い ます。過去6カ 月間 は， 私 た ちの教 会 に

とって素 晴 ら しい時 で した。 この春 ， 私 た

ちは教 会創 立150周 年 記 念の 幕 を開 け ま し

た。 この よ うに総大 会 が 開催 され た4月6

日，私 た ちは大 陸 を横 断 し，1世 紀半 の歴

史 を越 えて， 教 会 誕生 の地 か らこの タバナ

クル に集 ま った大勢 の人 々に話 を したの で

す。 その 時か ら私 た ちは， 音楽 や ダ ンス，

ドラマに よ って， 末 日に シオ ン を築 いた 勇

気 ある人 々の物 語 を表現 し， また 演 じて き

ま した。

私 た ちはそ の よ うな一 連 の 記念行 事 を通

じて， 過去 の思 い 出 を新 たに す る と共 に，

今 日の教会 を築 くため に大 変 な努 力 を払 っ

て下 さ った人 々に崇 敬 の 念 を抱 いて き ま し

た。私 た ちの心 は， その聖 な る計 画 を驚 く

べ き方 法 で成 し遂 げ られ た全能 の神 へ の感

謝の 気持 ちで一杯 です。 私 た ちは また， 大

い な る予 言 を成就 す る とい う大 きな役 割 が

自分 た ちに あ るこ とも思 い起 こさせ られ ま

した。

これ らはす べ て ヨベ ルの年 の精 神 で行 な

われ て き ま した が， まだなす べ きこ とは た

くさん あ ります 。古代 イス ラエ ル では，50

年毎 の年 を ヨベ ル の年 と して記 念 し，祝 っ

て い ま した。 そ して その年 に は， 寛大 な赦

し と重圧 か らの解放 も行 なわ れて い たの で

した。

さて この1980年 ， 教会 歴 史の150年 を終

え よ う とす るに 当 た り， 私 た ちは感謝 す る

民 として，私 たち を傷つ け たか も知 れ ない

人々 に対 し赦 しの精神 と， 愛 と思 いや りの

あ る態度 を もって接 す る必要 が あ ります 。

私 た ちに必 要 なの は この赦 しの精 神 と，

愛 と思 いや りの あ る態度 です 。全世 界 も こ

の こ とを必要 と して い ます。赦 しの精 神 と，

愛 と思 いや りの あ る態度 こそ まさにイエス・

キ リス トの福 音 の真 髄だ か らで す。 主は そ
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の真髄 を教 え， 自らそ の模 範 を示 され ま し

た。 主 の模 範 に勝 る模 範 は あ りませ ん。 カ

ルバ リの 十字 架上 で激 しい苦 痛 に耐 え てお

られ た時 で さえ， 御 自身 を過 酷 な十 字架 に

つ け た実 に卑 劣 な憎 むべ き人 々 に対 して，

主 は この よ うに 言 って お られ ます 。 「父 よ，

彼 ら をお ゆ る し くだ さい。 彼 らは何 を して

い るのか， わか らず に い るの です。」(ル カ

23：34)

私 た ちは だれ もそれ ほ ど寛大 に赦 す よ う

には求 め られて い ませ んが， 赦 す気 持 ち と

哀れ み の心 をもっ て人 々に接 す る義務 は，

主 が定 め た もうた もの として存 在 し ます 。

主 は啓示 の 中で 次の よ うに 言明 してお られ

ます 。 「古 えわが 弟子 た ちに して陥 入れん と

す る機 をね らい心 中互 いに相 赦 す こ とな き

者 あ りた るが， 彼 らは この悪 の ため に苦 し

み また甚 し き懲 しめ を蒙 りしな り。

この故 に われ 汝 らに告 ぐ， 汝 ら互 い に赦

し合 うべ きな り， そは， 人 その 兄弟 の過 ち

を赦 さ ざれ ば， そ の人主 の 前に 罪 に値 す る

故 に して， そは 更 に大 いな る罪 な お彼 に在

れ ば な り。

主 な るわ れ.は， その赦 さん と欲 す る者 を

赦す 。 され ど汝 らには すべ て の人 を赦す こ

とを求 め られ る。

汝 ら心 の 中に 言 うべ きな り。 神 を して汝

とわれ とを審 き， ま た汝 の行 為 に よ りて汝

に報 い を与 え しめ よ， と。」(教 義 と聖 約64

：8-11)

私 た ちは，神 か ら与 え られ た この原 則 な

らび に，先 に ロム ニー 副管 長 が詳 し く説 い

て 下 さ っ.たこの原 則 とは不 可分 の 関係 に あ

る悔 い改め の 原則 を適 用す る必要性 が 大 い

に あ るの では な いで しょ うか 。家 庭の 中 で，

さ さいな誤 解 が激 しい言 い争 い を生 んで し

まっ た時， また隣 人 同士 で小 さな意見 の相

違 が果 て しの ない苦 々 しさ を抱 く結 果に至

っ た場合 も必要 で しょ う。 商売仲 間 で仲 た

が い し， 歩 み寄 る こと を拒 否 して いる時 に

も必 要 です 。 ほ とん どの場合 ，一 緒 に腰 を

下 ろ して互 い に穏や か に話 をす る気持 ちが

あ れば， 事 態 は万事 円満 に解 決 で きる もの

です 。 そ うで なけ れば， か え って敵意 をつ

の らせ， あれ これ と仕返 し を考 え て 日を過

ごす 結果 にな ります。

教 会 が組 織 され た その年， 予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスは彼 を傷 め つ け よ うとす る人 々

に よって何 度か 捕 らえ られ， 言いが か りを

つ け られ ま したが， それ に対 して主 は啓示

を通 して次 の よ うに 言われ ました。 「何人 た

りとも汝 を訴 うる者 あ らば， 彼 はか え って

律法 に よ りて咀 わ れん 。」(教 義 と聖約24：

17)今 の時代 に も， 執 念深 く恨 み を晴 らそ

う とす る人々 は い ます 。試合 に勝 って も少

し も心 に和 み の ない人 々が い ます。 その よ

うな人 はお 金 は得 た として も，一 方 で は も

っ と大切 な もの を失 って い るのです 。

フ ラ ンスの作 家 モー パ ッサ ンの作 品に，

オー シュ コル ン とい う名 の農 民 を描 い た短

編 小説 が あ ります 。 オー シュ コル ンは市 の

た つ 日，町 にや って来 ます 。広場 の方 に行

こ っ として いた ら，ふ と地 面 に紐 の きれ は

しが落 ちて い るの が 目に 入 りました。彼 は

そ の紐 を拾 い上 げ る と， ポケ ッ トに入れ ま

した。 とこ ろが彼 の その行 為 をじっ と見 て

いた 人が い ま した。町 の 馬具 師で， 以前 ふ

た りは悶着 を起 こ した こ とが あ りました。

その 日遅 くなって ，財 布 が盗 まれ た こ とが

伝 え られ ま した。 オー シュ コル ンは馬具 師

の 訴 えに よ って捕 らえ られ ます。 町長 の前

に連行 され たオー シュ コル ンは， 自分 が拾

っ た紐 の きれ は しを見せ て無 実 を主張 しま

す 。 しか し， 彼 は信 じて もらえず， ばか に
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されて しまい ます 。

翌 日財 布 は見つ か り， オー シュ コル ンは

無 罪放 免 とな ります 。 しか し，虚 偽 の訴 え

に よって侮辱 され たこ とに ひ ど く憤 慨 した

彼 は， それ か ら とい う もの敵 意 を募 らせ ，

何が あ って も紐 の一 件 の こ とは忘 れ ませ ん

で した。赦 し忘 れ る気持 ちの なか っ た彼 は

ほか の こ とを考 える こ とも話 す こ とも しま

せ ん で した。畑仕 事 も投 げ出 しま した 。行

く所， 会 う人 ご とに， 彼 は 自分 が不 当 に扱

わ れた こ とを話 し ました。 明 けて も暮 れ て

もただ もう紐 の一件 に一 心 不乱 の あ りさま

で した。 そ して， この一 件 が頭 か ら離 れ な

か った オー シュ コル ンは， 重 い病 気に か か

り， と うと う死 んで しまい ます。 臨終 の う

わ ごとに も， 繰 り返 し， 繰 り返 し言 い ます。

「紐 きれ です ， ただ の紐 きれ です 。」

人や状 況が 異 な るこ とは あ って も， この

類 の話 とい うの は現代 で も度 々起 こ り得 る

話 です 。 自分 を傷 つ け た人 を赦す とい うの

は， だれに とって もそ れほ ど難 しいこ とな

のです 。だ れ し も 自分 に対 して な され た悪

事 につ いて は考 え込 みが ち です。 そ して こ

の くよ くよ考 え込 む こ とが， 心 をさい なみ

む しばんで い く病 根 とな ります 。赦 し， 忘

れ る とい う徳 以上 に現代 に お いて実行 を必

要 とされ る徳が あ るで しょ うか 。 これ を弱

さの しる しと見 なす 人 もい ます が， そ うな

の で しょ うか。 非道 な仕 打 ち を受 けた こ と

に腹 を立 て， それ をいつ まで も根 に持 って，

あれ これ仕 返 しを考 える こ とに能 力 を浪費

しなが ら生 活す るこ とは， 強 くも賢い こ と

で もな い と私 は思 い ます 。恨 み を抱 い て い

る と心の平安 が あ りませ ん 。 また， も し仕

返 しが で きた として も， その 日は 少 し も楽

しくな いはず です 。

パ ウロは，人間 生活 の 「無力 で貧 弱 な， も
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う もろの霊 力」 に つ いて述 べ て い ます(ガ

ラテ ヤ4：9参 照)が ， 自分 に苦 痛 を与 え

たで あ ろ う人に対 して苦 々 しい思 い を抱 き，

一 物 あ る よ うな身 ぶ りを しよ うとす る性 質

以 上 に無 力 で貧弱 な もの が あ るで しょ うか。

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管 長 は， 教会 貝

に対 す る反感 が 非常 に強 か っ た時代 に教 会

を管 理 しま した。 ス ミス大管 長 は卑 劣 な非

難 の的 とな り，ユ タに お いて さえ新 聞 の執

筆者 か ら絶 えず 激 しい非 難 を受 け ました。

ス ミス 大管長 は嘲 笑 され た り， 漫画 で 風刺

された りした のです 。 ところ で， 品位 を傷

つ け よ う と彼 を笑 い ぐさに した入 々 に対 し

て ス ミス大 管長 は どの ように応 えてい るで

しょうか。読 ん でみ ま しょ う。 「彼 らをひ と

りに させ ，行 かせ な さい。望 む言論 の 自由

を与 えな さ い。彼 らに 思 うま まに 話 を させ ，

自分 の 運命 を書 か せ な さい。」(「福 音 の教

義」p。327)そ して ，並 は ずれ た寛 大 な心 の

持 ち主 で あ った ス ミス大管 長 は， きわめ て

積極 的 に み業 を進 め， 数 々の 著 しい業 績 を

あげ て教会 を さらに発 展 させ ま した。 その

結 果， ス ミス大管 長が 亡 くな った時， か つ

てス ミス大 管長 を嘲 笑 して いた人 々 の 多 く

は大 管長 を賞賛 す る言葉 を寄せ ま した 。

少 し前 に な りますが ，私 はあ る夫婦 か ら

長 々 と話 を聞 きま した。 その 時， 私 の机 を

は さん で座 ったふ た りの 間 には苦 悩が 感 じ

られ ました。 かつ て はふ た りの愛 も深 く，

本 物 で あっ たに違 いあ りませ ん。 しか し，

お互 い に相手 の 欠点 を口にす る癖 が 高 じて，

だれ に で もあ るよ うな間 違 い で も赦せ ない

よ うに な り.，辛抱 し合 う気持 ちが な くな り

ま した。 そ して互 いに あ ら捜 し を し， つ い

には かつ て の愛 もな くして， いわ ゆる性 格

の不一 致 に よ る離 婚 とい う破 局 に至 っ たの

で した。 そ うなれば寂 しさ と相手 に対 す る
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非 難 しか あ りませ ん 。`もしこのふ た りに悔

い改め と赦 しの気 持 ちが 少 し.でもあ った な

ら， ふた りは今 もな お結婚 生 活 を続 け，初

め の 頃豊 か な恵み を もた ら した夫 婦愛 を享

有 して いたに違 いあ りませ ん 。

も し私 の話 を聞 いて い る人 の 中に， 今 お

話 した夫婦 の よ うに憎 しみ とい う毒 の あ る

思 い を相 手 に対 して募 らせ てい る人 が い る

な らば，私 は 赦す 力 を主 に請 うよ うに とそ

の方 々に 申 し上 げた い と思 い ます 。 この よ

うな望 み を表 わす こ とが， ま さに悔 い改 め

その もの なの です 。 主 に赦 しの 力 を請 うこ

とは容 易 で ない か も知 れ ませ ん し， またそ

の力 がす ぐに得 られ る とも限 りませ ん。 し

か し， も しあな たが 真剣 に な って求 め， 育

んで い くな らば赦 しの力 は得 られ るで し ょ

う。 また， た とえ あな たの赦 した人 が あな

た を苦 しめ脅 か し続 け た と して も， あ なた

には仲 直 りをす る ため に 自分 に で き るこ と

は した とい うこ とが わか るで し ょう。そ し

て， ほか の方 法 では得 る こ との で きな い平

安 な気 持 ちが 心 の中 に広 が って行 くの を感

じるで し ょ う。 この 平安 は， 主 か ら来 る平

安 で す。 主 は この よ うに言 って お られ ます。

「もし も， あ な たが たが， 人 々の あや ま

ち をゆ るす な らば， あ なたが た の天 の父 も，

あ なたが た をゆ る して下 さる であ ろ う。

も し人 をゆ るさ ない な らば ， あ なたが た

の父 も， あ なた が たの あや ま ちをゆ る して

下 さ らない であ ろう。」(マ タイ6：14-15)

私 は， あ らゆ る文 学作 品の 中 でル カに よ

る福 音書15章 に 出て くる話 ほ ど心 を打つ素

晴 ら しい ものは な い と思 います 。 それは ，

悔 い改め た 息子 とその息 子 を赦 す父 親の 物

語 です。 父親 の 忠告 を受 け 入れ ず， 自分 を

愛 して くれ る人 々 もはね つ けた上 ，相 続 財

産 を放 縦 な生 活 で使 い果 た して しまっ た息

子 の話 です 。 彼は 身代 を食いつ ぶ して， 食

べ物 に も窮 す る有様 で したが ど こに も寄 る

べ は あ りませ ん で した。 そ こで 「彼 は本心

に立 ちか え って」(ル カ15：17)， 父親 の も

とに もどって きま した。 は るか遠 くに息 子

が帰 って来るの を認め た 父親 は， 「走 り寄 り，

その首 をだ いて接 吻 し」(ル カ15：20)ま し

た。

私 は，皆 さん に この物語 を読 ん でい ただ

きた い と思 い ます 。 父親， 母 親の方 は皆，

繰 り返 しお読 み にな って下 さい。 この物 語

は どの家族 にも当て は まる たいへ ん幅広 い

意味 を持 っ た物語 です が， また それ以上 に

全 人類 に も関係 のあ る大 きな 意味 を持 って

い ます。 とい うの も私 たちは 皆，悔 い改 め

て天 の御 父の 恵 みで あ る赦 しに あずか り，

その 後御 父の模 範 に従 う必要 の あ る放蕩 の

息子， 娘 だか らでは な いで しょうか。

御 父の 愛子 で あ る私 た ちの贈 い主は， 赦
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し と慈 愛 を もって私 たちに手 を差 し伸 べ て

下 さ って い ます が， 同時 に悔 い改め を命 じ

て もお られ ます 。 高潔 な心 か ら生 まれ る真

の赦 しの精 神 は， 命 じられ た その悔 い改め

の表 われ です 。主 が予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スにお与 えにな った 啓示 か ら引用 してみ ま

しょう。

「この故 に今 われ 汝 に命ず
，悔 い改め よ。

わが 口の し も とと， わが 怒 り と， わ が憤 り

とを受 け て汝の痛 苦 甚 しか らざ らん が ため

に悔 い改め よ。 す なわ ち その痛苦 の如何 に

甚 しきか を汝知 らず， その如 何 に 強烈 な る

か を汝 知 らず 。 また如 何 に堪 え難 きか を汝

知 らざるな り。

見 よ， われ は神 な るに， 人 もし悔 い改 む

るな らば この苦 しみ を受 け ざらんが ため に，

すべ て の者 に代 りてこの 苦 しみ をわ が身 に

受 け た り。

され ど， 人 も し悔 い改 めず ば誠 にわれ と

同 じ苦 しみ を受 け ざるべ か らず 。

その苦 しみ た るや ， われ神 ，す なわ ちす

べ ての 中最 も大 い な る者 な りとい え ど も痛

苦 のため に身 をふ るわせ ， あ らゆ る毛 の孔

よ り血 を湧 かせ ， 身 と霊 と両 つな が ら を苦

しめ， す な わち この苦 きさか ず き よ り呑 ま

ず して し りごみす る も可 な らん こ とを欲 し

た り。… …

われ に就 きて学 び， わが言 を聴 き， わが

『み た ま』 の柔和 な る道 を歩 め。 さ らば，

汝われ に在 りて安 き を得 ん。」(教 義 と聖約

19：15-18，23)

これが主 の戒 め です 。 また，主 の偉 大 な

模 範 の祈 りに従 って 「天に い ます われ らの

父 よ， …… わ た した ちに負債 の あ る者 をゆ

るし ました よ うに 。 わた した ちの 負債 をも

おゆるし ください」(マ タ イ6：9，12参 照)

と願 う人に与 え られ た約束 です 。
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南北 戦争 とい う悲惨 な出来事 につ いて臆

せ ず 語 った リンカー ンの 次の 言葉 ほ ど美 し

い もの はあ りませ ん 。「だ れ に も敵 意 を持

たず ，すべ ての 人 に愛 を持 って， … …傷 つ

い た者 の手 当 て を しよ う。」(ジ ョン ・バ ー

トレ ッ ト，翫 吻班α7Q脚 嬬 勿η∫ 「古今 名 言

集 」p.640)

兄 弟姉妹 の 皆 さん， この素 晴 ら しい記 念

の年 を終 え るに 当 たって ，傷 つ い た者 の手

当て を しよ うで はあ りませ んか 。 しん らつ

な言 葉 に よっ て傷つ い てい る人， 執拗 に不

満 の種 を くす ぶ らせ るこ と， また 自分 を傷

つ け た相 手 に仕返 しをす るこ とを考 え る こ

とに よ り， 自 ら傷つ いて いる 人が大 勢 い る

の です 。私 た ちは だれ し もこ の恨み を晴 ら

そ う とす る心 を少 しな り とも持 っ て い ます 。

しか し幸 いに も， もし私 た ちが 外 とうの ご

と く愛 の絆 ， す なわ ち完全 と平 和 の絆 を身

に ま と うな らば(教 義 と聖 約88：125参 照)，

だれ で もその よ うな心 に 打 ち勝つ 力 を得 る

こ とが で きるの です 。

「あや まちは 人の 常
， 赦す は神 の わ ざ。」

(ア レキサ ン ダー ・ポー プ，AηEs8αyoη

Cガ'ガ6∫s翅「批 判 論 」2：1711)悪 い感情 を

抱 いて い る と平安 はあ りませ ん。 また， 古

傷 の痛 み をあ れ これ思 い 出す ところに平 安

は あ りませ ん。 平安 は悔 い改め， 赦 す こ と

に よって初 め て得 られ る もの なの です 。 こ

れ こそ キ リス トか ら来 る平安 です 。 キ リス

トは この よ うに言 って お られ ます。「平和 を

つ くり出す人たちは， さいわ いで あ る。 彼 ら

は神 の子 と呼 ばれ るで あろ う。」(マ タイ5

：9)イ エ ス ・キ リス トの聖 なるみ名 によ

っ て証 致 します。 アー メ ン。



1980年10月5日(日)午 後 の 部

十二使徒 定員会会員 リグ ラ ン ド ・リチ ャ ー ズ

証

「私の心は天父への感謝の思いと，この業は神の業であるという聖霊によ

る証であふれています」

も し皆さんが何か命よりも大切なものを
持 って いて， しか もそれ を隣 人に与 え

るこ とに よ り， 隣 人の生 活 を豊 か な ものに

す る こ とが で き， なお かつ 自分 の腹 は まっ

た く痛 まない とした ら， その大切 な もの を

人 に与 え たい とは思 わ な いで しょ うか 。私

に とって， この教会 が神 の 教会 で あ る とい

う証 は， 命 よ りも貴 い宝 です。 そ して私 は

それ を数 え切 れ な い程 多 くの人 々 に伝 えて

きま した。 それ に よ って 人々の 生 活は さら

に豊か な もの となっ たの です。

私 は これ まで教 会 の 総大会 で98回 ， この

説教 壇 か ら証 を宣べ る特 権 を与 え られ て き

ま した。 また私 は 自分 の証 を載せ た あ る本

を書 き ま したが ， それ は今 も全世 界で 用 い

られ てい ます。 私 は その証 をまだ 若 い時に

聖霊 を通 して得 ま した。 その聖 霊 は それ を

授 け る権 能 を持 つ 人が私 に施 して くれ た按

手礼 を通 して与 え られ た もの です 。 そ して

証 は まだ子 供 だ った私 に大 きな感動 を与 え，

以 来私 の全 生涯 を導 く星 となって きま した。

また私 は， ふ さわ しい年齢 に な って伝 道に

出 る 日が待 ち遠 し くて仕 方が あ りませ んで

した。

私 が最初 の伝 道に 出 たの は1905年 の こと

です 。私 は い とこと一 緒 に リバ プール まで

行 き， そ こか ら彼 は ノルウ ェー に，私 はオ

ラ ンダへ と送 り込 まれ ました。伝 道地 に入

っ てか ら数 カ 月経 った 頃， その い とこか ら

私 あて に手紙 が留 きました。「この間 ひ とり

の 人に会 い ました。 彼 は僕 なん かが想像 も

で きな いほ ど宗教 につ いて よ く知 ってい る。

そ れで その 人に 言 って しまった んだ。 もし

あ なたが 私 の持 っ てい る もの よ りも， 何か

優 れた もの を持 ってい るの で した ら， あ な

た の教会 に 入 りましょうって。」 とい うのが

そ の文 面で した。

そ こで私 も彼 に返事 を出 し， こ う書 いて

や りま した 。「君 が そ の 人 に 言 った こ とは

至 極 もっ ともだ と思 うよ。もしその人が ，君

が持 ってい る以上 に優 れた もの を持 って る

と した ら， 君は そ っ ちの教会 に 入 って も当

115



然だ と思 う。」そ れか ら，け さフ ァ イア ンズ

兄弟が私 た ちに話 して くれ た よ うな事 柄 に

つい て少 し書 き， 次 の よ うに続 け ま した。

「時満 ち た る神権 時代 の幕 を開 け， 神会 を

構成す る栄光 に 包 まれ た神 々の 真 の属性 を

明 ぢかにす るため に， 幾世 紀 もの霊 の暗黒

を破 り，光 の柱 の 中に 天 父 と御 子 が姿 を現

わされ た こと， これ に勝 る もの をそ の人 は

果 た して 持 って い るのだ ろ っか。

モル モ ン経 翻訳 の 元 とな った版 を携 えて

モ ロナ イが訪 れ た こ と， またア ロ ン神 権 と

い う罪の赦 し を受 け る た め に 水 に 沈 め ら

れ るバ プ テスマ を行 な う権 威 と権 能 を携 え

たバ プテ スマの ヨハ ネ の訪 れ， さ らに教 会

と神 の王 国 を組 織 し， 人の子 の来臨 の ため

に道 を備 え，按 手礼 を通 して聖 霊 を授 け る

ため の権能 で あ る聖 な るメル ケゼ デ ク神 権

と使 徒職 を携 え て来 た主 イエ ス ・キ リス ト

の 使徒， ペテ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネの訪 れ，

これ らに勝 る もの を持 って い るだ ろ うか 。

末 日の集 合の 鍵 を もって私 た ちを 山間の峡

谷に導 い たモー セの訪 れ ，主 の 大 いな る恐

るべ き 日が 来 る前 にそ れが なけ れば 全地 が

空 しくされる とマ ラ キが 証 したエ ラ ィジ ャ

の訪 れ， これ らの事 柄 に優iるもの を持 っ て

いる と言 うの だ ろ うか 。 その意 義 をよ く考

え， な おかつ 彼が そ れ以上 の もの を持 っ て

い ると言 うな ら， 君が そ の教 会 に 入 るの も

や む を得 な い と思 う。」

私 たちは親 と して また イス ラエ ル の指 導

者 として，若 人 の心 に この 回復 され た福 音

が真実 で あ る とい う証 を聖 霊 の 力に よ って

植 え付 け て きま したが， それ以 外 の方法 で，

彼 らが この世 の 悪や わ な，誘 惑 を避 け，世

に あって世 の もの とな らない よ うに教 え る

こ とが で きる とは とて も思 えませ ん。

私 は使徒 ペ テ ロの言葉 が 好 きです 。 こ う
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言 って ます 。 「預 言 の 言 葉 は ，わ た した ち

に い っそ う確実 な もの に な った。 あ なたが

た も， … 明星 が のぼ って， あな たが たの心

の中 を照す まで， この預 言の 言葉 を暗 や み

に輝 く とも しび として， そ れに 目を とめ て

い るが よい 。

聖 書 の預 言は すべ て， 自分 勝手 に解 釈 す

べ きで な い こ とを， まず第一 に知 るべ きで

あ る。

なぜ な ら，預 言 は決 して 人間 の意 志 か ら

出た もの では な く， 人 々が 聖霊 に感 じ，神

に よって語 られ た ものだか らで あ る。」(II

ペ テ ロ1：19-21)

これ こそ私 た ちに証 を得 させ て くれ る も

の です。

またペ テ ロは五 旬 節の 日の後 で， キ リス

トを十字 架 につ け た人 々に この よっに百 い

ま した。 「だ か ら， 自分 の 罪 を ぬ ぐい去 っ

て いた だ くため に， 悔 い改 めて 本心 に立 ち

か え りな さい。

それ は， 主 のみ前 か ら慰 め の時が きて，

あ な たが たの ため に あ らか じめ 定 め てあ っ

た キ リス トな るイエ ス を， 神 がつ か わ して

下 さるた め であ る。

この イエ スは， 神 が聖 な る預 言 者 た ちの

口 を とお して ，昔 か ら預 言 して お られた 万

物更新 の時 ま で， 天 に とどめ て おか れね ば

な らなか った。」(使 徒3：19-21)

す べ ての聖 なる預 言老 の 口 を通 して， 時

の初 め か ら語 られ て いた万物 の更新 が な い

と した ら， だ れ もペ テ ロ は生 け る神 の預 言

者 で あ る とい うこ とを信 じ，主 の 来臨 を待

ち望 む こ とは で き ませ ん 。回復 と改革 は ま

った く別 の もの です。 今 日世 界中 に存 在す

るすべ て の教 会 は，歴 史 の過 誤 を修 正 しよ

う と模 策 を重 ね， そ の結 果何 百 もの教 派 に

分 裂 して しま い ました。 互 いに一 致 が見 い



リ グ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長 老

だせ なか っ たか らです。 また万物 の 更新 が

当然 な され たは ず です。 とい うことは，聖

な る予 言 者が再 び この地上 を訪 れな けれ ば

な らなか っ た とい う こ とで あ り， そ れ こそ

皆 さんが こ の大会 で耳 に してお られ る こ と

なの です 。

また， もし彼 らが この地 上 に再 び来 た と

した ら， だれ か を訪 れ た に違 い あ りませ ん。

つ ま りそ の人 こ そ神 の予言 者 で なけ れば な

らな い とい うこ とです 。 それ につ いて ア モ

スは この よ うに言 っ てい ます。 「ま こ とに

主 な る神 はそ の し もべ で あ る預 言者 に その

隠 れ た こ とを示 さないで は，何 事 をもなされ

ない。」(ア モス3：7)そ して， そ の 「預

言者 」 が ジ ョセ ブ ・ス ミスで した。

私 たちは この 万物 の 更新 につ い て，す な

わち き ょう この 大会 で も語 られ て きた聖 な

る 「預 言者」 の訪 れ に つ いて， それ が実 際

に あ った こ とを証 します。

私 は聖典 の 中の予 言 が好 きです。 イエス

は復 活 され た後， ふ た りの弟 子 とエ マ オへ

の道 を行 か れ ま した 。 そ して彼 らが御 自身

とそ の復 活 につ いて話 す 言葉 を聞 き， 彼 ら

が何 も理解 して いな い こ とを知 って この よ

うに 言 われ ま した。 「あ あ， 愚 か で 心 のに

ぶい ため， 預 言者 た ちが 説 いたすべ ての事

を信 じられ ない者 た ち よ。」(ル カ24：25)

そ してモ ーセや すべ ての予 言 者か ら初め て

すべ てに わた り， 予言 者 た ちが御 自分 につ

いて証 してい るこ とを説 き明か され ま した。

私 はイザ ヤ の予 言が 好 きです 。私 には，

彼 はか つ て地上 で過 ご した とい うよ りも，

この私 た ちの時 代 に住 ん でい たの では ない

か とさえ思 え る くらいです 。 イザヤ は私 た

ちの時代 に起 こ る事 柄 につ い て， それ程 ま

でに 多 くの事 柄 を知 って いたの です 。彼 は

私 た ちが この 山間の 峡 谷 に住み 着 くこ と，

文 明社 会か ら遠 く1，600キ ロも離 れ，行 き交

う人 もな く，必 需 品 も まま な らなか っ たこ

の不 毛 の地 が さふ らん の よ うに花咲 く有 り

様(イ ザヤ35：1参 照)，立 派 な灌概用 水路

が開 か れ，砂 漠 に川 が 流れ るよ うに な るこ

と(イ ザ ヤ43：19参 照)， 夏 には この 山腹に

築 いた貯 水場 か ら水 が供 給 され る こ と(イ

ザヤ48：18参 照)， また主 に贈 われた人々が

来て， シオ ンの 高 い所 で歌 う様子 を見 て い

た(イ ザヤ51：11参 照)の です 。タバ ナ クル

合 唱 団が50年 以上 に わ たっ て1週 も休 まず

に歌 を歌 い続 け て きた とい うこ とのほ かに，

この予 言 を成就 す る ような事柄 を世 界 の ど

こに見 いだす こ とが で きる で しょ うか 。

イザ ヤ は終 わ りの 日に主 の家 の 山が もろ

もろの 山の か しら と して 固 く立 ち， あ らゆ

る国民 が そ こに来 て こ う言 う姿 を見 ま した。

「さ あ， わ れ われ は主 の 山に登 り， ヤ コブ

の神 の家 へ行 こ う。彼 は その道 をわれ われ

に教 え られ る，われわれ はその道に歩 も う。」

(イ ザ ヤ2：3)

さて聖典 には ユ ダヤ 人が エル サ レムに再

び集合 す るこ とにつ い て数 多 くの予 言が記

され て い ます が，'今挙 げた予 言 には 「すべ

ての 国は これ に流 れ て き， …… 主 の〔家 の〕
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山 に登 り，…… 」 と書 か れて い ます。(イ ザ

ヤ2：2-3)

私は この一 画 に建 つ この美 しい神 殿 こそ

イザヤ が見 たヤ コブ の神 の家 で あ る と信 じ

てい ます 。

エ レ ミヤ は 「『イ ス ラエ ル の 民 をエ ジ プ

トの地 か ら導 き出 され た主 は生 きて お られ

る』とまた 言わ ない で， 『イスラエ ル の家 の

子 孫 を…… そのす べ て追 いや られ た地か ら

導 き出 された神 は生 きておられ る』」 とい う

日が来 るこ とを知 っていま した。(エ レ ミヤ

23：7-8)

エ レ ミヤ は また， 主 が 多 くの漁夫 ，猟 師

を送 って丘 ， 山， 岩 の裂 け 目か ら人々 を刈

り集め る と言 っています。(エ レ ミヤ16：16

参照)こ れ こそ全地 の イ ス ラエ ル の子 孫 に

遣 わ され， 彼 らを シオ ンへ 導 いて い る3万

1千 人 に及ぶ宣 教 師の 姿 です 。

エ レ ミヤは また， 彼 らが町か らひ と り，

氏族 か らふ た り と集め られ， 主に よって シ

オンへ導 かれ， 知 識 と悟 りと をも って養 っ

て くれ る，主 のみ ここ ろにか な った牧 者 が

与 え られ るこ と も知っていました。(エ レ ミ

ヤ3：14-15)

この大 会 の数 々の部 会 に 出席 し，生 け る

予 言者 た ちの声 に耳 を傾 け なが らその こ と

を理解 で きな い人が い るで しょ うか 。

私 はイザヤ 書 の予 言， 中 で も29章 が 好 き

です。 そ こには この よ うに記 され てい ます。

「この 民は 口 を もって わた しに近 づ き
， く

ちび る をも ってわ た し を敬 うけ れ ども， そ

の心 はわ た しか ら遠 く離 れ， 彼 らの わ た し

をか しこみ 恐れ るのは， そ らで覚 えた 人の

戒め に よるの であ る。

それゆ え，見 よ， わ た しは この民 に， 再

び驚 くべ きわ ざ を行 な う， それ は不 思議 な

驚 くべ きわ ざであ る。 彼 らの うちの賢 い人
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の知 恵は滅 び，さ とい人 の知 識 は隠 され る」

(イザ ヤ29：13-14)

今 この世 の 中に は， この予 言の すべ て を

私 た ち末 日聖徒 の よ うに理 解 で き る賢い 人

もい なけ れば さ とい 人々 もい ませ ん 。私 た

ちが それ を理解 で きるの は， 私が す でに 触

れ ， また この 大会 の 中で も話 され て いた 幾

つ か の予 言が 私 た ちに与 え られ， 福音 の 回

復 が行 なわれ たか らです 。

イザヤ は 同 じ29章 の 中で， さ らに この よ

うに言 って い ます 。 「ああ， ア リエル よ， ア

リエ ル よ，ダ ビデが営 をか まえた町 よ， 〔こ

の町 とはエルサ レムの ことです 。ダ ビデは そ

こに住み ま した 〕年 に年 を加 え， 〔これ は 来

るべ き世 代 の こ とを言 って い ます 〕 祭 りを

め ぐ りこ させ よ。

その 時私 は ア リエ ル を悩 ます 。」(イ ザ ヤ

29：1-3参 照)別 の 言 い方 をす る と， イ

ザヤ は エル サ レム とい う大 きな町 の滅亡 だ

け でな く， も う1箇 所， 彼 が その予 言 をし

た1，100年 後 に ここア メリカの広 範 な地域 で

で起 こっ た滅亡 につ いて も知 って いた とい

うこ とです 。 その滅 亡 につ い ては， 第IIニ

ー フ ァイ26 ，27章 に記 されて い ます が， イ

ザ ヤが バ ビ ロンは 滅 され て再 び建 て直 され

る こ とが ない と， それ が実 際 に起 こ る170

年 前に 語 った 時 とよく似 通っています 。(エ

レ ミヤ50：9-13参 照)

また イザ ヤ は この章 の 中 で， 賢 い人 の知

恵 は滅 び， さ とい人の 知 識は 隠 され る と言

って い ますが ，今 の世 の 中に は この世 の 賢

者 に も理解 で きない こ とが数 多 く起 きて い

ます。 き ょ うは これ以 上 その こ とにつ い て

語 る時 間 は あ りませ んが， 私 の心 は天 父へ

の感謝 の 思 い と， この業 は神 の業 で あ る と

いう聖 霊 による証 で あふれて います。イエ ス・

キ リス トのみ名に よっ て証 します 。アー メン。



七十人第一定 員会会員 ジョ ー ジ ・P・ リー

「あなた は神 と和 らいで
，

平安 を得るが よい」

「私たちは主との個人的な関係をさらに強めるために，祈リ黙想する時間

を取る必要があります。」

チ ヤー ル ズ ●デ ィヶ ンズは この よ うに書
いています。 「それ は お よそ善 き時代 で

もあれ ば， お よそ悪 しき時代 で もあ った。

知 恵の 時代 であ る と ともに， 愚痴 の時 代 で

もあ った。 …… 光 明 の時 で もあれ ば， 暗黒

の 時 で もあ った。 …… また前途 は い っ さい

暗黒 ， 虚無 と も見 え た。」(「二都 物 語」上巻

p.11， 中野好 夫訳 ，新 潮社)

これ はデ ィケ ンズが 彼の 生 きてい た時代

につ いて描 写 した ものです が， どこ とな く

今 の時 代の 状態 を思 わせ る ものが あ ります 。

現代 は 奇跡 と驚 異 の大 い な る時 代 です 。私

たちは， 過 去 の どの時 代 に もま して高 い生

活水 準 と高 度 な教育 に あず か って い ます。

また， これ までに ない最 大 の慰 め と最 高の

ぜ い た くを楽 しん でい ます 。 それ ばか りで

な く，私 た ちはかつ て の他 の どの 人々 よ り

も物 が豊 富 に あ り， さ らに奉 仕 で き る状 態

に あ ります 。私 た ちの 国(合 衆 国)は ， か

つて な い繁栄 と勢力 を誇 って い ます 。 ま さ
「し く今 はお よそ善 き時代 な

の です。

しか し， 現代 は ま たま さにお よそ悪 しき

時代 で もあ ります。 私 た ちは どの時代 に も

なか った よ うな大 き な問題 と危 険に直 面 し

て い ます。 非行 や犯 罪， 破壊 を もた らす戦

争， 不 道徳 ， その他 様 々の 罪に つ いて見て

も以 前 よ り一 層 激 し くな ってい ます。 容易

なあ ぬ騒動 が現 実 に起 こ って います。 最 も

邪 悪 な 時代 が形 成 され て いるの です。

そ もそ も主 が私 たち に課 して お られ る一

番 重 要 な責 任 は， 何 よ りも私 た ちの生 活 を

大切 にす るこ とです 。 も し私 た ちが最 悪の

時代 を最 良 の時代 に 変 え るな らば，私 た ち

は ま っす ぐ天に 向か っ て歩 んで いる こ とに

な ります 。 しか し逆 に，最 良 の時 代 を最 悪

の時代 にす るな らば そ の逆 を歩ん で い るこ

とに な ります 。私 た ちは 皆， 主の数 々 の奇

跡 や教 え をよ く知 って い ます 。 また主 の模

範 も知 って い ます 。 に もかか わ らず私 た ち

はそ の模範 とは程 遠 い生 活 を してい ます。

ま さに最 良 の時代 に生 きて いなが ら，主 の

教 えに生 きる こ とか ら遠 く離 れ てい るのか
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も知 れ ませ ん。

聖典 に は，今 あ 時代 とノアの 時代 の状 態

が はっ き りと比 較 され て い ます 。 ノア の時

代の 人々 は 自 ら滅亡 を招 き ま したが ， その

時代 も今 も，問 題 は私 た ち と主 の関 係 の弱

さにあ るこ とは だれの 目に も明 らか なはず

です 。創世 の初 めか ら主 は ，全 人類 の平 和

と繁栄 と幸 福 を目指 して， 人 に神 の勧告 に.

従 うよ う説レ}てこ られ ま した。 しか し残 念

なが ら， 主の お骨 折 りに対 す る 人間 の反応

は ほ とん どいつ も消極 的 で した。現 に私 た

ち も道 を誤 らせ る 自分 だ けの考 えや 知 恵 に

しが み続 けて い ます。

エレ ミヤは次の よ うに書 いて い ます 。 「主

は こ う言 われ る， 『お お よ そ 人 を頼 み と し

肉な る者 を 自分 の腕 とし， その心 が主 を離

れ てい る人 は，の ろ われ る。』」(エ レ ミヤ17

：5)

昔 の時 代 も今 の時代 も， 私 た ちが 自分 で

自分の問 題 を解 決 す る能 力に 欠 けて い るこ

とを証 明 してい ます 。私 た ちは ほか の何 よ

りも， また ほか の どの時代 よ りも主か らの

指 示 を必 要 として い ます 。主 はす で に こ う

した問題 を見抜 いて お られ ま した。 この よ

うに述べ てお られ ます 。 「偽 善 者 た ち よ， イ

ザ ヤが あ なたが たに つ いて， こ うい う適切

な預 言 を して いる。

『この民 は
， 口 さ きでは わた しを敬 うが，

その心 は わた しか ら遠 く離れ て い る。

人間の い ましめ を教 として教 え， 無意 味

に わた しを拝 ん で い る』。」(マ タ イ15：7-

9)

また主 はこの よ うに 言 ってお られ ます 。

「わた しの教 はわ た し 自身 の教 で はな く
，

わ た しをつ か わ され たかたの教 である。」(ヨ

ハ ネ7：16)

主 の神 聖 な指 示 は，私 たち 人間 の前 に立
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ちは だか るどの よ うな問 題 に対 して もす べ

て解 決へ の 道 を示 して くれ ま した。 しか し，

主 の教 えは 当時 の人 々 にあ ま り受 け 入れ ら

れ ませ ん で した し， それ は今 日も同 様 です 。

人々 は耳 を傾 け ませ ん で した。 主の 時代 の

多 くの 人は， この時満 ち たる神権 時 代の 多

くの 人 と同様 ， 入間 の作 った偽 りの 教 えに

従 って いた の です。 人 の教 え を主の 教 えの

代 わ りにす る とい うこの よ うな考 えは実 に

危険 な もの です が，今 大 きな 力 を持 って き

て い ます 。

今 日ア メ リカで は，学 校 で神 につ いて語

るのは法 律 に背 く とす る州 が幾 つか 出て い

ます 。 それ らの 州の 学校 では， 聖書 を読 む

こ とも禁 じられ て いれ ば， ク リスマ ス ・キ

ャロル を歌 うこ と も禁 じられ てい ます。 ま

た， 祈 りに つ いて も他 人 を不愉快 にす るか

も知 れ な い とい う理 由 で禁 じられ て い ます 。

学校 で は無 神論 を教 える こ とが で きて も，

神 のみ 言葉 は教 える こ とが で きないの です 。

主 は私 た ちを罪悪 か ら解放 す るため に来

られ たの ですが ， その 罪悪 が この合 衆 国 は

言 っに及 ば ず 世 界 各 国 に お い て今 や は び

こる一方 です。 犯 罪の数 は これ まで の最 高

を記録 し， 主 の律法 に対 す る罪 もその数 を

増す ば か りです 。 また，若 者や 大 人の 間 に

お け る不道 徳 な行為 もかつ て な く増 加 して

い ます 。 イエ ス は私 た ちに模 範 を示 す ため

にこ の地上 に 来 られ ま した。 そ して 罪の な

い生 涯 を送 り， 生 きた義 の模 範 を示 して下

さい ました。主 は ただ一 言 ，「わ た しに従 っ

て きな さい」(ル カ9：59)と 言 われ ま した。

その教 えにお い て も，正 しさにお い て も，

また 人々 に対す る愛 にお いて も， 主 は御 自

身に従 うよ う私 た ちに求 めて お られ ます 。

しか し残 念 な こ とに， 多 くの 人 は主 に従 っ

てい ませ ん。 む し ろ主 の 教訓や 教 義， 奇 跡



を受 け 入 れ るこ との で きなか っ た人 々に従

って い ます 。 多 くの 人は， 罪や 快 楽 に浸 っ

た生 活 を して い るため に 主 を受 け入 れ る余

地 をな くして い るの です 。他 方， 肉体 的安

楽 を得 るため な ら余裕 の あ る人 々 もい ます。

彼 らは教育 の機 会 を広 げ る余 地 は作 って い

ますが ， その ため に主 を どこか に押 しや っ

てい ます 。 また 中に は富 を蓄 える ために 多

くの 時間働 いて い る人 もい ます 。 さ らには

ま た， ぜ い た く品 を手 に入 れ た り， 余暇 を

増 や した り， また ス ポー ツや 娯 楽 を楽 しむ

余 裕 が あ りなが ら， 主 を受 け入 れ る余地 の

な い人が い ます 。彼 らは 安 息 日 を破 る た

めの余 裕 は 自分 で作 り出 します が， 世 の救

い主一 私 た ちの賄 い主 イエ ス ・キ リス トを

受け 入 れ る余 裕 は ま った く持 ち合 わせ て い

な いの です 。

今 も， 主 は話 され る言葉や 聖 典 を通 して，

また聖 きみ た ま，主 の予 言者， 忠 実 な両親

や友 人， 教 師 を通 して私 た ち を説得 して お

られ ます。 け れ ど もまだ私 た ちに は主 を受

け 入れ る余 裕 が あ りませ ん。 大部 分 の人 は

都合 の よい宗教 一 時 間 もお金 もか か らず，

努 力 の必要 もな く，何 ら生 活 を変 える こ と

もな い宗教一 を求 め て い るため， 私 た ちに

は主 の教 え を受 け入 れ る余 地 が な いの です。

主 は， 「きつ ねには 穴が あ り， 空の 鳥 には巣

が あ る。 しか し， 人 の 子 に は ま くらす る

所 が な い。」(マ タ イ8：20)と 言われ たの

も不 思議 で は あ りませ ん。

私 た ちの政 府 が時 代 の様 々 な重 要 問題 に

力 な く取 り組 んで い るの を見 てい て思 うの

は， 主 な ら どの よ うに処 理 され るかそ の方

法 を調べ て み た方が よ さそ うだ とい う こと

です 。一 般 に世 の 人々 は問 題 の結 果に対 し

て取 り組 む の に対 して， 主 は 原因 を御 覧 に

な ります 。 主 は予 防策 を説 か れ ます が， 人

は問題 が起 きてか らそれ の処 置に奔 走す る

の です 。 した が って， 犯 罪に対 す る人間 の

解 決策 は， よ り適 した法律 の施 行， よ り大

き く頑 丈 な錠， また刑 務所 や 更生施 設， そ

れ に武 器 の充 実 を図 る とい うこ とにな りま

す 。 しか し主 の方 法 は， 自分 を愛す るよ う

にあ なた の隣 り人 を愛 しな さい，つ ま り人

人に して欲 しい と望 む よ うに 人々 に も しな

さい とい うこ とです 。

貧 困 につ いて も同 じです。 人が考 える解

決 法 は， フー ドス タ ンプ の支 給や 貸付金 ，

収 入 の保 障， 公営 住 宅の 供給 ， その他 に よ

る公 の福祉 です 。 それ に対 して主 は 自立 す

る こ とをす な わ ち 自分 の 力で生 活 して いけ

る よ うに援助 す る とい う方法 です 。不 道徳

の問 題 に対す る対処 に して も， 人は，避 妊

薬の 使用 や未 婚 の母 親 の ため の施 設，性 病

専 門診療 所， 性 教育 ， 離婚 カ ウンセ ラー と

い っ た方 法 を考 え ます が，主 の 方法 は純潔

や愛 とい う徳 を教 え る こ とです 。問題 に対

す る主 の取 り組 み 方，解 決 の方 法が新 聞 の

第一 面 に載 っ た り， ラ ジオ， テ レビのニ ュ

ー ス に採 り上 げ られ る こ とは たぶ んな いで

し ょう。 しか しそれ で もや は り主 の方法 は，

私 た ちの 国の 問題 のみ な らず世 界が 抱 え る

問 題 もまた解 決 して くれ るで しょ う。 そ し

て，私 たちの この世 界に 大変 革 を もた らし

て くれ るで し ょ う。

パ ウ ロはエ ペ ソの 人々 に， 忠実 な キ リス

ト教徒 ， 徳高 い人々 に な るための 方法 を教

え よ う と努め ま した。 その教 えは今 の私 た

ちに も役 立つ もの です。 パ ウ ロは この よ う

に教 え てい ます。 「最 後 に 言 う。主 に あ っ

て， そ の偉大 な力 に よって， 強 くな りな さ

い。

… …神 の武 具で 身 を固め.なさい。 ……

す な わ ち， 立 って真理 の帯 を腰 に しめ，
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正義 の胸 当 を胸に つ け… …な さい。… …

また， 救の かぶ とをかぶ り， 御霊 の剣，

す なわ ち， 神 の言 を取 りな さい。」(エ ペ ソ.

6：10-11，14，17)

パ ウ ロの この言葉 は， 私 た ち皆 に とって

単 に意味 深 い勧告 で あ るばか りで な く， 成

功へ の重 要 な道 で もあ ります 。 この言葉 は，

も し私 たちが今 の 時代 に解決 を要す る諸 問

題 を圧倒 す るだけ の 力 を持 っ た人物 に な り

た い と望 むの であ れば， 必 ず必 要 とされ る

大切 な 人生観 です。 人 は問題 を法律 の制 定

や わい ろの授受 ，軍 事 力，教 育 に よ って解

決 しよ うとして き ましたが， いつ も失敗 に

終わ って い ます 。 しか し人間 のあ らゆ る問

題は， 真 のキ リス トの教 えに帰 るこ とに よ

って簡 一単に解 決 で きるの です 。 真 の キ リス

ト教会 の会 貝 として，私 たちは 神 と国， 法

と秩序 ，健康 ， 勤勉 と勇気， 真理 と正義 ，

そ して互 いの ため に先頭 に立 って戦 わ なけ

れば な りませ ん 。

私 たち は主 との個 人的 な関 係 をさ らに強

め るため に， 祈 り黙 想す る時 間 を取 る必 要

があ ります。 また私 た ちは主 の教 えに も っ

と通 じ， 心 をみ た まに関 す る事 柄 で満 たす

必要 が あ ります 。私 た ちは もっ と実 際的 に

な り， イエ スの み ここ ろが ど こに あ るの か

思 いめ ぐらす こ とが 必要 です 。私 た ちは 自

分 の心 を天 父の 目的 と， 天父 の方 法 に関 す

る知 識 で満 たす こ とが で きます。 心 の扉 を

開 けて， 救 い主 をお招 きす る場 所 をつ くる

こ とが で きます。私 た ちの心 の扉 は 中か ら

開 くの です。私 た ちの 心 に主 をお招 きしよ

うとい う気持 ちが， 心 の 中か ら湧 い て こな

けれ ば な りませ ん 。予 言者 ヨブの霊 感 に満

ちた勧 告 が私 た ちの耳 に残 っ て いる で し ょ

うか 。「あなたは神 と和 らいで， 平安 を得 る

が よい。 そ うす れ ば幸福 が あ なた に来 るで
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トーマ ス.・S・ モ ンソン長 老(左 〉 とバ ーナー ド ・

P・ プロッ クバ ンク長老

し ょ う。」(ヨ ブ22：21)と ヨ ブ は 述 べ て い

ま す 。

主 は今 もな お 私 た ち に 言 っ て お られ ます 。

「見 よ
， わ た しは 戸 の 外 に 立 っ て ， た た い

て い る 。 だ れ で も わ た し の 声 を聞 い て 戸 を

開 け る な ら， わ た しは そ の 中 に は い っ て 彼

と 食 を共 に し， 彼 も ま た わ た し と 食 を共 に

す る で あ ろ う。

勝 利 を 得 る 者 に は ， わ た し と共 に わ た し

の 座 に つ か せ よ う。 そ れ は ち ょ う ど， わ た

しが 勝 利 を得 て わ た し の 父 と共 に そ の 御 座

に つ い た の と 同様 で あ る。」(黙 示3：20-21)
　

兄 弟姉 妹 の皆 さん ，私 の願 いは， 個 人の

生 活 の 中に世 の蹟 い主 をお招 きす る場 所 を

作 るこ とに よっ て， この最悪 の時 代 を最 良

の 時代 に変 える こ とです 。贈 い主 は 天か ら

下 りて来 た生 命 のパ ンで あ るこ と を証 致 し

ます 。主 は約 束 され た 人類 の メ シヤ ，救 い

主 です。 主 は人 の心 を裁 く永遠 の士 師 で あ

り， 死 と罪 に打 ち勝 っ た御方 です。 主 は私

た ちの解放 者， 救 助 者 です。 主 は私 た ちの

すべ てです 。 それ は主 が私 た ちのため に す

べ て を捧 げ られ たか らです 。主 は私 た ちを

悲 しみ と罪 か ら救 っ て くだ さる救 い主 です 。

その御 方 こそ基 督 イエ スで す。 キ リス トは

生 きてお られ ます 。 イエ ス ・キ リス トの み

名 に よ って， アー メン。



七十人第一定 員会会員 ジ ー ン ・R・ ク ッ ク

レーマ ン人 の 中に見 られ る奇跡

「ラテ ン ・アメ リカだ けで実 に60万 人 の会 員 を数 え，しかも ほ とん ど毎 日の よ うに

7，000人 もの 人 がバ ブテ スマ を 受 けて い ます 。 ステ ー キ部 数 は 目下 の ところ181。

2，400箇 所 で 聖徒 たち が 集会 を 開き ，2，500人の 地元 出 身の 宣教 師が働 いてい ます。」

私 は今家族 と共に南ア刈 力に住み・レ
ーマ ン人の 中 で生 活 を して い ます

。彼

らは リー ハ イ の子孫 であ り， また モ ルモ ン

経 の民， 大 い な る約 束 の民 で もあ ります。

そ して私 たち は長年 にわ た って， この民 の

中 に起 きて い る次 の よ うな霊 的 な奇跡 を 目

の あた りに して き ました。

1.私 たち は律 法 をそ の思 いの 中 に入 れ，

心 に書 きつ け て いた 多 くの人 々が 主 に立 ち

返 る姿 を見てきました 。(ヘ ブル8：10参 照)

2.そ して彼 らが数 多 くの ス テー キ部 に

組織 され てい くの を見て きま した。

3.ま た予 言が 成就 す るにつれ て 彼 らが

「薔 薇 の如 く華 さ く」 の を見 て きま した
。

(教義 と聖 約49：24)

4.さ らに私 た ちは， 主が 彼 らの信 仰 に

応 え， 彼 らの 中 で奇 跡 を行 なわ れ る様 を確

か に 見て い ます。

一体 ど うして この よ うな こ とが 起 きて い

るの で し ょ うか 。 この民 の 中に この よ うな

劇 的 な変化 が 起 きて い るの は なぜ で し ょう

か。 彼 らの先 祖 が世 に残 したモ ルモ ン経 と

呼ば れ る記録 のとび らの頁には， 「この経典

は… … イ スラエ ルー 家 の残 りの子 孫 で ある

レー マ ン 人」 のため に書 か れ た と記 され て

い ます。 そ してそ の最後 の章 で，予 言者 モ

ロナ イは レーマ ン人 に向け て別 れの 言葉 を

残 して い ますが ， その 中 には ど う した ら真

理へ の証 を得 る こ とが で き るか その 方法 も

説か れ て い ます 。 この 書物 が全 人類 に 向け

て書 か れ た もので あ る こ とは確 か な こ とで

す 。 しか しそ の全 篇 に レー マ ン人 にかか わ

る数 多 くの約 束が 記 され， 「主がその民にな

した る約 束の 必ず 成就 さるべ き」 こ とが 述

べ られて い ます。(教義 と聖 約3：18，19参照)

そ れ らの約 束は レー マ ン人 だけ に向 けて

与 え られ た もの では な く， この地 の上 に あ

るすべ て の国 々の 民 に与 え られ た もの です。

この地 は祝 福 された 土地 なの です 。

「か くの如 く， 真 に彼 らは何 人に 限 らず

この 国に 於 て この 福 音 を信 ず る者 は永遠 の

生 命 を得 ん こ とを祈 りて この 土地 に祝福 を
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与 えた り。」(教 義 と聖 約10：49，50参 照)

「そ して イエ ス ・キ リス トの福 音 がか れ

らの中に宣 べ伝 え られ… …

そこで， か れ らは これ が全 く神 か ら与 え

られ た恩 恵で あ るの を知 って喜 び， 心 の暗

が次 第に消え… …」(IIニーファイ30：5-6)

そ して現 代 の私 た ちに は， キン ボー ル大

管 長 と聖典 の 双方 か ら次 の よ うな指 示 さ え

出て い るのです 。 「レーマ ン人の所 に赴 きて

わが福 音 を彼 らに 説 き教 うべ し。 而 して，

彼 ら汝 の教 え を受 け なば レー マ ン 人の 中に

わが教 会 を建 て させ よ。」(教 義 と聖 約28：

8)現 代 の 予言 者 の言 葉 は こうです 。.「彼 ら

は扉 を押 し開 け る力 を持 つ 入々 に助 け を求

め て い る。 また慈 悲 と赦 しを請 い， こ の王

国の会 貝 とな って学 び，行 な う機 会 を求 め

て いるの であ る。」(ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン

ボー ル，Coη物 朋06Rのoπ 「大会報告 」1954

年4月 ，p.107)

主 はヤ コブ の家 の子 孫 で あ るこの 民 を祝

福 してお られ ます 。主 の み言葉 が 成就 され

て いるの です。 かつ ては不 毛 の地 で あ った

所 が，今 では揺 る ぎな く立 ち， 確 か に 「薔

薇 の如 く華 さ」 い て い ます 。(教 義 と聖 約

49：24)

何 と驚 くべ き姿 で はな いで しょ うか 。 レ

ー マ ン人が住 む 地域 の ほ んの一 部 に過 ぎな

い ラテ ン ・ア メ リカだ け で実 に60万 人の会

員 を数 え， しか もほ と ん ど毎 日の よ うに

7，000人 もの人がバ プテ スマ を受 け て い ます 。

ステー キ部数 は 目下 の ところ181。2，400箇

所 で聖徒 た ちが 集会 を開 き，2，500人 の ラ

テ ン系 の宣教 師 が働 いて い ます 。 さらに，

地 区代表 ，伝 道 部長 ，祝 福 師， 監督 な どを

は じめ とす る数 多 くの神権 者 ， 忠実 な姉 妹，

そ して次 代 を担 う， 信仰 と力 を備 えた子 供

たちが い ます 。
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そ うです， リー ハ イの子 孫 た ちは， 私 た

ちが 彼 らの問 に教 会 を確 立 す るに つ れて，

私 た ち， す なわ ち教 会 全体 か ら実 に 多 くの

こ とを学 ん で きたの です 。彼 らは 「あ らゆ

る人 々は 己が 国語 と己が 言葉 にて 完全 な る

福 音 を聞 かん 」(教 義 と聖 約90：11)と い う

予 言 の成就 に感謝 してい ます 。かつ て これ

らの 国々 で宣教 師 と して働 い た方 々 を含め

て，今 その任 に あ る方 々， そ して 息子， 娘

の こ とを心配 しなが ら も， 主 に信頼 して と

に もか くに も彼 ら を伝 道 に送 り出 し， 彼 ら

が この民へ の奉 仕 の 中で， 自分 が与 え得 る

よ りもは るか に 多 くの もの を受 け て いる姿

を 目に してお られ る両親 の皆 さん に感謝 し

て お ります 。

彼 らは また この主 の み言葉 の成就 に も感

謝 しています。 「われ異 邦 人の 中にてわが福

音 を信 ず る者 の富 を聖 くして これ を イス ラ

エ ル の族 な るわが 民の 中の貧 しき者 に与 う

れ ば な り。」(教 義 と聖約42：39>喜 ん で そ

の財 産 を捧 げ， この業 の推進 を可能 に した

数 多 くの方 々 に感謝 します 。皆 さんが捧 げ

た 多 くの もの に，主 は祝 福 をもっ て こた え

て下 さ るで し ょう。

そ して， 皆 さん も多 くの もの を受 け て い

るの です 。 とい うのは， レー マ ン 人の先 祖

た ちが苦 労 して記録 を書 き続 け た モル モ ン

経 を通 して証 を得 た とい う点 に お いて， 皆

さんの 多 くが彼 らの 先祖 た ちか ら，個 人的

に恩 恵 を受 け てい るか らです 。私 た ちは皆，

彼 らと共 に末 の 日の 歴史 を作 り， 予 言の 成

就 を進め る とい う祝福 に あず か って い ます。

さて， 私 た ちは この民 か ら何 を学 ぶ こ と

が で きるで しょ うか 。彼 らは 決 して， 自分

た ちは ほか の人 々 よ りも優 れ て い るのだ な

ど とい う考 え を私 た ちに押 しつ け よ うな ど

とは思 って い ませ ん 。 しか し， 終 わ りの 日



におけ る彼 らの役 割 が予 言 に よって 明 らか

に され て い る とい うこ と， また主 が 彼 らの

心 を備 え られ た こ と を考 え併せ る と， 彼 ら

の 生活 の 中 に主 のみ 手が あ る こ とを認め，

彼 らが なぜ それ ほ ど簡一単に福 音 を受 け 入れ

るのか を理 解 す る こ とが で きます 。 そ して，

私 た ちは皆 ， これ を理 解 す る こ とに よって，

神 聖 な改宗 とい うものが どの よ うな過 程 を

踏 ん で い くのか を心 の 中に刻 み付 け るので

す 。彼 らの生 活 は，福 音 の基 本 とも言 え る

神 を敬 う とい う特 質 を教 えて くれ ます 。彼

らが持 つ そ の特質 は ，救 い を目指 して 歩む

私 た ち に とって模 範 とす るこ とが で きる も

のです 。教 会 が 彼 らに与 えた物 質的 な援 助

に対 して， 彼 らが それ を返 済す る とい うこ

とは 多分 な い と言 って もよい で し ょう。 し

か し， 彼 ら を通 して得 る こ との で き る霊 的

な洞 察 を考 えた場 合 ， それ を返 済 して なお

余 りあ る と言 って もよいの で はな いで しょ

うか 。

また 彼 らは その生 活 を通 して，神 へ の信

仰 ，確 信 ，信 頼 とい う簡明 な真 理 を教 えて

くれ て い ます。 例 を挙 げ てみ ま し ょ う。ア

イマ ラ族 の ある小 さ な村 は数 週 間 で改 宗 し

ま した 。 それ も村 をあげ てです 。宣 教 師 た

ちは 異言の 賜 に よっ てスペ イン語 をは じめ ，

ア イマ ラ語 ， ケチ ュ ア語 な ど数 多 くのイ ン

デ ィオの言 葉 を学 ん でい ます。 そ して レー

マ ン人の聖 徒 た ち も， 彼 らの世 界 で は絶対

に無 理 だ と考 られ て い る経 済 的 に 自立 す る

とい う教 え を信 仰 を もって受 け 入れ てい る

の です 。 とにか く彼 らは それ を信 じ， そ の

実現 に向 けて道 を歩 んで い ます。

彼 らの生 活振 りに は悔 い改 め，偽 りの な

い真 実 の愛 な ど，福 音 が教 え る基 本 的な 原

則 が に じみ 出て い ます。 この世 的に は実 に

様 々 な境遇 にあ る人 々が教 会 に 入 り， 指 導

者 に召 されて い ますが ，彼 らは清 め られ，

本 当 にわず か な問 に主 の教 会 の立 派 な指 導

者 とな って い ます 。読 む こ とす らで きな い

人が 多 いに もかか わ らず， だ れ もが指 導者

になれ る とい っこ とを， み たまの 力に よっ

てす ぐに体 得 して しま うの です 。長 い間 口

が きけず に いた ひ と りの 人が い ま した。彼

は悔 い改め ，バ プテ スマ を受 け ま した。 そ

して そのバ プテ スマ フ ォン トを出る時， 初

め て 言葉 をロに した の です 。

また彼 らの生活 は私 たち に， 謙遜 さ，柔

和 さ， 素 直 さ とい う純 粋 な真理 を教 えて く

れ ます 。 そ の例 を挙 げて み ま し ょう。 あ る

宣 教 師は3週 間 ほ どの間 に， そ れ までだれ

ひ と リバ プ テスマ を受 け るこ とのなか った

地 で，18人 の人 にバ プ テスマ を施 しま した。

この 民 には， 教 え を聞 くとい うこ とにつ い

ては何 の問題 もあ りませ ん。 彼 らは素 直 で

あ る と共 に， 謙遜 で心 に何 の偏 見 も持 って

い ませ ん。 この 点 では全 く従順 な子供 の よ

うな 人 々です 。

福 音 の真理 を初 め て 聞 く人々 が， ほ とん

ど何 の障 害 もな く受 け 入れ て い ます 。彼 ら

は世 の救 い主， 予言 者 を信 じて い ます。 そ

してそ の信仰 はだれ もが抱 いて い る ようで

す。 前世 の 存在 につ いては 当 た り前 の こ と

と して考 えて い るよ うです し， ジ ョセ ブ ・

ス ミス の物 語 も，理 に かな っ た こ ととして

受 け入 れて い ます 。天使 の訪 れ とい うこ と

に対 して も驚 く様子 は 全 くあ りませ ん。 彼

らは良 い羊 飼 いの声 に 心か ら耳 を傾 け， こ

の よ うに して忠 実 に神 のみ も とへ来 て い る

の です 。(モ ー サヤ26：21;教 義 と聖 約84：

47参 照)

彼 らの生 き方 は祈 り，断 食， 神権 の祝 福

な どの大切 な原則 につ い て も教 えて くれ る

ところが あ ります 。子 供 は で きない と言わ
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れて いた姉 妹が ， 女 の子 に恵 まれ た とい う

例 が あ ります 。夫 が受 け た祝福 の 中に彼 女

へ の約 束 もあ り， 彼女 は それ を通 して 間接

的に 恵み を受 け る こ とが で きた の です。病

気 の姉妹 が 神権 の祝 福 を受 け る と， た ち ま

ち病 の床か ら立 ち上 が った とい う例 もあ り

ます 。悪魔 もこの み業 に 公然 と攻 撃 を仕 掛

けて い ます が， 神権 は時 に応 じて この 力 を

制 してい ます 。毒 の あ る食べ 物や 水 をロに

しなが ら， 何 の害 も受 け な い とい う主の 僕

た ち もい ます 。若 い 時に は今 住 ん でい る所

か ら何 千 キ ロ も離 れ た遠 い所 に住 ん で いた

ひ とりの姉 妹 が い ます 。 彼女 は祝 福 師 の祝

福 の 中で， いつ の 日か 教会 幹 部 とつ つ ま し

い食事 を共 にす る時が 来 る とい う約 束 を受

け ま した 。そ して今 その予 言 は事 実 とな り，

彼女 はあ る レー マ ン人の ス テー キ部 長 の妻

となって い ます 。

この民 の生 活か らは親切 ， 忍耐 ， 犠牲 と

い う大切 な真理 を学 ぶ こ ともで き ます。 教

会 幹部 が面 接 を望 ん でい た 人に， その こ と

を知 らせ るた めに， た った ひ とつ の 時計 を

売 って 自動 車 の ガ ソ リン代 に 充 て た兄弟 ，

また， 家族 を神 殿 に連 れ て行 くため に， 長

年 かか って よ うや く手に 入れ た 自動 車 を売

っ た指 導者 もい ます 。大 人， 子供 を問 わず

多 くの人 々が指 輪， 時計， 穀 物， 家畜 ， 時

には歯 にか ぶせ た金 を捧 げて まで， 彼 らの

地 に神 殿 を建 て る とい う主 の み業 に役 立 ち

た い との気持 ち を表 わ し ました。

み た まが この民 の生 活 の中 に数 多 くの 奇

跡 とい う形 で表 わ れ てい る こ と も事実 です

が ，静 か な細 い声 とい う， あ ま り目立 つ こ

とは な くて も， 最 も印象 的な 表 われ が なお

も存在 し続 け， 「彼 らの うち」 に働 きかけ ，

数 多 くの 人々 を改宗 へ と導いています 。(エ

レ ミヤ31：33参 照)
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この民 は リーハ イ の子 孫 ，予 言者 の子 孫

であ り， 多 くの点 で偉 大 な特 質 を備 えて い

ます 。 しか し神 の子 が 皆 そ うであ るよ うに，

彼 ら もそ の義 に応 じて祝 福 を受 け て い ます 。

私 た ちは 自分 たち の力や知 恵 を誇 るつ も

りは毛 頭 あ りませ ん。 しか し， ア ン モ ンが

レー マ ン人 につ い て話 した時の よ うに語 り

た い とい う気 持 ち を覚 えて い ます 。

「私(た ち)は 喜 びが満 ち充 ちて… …私

た ちの神 が ま します こ とを喜 ぼ う。

…… そ れは神 の た も う能 力 に よっ て何 事

もす る こ とが で きるか らであ る。… …

… …誰 も主 に誇 りを感 じす ぎる と言 うこ

とは で きな い。誰 も主 の大能 と世 の 人々 に

尽 した も う憐 れみ と勘 忍 とをほめす ぎる と

言 うこ とは で きない。私(た ち)が 自分 の

心 に感 じて い るこ とはその 万分 の一 も言 え

ない 。」(ア ル マ26：11-12，16)

兄弟姉 妹 の皆 さん，私 たち は この大会 で

与 え られ て きた勧告 をす べ て実 践 しなけれ

ば な りませ ん 。 ここ で述 べ て きた純 粋 な真

理， す な わ ち神 を敬 う心 や律 法 の 中の もっ

と重 要 な事 柄 な ど を忘 れ ない よ うに しよ う

では あ りませんか。(マ タイ23：23参 照 〉そ.

れ らは本 当に基 本 的 な もの で あ り， 福音 の

本 質 です。 末 日聖徒 が あふ れ るばか りに備

えて い るそれ らの特 質 を持 てば ， いつ の 日

か すべ て の奇跡 の 中 で最 大 の もの を経験 す

るこ とが で きるで しょ う。 そ うです ，奇 跡

はや んで い な い の です 。今 は 奇 跡 の 時 で

あ り，私 たち は奇跡 を信 じて い ます 。末 日

聖徒 はイエ ス ・キ リス トへ の信仰 に応 じて

奇 跡 を待 ち望 む こ とが で きます 。 そ して，

イエ ス ・キ リス トこそ全 人類 を救 って下 さ

る， 天 が下 に おけ るた だひ と りの御 方 なの

です 。(教 義 と聖 約18：23参 照)イ エ ス ・キ

リス トのみ 名 に よって， アー メン。



七十 人第一定員会会 員 ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リン

神権者皆各々その義務を覚れ

「『善 を為す にう む こ とな か れ』自らの 義務 に忠 実で ある こ とは
，真 実の 主

の 弟 子で ある ことの 印で す 。」

現 在・ 私 の召 しには・ 合 衆 国南 東部 の教
会 を導 く責 任が あ り， これ は， ジ ャマ

イ カ まで伸 びて い ます 。最 近， 家 内 と私 は，

この美 しい熱帯 の 島 を訪 問 す る機 会 に恵 ま

れ， そ こで，大 変 忠実 な指 導者 の ひ とりで

ある ジ ャマ イカ支部 の 支部 長， ビ クター ・

ヌー ジェ ン ト兄 弟 にお 会 い しま した。 そ し

て， この よ うな会 話 を交 わ し ま した 。

「ヌー ジ ェン ト支部 長， ホー ムテ ィー チ

ン グは， どの程 度 行 な われ てい ます か。」

「100パー.セン トで きてい ます 。」

「家 庭訪 問 は どうです か 。」

「は い
，100パ ー セ ン トで す。」

「聖 餐 会 の出 席率 は?」

「100パー セ ン トです
。」

「什 分 の一 を納 め.てい る会 員 は?」

「100パー セ ン トです
。」

わ ずか85名 の教 会 員 が立 派 にそ の責 任 を

果 た し， 素 晴 ら しい模 範 とな って い るの を

見て ，私 は ，彼 らこ そ 自分 の義 務 を知 り，

それ を忠実 に果 た して い る人 々 では ない だ

ろ うか と思 い ま した。彼 らは ，予 言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスに与 え られ た この感 銘深 い啓

示 を心 か ら理 解 してい るの です。

「この故 に
，今 や神 権 者皆 各 々 その義務

を覚 れ 。 また 己が任 命せ られた る務め を全

く勤勉 に勤 むべ し。

お よそ， 怠惰 な る者 は その地位 に居 るに

値せ ず ， また その義 務 を覚 らず信 任 さ るる

に 足 る行 い を示 さ ざる者は， その地位 にあ

る値 な き者 な り。」(教 義 と聖 約107：99-

100)

ニ ュー ヨー ク大 学の栄 誉 の殿 堂 にあ る，

ロバ ー ト ・E・ リー の胸像 の下 に は， 彼の

言 葉 が次 の よ うに刻 まれています 。 「すべて

の言葉 の中 で，義 務 とい う言葉 .ほど崇 高な

もの は ない 。あ らゆ る事柄 に お いて 己れの

義 務 を果 た しな さい 。我 々 にで き るこ とで

それ 以上 の こ とは ない し， また それ以 下の

こ とを望 むべ きで もな い。」(ノo肋Bα π一

1θ'陀， ジ ョン ・バ ー トレ ッ ト，``凡溺Zゴ1毎7

Qπo'α'20%s"「 引用 集」p.620)
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一般 に私 た ちは
， 自分 の したい こ とに 反

しない限 りは， 何 を言 われ て もさほ ど気 に

しないです るこ とが で きます 。 しか し， 一

方， 自分 の意志 と無関係 に義務 づ け られ た

事柄 を行 な う時に は，相 当の訓 練 と 自制 が

必要 とな るの です 。 とか く義 務 とい う もの

は， 自ら求め るの で はな く，他 人か ら要 求

された こ とにな りが ちです 。考 え るこ と，

信 じるこ と， 計画 す る こ と， どれ も大切 な

こ とです が， 一番 の 問題 は， 何 をす るか で

す 。利 己心 を捨 てて， すべ て の 人の 幸福 を

考 え るこ とこそ私 たちの責 任 な の です。

私 た ちは， 創造 主 が私 た ちに託 して下 さ

ったすべ て の ものの 管理 者 です 。義務 とい

う言葉 は，私 たちに この こ とを思 い起 こ さ

せ るもの であ るこ とを常 に覚 えてお き まし

ょう。 自ら進 ん で， 忠実 に義 務 を果 たす 時，

私 た ちは幸福 を見 いだす の です 。 ただ 幸福

だけ を追 い求 め て い る人々 は， 必ず 失敗 し

ます。 なぜ な らば， 幸福 とい うの は最後 に

手にす る とい うもので は な く， む しろそ の

過 程 にお け る副産 物 で あ るか らです 。 幸福

は， 自らの義 務 を果 た し自分 の人生 が神 と

その戒 め に従 った もの で あ る とい うこ とを

自覚す るこ とに よ りもた ら され ます 。 ジャ

マ イカ支部 の会 員 は， 自分 た ちが神 の 戒め

と一致 した生 活 を して い る とい っこ とを 自

覚 して いるの で， 幸福 な気持 ちに なれ るの

です 。

ジャマ イ カの宣教 師 もまた， メ ッセ ー ジ

に耳 を傾 け る人々 に福 音 を教 え る とい う 自

らの義 務 をよ く理解 して い ま した。彼 らは，

その他 の 宣教 師 と同 じよ うに毎 月の仕 送 り

に頼 っ て生活 して い ますが ， ジャマ イ カの

銀行 制度 で は，小切 手 を現 金 に換 える まで

に2カ 月間待 た なけれ ば な らな いの です 。

これは， 宣教 師 に とって 大変不 都 合 であ り，
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い らい らの し通 しで した。 それ 以上 その規

則 に従 うこ とは 不可 能 で ある と考 え た彼 ら

は， 何 か対策 を講 じるこ とに しま した。 そ

して， それ を実 行 に移 したの です 。宣教 師

た ち は銀行 の支 配 人に福 音 を教 え， バ プ テ

ス マ を施 しま した 。 その結 果， 小切 手 の 問

題 は りそ の よ りに解 決 され た とい りわけ で

す 。 ジ ャマ イカ支部 の長 老 た ちは， 自分 の

義務 を知 り，信 仰 と勤 勉 さ を持 って実 行 し

たの です 。

さ らに， 宣教 師 に とって も うひ とつ の 問

題 が あ りました。 ジャマ イ カでは ，彼 らに

適 した十 分 な食物 が なか なか得 られ ない の

です 。栄養 源 で あ る主 食 は， 手に 入 る こ と

ぎ

を
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重

戸
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T

，

二
「

は入 るの です が， 長 い うん ざ りす る よ うな

日数 を経 て よ うや く手 元 に届 くの です 。 そ

こ で また，解 決策 が 練 られ ました。 商 人 に

福 音 を教 え， バ プ テスマ を施 しま した 。 そ

れ以 後， 必要 な食物 を欲 しい時 に手 に 入 れ

られ る よ っに なっ たの は， 言 っまで もあ り

ませ ん。

他 の地 域 と同 じよ うに， ジ ャマ イ カで も

宣 教 師 は， 自転 車 を こい で主 のみ業 に励 ん

で い ます 。 しか し， 自転 車 は，壊 れた り部

品が 摩滅 した りします 。 また， 修理 に出 し

て も，部 品が なか った り遅 れ た りす る こ と

が あ ります 。解決 策 は 明 白です 。 自転 車屋

に福 音 を教 えて， バ プ テ スマ を施す の です 。

最 近 の報 告 では， 彼 は宣 教 師 の友情 と証 に

応 えて い る とい うこ とです 。

自分 の義務 を果 たす こ とは， 問題 解 決 の

最 上 の方 法 です 。 どの よ うな義 務 を果 た す

か は， 私 た ちの 先 人に よ って設 定 され， 今

日全教 会 の献 身 的 な教 師や指 導 者 に受 け継

が れ て い ます 。一 生 涯 の義務 を果 たす 時 の

基 とな る心構 えや 精 神が ，次 の詩 の中 に適

確 に表 わ され てい ます 。

日々 己れ の義務 を果 た し，

行 く手 の何 もの を も恐 れ ず，

ただ神 の み こ ころな り と信 じて進 む 人，

その 人の 歩む 道 は，確 か で偉 大 だ

いず こに て も己 れの分 を守 り，

人知 れ ず労 苦 を重 ね，

ただ神 の遣 わ されん所 と信 じて 向か う人

その 人の行 く末 は高 貴 に満 つ

天 に昇.るか ，地 に下 るか

ひ とつ の試 し を経 る

だ れ もが けん 命 に戦 う

そ して， 人事 を尽 くした者 のみ が

人に借 りを残す こ とな くこの世 を去 るの

だ(作 者不 詳)

世 界 史に お いて成 功 を成 し遂 げた 人々 は，

皆 だれ も， 自らの義務 を覚 り， 揺 る ぎな い

決 意 を持 って それ を果た した人々 です 。殊

に救 い主 は， 御 自分の義 務 を完全 に理解 し

て お られ ま した。 そ して ，御 自分 に課せ ら

れ た こ とが 人間 としての 能力 をしの ぐこ と

で あ って も， 主 は 自 らを天 父のみ 旨 に従 わ

せ ， 人類 の 罪 を贈 うこ とに よ って その尊 い

義 務 を果 た され たの で した。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 自らの召 しに忠実

で あ り， 激 しい迫 害 の さ中で あ って も大 い

な る犠牲 を払 って義務 を完 うしま した。彼

は， 忍耐 に 忍耐 を重 ねて， 遂 に イエ ス ・キ・

リス トの真実 の福 音 を回復 したの です 。

また， ブ リガム ・ヤ ン グも， 自分 の責 任

を果 た したひ とりで す。 彼 は，長 年 にわ た

る忠 実 な働 き と義 務達 成 の後 に， 聖徒 た ち

を 自由 の谷へ 導 き，偉 大 な神 の王 国 を築 い

た ので した。 ブ リガム ・ヤ ン グは ，必 ず義

務 を果 たす 人 であ ったの で， 大 いな る事 柄

を次 々 と成就 しま した。

さ らに， スペ ンサ ー ・W・ キンボー ル大

管長 は， 福 音 を地 の 果 て まで広 げ る とい う

召 しを受 け 入れ ま した。 彼は ， 自 らの義務

を忠実 に続行 し， 愛 の福 音 を宣べ 伝 え るこ

とにお い て， すべ て私 た ちの模 範 とな る行

な い を して い ます 。 その 結果 ，今や 教 会 は

世 界に 発展 し，末 日の予 言が 成就 されつつ

あ ります 。

これ らの偉 大 な 人々 に も 自由意 志 があ り

ます 。彼 らは，義 務 に通 じる道 では な く，

もっ と安 易 な道 を選 ぶ こ とが で きた か も知

れ ませ ん。 しか し， 彼 らは そ う しなか った
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のです 。彼 らが 選 んだ義 務 には ，常 に心 の

安 らぎ と利益 が 伴 うわけ で はあ りませ ん。

む しろ， それ は，大 きな犠 牲 と苦労 を意 味

す る もの です。 しか し， 彼 らは あ えて その

義務 を選 び， そ して達成 したの です 。

人生 にお い て，私 た ちは 多 くの義 務 を要

求 され ます 。小 さい ものか ら， 重要 な もの，

意義 深 い もの まで様 々 です 。 しか し，義 務

を果 たす上 で決 して見過 ご しにで きない こ

とは， 立派 な模 範 を示 し， あ らゆ る機 会 を

用い て人生 の この険 しい坂 道 を登 って い け

る よ う人々 を助 け る こ とです。 それ は， 励

ま しの言葉 や賛 辞， 握手 な ど， 相手 を思 い

や る態度 によ って もで きます。 また私 た ち

は， この世 で 自 らの義務 を学ぶ こ とに よっ

て，永 遠 の義務 を果 た す準 備が で きる こ と

を心 に留め て お く必 要 が あ ります 。

男女 ，子 供 を問 わず すべ て の教 会貝 は，

自らの義務 を果 たす責 任 が あ ります 。一 人

一 人 が
，神 の戒め に従 って生 活す るよ う命

じられ てい るの です 。 また， 毎 日祈 り， 聖

典 を学 び， 救 い主 に近 く生 活 し， 他 の人 々

に仕 える とい う義務 があ ります。 そ して ，

ふ さわ しい状 態 で聖餐 に あず か り，生 活 に

お いて聖 霊 の力 を得 られ るよ うに努 力 しな

けれ ば な り.ませ ん。

す べ ての 父親 は，家 族 を養 い， そ の模 範

を通 して神 の戒め に従 うよ う家族 に教 え る

義 務 が あ ります 。 また愛 す る奥 さん の方 々

に は，子 供 をこの世 に もた ら し， 愛 と教養

に あふ れた 暖か な家庭 の雰 囲 気 を作 り出す

義務 が あ るの です。 そ して夫 婦 ふた りには，

「主 の薫 陶 と訓戒 」(エ ペ ソ6：4)に よっ

て子 供 を育 て る とい う神聖 な義務 が 与 え ら

れ てい ます 。

また， 子供 たちは， 両 親 に従 い， 学 び，
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家 の手伝 い をす る義務 が あ ります 。 そ して，

互 いに 争 った り競 った りす るの では な く，

一 人一 人が 家族 の 絆 を育 み互 い の成長 を助

け る とい う霊 的 な責 任 を負 って い るの です。

さ らに， すべ て の会 員 は，他 の 人 々 と福

音 を分 か ち合 い，毎 日の生 活 の 中で宣 教 師

の務 め を果 たす 義務 が あ ります。 また私 た

ち一 人一 人に は， この世 を去 っ た先祖 の 名

前 を捜 し出 して彼 らに神 権 の祝 福 を与 える

義 務 が あ ります 。 そ して， 物 質的 に満 たさ

れ る よ う努 力 し，貧 しい 人， 困 って い る人

人 を助 け る必要 が あ るの です 。 さ らに， あ

ま り活発 でな い会 員 を見つ け て力づ け ， 忠

実 で 献身 的 な行 な い を通 して ワー ド部や ス

テー キ部 で召 しを立 派 に果 たせ る よ うに な

らなけれ ば な りませ ん 。

以 上が 私 た ちに与 え られ て い る義 務 の い

くつ か です。 それ らは， いつ も心 を躍 らせ

楽 しみ を与 え る もので は ないか も知 れ ませ

ん。 しか し， 一つ 一 つが 重要 であ り， また

同時 に私 た ちの霊 を精練 し， 身 も心 も強め

て くれ る もの です 。 また，主 の み業 を推 し

進 め る大 きな力 とな ります。

家， 教 会， 日々の仕 事 に お いて， また愛

す る母 国 の ため に， そ して軍 や基 地 で働 く

教 会 員に とって， 義務 を果 たす こ とは絶 対

に必要 な こ とです 。救 い主 は， この こ とに

つ い て， は っ き りと しか も適確 に述 べて お

られ ます 。

「悪 い実 の な る良 い木 は ない し
， また良

い実 のな る悪 い木 もな い。

木 はそ れ ぞれ， そ の実 で わか る。 いば ら

か らい ち じ くを取 るこ とは ない し， 野ば ら

か らぶ ど うを摘 む こ ともな い。

善 人は良 い心 の 倉か ら良 い物 を取 り出 し，

悪 人 は悪 い倉か ら悪 い もの を取 り出 す。 心

.か らあふれ 出 る こ とを， 口が語 る もの であ

る。

わ た しを主 よ，主 よ， と呼 びなが ら， な

ぜ わ た しの言 っこ とを行 わな いのか 。

わ た しの も とに きて， わ た しの言葉 を聞

い て行 う者 が， 何 に似 て いるか， あなたが

たに教 え よ う。

それ は， 地 を深 く掘 り，岩 の上 に土 台 を

す えて 家 を建 て る人に似 て い る。 洪水 が 出

て 激流 が その家 に押 し寄 せ て きて も， それ

を揺 り動 か す こ とはで き ない。 よ く建 て て

あ るか らであ る。

しか し聞 い て も行 わ な い人は， 土 台な し

で， 土 の上 に家 を建 て た人 に似 てい る。激

流が そ の家 に押 し寄せ て きた ら， た ち まち

倒 れてしまい，そ の被害 は大 きいのである。」

(ル カ6：43-49)

兄 弟姉 妹， 「善 を為 す に うむこ となかれ。」

(教 義 と聖約64：33)自 らの 義務 に忠実 で

あ るこ とは， 真実 の 主の 弟子 ，神 の子供 で

あ るこ との 印です 。義 務 を果 たす ことに雄

雄 しくあ りま し ょう。 そ して ， なすべ きこ

とを行 ない ま し ょう。第 二の位 を保 つ とい

う， 私 た ちの最 も重要 な責 任 を怠 って はな

りませ ん 。義務 に忠実 で あ りまし ょう。そ

れ は， 私 た ち を神 の もとへ 導 くか らです 。

この道 こそ，幸福 に通 じる道，神 の王 国

に 繁栄 と進歩 を もた らす道 です 。私 は， こ

れ らの こ とを，心 よ り深 くへ り くだ り， イ

エ ス ・キ リス トの み名 に よ って証 申 し上 げ

ます 。ア ー メ ン。

☆ ☆
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七十人第一 定員会会員 レッ ク ス ・D・ ビネ ガ ー

決心への決意

「目標， 神へ の 信仰 ， 自分 自身な どの 事柄 につ いて決 心す る よ う に心 に決

め て 下さ い」

私 はこの素晴らしい讃美歌(「感謝を神に
捧 げん」)を 歌 う度 に ，その証 に合 わせ

て胸が 高鳴 るの を覚 え ます 。 また，私 た ち

の生 け る予 言者 スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー

ルの 召 しが 神か ら与 え られ た もの であ る こ

とを皆 さんに証 し ます 。

私 は 自分 に与 え られ て い る， 教会 の 若 人

と共 に活動 す る責任 に感謝 して い ます 。教

会 のア ロ ン神権 定 貝会 会 員 は将 来の宣 教 師，

また教会 の指 導者 ，世 の指 導 者 とな る人 々

です。 この素 晴 らしい機 会 にあ ずか る者 と

して，私 は きょ う， この 大 き な若 人の群 れ

に属す る人々 に話 した い と思 い ます 。 こ う

な りたい と思 う人物 に な るため の 力につ い

て です。

今年 の 夏，私 は ア ロ ン神権 を持 つ2，600

人 もの素 晴 ら しい若 人や その指 導者 たち と

キ ャンプ をし， 忘 れ る こ との で きな い経験

を させ てい ただ き ま した 。居並 ぶ 色 と りど

りの テン トや ボー イス カウ トの制 服 で一杯
や

の そのキ ャンプ場 は，12本 の輻 を付 け た大

きな車 輪 の形 の陣 形 を とっ てい ま した。 そ

して一 本一 本 の輻 の部 分が ， イス ラエ ル の

12の 「部族 」 の それ ぞれ の野営 地 に 当て ら

れた の です。 フロ リダ ・デゼ レ ト牧場 で行

なわ れ た6日 に わ た るこの キ ャンプ で は，

キ ャ ンプ技術 の 訓練 ，数 々 の特別 な発表 ，

体 力テ ス ト， 霊 的 なプ ロ グ ラム な どた くさ

んの 行事 が行 なわれ ました。(2万 リッ トル

を越 える牛 乳，氷30ト ン，清 涼 飲料 水1，000

ケー ス， そ して1ト ン半 のパ ンが 胃の 中 に

消 え てい っ た こ とは言 う まで もあ りませ ん

が)こ う して若 い男性 とそ の指 導 者 た ちは

神権 につ け る 目標 に 照準 を合 わせ 共 に活動

を楽 しみ ま した 。

第1日 目の夕べ に は開 会 式典 として キ ャ

ンプ フ ァ イヤー が あ りま した。 それ ぞれ の

場 所 に陣 取 っ た イス ラエ ル の全 「部 族」 が

ア リー ナ に向け て行 進 しま した。西 に傾 い

た太 陽 が発 す る 目 を奪 わん ばか りの光芒 を

背 に， ふ た りずつ並 ん で行 進す る若 人の列

は1マ イル(1.6キ ロ)の 長 さに達 しました。
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色 と り ど りの旗 を掲 げ た 現 代 の イ ス ラエ

ル の 息 子 た ち は， 「名 誉 にか けて」 とい う

ス カ ウ トの 誓 い を描 いたア ー チの下 を通 っ

て い くの です。 そ して そ こに は スカ ウ トの

誓 い とお きて， ア ロ ン神 権 につ け る 目標 を

き ざん だ プ ラカー ドをか ざ して門衛 が 立 っ

て い ます 。 少年 たちは神 権 指導 者 に率 い ら

れ て そこ を通 る時 に一 人一 人， 永遠 の 生命

目指 して 日々努 力 し，神 権 を授 か り，伝 道

に 出，神 殿 で結 婚す るにふ さわ しい者 に な

る と自分 自身 に誓 うよ うに求め られ ま した。

その夜 決 心 したこ との フ ォロー ア ップ は

続 く4日 間 の 「山の頂」 に登 る とい う特別

な経 験 を通 して行 な われ ま した。古 代 イ ス

ラエ ル の指導 者 た ちは主 か ら特 別 な教 え を

いただ くため に， しば しば，定 め られ た 山

の頂 に登 りま した。 そ こで， こ の 「イス ラ

エ ル」 の神 権者 たち も， 自分 自身 を備 え て

キャ ンプ場 の 中の特 に定め られ た場 所 に行

き， そこ で霊 的 な導 きと勧 告 を受 け る とい

うこ とが決 め られ たの です 。 この 活動 を通

して彼 らは，福 音 の重要 な原 則 に従 って生

きる とい う決意 をす る こ とが， 道徳 的 に清

い生 活 を送 るこ と， また 言葉 と行 な い を正

直 な もの にす る こ と，知 恵の 言葉 を守 るこ

とな どの大 切 な決 定 を して いた こ とに もな

る とい うこ と を学 ん だの です 。

それ らの事柄 は， 以 前 の大会 でキ ンボー

ル 大管 長が 話 され た 「あ る決意 」 に 当た る

もの です。

「私 た ちは
， 教会 の青 年 男女 が， 自分 た

ちには1回 だ け， あ る決意 をす る必要 が あ

る とい っこ と を， これ まで以上 に よ く認 識

で きる よ う手助 け した いと思っている。… …

私 た ちは ひ とた び， あ るこ とを片 付 けて し

まえば， もう二 度 とそれ には かか わ る必要
.
が な くな る。 た だ一 度 決 意 をす るだ け で，

それ を生 活 の 中に取 り入れ ， さ らに私 た ち

の特性 とす る こ とが で きる。 そ うすれ ば私

た ちが何 を し， 何 を しな いか何 百 回 も思 い

悩 み ，再 三再 四決定 す る必要 はな くな るの

で あ る。 … …若 い兄 弟 た ち， 皆 さん が まだ

そ うした決 意 を して いなけ れば， 今， 決心

す る よ う心 に決 め て いた だ きたい。」(「聖徒

の道 」1976年8月 号 ，p.359)

若 い兄 弟 の皆 さん，皆 さんに は それが で

きるの です 。皆 さんは義 人に な るこ ともで

きます し， 自分 の夢 や望 み を達 成す る こ と

もで きます 。 そ して それ を成 し遂 げ るに は，

幾つ か の事柄 につ いて， 今 まだ若 い内に決

心 しなけれ ば な りませ ん。 今 こそ，決 心す

るよ うに心 に決 め る時 なの です 。

まず初 め にす るこ とは， 目標 を選 ぶ とい

う決 心 です 。 同 じ説教 の 中で キ ンボール大

管長 は こ う語 っ てい ます 。

「ア ロ ン神権 者 の若者 に も
， メル ケゼ デ

ク神 権者 に も， 行 な ってみ て いた だ きたい

こ とは， 人知 れ ず， しか し堅 い決意 の も と

に， 個 人的 な価 値 あ る 目標 を設 定す るとい

うこ とで あ る。 あ る一 定 の期間 で達 成で き

る もの を幾 つか 選 び 出 し， それ を 目標 に し

て，進 歩す るため の努 力 を始め るのである。」

(「聖徒 の道」1976年8月 号，p.359)

私 の友 人に 自分 の息子 が この方法 に従 っ

て 目標 を決 め るの を助 け てあ げ た人が い ま

す。 ドン とい うその友 人 は息子 に， 自分 が

ど うな りたい か， また どの よ うな人物 にな

りた い と思 って い るか を尋 ね ました。す る

と， 同 じワー ド部 の会 員 で近所 に住 む ひ と

りの 人の名 前 を挙 げ ま した。確 か に前 に も

時 々 その 人の こ とをほめ て いた こ とが あ っ

たの です 。 ドンは 息子 を車 に乗せ て ， その

人の家 に 向か い ま した。

その 人 の家 の前 に車 を止め ると， ふ た り
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は車の 中に座 っ た まま， その 人が 持 って い

る財産 や暮 ら し振 り， 親切 で 物惜 しみ の な

い態度， 良 い評判 ，正 直 さな どにつ いて話

し合 い ま した。 そ して話 は， 彼が 現在 の 自

分 を築 き上 げ る までに払 っ て きた代償 に及

びま した。 そ こには長 年 の努 力， それ な り

の教育 と訓練 ，犠 牲， チ ャ レ ンジが あ った

のです 。現 在 の富 と うわべ を見れ ば気 楽 に

も見 え る彼 の生 活 は， 正 しい 目標 に向か っ

てこつ こつ と重 ねて きた努 力 と， 主 の祝福

の賜 だった のです 。

ドンの息子 は また， 成功 と正 しい生活 と

い う点 で 自分の 手本 と して い る人々 の名 を

挙げ ま した 。賢 明 な父親 か ら， その 人 た ち

の歩 んで きた道 につ い て教 え られ る と， こ

の まだ年 端 の いか ない 少年 は早 速， ど うい

う人物 に な りたい か， 自分 の 目標 を決 め た

の です 。 そ して 自分 で掲 げ た その 目標 に合

わせ て他 の事 柄 も決 定 す る こ とを心 に決 め ，

自分 の選ん だ道 を歩み 続け る備 えを したの

です 。

次 に来 るの が，行 動 に移 そ うとい う決 心

です 。 目標 に到 達 す るに は，行 動 を起 こさ

なけ れば な りませ ん。 世 界一 の富 豪の ひ と

りに数 え られ た こ と もあ るJ・ ポール ・ゲ

ティが成功 の ため の秘 訣 を述べ てい ます。

「朝 早 く起 きて
， 夜遅 くまで働 きな さい。

そ うすれ ば油脈 にぶつ か る。」ゲティ氏は さ

らに，次 の よ うな含蓄 の あ る言葉 を残 して

います。「時速100キ ロ で走 る列車 に乗 った

人が 『私 は100キ ロ で走 っ てい るん だ』 と

言 って も別 に差 し支 え ない よ うな気 がす る。

だが 実 はそ うで はな い。 自分 自身の 足 で進

んでい るの でな けれ ば， それ は立 って い る

だけの こ となの であ る。」(J・ ポー ル ・ゲ

テ ィ，Rαz4θ湾D忽 θ∫'「リー ダー ズダ イジ

ェス ト」1980年9月 号 ，p.94)

134

世 界 的に 有 名 なバ イオ リニ ス ト，ア イザ

ッ ク ・ス ター ンが あ るテ レ ビ番 組 で司 会者

か ら， コンサ ー トバ イオ リニ ス トに な ろ う

と して ，本 格 的 な努 力 を決 意 した のは いつ

の 頃か とい う質問 を受 け た こ とが あ ります 。

彼 は まだ若 い頃 にサ ンフ ラ ンシ ス コで開 い

た初め て の コ ンサ ー トの こ とを話 しま した 。

音 楽評 論家 たち は彼 の演奏 に深 い感銘 を受

け， その前 途 有望 な若 者 に素 晴 らし.い将 来

を約束 しま した。 これに励 み を得 た彼 は1

年 後 のニ ュー ヨー クで の コンサー トを 目指

して準 備 に 入 りま した。 ところが ニ ュー ヨ

ー クの音 楽評 論 家 た ちの言葉 は決 して甘 い

もの で はあ りませ んで した 。彼 らの 論 評は，

相 当の練 習 を積 まない 限 り， ア イザ ッ ク ・

ス ター ンの ソ リス トと しての成 功 は とて も

無理 で あ る とい う もの で した。

意 気消 沈 した ス ター ン氏 はニ ュー ヨー ク

の2階 付 ぎバ スに乗 り， マ ンハ ッタ ンの 中

をあ ち らこ ちら と， 時 も忘 れ た よ うに して

バ スの 走 る ままに 身 を まかせ ま した。 彼の

言葉 を借 りる と， 彼は その 時， これか らど

う進 ん でい ったらいいの か と考 えて ，「心 の

中 で泣 き声 を挙 げ て いた」 そ うで す。 あ の'

評論 家 の言 っ て るこ とは本 当 だ ろ うか， こ

れ が 自分の 限 界 では ないだ ろ うか， オ ー ケ

ス トラの一 員 にな る道 を選 ん だ方 が い いの

で は ないだ ろ うか と， 様 々 な思 いが駆 け巡

りま した。

市内 を4度 回 り，彼 は母 親が 待 つ アパー

トに帰 りま した。 そ の時彼 は心 に決 め て い

ま した。「お母 さん，練 習す る よ，音 楽 の方

が僕 に くっつ いて くる までが んば るん だ 。」

現 在， ア イザ ッ ク ・ス ター ンは世 界 で も屈

指 のバ イオ リン奏 者 として称 え られ て い ま

す 。行 動 は祝福 を得 る上 で欠 かす こ との で

きな い原 則 です 。 私 た ちは行動 す るこ とに



よって ， 肉体 的に も霊 的 に も 自分 を成 長 さ

せ るこ とが で きます 。 行動 は 肉体 と人格 の

両 面か ら力 を与 えて くれ るの です 。

あ るバ ス ケ ッ トボー ル の コー チ が こ っ言

い ま した 。「山の頂 上 に 人がい るのを見た ら，

それ は， その 人が 決 して挫 折 しなか ったか

らだ とい うことを忘 れないように しなさい 。」

私 た ちの 内 にあ る天与 の 可能性 を極 め ， そ

の頂 に達す るに は， そ こへ 至 る道 を一 歩一

歩進 んで行 か な けれ ば な りませ ん。 それ は'

辛 く苦 しい， 人 の顧 み ない道 か も知 れ ませ

ん 。 それ で も， 全 力 を尽 くし， 不屈 の精神

を もって積 極 的 に行 な って い くな ら， 必 ず

登 り詰 め る こ とが で きるで しょ う。

そ して も うひ とつ， 信 じよ う と決心 す る

こ とです。 信 じる とは神 を信 じる こ とであ

り， 自分 自身 を信 じ るこ とです 。神 が皆 さ

ん一 人一 人 に深 く心 を掛 け て， 皆 さんが 成

功 を収 め るよ うに願 って お られ る とい う こ

とを信 じて下 さい。神 は御 子 イエ ス ・キ リ

ス トの福音 の中 に，窮 極 的 な成功 へ の確 か

な手本 を示 して お られ ます 。

主 の福 音 に一致 した生 活 をす る時， 私 た

ちは 主の み た ま を通 して， 日々 のチ ャ レ ン

ジに 打 ち勝 って い くとい う確 信 を得 るこ と

が で きます。 そ してニー フ ァ イ と共 に こ う

言 うこ とがで きるのです 。「人が もし主 を信

ず る信仰 を表 した な らば ，主 は 人の ため に

み こ ころの ま まに何 で もで きる こ とを忘 れ

たの は どっ した こ とか。 そ っ言 っわけ であ

るか ら私 た ちは 主 に忠誠 を尽 そ うでは ない

いか 。」(1ニ ー フ ァイ7：12)

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス が次 の よ うに述

べ てい るの は，神 へ の信 仰 ，神 は 自分 に心

を掛 け てお られ る とい う信仰 か ら生 まれ る

勇気 と心 の ゆ とりが あ った か らです 。

「た とえ どの よ うな苦 難iに遭 遇 しよ うと，

決 して 落胆 して は な らな い。 た とえノバ ス

コシア の炭坑 に埋 め られ よ う と， ロ ッキー

.山脈 全体 を頭 上 に積 まれ よ うと， 落胆せ ず，

主 に頼 り， 信仰 を働 かせ ， 勇気 を保っ よ う

に。そ うすれ ば頂 に連 れ 出 されるであ ろ う。」

(「ジ ョー ジ ・A・ ス ミスの 回顧録 」教 会 歴

史事 務局 所蔵)

若 人の皆 さん ，皆 さんは 今， 人生 の中 で

最 も重 大 な時 に います 。青 年期 は習慣 が形

成 され て い く時 期 で あ り， い ろい ろな考 え

を身に つけ て い く時期 です 。 そ して， それ

は決 意 の時 でもあるの です 。「決 心す るよ う

に心 に 決め て い ただ きた い」 とい う私 たち

の予 言 者 の言葉 を心 に 刻み 込む こ とを， き

ょ う決 心 して下 さい。

とにか く一度 ，何 か につ い て決心 しよ う

と心 に決め て下 さい。 例 えば， それ をやめ

なけれ ば 自分 を滅す とい うよ うな事柄 です 。

また ほか に， 自分 の生 活 に取 り入れ よう と

思 うこ とで， 永遠 の幸 福 につ なが る事 柄 な

どにつ い て も考 えて下 さい。 さ らに， 皆 さ

ん の神 聖 な行 く末 にか な っ た 目標 を立 て，

皆 さん を創 造 され た神 を信 じ， 自分 自身 を

信 頼す るよ うに決 心 して下 さい。 また 自分

で立 てた 目標 は必 ず達 成 で きる とい うこ と

を信 じて下 さい。 そ して， 行動 す る決心 も

です。 主 の導 きのみ手 の も とに心か ら努 め

るな ら，義 にか な った努 力 はすべ て好 い結

果 を生 む に違 い あ りませ ん。

私 た ちが皆 ， イエ ス ・キ リス トの福 音が

発 す る，義 の光 の中 で決心 をす るこ とがで

きる ように， イエ ス ・キ リス トのみ 名 に よ

って祈 る ものです 。 アー メン。
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十二使 徒定員会会 員 デ ビ ッ ド ・B・ ヘイ ト

「王 国 の 鍵 ：」

「主 は予 言者 を通 して 民 にみ こ ころを 表わ してお られ ます 。 『そ は彼

の 言 は，汝 ら全さ 忍耐 と信 仰 とを 以て ，あ たか=bわ が ロよ り聞 くが如 く に

これ を受 け入 るべ さな れ ばな リ。』」

私 たちは神の指示によ畔 年に渡 この
偉大 な大 会 に集 い， 永遠 の 父 なる神 を

礼 拝 し ます 。そ して聖 霊 の賜 と力 を通 して，

イエ スが神 の御子 であ り，救 い主 ，贈 い主

であ るこ と， また イエ ス を知 るこ とに よっ

て永遠 の生命 が得 られ るこ とを宣 言す るの

ですξ(ヨ ハ ネ17：3)

この総 大会 に参 加 し， 予言 の み た まを 目

のあ た りに して， 私 た ち一 人一 人は信 仰 を

強め，義 しい生活 を しよ う とい う望 み を築

き上 げ ます 。 また私 た ちは， 主 の王 国の 諸

事 を司る よ うに任 命 された 人々か ら霊 感 あ

ふれ る勧 告 を受 け ます。 そ の王 国 は力 を得

て発展 し，や が て は地 を満 たす で しょ う。

予言者 ダニ エル は こう予 言 してい ます 。「こ

れ はいつ まで も滅 び るこ とが な く… …立 っ

て永遠 に至 るのです 。」(ダ ニ エル2：44)

歴 史の1ペ ー ジを彩 る この大 会 も終 わ り

に近づ くに あ た り，私 た ちは救 い主 を求 め，

救 い主 を信 じる人々 に よ り真 実 の教 え が語

られた こ とを宣 言す る もの であ ります。 彼

らの話 を通 して， 主 の教 会の み な らず謙遜

に主 を求 め る個 人に対 して も，主 の み こ こ

ろが知 ら され ま した 。世 界の キ リス ト教 派

にあ って私 た ちの 占め る立場 に は独特 の も

のが あ ります 。私 た ちは 直接 間接 を問 わず，

他 の いか な る教会 とも関 連 を有 して い ませ

ん。 い わゆ る ク リスチ ャ ン， 非 ク リスチ ャ

ン を問 わず， 他 の宗教 とは全 く結 びつ きが

な いの です。 末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 は， 過 去現 在 を問 わず ，他 の いか な る教

会 ある いは宗 教 団体 と も関 わ りを持 っ て き

ませ ん で した。

この教 会 は，正 直 に福 音 を受 け 入れ それ

に従 う人 に 「救 を得 させ る神 の 力」 の鍵 を

持 っています。(ロ ー マ1：16)私 たち は神

の誓約 の 子 として， も しも忠 実 で あ るな ら

ば神 の業 に敵 対す る者 た ち を放逐 で きる と

い う約 束 を受 け ま した。 私 た ちの忠 実 さ と
かん

義 に よ り，邪 悪 な者 た ちや好 計 を巡 らす 男

女 の 悪影 響 は 阻止 され る で しょ う。 私 た ち

は， 権威 と栄 光 とを受 けて再 びこ の地上 に
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来 臨 され る救 い主 を迎 え るため に，世 の 人

人に備 え をさせ る責 任 を持 って い るの です。

あ る人 が こ う尋 ね ました。 「あ な た 方 の

教 会 で主 張す る ところの権 能 は， 他 の教会

で言 う権能 よ りももっ と確 実 な根 拠 を持 っ

た もので すか 。」私 た ちの 答 えは こ うです 。

「は い
。古 代 に あ った と同 じ神 の神 権の 権

威 と権 能 を私 た ちは持 って い ます。」

ピ リポ ・カイザ リヤの 国境 の とこ ろを旅

して お られ た救 い主 は， 十二 使徒 に こ うお

尋 ねにな りました。 「人々 は 人の 子 をだれ と

言 ってい るか 。」(マ タイ16：13)

使徒 たち は言 い ま した。 「『あ る人 々はバ

プテ スマ の ヨハ ネだ と言 って い ます 。 しか

し， ほか の 人た ちは ，エ リヤ だ と言 い， ま

た， エ レ ミヤ あ る いは預 言者 の ひ とりだ，

と言 って い る者 もあ ります 。』

そ こで イエ ス は彼 らに言われた， 『それ で

は， あ なたが た は わた しをだれ と言 うか 。』

シモ ン ・ペ テ ロが答 えて言 っ た， 『あな た

こ そ， 生 け る神 の子 キ リス トです。』

す る と， イエ ス は彼 にむか って言 われ た，

『バ ル ヨナ ・シモ ン
， あ なたは さいわ い で

あ る。 あな た にこの事 を あ らわ したの は，

血 肉で は な く， 天 に い ます わ た しの父 で あ

る。

そ こで， わ た し もあな たに言 う。 あな た

はペ テ ロ であ る。 そ して， わ た しは この岩

の上 に わた しの教 会 を建 て よ う。：黄泉 の力

もそれ に打 ち勝 つ こ とは ない 。

わ た しは， あな たに 天 国のか ぎ を授 け よ

う。 そ して， あな たが地 上 でつ な ぐこ とは，

天 で もつ なが れ， あ なたが 地上 で解 くこ と

は天 で も解 かれ るで あ ろ う。』」(マ タイ16：

14-19)

主 は， 主 の教 会が 神御 自身 が示 した も う

真理 ，す なわ ち啓示 とい う岩 の上 に建 て ら

れ なけれ ば な らな い と教 えられ ま した。 ま

た キ リス トは生 け る神 の御 子 で あ るこ とも

言明 して お られ ます 。 これが ，地獄 の 門 も

主の教 会 に打 ち勝 つ こ との ない ゆえん です 。

ここ で天 国の鍵 が ペテ ロに与 え られ て い

ます 。彼 は その権 能 を， 他 の十二使 徒 と共

に働 きまた 彼 ら を管 理す る際 に行 使 しまし

た。

主 は幾 度 とな くペ テ ロ，ヤ コブ， ヨハ ネ

のみ を伴 っ て行 かれ ま した。 これは明 らか

に，3人 に特 別 な霊 的経 験 と指示 を与 え る

ため です 。や が て訪 れ る試練 に備 えるため

に変 貌の 山に登 られ た時 ， イエ スは この3

人の 弟子 を伴 われ ま した。 これ は，御 父の

肉 にお け る独 り子 の栄光 を見て， 彼 らの心

が堅 固 にな り， 信仰 が 強め られ る よ うに と

のは か らいか らで した。 彼 らは そ こで，約

束 された神 権 の 鍵 を受 け ま した 。 この神聖

な 出来事 に はモ ー セ とエ ライヤ ス も姿 を見

せ ，3人 の 使徒 は イエ スが その愛 す る子 で

あ る と証 を し， イエ ス に聞 き従 え と命 じた

も う御 父の 声 を聞 きま した。

それか ら幾世 を経 た1830年8月 ， 主は啓

示 をお与 えに な り， ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ

リヴ ァ ・カウ ドリが使徒 に聖任 され， そ の

鍵 を受 け た こ とを確 認 され ま した。

その 啓示 に は こ う記 され て い ます 。「… …

わが 汝 らに遣 わ して， 汝 らを聖職 に按 手任

命 し汝 らの 使徒 た るこ と， また汝 らがわ が

名 の特別 の証 人 た るこ とを確認 し， また汝

らが 導 き と教 え を施 す働 きと， わが 彼 らに

啓示 せ る ところ と同 じもの との鍵 を有つ こ

と を確 認せ しめ た るか のペ テ ロ，ヤ コブ，

ヨハ ネの3人 ，

す なわ ちわ が王 国 の鍵 と，終 りの世 に於

け る， お よび 天 と地 の両つ に あ るす べ ての

もの を一つ に寄 せ 集 むべ き 『時満 ち たる』
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時代 に於 け る福音 の神 権 の時代 とを託 した

る三 人 と共 に飲 み… …。」(教 義 と聖 約27：

12-13)

王 国の鍵 は この3人 の 古代 の使徒 を通 し

て， ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・カ ウ ド

リに与 え られ ま した。復 活 を遂 げ， 人々 の

問に導 き と教 え を施 した も うた 後に イエ ス

が権能 を授 け た も うたの は， この3人 で し

た。

主 はフ レデ リック ・G・ ウ イ リヤ ム ス を

啓示 に よって ジ ョセブ ・ス ミス の副 管長 に

召 した も うた時 ，次 の よ うに言 ってお られ

ます 。「…… 汝語 る者 の 声に，主な る汝の神

の言 に耳 を傾 け， また汝 が 召 され て，す な

わ ちわが教 会 の大祭 司 とな り， また わが僕

ジ ョセブ ・ス ミス(二 代 目)の 副管 長 とな

るその召 を聴 け。

われは ジ ョセ ブ ・ス ミスに王 国 の鍵 を授

け た るが， こは大神 権 の大 管長 会 に常 に属

す もの な り。」(教 義 と聖約81：1-2)

1836年4月3日 ， 変貌 の 山で救 い 主 と3

人の使 徒 た ちの もと を訪 れ たか の天使 た ち

が， カー トラ ン ド神殿 で予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス とオ リヴ ァ ・カ ウ ドリに現 わ れ， ま

た新 た な神 権 の権 能 と鍵 を授 け ま した 。教

会 を建 てて， イエス の来 臨 とこの地上 での

永久 の統 治 の備 え をす るため の権 能 と鍵 で

す。 モー セ は イス ラエ ルの 集合 の鍵 を授 け，

エ ライ ヤス はア ブ ラハ ムに 与 え られた祝 福

と権 能 を回復 しま した。 またエ ライ ジャは ，

父の 心 を子 に， 子 の心 を父 に向 け させ る鍵

と権 威 を授 け ま した。(教 義 と聖 約110：11

-16参 照)

時 の 絶頂 の時代 ， 王 国の鍵 は当 時の 大管

長会 で あ ったペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネ が保

持 して い ま した。 その鍵 は ジ ョセ ブ ・ス ミ

スを筆 頭 とす る歴代 の 大管 長 に授 け られ，

現在 では， スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大
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管 長 に委 ね られて い ます。 キン ボー ル大管

長 の持 ってい る権 能 は， この よ うに至 上 の

もの です 。神権 と教会 に対 して， 啓示 と決

定 の権 能 を持 っ てい るの です 。

キ ン ボー ル大 管 長 には， 神権 を管理 す る

権 能が 集 中 して い ます 。 これ までのす べ て

の神権 時代 の鍵 と， この 時満 ち た る神 権 時

代 の鍵 を保 持 しているか らです 。(教 義 と聖

約112：30-32参 照)こ の地 上 で こ う した

鍵 や権 能が 授 け られ る人 は，一 時 代 に ひ と

りしか いませ ん。 この後 で話 を して下 さる

キ ンボー ル大管 長 は， 神 の予 言者 な のです 。

キ ンボー ル 大管 長が 大管 長 に 召 されて初

め て の記者 会見 の時 の こ とです.記 者 たち

はキ ン ボー ル 大管 長 の 口か ら教 会 の進 路 を

変 え る よ うに劇 的 な話 が 聞け る もの と期待

して耳 を傾 け て い ま した。、しか しキン ボー

ル大管 長 が語 っ たの は，予 言 者 と呼 ばれ る

人で あれ ば だれ もが語 った 「神 の戒め を守

りな さ い。主 の道 に従 いな さい。 主 の足 跡

に従 って 歩み な さい」 とい うメ ッセー ジで

した 。

キ ンボー ル大管 長 の そば にい て親 し く交

際 させ て い ただ くと， 大 管長 が主 を愛 し，

また 民 を， それ もすべ ての民 を分 けへ だて

な く愛 して い るこ と をひ しひ し と感 じる.よ

うに な ります 。主 は キ ンボー ル大 管長 を，

教会 と世 の歴 史 か ら考 えて重 大 な この時期

に主 の教会 を管理 す る人 と して取 って おか

れ ま した。私 た ちが 歩 むべ き道 を決 め るの

は大 管長 です 。私 た ちは，大 管長 の 決定 や

指 示 が霊 感 を受 け た もので あ る こ とを肌で

体 験 してい ます 。 そ してそ の こ とか ら， こ

のみ 業 に対す る確 信 と平安 とを得 て い るの

です。 私 た ちは， キ ンボー ル大 管長 の指 示

に全 幅 の信頼 を もって従 い ます 。 それ は，

神 が そ の民 を導 くため に神 の僕 で あ る聖 な

る人 を立 て て こ られ た こ とを知 って い るか

らです 。

1894年 に改 宗 した英 国人 ウ ィ リア ム ・フ

ァウ ラー は， 神 の予 言者 が民 と共 に生 活 し

てい る とい うこ とに非常 な感 動 を覚 え，次

よ うな感動 的な詩 を書 きました。「感謝 を神

に 捧 げん， 予 言者 の導 き。 末 日に福音 を，

光 とた まい ぬ。」(讃 美歌170番)

私 た ち を愛 す るが ゆ えに与 え られ た キン

ボー ル大管 長 の勧 告 の 言葉 に耳 を傾 け る と

共 に， その勧 告 につ い て家族 と共 に祈 って

下 さい。 そ うす れば， 神 の指 示 に よ り与 え

られ た， しか もい と高 き原 則に基 づ い た勧

告 に従 うよ うに励 ま され る もの を感 じるで

しょ う。教 会 が 組織 されて数 カ月後 に ジ ョ

セ ブ ・ス ミスに授 けた も うた啓示 の中 で，

主 は新 し く召 され た指 導 者 た ちに入 念 な指

示 と勧 告 を与 えて お られ ます。 主 は こ う言

われ ま した 。「……神 に願 うべ し。… … 『み

た ま』 汝 らに証 した も う ところ を……汝 ら

全 く聖 き こ こ ろ を以 て これ を為 し… …」

(教義 と聖 約46：7-9)

この啓 示 は次 の よ うに続いています 。 「す

べ て の者 ， 必ず し もあ らゆ る賜 を与 え られ

しにあ らず 。何 となれ ば， 賜 は 多 くあ れ ど

す べ て の人 は神 の 『み た ま』 に よ りて その

一 を受 くれ ば な り
。

あ る者 は聖 霊 に よ りて， イエス ・キ リス

トは神 の子 に して 而 も世 の人 の罪 のた め十

字架 につ け られ たる を知 る賜 を得，

他 の者 は 彼 らの 言 を信 じ，か くして 忠実

に して 止 ま ざれ ば また永遠 の生 命 を受 くる

賜 を得 …… 」(教 義 と聖 約46：11，13-14)

私 た ちは また， 私 た ち 自身 と家族 の ため

に直接 の啓 示 を受 け る こ とが で きます 。 こ

れ は，神 の 予言 者 に心 の波 長 を合 わせ， 謙

遜 にな って 祈 りを捧 げ る人 に， その祈 りの
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答 え として与 え られ る もの です 。主 は 予言

者 を通 じて 民 にみ こ ころ を表 わ してお られ

ます。主 の代 弁 者 は 自 ら名 乗 り出 た者 で は

な く， 主に よって 召 され た人 なの です 。だ

れ もその職 を自 らの手 で取 るこ とは で きま

せ ん。 ア ロ ンの場 合 の ように， 神 よ り召 さ

れなけ れば な らな いの です 。(ヘ ブル5：4

参 照)

教会 は今 か らち ょう ど150年 前 に組 織 さ

れ ま したが， その 時主 は教 会員 に， 新 た に

召 され た主 の予 言者 に心 か ら従 う ように警

告 され ました。 「この故 に汝 ら教 会 員は，

彼 が上 よ り受 くるま まに汝 らに与 うる誠 命

と彼の 言 とを皆 心 に とめて よ く聞 き， わが

前 に全 く聖 き道 を履 むべ きな り。

そは彼の 言 は， 汝 ら全 き忍耐 と信 仰 とを

以 て， あ たか もわ が 口 よ り聞 くが 如 くに こ

れ を受 け入 るべ きなれ ば な り，」(教 義 と聖

糸勺21：4-5>

続 いて主 は こ う約 束 され ました。 「これ ら

の こ とを為 さば，地 獄 の 門 も汝 らに打 勝 た

ざるべ し。 而 して， 誠 に主 なる神 は汝 らの

前 よ り暗闇 の 力 を追 い払 い， 汝 らの為 と神

の御名 の栄 光 のた めに もろ もろの 天 を も震

い動か しめ ん 。」(教 義 と聖約21：6)

私 た ち教 会員 が なすべ き主 のみ 業は ，全

能者 に よ り， 恐 れ を知 らな い指 導 者 た ちの

手 に託 され て き ま した。皆 さんは支 持 の挙

手 によ り， 私 た ちの予 言者 に従 うこ とを誓

い ま した。 大管 長 は神 の代 弁者 です。 主 は

この神 権時代 の教 会 の権 能 を受 け た予 言者

に 言及 して，教 会 に対 しこ う語 って お られ

ます。 「.すなわち， また聖霊 に よ りて感 ずる

ままに語 るべ き こ とは 彼 らに対 す る範例 な

り。

お よそ聖霊 に感 じた る時 語 る とこ ろは こ

とご と く聖典 の言 とな り， 主 の意 とな り，
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主 の精 神 とな り，主 の言 とな り， 主 の声 とな

り，世 を救 い に導 く神 の能 力 とな るべ し。」

(教義 と聖約68：3-4)

キ ンボー ル大 管長 は， この教会 が 神か ら

託 され た使命 を全 うす る上 で必要 な鍵 をす

べ て持 って い ます 。福音 をすべ て の国家 ，

民族 に宣 べ伝 え， イス ラエ ル の集合 の ため

に世 界 の津 々浦 々 に シオ ンの ステー キ部 を

組織 し， 生 者 と死者 の 双方 に神聖 な儀 式 を

施す 聖 な る神 殿 を建 設す る鍵 です 。

末 日の歴代 の予 言者 た ちに よっ て明 らか

に され て きた この聖 な るみ 業 は， この 地 を

統 治 した も う神 の子 の再 臨 に備 え るた めの

ものです 。神 の御子 は御 父 の栄光 に包 まれ

て再 び この 地上 に 降臨 した まい。義 人 に報

い を与 え，権 能 を行 使 して 王 国 を確 立 し，

義 と平和 の統 治 を行 な われ ます 。 この こ と

につ い て書 かれ た聖 句 ほ ど明確 な聖 句 はほ

か にないでしょう。 「人 の子 は父 の栄光 の う

ち に， 御 使 た ち を従 えて来 るが ， その 時に

は， 実際 の お こな いに 応 じて， そ れぞ れに

報 い るであ ろ う。」(マ タイ16：.27)

この教 会 は，救 い主 と古代 の使 徒 た ちに

よって再 び建 て られた イエ ス ・キ リス トの'

教 会 です 。

私 た ちは キ ンボー ル大 管 長が神 の予 言者

で あ り，世 の 人々 に キ リス トの福 音 を教 え

る上 で私 た ち を導 いて お られ る こ とを証 し

ます 。

永遠 の父 な る神 は生 きて まし ま し， 同 じ

く私 た ちすべ ての救 い主 で あ る御 父の 肉に

よる独 り子 も生 きてお られ る こ とを， イエ

ス ・キ リス トの み名 に よ り証 し ます 。 アー

メン。



大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンホ「一ル

「旅 の途 中で疲 れて はな らな い」

「私 たち に課せ られ て いる チ ャ レン ジにつ いて
，古 代 の予 言者 が適 確 に表

現 して い ます 。 『も しも これ らをみ な信 ず るな ら ば謹ん で 実行廿 よ 。』」

一 の 大会 に 出席 し， た くさんの 教会 幹 部
一

の 方 々か ら主 の言 葉 を聞 け る こ とは ，

何 とい う喜 び で し ょ うか 。私 は これ まで と

同 じよ うに，個 人 と して， また全 教会 員 を

代 表 して， この総 大会 で受 け た勧 告 と励 ま

しに感 謝 の意 を表 す る もの であ ります 。 音

楽 を担 当 して下 さ った方 々は ， この大 会 に

花 を添 えて下 さい ま した。 また 出席 され た

方 々 は， い ろい ろ と心 に 深 く考 え る ところ

が あ り， きっ と命 のパ ン を得 たこ とで しょ

う。 そ して とりわけ， 主 は御 自身の み た ま

をこの大 会 に注 い で下 さい ま した。 この こ

とに私 たち は心か ら感 謝 す る もの であ りま

す 。

しか しなが ら， 私 た ちが受 け た この数 々

の恵 み を， 閉会 の讃 美歌 と共 に忘 れ去 って

は な りませ ん。一 つ一 つ の 説教 につ い て，

私 たち は力 を込 め て 「アー メ ン」 と言 って

きたはずです。この午 後 の大 会の 最後 の 「ア

ー メ ン」 が まだ 耳 の中 に こだ ます る内 に
，

それ ぞれ の家 庭 に帰 り， さ らに充実 した生

活 をし， また2日 間に わ たっ て学 んだ 原則

を実 行 に移 す よ うに決意 し よ うで はあ りま

せ んか 。

兄 弟姉 妹 の皆 さん，正 しい 原則 を教 わ っ

た 人に課 せ られ るチ ャ.レン ジはいつ も同 じ

で す。 ひ と りの古代 の予 言者 がそ の こ とを

適確 に 表現 して い ます 。 「もしもこれ らをみ

な信ず るな らば謹 ん で実行せ よ。」(モ ーサ

ヤ4：10)こ の大 会 で心 に決 め た こ とを，

た とえ現実 の世 界 の試 練 と苦悩 と義 務 に直

面 して も忘 れ るこ との な い よ うに しなけれ

ば な りませ ん 。現 実 の世 界は悩 み と争 い に

満 ちて いるか らです。

私 た ちは しば しの問 この世 を離 れ て この

大 会 の場 に集 い， み た まが心 に平安 を ささ

や くの を感 じて き ま した 。 そ して今私 た ち

は， この世 のそれ ぞれ の持 ち場 に帰 らなけ

れば な りませ ん。 しか し，今 の私 た ちに は，

この世 を もっ と住 み よ い所 とす る ため の備

えが で きて い ます 。全 力 で， また 自信 を も

っ て主 の業 を推進 し， 待 ち受 け る難 問に 対
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処 しよ うでは あ りませ んか 。 ため らい なが

らでは な く，着 実 に， み た ま を通 して得 ら

れ るいつ いか な る時 に も献 身 す る姿 勢 をも

って， 堂 々 と前進 しま し ょ う。

この大会 の数 日間 は， 友 人同士 が 顔 を合

わせ， 聖徒 たちが 主か らの勧 告 の言 葉 を聞

く素 晴 らしい喜 びの 日々 で した 。 もし も大

会 に集 ったす べ ての 人が， それ ぞ れの 家庭

に帰 って， 受 け た義務 を果 たそ う と決 意す

るな らば， これ ほ ど素 晴 ら しい こ とはな い

で しょ っ。

この世 の 中に は，私 た ちに と って これか

らむずか しい問題 とな る よ うな出 来事 や傾

向 が見受 け られ ます 。 そ う した もの に よ く

注 意 して下 さい。 この よ うな動 乱 の世 の 中

では，私 た ち 自身 も動 乱 の 渦 中に巻 き込 ま

れずに生 活 す る こ とは無 理 で しょ う。 しか
いかり

し私 たちは， 錨 が な いため に 「様 々 な教 の

風 に吹 き まわ され た り， もて あ そば れ た り

す る」 必要 はあ りませ ん 。(エ ペ ソ4：14)

私 たち は神 の教会 の会 貝 で あ り， 私 た ち を

導 いて くれ る予言 者 た ち をいた だ いて い ま

す 。 また私 たち には， 羊飼 であ る キ リス ト

がつ い てお られ ます 。

しか し兄弟 姉妹 の皆 さん， 現代 の コ ミュ

ニ ケー シ ョンの世 の 中 では， この世 的 な も

の を家庭 か ら締 め 出す こ とは困難 です 。 し

た が って私 た ちは，他 の人 々は どうあれ ，

まず私 た ち 自身 が先 を見通 す 力 を失 わ ない

よ うに しなけれ ば な りませ ん。私 たち の気

持 ち を く じき心 を暗 くさせ る よ うな こ とを

耳 に した として も，決 して落 胆 して し まう

こ との な い よ うに して下 さい。旅 の途 中で

疲 れて は な らない のです 。主 の プ ロ グラム

は ， た とえ道半 ば で放棄 す る教 会員 が い た

として も， 進展 を続 け てい きます 。私 た ち
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は主 の業 が， た とえ世 の苦悩 の た だ 中に あ ・

って も， 着実 に 発展 を遂 げ て い く様 子 を 目

のあ た りにす るで しょ う。主 の 教会 は転 が

り出 て， 全地 に 満 ち充つ るの です 。主 は私

た ちに何 度 も何 度 も確 信 を与 えて下 さい ま

した 。 また私 た ちが 戒め を守 るな らば 必ず

約 束 を果 たす と言 って こ られ ま した。今 も

そ う言 って お られ ます し， それ は これ か ら

も変 わ りませ ん 。

私 は， 人生 の 中 で何か を学 び取 っ た とす

る な らば ， それ は， 私 た ちの 息の続 く限 り

実践 し続 け なけ れば な らない とい っこ とだ

と思 い ます 。 その よ うに行 な えば， 逆 に，

まだ まだた くさん し残 して い る こ とが あ る

の に気づ いてび っ く りす る こ とで しょ う。

私 た ちは レー マ ン 人の ため のプ ロ グ ラム

に強 い 印象 を受 け て い ます 。私 は 感動 して

い ます。 私 た ちは今 ，こ のプ ロ グ ラムが現

実 の もの とな って い る こ とを認 識 し始 め ま

した。 この プ ロ グラ ムが実 際 に進 展 し，世

界 中に拡 大 しつ つ あ る こ とに， 私 た ちは何

の疑 い も持 ってい ませ ん 。私 た ちは今 行 な

わ れて い る事 業 に 誇 りと感 謝 の気持 ち を抱

い て い ます 。 それ と同時 に私 は， レー マ ン

人 のみ な らず他 の 国 々の あ らゆ る民 に も，

この福 音 を伝 え る責 任 が あ る こ とをひ しひ

し と感 じてい ます 。 彼 ら も福 音 に触 れ， そ

の教 え を理 解す る必要 が あ るの です 。

教 会 の 活発 な会 員 の方 々に も う一度 申 し

上 げ たい と思 い ます 。私 た ちは こ こで心 を

開 か れ る数 々 の教 えを受 け ま した。 さあ，

出て行 って私 た ちの 家族 や隣 人や 友 人 に祝

福 を与 え よ うで は あ りませ んか 。私 た ち は

皆 天 父の 子供 で あ り，天 父 は私 た ち を愛 し

てお られ ます 。 この こ とを通 して， 私 た ち

は ひ とつ の絆 で結 ば れ るの です 。

き ょ う私 た ちは， 愛 とい うこ とにつ い て

た くさんの こ とを聞 きま した 。私 は， これ

ま での半 生 の間訪 れ た世 界 中の 国々に思 い

を はせ る時， そ の国 とそ こに 住む 民 に対 す

る愛 で胸 が一 杯 にな るの を覚 え ます。訪 問

す るた びに私 たち を歓 迎 して 下 さっ た国民

の皆 様 な らびに一 人一人 の教 会員 の方 々に

心 か らの感謝 の 意 を表 し ます 。

兄 弟姉 妹， 私 は 人に， 彼は 兄弟姉 妹 を愛

す る人 間だ， と言 われ たい と思 い ます 。 そ

して その愛が ， この 大会 に参加 しそ して今

主 の業 を遂行 す る ため に この場 を後 にす る

すべ て の 人々の 手に よって， 遠 くに また近

くに伝 え られ るこ とを望 ん でい ます 。

主 は生 きてお られ ます 。神 は生 きてお ら

れ ます 。 イエ スは キ リス トです 。 イエ スは

肉 にお け る独 り子 であ り，世 の救 い主， 瞭

い主 です。心 か ら謹 ん で証 を します 。私 た

ちは主 の証 し人です 。私 たちは主 が常 に私

た ち を見守 りた も うこ とに， また そのみ 旨

とみ業 と賜 に心 か ら感謝 して い ます 。

愛す る兄 弟姉 妹 の皆 さん， 主 が皆 さん を

祝福 され ます ように。 この大 会 を契機 に さ

らに 力 を得 て， 人生 にお いて達 成 しよう と

計 画 した こ と を実行 に移 す こ とが で きます

よ うに。 それ だけ で な く， 以前 に も増 して

効率 よ く実 行 で き るよ うに願 って い ます 。

また， 主 の祝福 の 必要 な無数 の人 々に手 を

差 し伸 べ ，福音 が ここに あ り，主 が神 で あ り，

イエ ス ・キ リス トが贈 い主 で あ り， そ して

この 業 にあ って私 た ちが キ リス トにすべ て

を委 ね る こ とが で きる こ とを伝 え て下 さい。

主 が続 け て皆 さん を祝 福 した も うよ うに。

それ ぞれ の家庭 や 国 に戻 られ たな らば， 私

た ちの心 か らの愛 をお伝 え下 さい ます よ う

に。神 の祝 福 が皆 さんの上 に あ らん こ とを。

イエ ス ・キ リ乃 トの み名 に よ り申 し上 げ ま

す 。 アー メン。
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1980年10月4日(土)福 祉部会

大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

什分の一の律法

「この義務 を 完全 に果た さ'ない人 は重要 な こ とを怠 って い るの であ っ て
，

それ は 単なる 不注 意 で はな く， 罪で す 。」

愛 す る兄弟 姉妹 の皆 さん・ き ・ う私が お
伝 え した いこ とは， 決 して 耳新 しい こ

とで はあ りませ ん。什 分 の一 の律 法 とそれ

に関連 した福 音 の原 則 はあ らゆ る神権 時代

の予 言者が は っ き りと教 えて きた こ とです 。

時の初めよ り，私 たちは ，「地 とそれ に満 ち

て いる物 とは， 主 の ものだか らで ある」(1

コ リン ト10：26)と 教 え ら れて きま した。

この 地に 「満 ちて い る物 」 の 中か ら， そ の

什 分 の一 を主 に捧 げ る よ う主 は求め てお ら

れ るの です。什 分 の一 は神 の律 法 で あ り，

神 に従 う者 の義 務 で あ ります。 この義務 を

果 たす こ との で きな い人 は， 重 要 な こ とを

怠 って い るこ とに な ります 。

私 た ちは この問題 につ いて， 教義 と聖 約

119章 に あ る この神 権 時代 の 主の 言葉 か ら

知 識 を得 るこ とが で き ます 。

時折大 管長 会事 務局 に， 正 しい什 分の一

とは何 か とい う質 問が 寄せ られ ます。

それ に対 して私 た ちは一 貫 して， 私 た ち

が承知 して い る最 も簡潔 な言葉 ， つ ま り主

御 自身の 言葉 で答 えて き ました 。す なわ ち

教 会貝 が 「毎年 彼 らの得 る全 利益 の什 分 の

一 」 つ ま り収 入 の什分 の一 を納 め るべ きだ

とい う言葉 です 。(教 義 と聖約119：4参 照)

主 に仕 え て も空 しい と思 い始め る時が あ

るか もしれ ませ ん。 しか しその よ うな時 こ

そ，私 たち は信仰 を奮 い立 たせ， 神 の豊 か

な約 束 を信 じ，戒 め に従 い， 忍 耐強 く待 つ .

必要 が あ ります 。主 は必 ずす べ ての 豊か な

約束 をか な えて下 さ るで し ょ う。パ ウロ は

次 のよ うに述べ て い ます 。 「目が まだ 見ず，

耳が まだ聞か ず， 人の心 に思 い浮 び も しな

か っ たこ と を， 神 は， ご 自分 を愛す る者 た

ち のため に備 え られた 。」(1コ リント2：9)

従 順 な 人々に は この世 に おけ る大 いな る

約束 が与 え られ て い ます。例 えば， 什分 の

一 を納 め る人 々に は次 の よ うな約 束が あ り

ます 。

「わた しの宮 に 食物 の あ るよ うに， 十分

の一 全部 を わ た しの倉 に携 え て きな さい。

これ を もって わた しを試み， わ た しが 天 の

基
復
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匹

擢
王

鐸

力

打
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窓 を開 い てあふ るる 恵み を， あ なたが た に

注 ぐか 否か を見 な さい と， 万 軍 の主 は言 わ

れ る。

わ た しは食 い滅ぼ す 者 を， あ なたが た の

ため に お さえ て， あ なたが た の地 の産 物 を，

滅ぼ さな い よ うに しよ う。 また， あ なた が

た のぶ ど うの木 が， その 熟す る前 に， そ の

実 を畑 に落 す こ との ない よ うに し よ うと，

万軍 の主 は 言 われ る。

こ う して万 国の 人 は， あな たが た を祝福

され た者 ととな える であ ろ う。」(マ ラ キ3

：10-12)
「先 程 も述べ た よ うに

， この神 権 時代 に お

い て什分 の一 の 律法 を確 立 す る こ と とな っ

た主 のみ 言 葉は ，1838年7月8日 ， ミズー

リ州 ファー ウ ェス トに お いて予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスに与 えられ， 教 義 と聖 約 の119

章 に記録 され てい ます。 それか ら10日 後 に，

主 は予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に教義 と聖 約

120章 に 記 され て い る新 た な啓 示 を与 え ら

れ， 教会 の什 分 の一 を， 大 管長 会， 十二 使

徒 定 員会 ， 管理 監督 会 か ら成 る評議 会 に よ

って正 し く処 理 すべ きこ と を明 らかに され

ま した。 そ して今 日で も， 啓示 に よ って指

示 され て いる よ うに，18名 の教 会幹 部 か ら

構 成 され る 「什 分の 一処 理 評議 会」 が主 の

霊感 の もとに定期 的 に会 合 を開 き， 教会 の

什分 の一 の支 出の決 定 と承 認 を与 えて い ま

す。 皆 さん が よ く御 存 じの よ うに， 教会 は

赤字 支 出 を行 なっ てい ませ ん。 教会 の神 聖

な基 金 は綿密 な予算管 理 の も とに， 支 出が

収 入 を上 回 る こ との な い よ うに計画 されて

い ます。

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管長 は，1897年

10月 の大 会 で この 同 じ壇 上 か ら什分 の一 の

律 法 につ いて次 の よ うに述べ て い ます。

「什 分 の一 の律 法 の 目的 は
， すべ て の州，

国家 ，世 界の 自治 国で行 なわれ てい る歳 入

の規 定に 似 た もの であ る と私 は 思 う。 何か

大切 な 目的 を持 っ た組織 で， そ の意 図 を達

成す るため の手段 を用意 してい ない ものは

な い。什 分 の一 の律 法 は，末 日聖 徒 イエ ス・

キ リス ト教会 の 歳 入 を規 定す るもの であ る。

この規 定 が なけ れば， 主 の 目的 を達 成す る

こ とは不 可能 で あ ろ う。」(「福 音の教 義」p，

219)

時 間の 関係 で， お じの ジ ョセ ブ ・F・ ス

ミス大管 長が 語 った什 分 の一 に関 す る麗わ

しい話 につ い て詳 し く述 べ る こ とは で き

ませ んが ， それ は彼 の母， メア リー ・フ ィ

ー ル デ ィ ン グ ・ス ミスに 関す るこ とです
。

メア リー ・フ ィー ル デ ィン グ ・ス ミスは殉
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教 した大 祝福 師ハ イ ラム ・ス ミスの妻 で し

た。 彼女 が ソル トレー クの谷 に到 着 して か

らの心温 まる， しか も信仰 の 高 ま る話 です。

彼女は現 在 ホテ ル ・ユ タが建 って いる通 り

の向か い側 にあ っ た什 分 の一 管理 事務 所 で，

什 分の 一 を納 め るこ とで彼女 をい さめ たひ

と りの兄弟 に 向か って こ う言 い ま した 。

「とん で もない こ とです 。 あな たは私 か

ら祝福 を取 り上 げ よ うとな さるの ですか 。

什分 の一 を納 めな けれ ば主 は私 に祝 福 を下

さい ませ ん わ。私 が什分 の一 を納 め るの は，

それ が神 の律 法だ か ら とい うだけ では な い

ん です。 そ うす る こ とに よ って祝福 が 得 ら

れ るか らです 。什 分 の一や そのほ かの 律法

を守れ ば，必 要 な ものに 恵 まれ， 家族 を養

って行 け る と信 じて い るの です。」(「福音の

教 義」p.222)

私.は皆 さんに， 「福 音の 教義 」に書かれて

い るこの話 をぜ ひ一度 初 めか ら読 ん でみ る

よ うにお勧 め し ます 。

兄弟 姉妹 の皆 さん， 繰 り返 し申 し上 げ ま

すが， 什分 の一 は神 の律 法 で あ り，神 に従

う者 の義務 です 。 この義 務 を完 全 に果 た さ

な い人 は重要 なこ とを怠 って い るので あ っ

て， それ は単 な る不 注意 では な く， 罪 です 。

什 分 の一 の律 法 は神聖 な戒 め であ り，天

父 の子 供 た ちす べ て に当 ては まる ものです 。

聖 書 を信 じる者は 皆， 什分 の一 の 律法 が神

の律 法で あ る こ とを信 じる必要 が あ ります。

しか し末 日聖徒 ほ どその 意味 を理 解 し， こ

の律 法 を守 って生 活 して い る 人々 はい ませ

ん。 そ れは， この什 分 の一 の律法 が近 代 の

予言 者 に よって再 び私 た ちに告 げ知 ら され 、

た か らです 。

什 分 の一 の律 法 の中 に は絶 えず， 次 の よ

うな主 の み言葉 が響 き渡 っています。 「カイ

ザ ル の ものは カイザル に， 神 の もの は神 に

返 しな さい。」(マ タイ22：21)

兄弟 姉妹 の 皆 さん， この主 の重要 な律法

が神 か ら与 え られ た もので あ るこ とを証 し

ます 。天 父 が皆 さん を祝 福 して下 さ り， す

べ ての聖 徒 が 同 じ証 を持 つ ことが で きる よ

うに祈 って い ます。 皆 さん の上 に祝福 が あ

る ように イエ ス ・キ・リス トの み名 に よって

申 し上 げ ます 。ア ー メ ン。
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管理監督 ビク タ ー ・L・ ブ ラウ ン

「必要なる物 を

こ とごとく調 えよ 」

「最近
，個 人 と家 族の 備 えが 十分 にてき てい な い人 が大 勢い る こ とか次 第

に明 らか にな って き ま した 。」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・けさ私は深く
憂 慮 して い る ひ とつ の事 柄 につ い て皆

さんに 申 し上 げ た い と思 い ます。 皆 さん も

御 存 じの よ うに， 古代 イス ラエ ルの 民 は ヨ

ル ダ ン川 を横切 って約 束 の地 に 入 るま で40

年 間 も荒野 を さま よい続 け ま した。私 たち

もひ とつ の民 と して， この40年 間個 人 と家

族 の備 えの大切 さにつ いて教 え られ て き ま

した。 私 た ちの福 祉 に関す る第一 の責 任 は

私 た ち 自身に あ り，次 いで家 族 に ある と教

え られ て きま した。 そ して， これ らの援助

手段 が 困難 に な った時 に は じめ て教会 の助

け を求 め るの です 。 しか し最 近， この個 人

と家族 の備 えが十 分 に で きてい な い人が 大

勢 い る こ とが 次第 に 明 らかに な って きま し

た。

過去1年 間， 監 督 に よる断 食献 金 と物 資

の 供給 が不 安 な状 態 に なっ てい ます。 現在

の供 給 率 で行 きます と，教 会 の財 源 は短期

間 の 内に使 い尽 くされ て しまい ます 。事実 ，

あ る物 資 はす でに 底 を尽 き， そ の ため に し

ば ら くは品不 足が 続 くこ とは明 白です 。 こ

う してみ ます と， 個 人 と家族 の備 えに対 し

て誤解 が あ るか， ある いは知 って いて もそ

れ を実 践 してい な いか の どち らか で あろ う

と思 われ ます 。教 会 員 の中 には，優i先順 位

が 適切 で あ った な らば十 分備 えが で きた に

もかか わ らず ， 困難 な状 態が 来 た ら教会 が

援 助 を して くれ る もの だ と考 えてい る人が

大 勢 い るよ うです 。

以前 ， ふ たつ の ステー キ・部 を訪 問 した時

に，私 が今 指 摘 してい る よ うな こ とを実 際

に この 目で見 て きま した。双 方 とも末 日聖

徒 が圧 倒 的 に 多数 を 占め て い る地域 に あ る

ステー キ部 です。 とこ ろが ど ちらの ステー

キ部 も， 深刻 な雇 用 の問 題 を抱 えて い まし

た。一 般 に私 は， ステー キ・部 大会 で見知 ら

ぬ 地 を訪 れ る時， そ こに住ん でい る人々 へ

の理解 を深め るため に その隣 近所 や地域 を

回 るこ とに して い ます 。 た とえば ，庭 の手

入れ は十 分 に な され て い るだ ろ うか。古 く

荒 れ は てた納 屋や 小屋 ， 敷地 は きれ いに整
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理 され， 棚 が施 され て い るだ ろ うか 。他 の

言葉 で言 えば， そ こに住 ん で い る人々 が 自

分 たちに対 して， あ るいは 地域 に対 して ど

れ だけの誇 りを持 って い るだ ろ うか とい う

こ とです 。

先程 述べ た最 初 の ステー キ部 では， 家や

庭 もきれ いに手 入れが行 き届 い てい ます 。

一 見
，町 も繁栄 して い る と思 わ れ る， いわ

ゆ る中 流階級 の 人々 が住 ん でい る地域 で し

た。車寄 せ に置 いて あ るキ ャ ンパ ーや ボー

トを見 て恵 まれ た地域 だ と思 う人 も少 な く

ない で しょ う。 私は ス テー キ部長 会 の方 々

と会 って， 人々 が豊 か にな って い る こ とが

よ くわか る と述べ ま した。 ところが ， そ こ

に住 んで い る人々 の福祉 の 必要 を検 討 し，

彼 らが断 食献金 や監 督 の 倉庫 に依 存 して い

る実情 を見て， 私 は愕 然 としたの です 。

ステー キ部長 の 言 うとこ ろに よ る と， あ

る大 手会 杜の倒 産 後1，2週 間の 内に， 大

勢 の家族 が監 督 たち に援 助 を求 め て きた と

の こ とです。 彼 らは 自分 た ちの生 活 を支 え

るだけ の準備 が なか っ たの です。 しか し中

には忠実 な教 会員 もいて， 自分 た ちの必 要

を満たす だ けで な く， 隣 人 に も援 助 を して

い ました。

この最 初 の ステー キ部 か らか な り離れ た

ところに ある2番 目の ステー キ部 も同 じよ

うな雇 用 の問題 を抱 え て いま した。 しか も

家屋 は きれ い に整理 整 頓 され， それ で いて

ぜ い沢に思 われ る ところ は どこに も見 当 り

ませ んで した。 しか も驚 いた こ とに， この

ステー キ部 で は断 食献 金 も監督 の指 示 書 も

一切使 われて い ないの です
。

私 は ステー キ・部長 に， これ は監 督が この

プロ グラム を よ く理 解 し， 貧 しい人， 困 っ

てい る人 を助 け る責 任 を果 た してい るか ら

で しょうか と尋 ね ま した 。す る とス テー キ
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部 長 は こ う答 えて下 さい ました。 「もちろん，

中に は監 督 か ら援助 を受 け る必 要 の ある会

貝 た ち もい ます 。 しか し， ほ とん どの会 員

が 自分 た ちの福 祉 は 自分 た ちの責任 であ る

こ と を認 識 し， 自分 たち で賄 うこ とが で き

る よ うに備 えて い ます。」

お分 か りいた だけ る と思 い ます が， この

ふ たつ の ステ ー キ部 の会 貝 た ちが 持 って い

る優 先 順位 に は大 きな違 いが あ ります 。最

初 の ステ ー キ部 の 多 くの会 貝 た ちは， 準備

もせ ずに， 教 会 が世 話 して くれ るの を待 っ

て い ます 。 しか し2番 目の ステー キ部は そ

れ と全 く反対 に， 大 部分 の会 貝 が 自分の 必

要 を満 たす よ うに よ く準 備 して い るの です。

次 に， あ る個 人 の例 を挙げ て， そ こに ど

の よ うな問題 が 隠 され て い るか 示 して み た

い と思 い ます。

数 カ月前 の こ とです が， あ る若 い夫婦 が

健康 保 険 を解 約 す る こ とに しま した。 とて

も保 険 料 を払 って い くこ とが で きな い と思

ったか らです 。大 学 院の 費用 が高 くな り，

イン フ レー シ ョンが ひ ど くな って きた こ と

に よ り，教 会 幹部 の勧 告 を無 視せ ざる を得

な くな ったわ け です 。 ところが， ふ た りに ，

赤 ちゃん が生 まれ ， その 子が 未熟 児 で余病

を併 発 し， その治 療 の ため に膨大 な費用 が

か か る こ とにな りま した。彼 らは心 を痛 め，

怖 くな って まず家 族 に相 談 しま した。家 族

はす ぐに 相 当 な援 助 を して くれ ま した。 そ

れ で も少 し足 りなか っ たの で， 彼 らは監 督

の ところに持 って行 き ました。監 督 は不 足

分 を断 食献金 の 中か ら援 助 しま した。 もし

保 険 をず っ と続 け てい た ら， ほ とん ど 自分

た ちだ け で支 払 うこ とが で きたは ずな の で

す。

あ る若者 が職 業学 校 は勉 強 が きつ く， 費

用 もか か る とい う こ とで， 学校 を中退 しま



した。 そ して結 婚 した彼 は， 賃金 の低 い食

料 品店 で働 くよ うに な りま した。 とこ ろが，

赤 ち ゃんが 生 まれ る と， 彼の収 入 だ けで は

家族 の 基本 的 な必要 さえ も十分 に満 たす こ

とが で きませ ん。両 親 に話 す には 少 し気が

ひ け る とい うこ とで， 彼 は監督 に援 助 を求

め て き ま した。

ま たあ る家族 は 月曜 日の夜 に家庭 の 夕べ

を開 く代 わ りにテ レ ビの スポー ツ番 組 を観

て い ま した。 何週 間 も何 カ月 も， 家 族 の祈

りや 福音 に関 す る話 し合 い もな け れ ば，

聖典 を読 む こ とや 実 りあ る家 族 の活動 を行

な うこ と もあ りませ んで した。 とこ ろが 今，

20歳 前 の娘 さんが 家 出 を して しま い， 両 親

は監督 に助 け を求 め て き ま した。

これ らの例 は どれ を取 って み て も， 会員

たちが個 人 と家 族 の備 えの原 則 を実践 して

いた ら避 け られ た よ うな 問題 です 。合 衆 国

や カナ ダ以 外 のほ とん どの国 で は， 福祉 活

動 プ ロ グラムが まだ十分 に実施 され てい ま

せ んが， それ で もこの個 人 と家族 の備 えの

原則 は広 く全世 界の教 会 員す べ て に当 ては

ま ります。 もち ろん， このプ ロ グラム を実

施す る際 に あ る面 にお いて政 府 の規 制 を受

け る国が ある こ とも よ く承知 して い ます 。

そ れ で も末 日聖 徒 は法 律 の許す 範 囲で教 え

に従 わな けれ ば な りませ ん。

ステ ー キ部 の指 導者 た ちが この福 祉活動

集会 で学 ん だ こ と を監 督や 定員 会指 導者，

ワー ド部 扶助 協 会会 長 に伝 え， 教会 員の皆

さん が私 た ちの 言 う基本 的 な原 則 を会 得 し，

自分 た ちの家 を整 え るこ とを生 活の 中で実

践 で きる よ うに してい ただ きたい と私 は心

か ら願 ってい ます。(教義 と聖 約90=18参 照〉

監督 は 貧 しい 人や 困 って い る人の必要 を

満 た す責 任が あ ります。 そ して だれ に， ど

の よ うな形 で援助 をす るか を決 め ます。 ま

た， その援 助 が 人々 に祝福 を もた らす もの

とな るか， 単 に施 し とな るか を判 断 します。

そ して正 当 な援助 を受 け るべ き人が 見過 ご

しに され る こ との ない よ うに す る責 任 を持

って い ます 。

冒頭 に述 べ ま した よ うに， この原 則が教

えられ てす で に40年 にな ります 。 しか し実

際 は キン ボー ル大管 長 が述 べ てい る ように

ず っ と昔 か ら教 え られ て いたの です 。1868

年7月25日 ， ブ リガム ・ヤ ン グ大管長 は ミ

ル ・ク リー クワー ド部 で語 っ た説教 の中 で

次 の よ うに 述べ て い ます 。

「私 は 末 日聖徒 が
，私 た ちの知 っ てい る



この地上 の 人々の 中 で最 良の 人 々 で ある と

信 じて い る。 それ で も多 ぐの 点 で，私 た ち

は 怠慢， 怠惰 で あ り， 主 のみ 言葉 に 従 うこ

とに遅 い と思 ってい る。 私 た ちが 自立 しよ

うとしな くて も神 が 私 た ちを助 けて下 さ る

とい った信仰 で動 い て い る人が大 勢 い る よ

うで あ る。私 たちは い な ごが 飛 来 して きて

作 物 を荒 す の を恐 れ て い る。 … …私 は予 言

者 の塾 で， 人々 が資 金の 浪 費 をや め ，主 に

食べ させ て もら う代 わ りに， もう少 し良 識

を働かせ ， 自給 自足で き るよ うに財 産 を蓄

えて もらいた い と述 べ た こ とが あ る。 そ う

した考 えを， 私 は長 い間 持 ち続け て きた。

また私 に与 え られ た助 言に も注 意 を払 って

きた。 過去 何年 間 も私 た ちは， 窮乏 の 時 で

も潤 いの あ る生 活が で きる よ うに穀 物 を積

み上 げて お くこ とを教 え られ て きた。 恐 ら

く， 主は私 た ちの一 部 に き きん を起 こす だ

ろ う。 ききん は恐 ら く私 た ちの隣 人 を襲 う

に違 い ない。主 は私 た ちが 今 味わ って い る

よ うな時代 を再 び もた らす と言わ れて い る。

しか し， もし も私 が この助 言 に耳 を貸 さず ，

来 るべ き 日を無 視 して い た と した ら， 今 の

私 は ど うな って いた であ ろ うか。

この こ とに 関す る末 日聖徒 の反 応 と与 え

られ た助 言に対 す る彼 らの怠慢 に 目を向 け

て いた だ きたい。 も し今 季 と来季， 虫 が作

物 を荒 す の を主 が許 され た と した ら， 私 た

ちは ど うな るのだ ろ うか。 この民 の顔 に は，

死 と悲 しみ， 欠乏 の様相 が 浮 かん で くるで

あろ う。 ところが ， あ る人は 「主 を信 じて

い ます ので， 主 はそ の ままに した りは しな

いはず です」 と言 うか も しれ な い。 そ うし

た希望 的 な見 方が 出 て くる根 拠 は何 だ ろ う

か 。天 父が私 た ちに使 う剣 と自分 を守 るた

め に戦 う腕 と頭 を与 えて 下 さ って いる とい

うのに，私たちが， 「われ の ため に戦 い た ま
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え」 と天 父 に願 っ て よい ものだ ろ うか。 自

分 の ため に戦 って くれ る よ う天 父 に頼 んで

おい て， 天 父が行 な うの を指 を食 わ えて じ

っ と待 って い る。 その よ うな こ とが で きる

だ ろ うか 。私 に は で きな い。 人々が 知 恵 あ

る言葉 に耳 を傾 け， 勧告 を受 け入 れ るよ う

祈 る こ とは で きる。 しか し自分 が で きる こ

とを神 に頼 む な ど， 私 の頭 で は とて も考 え

られ ないば か げた こ とで あ る。 末 日聖徒 を

見 て いた だ きたい。 畑 に は何年 間 もの作 物

が植 え付 け られて い る。 この傾 向 をこの ま

ま維 持 してい くな らば， 箱 は あふ れん ばか

りに一杯 にな り， 「7年 分 の蓄 え」によって，

害 虫の被 害 な ど もの と も しな くな る であ ろ

う。 私 た ちは損 害 を埋 め るた めに一 生 懸 命

に働 き， 苦労 を重 ね るの では な く， 谷に 入

り， 材 木 を切 り， 資材 を求 め て私 た ちの住

居 を建 て， そ れ を美 し くす るこ とが で きる。

また，垣 根 を作 り， 建 物 の補修 を して シオ

ン を麗 わ しい所 とす る こ とが で き る。 さ ら

に土 地 を休 ませ ， 害 虫が い な くな るまで待

つ こ ともで き る。 しか し， 現在 人々 は混 乱

して い る。 … …物 資が 不 足 し， 問 題 を抱 え，

途方 に暮 れて い る。 人々 は何 を して よ いか ，

わ か らな い。何 をすべ きか告 げ られ ては い

た が， そ の勧告 に 聴 き従 わ なか った か らで

あ る。」(「説教 集 」12：240-41)

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管長 は さ らに こ う続

け て い ます 。 「私 た ちは聖 きみたまの ささや

く声 に耳 を傾 け るすべ を身 につ けな けれ ば

な らな い。 そ して，私 たちが 信仰 の一 致 に

到 達す る まで神 の僕 の勧 告 に従 わ なけれ ば

な らな いの であ る。私 た ちが この勧告 に 従

って い たな らば， 今 日穀 物 の倉庫 は た くさ

ん建 ち， しか もその 中は 一杯 の穀 物 で満 ち.

あふれ て い た こ とであ ろ う。 小 麦や オー ト

麦 ， 大麦 は私 た ちだ け でな く，家 畜 の飼 料



ともな り， 長年 にわ た って生 命 を永 らえ る

もの となっ てい た.であ.ろ う。」(「説 教 集 」

12：141)

さ らに ヤ ン グ大 管長 は次の よ うに 述べ て

い ます。 「モーセが 山に上 って い た時， 人 々

〔イス ラエル の 民〕 はア ロンに モー セ の居

所 を尋 ね ， 自分 た ちに先 立 っ て行 く神 を造

る よ う要 求 した。 そ こでア ロ ンは 人々 に耳

飾 りや 宝 石 を持 っ て こさせ， 金 の子 牛 を造

っ た。 人々 は その周 りを跳 び 回 り， 金 の子

牛が 自分 たち をエ ジプ トの 地か ら救 い出す

神 で ある と書 った。.その ため に， どの よ う

な良 い結 果 が もた らされ ただ ろ うか。 ち ょ

う ど私 た ち と同 じ ように， 豊か な時 には穀

物 を蓄 えず ， い な ご が や って きた 時 に，

『主 よ， ど うか い な ご を追 い 払 い， 私 た ち

を救 って下 さい』 と泣 き叫 ぶ 。 それ は ち ょ

う ど， あ る男が 船 の 甲板 に出 て，広 々 と し

た海 原に 向か い 自分 の信仰 を見せ てや る と

言 い，甲板 か ら飛 び 降 りて ， 『主 よ私 を助 け

た まえ』 と叫 ぶ よ うな もの であ る。 そ う ま

で極 端 で は ないに して も， 主 が私 た ちに与

えて下 さった もの を捨 て， む だ に して し ま

うの は全 くば かげ た こ とで あ る。 そ して ふ

だん 浪費 して い るに もかか わ らず， 必要 に

な る と主 に求 め る。主 は これ まで私 た ちに，

ず っ と続 けて祝 福 を与 え て こ られ た。 した

が って主 は， なぜ あ なたが たは なぜ その祝

福 を受 け よ うと しないのか と主は 問われ る

であ ろ う。」(「説教 集」12：243)

私 は， これ まで何 もな され て いない と申

し上 げ てい るの では あ りませ ん。1年 分 の

貯 蔵 をし， 自分 た ちで賄 っ てい る忠実 な聖

徒 た ち も大勢 います 。彼 らは従順 に備 え る

こ とに よ って得 られ る平安 を よ く知 って い

ます 。私 た ちが 受 け取 る手紙 に も， 多 くの

家族 が菜 園 を造 り， 食糧 や衣 服， そ の他 の

物資 を1年 分 備 蓄す る よ うに努 力 してい る

こ とが記 され てい ます。 また家族 全 員で こ

の物 質 的 な福 祉 に取 り組 む よ うに働 きか け

て い る両 親 もい ます 。

最 近受 け 取 った手 紙 に こ う記 され て い ま

した。 「僕 は家 で 食糧 貯蔵 の責 任 を受けてい

ます 。今 年 で10歳 に な ります。 僕 は，教 会

で 発行 してい る『家庭 におけ る生産 と貯蔵』

とい うパ ンフ レ ッ トが 大好 きです。 ほか に

よい資 料 があ った ら，ぜ ひ送 って下 さい。

トラビス ・リー ル 〔署 名 〕」
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私 た ちが関心 を寄せ て い るこ と， そ して

また私が きょ う最 も伝 えたい こ とは この壇

上 で何度 も繰 り返 し述べ られ て い るこ とで

す が，福祉 プロ グ ラム が教 会 の備 え では な

く， 個 人 と家族 の備 えの基 本 的 な原則 の上

に成 り立 って い る とい うこ とです 。私 た ち

が心 配 して いるの は，教 会 が生 産事 業， か

ん 詰工 場， 監督 の 倉庫， デ ゼ レ ト産 業， そ

の他 の有形 の 活動 をプ ロ グ ラム と して行 な

ってい るため に， 自分 た ちは 自給 自足 す る

必要 が ない と教 会員 に 誤 って解釈 され るこ

とです 。 この よ うな思 い違 いが あ るの は，

過去数 カ月断 食献金 や 監督 の 倉庫 の物 資に

よる支 給が 急速 に増加 して い る こ とを見 て

も明 らか です。

私 た ちは非常 に 困難 な時代 ， 恐 ら く最：近

の歴 史の 中で最 も困難 な時代 に生 活 を営 ん

で いる と言 えるで しょ う。 経済 は総体 的に

見 て調 整が 不可能 にな って い る よ うで あ り，

多 くの地域 で失 業が 増加 して い ます。 イ ン

フレー シ ョンは世 界の ほ とん どの 国々 に侵

透 し， 個 人の 負債 も驚 くほ ど増 え てい ます 。

若者 が家 を買 うの は不 可 能 に近 い状 態 です。

家 を購 入 した大 勢 の人 々は毎 月の支 払 いに

追 われ， 非常 時 に備 え るな どとて もお ぼつ

か ない有様 です 。

私 た ちは あ る期 間貯 え を して， 借 金 を し

ないよ うに教 え られ て きま した。 また必 要

なもの を買 い，順 番 に使 うよ うに， しか も

常識 を用い て 自立 と自給 自足が で きるよ う

に備 え るこ とを教 え られ て きま した。 この

教 えについ ては常 軌 を逸 した極端 な とこ ろ

は全 くあ りませ ん。私 が 心配 して い るのは，

現在 の私 た ちが， ブ リガム ・ヤ ン グ大 管 長

が述べ てい る よ うな状 態 に あ るの では ない

か とい うこ とです 。

「私 た ちは この こ との起 こ る前 に も一 度
，
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いな ご との 戦 い を この 目で見 て きた。 そ れ

か ら2年 が過 ぎた。2年 間 もの期 間 が あ った。

も しも来年， 豊 作 に で もな ろ うな ら， 人 々

は今 ほ どいな ごの 襲来 につ い て考 えな くな

るであろ う。その翌年 とな れば，なお さ らで

あ る。 そ して4，5年 後 に は ， 完 全に彼 らの

意識 か ら消 え去 って し ま う。私 た ちは これ

らの害 虫の影 響 か ら完 全 に逃 れ る ことが で

きる。私たちが何 千，何 万 トンの小 麦や ラ イ

麦，大 麦 ，とう もろ こ しを貯 蔵 し， 〔害 虫 に

向か っ て〕 『食 うもの な ら食 ってみろ。 おま

え た ちのため に種 を まい た りは しない か ら

な』 と言 っ てみ な さい。 そ れか ら土 地 を耕

や し， 肥料 をま き， 種 は まかず に土 地 を休

ませ る。そ うす れば いな ごが私 た ちが働 い

て得 た もの を食い荒 らす こ ともな い。私 た

ちは シ オ ン を麗 わ しい所 とし，私 た ちが住

ん でい る所 を住 みや す い所 にす るこ とに専

心 できるのであ る。」(「説教 集」12：242)

兄弟 姉 妹 の皆 さん， 私 た ちの心 配 は 間違

って い ない と思 い ます 。 多 くの人 は私 た ち

の前途 には もっ と大 きな困難 が待 ち受 けて

い る と述べ て い ます 。私 た ちは教 会 員 の福

祉 に深 い関心 を抱 いて い ます。一 人一 人が，

また家 族 が主 の み言葉 を受 け入 れ なか った

な らば， 将来 必 ず窮乏 と苦難 の 時が 来 る こ

とを私 たち は知 っ てい ます。主 は，「組 織 し

て必要 なる物 をことごとく調 え よ」(教 義 と

聖 約88：119)， 「され どその 事 た るや ， 必ず

わが道 に適 いて行 われ ざるべか らず」(教 義

と聖約104：16)と 言 われ ま した。

願 わ くは， 神権 指導 者や 扶 助協 会 の指 導

者 た ちが全 世 界の 教会 貝 に 自分 の福祉 に対

す る責 任 を理 解 させ ， 教 会員 が豊 か な正 し

い生活 をす る こ とが で きる よ うに祈 って い

ます。 イエス ・キ リズ トのみ 名 に よ りて。

アー メ ン。



管理監督 会第二副監督J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク

信仰ある家族

「福 祉 プ ログ ラム の本 質 は私 たち が 家族 と して 自立す る と ころ にあ り ます 。」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・いつの時代の
入 々に とって も最 大 の チ ャ レン ジは予

言者 の声 に どう応 え るか とい うこ とで す。

現 代 の予 言者 は私 た ちに次 の よ うに勧告 し

てい ます 。

1.個 人 の義 を高 め る。

2.収 入 の範 囲 内で生 活 し， 借金 を避 け

る。

3.1年 分の 食糧， 衣 服 の生産 と貯蔵 を

行 ない， で きれ ば燃 料 も1年 分 貯蔵 す

る。

この 明確 な勧 告 にすべ て の 人が従 って い

るわけ では あ りませ ん 。信 じて実践 して い

る人 もい ますが ，嵐 の 前兆 で あ る黒雲 が た

ちこめ る まで何 も しない で待 って い る人 も

い ます 。 また この勧 告 を拒 否 して い る人 も

い ます 。

昔 ， 村 人が羊 飼 いの 少年 に こ う言 い ま し

た。 「いいか い。お おか み を見 た ら，おお か

み だ!お お かみ だ!と 大 声 で叫 びな さい。

鉄砲 と くま手 を持 っ てか けつ け るか らね 。」

次 の 日， 少年 が羊 の番 を して い る と，遠

くに ライ オ ンの 姿が 見 え ま した 。少年 は大

声 で叫 び ま した。 「ライオ ンだ!ラ イオ ン

だ!」 しか しだれ も来 ませ んで した 。 ライ

オ ンは 羊 を何 匹か殺 して し まい ました。少

年 は落 胆 して言い ました。 「私 が あれ ほ ど大

きな声 で叫 ん だの に， なぜ みん な来 て くれ

なか ったん です か 。」

村 人 は答 えま した。 「この辺 りにはライオ

ンなん て い ないの だ。 わ し らが 恐れ て いる

の はお おか み だ よ。」

羊 飼 い の少年 は この こ とを通 して ひ とつ

の大 切 な教 訓 を学 び ま した。

人 は信 じよ う とい う心の 準備 の で きてい

るこ とに しか対 応 で きな いの です。教 会 幹

部 の皆 さんは 時折， 経 済 の現況 や個 人 と家

族 の備 え の必要 につ いて大 胆 な言葉 を使 う

の を避 け る こ とが あ ります 。 その よ うな言

葉 を使 う と， 問題 の傍 観者 たちは話 を社 会

的 な 危機 と勝 手 に解釈 して，貯 蔵 して い る

人々 に先 を越 され まい と大 勢 の 人々が 食料
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品店に押 しか け るの です 。

1976年4月 ， フ ェザ ー ス トー ン副監 督 は

教会 員 に，1977年4月 までに1年 分 の 食糧

貯蔵 をす るよ うに とい う年 間 目標 を提 案 し

ま した 。家庭 貯蔵 プ ロ グラム を実 施 してい

なか った人 々は， あ わて て借 金 を し， 数 百

ドル もの食料 品 を買 い込 み ま した。彼 らは，

予 言者 ヨナが した よ うに， ニ ネベ の町 で何

が起 こるのか と， 目を こら して い ま した。

あ たか もフ ェザー ス トー ン兄 弟が 終 わ りの

日を正 式 に1977年4月1日 と定 め たか の よ

っで した。 しか し， 彼 は その よっな こ とを

言 ったの では あ りませ ん。 主 の道 は ひ らめ

きで動 いた りす る もの で はな く， また， 混

乱や恐 慌 を引 き起 こす もの で もあ りませ ん。

いつ も秩序 ある備 えの上 に立 って い るか ら

です 。

私 た ちは もっ と賢明 な管理 人に な ろ うで

は あ りませ んか 。歴 史が 教 え る教 訓 に つ い

て考 え， また予 言者 に耳 を傾 け な い人 々が

なめ た経験 か ら学ぼ うでは あ りませ ん か。

ギ ボン ズ， トイ ンビー， デ ュ ラン， そ の他

の著名 な歴 史家 た ちは偉 大 な文 明 の衰退 の

原因 を分 析 し，繰 り返 し同 じこ とを述べ て

い ます 。 その原 因 と結果 を， ひ とつ の ア メ

リカ人教 育者 が6項 目に ま とめ て い ます 。

1.人 々 が宗教 上 の信仰 を失 い， 基本 的

な 道徳観 を軽 視す る。

2.性 に耽 溺す る。

3.： 貨幣 の実質 価値 を低 下 させ ， イ ンフ

レの急激 な浸 透 を招 く。

4.正 直 に働 くこ とが 美徳 とみ な され な

くなる。

5.法 秩 序 が崩壊 し， 個 人や 集 団 の欲 求

を達 成す るために 暴 力が一般 に用 い られ る。

6.最 後に， 人 は軍 人 にな るの を嫌 い，

国家 と伝統 を守 るため に戦 お うと しない 。」
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(ケ ネ ス ・マ クフ ァー ラン ド博 士 ，`窺66η一

陀η忽α1且〃昭万σα苫 吻oγ 魏η勿"「 ア メ リ

カ200年 の条件 」， サ ン フラ ン シス コ， フェ

ア モ ン トホ テル で開か れ たア メ リカ独 立石

油 協会 全 国大 会 での説 教 よ り)

兄弟 姉妹 の 皆 さん， 私 た ちの 国家 は この

よ うな破壊 を免れ る賢明 な道 を歩 ん でい る

で し ょうか。私 たちは 歴 史の 流れ を変 える

備 えが で きて い るで し ょ うか 。私 た ちの政

治 的 な権 利 と責 任 を行使 し， また社 会へ の

奉仕 を通 し， さ らに個 人 として正義 を貫 く

こ とに よって， この国 を私 た ちの 力の 及ぶ

限 り，専 制 と財 政 的， 道徳 的 な崩壊 か ら救

わ なけ れ ばな りませ ん 。 しか し恒 久的安 寧

は， 私 た ちが主 の予 言者 に従 うこ とに よっ

て のみ 実現 可能 で あ るこ と を忘 れ ては な ら

な いの です 。

教 義 と聖約 の101章 で， 主 は聖 徒 た ちが

主 のみ 言葉 に なか なか耳 を傾 け な いの を見

て，次の よ うに 言わ れ ま した。 「主 は彼 らの

祈 りに耳 傾 けて事 ある時 に彼 らに答 え る こ

とを遅 くす 。事 な き時 に，彼 らわが 助言 を

軽 ん じた り。 され ど事 あ る時 は， 彼 ら止 む

を得 ず われ を探 し求 む。」(教 義 と聖約101レ

7-8)

同 じ啓 示あ 中 にあ るぶ ど う園 の た とえ話

に も力強 い教 えが 述べ られて い ます 。皆 さ

ん も御 存 じの よ うに， ぶ ど う園 の主 人は 人

を雇 って， ぶ ど う園 に12本 の か ん らんの 木

を植 え させ ま した。 その 周 りに囲 い をめ ぐ

ち し， や ぐら を建 て， 番 人 を置 き ま した 。

ところが， 僕 た ちは集 まって協 議 しま した

が， 「今 は平 和 な る時 な るに」(教 義 と聖 約

101：48)主 が なぜ この や ぐらを必要 とす る

の か よ くわか りませ ん で した。 彼 らは委 員

会 を開 きま したが， 「互 い に意 見合 わ ざる 中

に， 甚 し く怠惰 とな りて… …然 るに，敵 夜



の 中に 来 りて生 垣 を壊 りた り。」そ して僕 た

ちを追 い払 い， 「彼 らの造 れ るもの を打ちこ

わ し，また 『か ん らん』の 木 をそ こなえ り。」

(教義 と聖 約101：50-51)不 従順 の結果

は これ ほ ど恐 ろ しい もの とな るの です 。主

の教 えに素 直 に従 っ てい た方が どん なに よ

か っ たか しれ ませ ん。

いつ の福 音 の神権 時代 を とっ てみ て も，

真 に神 か ら選 ばれ た高 貴 な人 々，雄 々 し く

忠実 な聖 徒 た ちが 見 られ ます 。彼 らは個 人

と して あ るい は家族 として雄 々 し く忠 実 な

生 活 を送 りま した。彼 らが 尊 ばれ， 記 憶 に

留め られ るの は この世 の標 準 で測 っ たた め

では な く， 彼 らが持 って い る力強 い信 仰 に

よるの です 。 彼 らは神 に従 うこ とは神 聖 な

義務 であ る と考 え， そ して神 を愛 し， 神 を

信 じ， 全 身全霊 で神 に仕 え ます 。 彼 らは あ

らゆ る時代 に おけ る神 の教 会 の骨格 で あ り，

筋 肉 であ り， 筋 とも言 える人 々 です 。彼 ら

は信 仰 あ る家庭 を築 いて い ます。 そ の よ う

な人 々の 口 をつ いて 出て くる言葉 は 次の よ

うな言 葉 です 。

「われ その故 を知 らず
， た だ主 の誠 命 に

従 うのみ 。」(モ ー セ5：6)

「わた し とわ た しの家 とは 共 に主 に仕 え

ます 。」(ヨ シュ ア24：15)

.「私 は主 が 命 じた もうた こ とを行 って行

う。」(1ニ ー フ ァ イ3：7)

「わ た しは 主 のは した め です 。お 言葉 ど

お りこの 身 に成 ります よ うに 。」(ル カ1：

38)

「私 は
， へ りくだ って 主に こ う申 し上 げ

たい と思 う。 『この 山地 をわ た しに くだ さ

い』， 『これ らの チ ャ レン ジを私に くだ さい』

とQ… …

私 は，私 の精 力 と能力 の 限 りを尽 くして，

『全 くわが神 ， 主 に従 う』つ も りで ある。」

(スペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル 「聖徒 の道」

1980年3月 号，p.112)

兄 弟姉 妹 の皆 さん， 主が 私 た ちに行 な う

よ うに命 じられ る時，私 た ちは いつ もその

理 由 を知 って い るわ けで はあ りませ ん。 主

の道 は人 の道 と同 じでは ない の です か ら。

しか し， これ だけ は は っ き りして い ます 。

主 の道 は ま っす ぐで あ る とい うこ とです 。

人 が歩 む よ うな 曲が った道 で は あ りませ ん。

私 た ちは信 仰 を福 音 の第一 原 則 と して受 け

入 れ てい ます 。 しか し， まず行 動 を起 こ し，

それか ら確 認 をいた だ くほ ど私 たちは主 を

信頼 して い るで し ょ うか 。人 は それ を盲 従

と呼ぶ か もしれ ませ ん。 ア イダ ホ州 の ひ と

りの監 督 は よ くこう言ってい ます。 「どの よ

うな形 の従 順 に しろ， 不従 順 よ りもよい。」

信仰 は盲従 で は あ りませ ん。 しか し信仰 の

試 しを受 けた 後 でな けれ ば，証 を受 け られ

ない こ と もしば しば あ ります 。 も し私 た ち

が これ まで不 従順 で あ った な らば， き ょう
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悔 い改 め を決 意 し， 私 た ちの家 を秩 序 の 家

に しようでは あ りませ ん か。

それ を達 成す る最 良 の方 法 は， 物質 的 な

面 で聖徒 が直 面 して い る，3つ の 重大 な問

題 に予 言者 の勧告 を実行 す るこ とです 。(1)

個 人の収 入 と支 出の管 理 の必要 ，(2)仕事 の

質 と生 産性 の低 下，(3)現金 と物 資 に よ る蓄

え の不 足 。

財政 管理 の 必要 につ い ては ，1979年10月

の総大 会 で タナー 副管 長 が述 べ た 「不 変 の

原則」 とい う話(「 聖 徒 の 道」1980年3月

号)を 参 考 に し， そ れ を細か く研 究 して下

さい。健 全 な家計 管理 に は，正 しい予 算 計

画 が 必要 です 。私 た ち は皆 ， 予算 計画 の訓

練 を受 ける必要 が あ る と思 い ます 。

私 た ちは 負債 を避 け る よ うに勧 告 されて

い ます。 こ の指示 は 永年 に わ た り解釈 上 の

問題 を投 げか け て き ま した。 どの よ うにす

れ ば， 負債 な しに，家 を買 い，教 育や 事 業

に投 資す る こ とが で きるで しょ うか 。 クラ

ー ク副管 長が ，疫 病 を避 け る と同様 に 負債

を避 け な さい と言 われ た言葉 の 中 には， こ

の世 に おけ る調和 とい う重大 な原則 が教 え

られて い るよ うです 。借 金 は重荷 ですが ，

借 金が 必要 な場合 もあ ります 。仕 事 上 の負

債，家 を購 入す るた めの ローンな ど， 「担 保

つ きの」 借金 はほ とん どの 人 に とって避 け

る ことので きない もの です 。 しか し，理 由

もな しに衝動 買 い をす るた め の クレ ジ ッ ト

カー ドの乱用 は 負担 以 外の何 もの も残 しま

せ ん。

大抵 の人 々に とって， 消 費者金 融 か らの

借 金 は危険 で あ り，安 易 に で き るが故 に抑

制 す るのが難 し くなっ て き ます 。 もちろん ，

現 実 に必要 な ものや ， 当面 の不 足 を満 足 さ

せ るこ ともで き ます 。広 告 はぜ い た くが私

た ちの権利 で あ り， 私 た ちに とって必要 な
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ものの よ うに宣 伝 します。 かつ て はぜ い た

く品 であ った もの が，今 は必 需品 に なっ て

い るの は非 常 に興 味あ るこ とでは な いで し

よ つか 。

クレ ジ ッ トを利 用す る時 の指 針 として次

の よ うな点が 考 え られ ます 。 必要 な時 だ け

借 りる こ と， で き るだけ低 い利率 で， しか

も返済 を短期 間 にす る こ とです。 そ のた め

に は， 欲 求 を抑 え，昔 か ら言 われ て い る倹

約 の 美徳 を守 って い くこ とです。 借金 を し

て ， それ をイ ンフ レに よる経 済変動 で返 済

して い こ う とす る陰険 な哲 学 が あ ります 。

私 は その よ うな考 えを受 け入 れ る こ とが で

きませ ん 。 もし私 た ちが 皆 そ う した前 提 の

も とに動 くとした ら， 経 済 の仕組 み は完 全

に覆 され て しまい ます 。 借金 を適 正 な限 度

内に抑 えて い る限 り， 借 金 に追 われ る こ と

は ない で し ょう。 しか し将来 の収 入 をあて

に して借 金 を重 ね るこ とは私 た ち を経 済 的

な破綻 へ 追 いや るこ とに な ります 。

収 入 と支 出のバ ラン ス を維 持す る最 善 の

方 法 が， 支 出 を減 ら し収 入 を増や す こ とに

あ る こ とは 言 うま で もあ りませ ん。 しか し

大 抵 の場 合， 収 入 を増 や す方 よ りも支 出 を

減 らす方 が簡 単 です 。教 会貝 の皆 さんが 現

在 の知 識 や 技術 に満 足 して 「中庸の 共謀 者 」

に な って し まうこ とは ない で し ょ うか。 仕

事 に対 す る誇 りは常 に 自由競 争社 会 の真 髄

とな る もの です 。現 在， 技術 者 に なる ため

に代価 を払 お う と しな い商 人，教 えな い教

師，修 理 を しない修理 屋 ，農 耕 を しな い農

夫 ， 人 を導か ない指導 者 ，問 題 を解決 しな

い 問題解 決者 な どが 多過 ぎ ます 。

私 た ちの働 きは正 直 で，質 の高 い もの で

な けれ ばな りませ ん。私 た ちが こ の世 の富

を分 か ち合 う正 しい唯一 の方 法 は，他 人 が

造 り出 した製 品や サ ー ビス を自分 の もの と



交 換す るこ とです 。 もし も私 た ちが モル モ

ン独 特 の， その傑 出 した働 きの故 に他 に類

を見 ない， 質 にお い て高 い標準 を維持 す る

とい うチ ャ レン ジに応 えるな らば， ど こへ

行 って も求 め られ， 最 大の 報酬 を受 け るこ

とで し ょ う。 これ は私 た ちの宗 教 が教 えて

いる事 柄 です。

時の初 め か ら教 え られて い る こ とを繰 り

返 して み たい と思 い ます 。 ア ダム は主 が経

済学 につ い て教 え られ た最初 の教 えの 中で ，

汗 と頭 と筋 肉で地 を従 わせ ， 支 配 しな けれ

ば な らない こ と を学 び ま した。 こ の労 働 の

原則 は決 してな くな るこ とはあ りませ ん。

神 が与 え られた 原則 だか らです 。主 は怠 惰

をの ろ い， シオ ンに住 む両 親 に子 供 に働 く

こ と を教 え よ と命 じ られ ま した。 傑 出 した

働 きをす る ため には高 い代 価 を払 う必要 が

あ ります 。 しか しその報 い と物質 的霊 的 な

満 足 は本 当 に価 値 あ る もの です。 能 力以下

に働 き を とどめ る こ とは， 当人 には大 きな

飢 え を感 じさせ る と同時 に，社 会 に とって

大 きな損失 で す。 教会 の永 遠進 歩 の教 えに

は確 か に職 業 にお け る進歩 も含 まれ て いま

す。 私 た ちは， 自分 の可 能性 を最 大 限 に伸

ばす 生 涯の仕 事 を持 た なけ れば な りませ ん。

最 後 に貯蔵 品 の不 足 につ いて です が，神

は御 自分 が創 造 され た生 き物 に， 必要 な時

に備 え て余 剰 を保 存 す る本能 を与 え られ ま

した 。 それ に もかか わ らず， 人 間は収 穫 し

た ものの すべ て を浪 費 し， 将 来 の必要 を満

足 させ るの を成 り行 きに任 せ た り，他 人 ま

か せ にす る傾 向 をた どって きま した。 これ

は神 の律法 に反す る もの です 。倹 約 は正 義

の 原則 です 。消 費 が生 産 を上 回 るこ とが あ

って はな らないの です 。経 済上 の 無制 限な

自由 は私 た ちが 造 る余 剰か ら生 まれて くる

もの です。

私 た ちは， 食糧貯 蔵 だけ で な く現 金 も貯

える必要 が あ ります。 倹約 の 習慣 を育 み，

子供 た ちに私 た ちが得 るす べ ての もの の一

部 は保 存 に充て るべ き こ とを教 えて下 さい。

イ ン フ レが預 金 の購 買 力 を低 下 させ るこ と

は事 実 です が，預 金 が なけ れば 購 買力 もな

い はず です 。

次 に大 きな蓄 え は家屋 を取 得 す るこ とで

す 。私 た ちが一 番心 配 して い るの は， 多 く

の家族 が 背伸 び し過 ぎたた めに， 借金 の重

荷 が 家 を持 った こ とか ら生 まれ る利点 に影

を落 と して い るこ とです 。 もう一 度繰 り返

します が， 私 た ちは 必要 な もの と欲 しい も

の をは っ き り区別 しなけ れ ばな りませ ん。

蓄 えの不 足 に関 連す る最 後 の問 題 は， 将

来 の大 きな損 失 に対 して保 険 を掛 け る こと

です。 収 入 を得 る能 力が私 たちの最 大 の財

産 で あ るこ とは だれ もが認 め る ところであ

ろ う と思 い ます。 その 収 入 を得 る者が 自分

の 生命 に保 険 を掛 け る こ とは， 家族 の将 来

の収 入 を保 証 す る こ とに な ります 。私 た ち

が 若 くして この世 を去 って も， 夫 をな くし

た 妻が働 きに 出て， なお主 婦 としての役 割
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を果 たす とい うよ うな二 足わ ら じをはかせ

な い ように して下 さい。私 た ち は適切 な保

険計 画 を実 施す るこ とに よ って 多 くの 自由

を妻 に与 え るこ とが で きます 。

家族 の皆 さんが適 切 な健 康保 険 に加 入す

る よ う勧め ます 。 医療 費 の高騰 は驚 くべ き

もの が あ り，保 険 に加 入せ ず に個 人 の貯 金

に だけ頼 る こ とは大 きな危 険 が伴 い ます 。

この イ ンフ レの時代 では， 医療 費の 高騰 が

貯蓄 の増加 を しの い でい ます 。

福祉 プ ロ グラム の発 足 当初 か ら，福 祉 プ

ログラム に批判 的 な 人々 もい ました 。 しか

しどの よ うな解 決策 を とって も問題 にす る

人 はい るはず です 。エ ジプ トに いた イ ス ラ

エル の民 の中 に も， 紅 海 を どの よ うに して

横断 す るか をモー セが 説 明す るまで 家 を離

れ よ う としなか った 人 も大 勢 い たに違 い あ

りませ ん 。主 は， イ ス ラエ ル の 民が モー セ

に従 って紅 海 の岸 に来 るまで， 人々 に その

道 を示 され ませ ん で した。

兄 弟姉妹 の皆 さん， 災害 は いつ ， どの よ

うに して家 族 に降 りか か るか わか りませ ん。

ミシガ ン州 で は 自動 車工 場 が次 々 と閉鎖 さ

れ， 入々 は経 済資源 を脅 か され， 失業 者 が

増加 しま したが ， そ のひ きが ね とな っ たの

は決 して全 国 的 な大 恐慌 では あ りませ ん で

した。 も し私が 長期 間 歩行 不能 にな れば，

大 災害が起 こっ た時 と同 じよ うに， 収 入 は

途絶 えて しまい ます 。私 た ちは嫌 な状 況 を

目にす る と， 自分 とは無関 係 だ とい っ た態

度 で見過 ご しに して しまい ます 。 あ るア メ

リカ大 統領 候補 者 は先 日， こ う言 って い ま

した。「自分 の隣 人が失 業すれば，景気 後 退

で あ り，自分が 失業すれば，不 景気 である。」

ある人 は， 食糧 を買 うお 金が あ る限 り安

全だ と考 えて い るよ うです 。 お金 は 食糧 で

は あ りませ ん 。店や 倉庫 に食糧 が な くな っ

158

た ら， お金 で 生命 を維持 す るこ とは で きな

いの です 。 ロムニ ー副 管長 や クラー ク副管

長 は， 私 た ちは いつ の 日か 自分 たち で生産

した もの で生 活す るよ うにな る と警告 して

い ます 。

ひ とつ 明確 に して お きた いこ とが あ りま

す 。教 会 の福祉 活動 プ ロ グラムの 本質 は，

私 た ちが 家族 として 自立す る とい うこ とで

す 。教 会 の倉庫 資 源制 度 は，貧 しい 人々，

また は 肉体 的 な 障害 を持 って い る少数 の 人

人の ため の， あ るい は非常 時， 災害 時 の た

め の支 援制 度 です 。教 会 は一機 関 と して，

個 人 に属 す る責 任 まで引 き受 け る意 向は全

くあ りませ ん 。福祉 プ ロ グラム はそ の よ う

な 目的で始 め られ た ので はあ りませ ん。個

人 と家族 の備 え をす る こ とが主 が望 んで お

られ る方 法 です。 そ の上 で，皆 が協 力 して

断食献 金 を惜 しみ な く納 め ，私 たち の生産

事 業や か ん詰 め工場 か ら物 資 を供 給 して，

自立 で きて いな い隣 入 を助 け るの です 。

兄弟姉 妹 の皆 さん，蓄 え をす る時 に忘 れ

ては な らな い大切 な こ とは，義 しい貯蔵 を

す るこ とです 。 そ して， 主 の前 で義 人 と し

て 認め られ る ような者になることです 。1833

年 に主 は次 の ように言 われ ま した。

「この故 に汝 ら心 安 かれ 。万 事 は正 しき

行 い を為 す 人 々 と教 会 の聖 め の ため に結 局

好転 す れ ばな り。 われ は， 義 し くわれ に仕

えん と欲 す る一 つ の清 き民 をわが ため にお

こ さん と欲 す 。而 して， す べ て主 の名 を呼

び て その誠 命 を守 る者 は救 わ るべ し。」(教

義 と聖約100：15-17)

そ の よ うな 人々 こ そ， 「信 仰あ る家族」な

の です 。私 た ちが その よ うな家 族 に数 え ら

れ る よ うイエ ス ・キ リス トのみ 名 に よって

祈 る もの です。 アー メン。



中央 扶助協会会長 バ ー バ ラ ・B・ ス ミス

喜んで従う

「勧告を受け入れ……しかも犠牲とか義務感てはなく主への献身として心

から応しるなら，それぞれの家庭はどんなにか高められることでしょう」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はず・と考
えて い たの ですが ， 私 た ち女 性が け さ

聞 い た勧告 を受 け 入 れて それ に従 うな ら，

しか も犠 牲 とか義務 感 では な く主 へ の献 身

として心 か ら応 じるな ら， それ ぞれ の家庭

は どん な にか 高め られ るこ とだ ろ う と思 い

ます。 そ の時 に，私 た ちの行 な いは 自己満

足 の域 を脱 し， 喜 びや 信仰 ， それ に い ろい

ろな問題 に雄 々 し く立 ち向か う気持 ちや 革

新 の気持 ちの表 わ れ とな るで あ りまし ょ う。

キ ンボー ル大 管長 とお話 した時 の こ とを

思 い出 します。 そ の時 大管長 は， エ ジプ ト

に売 られ た ヨセブ の話 を読 ん で聞 かせ て下

さい ま した。 そ して， ヨセブ は実 に素 晴 ら

しい福祉 プ ロ グ ラムの教 師 です ， とお っ し

ゃ った の を覚 えて い ます 。

それ以 来， 私 は ヨセ ブの話 を読 む度 に，

自らの経 験 を キ リス ト教 徒 の歴 史上 最 も優

れ た福 祉 に関 す る逸 話 となさ しめ た彼 の精.

神 と霊の 気高 さに， 感服 させ られ てい るの

です 。

ヨセ ブがエ ジプ トで， ポテ パル の家 の管

理 者 として仕 えた時のこ と(創 世39章 参 照)

を思 い浮 かべ て下 さい。 彼は， 偽 りの嫌 疑

で投 獄 された 間 に，信 仰 の試 しを受 け ま し

た 。 そ して，夢 の解 き明 か し をした こ とに

よって， つ い には パ ロの役 人 の中 で最 も高

い地 位 に就 く者 とな った のです 。

ヨセ ブ は さ し迫 っ てい る き きん の警告 を

主か ら受 け ま した 。 そ して， 警告 に従順 に

従 うな らば， 「この 国は ききんに よって滅 び

るこ とが ない で し ょう」(創 世41：36)と 言

われ ま した。 そ こで彼 は，豊 作 の7年 の間

に ききんの7年 に備 え て， 「穀 物 を海の砂 の

よ うに， 非常 に 多 くた くわ え」(創 世41：

49)た ので す。

ヨセ ブの兄 た ちが ， 食糧 を求め て 彼の も

とにや って来 た時 の一連 の 出来事 を思 い 出

して 下 さい。 ヨセ ブは彼 ら.の生死 の鍵 を握

って い ま した。 彼 らが 自分 の兄弟 で あ る と

わか っ た時の ヨセ ブの気持 ち を想像 してみ

て下 さ い。
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そ して， ヨセ ブ が 大 い な る喜 び を得 る

まで ，どの よ うな訓 練 を受 け たか を思 い起

こ して下 さい。 主 に対す る彼 の絶対 的 な信

仰， 忍耐， 一族 に 注 ぐ深 い愛情 を考 えてみ

て下 さい。

私 たちは， こ の教 会 の女 性 として， 信仰

や 従順 の面 で， また，選 ばれ た指 導者 を通

して与 え られ る主 の指 示 に聞 き従 うこ とに

つ い て も， ヨセ ブの よ うに な るこ とが で き

ます。

世 界的 に不 安 定 で， イ ンフ レ と経 済的 圧

迫 に悩 まされ る今 日に あ って，扶 助 協会 が

もっ と福祉 に 目を向け， 扶助 協 会 の会員 一

人一 人が福 祉 の原 則 をこれ まで以上 に実 践

す る必要 が あ ると感 じて い ます 。

扶 助協 会の 組織 で は， 福 祉 に対 して綿密

で効 果 のあ る働 きか け をす で に始 め て い ま

す 。 その第一 の もの としては，1979年4月

にエ ズラ ・タ フ ト ・ベ ン ソン会長 か ら発 表

のあ った，教 会政 体 の各 レベ ル にお け る神

権 評議会 の設置 です 。昨年 の10月 には， 神

権 評議 会 におけ る扶助 協 会 の役割 につ いて

の説 明が あ りま した。 そ こで私 た ちは扶 助

協会 の指導 者 の方 々に， 福祉 へ の参 画 を呼

び かけ て きま した 。手 元 に届 いた報 告 に よ

ります と， この呼 びか けが 目下 進行 中 で あ

り神権 者 と扶助 協会 指 導者 の協 力体 制 が整

いつつ あ る とい う現 状 です 。

この春 に は，福祉 プ ログ ラム におけ る扶

助協 会 の責任 を遂 行 し，一 層 効果 的 な貢献

をす るため に第二 の働 きかけ を行 ない ま し

た。 その時 に，新 しい管理 計 画 を， ス テー ・

キ部や ワー ド部 の扶助 協 会管 理会 が十 分 に

活用 で きる ように次 の よ うな調 整変 更 も加

えま した。

ワー ド部 ， ステー キ・部 の扶 助協 会会 長 会

の指示 の下 に， 各管理 会 員 は仕事 の割 り当

160

て を受 け ます。 そ して，会 長会 が計 画 し，

目標 を定め ，割 り当 て られ た仕 事 を実施 す

る際 の援助 者 と して動 き ます 。

管 理 会員 は， 会 長 の指 示 の下 に福祉 プ ロ

グラム を進 め るにあ た って， 福祉 全般 に関

す る深 い知 識 を持 ち， 以 下 の点 で会長 会 を

助 け なけ れ ばな りませ ん 。

1.福 祉 活動 に関 す る資 料 を説明 す る。

福 祉 活動 に 関す る情 報 を研 究 し， ま とめ ，

評価 す る。

2.援 助 手段 を調 べ る。 教会 お よび地 域

社会 か ら得 られ る援 助 手段 につ いて詳 し く

調査 す る。

3.理 解 を深め る。 会長 会 と定期 的 に集

会 を開 き， 福祉 活動 にお け る扶助協 会の役

割 につ いて話 し合 う。

4.目 標 設 定 の方法 を教 え る。扶助 協 会

会 長 と一 緒 に，短 期 目標 と長 期 目標 を立 て

る。

5.認 可 され た計 画 を進め ， 指示 が あ っ

た時 に計 画 に変 更 を加 え る。

管 理会 貝 は また， 管理 会 員 同士 で調 整 を

計 りなが ら， 認 可 され た福祉 プ ロ グラム の

遂行 を援 助 します 。 この よ うな責 任 の範 囲 、

内 で， 管理 会員 は 会長や 副会長 が最 大 の効

果 を上 げ られ る よ うに助 け を与 え ます が，

いか な る場 合 も， 管理 会 貝が 彼 らの責 任 を

代 行 した り，福 祉 活動 委 員会 に代 理 で 出席

した りす るこ とはで きませ ん 。 ま た， 内密

な事柄 を取 り扱 うこ ともあ りませ ん 。

会長 会 は神 権指 導 者の 指示 の下 に動 き ま

す 。

私 た ちは， この新 しい責 任 が割 り当 て ら

れ る こ とに よ って， 扶助 協会 としてワー ド

部 や ス テー キ部 の福 祉 プ ロ グラム に これ ま

で以 上 に強 力 な力添 えが で きる と感 じて い

ます 。
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扶助 協会 の会長会の皆 さんに，倉庫 資源制

度 につ いて よ く知 り， さ らに監督 の供 給指

示 書 につ い ては， 正確 に しか も個 人 の必要

をよ く考 えた上 で作 成す る よ うお願 い いた

します。扶 助協 会会 長 は，供 給指 示 書 に監

督 の署 名 を もら う前 に， そ の用紙 に 必要事

項 をすべ て 書 き込 まな けれ ば な りませ ん。

監 督 と扶 助協 会 会長 双 方の署 名 が必 要 なの

は，供 給 品 目や 量 に間違 いがないか ど うか確

かめ るこ とに よ り教会 の資源 を守 るた めな

の です 。

私 た ちは今 扶助 協 会 の指 導者 と して， 自

らの働 きの 中 で福 祉 活動 が さらに発 展 す る

時が 来 る こ とを楽 しみ に して い ます 。 私 た

ちには， 直 ちに達 成 しなけ れ ば な らない ひ

とつ の具 体 的 な 目標 が あ ります 。 それ をチ

ャレ ンジ として， また扶助 協会 指導 者 と各

会員 へ のア ドバ イス として差 し上 げた い と

思 い ます。 インフ レが ひ どく，個 人 と家 族

が経 済 的 な圧迫 を受 け て い るこの時 代 に，

私 た ちは皆 さんに， 「将来 を見 越 した生活」

をす る よ うに とい う教 え を も う一度 よ く考

え， す べて の会 員 が それ を実践 され る よ う

お勧 め い た します 。

女 性 の皆 さんは創 造 力 を働 かせ て色 々 な

方法 で倹約 す る こ とを考 え て下 さい。 次 の

よ うな こ とが考 え られ ます 。

1.物 々交換 。 た くさん とれ た野菜 を，

果物 ば か り生産 して い る人 と交 換す る。 ま

・た本 や 楽器 ， ス カウ トの制 服 な どは， 買 う

よ り も不要 に な った 人か ら譲 っ て も らう と

よい。

2.家 庭 菜 園に つ いて もっ と多 くの知識

を得 る。収 穫 した良質 の作 物 か ら種 を取 る

よ うにす る。

3.家 庭 を能 率 的 な働 きの場 ，貯 蔵 の場

とす る こ とに よ り， また 自分 た ちで作 った

食物 を使 っ て食事 を作 るこ とに よ り， 時間

と金銭 の む だ をな くす 。

これはす なわ ち，す べ ての 人が毎 日の生

活 を営 み， 将 来 の備 え をす るに あた って，

手に 入 る資源 を賢 く使 うとい うこ とです。

収 入 を も う少 し上手 に管 理 で きる者 にな

ろ うで はあ りませ ん か。 それ に はまず， 現

実 に即 した予 算 を立 て る こ とです 。 また こ

の予 算 は， それ ぞれ の家 庭 で当然 異 なった

もの とな って き ます 。 これ は私 たちだ けに

与 え られて い る特 有 の権 利 です。 予算 には，

肉屋や パ ン屋 へ の支 払 いや ロー ンの返 済な

どの 基本 的 な支 出 を見越 した上 で， 自分 自

.身 に対 す る支払 い， す なわ ち貯蓄 も含 め ま

す。 初め は わず か な額か も しれ ませ んがそ

れ で もか まわ ないの で す。

「バ ビロンの大 富豪」(銑 θR嬬 θ舘M碗

加1勤 の10%)と い うお もし ろい本の 中に，

金持 ちに な る秘 けつ を求 め て富 豪 と取 り引

きをす る書 生の 話が の って い ます。 その古

代 バ ビロニ ア 人は， い とも簡潔 な答 え を返

しま した。 「中身の乏 しい財 布 は，その まま

に して お くよ り一杯 にす る方が や さ しい。

…… 手持 ちの宝 をあな たの ため に役 立て

るが よい。 それ をあ なたの 奴隷 とせ よ。

食べ た り着 た りす る者 にはお 金 を払 うが

よい。 た だ し， 同様 にあ なた 自身の ため に

も払 いな さい。」(ジ ョー ジ ・クレー ソ ン，

η庭 、Rあ舵蕊 ル勉η 勿1勉 δy10η「バ ビロンの

大 富豪 」p.31)

家庭 の 中 で倹約 を実 行 し， さらに上手 に

食事 の献立 を作 り，家 庭 を管理 し， 室 内 を

装 飾す る者 とな りま し ょう。裁 縫 の技 術 を

身 にっ け て注文 服 の気 分 を味 わ った り， ま

た手 入れ の行 き届 い た衣類 を身に つけ るよ

うに しま しょ う。 台所 を創 造 の場 とし， そ

こか ら家庭 生 活 の最大 の喜 びが発散 され る
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よ っに し まし ょっ。

私 は， 多 くの姉妹 が 以上 の こ と をす で に

実践 してお られ る こ とを知 っ てい ます 。 あ

る家 族 は， 家 での 食事 を一 食 も逃 が した く

な いそ うです 。子 供 は，母 親 の素 晴 ら しい

料理 の腕 前や ， 食事 が美 し く並 べ られた テ

ー ブル を見 て友達 を家 に招 きた い と思 って

い ます し，両 親 は両 親 で， 食事 の時 に子供

た ち と楽 しい快 活 な会話 をす るよ うに努 め.

てい ます。

その よ うな母 親 は倹約 上 手 なホー ム メー

カー と言 え るで し ょう。 台所 に立 った 時 の

彼女 は特 に そ うです 。調 理 をす る時は，1

回分 だけ作 るので は な く何 回分 か ま'とめ て

作 ります 。創 造力 を働 かせ ，常 に新 しい考

え方 を もっ て台所 に立 ちます 。干 しえん ど

うや 玉 ね ぎ入 りのスー プや ミネ ス トロー ネ，

骨や 肉 を使 った スー プ な ど， 栄養 豊か なス

ー プ を作 ります
。 次 に， 主菜 と して， 肉に

セ イボ リー ソー スや付 け 合 わせ を添 えて 出

します 。色 と りど りの生 野菜 は栄 養 のバ ラ

ンス を取 り， 食欲 をそ そ るため に 出 し ます 。

時 には鶏 肉 を使 ってチ キ ンダ ンプ リン グや

チ キ ンサ ラ ダ ・チ キンサ ン ドウ ィ ッチ も作

ります。この ホーム メー カーは，多 くの人が

捨 てて い る鶏 の首 や背 や その ほか 肉の ほ と

ん どない部分 もゆ で， その香 の よ いゆ で湯

をスー プ用 に とっ てお き， 後 日使 うの です 。

また彼 女は， 家庭 菜 園か らおい しそ うな果

物や野 菜， 薬味 な ど を取 っ て食 卓 に出 しま

す。 これ らは 「眼 を楽 しませ ， また等 し く

心 を悦 ばせ …… 肉体 を健 に し人に 元気 をつ

くるよ う……味 ，香 りの ため に造 ら」(教 義

と聖 約59：18-19)れ た もの です 。

この よ うなホー ム メー カー の 中に， 私 は

喜 び と創造 力 を感 じ ます 。 その結 果， 倹約

の生活 の 中に楽 しさ と喜 び を見 いだ す よ う
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に な るので す。

彼女 は 人生が 毎 日の小 さな行 な いに よ っ

て築 か れ てい くこ とを知 って い ます 。私 た

ち もこの こ と を理解 す る必要 が ある で し ょ

う。 食費 の倹約 は ドルで はな く， セ ン トと

い う小 銭 に よっ てな され ます 。衣 服 費の倹

約 は繕 い の ひ と針 ひ と針， ひ と目ひ と目に

よ って もた らされ ます。 家は修 理 の一 本一

本の 釘 に よって きれ い に保 たれ ます 。倹 約

を心 掛 け る家 庭 は， 神 のお きてや 奇 跡に よ

っ て生 まれ る こ とはあ りませ ん 。 日々 の生

活 の中 で一つ 一 つ の こ とを丹 念に行 な うこ

とに よっ て もた らされ るの です 。 そ して こ

の偉 大 な福祉 計 画 の ビジ ョンを心 に描 い て

いる な らば， 一 歩一 歩， 着 実 に 自己 を.管理

す るこ とがで きるで し ょ う。小 さな行 な い

の 一つ 一つ が大 きな実 りをもた らす とい う

考 え方 を心 に留め るこ とが大切 です 。

現代 の 末 日聖徒 の女 性 と して， 幸福 な家

庭 づ く り， 上 手 な家 計 のや り くりに励 も う

で はあ りませ ん か。 チ ャ レン ジす る気持 ち，

革 新 の気 持 ち， 感謝 の気 持 ち を持 って これ

を行 な お うで はあ りませ んか。標 準 を下 げ

るの では な く， 生 活の標 準 を高 め るた め に'

創 造力 を使 お うでは あ りませ んか 。み じめ

な気持 ちを感 じる こ とな く， また極 端 に物

惜 しみす る こ とな く倹 約 しよ うでは あ りま

せ んか 。 扶助協 会 ビル の 中に は，数 多 くの

ア イデア が掲 示 され て い ます の で，ぜ ひ一

度 御覧 下 さい。

租 た ちが， 地域 や 地 区の評 議会 に出席 す

る時や この 大切 な福 祉 活動 に携 わ る時 に，

福 祉 活動 の 原則 を教 え る者 となれ ます よう

に 。神権 指 導者 たちに 導か れ て， いに しえ

の 予 言 者 ヨセ ブが 言 っ て い る よ うに 「あ

なたが たのす え を地 に残す ため， また大 い

な る救 い を もっ て あな たが たの命 を助 け る



ため に」(創 世45：7)共 に 力 を合 わせ て働

くこ とか て きます よ うに。 イエ ス ・キ リス

トの み 名 に よ っ て 心 か ら お 祈 り し ます 。 ア

ー メ ン。

鹸　1幽麟 謙 轟

大会の光景
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ポー トラ ン ド ・オレ ゴン東 ステーキ部長 ダ グ ラス ・W・ デ ハ ー ン

「主 に と って 不 可 能 な こ とが

あ りま しょ う か 。」

ポ ー トラ ン ド ・オ レゴ ン東 ステ ーキ 部の 福祉事 業 にお ける霊 的な 経験

教 会の融 蛙 事業で働くこζま詩 折
その大 半が俗 世 の こ との よ っに思 わ れ

る もの です。暑 くて長 い一 日を，農 園の草

取 りや 間引 き， あ るいは作 物 の運搬 に 費や

して しま うこ と もあ ります 。 また 翌 日の 朝

7時 に は出勤 しなけれ ば な らな いの に， か

ん詰め工 場 の夜 間労働 を終 えて夜 中に家 に

帰 るこ ともあ ります 。 肉体 は疲 れて い て も，

心 に は満足 感が あ ります 。 それ で も， そ う

した経 験の ほ とん どが霊 的 な もの であ る と

認識す るの は なか なか むずか しい もの です 。

教義 と聖約29：34に は， 主 が私 た ちに要 求

す る もの はすべ て霊 的 な こ とであ る と明示

されて い ます 。主 は，「われ は何 時 た りと も

いまだ嘗 て俗世 の事 にかか わ る律 法 を与 え

たる こ とな し」 と言 われ ま した。

ち ょ うど3年 前 の今 頃， 主 は特 別 な方法

で私に ひ とつ の偉 大 な原 則 を教 えて下 さい

ました。 ポー トラ ン ド ・オ レ ゴン東 ス テー

キ部 では6年 ほ ど前 か ら酪農 を営 んで い ま

す。 コロン ビア 川 に浮か ぶ 島の 中 にあ る そ

の農 場 は単一 の ス テー キ部が 行 な う事 業 と

しては最 大 の もの で した。事 実， 全 くゼ ロ

の状 態か ら事 業 を始 め て い くこ とは ，教 会

員 に時 間 と金銭 の面 で大 きな負 担 とな りま

した。

事 業 を始 め た当初 は毎 年 赤字 ばか りで し

たが，1977年 か ら好転 し始 め ました。事 業

の 最終 利益 は30ヘ ク ター ルの土 地 に作 られ'

た飼料 用 の とう もろこ しの収穫 に かか って

い ま した。 ところが9月 は例年 にな く雨 が

毎 日の よ うに降 り続 き， この ままで は10月

1日 の収 穫予 定 日の 頃 には収 穫高 に大 きな

影 響 が 出て しまい ます 。 島 では地 下水 面 が

高 いの で， 多量 の雨 が しみ込 む と， 畑 は泥

の海 と化 し，収穫 機 が埋 まって動 きが とれ

な くな ります 。そ して一 度 浸水 した畑 は，

機械 が 通れ るよ うにな る まで晴 天 の 日が1

カ月 は続か な けれ ば な らない とい った有 様

です。 また， 冬か ら6月 頃 まで， とう もろ

こ し畑 は 完全に水面 下に埋 もれて しまい ます 。

私 は一週 間に一 度農 場 を見 回 る こ とに し
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て い ます が， いつ も車 に長靴 を用意 して い

ます 。10月 のあ る 日， 私 は農 場 に行 き， 長

靴 を取 り出 し， と うもろ こ し畑 を歩 い てみ

ま した。 とこ ろが道 路 まで ぬか るみ に な っ

てい る のです 。所 に よって は，50セ ンチ も

あ る長 靴 まで埋 まって し ま うほ どです 。そ

んな所 をなぜ 歩 いて い るのか私 に もわ か り

ませ ん で した。 空は灰 色 の雲 に覆 わ れ， あ

ち こち にで きた水 た ま りに雨 が打 ちつ けて

い ま した。農 園 の労働 者 は，2，3日 前 に

収 穫機 を畑 に入 れた の ですが ， とう もろ こ
.
しの列 の 間 で， 車 軸 ま で泥 につか り， 動 き

が とれ な くなっ た と私 に話 して くれ ま した 。

畑 の 中 を歩 くと， とう もろ こ しの で きは

非 常 に よ く， どれ も3メ ー トルか ら4メ ー

トル の高 さ に伸 びて い ます 。 そ んな わ けで，

たい して落 胆 は しませ ん で したが ，晴 れ 晴

れ と した気 持 ち には なれ ませ ん で した。 こ

の ま までは， み んな が どん なに熱 心に働 い

て も， 収穫 は落 ち るこ とが わか って いたか

らです 。 そ うしてい る 内に，私 は収 穫機 が

は ま り込 ん だ辺 りに 来 ま した。向 こ うに，

泥 の 中 に深 くは ま り込 ん だ収穫 機 が見 え ま

す 。私 は と もか くそ の収穫 機 の とこ ろ まで

歩 い て行 くこ とに しま した。 と うもろこ し

の 列 の 中に 入 り， 泥 と水 を飛 ば して前進 し

た時， 私 は どこか らか 声が 聞 こ えて きた よ

うな感 じ を受 け， び っ くりしま した。 その

声 は確 か に私 の心 の中で聞こえたのです。キ

ンボー ル大 管長 の勧告 の声 で した。キ ンボ

ー ル大 管長 はや さし く
， 「主に とって不可能

な こ とが あ りま しょ うか」(創世18：14)と

さ さや いて い ま した。 皆 さん と同 じよ うに，

私 は この 言葉 を何 度 も耳 に して きま したが，

この時 まで この言 葉 に さほ ど注 意 を払 って

い ませ ん で した。 私 は歩 きなが ら， 笑 って
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こ う言 い ま した 。「キ ン ボ ー ル 大 管長 ， こ

の 荒れ た畑 を元 に戻 すの は， 主 に とっ て も

難 しいこ とだ と思 い ます 。」

私 は収 穫機 に近 づ き， 気 の向 くま まに そ

の上 に よ じ登 りま した。 す る と，私 の頭 が

とう もろこ しか ら60セ ンチ ほ ど出 て， 眼前

に30ヘ クター ルの 見事 な とう もろこ しが広

が って見 えた のです 。私 が 落胆 した思 い で

見渡 して い る と，再 び どこか で声 が した よ

うな気が しま した。 しか も，今 度 は もっ と

重 々 しい 口調 で こ う言 うのです 。 「ステー キ

部長 ，主 に とって 不可 能 な こ とが あ りま し

ょ うか。」 私 は沈 んでいる自分 が恥 ず か し く

な りま した。 それ か ら下 を向 くの をや め ，

空 を見上 げ ま した。 そ して気 が付 いた時 に

は，大 声 で主 に祈 って い ま した。 私 は祈 り

終 わ る と，穀 物 とその収穫 を主 のみ 手 に委

ね，神 の権能 の ままに行 なお う と決 心 して

い ま した。収 穫機 か ら降 りた私 の 目か らは

まだ涙 が 流れ て い ました。 私 はゆ っ く りと

歩 いて帰 りな が ら， 今決 心 した こ とに つ い

て考 え ま した 。少 し不安 な思 いに か られ ま

したが私 には それ が完 全 な信 仰 の上 で行 な

われ たの だ とい う確 信 が あ りました。 そこ

に は正 当な理 由が あ り，主 に嘆 願 したの も

義 しい こ とであ る と信 じてい ました。

この経 験が あ ま りに も霊 的 な もの で あっ

たので， 私 はだれ に も話 さ ない方 が よ い と

思 い ま した 。次 の 日曜 日，私 は ステー キ部

内の あるワー ド部 の聖 餐 会 に出席 し， 壇 上

に座 ってい ました。私 には話 の予 定 は あ り

ませ ん で した。 ところが 終 わ りの10分 間 を

残 した ところ で， 監 督が 立 ち上 が って こ う

言 いま した。 「デハー ンステー キ部 長 が 非常

に霊的 な経 験 を された よ うです の で， その

ことにつ いて話 してい ただ きます 。私 は と

て も話 をす る気 に はな れ なか ったの で すが ，
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それ で も立 ち上が りま した。話 す こ とは も

う決 まって い ま し.た。私 は農場 での話 を し，

私 と一 緒 に信 仰 を示 して下 さい と聴衆 に 呼

び掛 け ま した。 この よ うに して ステ ー キ部

内 に大 い なる証 を持 つ聖徒 た ちが増 え， 私

の経 験 は また た く間 に ワー ド部 か らワー ド

部へ と広 が っ てい った のです 。数 週 間後 に

は，教会 員 た ちは非教 会 員 の友達 にさえピク

ニ ックや 野外 活動 の計画 を積 極 的 に勧め て

い ま した 。雨 の 多いオ レ ゴン なの に，10月中

は 絶対 に 雨が 降 らな いか らと言 うの です。

とう もろ こ し畑 での経 験が あ っ た次 の 日，

約30日 ぶ りに太陽 が顔 を出 し ました 。そ し

て次 の 日も， そ の次 の 日 も 日が 照 りま した。

そ うしてい る内 に気 温 も25℃ に戻 って き ま

した。 それか ら3週 間， 天気 予報 は毎 日雨

だ と言 うの に雨 は全 く降 りませ んで した。

2週 間 たっ た頃，私 は北へ300キ ロほ ど

行 った所 にあ る シア トル を訪 れ ました。 と

こ ろが そ こは一 日中 ど しゃ降 りで した。 帰

りは ポー トラ ン ドを通 って帰 ったの です が，

そ こ も一 日中大 雨 で，私 たちの農 場 の 外 を

流 れて い る コロ ンビア 川の所 に来 る まで雨



が 降 り続 いて い ま した。 ところが コロ ンビ

ア 川の 所 まで来 る と， 奇跡 と しか 言 い よ う

の な いほ ど雲が 切 れ て， 雨 がや ん で い るの

です 。 そ の 日， 私 は コ ロン ビア川 の辺 りで

雨が や ん でい る こ とを示 す 小 さ な天気 図 を

新 聞か ら切 り抜 き， 自分 の信仰 の思 い出 と

して冷蔵 庫 に張 り付 け ま した。 と う もろこ

し畑 での経 験 を してか ら3週 間後， 私 は再

び農 場 に行 ってみ ま した。 長靴 をは き， と

っ もろ こ し畑 に入 っ て行 き ま した。土 は ま

だ軟 弱 で したが ， それ で も少 しずつ 硬 くな

って い ま した。 その 日は金 曜 日で したが，

農場 で働 いて い る人々 はす で に翌週 の 月 曜

日か ら収 穫 を始 め る計 画 を立 てて い ま した。

同 じ日， 地元 の テ レ ビ局 に勤 め て い る知

人 か ら 電 話 が あ りま した 。「モル モ ンの皆

さんは ソウ ビー ズ島 で酪農 を始 め た そ うで

すね 。」 私が そ うです と答 え る と，彼 は，「何

か面 白い話 が あ りますか 」 と尋 ね て き ま し

た。 私 は 「あ る」 とは 答 え ま したが ， 彼 に

そ の話 を して も理解 しては くれ な いだ ろ う

と思 って い ま した。 とこ ろが翌 週 の 月曜 日，

私 た ちが 収穫 を始め る と， テ レ ビの カ メラ

マ ンた ちが農 場 に来 て.何時 間 に もわた って

ビデ オ撮 りを しま した 。 それ は教会 に とっ

て， 非常 に よい宣伝 に な りま した。

それか ら5日 間， 昼 も夜 も多 くの教会 員

の献 身的 な援 助 を得 て私 たちは 熱心 に働 き

ました。 土 曜 日に は収 穫 したば か りの とう

もろ こ しをすべ て倉 庫 に納 め， プ ラス チ ッ

クの ふ たで覆 い を しま した 。 この よ うに し

て冬 を越 す だけ の飼 料 を確 保 したの です 。

≧ころが， 収穫 を終 え， 作物 に覆 い を して

1時 間 も しない 内に， 滝 の よ うな雨 が降 り

出 したの です 。 とう もろ こ しを収 穫 したば

か りの畑 に は洪水 の ように水 が あふ れ，今

年 の6月 までず っ と水 の下 に埋 もれ て し ま

い ま した。私 は とて も言葉 には表 わす こ と

ので きない感 謝 の気持 ちで雨 の 中に立 ち，

私 た ちの霊 的 な理 解 が満 た され る まで主が

.とっもろ こ しを守 って くれ たの だ と 自分に

言 い聞か せ て い ました。

皆 さんは ， この こ とが すべ て一単な る偶 然

の こ とだ と言わ れ るか もしれ ませ ん。 その

気持 ち もわか ります 。 しか し私 は そこで何

が起 こ り， なぜ そ うな った のか はっ き りと

知 って い ます。 この 経験 だ けで な く， その

ほか に も経験 した 多 くの事 柄 か ら， 私 は霊

的 な教訓 を学び取 る こ とが で きま した。

教 会 では 多 くの この世 的 な事 柄 が要求 さ

れ ます。 しか し教 会 員に とって は この世 的

なこ とばか りでは あ りませ ん。 この世 的だ

と思 われ るのは， 私 た ちの理解 が まだ浅 い

か らです 。 主が 求め られ るこ とはすべ て霊

的 な こ とです。

教 会 の福祉 プ ロ グ ラム は主 が欠 くこ との

で きな い もの として定 め た も うた もの です。

私 たちが 自分 の分 を果 たす な らば， 主 は御

自分 の分 ， あ るいは それ 以上 の こ とを して

下 さい ます 。初 めか ら終 わ りが見 え な くて

も気 にす る必要 は ないの です 。

主 が与 えて下 さるほ とん どの祝福 は2マ

イル行 く精神 の 中で もた らされ る と私 は思

い ます。 最：初 の1マ イル とは私 たちに期 待

され て い るこ と を実行 す る こ とです 。 そ し

て，信 仰 と決 心 に よって その1マ イル を乗

り越 え た時， 私 た ちは天 の力 を引 き出 す こ

とが で き ます 。 しか しそ れが で きるた めに

は，私 た ちの霊 的な状 態 が整 っ ていな けれ

ば な りませ ん。

最 後に ，私 の神 聖 な証 を申 し上 げ たい と

思 い ます 。主 に とって不可 能 な こ とは あ り

ませ ん。 これ ら をイエス ・キ リス トの み名

に よっ て 申 し上 げ ます 。 アー メ ン。
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十 二使 徒定員会会 員 卜一 マ ス ・S・ モ ンソ ン

監督 福祉活動の中核

「福祉に関する監督の神聖な責任は神から与えられたものであり
，その責

任は困っている人々に祝福をもたらすために天において定められたもので

す。」

ま』 ，使 徒 パ ウ ロは 愛す る同僚 テ モテ に宛
日

てた書 簡の 中 で，監 督 の資格 につ いて

次の よ うに 述べ て い ます 。

「もし人 が監督 の職 を望 むな ら
， それ は

良い仕事 を願 う こ とである。」 き ょ う，私 は

それ に， 「多 くの仕 事 」という言葉 を付 け加

えた い と思 い ます。

パ ウロは また， 次 の よ うに述べ て い ます 。

「監督 は
， 非難 の ない人 で， …… 自 らを制

し，慎 み深 く，礼儀 正 し く，旅 人 を もて な

し， よ く教 え るこ とがで き， …… 寛容 で あ

って，… …金 に淡 泊 で，… … さ らに また，

教会 外 の人 々に もよ く思 われ て い る人で な

ければ な らない 。」(1テ モ テ3：1-3，7)

これ らの 言葉 は，私 が30年 前 に初 め て監

督 に召 され た時 に， 読 ん で深 く心 に刻 ん だ

聖 句です 。私 は まだ若 く， わ ずか22歳 で し

た。大 きな ワー ド部 で，会 員 は1，050人 を

超 えて い ました。 そ の中 に未亡 人が87人 も

い ました。福祉 の必要 度 は全教 会 の どの ワ

ー ド部 に もまさ って いた と思 い ます
。

ワー ド部 の管轄 区域 に は高 級住宅 街 の名

前 は な く， あ るのは貧 しい 人々が住 んで い

る通 りの 名前 ばか りで した。 しか もその 区

域 は ソル トレー ク ・シテ ィー の線 路 の両側

に またが っ てい ま した。未 亡 人や 経済 的 に

困 ってい る 人々 の 多 くは地 下 の アパー トや

屋 根裏 部屋 ， あ るい は名 もない通 りの裏 に

立 つ あば ら家 に 身 を寄せ て， ひ っそ りと暮

ら してい ました。私 は羊飼 であ り， そ こに

住 む 人は私 の羊 で した。私 は， 神 がエ ゼ キ

エ ル を通 して語 られ た警告 を思 い出 しま し

た。 「わ ざわいなるか な， 自分 自身 を養 うイ

スラエ ル の牧者 。`…… あ なたが たは… …群

れ を養 わ な い。」(エ ゼ キエ ル34：2-3)

天 は私 に 多 くの教 師 を送 って下 さ い ま し

た。 その 内か ら， 元 ステー キ部 長 のハ ロル

ド ・B・ リー大 管長 ， マ リオ ン ・G・ ロム

ニー 副 管長 ，J・ ルーベ ン ・ク ラー ク副管

長 につ い て話 したい と思 い ます 。

私 が 監督 に召 された年 の ス テー キ部 大会

に リー 兄弟 が 出席 しま した。 リー兄 弟 は土
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曜 日の夜 の神 権指 導 者会 で， 壇 上 か ら降 り

て きて私 た ちの 間 に立 ち， 主が 遣 わ され た

教 師 と して 監督 の義務 につ い て黒板 を使 っ

て教 えて くれ ま した。リー兄 弟 は，「監 督 の

責 任 」 と書 いて そ の下 に5つ の円 を描 きま

した。 そ して それぞれの 円 に， 「ワー ド部 の

父」， 「ア ロ ン神権 の会長 」， 「イス ラエ ル の

判士 」 と記 入 し， それ か ら福 祉 に おけ る監

督 の役 割 を強調 しま した。 彼 は私 た ちに貧

しい人 々 を捜 し， 愛 と親切 と秘 密 を守 る精

神 で彼 らを扶養 す る よ う警告 しま した。

ロム ニー 兄弟 も私 た ちの ス テー キ部 や地

区 を しば しば訪 れ ま した。 あ る晩 ， ロム ニ
唱一兄 弟 はエ リヤ とザ レパ テのや もめ の霊感

に満 ちた話 を引用 して私 た ちに信 仰 の原 則

につ いて教 えて くれ ま した。(列 王 上17：8

-16参 照)ロ ムニ ー兄 弟 は このや もめ の状

況 を私 た ちの地 域 に住 む未 亡 人 にた とえた

の です 。手 引 きか ら福 祉 の原 則 につ いて教

え， 質 疑応 答 に入 りま した。 そ の時 ひ と り

の 兄弟 が， 「あなたはその手 引 きの中 に書か

れ て い るこ とを何 で も知 って お られ る よ う

ですが ， それ は なぜ ですか 」 と尋 ね ま した。

ロムニ ー兄 弟 は 目を輝 やか せ， 口に 笑み を

浮 かべ て答 え ま した 。「私 が 書 い た か らで

す!」

クラー ク副管 長 もま た立派 な教 師 の ひ と

りです 。私 は恵 まれ て長 い 間， 後 に 書籍 と

して 出版す る予 定 の 原稿 の下 書 きを手伝 っ

てい た こ とが あ ります 。 この よ うに して ク

ラー ク副管 長 と もほか では得 るこ との で き

ない有 意義 な経験 を しま した。 クラー ク副

管長 は，私 が 難 しい ワー ド部 を管 理 す る新

しい監 督 に 召 された こ とを知 って い ま した

ので， 私 が会 員 た ちにつ い て知 り， そ の状

況 を把 握 し， 慈 愛の精 神 で彼 らの問 題 を解

決 す る必要 が あ る こ とを強調 して くれ ま し

た 。 あ る 日， ク ラー ク副管長 は ル カ伝 の7

章11節 か ら15節 を引用 し，救 い主 の模 範に

つ いて 説明 しま した。

「そのの ち… … ナ イン とい う町へ おい で

に な ったが， 弟 子 た ちや 大ぜ い の群衆 も一

緒 に行 っ た。

町の 門 に近 づ か れ る と， ち ょ うど， あ る

や もめ に とってひ と りむす こで あ った者が

死 んだ の で，葬 りに 出す とこ ろで あった。

主は この婦 人 を見て 深 い同情 を寄せ られ，

『泣か な いで い なさ い』 と言 われ た。 そ し

て近 寄 って棺 に手 をか け られ る と，… …

『若者 よ
， さあ， 起 きな さい』 と言われ た。

す る と，死 人が 起 き上 が って物 を言い 出 し

た 。イエスは彼 をその母 に お渡 しになった。」

クラー ク副管 長 は聖 書 を閉 じ，涙 ぐん で

い ま した。 それか ら静 か な声 で こ う言 い ま

した。 「トム，未亡 人 に対 して親 切 に しなさ

い。貧 しい 人の世 話 を しな さい。」

多 くの監 督 は最 近 召 され たばか りです 。

彼 らに も同 じ教 え と助 言が 必要 で はな いで

し ょ うか 。監督 た ちは あち こちで， あ のプ

ロ グラム が必要 であ る， この プ ロ グラムが

必 要 で あ る とい う声 を耳 に し ます 。 しか し

監 督 の責任 は神 か らの信頼 によ って与 え ら

れて い る ものです 。 したが って， 記録 に残

らな い ような働 きの 中 に最：も大 切 に扱 わな

けれ ば な らない こ とが 出て くる こ とも しば

しば あ ります 。老 人 を訪 問 し， 病 人 を祝福

し，疲 れ て い る者 を慰 め， 飢 え てい る者 に

食物 を与 える こ とは この地 上 で記録 されな

いか もしれ ませ ん。 しか し， それ らは 天に

おい て記 されて い るの です。 そ して私 た ち

は， そ の よ うな 導 き と恵み の業 を行 な うに

あ た って主 か ら導 き を受 け るの です。私 は

そ う確 信 して い ます 。
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監督 が果 たす 福祉 の役 割 には た くさんの

分 野が あ ります 。監 督 は副監 督， 神 権定 員

会指導 者， そ して もちろん ワー ド部 の扶 助

協 会会 長会 の援 助 を受け ます 。 そ こ で皆 さ

んの役 に立 つ と思 われ る監督 の役 割 につ い

て少 し述べ てみ た い と思 い ます 。

第1に ， 備 えです 。最 も大 切 な責 任 は，

食糧貯 蔵 を含 む個 人 と家 族 の備 え の プ ロ グ

ラム を調 整す る こ とです 。 次 に強調 すべ き

こ とは， 家長 が有給 の仕 事 に就 くように指

導す るこ とです 。 さらに， 有給 で あ って も

収 入の少 な い人が さらに収 入 の 多い仕事 を

目指 して努 力 す る ように指 導す る こ とです 。

その よ うな義務 の 中 には， 賃金 労動 者 に 技

術 を身 に付け るよ うに励 ま し， 彼 らが 最 後

に雇 わ れ る人や ，最 初 に解 雇 され る人に な

らない よ うにす る こ とが含 まれ ます 。

第2に ，生産 です 。 まず ， ワー ド部 や ス

テー キ部 の福 祉事 業 に参加 す るこ とです 。

時代 は移 り変 わ って も，畑 を耕 や した り，

作 物の 間引 きを した り，家 を建 て た り， 倉

庫 に作物 を納 め た り， 仕事 は た くさん残 っ

てい ます 。

私 は ステー キ部 の福 祉農 園で砂 糖 大根 の

葉 の落 とし方 を学 び ま した。 その こ とに と

て も感謝 して います 。 また， 現在 では その

よ うな方法 を用 い な く ともよ くな った こ と

に も感謝 して い ます 。私 た ちの農 園は肥 沃

な土地 で はな く， ソル トレー ク ・シテ ィー

の今 日の工業 地域 にな って い る ところ に あ

りま した。 それ で も私 た ちが この神 聖 な奉

仕 に精 力 を注 ぐ時 に，土 地が 清 め られ， 収

穫iが祝 福 され，信 仰 が報 わ れ たこ とを証 し

ます。

第3に ，加 工 です 。収 穫 の時 ほ ど楽 しい

ことはあ りませ ん。 ワー ド部 の会 員 た ちが

もものか ん詰め を造 り， 卵 をよ り分 け， 野
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菜 を洗 って い る姿 を心に 描 いて みて下 さい。

これ らは皆， 困って い る人々 の ため に使 わ

れ る ものです 。 額 には汗 が光 り， 服 は土 で

汚れ ， 肉体 は疲 れ てい ます。 それ で も霊 は

生 き生 き として 天へ と高 め られ る気持 ちで

す。

第4に ，貯 蔵 です 。主 は 啓示 の 中で しば

しば主 の倉庫 につ いて述 べ てお られ ます 。

あ る時， 主 は次 の よ うな勧告 をお与 えに な

りました。「この倉庫 は教 会 貝の 捧物 に よ り
やも め みなしご

て 支 え られ， 寡 婦孤 児 お よび貧 者 も同 じ く

これ よ り給 与 を受 くべ し。」(教義 と聖 約83：

6>私 た ちの倉 庫 の入 口に，「監督 の倉 庫」

とい う言葉 がか か っ てい る こ とを嬉 し く思

って い ます 。 その 中 で働 く人 は，該 当す る

ワー ド部 の監督 か ら推 薦 され， 派遣 され た

人 々 です 。そ の建物 の 中 には， 愛 と尊敬 ，

そ して敬慶 な雰 囲 気が漂 って い ます 。 そ の

よ うな倉庫 を訪 れ るたび に私 は強 く心 を打

たれ ます 。せ ん塔 もなけ れば， カーペ ッ ト

を敷 いた床 もステ ン ドグラス の窓 もあ りま

せ ん が， そ こには 主 のみ た まが あ ります 。

第5に ， 分 配 です 。 ここで 監督 の判 断 が

最 も厳 し く問 われ ます 。 監督 は神 か ら与 え ，

られ た この責 任 を回避 す る こ とが で き ませ

ん 。J・ ルーベ ン ・ク ラー ク ・ジュ ニア 副

管 長 は福祉 事 業 にお け る監督 の役割 を次 の

よ うに ま とめ て い ます 。 監督 は， 「『す べ て

この世 に属 す ることを執 り行 えばな り。』 監

督 は また その召 しの中で，『貧 しき人 々お よ

び乏 しき人々に給 与 し』『貧 しき者 を探 ね て

富 め る者 お ごれ る もの の謙 りに よ って その
にぎ

乏 し きを賑 わ しめ よ。』(教義 と聖約107：68;

42：34;84：112参 照)

この よ うに して監督 に は， 貧 しい人 を養

うため に，主 が教 義 と聖 約の 中 で具体 的 に

述 べ て お られ るす べ ての責 任 と権 能 が与 え



られ てい る。 …… だ れ もほか に この義 務 と

責 任 を負 う者 もいな けれ ば， だ れ もほか に

この仕 事 に必要 な権 能 と機 能 を賦 与 され て

い る者 もい ない ので あ る。

こ うして，教 会 の貧 しい 人々 を養 う唯一

の責 任 と決 定権 が 主 のみ 言葉 に よ って監督

に託 され た。 ……教 会 の 基金や ワー ド部 か

ら援 助 をだ れに， いつ ， どの よ うに して，

また どれ ほ ど与 えた らよいか を決 定 で き る

のは監 督 だけ で あ り， これ は監督 に与 え ら

れた義 務 で あ る。

これは 主御 自身が課 せ られ た高 貴 な，神

聖 な義 務 で あ る。 監督 は この義 務 か ら逃 れ

る こ とは で きな い し， この義務 を怠 るこ と

もで きな い。 また， だれ か に譲 り渡 して安

閑 と して い る こ ともで きな いの であ る。 い

か な る助 けが 求め られ よ う とも， 監督 はそ

れに対 して責 任が あ る。」(教 会歴 史 記録 部

未刊行 記事 よ り，1941年7月9日 ，pp.3-4)

監督 は皆 ， ひ と りにな っ て瞑 想 し， 導 き

を求 めて祈 る聖 な る森 が 必要 です 。私 の聖

な る森 は ワー ド部 の古 い礼 拝 堂 で した。 私

が祝福 を受 け，確 認 され， 聖任 され， 教 え

を受 け， そ して管 理 す る よ うに 召 され た こ

の建物 の壇 上 に， 私 は夜遅 く暗 い 中 を何 度

足 を運 ん だ こ とで し ょ うか。 礼拝 堂 に は教

会 の 前 にあ る街 燈 の光 が ほ のか に射 し込 ん

で い ま した 。物音 ひ とつ な 鶴 邪 魔 をす る

人 もい ませ ん。私 は 演壇 に手 を置 いて ひ ざ

まず き， 自分 の考 えて い るこ と， 心 配事 ，

問題 を主 に打 ち明け ました。

あ る時 ，干 ばつ が 起 こ り， 倉庫 の 物資 は

品質 も例年 よ り悪 く，品数 も少 な くな って

い ま した。 多 くの生産 物 ，特 に新 鮮 な果 物

が不 足 して い ま した。 その晩 の私 の祈 りは

神 聖 な祈 りとして今 で も心 に焼 きつ い て い

ます 。 ワー ド部 の未 亡 人は私 が この世 で知

って い る最 も素 晴 ら しい女 性 た ちで あ り，

彼 女 た ちが必要 として い るのは質素 で控 え

目な もの です が， す が る ところが な いこ と

を私 は主 に訴 え ました。 次 の朝，農 園 を所

有 してい るワー ド部 の会 貝か ら電 話が かか

って きま した。「監督 ，困っ てい る人 のため

に， オ レ ンジや グレープ フル ー ツや バ ナナ

を一 杯 に積 んだ トラ ック を監督 の倉庫 に向

け ます の で，手配 を して いただけませ んか。」

して いた だ け る もいただ け ない もあ った も

の で は あ りませ ん。 倉庫 はがぜ ん活気づ き

ま した。 監督 た ちに電 話 を し， 荷 物 をすべ

て配送 し ま した 。当 時， 倉庫 の管理 人 をし

てい た福祉 の草分 け ともい え るジェ シー ・

M・ ドラ リー 監督 は， これ まで この よ うな

日は一 度 もなか っ た と言 っ て， た った一言

「素 晴 ら しい!」 とい う言葉 ですべ て を表

現 し ました 。

そ のほ か のに もこれほ ど劇 的 では ないか

もしれ ませ んが， 実 際 に心温 まる事 柄 を数

多 く経 験 しま した。 あ る老夫 婦 の話 を紹介

しま しょ う。彼 らが 住ん で い る木 造 の家 は

舗装 して い な い道路 のは ず れに あ りま した

が ，長 い間ペ ンキ を塗 り替 えて い ませ ん で

した 。彼 らは いつ もきちん と，小 ぎれい に

して い たの で， 自分 た ちの小 さな家 の外装

が とて も気 に な ってい ま した。私 は霊 感 を

受 け る とす ぐに ，長 老定 員会 や ワー ド部 の

有 志 に では な く，福 祉 の手 引 きに従 って，

別 の 地域 に住 ん で い るその 老夫婦 の子 供 た

ちにペ ン キの塗 り替 えをす る よ うに働 きか

け ま した。 す る と4人 の娘 と4人 の義 理 の

息子 が手 に はけ を持 って参加 したの です 。

ペ ンキ は地 元の ペ ン キ屋 が提 供 して くれ ま

した。 その 結果 ，家 だ けで な く子 供 た ちに

も変 化が 訪 れ ま した。子 供 た ちは年 老い た

両 親 を ど う助 け るこ とが 一 番 よいの か を知
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るこ とが で きたの です 。彼 らは 自発 的に，

しか も喜 んで それが で きる よ うにな りま し

た。家 は塗 り替 え られ， 家 族 は ひ とつ とな

り， 尊敬 の念が 保 たれ た ので す 。

幸 いに も福祉 プロ グ ラムに よる祝福 を受

け るの は監督 だけ で はあ りませ ん。 む しろ，

参加 す る人すべ てが その祝 福 を分 か ち合 う

こ とが で きます。

1951年 の あ る寒 い 冬の夜 に， ドア をノ ッ

クす る音 が しま した 。 そ こにユ タ州 の オ グ

デ ンか ら来 た ドイ ツ人の 兄弟 が 立 うて い ま

した。彼 は 自己紹 介 をして こ う言 い ま した。

「あ なたが モ ンソ ン監督 です か 。」私 が 「は

い」 と答 える と， その 人は 泣 き出 して 言 い

ま した。「私 の兄 弟 が妻 子 を連 れ て ドイツか

らや って きます 。彼 らはあ な たの ワー ド部

の管轄 区域 に住 む よ うにな る と思 い ます。

どうぞ私 と一 緒 に来 て彼 らの ため に借 りた

アパー トを見て い ただ け ます か 。」アパー ト

に向か う途 中 で，彼 は その兄 弟 とは も う何

年 も会 ってい ない こ と を私 に告 げ ました 。

しか しそ の兄弟 は 第二次 世 界大 戦 の最 中 も

教 会 に忠実 で， ロシア戦 線 に駆 り出 され る

まで支 部長 と して その責 任 を果 た してい た

とい っこ とで した 。

アパ ー トを見 ま したが， 寒 々 と した暗 い

アパ ー トで した。ペ ンキ はは げ， 壁紙 は 汚

れ， 食器棚 は 空 っぽ で した。居 間 の 天井 に

は40ワ ッ トの電 球 が下 が って いて ， リノ リ

ュー ムで で きた床 の真 ん 中に あい た大 きな

穴 を照 ら し出 してい ます 。私 は気 が 重 くな

りました 。「多 くの苦 難 を しの い で来 る家族

に とって何 と寂 しい歓 迎 だ ろ うか 。」

そん な私 の思 い をふ っ切 る よ うに， 彼 が

言 い ま した。 「これ で 十 分 とは言 え ませ ん

が， それ で も ドイツ にい る時 よ りま しな方

です 。」 それか ら鍵 が私 に渡 され，家族 は3
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週 間後， ク リスマ スの ち ょう ど2日 前 に ソ

ル トレー ク ・シ テ ィー に着 くこ と を知 らさ

れ ま した 。

そ の晩， 私 は よ く眠れ ませ ん で した。翌

朝 の 日曜 日， ワー ド部福 祉 委 員会 で副 監督

の ひ と りが こ う言 い ました 。「監督 ，顔 色

が す ぐれ な い よ うです が， 何 か心 配事 で も

あるの です か 。」私 はその 会 に 出席 していた

人に 昨晩 の こ とを告 げ，何 とな く気乗 りし

な いアパ ー トの こ とを詳 し く説 明 し ました。

しば ら くの 間， だれ も何 も言 い ませ んで し

た。 す る と大 祭 司 グルー プ リー ダー が開 ロ

ー 番 こ う言 い ま した
。 「監督 ， その アパ ー

トは薄 暗 く， 台所用 品 も取 り換 え る必要 が

あるのでしょう。」私 は うなず きま.した。 大

祭 司 グルー プ リー ダー は続 けて 言 い ま した。

「私 は電 気 の請 負 い を して い ます
。 そ こで

ワー ド部 の大 祭 司 た ちに そのア パー トの配

線工 事 を任せ て い ただ け ない で し ょうか 。

そ れか ら業者 に頼 んで， 新 しい コン ロ と冷

蔵庫 を入れ て もらい ま しょ う。 監督 ，許 可

して下 さい ます か。」 私 は喜 ん で， 「もち ろ

ん です」 と答 え ま した 。

続 いて七 十 人の会 長が こ う言 い ま した。

「監 督
， 御 存 じの よ うに私 は カーペ ッ トの

仕事 を してい ます 。業者 に頼 んで カーペ ッ

トを入れ て も らうよ うに交渉 して み ま しょ

う。 また七 十 人の方 々 と協 力 して カーペ ッ

トを敷 き， 古 くな っ た リノ リュー ムの床 を

直 してお きます よ。」

長 老 定員 会会 長 が次 に話 し始 め ました。

彼 は塗装 の請 負い をしています 。「塗 装 の方

は私 が し まし ょう。長 老 たち に手伝 って も

ら ってペ ン キ を塗 り替 え，新 しい壁 紙 を張

って もい いで しょ うか 。」

次 は 扶 助 協 会 の会 長です 。 「私 た ち扶 助

協会 の会 員 と して 食器棚 を空 の ま まに して



お くわけ に.はゆ きませ ん わ。 必要 な食器 類

を集 めて きて もよ ろ しいで し ょ うか 。」

それか らの3週 間 は忘 れ る こ との で きな

い毎 日の連 続 で した 。 ワー ド部全 体 が ひ と

つの プ ロ ジェ ク トに参 加 してい る よ うで し

た。 そ うしてい る内 に 日も過 ぎ， 家族 が ド

イ ツか らや って くる 日にな りま した 。再 び

戸 口に オ グデ ンか らの兄 弟が 立 ち， 震 え る

声 で 自分 の兄 弟 とその奥 さん， そ して子 供

た ち を私 に紹 介 しま した。 「それではアパー

トに行 って み ま しょうか 。」 アパー トへ の階

段 を昇 って い きなが ら， 彼 は 「これ で十 分

とは言 え ませ ん が， それ で も ドイ ツに い る

時 よ りま しな方 です 」 と繰 り返 して い まし

た。 彼 は そのア パー トに どの よ うな変化 が

起 こ り， この計 画 に参加 した大 勢 の 人々が

中 で彼 らの 到着 を待 って いる こ とな ど全 く

知 る よ しもあ りませ ん で した。

ドア を開 け た時， そこに は文 字通 り新 生

活 の場 が写 し出 され たので す。 彼 らを出迎

えたの は塗 りたて のペ ン キの臭 い と真新 し

い壁 紙 で した。40ワ ッ トの 電球 も使 い古 さ

れ た リノ リュー ム の床 もそ こには あ りませ

ん 。私 た ちは厚 く， そ して美 しいカーペ ッ

トの上 に 足 を進 め ま した。 台所 に は新 品 の

コ ンロ と冷 蔵庫 が 置か れ てい ま した。 食器

棚 は開 い た まま ですが， どの棚 に も食糧 品

が い っぱ い詰 ま って い ま した 。扶助 協 会 の

姉 妹 た ちが 準備 した のです 。

私 た ちは居 間 に入 り， ク リスマ ス の歌 を

歌 い 始 め ま した 。「聖 し この夜 星 は ひ

か り… …」 私 た ちは英 語 で歌 い， 彼 らは ド

イツ語 で歌 い ました 。最後 に それ らがみ な

自分 た ちの もの だ とわか った 父親 は， 私 の

手 を取 って感謝 の言葉 を述 べ ま した 。父 親

は声 を詰 まらせ ，顔 を私 の肩 に埋 めて ， 「マ

イ ン ・ブ ルー デ ル， マ イ ン ・ブ ルー デル ，

マ イ ン ・ブル ー デル(私 の兄弟 よ)」 と繰 り

返 し ました。 .

アパ ー トの階段 を降 り， 外に 出 る と，雪

が 降 って い ま した。 みん な何 も言い ませ ん

で した。 す る とひ と りの 少女 が こ う言 い ま

した 。「監 督，私 は今 までにないよい気持 ち

を感 じて い ます 。 ど うして ですか 。」

私 は救 い主 の 言葉 を借 りて答 え ま した。

「わ た しの兄 弟 であ るこれ らの最 も小 さい

者 の ひ と りに したの は， す なわ ち， わた し

に したの で あ る。」(マ タ イ25：40)そ の時

私 の 心 に， 讃美 歌 「あ あ，ベ ツ レヘ ム よ」

の歌 詞が 浮 かん で き ま した 。

「主 の た ま もの こ そ 奇 しけれや

静 か に恵 みの 露 は くだ る

罪の この世 に か か る恵 み

天 よ り来べ し と 誰か は知 る」

(讃 美歌210番)

詩 人は こ う言っています 。 「神 は子 供 た ち

に思 い出 を授 け た。 それ は この人生 の 園で，

12月 に6月 のバ ラ を咲 かせ るため なの だ。」

(C・ ア ンケ トー ル ・ス ツ ッデル ト ・ケネ

デ ィ「12月のバ ラ」〉私 の思 い 出の 園の 中で，

この福祉 活動 に参加 した 時に 咲 いたバ ラほ

ど美 し く， か ぐわ しい ものは あ りません 。

願 わ くは， 天 父が この神 聖 な福祉 の責 任

を持 つ 監督 を祝 福 され ます よ うに。 この責

任 は神 か ら与 え られ た もので あ り， 困って

い る人々 に祝福 を もた らすた めに 天に おい

て定め られた ものな のです 。

これ らの こ とをイ エス ・キ リス トの み名

に よって 申 し上 げ ます 。 アー メン。
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大管長会 第二 副管長 マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

福祉事 業 ：

救 い主の プログ ラム

「福 祉 プ 日グラ ムの 基 とな って い る原 則 に従 って生 活 する こと は
， ク リス

チャ ンと しての 生活 の最 後 の段 階 であ リ， 笠石 を 置 くこ とであ る 。」

愛 する兄弟姉妹の皆さん・けさのこの素
晴 ら しい集 会 の最 後 の話 をす るに当 た

り，主 のみ た まが私 を導 き， 支 持 して 下 さ

る こ とを確 信 して い ます 。

私 に与 え られ た話 の テー マ は， 福 祉 プ ロ

グ ラム は救 い主 の プロ グラム であ る とい う

こ とです 。救 い主 は次 の よ うに 言 われ まし

た。

「すべ て重 荷 を負 うて苦労 して い る者 は
，

わた しの も とに きなさ い。 あな たが た を休

ませ て あげ よ う。 … …

わた しの くび き を負 うて， わ た しに学 び

なさい。

わた しの くび きは 負いや す く， わ た しの

荷 は軽 いか らである。」(マ タイ11：28-30)

この よ うに して， イエ スは福 音 に従 うす

べ ての人 に対 して霊 的 な活 力 と肉体 的 な救

い とを約束 して下 さ い ま した。

「イエ スは
， すべ て の町 々村 々 を巡 り歩

いて，諸 会堂 で教 え，御 国 の福 音 を宣べ 伝

え， あ らゆ る病 気， あ らゆ る わず らい をお

いや しに な った。」(マ タイ9：35)

イエ ス は また， ヨハ ネが 遣 わ したふ た り

の 弟子 の問 い に答 え て， 次 の よ うに言 われ

ま した。

「行 っ て
， あな たが たが 見聞 き して い る

こ とを ヨハ ネ に報告 しな さい。 盲 人は 見 え，

足 な えは歩 き， らい病 人 は き よま り， 耳 し

いは 聞 え，死 人 は生 きか え り， 貧 しい 人々 幽

は福音 を聞か され て いる。」(マ タイ11：4

-5)

この地上 にお け る主の み業 に精 通 して い

る人 な らだれ で も， 次のJ・ ルーベ ン ・ク

ラー ク副管 長 の よ うな結論 に達 す るで し ょ

う。 「救 い主 は，この地上 に 来 られ た時 にふ

たつ の大 き な使 命 を持 ってお られ た。 ひ と

つ は メシヤ と しての役割 を果 たす こ と， す

なわ ち堕 落 か ら人 を蹟 うこ とであ った。 も

うひ とつ は肉体 を受 け た兄 弟姉 妹 た ちの間

に 入 って， 人 々の苦 しみ を和 らげ る こ とで

あ った。 … … 入類 を病 い と苦 しみ か ら救 う

こ とと， 私 た ち を天 父 のみ 前に連 れ戻 す た

174



めに霊 にかか わ る真理 を教 え るこ ととのふ

たつ の偉 大 な事柄 を， 主 は その後 継者 たち

に遺産 として残 され たの で あ る。」(Co卿7・

θη661～6ヵo露 「大 会報 告」1937年4月 ，p.

22)

私 は，霊 的 な事 柄 で あ ろ うが物 質 的 な事

柄 で あ ろ うが ， 困 って い る人々 に援助 の 手

を指 し伸べ る業 を継続 して行 な うのは 私 た

ちの義 務 で ある と信 じてい ます。 長 い間，

私 は， この福 祉事 業が 主 の み業 で あ る と言

い続 けて きま した。 こ の福 祉 計画 は主 の計

画 で あ り， その原 則 は主 の 原則 です。 また，

その精 神 は主 の精 神 です 。私 た ち を遣 わ し，

互 い に助 け合 うよ うに して下 さって い るの

も主 です。 主 の福 音が 求 め てい るの は，私

た ちが 自分 自身 を愛す る よ う隣 人 を愛 す る

とい うこ とです。(マ タ イ19：19参 照)

ベ ン ジャ ミン王 は次 の よ うに 言 い ま した。

「も しもお前 た ちの行 いがこ の よ うで ある

な らば ， お前 た ちは いつ も喜 び， 神 の愛 に

浴 し， いつ も罪の 赦 しを保 ち，… …

またお前 たち は互 いに傷 つ け合 う心 が な

く，安 らか に暮 して， あ らゆる 人に その 当

然受 け るはず の もの を与 え たい と思 うよ う

に なる。

またお前 たち は， 自分 の子 供 らを飢 えさ

せ た りは だか の ま ま置 いた りは しないで あ

ろ う。 またお 前 た ちは 自分 の 子供 らが 神 の
お きて

律 法 に背 き， …… 悪魔 に仕 え るこ とを許 さ

ず ， お前 た ちは 自分 の子供 らに真 の道 を行

う事 と真面 目で なけ れば な らぬ事 と互 いに

愛 し互 いに助 けね ば な らぬ事 とを教 え るで

あ ろ う。」(モ ーサ ヤ4：12-16)

また， こ う続け て い ます。 「ね が わ くは，

私 がお 前 た ちに話 を した よ うに 日々 自分 の

罪の赦 しを保 ち， 罪無 しに神 の前 を歩 くこ

とが で きる よ うに， お前 た ちが一 人一 人み

なそ の財産 の 多い少 いに応 じて それ を貧 し

い人 々に分 け 与 え るこ とを望 む。 それ はた

とえば 腹 のす いている者に 食物 を与 え， は

だか で いる者 に着 物 を着せ ，病 ん で いる者

を見舞 い， 各 々 の必要 に従 って 肉体 につ い

て も霊 につ いて も救助 を施 す こ とであ.る。」

(モー サヤ4：26)

兄弟 姉妹 の 皆 さん， このプ ロ グラム の中

で私 た ちが 果 たすべ き義 務 について疑 問の余

地 が あ るで しょ うか 。 罪の赦.しを得 る こと

は私 た ちが 互 い に助 け合 うか ど うか にか か

って い ます が， この こ とに疑 うところが あ

るで しょ うか 。 もしこの教 えを信 じ， 救 い

主 とその予 言 者 に従 う と告 白す るな らば，

また誓 約 を忠 実 に守 り，生 活 の中 で主 のみ

た まを受 け たい と願 うな らば， 私 たち は救

い主が 言葉 と行 ない に よって示 された こ と

を実 践 しなけ れば な りませ ん 。救 い主 はこ

う言 われ ま した。

「よ くよ くあ なたが た に言 って お く。 わ

た し.を信 じる者は ， また わ た しの して いる

わ ざをす るで あ ろ う。」(ヨ ハ ネ14：12)

この奉 仕 の 業 にお いて私 たちが指 導者 と

して あ るいは 教会 員 と して， よ りよい働 き

が で き るよ っに幾 つか の方 法 を提案 したい

と思 い ます 。

第1に ， 福 祉 プ ログ ラムに個 人 的に直接

参 画す るこ とです 。 これ は しば しば報 告 さ

れ て い るこ とです が， 一部 の教 会員 だけ で

な く指 導者 の 中に も 自分 の時 間や 才能 を提

供 して 直接 献 身す るよ りも，金 銭 を出す 方

が よい と言 う人が います。 皆 さん に申 し上

げ ます が， 私 た ちに は 自分 自身 を捧 げ， 肩

を並 べ て共 に働 くこ とに よ って もた らされ

る霊 的 な高 ま りが 必要 です 。床 屋や 商 人，

弁護 士 ，医 師， 教 師， 技術 者 な どが同 じ畑

を一 緒 に耕 し， 共 に雨 ごいの祈 りを捧 げ，
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同 じ木 の刈 り込み を し， 同 じ穀物 の収穫 を

す る こ とは清 く，健 全 な こ とです 。

財政 的 な援助 も もち ろん 必要 で す。 しか

し聖徒 に求 め られ る一 致に 到達 し， ひ とつ

となる ため に は， 心 身 を尽 くして共 に働 か

な ければ な りませ ん。予 言 者 ジ ョセブ ・ス

ミスは次のように教 え てい ます。 「忠実 さ と

一 致 した努 力 に よって もた らされ る最 も偉

大 な物 質的， 霊 的 な祝 福 は， 個 人 の努 力や

計画か らは決 して得 られ な い。」(7擁 漉 腕8S

σ μ6カ70力加'ノ∂∫6カ1～∫祝ゴ魏 「予 言 者 ジ ョ

セ ブ.・ス ミスの教 え」p.183)

第2に ，全 身全 霊 で働 くため に，私 たち

は共に会議 を開 く必要 が あ ります 。 ステー

キ部長が 監督 の参 画や 同意 な しに ， あ る行

動 をす るよ う監 督 に義務 づ け る こ とが あ る

とい う報告 を受 け て い ます 。私 た ちは指 導

者 を支持 しなけれ ばな りませ んが， 他 方指

導 者 は皆 もっ と賢 くな って教 義 と聖約38：

27の 精 神 で この福 祉事 業 を行 な うよ うに な

らなけ れ ばな りませ ん 。主 は 「も しひ とつ

とな らず ば，汝 らはわ が もの に あ らず 」(教

義 と聖約38：27)と 言 ってお られ るか らで

す。

皆 さんの 多 くは 今年 の最 後 の四半 期 に，

年 間 の生 産事 業予 算 を大 幅 に増加 させ る割

り当て を行 な うこ とと思 い ます 。私 は， 各

評議 会の レベ ル で全 会一 致 の原 則が きちん

と守 られ て い る とい う理 由 で，全 員 が その

割 り当て に双 手 を挙 げて 賛成 して下 さる こ

とを願 って い ます 。 各評議 会 レベ ル での 全

会一 致 の 原則 に よっ て教 会は 運営 されて い

るか らです 。 「共 に祈 る家族 は 共 に 前 進 す

る」 と言わ れて い ます が，私 は ここで，「共

に協 議 す る神 権 政体 は共 に繁 栄 す る」 と言

い た い と思 い ます。

乙

孟

{

参

}
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第3に ， 私 た ちは， 指導 者 として， 自分

が導 く人 々か ら支持 を得 たい と思 うな らば，

割 り当て られ た管理 の職 が ど う果 た され て

い るか互 いに十分 報 告 し合 うこ とです 。 ワ

ー ド部や ステー キ部 の メル ケゼ デ ク神権 を

持 つ 兄弟 た ちに対 して， 生産 事 業 の年次 報

告 をす る こ とを忘 れ な い よ うに して下 さい。

ま た監督 会や ス テー キ部 長会 の皆 さんは 自

分 を管轄 す る指導 者 に対 して，福 祉事 業 を

実 施 す る上 で直面 した問 題 と進 歩に つ いて

適切 な報告 を行 な うよ うに して下 さい。指

導 者 の皆 さん， 戻 って報告 す るこ とは， 忠

実 な 賢い 管理 人が行 な う最 後 の詰 め です 。

第4に ， そ して 最後 に覚 えて いた だ きた

い こ とは， 皆 さん が この福 祉事 業 を行 な う

こ とに よって貧 し くなっ ては な らな い とい

うこ とです 。皆 さん は福 祉事 業 を行 な うこ

とに よっ て豊 か に な らなけ れ ばな りませ ん。

1920年 に私 が伝 道 に 出る時 に任 命 して下 さ

っ た メル ビン ・J・ バ ラー ド長 老 の言葉 を

私 は心か ら信 じています。 「人 は一塊 りのパ

ンの 報 いが あ って は じめ て， 主 に ひ と切 れ

を捧 げ る こ とが で きるのです 。」 救 い主 は受

け る よ りも与 える方 が もっ と祝福 が 大 きい

と教 え られ ま した。(使 徒20：35参 照)与

え る者 と受 け る者 は， 教 会 の福祉 活動 を通

して それ ぞれ が永 遠 の存 在 としてめ 自分 自

身 を清 め， 救 い に導 くとい う祝 福 を受 け る

のです 。

「また汝 ら貧 し き者
，乏 し き者 お よび病

め る者， 悩 め る者 た ち を万 事 に憶 え て憐 れ

むべ し。 これ らの事 を為 さ ざ る者 は わが弟

子 に あ らざれば な り。」(教義 と聖約52：40)

真 の弟 子 が福 音 の この原 則 を理解 す るこ

とに よっ て生 まれ る とす れ ば， 私 が永年 信

じて いた次 の言葉 の 意味 す る ところ もわか

っていただけ る と思 い ます。 「福 祉 プ ロ グラ

ム の基 となっ てい る原則 に従 って生活 す る

こ とは， ク リスチ ャン としての生 活 の最 後

の段 階 であ り，笠 石 を置 くこ とであ る。」

この 原則 に従 っ て生活 す る こ とに よ って，

人は キ リス トの満 ちみ ち た徳 の高 さに まで

至 るの です。

ア ミュ レクは，私 た ちが 互 いに どう思 い

や るか に よっ て祈 りの効 力が決 まる と述べ

て い ます。 救 い主御 自身 の教 えでは， 私 た

ちが 自分 を愛す る と同 じよ うに隣 人 を愛 し

た か ど っか に よっ て，最 後 の裁 きに おけ る

救 いが決 ま るのです 。マ タイに よ る福 音書

25章 に，主 はその栄光 の座 につ く時， 「羊飼

が羊 とや ぎ とを分 け る よ うに」 人々 をふ り

分 け る と記 され て い ます 。 そ して，右 に い

る 人々 に，主 は こ うお っ しゃ るで し ょう。

「わ た しの父 に祝福 され た人 たち よ
， さ

あ，世 の初め か らあな たが たの ために用 意

され て い る御 国 を受 けつ ぎな さい。

あ な たが たは， わ た しが空 腹の ときに食

べ させ ， か わい て いた ときに 飲 ませ ，旅 人

であ った ときに宿 を貸 し， 裸 で あっ た とき

に着せ ，病 気 の ときに見舞 い， 獄 にい た と

きに尋 ね て くれ たか らで あ る。」(マ タイ25

：34-36)

福 祉事 業 は イエ ス ・キ リス トのみ 業 であ

り， 福祉 計 画 は主 の計 画 です。 またそ こに

貫か れ て い る原則 は主 の 原則 であ り， そ の

精神 は主 の精神 です。 そ して その 目的は，

この世 にお い て最 も確 か な平安 を得， 来 る

べ き世 に 南っ て永遠 に朽 ちる こ との な い栄

光 を受 け るこ とに あ るの です。私 た ち一 人

一 人が き ょうこの部 会 を終 えて こ こを去 る

時， これ らの ことに対す る大 きな確信 と深 い

理 解 を持 つ こ とが で きる よ う祈 って い ます。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よっ て， アー メ

ン。
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全末 日聖徒へ のメッセージ

大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

キ ンボール大管長，

道徳 について語る

愛 する兄弟姉妹の皆さん・私はこれから
皆 さんに 大切 な事柄 につ いて お話 した

い と思 い ます 。 これ は私 に とっ て重 大 な責

任 ですが， 同 時 になか な か一 筋縄 で はい か

ない問題 で もあ ります 。

私 は若 人 を愛 して い ます。若 人が清 らか

で た くましい姿 に成長 して い くの を見 る こ

とは喜 ば しい こ とです。 しか し逆 に， 彼 ら

が不幸 な 目に遭 い， 苦 しみ悩 ん で い る姿 を

見 る と， 悲 しい気持 ちが し ます 。

海 の上 の衝 突 事故 は， 船 同士 の事 故 で あ

れ氷 山 との衝 突で あれ， 枚挙 にい とまが あ

りませ ん 。そ して， お び ただ しい数 の 人々

が 海の墓場 に葬 られ て き ました。私 はあ な

た方若 人が，堅 実 な考 え方 を持 ち， 基 本的

に は善良 で あって 思慮 分別 もあ る人 た ちで

ある と信 じてい ます 。 しか し， 皆 さん も ま

た大海 を旅 して い るの です。 しか もその 海

の少 な くと も とこ ろ どころ は， 海 図 に 出て

い ませ ん。 そ こには浅 瀬や 暗 礁 もあれば，

氷 山や他 の船 もあ ります 。 ですか ら， 警報

に従 って航 海 しな い と， 大惨事 を招 か ない

とも限 りませ ん 。

2年 前，私 の乗 った ジ ェ ッ ト機 が 離陸 し

て高度 を ぐん ぐん上 げ て いた時 の こ とです。

スチ ュ ワー デス の澄 ん だ声が ス ピー カー を

通 して流 れて きました。 「この飛行 機 は これ
う

か ら暴風 雨 圏 内に 入 ります 。危 険 区域 は迂

回 しますが， 多少乱 気 流の 影響 もあ る と思

います の で， 御座 席 の シー トベ ル トは きち

ん とお締 め 下 さ い。」

私 は教 会 の ひ と りの指 導 者 として， また

若 人が 実 りあ る 人生 を送 る こ とにあ る程 度

責任 を持 つ 者 として， 次 の よ うに言 いた い

と思 い ます 。 「皆 さん は今，危 険な 区域，危

険な 時代 を航行 して い ます 。 シー トベ ル ト

を締 めて しっか りつ か まっ て下 さ い。そ っ 、

す れ ば気 流が 悪 くて も大 丈夫 です 。」

私 は これ まで何 千 人 もの若 人 と面 接 して

きま したが， その 中に は善悪 の 区別 が は っ

き りしな い と思 われ る人が 多 くい ます。 中

に は 自分 の過 ちに対 して言 い訳 を した り，

良 くない こ とを してお きなが らそれ を合 理

化 して しま う人 もい ます 。 そ こで私 は， 幾

つ か の非常 に大 切 な問 題 につ いて天 の 父 と

その教 会が どの よ うな立場 を取 って い るか

とい うこ とを， た とえ部 分 的 にで は あっ て

も明確 に で きれば と思 い ます 。

初 めに， 私 た ちが神 の霊 の子 供 で あ り，

神 の最 高 の創 造物 で あ る こ とに， しば し思

178



い をはせ てみ ま しょ う。私 た ち一 人一 人 に

は， 神 に な る可 能性 が 潜在 して い るのです 。

この世 の いか な る力 を も超 越 した， 純粋 で

清 く， しか も真 理 に貫 か れた， 力 の あ る存

在 とな るこ とが で きるの です 。聖典 には，

私 た ちが永 遠 の存在 であ り，初 め に神 と共

に生 活 して い た と書 かれてい ます。(ア ルマ

3：22)そ の こ とを考 え てみれ ば， 人間の

尊厳 とい っこ とに対 して， ほか で は得 られ

な い理解 を得 る こ とが で きる で し ょ う。

しか しな が ら， いた る とこ ろに偽 りの教

師が い て， 講演や ポル ノ小 説， 雑誌 ， ラ ジ

オ， テ レ ビ， 下 品 な話 な どを用 い て， 道 徳

の標 準 を低 下 させ る忌 まわ しい邪 説 をま き

散 ら してい ます 。 そ して これが 人の 肉欲 を

満 足 させ て い るので す。

ル シ フェ ルは その極 悪 な た くらみ を もっ

て思 慮の浅 い人 々 をだ ま します。 そ して，

その ため に使 え る武器 は何 で も使 うの です。

大 きな会合 や 同好 会 の集 い， パー テ ィー，

その他 社交 的 な集 い に行 っ て， 野 卑 な話や

下 品 な話， 思 わせ ぶ りな話 を耳 に しな いこ

とは まず あ りませ ん。

ペ テ ロは私 た ちに こ う警 告 してい ます
。

「身 を慎み
， 目を さま して いな さい。 あ な

たが たの敵 で あ る悪 魔 が， ほ え たけ る し し

の よ うに， 食 いつ くす べ きもの を求 め て歩

き回 って い る。」(1ペ テ ロ5：8)

また救 い主 は，選 民 で あ って も時に はル

シフ ェルに よ り欺か れ る であ ろ う と語 って

お られ ます 。ル シフェ ルは 彼独 特 の論理 を

用 いて 人 を混乱 に陥 れ， 合理 化 を もって滅

ぼす の です 。言 葉の 持 つ意 味 をほ んの 少 し

ずつ 変 えな が ら扉 を一 寸 刻 みに 開け ，私 た

ち を純 白の状 態 か ら灰 色 の世 界， そ して遂

には真 っ暗 闇へ とい ざな うのです 。

そ こ で私 は き ょう， 皆 さん方 若人 の ため

に い ろい ろな 言葉や 行 な いの意 味 を定義 し，

皆 さん が誤 ちや 苦痛 や 悲 しみ を味 わわ な く

と もす む よ うにお助 け したい と思 い ます。

ネ ッキ ング， ペ ッテ ィング， 婚前 交渉

では， 本 当に あ った話 を まず 紹介 しま し

ょ う。登 場 す る人物 はすべ て実 在の 入物 で

す 。 その青 年 は均 せ い の とれた体 つ きを し

てお り， ダ ビデ 王の よ うに 「血 色の よい，

目の きれいな， 姿 の 美 しい 人」(サ ムエル上

16：12)で した。

傍 らに は， 容.姿端 麗 な愛 くる しい女性 が

寄 り添 って い ま した 。机 をは さんで私 と向

か い合 わせ に座 っ た彼は， 傍 らの女 性 の手

をそ っ と取 り， 物 言 いた げ な視 線 を投 げか

け て い る様 子 か ら， ふ た りが互 いに愛 し合

って い るこ とは 明 らか で した。

甘 い声 の その青年 は，興奮 してやや 声 を

詰 ま らせ なが らため らい が ちに， 彼女 を私

に紹 介 しま した。 ふ た りの 目か らは嘆願 の

気持 ちがあ りあ りと伺 え ま した。 「キ ンボー

ル兄 弟， 私 た ちは今 とて も悩 んで い ます 。

純潔 の律 法 を犯 して しまっ たの です 。 それ

で私 たちは 祈 り，断 食 し， とて も苦 しん だ

結果 ，す べ て を清算 しようと決 意 しました。」

私 は 彼 らに2，3の 質問 をし ました。 彼

らが 深 みに 足 を踏み 入 れて い る ことは明 ら

か で した6彼 女 が 口 を開 き ました 。 「私 は

この よ うな罪は決 して犯 さな い， は ねつけ

る こ とが で きる と 自信 を持 って い ま した。

ネ ッキ ン グは危 険だ し，ペ ッテ ィン グは罪

深い行 為 だ といつ も教 え られ て い ま した。

自分 に 限っ てそ ん な危険 に陥 るこ とはな い

と頭 か ら思 い込 んで い たの です。」

私 は彼 らの話す ま まに してお きました。

話 す だけ話 す こ とに よ って，心 の 重荷 を少
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しで も軽 くす る こ とが で きる と感 じたか ら

です。

次 に青 年 が話 し始 め ま した。 彼 は 自責 の

念に か られ て い ました。 「あ の 日の デ ー ト

が曲 り角 だっ たの です。 あのデ ー トは初 め

か ら特 別 で した。今 振 り返 って み る と， あ

の 日こそ悲 しむべ き私 た ちの苦 しみ の始 ま

りなのです 。・あの晩 階下 にや って来 た彼女

を見 て，私 は こん なに 美 し くまた愛 ら しい
ひと

女が この世 の 中にふ た り とい るだ ろ うか と

思 い ました。夜 通 しダン ス を した後 で車 に

乗 った私 た ちは，長 い こ と黙 って い ま した。

ふ た りが ます ます体 を寄 せ 合 ううち に私 の

心 は抑 え切 れ な くな ったの です 。

ふ た りともそれか ら先 何 が起 こるか な ん

て思 って もみ ませ ん で した。せ きが切 れ た

よ うに， そ してすべ て流 され る ま まに， 私

たち は時 間 を忘 れ て酔 い知 れ ました。 そ れ

か らしば しば 交 わ してい た軽 い キス が， 次

第に激 し くなっ てペ ッテ ィン グまで 発展 し

て しまい ました。 で も， その 晩 はそ こで 留

まる こ とが で きま した。 で もこの よ うなか

んぬ きの外れ た状 態 は， この 日だけ では 済

まなか った のです 。私 た ちは お互 い に とて

も深 く愛 して いたの で， ふ た りがペ ッテ ィ

ン グをす るこ とな ど大 して悪 い こ とでは な

い， と信 じ込 ん でい たの です 。一 夜 の出 来

事 が翌 晩の 出発 点 とな り， 私 た ちは 同 じ罪

を繰 り返 し ました。 そ して とう とう 自制 を

失 い，最 終 的な 罪 を犯 して し まっ たの です。

私 たちは それ までに， 自分 た ちの して い る

ことにつ いて話 し合 い， 最終 的 な罪 だけ は

決 して犯す まい と決 意 して いた の ですが ，

自分 たちの して い る こ とに 目覚 め るのが遅

す ぎま した。本 当に遅 す ぎま した。」

不道 徳が 姦通や 性 の倒 錯か ら始 ま るこ と

は あ りませ ん。性 につ いて あれ これ考 えた
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り， 人 と話 した りす る こ と， そ れに感 情 的

なキ スやペ ッテ ィン グな ど， 小 さい軽 率 な

行為 が 発端 とな り， それ が あ らゆ る行 為へ

と発展 して い くのです.。こ の よ うな ほん の

ち ょっ と した行為 は， 最初 の誘惑 に屈 した

若 人 の頑 強 な体や 強 い精神 力， それ には つ

らつ とした霊 か らす れば 取 るに 足 らな い も

の と思 え るで し ょう。 しか しす ぐに， 強 さ

は弱 さに， 主人 は奴 隷 に変 わ り， 霊 的 な成

長 は 止 ま って し ま うの です 。 ただ し， この

最 初 の不 義 な行 な い を， 根 をは らす こ とな

くや め て しま えば， そ の人 は立 派 な大人 に

向か って成 長 を続け ，青 春 時代 は父 な る神

に 向か って 成長 す る時代 とな るで しょ う。

「キン ボー ル兄弟
，私 たち は赦 され るの

で しょ うか 」 とふ た りは悲 しそ うに尋 ね ま

した。

「は い
， 主御 自身 と主 の 教会 は あ なた方

を赦 す こ とが で き ます 。 また そ うす るで し

ょ う。 しか し容 易 では あ りませ ん よ。律 法

を犯 した 人の 歩む道 は， 厳 しい もの です。

今 ま で もそ うで した し， これか ら も変 わ り

は な いで しょ う。主 は こ うお っ しゃ って い

ます。 『わた しは言 っ て 置 く， 最 後 の一 レ

プ タまで も支払 って しま うまでは， 決 して

そこか ら出て 来 るこ とは で きな い。』(ル カ

12：59)」

私 は さ らに 話 を続 け， 慈 悲 深 い主 は私 た

ちに赦 しの道 を備 え てお られ る と彼 らに話

し ま した。 人 は喜 び を得 る行 な い を したか

ら と言っ て責任 をのが れ る こ とは で き ませ

ん。律 法 を犯 した者 は， 罰 を免れ るこ とは

で きない。 無 か ら有 は生 じな いの です 。神

は公平 な御 方 です 。パ ウ ロは 次 の よ うに 言

ってい ます 。「まちが って はいけ な い。神 は

侮 られ る ようなか た では ない 。 人は 自分 の

ま いた もの を， 刈 り取 る こ とに なる。」(ガ



ラテヤ6：7)

婚 前交 渉 は重 大 な罪 です が， 完全 な悔 い

改め が な されれ ば赦 し を得 る こ とが で きま

す。 しか しまず 初め に， この罪 が どれ程 重

大 な ものか を認 識す る必 要 が あ ります。 世

の初 めか ら， この地 上 には い ろい ろな種 類

の罪 が存 在 しま した。 その 中の 多 くは他 人

を傷 つけ る 罪で すが， どの よ うな 罪に対 し

て も共通 して言.える こ とは， それが 自分 自

身 と神の 双方 を傷 つ け る もの で あ る とい う

こ とです 。 なぜ な ら罪は私 た ちの進 歩 を妨

げ， 成長 を止め ，善 良 な 人々や 良い影 響 力，

さ らには主 か ら私 た ち を疎 遠 に して しま う

か らです。

古 代 の使 徒や 予 言者 た ちが非 難 すべ き罪

と してあ げた もの は数 え切 れ な いほ どあ り

ます が， その 多 くは性 に関 す る罪 で， 姦淫 ，

無情(ロ ーマ1：31参 照)， 肉欲 ，不 義，無

節制 ，恥 ずべ き言葉 ， 汚れ ，情 欲， 不 品行

な ど とい う言葉 で表 わ され て い ます 。 また

性 に関す る罪に は， 結婚 関係 以 外 で行 なわ

れ るあ らゆ る性 関係， す なわ ちペ ッテ ィ ン
たんでき

グ，性 倒錯 ， 自慰 ，』それ に性 に耽 溺 す る余

りそれが 思 いや 言葉 を支 配 して しま うこ と

も含 まれ ます 。 また あ らゆ る隠 れ た罪， 汚

れ た不 潔 な思 いや 行 な い もそ うです 。 これ

らの 罪の 中 で最 もひ どい ものは， 近親 相 姦

です 。近 親相 姦 につ い て，辞 書 に は 「法 律

上結 婚 を禁 じられて い る近 親者 の間の 性 の

交 わ り」 とあ ります 。 この よ うな憎 むべ き

罪 を犯せ ば， その 人の 人生 に おけ る霊 性 は

極度 に傷つ き， 時 に は取 り返 しの つか な い

状態 に まで陥 って しま うで し ょう。 大 管長

会 と十二 使徒 定 員会 は， 近 親相 姦 を行 な っ

た教 会 員は 破 門に処 す る こ とを決定 し ま し

た。 また近 親相 姦の 罪 に よ り破 門 され た人

は ， 大管 長会 の 書面 に よ る許 可 が ない 限'り

再 び バ プテ スマ を受 け る こ とが で きな くな

って い ます。

私 た ちが禁 じられ た世 界 に足 を踏み 入れ

た時， 良心 は私 た ちに その こ とを告 げて く

れ ます。 そ して意 図 的に または 罪の繰 り返

しに よ り沈黙 させ られ るまで私 たちの胸 を

刺 す の です 。

偽 りで は な く心 か ら正 直 に， それが悪 い

こ とだ とは知 らなか った， と言 える人が い

るで しょ うか 。 こ う した汚れ た行 な いは，

その 口にす るの も汚 らわ しい よ うな名称 が

何 とい う もの で あれ， またそ の行為 に到達

す る までの 過程 や その行 為 の現 われ が どの

よ うな もので あれ， 主 と主 の教 会に よ り罪

あ り と定 め られ て い るの です。 あ る罪は他

の 罪 と比 べ て もっ と憎 むべ きもので あ るか

も しれ ませ ん。 しか し 自分 には知 識 があ る

と偽 って主 張す る人々が い くらそ うでは な

い と言 って も， これ らすべ て罪 であ るこ と

に変 わ りは な いの です。 主 の予 言者 たちは，

そ う した 人 々の 主張 は正 し くな い と断 言 し

てい ます 。

この世 に は何 が正常 か とい うこ とを決め

る一 定 の 尺度 が あ るか もしれ ませ ん。 しか

し， それ と教 会が 持 って い る尺度 とは 異な

って い ます 。世 の尺度 で 言 えば， タバ コ を

吸 うのは ご く当 た り前 な こ とで しょう。 し

か し教 会 は， もっ と高 い 次元 で，喫 煙 はす

べ きでな い と言 って い るの です 。 また世 の

中では 外 で盃 を くみか わす こ とは別 に禁 じ

て い ませ ん が， 主 の教 会 はその 民 をアル コ

ール は一切 口に しな い とい う段 階 まで 引 き

上 げて い ます。婚 前交 渉に つ いて もそ うで

す。世 の中 では 承認 して い るよ うです が，

主 と主 の教会 は， 結婚 関係以 外 のいか なる

性 関 係 も罪 に値 す る とはっ き り述 べ てい ま

す 。
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パ ウ ロは， 卑 しい心 の 現 われ で あ り， ま

た感 情 と欲 望 の無 節制 の証 拠 で あ るそ うし

た汚れ た行 ない を非難 して， 次 の よ うに述

べ てい ます。

「ゆ えに， 神 は， 彼 らが心 の欲 情 にか ら

れ， 自分 のか らだ を互 に はず か しめ て， 汚

す ままに任せ られ た。」(ロ ーマ1：24)

結婚 を前提 と した交 際 は結 婚 の序 曲 とも

言 うべ きものです 。 そ こで こ う した交際 を

して いる男女 は で きるだ け親 密 に な りたい

と思 うよ うに な り， 肉体.的に親密 な関係 も

交 際の一 部 として正 当 な もの であ る と思 い

込 む よ うに な り ます 。 こ う して， 今 まで大

勢 の人 々が手 綱 を ゆるめ ，制 限 を越 え る行

為 に走 って しまって い ます。 ある 人々 は愛

情 をご く簡単 な形 で表 現 す る代 わ りに， ネ

ッキン グと呼 ば れ る愛撫 行為 に よ り相手 の

体 に触 れた り，欲 情 をそそ る よ うなキ ス を

した りして きま した。 ネ ッキ ン グは， 汚れ

た行為 とい う名 の家族 の中 で は まだ子供 の

方 です 。 この ネ ッキン グの お姉 さんに あた

るのがペ ッテ ィン グです 。 肉体 的 な親密 度

が この段 階 まで来 る と， 救 い主 が定 め てお

られ る次の 罪 に明 らか にあ て は ま ります 。

「『姦淫す るな』 と言 われ て いた こ とは
，

あな たが たの聞 い てい る と ころで あ る。

しか し， わ た しはあ なた が たに 言 う。だ

れで も， 情欲 をい だい て女 を見 る者 は， 心

の中 ですで に姦 淫 を したの で あ る。」(マ タ

イ5：27：28)

ペ ッテ ィン グ を して いな が ら 自分 は情 欲

を抱 いて いな い と言 え る人 が い るで し ょう

か 。 これは， 近代 にお け る十 戒 と して与 え

られ た啓示 の 中で，最 も忌 まわ しい行 為 と

して主 が叱責 され た もので は ない で し ょう

か。「汝 盗む なか れ。また，姦 淫 を犯 す なか

れ。 また， 人 を殺 す なか れ 。 また何事 にて

182

もこれ に類 す るこ とを為 す こ と なか れ。」

(教義 と聖 約59：6)

皆 さん にお尋ね した い と思 います 。ペ ッ

テ ィン グが姦 淫 に類す るこ とで な い と した

ら一 体 何 で しょ う。主 は， この忌 まわ しい

罪 が， 姦通 また は婚 前 交 渉 とい う最 終 的 な

罪 に至 らせ るため に悪 魔 が企 て た懐 柔 策 で

あ るこ とを御 存 じだ っ たの では ない で し ょ

うか。 主 の聖 文に 照 らしてみ て， 人 は明 ら

か な良 心 を持 ってペ ッテ ィ ン グ とい う道 を

歩 め る で し ょうか 。 これ.は重 大 な罪 で はな

い と確 信 をも って言 え る人 はい る で しょ う

か 。

私 た ちは以 前 に何度 も話 した こ とを も う

一 度話 さな けれ ば な りませ ん
。す な わ ち，

ア ダム の 時代 に も， モー セや パ ウ ロの時 代，

そ して現代 にお いて も， 肉親 の兄 弟姉 妹 同

士 の性 の 交 わ りは邪悪 な もの で あ り， 主 は

これ を非 と して こ られ ま した。教 会 は こ う

した性 の倒 錯 を， いか なる形 態 を取 る もの

であれ ，決 して許 容 しませ ん 。主 御 自身 も

こ う語 ってお られ ます 。

「す なわ ち
，主 なる われ は罪 を見 て い さ

さか もこれ を許す を得 ざれば な り。」(教 義'

と聖約1：31)

聖典 にこの よ うに は っ き り述べ られて い

るの に， ど うして不道 徳 を正 当化 し， それ

を愛 とい う言 葉 で呼べ るの で し ょうか 。 黒

は 白です か。 悪 は善 です か。 清 さは 汚れ で

す か。

で は， 道 徳 に対 す る教会 の 立場 を理解 で

きた と して， 次 に私 た ちは， それ が決 して

流 行遅 れ の， 色 あせ てす り切 れ た衣服 の よ

うな もの で な いこ とを， 断 固 と して宣 言 し

ます。 神 は きの うも きょ.うも， ま た永 遠 に

同 じ道 で あ り， そ の聖 約 や教 義 は不変 です。

ですか ら， た とえ太陽 が そ の熱 を失 い， 星



が輝 きを失 うよ うな こ とが あ って も， 純 潔

の律法 は， 神 の世 界 と主 の教 会 に あ って 基

本 をなす もの と して存続 す る で しょ う。

古 くか ら価 値 の あ る もの を教 会が 支持 す

るの は， そ の古 さか らでは な く， その価値

が時 の流 れ の 中で明 らか に され て きたか ら

なの です 。 この こ とは， いつ の時代 に あ?

て も決 して 変わ る.ことのな い ひ とつ の定 め

です 。

良 いデー トとは

皆 さんが い ろ いろな むず か しい問題や 誘

惑 に陥 るの を避 け る ため に，私 は またこ こ

で次 の規 準 を提 案 します。16歳 にな る まで，

どの よ うな形 のデー トも一 対一 のつ き合 い

も しない よ うに し ま しょ う。 またた とえ16

歳 に なっ て も， どの よ うな相手 を選 ぶ か，

どの程 度 のつ き合 い をす るか は慎重 に判 断

しなけ れ ばな りませ ん。 さらに， 若 い兄弟

たち は19歳 に な った ら伝 道に 出 ますか ら，

あ ま り親 しい交際 は控 える よ うにすべ きで

す 。

十 代 前 半の デー ト， 中 で も相 手 をひ と り

に限定 したデー トは最 も危険 です 。 人生 を

健全 な面か らなが め られ な くな ります し，

他 の豊 か な価値 あ る経 験 を得 る機 会 を奪 っ

て し まい ます 。 また交 際 範囲 も狭 ま り， こ

の世 か ら永遠 に わた って伴 侶 とな る人 を選

択 す るに あ たっ てそ の対 象が 非常 に 少な く

な って き ます 。

ダ ンスや 旅行 に行 った り， パー テ ィーや

デ ー トを楽 しん だ りす るに は， 確 か に適切

な時 とい うものが あ ります。聖 な る神 殿 で

の永遠 の結 婚 へ と導 く一対 一 の い わゆ るス

テデ ィー なデ ー トを始 め るに も， 時 が あ る

のです 。 大切 な のは その 時が い つか を判 断

す るこ とです 。 た とえ正 しい こ とで あって

も， それ を行 な う時 と場 所 と状 況 がふ さわ

し くなけ れ ば， まず い結 果が 出 て しま うの

です 。

さて私 は， シオ ンの若 人が は っ き りと し

た誤 りのな い ラ ッパ の音 を聞 きたい と思 っ

て い るこ と を信 じて い ます。 私が これ か ら

吹 くラ ッパ の音 が正 確 では っ き りした もの

で あ り， 正 直 な人 な らだれ も混乱 す る こ と

が ない よ うに と願 って い ます。 そ して次 に

述べ る， 口に 出す の も忌 まわ しい様 々 な行

為 に対 して， 私 が主 と主 の教 会 の立場 を明

確 にす るこ とが で きるよ うに，心 か ら望 ん

で い ます。

自慰

道徳 的 に低 い規 準 を持 って い る人々 の主

張 が どうあれ， この あ る程 度一 般化 してい

る行 為 は， 主 と主 の教 会 の認め る ところで

はあ りませ ん。 末 日聖徒 は この行為 を決 し

て しない よ うに しな けれ ばな りませ ん。 こ

の 悪癖 に陥 った ま まで伝 道に 出た り，神権

を受 けた り，神 殿 に行 って祝福 を受 け た り

す るこ とは不 可能 です 。

自慰行為 は， 時 と して 露 出趣味や 非 常に

忌 まわ しい 罪で あ る同性 愛の 発端 となる こ

とが あ ります 。 もし も私 た ちに，善 を悪 ，

黒 を 白 と呼 ぶ人 々か ら欺 かれ るこ との ない

よ うに シオ ンの若 人 を守 る とい う責 任 が な

けれ ば， こ うした不 潔な 言葉 や忌 まわ しい

行為 につ い て 口にす るこ とは， で きた ら避

け たいの です 。

同性愛

この邪 悪 な罪 は今 急速 に広 ま りつつ あ り
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ますが， 同 時に この行 為 を認 め る こ とが 当

た り前 の よ うに思 わ れて ぎてい ます 。 この

行為 へ の欲望や 傾 向 のあ る人の場 合 も， 克

服の仕方 は， ペ ッテ ィン グや婚 外交 渉へ の

欲望 を持 って い る人 の場合 と同 じです。 主

は この行 為 を，姦 淫 その他 の性 的な行 為 と

同様 に強 く非難 して お られ るの です 。教 会

は， この行為 に ふけ って悔 い改め よ う とし

ない 人 を即破 門 に処す るこ とに して い ます。

大方 の見解 や主 張 とは 反対 に， この罪 は

克服 で きる罪で あ り， また赦 しを得 る こ と

ので き るものです 。 しか し， また同 じです

が， 深 い，心 か らの悔 い改め が必 要 です 。

つ ま り， この悪癖 を きっぱ りと断 ち， 思 い

と行 ない をす っか り変 えて しまわ なけれ ば

な らないの です 。.ある行政 府 や教 会， それ

に無数 の堕 落 した人 々が ， この行 為 を犯 罪

か ら個 人の権 利 に変 え よ っ として き ま した 。

しか し， この行為 の本質 とゆゆ しさは変 わ

る もの で はあ りませ ん。世 界 中の善 良 で賢

明な，神 を畏 れ る人々 は， 今 もなお この 行

為 が神 の 息子， 娘 としてふ さわ し くな い も

ので あ る と非難 して い ます 。 そ して キ リス

トの教 会 も， 人間が 汚 され る 肉体 を持 って，

い る限 りこの行 為 を非難 し， 罪 に定 め るの

です。

ヤ コブはこう語 りま した。 「そ んな 人間 は，

二心 の者 であ って， そ のすべ て の行 動 に安

定が ない。 …… 。

試練 を耐 え忍 ぶ 人は， さい わい であ る。

それ を忍 び とお したな ら，神 を愛す る者 た

ちに約 束 され たいの ちの冠 を受 け るで あ ろ

う。

だ れで も誘惑 に会 う場 合， 『この誘 惑 は，

神か らきた もの だ』 と言 って はな らない。

神 は悪 の誘 惑 に陥 る よ うなか たで はな く，

また 自ら進 ん で人 を誘 惑 す る こ と もなさ ら
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ない。

人が 誘惑 に陥 るの は， それ ぞれ， 欲 に 引

か れ， さそわ れ るか らで あ る。

欲 が は らん で罪 を生 み， 罪 が 熟 して死 を

生 み 出す。

愛す る兄 弟 た ち よ。 思 い違 い を しては い

け な い。」(ヤ コブ1：8，12-16)

この忌 ま わ しい同性 愛 は， 自然の関 係 に

逆 ら う罪 です 。 この 罪の ため に滅 ん で いっ

た町や 文 明 は枚 挙 に い と まが あ りませ ん 。

イス ラエ ルの 民が 荒野 をさ迷 っ てい た時 に

もこ の罪 は あ りま した。 またギ リシャ人 は

これ を認容 して い ま した し，堕 落 した ロー

マ の大 浴場 に もこの行為 が 見 られ ま した 。

これは， 話 してい て最 も不快 感 を覚 え る

問題 です 。 しか し私 は大胆 に話 さな けれ ば

な りませ ん。教 会 の若 人 の 中で， この極 悪

非 道 な行為 に関 して曖 昧 な考 え を持 つ 人 が

ない よ うにす るため です 。 ここ で もル シフ

ェル が， 男 も女 も滅ぼ して永 久 に 自分 の手

下 に あ るため に，私 た ち を欺 き， 勝 手 な論
ろう

理 と口実 を弄 してい ます 。パ ウ ロは テモ テ

に こ う語 っ てい ます 。

「人々 が健 全 な教 に耐 え られ な くな り
，

耳 ざわ りの よい話 を して も らお うと して，

自分勝 手 な好 み に まかせ て教 師 た ち を寄せ

集 め，

そ して， 真理 か らは耳 をそむ けて， 作 り

話 の方 に そ れて い く時が 来 る で あ ろ う。」

(IIテ モ テ4：3-4;モ ー セ5：50-55

参 照)

あ る人 は， 「神 が そ うい う存 在 と し て 人

間 を造 った のだか ら， ど う しよ うもな いの

です よ」 と言 って，性 の倒 錯 に走 る 自分 を

合 理化 します 。 これ は 冒濱 です。 人 は神 の

形に造 られ たの で はな い ですか 。神 を 「そ

うい う存 在」 だ と言 うの です か 。 人は 自分



の犯 す 罪に対 して責 任 を 負わ なけ れば な り

ませ ん。 ある人 は， 言 い訳 と合 理化 を繰 り

返 して きたため に， よほ どの努 力 をしな い

とこの 罪か ら這 い上 が れ ない状 態 に までは

ま り込 ん でい ます。 しか し，克 服 は可能 な

の です。 誘惑 は だれ に で も来 ます。 神 に見

捨 て られ た 人 と神 の 目か ら見て ふ さわ しい

人の違 いは， 一般 的 に言 って， 誘惑 を受 け

入れ たか 拒 んだ かの 違 い です。 そ の人 の置

かれ て い る環 境 に よ って決定 や 実行 の難 易

が左 右 され る こ とは確 か です。 しか し気 を

配 って さ えいれ ば， 自分 の 将来 を コン トロ

ー ル す る こ とは で き るの で す
。

さて愛 す る兄弟 姉 妹， 私 は今 まで，今 日

の世 の 中に 存在 す る罪 を率 直 に， また大 胆

に非 難 して き ま した。私 は この よ うなテー

マで 話 をす るの は き らい です。 しか し， シ

オ ンの若 人 に対 して 大誘 惑 者の 猛攻 に備 え

るよ う警告 す るのは， ど う して も しな けれ

ばな らな い ことです 。大 誘 惑者 で あ るル シ

フ ェルは ， その 手下 と武 器 を総 動員 し， 欺

きや 誤説 ，虚 偽 を用 い て シオ ンの若 人 を こ

とご と く滅ぼ そ う として いるの です 。

「この 試 しの生 涯 の間 賢 くせ よ
。 自分 の

身か らあ らゆ る汚れ を払 い去 れ 。情 欲 を満

そ う と して願 い求 め て はな らない。 む しろ

何の誘 惑 に も負 けず に生 け る真 の神 に仕 え

る と言 う固 い決心 を もって 願 い 求 め よ 。」

(モ ル モ ン9：28)

悔い改め

愛 す る若 人の皆 さん， 皆 さん の 中です で

に失 敗 を して し まった方 々 を， 主 と主 の教

会 は赦す こ とが で き ます 。 聖典 を読 み， 書

かれ て い るこ とを十 分理 解 して いる人 は，
.神が 愛 にあ ふれ た赦 しの神 で あ るこ とを心

に は っ き りと刻 み 込ん で い る と思 い ます。

神 は私 た ちの御 父 です か ら，私 た ち をけ な

す こ とな く逆 に高 め よ う とされ ます し，霊

の死 に至 らせ る よ りも何 とか踏 み とどまれ

るよ っ助 け て も下 さい ます 。

悔 い改め に は5つ の ステ ップ が あ ります 。

1.罪 を悲 しむ 。罪 を悲 しむ ため に は，

その 罪 が ゆゆ しい もの で あ る とい うこと を

何 らか の形 で知 る必 要 が あ ります。 罪 を罪

と して 十分 に認 め る よ うにな る と，私 た ち

は 自分 の心 を罪の影 響 を受 け ない状 態 に置

こ う とします。 そ して 罪 を犯 した こ とを悲

しみ ， 進ん で 罪 を償 い， 罰 を受 け， 必要 な

らば破 門 に付 され て もそれ を甘 ん じて受 け

る とい う気持 ちに な るの です。

2.罪 を捨 て る。 一 番理 想的 なの は， 自

分の 罪 の重 大 さ を 自覚 す る こ とに よっ て罪

を犯 す こ とをや め， それか ら後 ，神 の律法

に 自分 か ら進 ん で従 うとい うパ ター ンです。

泥棒 は刑 務 所 で罪 を捨 て る こ とが で きます

が， も し本 当に悔 い改 め て いれ ば， つか ま

る前 に悪 事 をや め， 強 制 され な くとも自分

か ら盗 品 を返す は ず です。 汚れ た行 な い を

自分 か ら進 ん でや め る人 は，赦 しへ の道 を

一歩 踏 み 出 した 人です 。

アル マ は言 い ま した。 「それ であ るか ら，

へ り くだ る こ とを強制 され ず に進 んでへ り

くだ る者 は さい わい であ る。」(ア ル マ32：

16)

一 度 やめ た ら
， そ の状態 がず っ と続か な

け れば な りませ ん 。 同 じ罪 を繰 り返 す とい

うこ とは， 真 の悔 い改 めが できて いな い と

い うこ とです 。主 は悔 い改 め につ いて予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に こ う啓示 してお られ

ます 。 「人 罪 を悔 い改 め しや 否 や は， 見 よ，

彼 は 自 らこれ を告 白 しそ の罪 を捨つべ けれ

ば， その悔 い改め た る こ とは これ に よ りて
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知 る を得べ し。」(教 義 と聖約58：43)

3.罪 を告 白す る。 罪 の告 白は，悔 い改

め の中 で重要 な要素 とな るもの です 。罪 を

犯 した 人々の 中 には， 少 しば か り祈 りをす

れ ばそ れで いい と考 え る人が 多 くい ます 。

そ うして罪 を隠す こ とを正 当化 して い るの

です 。

「そ の罪 を隠す 者 は栄 え る こ とが な い
，

言 い表 わ して これ を離 れ る者 は， あ われ み

を受 け る。」(箴 言28：13)

特 に性 に関す る罪 の よ うに重 大 な過 ちの

場合 は， 主の み な らず監督 に も告 白 しなけ

れ ばな りませ ん。告 白 した人 が受 け る こ と

の で きる赦 しには ふ たつ あ ります 。主 か ら

の赦 し と，指 導者 を通 して受 け る主 の教会

か らの赦 しです。 自分 が 罪 を犯 したこ とに

気づ い た ら，私 たち はな るべ く早 くイ ノス

が した よ うに 「一心 こめ て祈」 らな けれ ば

な りませ ん。 そ して その祈 り を， 主が 罪 を

赦 して下 さった と確 信 で き る まで， 決 して

やめ ては な らな いの です 。 少 しば か りの願

いで主が赦 し を与 えて下 さ る と考 え るの は

虫が 良す ぎます。長 い間努 力 し，他 の すべ.

て の戒め に も喜 ん で従 う とい うこ とを身 を

もって示 す まで本 当 の赦 しは与 え られな い

とい うの が普通 で しょ う。 次 のス テ ップ は

監督 を通 して教 会 か ら赦 しを得 るこ とです 。

いか な る祭 司， 長 老 とい え ど も，教 会 に代

わ って この こ とを行 な う権 能 は あ りませ ん。

主 の計画 は不 変で あ り， 秩序 立 っ て い ます 。

ステー キ部 内 にい るすべ ての 人に は，主 の

召 しと聖任 に よ り 「イス ラエ ルの判 士」 に

召 された監 督が 与 え られ て い ます。 監督 は

この世 で の私 たち の一 番 の友 達 です 。 監督

は私 た ちの持 って い る問 題 に耳 を傾 け， そ

れが どの程度 深刻 な ものか を判 断 し， それ

か らどの よ うな悔 い改め が 必要 か， 最終 的
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に赦 しが得 られ る ものな のか ど うか を決定

し ます 。監 督 は この こ とを，地 上 にお け る

神 の代理 人 と して， また 熟練 した医師， 心

理学 者， 精 神科 医 と して行 な い ます。 も し

も悔 い改め が十 分 な もの であ れば， 罰 は与

え られ ませ ん。 これ は赦 しと同 じ ことです 。

監 督 には 罪 を放 免す る権 能 は まった くあ り

ませ ん。 しか し， 彼 は重荷 を共に 負 うこ と

に よ り， 罰 を与 えず に切 迫 した状 態 を和 ら

げ て あげ るの です 。 そ してそ の人 に， 教会

活動 を今 ま で通 り続け る ように言 い ます 。

また この場 合， す べ ての こ とは 内密 に保 た

れ ます 。

4.罪 を償 う。心 か らへ りくだ っ て 自分

の犯 した 罪 を悲 しみ， そ の罪悪 を無条 件 で

棄 て去 り， そ して主 が 召 した もうた 人に告

白 した人 は， 次 に そ の罪 に よって生 じた損

害 をで きるだ け回復 す るよ うに努 力 しなけ

れ ば な りませ ん。盗 み を働 い たの で あれ ば，

盗 んだ 物 を持 ち主 に返 し ます。 殺 人が赦 さ

れ な い罪 であ る理 由は， お そ ら く， 一度 奪

っ た命 を元 に戻 す こ とが私 た ち人 間 には で

きな いか らで しょ う。 いず れ に して も， 一

度損 害 を与 え た もの を完全 に元 に戻 す こ と ・

は不 可能 です 。 純潔 も同様 で， 一度 奪 っ た

ら元 に は戻せ ませ ん。.

しか しなが ら心か ら悔 い改め た 人は， あ

る程 度 まで です が， 何 らか の形 で 罪 を償 う

こ とが で き ます 。 また， 真 の悔 い改 め の精

神 が あれ ば必 ず そ うなるは ず です。 エゼ キ

エル は こう教 えています。 「す なわ ちその 悪

人が 質物 を返 し， 奪 った物 をも ど し， 命 の

定め に歩 み， 悪 を行 わ ない な らば， 彼 は必

ず生 きる。決 して死 な ない 。」(エ ゼ キエ ル

33：15)

モ ーセ は こ う言 って い ます。「もし人が牛

また は羊 を盗 ん で， これ を殺 し， あ るいは



これ を売 るな らば， 彼 は一頭 の牛 の ため に

五頭 の牛 を もって， 一頭 の 羊の ため に 四頭

の羊 を もって償 わ なけ れば な らない。」(出

エ ジプ ト22：1)

ま た 自分 の罪 を赦 して欲 しい と願 う人 は，

逆 に 自分 を傷つ け た人 をすべ て赦 さなけれ

ば な りませ ん。 私 た ちの心 か ら，他 の 人々

へ の憎 しみ や嫌 悪， 非 難が 一掃 され ない 限

り， 主 には 私 た ちの 罪 を赦 す義 務 は ないの

です 。

5.天 父の み ここ ろ を行 な う。 私 は1978

年3月 の83歳 の誕生 日に， た くさん の方 々

か らカー ドをい ただ き ま した 。 中に は4千.

7百 人の若 人 のサ イ ン を一 冊 の本 に ま とめ

た もの もあ りま した。 ほか に も様 々 な署 名

の入 った カー ドが た くさん あ りま した。皆 ，

自分 の これか らの人生 に対 す る誓 い を書 い

てい ま した。 ひ とつ紹 介 しま しょ っ。

「愛 す る スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル 大

管 長，

私 は この世 界 の一 員 と して， 歩み を速 め，

ペ ー ス を上 げ， また霊 を高め て主 の 業の た

めに働 きた い と思 い ます 。

私 は什分 の一 を正 直に ，死 ぬ ま でず っ と

欠か さず納 め るこ と を約 束 します。

また， た とえ誘 惑 に あ って も知 恵 の言 葉

を守 るこ とを， 大管 長 と主 に約 束 します 。

タバ コ， 酒， コー ヒー，麻 薬 に は決 して手

を伸 ば.しませ ん 。

朝 晩 の祈 りも忘 れ ませ ん。 主 の た くさん

の約 束， み守 り， そ して祝福 を忘れ ませ ん 。

私 は と りわけ ， 自分 の人生 を清 く保 ち，

無数 の こ うか つ な誘 惑 に よ り汚 れ る こ とが

な い よ うにす る こ とを約 束 します。 どん な

もの であ って も，道 徳 的 に清 くな い もの に

は近 づ きませ ん 。

ま た私 は， 聖典 や 他 の良 書 を読 み， そ こ

か ら霊 の糧 を吸収 す る とい うこ とに つい て

も， 歩み を速 め るこ とを誓 い ます。

私 は， 同 胞 を愛す るよ うに なお一 層努 力

し，義 を完 うす るため に人 々 と共に働 き ま

す。

また，主 の戒 め をすべ て知 り，その一つ一

つ を愛 と思 いや りの心 を もっ て守 ります 。」

兄 弟姉 妹 の皆 さん，皆 さんは 美 しい心 を

持 った素 晴 ら しい人 たち です。 私 た ちは皆

さん を誇 りに思 って い ます 。皆 さんの これ

までの大 いな る働 き と献身 と犠 牲 を誇 りに

感 じて い ます。 私 た ちは皆 さん を愛 してい

ます 。私 たち は集会 が あ るた びに， また各

家庭 での朝 晩 の祈 りのた びに， そ して夜 各

各 の寝室 で皆 さんの こ とを祈 っ てい ます 。

皆 さん が清 い生 活 を続 け るこ とが で きる よ

うに祈 っ てい るの です 。清 い 生活 とは， 頭

の て っぺ ん か ら足の先 まですべ て清 い生 活

です 。麻 薬 や 酒， タバ コ， 盗 み， わ いせ つ

な雑 誌や 映画 な ど，私 た ちに 押 し寄せ て く

るこの世 の汚 れ た ものか らすべ て遠 ざか る

こ とです。 皆 さんは その よ うな もの に手 を

染 め る必要 は あ りませ ん 。 その よ うな もの

に身 を任せ て は な らな いの です 。

神 の武具 で身 を固 め ま し ょう。欠か さず

個 人 と家族 の祈 りを し， また家族 の礼 拝 に

加 わ りま しょ う。安 息 日を聖 く過 ご しま し

ょ う。知 恵の 言 葉 を よ く守 りま しょ う。家

庭 で の務 め をみ ん な よ く果 た しまし ょう。

そ して特 に， 清 い生 活 を して汚 れ た不 潔 な

思 いや 行 な い を棄 て去 りま しょ う。 私 た ち

のた め に定め られ た高 い義 の標 準 を低下 さ

せ る よ うな もの とは，関 わ りを持 たな い よ

うに しま し ょ う。 以上 の こ とを行 な えば，

皆 さん の乗 っ た船 は順 風 を受 けて進 み， 平

安 と喜 びが あ たり に あふ れ るのです 。
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1980年9月2ア 日(土)扶 助協 会大会

大管長 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボー ル

学びそ して教える

「愛 する 姉妹 の皆 さ ん は， この 地 上で 愛 と真理 の模 範 と して欠 く こ との で

きな い人 々な の です 。」

愛 する姉妹の皆さん・舗 世界中の2000
以上 の場 所 に集 っ てお られ る姉 妹 の皆

さん を心 か ら歓迎 致 します。私 たちは，心 か

ら皆 さん を愛 し，皆 さんに感 謝 してお りま

す 。 また，皆 さん を尊敬 し， 必 要 として い

ます 。「主にあっては， 男 な しには女 はな い

し，女 な しに は男 は ない」(1コ リン ト11：

11)か らです 。私 た ちは皆 さんが ひ と りの

女性 と して， また妻， 母親 祖 母 と して義

と善 に 向か う力 を備 えて お られ る こ とを喜

ん でい ます。 私 た ちは， まだ家庭 生 活 の完

全 な祝福 を享 受 して い ない忠 実 で献 身 的 な

独 身の姉 妹 に感謝 して い ます 。主 は皆 さん

を愛 してお られ ます 。皆 さんが 天 父の最 も

気高 い霊 だか らです 。 これ か らも忠 実 かつ

誠実 であ るな らば， い つ の 日か 永遠 の祝 福

を手 にす る こ とが で き るで し ょ っ。

私 は， 「学び そ して教 え る」とい うこの会

の ため に選 ば れた テー マ に感謝 して い ます 。

私 は結 婚 して 以来， 知 識 を求 め てや ま ない

妻 カ ミラか らた くさん の 祝 福 を受 け て ま

い りました。 妻 はいつ も読 書 をし， 知 識 を

求 め て い ます 。 そ して，予 言 者 ジ ョセブ ・

ス ミス を通 して与 え られ た主 の勧 告 をそ の

まま信 じて い ます。 「お よ そ， わ れ らの こ

の世 に於 て達 す る英 智 の一切 は， 何 に て も

よみ が え りの時 わ れ ら と共 に よみが えるべ

し。」(教 義 と聖約130：18)妻 は63年 に わ

た る結婚 生 活 の間， 常 に学 び続 け ただ け で ，

は あ りませ ん。 模範 と教 えに よ って， 同時

に それ を人々 と分 か ち合 い ま した。半世 紀

以上 もの 間， 彼女 は扶助 協 会 の訪 問教 師 で

した。 また長期 間 に わた って扶 助協 会 の霊

的 生 活の教 師 を務 め ま した。

愛 す る姉 妹 の皆 さん， 教会 の教 えに近 く

生 活 して下 さ い。予 言者 に従 って下 さい。

それ は， 進 むべ き道 を見 失 わず， またす で

に道 に迷 った 人 を元 の正 しい道 に戻 す ため

です 。皆 さん の家族 を愛 し心 にか け，毎 週

欠か さずに 家族 の 夕べ を開 い て下 さい 。家

庭 は，平 安 と愛 と思 いや りの場 です 。 良 い

隣 人 であ って下 さい。世 の 多 くの 人々 の愛
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が 冷 え る こ とが あ って も，皆 さんの 家族や

隣 人が皆 さんの教 え と導 き， 愛 あ る奉 仕 を

失 って しま うこ との な い よ うに す るため で

す 。 ど うぞ続 け て良 き妻 ，母 ，娘 そ して姉

妹 でい て下 さ い。愛 と平安 が この世 か ら消

え て しま うこ とが あっ て も， 皆 さん の家 庭

か らは消 えて しま っこ とが な い よ っにす る

ため です 。

世 の 中に は いろ い ろな種類 の声が あ りま

す。 ここ で， 私 が2年 前 の女 性 の大 会 で話

した こ とを再 度 強調 した い と思 い ます 。 自

分 の興 味に応 じて盲 目に 自分 勝 手 な解釈 を

す る こ とは， ほか の女性 に任せ て お き まし

ょ う。 しか し， 愛 す る姉 妹 で あ る皆 さん は，

この地上 で愛 と真 理 と義 の模 範 と して 欠 く

ことので きない人 々な の です 。 「来 たれ予 言

者 よ りみ 言葉 聞 け」 とあ ります 。

舵 を取 って お られ るの は主 です 。主 が私

たち を導 いて下 さ るの です 。 これ は主 の業

で あ・り， その 中で扶 助協 会 は 非常 に重要 な

役 割 を果 た して い ます 。姉 妹 の皆 さん，扶

助 協会 の 組織 に忠 実 で あっ て下 さい。扶 助

協 会 は，主 の霊 感 を通 し，予 言者 ジ ョセ ブ ・

ス ミスに よ り138年 前に 組織 され ました。

自分 自身 の ため に， 家族 の ために， また教

会 の ため に扶助 協 会 を支 え強 めて下 さい。

ま た， すべ ての戒 め を守 る と同 じよ うに，

他 の すべ ての 基本 的 な教 会 プロ グ ラム を十

分 に活用 し， バ ラ ンスの 取れ た堅 固 な生 活

を築 い て下 さ い。 信仰 深 くあ るな らば， 主

は皆 さん や家 族 を お見捨 て には な らないの

です 。

愛 す る姉 妹 の皆 さん， 私 は神が 生 きてお

られ， イエ スが 肉 にお け る神 の独 り子 で あ

り，世 の贈 い主 で あ られ るこ と， またこの

教 会 が イエ ス を頭 にい た だ く教 会 であ るこ

とを知 っ てい ます。 私 は， この証 と愛 と祝

福 を イエ ス ・キ リス トのみ名 によ り皆様 に

残 します， アー メン。

誌 繍 講
藤

醐
雛

鑓

騰 嚢臨

難

難・i灘譲鞠

曾髄

191



中央扶助協 会会長 バ ー バラ ・B・ ス ミ ス

愛の絆

「私 たち カL致 し
， ひ とつ にな る な ら ば，神 のみ 手 の道 具 とな る ことが で

き ます 。」

キ ンボール大管長のお話と聖歌隊の歌う
祈 りの 言葉 を聞 くと，主 の教 えの 中で

愛 が いかに 大 きな意 味 を持つ か を改 め て感

じさせ られ ます 。主 は この よ っに 言 ってお

られ ます。

「汝 ら何 よ りもまず
， 外 とうの如 く愛の

きず な を もて 身に纒 うべ し。 そは 完 き と平

和 の きず なな り。」(教 義 と聖 約88：125)

思 いや りの あ る行 ない で互 いに助 け合 い，

標準 の高 い強 い愛 ，す な わ ちキ リス トの純

粋 な愛 を身 につけ るよ う絶 えず努 力す る時，

愛 の外 とうを身 に ま とうこ とが で きます 。

愛， す なわ ちキ リス トの純 粋 な愛 は， 善 い

行 ない また は慈悲 とい った言葉 で簡単 に 置

き換 える こ との で きな い もの です 。親 切や

思 いや り，愛 あ る行 な いは， イ エ ス ・キ リ

ス トまた他 の人 々に愛 を表 わす ため に主 が

示 して下 さった方 法 に ほか な りませ ん 。満

ち足 りて い る者 は 困っ てい る人 々 に分 け与

えよ と主は 言 って お られ ます 。病 気 の 人，

慰め のい る人， 父親 の ない入 ， 愛す る人，

迫 害す る人々 を思 いや り， 暖 か い親切 な心

を持 って接 す るな らば ，愛 を身 に ま とうこ

とが で き ます 。 それ は，相 手 を深 く思 う気

持 ちが私 た ちの行 な いの 原点 とな って いる

か らです 。

その よ うな愛 は， スペ イ ン語 で 「絶 え ざ

る愛 」 と定義 されて い ます。 また， ミクロ

ネ シア では， 愛 は 「生 活 を変 える力 」 と言 ，

わ れて い ます 。 この よ うに愛 の 定義 につ い

て考 えてみ ます と，私 た ちは， キ リス トの

純粋 な愛に つ いて よ り深 く理 解 す る こ とが

で きます。 キ リス トの愛 を身 につ け よ う と

い う願 い を生涯持 ち続 けて 人 々に仕 え るな

らば， 愛の 真実 の意 味 が理解 で きる よ うに

な るで し ょう。

これ は， ル ツの 生 き方 を よ く表 わ して い

ます。 旧約 聖 書に は， ル ツの ナ オ ミに対す

る思 いが書 か れて い ます。 ル ツは ，厳 しい

環 境 の 中に あっ たに もかか わ らず 思 いや り

の深 い 人で した。 辛 い経験 は ， だれ しもが

味 わ う もの です。 しか し， この辛 さな くし
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て幸 福 を味 わ うこ とは で きませ ん。 リー ハ

イは， この よ うに言 って い ます 。

「それ は
， すべ て の物事 には 必ず そ の反

対 の ものが なけれ ば な らぬか らである。… …

も し も物事 にそ の反対 の ものが な いな らば，

正義 も不正 も聖 潔 も憐 むべ き様 も善 も悪 も

生ず る こ とが で きぬ 。そ れ であ るか ら， す

べ ての 物事 は み な合 して一 つ とな らなけ れ

ば な らな い。」(IIニ ー フ ァイ2：11)

ル ツは， この こ と をよ く知 っ てい ま した 。

ル ツは 若 い頃 に夫 を亡 くし，子 供 に も恵 ま

れ ませ ん で した。 そ んな苦 しい 中に あ って

も， ル ツ は義理 の母 親 と良 い関係 を築 き，

しか もイ ス ラエ ル の神 に対 す る信 仰 を強 め

たの で した。 この ふ たつ の こ とは，結 婚 に

よって もた らされ た のです 。

ル ツは， 母ナ オ ミを養 うため に落 ち穂 を

拾 い集 め ま した。 しか しル ツは，拾 った穂

を打 つ ため に打 ち場 に行 っ た時，拾 っ た穂

以上 の もの を得 ま した。1日 の終 わ りに，

苦 労 が祝福 とな ったの です 。 これ は，私 た

ちすべ て が立 ち向 か わなけ れば な らな いチ

ャ レン ジです 。 人生 の 境遇 や経 験か ら落 ち

穂 を拾 わ なけ れば な りませ ん。 それ は， 私

たち に成長 ，信 仰， 心 の平安 とい った もの

を与 えて くれ る で しょ う。

この世 のチ ャ レン ジや 苦 難か ら逃 れ る道

はあ りませ ん。 また逃 れ るべ きで もあ りま

せ ん。 ど う対処 す るか は 自由 です。福 音 の

計 画 は，私 たちに 永遠 の視 野 を与 えて くれ

ます。 そ して それ は， 落 ち穂 を拾 う時 に勇

気 を与 え て くれ ます 。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは， ノー ヴー での最初

の扶 助 協会 の集 会 で こ う語 りま した。

「この指 示 を受 けた あ なた方 は
， これか

ら 自分 の こ とは 自分 で責 任 を負 わ なけれ ば

ならない。自分 を救 うのは 自分 で ある。」(「予

言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え」p.227)ジ
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ヨセ ブ ・ス ミス が，知 識 が 人 を救 うと言 っ

てい ない こ とに 注意 して下 さい 。知 識が ，

自らを救 う責 任 を人に与 え る と言 って い る

のです 。

扶 助協 会 は， 完成 に 向か って一 歩 一 歩歩

む私 たち主 の娘 を助 け るため に組 織 され ま

した。扶 助協 会 は， 導 き とな り， 力 とな り，

光 とな り，指 針 とな ります 。扶助 協 会 は，

どうす れば 絶 え るこ とのな い愛 を育 め るか

を教 え ます 。 また行 な いに よって愛 を実践

す る機 会 を与 えて くれ ます 。 そ して， り一

ハ イが 述べ た よ うに ，善 悪 の入 り乱 れ た こ

の現 代 の世 の 中で， 真実 を選 び出す 手助 け

をして くれ ます 。

今 夜 私は ，愛 の絆 を強め る上 で 欠かせ な

い事 柄 と して8つ 選 び ました。

第1番 目は， 私 た ちの今 夜の テー マ 「学

びそ して教 える」 です 。

イエ スが ゲ ッセマ ネで苦 しみ をお受 け に

な る前 ，弟 子 た ち と食 卓に つか れ た時 の こ

とを思 い 出 して下 さい。 この よ うに言 わ れ

ました。 「あ なた方 の 中で い ちば ん偉 い 人

は… …仕 え る者 の よ うに な るべ きで あ る。」

(ル カ22：26)

主 は シモ ンに こ うお っしゃいま した。「シ

モン， シモ ン・・… ・わ た しは あな たの信 仰 が

な くな らな い よ うに， あ な たの ため に祈 っ

た。 それで， あ なた が立 ち直 った と きには，

兄 弟た ち を力づ けてや りな さい 。」(ル カ22

：31-32)

主が シモ ン ・ペ テ ロにお示 しに な った こ

の手順 は，私 た ちすべ て に あて は ま る もの

です 。 まず 真理 の原 則 を知 り， そ れに 改宗

し， そ してその 原則 を人々 に教 えるの です 。

ですか ら， 私 た ちは今夜 皆 さん に， 学 び そ

して教 える とい う決 心 をして いた だ きた い

の です。霊 感 を通 して備 え られ た扶 助協 会
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の レ ッス ンか ら， ひ ざまず いて行 な う祈 り

か ら，聖 典 の勉 強か ら，現 代 の予 言 者 の言

葉 か ら， 聖霊 の ささや きか ら学 ぶの です 。

そ して学 ん だ ら， 今度 は姉 妹 た ち を教 え，

強め て下 さい。 お子 さんや 御 主 人，仲 間 を

力づ け て下 さい 。機会 を と らえて教 えま し

ょ う。 ま た模 範 を通 して教 えて 下 さい 。

第2は ，扶 助協 会 の活 発 な会 員 にな る こ

とです 。

活 発 な会 貝 とな るに は，扶 助協 会 に 出席'

し， 責任 を受 け る必要 が あ ります。 老 い も

若 き も， また未婚 既婚 の別 な く集会 に出席

し， 信 仰 を共 にす る姉妹 たち と友愛 の 絆 を

強 め るの です 。欠か さず 出席 し， レ ッス ン

に参加 して下 さ い。

キ ンボー ル大 管長 と話 した時 の こ とです 。

話 を終 えて オフ ィス を出 る時， 何 か で きる

こ とはな いか と大管 長 に尋 ね ま した。 す る

と大 管長 は， 「女性 を扶助 協 会に出席 させ て

下 さい」 と言 わ れ ま した 。大管 長 が この 問

題 に つ いて話 す よ うに私 に求 め られ たの は，

扶 助協 会 に 出席す るこ とに よ り霊 的 に強 め

られ ，永 遠 の真理 に対 す る理解 を深 め， 自



分 自身 の救 い を確 か な もの とす る選 択 がで

き るよ うに な る とい うこ とを知 っ てお られ

たか ら です。 召 しの 関係 で初 等協 会や 若 い

女性 の会 に 出て い る人 は，何 らか の方法 で

扶助 協 会 の姉 妹 た ち と親 し くな る よ うに し

て 下 さ い。 テ キス トを読 み， 訪 問教 師 とそ

の こ とにつ いて話 し合 い， 扶 助協 会 を生 活

の一 部 に しま し ょう。

3番 目は，福 音 の メ ッセー ジを広 め る こ

とです 。

ジ ョセ ブ ・ス ミスが ， ノー ヴー か らカー

セー ジに 向か うあの土 ぼ こ りの道 で最 後 の

説教 を した時， 特 に話 したの は， 生命 と救

い の計 画 を世 の人 々 に宣べ 伝 え る とい うこ

とで した。 キン ボー ル 大管 長 は これ を受 け

継 いで， 歩 み を速 め， あ らゆ る国 々 の人 々

に福 音 を宣べ 伝 え るこ とが 私 た ちに課 せ ら

れ た大 きな責 任 で あ る と述 べ て い ます 。

私 た ち は教 会 の女 性 として， 研 究 と祈 り

と奉 仕 に よ り伝 道 活動 の備 え をす る必 要 が

あ ります 。 そ うす る時 に，私 た ちは真理 の

原則 に もっ とよ く従 える よ うにな り，私 た

ちの 良 き業 を見 た 人が福 音 を受 け 入れや す

くな るの です 。 活発 な末 日聖 徒 の知 人 の 中

か らた くさんのバ プテ スマ が 出て い るこ と

は事 実 です 。

毎年 私 た ちの 息子 娘 た ちは，救 いの福 音

を宣べ 伝 える ため に全世 界 に 出て行 き ます 。

しか し地 元 の扶助 協 会 のユニ ッ トで も， こ

の良 きお とず れ を多 くの人 々に もた らす た

め に， フル タ イム宣教 師 と協 力 して働 くこ

とが で き ます 。 その 手始 め として大切 な こ

とは， 宣教 師 に定期 的に 教会 員 で ない 人 を

紹 介す る こ とです 。

また， 自分 自身 が伝 道 宣教 師 ま たは特 別

奉仕 宣 教 師 として出 られ な いか ど うか考 え

て み ま し ょ う。私 た ちの ステ ー キ部扶 助 協

会 の ひ とりの 副会 長 は，御 主 人 と共に ナ イ

ジ ェ リア への伝 道 の 召 しを受 け たばか りで

す 。彼女 は，この よ うに言 っ てい ます。 「そ

れ は， 行 か ない方 が楽 か も知 れ ませ んが ，

私 た ちが今 受 け てい る祝福 を他 の 人た ちに

も味 わ って もらいた いの です 。」

地域 社会 での奉仕 の 時 に会 う人， 近所 の

人 ， また職 場 の 人な ど， ど こで も人 と よく

知 り合 うよ う心 が けて み ては どうで し ょう。

そ して，正 直 に また誠実 に生活 して下 さい。

そ うす れ ば，福 音 を伝 え る機 会 が育 ってい

き ます 。

第4に ，福 祉 活動 の 原則 につ い て知 り，

そ れ を生 活 に応 用 しま しょ う。

福 音 の真 髄が ， 貧 しい 人， 乏 しい人 を心

に かけ， 倹約 の生 活 を し，教 会 の供 給 プロ

グラム に参加 す るこ とに よっ て援 助 の必要

な 人に 必要 な助 け を与 え るこ とに ある こ と

を思 い起 こ して下 さい 。私 た ち一 人一人 は，

特 別 な 問題 を抱 え てい る 人や 重荷 を負 って

い る人 に愛 と思 いや りを示す とい うチ ャレ

ン ジ を神 様 か ら与 え られ て い ます 。教 会福

祉 事 業 は，決 して ないが しろに で きない も

の です。

5番 目は， 自他 共 に 人生 での変 化 に心 を

向け る とい うこ とです。

私 た ちは， 常 に現 実の 生活 に直 面 して い

ます 。 そ して そこに は， 子供 か ら大 人べ の

移 り変 わ り， 結婚 ，子 供 に囲 まれ た生 活か

ら老 夫婦 だ けの生 活へ ， 兵役 か ら社 会復 帰

へ ， 退職 ，伴侶 の死別 や 離婚 ， また若 くは

つ らつ とした生活 か ら他 人に 頼 らなけ れば

な らな い老後 の生 活へ な どな ど， ス トレス

や 不安 を もた らす 変化 が た くさん あ ります。

その よ うな 中で取 るべ き道 を見 いだす ため，

時 に は人 の話 に茸 を傾 け た り， 人 か ら励 ま

し を受 け た りす る こ とが必 要 にな って きま
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す。 その よ うな時， 扶助 協会 の役 員教 師や

姉 妹 た ちは助 け を与 え るこ とが で きます 。

人 々の生活 の変 化 に よ く注 意 して 下 さい 。

6番 目は， 中味 の濃 い訪 問教 師 プ ロ グラ

ム を行 な うこ とです。

訪 問教 師プ ログ ラムは， 主 が私 たち にお

与 え下 さっ た道具 です 。 です か ら，正 し く

用 いれ ば霊感 と力 と安 ら ぎを もた らす泉 と

な るで しょ う。私 たち は，祈 りが 訪 問教 師

の訪 問 に よって， 必要 な時 に奇 跡的 に 答 え

られ た とい う話 をよ く聞 き ます 。殺 ば つ と

した都 会 での生 活，群 衆 の 中 での生 活 を続

けて い る と時 として孤 独に な ります。 そ の

ような時 に，訪 問教 師 は欠 かせ ませ ん。訪

問教 師プ ロ グラム は， 互 いに接 触 を保 つ た

め に主が お与 え下 さった方 法 で あ り， 主 が

一つ一 つ の家 庭が 神聖 な もの で あ る こ とを

認 めて お られ る証 拠 です 。 この訪 問教 師プ

ロ グラムで 必要 な こ とは， 担 当 の姉妹 へ の

心 か らの献 身で す。

7番 目は， か け橋 とな るこ とです 。

この歴 史的 な年 に， 自分 自身 を過 去 と未

来 をつ な ぐ者 として ながめ てみ ま し ょう。

皆 さんは， 今晩 ふ た をす る この ヨベ ル の箱

に何 か を詰 め込 ん で い るの です 。 私 た ちの

祖母 た ち もこの ヨベ ルの箱 に物 を入 れ ま し

た。 この中 には， 姉妹 たちの ス ピ リッ ト，

それに現 在 の活動 を一 杯 に詰 め込 み ます 。

50年 後 に箱 を開 く人 た ちが， 私 た ちの決 意

と信仰 を 目の あた りにす るこ とが で きる よ

うにす る ため です。

皆 さん は，個 人的 に はす でに 進み 行 く人

類の壮 大 な ドラマの 中で橋 渡 しの役 割 を果

た してい ます。 また， 日記 や個 人 の財 産 な

どに よって もこの 時代 の姿 を後 に残 す こ と

が で きます 。す でに世 を去 った 人々， 現在

の人々， そ して これか らこの世 に生 を受 け
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る人々 を永遠 に結 ぶ この 重要 な役 割 を立 派

に果 た しま しょ う。

8番 目は， 自分 を大切 にす る こ とで す。

天父 は， この世 のあ らゆ る創 造物 に もま

して私 た ち を愛 してお られ るこ と を聖典 は

証 して い ます 。私 た ちの 中に は，不 死不 滅

と永遠 の生 命 が宿 って い るの です 。私 た ち

一 人一 人 は
， 天父 の よ うにな る可能 性 を秘

め て い ます。

ふ さ わ しい生活 を して い る姉 妹 で あれ ば，

天父 が御 自分 の忠 実 な娘 に用 意 して お られ

るあ らゆ る祝 福 を， ひ とつ も逃す こ とはあ

りませ ん。 この こ とを， 教会 の姉 妹 は理 解

すべ きです 。扶助 協 会 は，既 婚 未婚 を問わ

ず ，すべ て の女性 が 信仰 に よって 自ら を整

え るこ とが で き る よう助 け ます 。 また， 単

に導 きと恵み を施 す天使 としてで は な く，

夫 の 永遠 の伴侶 として世 を治 め導 くこ とが

で きる よ う助 け るの です。

集会 や 活動 で， 私 た ちが 一 致 しひ とつ に

な るな らば， 私 た ちは一丸 とな って神 の み

手 の道具 とな りその み業 を成 す助 け が で き

ます 。私 た ちは， キ リス トに受 け 入れ られ，

励 ま され， また そ の気 高 い愛 を受 け る時に ，

善 き業 に いそ しむ 力が わ いて き ます 。 愛す

る姉 妹 た ち，「汝 ら何 よ り もまず，外 と うの

如 く愛 の きず な を もて 身に 纒 うべ し。 そは

完 き と平和 の きず なな り。」(教 義 と聖 約88

：125)

私 た ちが神 の導 きに よ り，互 いに受 け 入

れ る心 と明確 な 目的 を持 って 「学 び教 え る」

こ とが で きます よ うに。 また， 私 た ちが愛

の絆 で完 全 にひ とつ に結 ばれ， 主 が世 の初

めか ら用意 して お られ るすべ て の祝福 を拾

い集 め る こ とが で き ます よ うに 。 これ らの

こ とを， すべ て イエ ス ・キ リス トの み名 に

よ り心 か らお祈 り申 し上 げ ます 。ア ー メ ン。



中央扶 助協会管理 会会員 メ ァ リー ・F・ フ ァル ガ ー

母親と家族

「私 たち が何 か 重要 な こ とを決 める 時 に，母 は いつも こう言 うの で す。 『主

にう かが っ てみ ま しょ う』 と。」

愛 する姉妹の皆さん・私は神権者の兄弟
た ち と同様 に皆 さん も 「す ぐれ て堅 固

な信仰 と善 い行 い とが あ るため に，神 の先

見の 明 に よって創 世 の前 か らす で に選 んで

備 えてお か れ…… 善 を選 ん で…… 聖 い 召 し

を受 け て」(ア ルマ13：3)い る方 々 で ある

と確 信 して い ます 。

私 た ちは， マ リヤが 主 の母 親 と して の使

命 を果 た した こ とに畏 敬 の 念 を抱 いて い ま

す 。 しか し， 私 た ち 自身 も神 々 の母 とな る

召 しを受 け て いるの です 。末 日聖 徒 の女 性

は， 創造 の真 の 目的 は私 た ちが この世 にお

い て神 の霊 の子供 たち の母親 とな る こ とで

あ る とい うこ と をよ く理 解 してい ます。 御

自分 の子 供 た ちに永遠 の生命 を もた らす こ

とが 主 のみ業 であ り栄 光 で あ るな らば， そ

れ は また母親 であ る私 た ちの業 で もあ り栄

光 で もあ ります 。 この こ と を否 定す る母 親

は ひ と りと してい ない で し ょ う。 それ がみ

業 であ り，栄 光 で あ り， 子孫 に喜 び を見出

す母 親 た ちへ の 天 父の最 大 の約 束 であ るこ

とを否定 す る母親 はだれ もい ないは ずです 。

「この故 に善 を為 す に うむ こ となか れ。 こ

れ 汝 ら今 偉大 なる一事 業 の基 礎 を置 きつつ

あれ ば な り。」(教 義 と聖約64：33)確 か に，

これ 以上 に素 晴 ら しい こ とは ないの です。

私 が主 人 の仕事 に同伴 して遠 出す る こ と

に なっ た時， 私 の6人 の子供 たちは小 さ く，

ま だ まだ手 のか か る状態 で した。 私 はそ れ

ま で子 供 た ち を家 に残 して長 い間家 をあ け

た こ とは一度 もあ りませ ん で した。 は じめ

の うち は うき うき して い ま したが ， 出発 の

日が 近づ くにつ れ て不安 にか られ るよ うに

な りま した。私 に何 か起 こっ た ら， 子供 た

ち は ど うな るのだ ろ う。私 は非常 に心配 に

な り， 出発 の 日の前 夜， 私が 戻 らない よ う

な こ とに なっ た時 に子供 たち の世 話 を頼 み

た い人 に あて て手紙 を書 き ま した。 私は子

供 たちが 幸福 にな るた め に必要 で ある と思

うこ と をすべ て書 き連 らね， 追伸 として こ

の よ うに書 きま した。 「どうかたび たび子 供

た ち を抱 いて あげ て下 さい。」
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私 が抱 い てあげ られ な い とした らせ め て

その人 の腕 に と， そ の よ うな気持 ちで した 。

母親 の腕 は子供 た ちに我慢 す るこ とを教 え，

安心 感 と愛 をもって子 供 た ち を包み 込 んで

くれ るか らです 。恐 れや 危害 ， 悪か ら守 っ

て くれ るの です 。

私 は母親 として いろ い ろな失 敗 を して き

ました。国 や文 化の違 いは あ って も， 私 た

ちは皆 母親 業 にお いて 何 らか の失敗 を して

い ます 。 しか し悔 い改 め とイエス ・キ リス

トの瞭 罪 に よ り， また絶 えず主 の 愛 を受 け

るこ とに よって，数 々の奇 跡が 起 き， 誤 り

が正 され るので す。決 して あ き らめ ては い

け ませ ん 。抱 い てあ げ よ うとす る手 を引 っ

込め て はな らな いの です 。

ひ と りで子供 を育 てて お られ る母親 の 皆

さん，皆 さんは主 と共 にあ って子 供 た ちに

偉 大 な影 響 力 を及ぼ す こ とがで きるの です 。

あな たの腕 に幼 い子供 た ちを抱 く時 ，主 の

み腕 もそ こに あ るの です 。安 心 して下 さ い。

主の み腕 は一 日中私 た ちに 差 し伸べ られ て

い るのです 。

ジ ョン ・A・ ウイ ッツ オー長 老 は この よ

うに言ってい ます 。「母 権 は神権 と同様 普遍

的にか つ権 能 を授 け られ た 人に よ り行 使 さ

れる。」(例6s漉oo4α η4C肋 κぬOo肥 γη吻θ窺

「神権 と教 会 管理 」p .85)

まだ子供 の い な い方 々 も.，母 権 を行 使 し

て下 さい。皆 さんの 手 を救 い主 のみ 手 の延

長 と し， 主 のすべ て の子供 た ちに愛 と平安

を与 える よ うに して 下 さい 。

主 の み手 に信 頼 を置 くこ とを知 った あ る

母親 は， 息 子 に も主 を信 じるよ うに教 え ま，

した。 後に ，祈 りの 力につ いて証 した中 で，

彼 は この よ うに言 ってい ます。 「私 が 主 に頼

る よ うに な ったの は母 の模 範 のお 陰 です。

私 た ちは何 か重 要 な こ と を決 め る時 には，

み ん なで その 問題 につ い て話 し合 うよ うに

して い ま した。 その後 で母 はい つ も こ っ言

うの です 。 『では，主 に うか がってみ まし ょ

う』 と。私 が 家 に帰 って 来 る と， 母 は よ く

家 事 を中断 して ひ ざ まず い て祈 っ てい ま し

た。一 緒 に部 屋 に入って来 た友 人に ， 『君 の

お母 さん ，何 して い るの』 と聞か れて， 私

は よ く 『主 に相 談 して い るん だ よ』 と答 え

た もの です 。」
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私 た ちが手 を差 し伸 べ な い時 で も， 主 の

み 手は そ こに あ ります 。 主の み手 に 向か っ

て 歩む よ う子供 た ちに教 え て下 さ い。

私 の 母 は私 の最 初 の子供 が 生 まれ る3週

間 前 に亡 くな りま した。私 に は どん なに母

が恋 しか った こ とで しょ う。 しか しその 時

か らず っ と，扶 助協 会 の姉 妹 た ちは私 の母

親代 わ りにな って くれ て い ます。 私 は神聖

な姉 妹 愛 を通 じて， また扶 助協 会 で受 け た

教 え と訓練 を通 じて， 主 のみ 手に よ り自分

が支 え られて い るこ とを知 りました。

神 は末 日聖徒 の女性 たち に，子 供 た ちを

末 日の 苦難 に対 して備 えさせ るよ う呼 び か

け てお られ ます。 この 召 しを全 うす るた め

に， 私 た ちは 永遠 の真 理 を学 ぶ と同時 に，

教 え る者 とな らなけれ ば な りませ ん。 子供

た ちに イエス ・キ リス トにつ い て， ま た福

音 につ い て教 え るため に は， まず私 た ち 自

身 が聖典 を学 ば なけ れば な りませ ん。 そ し

て家 庭 に悪 が 入 り込 まな い よ うしっか り守

らな けれ ば な りませ ん。聖 きみ た まの導 き

を求 め なけれ ば な らない のです 。 そ して私

た ちの家庭 を聖 な る場 所 としなけれ ば な り

ませ ん。姉 妹 の皆 さん， 私 た ちは前世 で喜

ん で受 け 入れ た神聖 な務 め を現 世 にお いて

忠 実 に果 た さなけ れ ばな らないの です。

主が 私 た ちに予 言者 を与 え， そ の導 き を

受 け て主 のみ も とに帰 れ る よ うに して下 さ

って い るこ とを学 び， またそ の こ とを教 え

よ うでは あ りませ んか 。 イエ スが キ リス ト

で あ り，今 も生 きて お られ るこ と， また主

の み手 に あ って こそ平安 が得 られ る こ とを

学 び， そ の こ とを教 え よ うで はあ りませ ん

か 。 これ らの こ とをイエ ス ・キ リス トの聖

な るみ 名 に よ り証 致 します。 アー メ ン。
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鱒
中央扶助 協会管理 会会員 ア デ ィー ・フ ー リマ ン

独 身 ：扶助協会ので さ=る助 け

「信仰
，希 望 ，愛一 キ リス トの 律法 を 成就 させ る原 則 」

ム 晩， 私 は主 のみ た まに よっ て 自分 の 思7

い と気持 ちをお伝 えで き るよ うに と願

って い ます。

私 の隣 人 に カー トとい う人 が い ます 。 そ

の方 は農 夫 です 。彼 は， この まま雨が 降 り

続 いて土地 の排 水 が十 分 で なけれ ば畑 は ど

れ もみ な駄 目に な って し まう と言 い ま した。

私 は毎 日畑 をなが め， 果実 の葉 が 黒 ずん で

きたか と思 うとす ぐに真 っ黒 に なっ て し ま

う様 子 を見て， 太 陽や 雨， また雨 が 降 った

りや ん だ りとい うこ とが私 た ちの 力 には 及

ば ない こ とを改め て考 え させ られ ま した 。

また植 え るに も植 え られ るに も信仰 が 必要

で あ る とい うこ とを思 い起 こ しま した。 人

生 にお け るあ らゆ る状 態 と状況 を人 は支配

す る こ とはで きませ ん。影 響 を与 え る こ と

は で きて も， それ らを支 配 す る こ とは決 し

て で きないの です 。 そこ で，私 たちが 置か

れ てい る場 所 で， あ るい は 自 らを置 いて き

た場所 で工 夫 しなが ら成長 してい く信仰 が

重要 にな って きます 。

置か れ て いる状 況 は人 それ ぞれ で 異な っ

てい ます 。働 い てい る女性 ，働 いて いな い

女性 。 自分 の 置か れ てい る状 況 に不 安 を抱
.いて い る人

，何 の不 安 もない 人。健 康 な 人，

そ うでな い人 。苦痛 を被 った 時に 泣 く人，

泣 か ない 人。恥 ず か しが り屋 の 人， そ うで

ない 人。結 婚 してい る人， して いな い人 と

様 々 です。 時折 ， こ うした私 た ちの相違 点 、

が とて も素 晴 らし く輝 い て見 え るこ とが あ

ります 。 また似 通 って い る とい うこ とが混

乱や 失望 の原 因に な るこ とが あ ります 。 し

か し，主 は私 た ちに類似 点 をお 与 えに な り

ま した。 肉体 に栄養 と休 息 を与 える こ と，

呼 吸す るこ と， 愛 し愛 され るこ と， よ り高

い世 界 に到 達す るこ と， これ らの必 要が そ

うです 。主 は私 たちの相 違 点 と同様 類似 点

を もご らんに な り， どち ら も大切 に考 えて

お られ ます 。 その ため に， 主 は教会 に老 若

を問 わず，また私 の ような独 身者であ ると既

婚 者 であ る とを問 わず， すべ て の女 性が 福

音 の原 則 を教 わ るこ とので きる扶助協 会 を
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与 えて 下 さ いま し牟。

今 晩 私 は，信 仰 ，希望 ， 愛 とい う福 音 の

原 則に 焦点 を合 わせ ， そ れ らが 私 に とって

どん なに力 とな って きたか ， また今後 それ

に従 って生 活 す る姉 妹 た ち一 人一 人 に とっ

て どの よ うな 力 とな るか につ い てお話 した

い と思 い ます 。私 の経 験 では ， これ らの 原

則 は時 に よ って他 の 人 と一 緒 の方 が よ く理

解 で き る場 合 と， ひ と りき りの方 が よ く理

解 で き る場 合 が あ るよ うです 。

信 仰 。 自分 ひ とりで生活 して い る場 合，

家庭 の 雰 囲気 を作 って そこ を学 びの場 とす

る こ とは難 しい よ うに思 い ます。 しか し，

も し家 庭 とい う もの を住 ん でい る家族 の人

数 に よ って では な く， そこ で起 こ る事 柄 に

よって 定義 す る な らば，今 まで レ ッス ンや

小 クラス で学 ん で きた倹約 や 環境 の 美化 と

い った概 念 を応用 す る ため に必要 な信 仰 を

そ こで働か せ る こ とが で きます 。 そ して人

人 をあ なたの 家庭 に招 いて， そ の よ うな温

か い雰 囲気 の 中 で共 に学 び合 い， 分 か ち合

っこ とに よ って さ らに その信 仰 を深 め てい

くこ とが で き ます 。

私 は傷心 して い る人，孤 独 な 人，苦 痛 を

味 わ って い る人， 自分 の こ とをよ く理 解 し

て必要 に応 えて くれ る相手 が い な い と悩 ん

で いる 人， これ らの 人々 の心 の葛 藤 を知 っ

て います 。 しか し人 々が あ なた の必要 に応

えて くれ るか ど うか は， あ なた が喜 ん で 自

分 の意 見や 考 え， 価値 観 を分 か ち合 うか ど

うか にか か って い る と した ら，信 仰 は あな

たが他 の人 々 と親 し くして い く上 であ なた

を強め て くれ る祝 福 とな るのです 。分 か ち

合 うこ と， また相 手 の必要 に応 え る こ とは

姉 妹愛 を築 く大切 な要 素 です 。

希望 。私 は地 を満 た し(創 世1：28参 照)，

す べ て の事 柄 が成 就 す るの を確 認す る責 任

が あ る こ と， しか もそれ を伴侶 な しで行 な

わ な けれ ば な らない こ とを思 う時， 心が く

じけ そ うに な ります。 しか し希望 とい う力

に頼 る こ とに よ り，子 供 を産 む こ とに よっ

て のみ 地 を満 た し成就 させ るこ とが で きる

とい う考 え では な く， 人 々の感 情 的， 肉体

的 ，知 的， 霊 的必 要 に応 え るこ とに よって

個 人的 に地 を満 た し， 人 々 を助 け る こ とが

で きる とい う考 え を持 つ こ とがで きます 。

この よ うな希望 を持つ こ とに よ り， 私 たち

は 福祉 ，慈 善 奉仕 ，家 庭訪 問 メ ッセー ジの

中に 多 くの助 け と知 識 を見 いだす こ とが で

き ます 。

自分 を愛 して くれ る人が だ れ もいな いの

に だ れか を愛 す る とい うこ とは，往 々 に し

て不可 能 に思 わ れ ます 。 そ して， そ ういっ

た人 間同士 の 好意 のや りと りが ない と， 仕

事 や責 任 な ど無生 物 的 な もの に一 層心 を向

け やす くな ります 。 しか し希望 とい う慰 め，

希 望 とい う伴侶 は， あ なたに 自己 を捧 げ，

愛 を与 え るこ と を可能 に させ る と共に， そ

の よ うな行 為 に伴 う危険 を少 な くして.くれ

ます 。奉仕 や 人 間関係 ，赦 し， 日々の愛 あ

る行 な いな ど， レ ッス ンに取 り上 げ られ る

様 々 な概 念 は， あ なた に 「私 の心 は あなた

の もの よ」 と言 わせ て くれ るはず です 。 し

か もそれ をひ と りの 人 だけ でな く，大勢 の

人に 向か って言 え る よ うに なるの です 。

愛 。 自分 が家庭 とい った単 位 を作れ ない

とい りこ とで， 自分 は いっ たい 人の ために

な るの だ ろ うか， 全体 を現 在 よ りもよ り良

い方 向へ 向か わせ る手助 けが で きるの だ ろ

うか と思 い悩 む の は よ くあ りませ ん。 ステ

ー キ部 や ワー ド部 の扶 助協 会 会長 か ら召 し

を受 け た時 に，私 たち 自身が 視野 を広 く持

っ て 自 らを犠 牲 に しなが ら愛 の手 を差 し伸

べ るな らば， 私 た ちは現 在 の生活 環境 の 中
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に姉 妹愛 を見い だす こ とで しょ う。 ワー ド

部や 地域 社会 は その愛 を必要 と してお り私

たちに その 完全 な姿 を期待 して い るの です 。

信仰 ，希望 ， 愛， これ ら3つ の 原則 は，

私 た ちに キ リス トの愛 と律法 を成就 させ て

くれ る ものです 。聖典 には私 た ちが これ ら

の原 則に どの よ うに従 っ た らよ いか， また

それ らを どの よ うに高 めて い っ た らよ いか

が記 されて い ます 。

ガ ラテヤ 人へ の手紙 第6章2節 には こ う

書か れ てい ます。 「互 い に 重 荷 を負 い合 い

なさ い。そ うす れば， あな たが た は キ リス

トの律 法 を全 うす るで あろ う。」 また，あ る

フォー クソングでこの ように歌 わ れ てい ます 。

互 いに愛 し合 お う

互 いの重 荷 を負 い合 って

互 いの喜 び を分か ち合 い

互 い の家 に持 ち帰 ろ う

私 た ちは だれ で もみ な天 父の み も とに帰

る時 の情 景や ， そ こに 見 られ る安 ら ぎや喜

び に少 しの 間で も思 い をはせ た こ とが あ る

と思 い ます 。独 身者 で あ ろ う と既 婚 者 であ

ろ う と， 私 た ちは皆 重荷 を負 い，喜 び を分

か つ こ とが で き ます。私 は私 の重荷 を負 い，

喜 び を分か ち合 って下 さっ た人々 に， そ し

て 私 に も同 じよ うな機 会 を与 え て下 さ った

人々 に感謝 して い ます 。

互 いに重 荷 を負い合 い， 喜 び を分か ち合

うこ とに よって， 信仰 ，希 望 ，愛 を持 ち，

それ を人々 にお伝 えす る こ とが で き ます よ

うに， そ して イエ ス ・キ リス トと共 に家 路

につ くこ とがで きます よ うに， イエ ス ・キ

リス トのみ 名に よ り心 か らお祈 り申 し上 げ

ます 。 アー メン。

左 よ り中央 扶 助 協 会 第 一 副 会長 マ リア ン ・R・ ボ イヤ ー ， 会 長 バ ー バ ラ ・B・ ス ミス ， 第 二 副 会 長

シ ャー リ ・W・ トー マ ス の 各姉 妹
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中央扶助 協会第二 副会長 シャ ー リー ・W・ トー マス

王国の教義

「互 い に愛 し合 い なさ'い。 あな た 方 は蒔 くと ころ のも のを 刈 り取 る こ とに

な る。 神権 者 を支 持 しなさ'い。」

「学 帆 そして撮 よ・この歌の美しい

歌 詞 は，私 たち に収穫iの律 法 に信 仰

を持 つ よ うに勧 め， 成長 を続 け る種 は約 束

通 りに実 を結 ぶ こ とを思 い起 こ させ て くれ

ます 。

私 た ち は， 直 面す る問題 を早 急 に解決 し

よ う とす るあ ま り根 本 的 な真 理 を見過 ごし

に し， そ のため に確 か な方 法 を見失 って し

ま うこ とが よ くあ ります。 「互 いに 愛 し合 い

な さい。」 「あな た方 は蒔 くとこ ろの もの を

刈 り取 るこ とに な る。」 「神権 者 を支 持 しな

さ い。」この ような教 義 や その他 の王 国の教

義 が堅 固 な基礎 とな ります。 これ らの真理

の 中に こそ問 題 の解決 法や 答 えが あるの で

す 。 これ らの 真理 を学 び ， それ に従 う時 に，

私 たちは他 の 人々 の生 活 に祝 福 を与 え る こ

とが で きます 。

最近 あ る集 会 で ひ と りの友 人が，特 に困

難 な問題 に直 面 してい て， ボ イ ド ・K・ パ

ッカー長 老 に指示 を仰 いだ 時の こ とを話 し

て くれ ました。 パ ッカー 長 老 は助 言 を与 え

なが らこ う聞 き返 した との こ とです 。「この

教 会 が確 かに イエ ス ・キ リス トの教会 で あ

る こ とを知 って い なが ら， その こ とは なお

問 題 で しょうか。」 こ う して実 際の 真理に 照

らし合 わせ た時 に， そ の問 題 はあ っ さ り解

決 した のです 。

これ と同 じ方 法 は，扶 助協 会 の問 題 に も

応用 で きます。 主婦 とな り子供 を育 て る女

性 に教育 や職 業 に 関連 した訓練 は必 要 で し

ょ うか。 この質 問 に対 す る答 えは， 私 た ち

が み も とに帰 る努 力 を して い る永遠 の御 父

の子 供 た ちで あ る とい うこ とが わか って い

れ ばは っき りす るで しょ う。

私 た ちが神 の子供 で ある とい うこ とは真

理 です 。 それ な ら，す べ て の女性 が 自分 自

身 の完 成 を 目指 して， また子 供 に 恵まれ た

時 に その子 供 た ちが神 々 とな るこ とを 目標

として成長 で き るよ うな環境 を作 るため に，

光 と真 理 を求 め る こ とは必要 では ない で し

よつか 。

その よ うな環境 を提供 す るには，私 たち
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の準備 だけ で は不十 分 な場 合が あ ります。

私は 当時小 学一 年生 であ っ、た息子 が勢 い よ

く台所 にか け込 ん で来 て， 習 い たて の新 し

い言葉 を私 に 聞かせ て くれ た時 の こ とを今

で も よ く覚 えて い ます 。 それ は大 人 が使 う

難 しい言葉 で したが， 彼 は非 常 に誇 ら しげ

にその言 葉 を言 ってみ せ た ので す。 とこ ろ

が ひ とつ の文 字が 間違 って い ま した。今 思

い返 してみ て も， なぜ 私 は その 時 にそれ を

正 してや らなか っ たのか わ か りませ ん。 た

だその時 は， それが 大 した問題 で は ない と

思 っ たの で しょ う。 彼 は台 所か ら今 度 は 父.

親の勉 強 して い る部 屋 に行 っ て そこ でそ の

習い たての 言葉 を言 ってみせ ま した。 す る

と父親 か ら間違 い を指摘 され， それ を正 さ

204

れ ました。

息子 は私 の所 に戻 って 来 る とこ う言 っ た

の です 。 「お母 さん，どうして僕 が 間違 って

い るこ と を言 って くれ なかったの 。」その 日，

私 は この 質問 に うま く答 え る こ とは で き ま

せ ん で した が，素 晴 ら しい教 訓 を得 ました。

私 はそれ が どん なに 大切 な こ とで あ るか，

また子供 とい うの は母 親が 間違 い を正 して

くれ る もの だ と思 って い る こ と， す な わ ち

言葉 や 生活 ，彼 らが 取 り組 も うと して い る

世 界 におけ る善 悪 を教 え て くれ る もの だ と

思 っ てい る こ とを知 りま した。 私 は母 親が

その務 め を果 たす の にい くら訓 練 を受 け て

も足 りな い と思 って い ます 。

学 習はす べ ての 女性 に とって必要 です。

結婚 して い るか して いな いか， 母 親 であ る

か ， そ うで ないか は 問題 で はな いの です 。

先 頃発表 され たス テー キ部 扶助協 会 管理

会 の務め の 中 では， 特 に福 祉， 慈善奉 仕 ，

姉 妹一 人一 人の必 要 を満 たす こ とが 強調 さ

れて い ます 。 その他 の扶助 協 会 の仕事 は ，

女 性 の責任 であ るふ たつ の基 本 的 な分 野 に

分か れ てい ます 。 ホー ム メー キ ング と教育

が それ です 。 こ こで大切 なのは ホー ム メー 、

キン グか 教育 では な く， ホーム メー キン グ

と教 育 とい うこ とです。 扶 助協 会 の女性 に

とって， 神聖 さ と密 接 な関 係 にあ る完全 さ

は， ひ とつ に は状況 が ど うで あろ う と家 庭

を作 る とい う責 任 を受 け 入れ る こ とによ っ

て，「そ してそ の家庭 を学 びの場 と し，福 音

の光 を もた らす こ とに よって達 成 され るの

です 。

扶助協 会 の プ ロ グラム の中 で教育 に重 点

が 置か れ てい る のは， 女性 が 生活 の 中に学

びの場 を， それ もで きるだけ 多 くの こ とを

学 び， 賜や 才能 を伸 ばせ る場 を作 るこ とが

で きる よ うに す るた めで す。 そ こで学 ん だ



事 柄 は姉 妹 た ちに良 い影 響 を与 え，姉 妹 た

ちは他の 人 々 を教 え， 祝 福 を もた らす こ と

が可 能 にな るで しょ う。

キ ンボー ル大 管長 は， 私 た ち一 人一 人が，

自分 自身 をよ く知 り， 自分 の考 えをは っ き

り言 える よ うに な る よ う， また しっか り と

独立 し， 忠 実で あ る よ うに と強 く勧 め て い

ます 。

最 近， あ る若 い女 性が 私 た ちの オ フ ィス

にや って来 て， 扶助協 会 の こ とにつ い て話

を しま した。私 た ちは あ る計画 を手 伝 って

くれ る気 持 ちが あ るか ど うか尋 ね ます と，

彼女 は こ う答 えました。「もちろん お手 伝 い

した い と思 い ます。 で もその前 に， 少 々難

しい こ とをお尋 ね したいのですが 。」 そこ で

私 た ちは彼 女 にその 難 しい質問 に背 を向け

るつ も りは な い こ とを話 し ま した。 福音 の

真の 原 則に よって強 め られ て い る扶 助協 会

の女 性 は，今 日のチ ャレ ンジ に応 じなけれ

ば な りませ ん。

何 年 も前 に， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管

長が 言 われ た よ うに， 「〔扶 助協 会 は〕 女性

た ちが 心に イエ ス ・キ リス トの福音 の精 神

とキ リス トの証 を持 って い るだけ で な く，

課せ られ た大 きな義 務 と責 任 を若 さ と熱意

と知 恵 を持 って果 たす 組織 」なので す。(「福

音 の教 義」p.371)

この 教会 は イエ ス ・キ リス トの教 会 です。

私 たち は皆 天父 の子 供 です。

扶 助 協会 は神 の指 示 に よ って組織 された

もの であ り，末 日にお け る教会 の回復 の重

要 な一 部 を成す もの です 。

私 た ちには王 国の教 義 を教 え，姉 妹 た ち

が これ らの教義 を生 活の重 要 な面 に取 り入

れて いけ る よ う助 け る責任 が あ ります 。 そ

うす る時 に，姉 妹 た ちは 豊 かで実 りある生

活 を送 り， 直 面す る問 題 に答 えを見 いだす

こ とが で き るの です 。

神 の神 権 者 を支持 で きる こ とは， 私 た ち

の特 権 で あ り支 えです 。

この扶 助協 会 の業 に携 わ るこ とに よ り喜

び と達 成感 を味 わえ る こ とを， イエ ス ・キ

リス トのみ 名 に よ り証 申 し上 げ ます 。 アー

メン。
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中央 扶助協会第一 副会長 マ リア ン ・R・ ボ イヤ ー

汝ら組織せよ

「扶助 協 会を 通 して
，私 たち はどの よ う に神 の 家を 建て た らよ いか を学 ぶ

こ とがで き ます 。」

愛 する鱗 の皆様 このタバナクルで皆
様 とお 会 い で き， また他 の方 々 には テ

レビ を通 じて お話 で き ます こ とを心 よ り感

謝 して い ます。 皆様 は 最高 の 人生 を代 表 す

る方 々 と言 え まし ょ う。 なぜ な ら皆様 は，

福音 に従 う人々に 与 え られ る豊 か な祝 福 に

あず か って いる天 父の 娘 だか らです 。

私 た ちに とっ て， ホーム メー キン グとい

う言葉 は大 きな意 義が あ ります 。 私 た ち女

性 には，教 会や 地 域社 会， 世 の 中に あ って

家庭 を築 く者 となる特 別 な使 命が 与 え られ

て い ます 。

あ る扶助 協会 の 大会 で，J・ ルーベ ン ・

クラー ク副管長 は この よ うに言 われ ま した 。

「神 が… … あな た方 に真 の家庭 を整 え る者

として の ビジ ョン をお与 え下 さる よ う， ま

たそれ に よって あな た方 が シオ ンだ け でな

くこの世 を も救 うこ とが で きる よ う祈 る も

の であ る。 この世 を救 うの は…… 確 か にあ

な た方 の使 命 で あ る 。」(Rθ1ゴげSocガの

M召gαε勿ε「扶 助 協 会 」1949年12月 号 ，p.

789)

女性 の仕 事 は深 い重 要 な意 味 を持 っ てい

ます。 日常 の 家事 が非 常 に重 要 にな って き

ます。 実際 この世 で最 も大 切 な仕事 と言 え

るで しょ う。 家庭 とい うの は， 人の住 む家

や 部屋 以上 の もの です。 ひ とりだ け で家庭

を築 いて い る人 に とっ て も， 大家 族 の母 親

に とって も， 家庭 は学 びの場， また祈 りを

通 して永遠 の 生命 へ の道 を知 る場 とな らな

けれ ば な りませ ん 。 これ が世 を救 う方 法 で

す 。 あ らゆ る家庭 で神 のすべ て の子供 たち

を強 め るの です。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に与 え られ た啓

示 の 中 で， 主 は私 たち に この よ うに 言 って

お られ ます 。 「汝 ら組 織 して 必要 な る物 を

こ とご と く調 え よ。 而 して， 祈 りの家 ， 断

食の家 ，信 仰 の家，学 問 の家，栄 光 の 家，秩

序 の 家，神 の家 な る一 つ の家 を建 つべ し。」

(教義 と聖 約88：119)

私 は この主 の勧 告 を思 う時， ひ と りの特

別 な友 人の こ とを思 い 出 します。 私 は彼女
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と一 緒 に働 いて い て，家 庭 と教 会 に対す る

彼女 の献 身 的 な態度 に鼓 舞 され ま した。病

弱の 夫 と大勢 の 子供 を抱 えなが ら も， 彼女

は扶助 協 会 の指 導者 と して の責 任 を断 わ る

こ とは しませ ん で した。 私 は彼 女 に ど う し

て その よ うに よ くで きるの か尋 ね ました。

彼 女 の答 えは こ うで した。 「扶 助 協 会 の 姉

妹 た ちが 助 け て下 さ るん です 。 私 が気落 ち

して いる時 に は彼女 たちの 愛 に よっ て元気

づ け られ ます 。 また， レ ッス ンは私 に力 と

指示 を与 えて くれ ます 。 その ような助 け を

い ただ い てい るの で，私 の抱 えて い る問題

は それ ほ ど大 き く感 じられ ませ ん 。」

彼女 の生 活 は こ うで した。 まず 家族 の 人

た ちが まだ寝 て い る内に早 朝 の祈 りで一 日

を始 め ます 。 そ して その 日に しなけ れば な

らな い こ とを思 い浮かべ ， そ れ らを完 全 に

果 たせ る よ う天父 に助 け を願 うのです 。 ま

た彼女 の毎 日は， 天 父 と親切 な友 人 た ちの

助 け に対す る感謝 と愛 を こめ た天 父へ の祈

りで終 わ りま した。 彼女 は一 日の仕事 を 自

分 ひ と りだけ で は とて もこなす こ とが で き

ない と感 じてい たの です 。

家 族 に とって こ の母親 は何 と素 晴 らしい

模 範 とな って きた こ とで し ょう。彼女 は家

族 に祈 りの 力， 計画 準備 す る こ との大切 さ，

人々 と主 に仕 え るこ とに よって もた らされ

る喜 び を教 え て き ました。

再 び 啓示 の こ とに触 れ ます が， 主 は私 た

ち に 「必 要 な る物 を こ とご と く調 え る」 よ

う勧 め てお られ ます 。 多 くの末 日聖徒 の女

性 は， 必要 な物 を整 えなが ら 自分 の創造性

豊 か な才 能 を伸 ば してい く時 に大 きな喜 び

を見 いだす に違 い あ りませ ん。 子供や 孫，

友 人の 服 を縫 って あ げ るこ とによ って， 家

族 は愛 と感 謝 の 内に結 ば れ ます 。8人 の 子

供 を持 つ あ る母 親 は最 近私 に， 自分 が子 供

た ち の服 を作 らなか った ら他 の生活 必需 品

を手 に入れ る こ とが で きなか った と話 して

くれ ま した。 彼女 は扶 助協 会 の小 クラスで

ジー ン ズやTシ ャツ の作 り方， 着 られ な く

なっ た服 を小 さい子供 用 に リフ ォー ム す る

方 法 な ど を教 わ りま した。

も うひ とつ の必 要 な物 は私 た ちの 食べ る

食物 です 。 キ ンボー ル大 管長 は繰 り返 し，

菜 園 を作 るよ うに， そ して栽 培 した もの を

保 存 す る よ うに勧 め て お られ ます 。 ホーム

メー キ ン グの レ ッス ンでは菜 園造 りに関す

る指 示 だけ で な く， 翌年 ま く種 の と り方 ま

で教 え てい ます 。 また貯 蔵 して い る基本 食

品の 利用 方法 に関 して い ろい ろな提案 を与

え て くれて い ます 。皆 さんは家 に貯 蔵 して

い る粉 ミル クの利 用法 をどれ だけ御 存 じで

し ょうか。 ホー ム メー キン グの小 クラスで

は い ろい ろな 方法 を教 えて くれ ます 。 ミル

ク を加 え てマ ー ガ リンの 量 を2倍 にす る こ

とな ど もその ひ とつ です 。

最 近 私 はブ リガム ・ヤ ン グ大学 のワー ド

部 に行 く機 会 が あ りま した。 若 い姉 妹 た ち

は クラス でパ ンの 作 り方 を教 わ ってい ま し
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た。 台所か ら漂 って くるお い しそ うな にお

い にひかれ て， ワー ド部 の建 物 内 に いた若

い 男性 たちは お腹 をす かせ た様 子 で ドアの

まわ りに集 まって き ま した 。 そ して焼 き立

てのパ ン とバ ター と蜂密 は た ち まち，楽 し

く語 り合 う彼 らの 口に お さ まった ので す。

一年 前の姉 妹 た ちの集 会 で
，スペ ンサー ・

W・ キ ンボー ル大管 長 は私 た ちに 「世 の女

性 たち とは違 った別 の喜 び を味 わ うよ うに」

(「聖徒 の 道」1980年3月 号 『義 な る女性 の

役 割』 参照)と 言 われ ま した。

ニー フ ァイ は， 彼 の民 が荒 野 の 中で種 を

まき，収 穫 し， 家 を整 え るため に熱 心 に働

い たこ とを記 して い ます 。 そ して この よう

に続 けています 。「そして，私 た ちはみ な幸

福 に暮 した。」(IIニ ー ファ イ5：27)

末 日聖徒 の家 庭 を築 く者 として私 た ちに

与 え られ てい る最大 の チ ャレ ンジ は， 自分

の子供 た ち を光 と真理 の中 に正 し く歩 ませ

る こ と， す な わ ち家族 一 人一 人の霊性 を高

め るこ とです。私 たち に とって最 も大切 な

役 割は 教師 としての役 割 です 。

ハ ロル ド ・B・ リー 大 管長 は新 聞 の社 説

を 引用 してこの ように言 われ ま した。 「家 庭

は，あ らゆ るお きて の温床 であ る。」(1～厩 げ

So6ガ6砂 ル㎏ αz伽6「 扶助 協 会」1965年1月

号，p.9)家 庭 に必要 な様 々の事 柄 が，先

頃発表 され たス テー キ部管 理 会の 組織 に 反

映 され てい ます。 例 えば， 音 楽に よって 家

庭 に豊か さを与 え るの は， ホーム メー キン

グの ひ とつ であ る と考 え られ て い ます 。子

供 の成長 過程 に合 わせ て 用意 した教材 を使

う託 児や ，結 束 を生み 出 し， 健康 に役 立つ

レ ク リエ ー シ ョン もホー ム メー キ ングの 中

に加 えられ てい ます。扶 助協 会 の ホー ム メ

ー キ ングは これ らの要素 をすべ て 含ん で い

ます。 そ して それ らを一 日に ま とめ て女 性
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に， 技 術， 上 品 さ， 知 識， そ して 家庭 に と

って常 に 大 きな意 味 を持 っ愛 と思 いや りを

伴 った喜 びの あ る家庭 を作 る備 え をさせ ，

訓練 して い るの です。

すべ て の末 日聖徒 の 女性 に ホー ム メー カ

ー として の大 きな可能 性 を認 識 させ るた め

に， 私 た ちは ホー ム メー キ ン グ担 当副 会長

に姉 妹一 人一 人の 必要 を満 た す会 を計 画 す

る ように勧 め てい ます 。私 た ちは だれ ひ と

りと して 同 じ状 況 に あ る姉 妹 は いな い こ と

を知 って い ます 。 しか しなお私 たちは 一 人

一 人が家 庭 とい う場 を作 る こ とに 目的 を見

いだ し， それ を達 成す るこ とがで きる よ う

に と望 ん でい ます 。 よ く計 画 され た2時 間

の 月例集 会 は，姉 妹 た ちが世 のすべ て の仕

事 の基礎 であ る最 も大切 な仕事 に成 功 を収

め る こ とが で き る よ う訓練 と動 機づ け を与

えて くれ ます 。

よ く整 え られ た家庭 に あ って私 た ちは証

の 火 を燃や し続 け， そ れ ぞれの心 の中 に証

を築 か な けれ ば な りませ ん。扶 助協 会 を通

して，私 た ちは 自 らを どの よ うに 組織 し，

どの よ うに必要 な物 を整 えた らよいか， ま

た どの よ うに祈 りの家， 断 食 の家， 信 仰 の ，

家， 学 問の 家，秩 序 の 家， 神 の家 を建 て た

らよいか を学 ぶ の です 。(教 義 と聖 約88：

19参 照)

願 わ くは， 私 た ちの 家庭 を， 共 に暮 らせ

る こ とを喜 び合 え る平和 と幸福 の ある天 国

とす る こ とが で きます よ うに。 そ してニ ー

フ ァイの 民の よ うに 幸福 に暮 らす こ とが で

きます よ うに， イエ ス ・キ リス トの み名 に

よ り心 よ りお 祈 り申 し上 げ ます。 ア ー メ ン。



十 こ使徒定員会 会員 ボ イ ド ・K・ バ ッカ ー

姉妹の輪

「扶 助協 会 を組 織立 て 強め る こ とは
，教 会 の将 来 に とっ て， また 教 会の安

定 に とって 非常 に 重要 です 。」

斗

先 日・ パ ・ カ ー 姉 妹 と私 は 東 ヨ ー ロ ッノぐ
の あ る扶 助協 会 に 出席 しま した。 そ こ

に は12人 の姉 妹 が 出席 して い ま した。私 た

ちは，50年 程 前 に印刷 され た楽 譜 のな い歌

詞 だ けの歌 集 の 中か ら， シオ ンにつ い ての

讃 美歌 を歌 い ま した 。 それか ら手 製 の テキ

ス トを使 っ た霊的 生活 レ ッス ンが ，敬 慶 な

雰 囲気 の下 で行 なわれ ま した 。

私 は この姉妹 た ちに， この世 で最 も大 き

い， そ して最 も偉 大 な女性 の組 織 に所 属 し

て い る こ とを告 げ ました。 そ して 予言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスが他 の 兄弟 た ち と扶 助協 会

を組 織 す る時 に語 った 言葉 を引用 しま した。

「私 は今(す べ て の女性 に代 わ って)そ の

鍵 を回す 。 この協 会 は… … あ なた方 の 本性

に従 っ て組織 され た もの で あ る… … あ なた

方 は今 や ，神 が あ なた方 の胸 に植 え られた

思 いや りの心 に従 って行動 で きる場 を与 え

られ て いる… … あな た方 が その特 権 に恥 じ

な い生 活 をす るな らば， 天使 た ちは あ なた

方 の友 とな ら ざる を得 な い… …。 この協会

が教 会 の頭 とな る人々 を通 じて全 能者 の勧

告 に 耳 を傾 け るな らば， 彼女 た ちは女 王た

ちの 中に あ って 支配 す る力 を受け るであ ろ

う。」(伍s'oη(ゾ 漉6C勧2腕 「教会歴史」4：

607，605)

それ は本 当にみ た まに満 た され た集会 で

した。 集会 が 終 わ る と， その会 を上 品 に，

そ して敬 慶 に 司会 して きた美 しい姉妹 が 皆

の前 で 泣 き ま した。

それ か ら私 は皆 さん の こ とを話 しま した。

彼女 た ちは とて も強め られ ました。私 は今

夜 こ こで話 す責 任 があ るこ とを彼女 た ちに

伝 え， 皆 さんへ の メ ッセー ジが あ るか ど う

か 尋 ね ま した。 何 人か の人 が話 しま したが，

その 言葉 は どれ も， 皆 さん に何か をお願 い

す るの では な く， 何 か を送 りた い とい う気

持 ちを表 わ して い る もの で した。 彼女 た ち

の ひ と りが こ っ言 い ま し た。 「ひ とつ の小

さな姉 妹 た ちの輪 か らすべ て の姉妹 た ちに

愛 と思 い を伝 え だい と思 い ます。 そ して私

た ちが さらに 前進 で き るよ う主 の助 け を願
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って い ます 」 と。

「姉 妹 た ちの輪」 とい うこ の言 葉 に
，私

は胸 を打 たれ ま した。 私 には， 今 皆 さん の

輪の 中に 彼女 た ちの姿 が 見 え ます 。 非常 に

大 きな姉妹 たちの輪 を見 る こ とが で きます 。

それ は私 た ちの 前の 時代 の予 言者 や 使徒 た

ちが 見て きたの と同 じ光景 です 。

その晩私 はそ の輪 の中 に しば し立 ち， 周

囲か ら押 し寄せ ては返 す信 仰 と勇気 と愛 の

脈動 を感 じま した。私 は神 殿 の 結 び固め の

部屋 を思 い 出 し ました。 結 び固 め の部屋 に

は 向 き合 った壁 に鏡が 取 り付 け られ て い ま

す 。聖壇 の近 くに立 って そ の鏡 を見 る と，

自分 の姿 が どこまで も続 い て見 え るの です 。

これ は人に 自分 が無 限す な わ ち永遠 の 存在

であ るこ とを感 じさせ て くれ ます。 そこ で

は皆 さんは 目の 届 く限 りは るか か な た を見

る こ とが で き， た とえ 目の届 く限 界 の地 点

に移 った として もなお永 遠 に見 続 け る こ と

がで きるよ うな気持 ちに な ります 。

私 は今晩 こ うして少 しの 間皆 さん の輪 に

加 わ りなが ら， その よ うな気持 ち を感 じて

い ます 。 その輪 の ど こに立 っ て い よ うと，

姉 妹 の皆 さん一 人一 入は両 側 を見 ， それ ぞ

れの 人々 に真心 か らの 愛の 手 を差 し伸 べ る

時， 戻 って来 る霊感 を感 じる こ とが で き る

の です。

私 は今 こ こで皆 さんの輪 に加 わ って述べ

る私 の メ ッセ ー ジが全世 界に 出 て行 き， ま

た再 び戻 って きては また 出て い くこ とを知

っ て この上 な く謙遜 な気持 ちに な って い ま

す。 私が どん な に， その脈 動 が 貴 い価 値 あ

る もの であ って欲 しい と願 って い るか想 像

して いただけ るで し ょ うか。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが 語 っ た よ うに，
さ

扶助 協会 は神 権 組織 に倣 って組 織 され て い

ます 。神 権 を受 け た男性 は， 自分 とい う存
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在 よ りも もっ と大 きな もの に属 す る こ とに

な ります。神 権 とは 自分 とい う存 在以 上 の も

の で あ り， 男性 が 完全 に 自己 を投ず るこ と

の で きる もの です 。 それ は人 に完全 な献 身

と忠誠 を要 求 します 。 また この 神権 に は誓

詞 と誓約 が伴 い ます 。

神 権 を受 け る こ とによ って 男性 は高 め ら

れ ます 。 どこに い よ うと， 何 を しよ うと，

また だれ と一緒 にい よ う と，彼 は神 権 を尊

ぶ よ う期待 され てい ます 。 それ は高 潔 とい

う最 も高 い標 準 を守 らせ る もの です 。 日曜

日の定 員 会へ の 出席 は神権 者 と して の責 任

のほ んの 一部 にす ぎ ませ ん。神 権 者 として

十 分 に働 くこ とに よって， すべ ての価 値 あ

る望 み は達 成 され，す べ て の必要 が満 た さ

れ るの です 。

兄 弟 た ちは男性 の欲 求 とい う もの につ い

て あ ま り多 くを語 りませ ん。 彼 らは その よ

うな物 に心 を奪 われ夢 中に な る とい うこ と

が あ りませ ん。 その よ うな こ とがほ とん ど

彼 らの話 題 に な らない こ とに皆 さん は驚か

れ るか もしれ ませ ん 。 それ らの欲 求 は大切

です 。非 常 に大切 な もの です 。 しか し同 時

にす べ ての神 権 者 を守 り， 人生 にお いて 完 、

全 に物事 を成就 で き るよ う導 いて くれ る 自

制心 も また大切 なの です 。 兄弟 た ちは その

よ うな欲 求 に心 を奪 われて は い ませ ん。 神

権 の義務 を全力 を尽 くして 果 た そ うとして

い るのです 。 それ は非常 に.尊い こ とです 。

神 権 が組 織 され本 来 の働 きをす る時に ，

神権 の義 務 を持 つす べ ての 人 々の価 値 あ る

望 み はか なえ られ ます。 神権 を通 して， 男

性 はすべ ての姉 妹 た ち， す な わ ち妻 や娘 ，

母親 と正 し く接 す る こ とが で き るよ う訓 練

を受 け ます 。神 権 は教会 の男性 に とって動

機 づ け とな る ものです 。

扶 助協 会 は神 権 組織 に大 きな力 を与 え ま



す 。扶 助 協会 を通 して，皆 さん は神権 に属

け る特 権 と祝 福 にあ ずか る こ とが で きます 。

確 か に， 神権 者 は皆 さん な しで は完 全 にな

れ ない のです 。

もし姉妹 の皆 さん が神 権者 の模 範 に な ら

うな らば，皆 さん も女性 の欲 求 に心 を奪 わ.

れ るこ とは な いはず です 。皆 さん は 自分 た

ち の組織 す なわ ち 自分 た ち を啓 発 して く

れ る扶 助 協会 とい うこの大 きな姉 妹 た ちの

輪 のた めに 心か ら奉 仕 す る よ うに な るで し

ょ う。 そ うす る時 に皆 さん のすべ ての 必要

が今 も永世 に もわ た って満 た され， 怠 惰が

一 掃 され
， あ らゆ る悪 口が正 され るの です。

これ らはす べ て， 皆 さんが 自 らを扶助 協会

に捧 げ る時 に速 や かに 成就 す るの です 。

扶 助協 会 に おけ る奉仕 は，姉 妹 一 人一 人

を高め， 清 め て くれ ます。 扶助 協 会の 会員

と して の資 格 は常 に あ なたに つ いて ま わる

の です 。扶 助協 会 に 自らを捧 げ， 組織 し，

運営 し， それ に参加 す る時に， 皆 さん はそ

こに集 うすべ て の姉妹 に祝福 を もた らす扶

助 協会 を， 支 持 して い るこ とに な ります 。

も う一 度 申 し上 げ ますが ，皆 さんは神権 の

権 能 の下 に， 神権 組織 に倣 って組 織 されて

い るの です。

集会 の 統合 スケ ジュー ルが 決定 され るま

での検 討 期 間 中， 毎 回話 し合 いの 中で述べ

て きた こ とです が，私 は扶助 協会 の こ とが

一 番 気が か りで した。扶 助協 会 は 日曜 日の

一 ク ラスにす ぎな い とい う考 え方 が生 まれ

は しな いか とい う心 配 があ りま した。私 た

ち は何 の根拠 もな くそ の よ うな不 安 を抱 い

た わけ では あ りませ ん 。私 は こ こで皆 さん

方，特 に役 貝 と教 師の 方々 に，扶 助協 会 に

は非 常 に広 範 な責任 が あ る こ とを思 い起 こ

してい ただ きたい と思 い ます 。

日曜 日の集会 に 出席 す る こ とは， 皆 さん

の責 任 の ほん の一部 にす ぎませ ん 。中 には
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この こ とが よ く理解 で きず ，姉 妹 愛， 慈 悲

と実 践 とい った扶助 協会 が 長年 意 図 して き

た 多 くの事 柄 を無視 して しまっ て い る人々

もい るよ うです 。

皆 さんは もう一 度 その ような姉 妹 た ち を

集 めな ければ な りませ ん 。 この 業 の指導 者

で あ る皆 さんは 彼女 た ち を連 れ 戻.し，姉 妹

愛 を， そ して扶助 協 会の 友愛 の 精神 を高め

て い く方 法 を見 いだ さなけ れば な りませ ん。

また慈 悲 の心 や 実践 面 を強 め てい く方 法 も

見 いだ さなけれ ば な りませ ん。 皆 さんは こ

の責任 か ら目をそ らして はな らない の です。

日曜 日以 外に別 に集 会 を持 た な くて もこれ

らを達 成 で きる方 法が あ るは ず です 。

皆 さん の 中には ，初 等協 会や 若 い女性 の

責 任 に 召 され て い るため に扶 助協 会 の 日曜

日の集会 に 出席 で きな い方が 多 くい る と思

い ます 。 これ もま た神 権 者 に倣 っ てい るの

です。 多 くの兄 弟 たちが ア ロ ン神 権 者 の た

め に働 い てい ます 。 ち ょう ど彼 らの働 きが

大 神権 者 を強め るよ うに， 皆 さん 方の 奉仕

は扶助協 会 を祝 福す るの です 。拒 まれて い

る な ど と考 えない で下 さい。決 して不 平 を

も らさないで下 さい。私 心 をな くして この

業 に尽 くす ことは， 扶助 協 会 に対 す る献 身

を示 す こ とにな ります 。

そ うす る時 に， この大 きな姉妹 の輪 は皆

さん一 人一 人 を， そ して 家族 の 人 々 を守 っ

て くれ るで しょ う。扶 助 協会 は安 全 と保 護

を約束 す る避 け所 ，古 代 の聖 所 に た とえ ら

れ ます 。そ の 中に い る皆 さん は安 全 です 。

それ は防護 壁 とな って姉 妹 た ち一 人一 人 を

守 って くれ るのです 。

ここで， 新年 度 の扶助 協 会 の学 習課 程 と

な って いる 旧約 聖 書に ふれ て み ま し ょ う。

イスラエ ル人 がバ ビロ ンでの長 い捕 わ れの

身 か ら解放 され て戻 って来 て み る と， 彼 ら
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の町 は滅 び， エ ルサ レム の城壁 は崩れ 落 ち

てい ました。 そ して敵 は イ ス ラエ ル 人の 中

に入 って 猛威 をふ るい， イ ス ラエ ル 人 を従

わせ て い ま した 。

その よ うな時， 「城 壁 を築 い た 人」 とし

て知 られて い る予言 者 ネヘ ミヤ が現 われ ま

した。 彼 はイ スラエ ル 人 を奮 い立 たせ ， 自

らの防御 にあ た らせ ま した。 そ う して彼 の

指示 の下 に， イス ラエ ル 人は再 び城 壁 を建

て 直 した のです 。

初 め の うち， 敵 は彼 らをあ ざけ りま した。

ア ンモ ン人の トビヤ はあ ざけ りなが ら この

よ うに言 い ま した。 「彼 らの 築 い て い る城

壁 は， きつね 一 匹が上 って も くず れ るで あ

ろ う。」(ネ ヘ ミヤ4：3)

しか しネヘ ミヤ は 自分 の民 を慰 め， 仕事

に とりか か りま した。敵 は至 る所 に い ま し

た。 彼 は こ う記 してい ます 。 「そ こ で わ れ

わ れは神 に祈 り， また 日夜 見張 りを置 いて

彼 らに備 えた 。」(ネ ヘ ミヤ4：9)

姉 妹 の皆 さん， この こ と をよ く考 えて下

さい。 彼 らは 「祈 り， 見 張 りを 置 い て」，

そ して仕 事 を続 け たの です 。

敵 が 城 壁の 完成 す るの を 目にす る 日がや 、

って来 ま した。城 壁 はす っか り町 を取 り囲

み ， とう と う門 にな る部分 以 外 にあ いた所

は ひ とつ もな くな りま した。敵 にあ ざけ ら

れて い た作業 が ほ とん ど完 了 したの です 。

城 壁 が立 ったの です 。敵 は もはや 脅か す こ

と も破 壊 す る こ と もで きな くな りま した。

敵 は イス ラエ ル人が 強 くな っ たこ とを知 っ

て 恐れ， 戦 術 を変 え ま した 。

ここに教 訓が あ ります 。 それ は皆 さんに

とって ひ な型 であ り， 象徴 で あ り， 警告 で

す 。 その 中に は扶助 協 会の すべ て の姉妹 ，

す な わ ち中央会 長会 や 管理 会 員， ステ ー キ

部 や ワー ド部 の役 貝教 師， 実 にすべ て の会



員 に対 す る メ ッセ ー ジが含 まれ て い ます 。

慎 重 に考慮 して いた だ きた い と思 い ます 。

サ ンバ ラ テ， トビヤ ， ガ シム はネヘ ミヤ

に 使者 を遣 わ し， お び き寄 せ よ う として言

い ま した。 「さあ，わ れわ れ はオノの 平野 に

あ る一 つ の村 で会 見 しよう。」彼 らは な ん と

か して ネヘ ミヤ を城壁 造 りの仕 事 か ら引 き

離 そ うと したの です 。 しか し予 言者 は 彼 ら

の 心 を見抜 いてこ う言 いま した。 「彼 らは わ

た しに危害 を加 え よ うと考 えて い る。」(ネ

ヘ ミヤ6：2)

彼 らは5度 も使 者 を送 っ て しつ こ くネヘ

ミヤ を誘 い 出そ うと しま した。 それ は丁 度

r今 の私 たちが受 けて い る誘 いに似 て い ます
。

「さあ
， 来 て私 た ち と話 しま し ょ う。私 た

ちの運 動 に参加 しま しょ う。 私 た ちの 方法

でや って い きま しょ う。 さあ，世 に出 て私

た ちの仲 間 に入 りな さい。」

この よ うな誘 いに対 す る彼の 答 えは， 扶

助 協会 のす べ て の姉妹 に対す る勧 告 で す。

また神 権者 の兄弟 た ち に対す る メッセ ー ジ

で もあ ります 。 ネヘ ミヤ は こ う記 して い ま

す 。 「私 は彼 らに使 者 をつかわ して言 わせ た，

『わ た しは大 い な る工 事 を して い るか ら下

って行 くこ とは で きな い。 どう して この工

事 を さしお いて， あな たが たの 所へ 下 っ て

行 き， その 間，工 事 をや め る こ とが で きよ

うか 。」(ネ ヘ ミヤ6：3)

姉妹 の皆 さん， 皆 さんに は なすべ き大 い

な る仕 事 が あ ります 。扶 助協 会 を築 くこ と，

そ して その組 織 を強 め る こ とです。 それ を

さしお いて この世 的 な オ ノの平 野 に下 っ て

行 くよ うな誘 いにの っては な りませ ん 。

自 らを他 の旗 の下 に 置 くよ うなこ とは し

な いで下 さい。 自分 の欲 求 を満 たす ため の.

正 当な理 由 を捜 して奔 走す るよ うな こ とは

しない で下 さい。皆 さん方 の大 義 は， この

地 上 に現 存す る最 大 の 力で あ る全 能 の神 の

神 権 の権 能 の下 にあ るのです 。

私 は皆 さん方 の偉 大 な組織 の歴 史 をた ど

って い て，ふ と扶 助協 会 に与 え られ た大管

長 会 の メ ッセー ジ を思 い出 しま した。 それ

は扶助 協 会創 立100周 年 に与 え られた もので

す 。こ こで その メッセー ジ を紹 介 しましょう。

「私 たち は扶助 協会 の姉 妹 た ちに， 扶助

協 会 は主 の霊 感 に よ って組織 された世 界 で

もめ ず ら しい組織 で あ る こ とを忘 れ ない で

いた だ きた い と思 う。… …世 界 中で その よ

うな 起源 を持 つ女 性 の組 織 は他 にひ とつ と

して な い。

この よ うに神 の霊 感 に よって生 まれた こ

の組 織 には， 献 身的 な奉 任，神 の神権 者や

お互 い に対 す る最 高 の 忠誠 といった 点で そ

れ相 応 の責任 が あ る。会 員 は， この偉 大 な

協 会 の会 員 としての 義務 と責 任， 特権 と名

誉 ，機 会 ，達 成 すべ き事 柄 に背 を向 け させ

る いか な る敵 意 あ る または競 争心 をあお る

関心事 も黙 認す べ きでは な い。

この偉 大 な扶 助協 会 のすべ て の会 員が最

も忠 誠 を尽 くさな けれ ば な らないの は……

仲 間 の会 員 とこの組 織 に対 して で あ る。会

員 は， この協 会 の仕 事 を中断 させ ， あ るい

は妨 害 す る他 の いか なる組 織に も加 わ って

は な らな い。会 貝 は他 の どん な社交 クラブ

や 同様 の 団体 よ りも扶助 協 会の 奉仕 を優先

すべ きで あ る。 私 た ちが こ う申 し上 げ るの

は， 扶助 協 会 は他 の どの組 織 に もない知 的，

文化 的 ，霊 的価 値 を具 えてお り，会員 の全般

的必 要 をす べ て満 た して くれ るか らで ある。

私 たち はすべ て の姉 妹 た ちに， これ らの

こ とを心に留 め ，扶 助協 会 を世 界で最 も素 晴

ら しい有効 な女 性 の組 織 として その地位 を

保 ち続 け て いた だ きたい と切 に願 うもので

ある。」(`且Cθ η飽ηαη(ゾR6♂ ゴげSoo忽y"
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「扶助 協 会創 立100周 年 」p .7，1942年)

この大 管長 会 の声 明 は今 日に もあて は ま

ります 。扶助協 会 の 目的 を支 持 しよ うでは

あ りませ ん か。扶 助協 会 を強め， これ に参

加 しようではあ りませ んか。 その ため に 自 ら

を捧 げ よ うでは あ りませ ん か。不 活 発 な姉

妹 た ち を参加 させ ， 非教 会 貝の 人 々 を連れ

て きて扶 助協 会 の良 い影 響 を分 か ち合 お う

では あ りませ ん か。今 こ そ この世 界的 な姉

妹 の輪 につ なが る時 で す。扶 助 協会 を組織

立 て強 め る こ とは， この教 会 の将 来 に とっ

て， また教会 の安定 に とって非常に重要です 。

私 たち は今， 将来 とい う暗 い霧 の 中に 恐

る恐 る足 を踏み 入 れて い ます。 そ して私 た

ちの耳 に は嵐 の前 ぶれ の不 気味 な音が 聞 こ

えて い ます 。今 まで通 っ て きた狭 い道 は 試

練 の始 ま りにす ぎな いの です 。 この神 権 時

代 の行 く末 は私 たち に明 らか に され て い ま

す。 それ はすべ ての姉 妹 た ちの生 活 に影響

を及 ぼ し ます 。私 た ちは恐 れ お のの くこ と

は あ りませ ん。 なぜ な ら， 皆 さんは その優

しい手に正 義 の光 を握 って い るか らです 。

それは兄 弟 たち を祝 福 し， 子供 た ち を育 み

ます 。

皆 さんに 向か って神 の 王 国に おけ る女 性

の立 場 は男性 よ りも劣 って い る と言 っ人は，

ふ さわ しい 男性 が 自分 の 妻 に対 して 抱 く崇

拝 に似 た愛 につ いて何 も知 らな い 人です 。

男性 は妻 な しで は完 き神権 を受 け る こ とが

で きないの です。なぜ な ら予 言者 ジ ョセ ブ・

ス.ミスが言 って い る よ う に， 「男 性 は 主 の

神殿 以 外 では完 き神権 を受 け る こ とが で き

ない」 か らです 。(教 義 と聖 約131：1-3参

照)女 性 は その神 聖 な場 に お いて神 権者 の

傍 らに 立 ち ます 。 そ してそ こ で彼 の受 け る

すべ て の ものに 共 にあず か るの です 。 洗 い

清 めや灌 油 の儀 式， またエ ン ダ ウメ ン トは
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別 々 に受 け ます 。 しか し男性 は， 傍 らに女

性 を伴 わな いで それ 以上 の最 も高貴 な儀 式，

す な わ ち結 び 固めの儀 式 を受 け るこ とはで

きない ので す。

姉 妹 た ちの優 し く穏や か な教 え， 敵意 を

和 らげ る知 恵 は何 と力 強 い もので しょ う。

私 は扶助 協 会 の全精 神 を， 皆 さん の仲 間の

ひ と りが答 えて下 さ った静 か な答 えの 中に

見 る こ とが で きま した。

1年 分 の貯蔵 を決 心 したあ る姉妹 をばか

に した人が い ま した。 彼女 は まず 自分 と夫

の分 を貯 え ま した。 それか ら十 分 な貯 え を

す る費 用 と場所 の な い，結 婚 したばか りの

子供 たち の ため に余 分 に貯 え ま した。 彼女

はばか に した人 に， 自分 は予 言者 の勧 め に

従 っ た まで であ る こ とを話 し ま した。 す る

とそ の人 は彼女 を非難 して 言いま した。「混

乱 が起 こっ た ら どうせ す ぐにな くな る さ。

もし指 導者 が貯 えて い る物 を全部教 会 に寄

付 す る よ うに言 った らど うだね。 君 は何 も

貯 え てい な い人 に分 け与 え な きゃい けな く

な るんだ 。 ど う思 うね。」

彼女 の 答 えは こうで した。 「た とえそ うい

うこ とが 起 こ った として も， 少 な くとも私 、

には分 け て あげ られ る もの が あ ります。」

多 くの もの を分 け 与 えて い る扶 助協 会 の

姉 妹 の皆 さんに神 の祝 福 が あ ります よ うに 。

この 大 きな 永遠 の姉 妹 の輪 す なわ ち地上 に

おけ る女 性 の ための神 の組 織， 末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教 会 の扶 助協 会 の一 部 であ

るあの東 ヨー ロ ッパ の小 さな姉 妹 た ちの輪

を神 が祝 福 な さい ます よ うに。

私 は神 が 生 きて お られ， この業 を導 いて

お られ る こ とを証 します。 また神 の慈 悲深

い 力が この 偉大 な姉 妹 の輪 の上 に注 が れ ま

す よ うに， イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ り

祈 ります 。 アー メン。



ロ ー カ ル ・ ニ ュ ー ス

聖餐式を

霊性あふれるものに
韓国 ・日本地域代表役員

菊 地 良 彦

私 は今年 ， 日本 の 「主 の聖 餐式 」 を大 き

く改革 で きれ ば.と考 えて い ます。 もっ と霊

性 に満 ちあふ れ た式 に した いの です 。現 在，

`全国の 教会 の聖 餐 式 では
，率 直に言 って150

-200名 の 出 席 は珍 しい
， とい うよ りはな

い と言 って もよい で しょ う。数 ば か りでは

な く，今 の 聖餐 式 の体 質 を根本 的 に変 える

必要 が あ ります 。 式 を単 に 司会 し， 運 営す

るだけ では 会員 に霊 性 を与 え る こ とは で き

まぜ ん 。私 た ちは もう一 度 この問題 を見直

し，考 えて いか な けれ ばな りませ ん。今 年

は特 に指 導者 の 発想 の転 換 が大 き く求 め ら

れ てい ます 。以下 にい くつか の 項 目を取 り

上 げ てみ ます が皆 さん もこれ らの こ と を考

えて い ただ けれ ば幸 い です。

醗 発想 の転換

「だれ も
，新 しい着 物 か ら布 ぎれ を切 り

取 って， 古 い着物 につ ぎ を当て る もの はな

い。 もしそん な こ とを した ら，新 しい着 物

を裂 くこ とに な る し， 新 しいのか ら取 った

布 ぎれ も古 いのに合 わな いで あ ろ う。」(ル

カ5：36)指 導者 の 方 々は，この聖 句の 意 味

を深 く理 解 な さ って，今 ， 私 た ちは発 想 の

大転 換 をしな くて はな らない ときに立 って

い る こ とを覚 えて いた だ きた い と思 い ます 。

鎌魂 の休 み が与 え られ てい るだ ろ うか

私 た ちの聖 餐 式は 「重荷 を負 うて苦労 し

て いる者 に休 み を あた え， 魂 に休 みが与 え

ら」れ， 「荷が 軽 くされて い る」主 の聖餐 式

で し ょ うか。(マ タイ11：28参 照)

ど うした ら霊性 に満 ちあふ れ た聖 餐式 を

行 な え るのか考 えてみ て下 さい。

鰻語 る者 は… …

「語 る者 は
， あな たが たで はな く， あな

た が たの 中に あ って語 る父 の 霊 で あ る。」

(マ タイ10：20)私 た ちは 主が 語 ってお ら

れ る 「霊 感 と霊 に 充 ち満 され てい る」 言葉

を語 って い るで し ょうか 。

灘 権威 あ る ものの ように

聖餐 式 の お話 は主 イエ ス ・キ リス ト様 に

な らい， 人 に感動 と感 激 と改 心 を うながす

話 とし， 「権 威 あ る者 の よ うに教 え」(マ タ

イ7：28>よ うでは あ りませ んか 。こ う書か

れ てい ます。 「そ の言葉 に権威 が あっ たので，

彼 らは その教 えに驚 い た。」(ル カ4：33)

権 威 ある ものの よ うに語 る こ とは，大 言

壮 語 では あ りませ ん。

懸 あ な たの信仰 どお り

盲 人が イエ スの も とに 来て 「わ た しをあ

わ れん で下 さい。」(マ タイ9：27)と 叫 ぶ

と， イ エ スは私 を信 じるか」 と言わ れ，盲

人が 「信 じます」と答 える と，イエ スは 「あ
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な たの信仰 どお り， あな たが たの 身 に な る

よ うに」(マ タ イ9：29)と 言 わ れ，盲 人の

目が 開か れ ま した。 また カペ ナ ウム で の百

率 長 とイエ スの会 話 の 中に私 たち は偉大 な

教 訓 を学 びます。 「主 よ私 の僕 は 中 風でひど

く苦 しんで い ます 。」(マ タイ8：16)主 が

彼 に 「私 が行 って なお して あ げ よ う」 と言

うと， 彼 は 「主 よ， わ た しの屋 根 の下 に あ

な たをお 入れす る資 格 は… … ご ざい ませ ん。

ただ， お 言葉 を下 さい 。 そ うす れ ば僕 は な

お ります」(マ タイ8：8)と 答 え ま した。

指導 者 は率 先 して， この よ うな立 派 な信

仰 を主に 表わ そ うで はあ りませ んか 。

纏一 匹 の迷 い子 を救 う精;神

「あ る人 に百 匹の羊 が あ り
， その 中 の一

匹が迷 い出 た とす れ ば， 九十 九 匹 を 山に残

してお いて， その迷 い 出て い る羊 を捜 しに

出かけ ない で あろ っか。 …… その よ っに，

これ らの小 さい者 のひ と りが滅 び る こ とは，

天 に い ます あ なたが た の父 のみ ここ ろで は

な い。」(マ タイ18：12，14)

この精神 を発 揚 して， 私 た ちの聖 餐 式 を，

もっ ともっ と充実 した もの に しま し ょう。

訪 問 して共 に 集お うでは あ りませ んか 。 そ

して全員 で ホザ ナ を叫 び， 讃 美 し，主 の聖

餐 を祝 お うでは あ りませ んか 。

「あ なたが た に よ く言 っ てお く。 わ た し

の 兄弟 であ る これ らの最 も小 さい者 の ひ と

りに したの は，す なわ ち， わた しに したの

であ る。」(マ タイ25：40)

縢 か ら し種一 粒 ほ どの信仰

「あな たがた の信仰 が 足 りな いか らで あ

る。 よ く言 い聞 かせ て お くが， も し， か ら

し種一粒 ほ どの 信仰 が あ るな ら， この 山 に

むか って 『ここか らあ そ こへ移 れ』 と言 え
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ば ，移 るで あ ろ う。 この よ うに， あ な たが

たに で きな い事 は，何 も な い で あ ろ う。」

(マ タ イ17：20)

私 た ちに で きな い事 は，何 もな い と主 は

約 束 を下 さって い ます。2，500名 の ス テー

キ部 な ら聖餐 式 に 出席す る人々 が2，000名

ぐらい に で きる よ うに しま し.よう。300名

の ワー ド部 な ら200名 の 出席 にで きる よう

に しま し ょう。私 た ちは， 同 胞 を救 うため

な ら， 「天 の使 い た ち」(マ タイ26：53>や ，

「天の 軍勢 の将 」(ヨ シュア5：13-15)を

呼 び， 助 け を受 け るこ と もで きます。

饗 今 日は神 の 力 の時 であ る

私 は， 何故 に この よ うな不 可能 と思 わ れ

る こ とを皆様 に望 むか と言 い ます と， 次 の

よ うな大 管長 の偉 大 な ビジ ョンが 成 就 され

る時 が， まさに近 くあ るか らです 。

「私 た ちは この神 の 力が現 わ れ る 日を待

っ てい ます 。一 日に して一 国全部 が 改宗 す

る 日です 。 そ の 日に幸 いあ れ。私 たち の愛

す る天 の父 が， ア ンモ ン とそ の兄弟 た ちが

した よ うに ，何 千 人 とい う改宗 者 を生 み出

す 日を私 た ちに与 えて下 さ るのです 。 ほん ，

の数 人や 数 十 人で は あ りませ ん。数 千 人 で

す 。主 は その こ とを約 束 して下 さい ま した。

そ の約 束 を， 主は 必ずや か な えて 下 さ るで

し ょ う。」

そ の よ うな時代 を迎 えるに あ た って，私

た ち聖 徒 た ちが， 教会 の 中 を浄化 す る こ と，

清 浄 にす るこ と，清め るこ とが 必要 なの です 。

主 が私 た ちの努 力 の上 に祝 福 を下 され，

私 たち の教 会 が 汚れ よ り清め られ浄化 され，

エ ノ クの町 に一 歩 で も近づ くこ とが で き る

ように しま しょ う。 日本 の伝 道80周 年 が，

意義 あ る年 に な るよ うに とお祈 りします。
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